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まえがき

学長阿部正和

東京慈恵会医科大学教育・研究年報の通算第 4号 (1984年版）が刊行されました。この年報に

は 1984年（昭和 59年） 4月から 1985年（昭和 60年） 3月までの本学における教育および研究の

歩みがとりまとめられています。酒井敏夫編集委員長はじめ編集に携わった委員および関係各

位，さらに編集実務に精力的に取り組んで下さった富井武寛常勤顧問に心からの謝意を表します。

この年報の刊行は， 1981年度（昭和 56年度）より始められました。大学の創立百年を記念して，

教育および研究の歩みを 1年毎に整理して記録に残し，学内に在籍する教員が相互に教育・研究

の内容を知り合うとともに，他の医学教育機関および研究機関の方々にも慈恵医大における教

育・研究の実状を理解して頂き，御批判を得ようというのが刊行の趣旨でありました。始めは，果

たして刊行できるものか， という危惧の念を抱いた方もおられましたが，幸い， これまで 4年間

継続して刊行することができたのであります。今後，恒久的に毎年度刊行を維続継持することが

絶対必要であり，学内の皆様の御協力を頂きたいものであります。

この度の年報では， これまでの号と異なり，新たに大学院教育および情報処理実習室（現情報

処理研究室）について追加されるとともに，新しい機構としての医学情報センターについてとり

まとめられている点に特色があります。

教育については，今も将来も変えてはならないこととして，「学びの精神」 (Thespirit of !ear・

ning)を伝承することがありますが，一方，社会情勢の変化および医学の進学発展とともに変え

て行かねばならない部分もあります。この年報から，その辺りのところがうかがえるのではない

でしょうか。

研究については，各講座又は研究施設，特設診療科目，さらには進学課程，いずれもよく推進

していることがこの年報によって分かりますが，今一歩格段の努力を要請したいと思います。す

べての教員が， この年報に目をとおして，相互に研究状況を知り合い，研究題目によっては共同

研究体制を布けるものがあることを理解して頂きたいのであります。

いずれにしても，一年の歩みを記録として残すことは，過去に対する反省と，将来へ向けての

展望という点できわめて重要なことであります。教育・研究年報の 1984年版の完成を改めて喜ぶ

とともに， この年報が積極的に利用され，刊行の趣旨が充分に生かされることを希望する次第で

あります。

1985年（昭和 60年） 8月



凡 例

●各教室・研究室にお願いした研究の年間報告については，残念ながら，その頁数を制限せざる

を得なかった。

研究概要については， 3,200字内外。

研究業績については，

I 原著論文 30編以内

II 総 説 10編以内

III 学会発表 20編以内

IV 著 書 5冊以内

V その他 5編以内以上とした。

●教室スタッフの氏名と専攻研究領域の欄は専任講師以上とした。従って，教授，助教授も専任

者のみとした。

●表紙にある 1984は昭和 59年度（昭和 59年4月より昭和 60年3月まで）を意味しているが，昭

和59年と誤られる可能性もあるので，まぎらわしいときには年号を入れた。

●雑誌名の略記，文中の外国語単語の大文字，小文字，等については一定にすることができなかっ

た。

●索引の項で，各教室，各研究室の略名を下記の通りとした。
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学事報 告

教学委員長 石川栄世

1. 本学の沿革

明治 14年 5月 1日高木兼寛先生が京橋区鎗屋町

11番地に成医会講習所を開設して西欧の医学を教

授した。これが本学のはじめである。

明治 24年 9月 7日に東京慈恵医院医学校が設立

許可され，同 36年 6月，私立東京慈恵医院医学専門

学校となった。我が国で，最初に認可された私立医

学専門学校である。

大正 10年 10月 19日旧学制の大学令により東京

慈恵会医科大学への昇格が許可された。

終戦後，私立学校法が施行され，財団法人東京慈

恵会医科大学は，昭和 26年 3月法人名が学校法人慈

恵大学と改められ，翌 27年 4月学制改革により新制

の大学となった。

昭和 31年 3月大学院医学研究科博士課程の設置

が認可された。

昭和 35年 1月20日に医学進学課程の設置が認可

され校舎を調布市国領に建設し，同年 4月より進学

課程の教育がはじまった。

本学は，高木兼寛先生が成医会講習所を開設して

から昭和 55年をもって建学創立 100年を迎え記念

行事が盛大に挙行された。同年 5月創設縁りの地，中

央区銀座 4丁目（当時の京橋区鎗屋町 11番地）に本

学発祥之地の記念碑が建立され，更に百年史が編纂

刊行された。

また，創立 100年記念事業の一環として進学課程

構内に樋口体育館が新築され，水泳プールも新設さ

れた。専門課程には研究棟として大学 2号館が昭和

56年 9月に新築落成した。 一般職員は 2,850名，以上教職員総計は 4,624名

昭和 59年 12月に進学課程図書館の増改築工事が である。

竣工した。 昭和 59年度学生数は大学院学生 89名，専門課程

学生 500名，進学課程学生 259名，総計 848名であ

第四 代学 長寺 田正 中

第五代学長矢崎芳夫

第六代学長樋ロー成

第七代学長名取證二

第八代学長阿部正和昭和 57年 12月就任

3. 卒業者

本年度卒業試験に合格して医学士の称号を認可さ

れ，卒業証書を授与された者は吉田孝子以下 112名

で男子 101名，女子 11名である。明治 14年，本学

創立以来の卒業者総数は， 10,033名となった。

4. 教職員並びに学生数

現在の教員・研究者数は専門課程 1,734名，進学

課程 40名であり，その内訳は次の通りである。

専門課程

名誉教授 14名

教 授 80名

助教授 81名

講 師 364名

助 手 858名

専攻生 54名

研 究 生 86名

医 員 197名

進学課程

教 授 8名

助教授 4名

講 師 25名

助 手 3名

2. 歴代校長並びに学長 る。

初代校長高木兼寛明治 14年 5月就任

第二代校長実吉安純

初 代 学 長 金 杉英五郎

第二代学長高木喜寛

第三代学長永山武美

5. 教授，助教授の委嘱

昭和 59年度における教授，助教授の委嘱は次の通

りである。

教授委嘱
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馬詰良樹

磯 貝 行 秀

新村員人

松本信雄

定員外教授委嘱

大畠 襄

鈴木 敬

久慈直志

吉葉繁雄

客員教授委嘱

増田 允

小 野 三 嗣

助教授委嘱

梅沢祐二

第 1生理学

第 3内科学

皮 膚 科 学

衛生学

形成外科学

脳神経外科学

産婦人科学

衛生学

大学直属

第 2生理学

耳鼻咽喉科学

青木治人 リハビリテーション科

北原健二 眼科学

田中寿子 附属研究部

小原 誠 第 4内科学

谷 藤 泰 正 麻 酔 科 学

天 木 嘉 清 麻酔科学

定員外助教授委嘱

池田義雄 第 3内科学

派遣中助教授委嘱

瀕尾 究 小児科学

小 松 親 義 第 4内科学

河野三郎 小児科学

宮崎一興 泌尿器科学

なお，昭和 59年 3月 31日付で定年により教授を

退任された阿部正和学長に名酋教授の称号を，また

同日付で客員教授を退任された松本武四郎氏にあら

ためて客員教授の称号を，昭和 59年 4月 1日付でそ

れぞれお贈りした。

6. 慈大賞基礎賞，臨床賞

慈大賞は成績最優秀学生に毎卒業時に授与される

賞で，前年度までに 41名が授与され，本年度は，吉

田孝子に授与された。

基礎賞及び臨床賞は基礎および臨床の各成績最優

秀の学生に卒業時に授与される賞で，前年度までに

96名が授与され，本年度の基礎賞は，森田 隆に，臨

床賞は，吉田孝子，浜田信ーに授与された。

また同窓会賞は，小川純子に授与された。

7. 進学課程

昭和 59年度（第 24回）修了式が挙行され，仲泊

聡以下 129名が専門課程に進学した。

成績最優秀者，仲泊聡に教養賞が，川上哲に

同窓会賞，小此木英男に父兄会賞が授与された。

8. 大学院修了者

本年度の大学院修了者は 28名で，大学院設置以来

現在までの修了者は 448名である。

9. 学 位 受 領 者

昭和 59年 4月以降の学位受領者は，大学院修了者

を含め 105名で，本学において現在までに医学博士

の学位を授与された総数は 4,257名である。

10. 解剖体数

昭和 59年 4月以降の解剖体数は，病理解剖 517

体，司法解剖と行政解剖を合わせた法医解剖 152体，

学生教育の教材として系統解剖 62体，計 731体であ

り，現在までの本学取り扱い総数は 19,284体であ

る。

11. 附属病院

大正 11年 2月 1日東京病院が本学の附属病院と

なった。その後，昭和 21年 7月青戸分院が葛飾区青

戸に開設され，翌 22年 4月には東京慈恵会医院が貸

与されて附属病院となり，昭和 27年 1月には都下狛

江の第三病院が本学附属病院第三分院となった。

附属病院の増改築については，本院の第 1号館，第

3号館が増改築されたあと，昭和 43年 3月に附属病

院本館が完成した。

なお，昭和 57年 10月より大学前棟東側半部に附

属病院新館の新築施工が開始され，昭和 60年 6月に

竣工の予定である。

本院の病床数は現在 938床である。

分院では青戸分院が本館の落成に次いで，昭和 49

年 12月に別館が落成し，現在第 2別館の増築工事を

施工中である。なお，看護専門学校の校舎が昭和 60

年 3月に新築された。

青戸分院の現在の病床数は 343床である。

第三分院は，本館の新築に始まり，昭和 53年 1月

に別館が，続いて昭和 56年 9月に中央棟が，さらに

昭和 59年 11月に森田療法棟が増築落成した。

病床数は現在 559床である。したがって現在本院，

分院合わせた総病床数は 1,840床である。

大学附属病院初代院長は高木喜寛教授であり，現

在の附属病院院長は丸毛英二教授である。

以上を以て学事関係一般の報告とする。
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カリキュラムの変遷と現状

進学課程

カリキュラム委員長 新津恒良

昭和 35年進学課程開設以来，数度にわたりカリ

キュラム諮問委員会， カリキュラム委員会が設置さ

れ，審議された結果，現行カリキュラムが昭和 52年

度から施行され定着している（詳細は 1981年の教

育・研究年報参照）。その後，諸般の状況を踏まえ，

迅速かつ至当な調整が常時必要であるという認識か

ら，昭和 57年 5月の第 231回進学課程教授会におい

て当時の進学課程教学委員長の新津恒良を委員長と

し，守永敏夫教授，原田萬三教授，衣笠泰生教授，戸

澤満智子助教授，丹羽宗弘助教授を委員とする常設

のカリキュラム委員会が発足したその後，一部編成

が変わり現在は，新津委員長，戸澤教授，蔵原助教

授丹羽助教授，原田（邦）講師，佐藤（尚）講師

である。

時の流れによって，高校のカリキュラム，入学す

る学生の資質・思考性が変わり，それにもっとも適

応した教育プログラムが要求される。また，担当教

員の退職などによって必然的にカリキュラムの変動

がおこる。昭和 60年 3月に，進学課程長の久志本常

孝教授の定年退職が予定され，同教授担当の医学概

東京慈恵会医科大学進学課程開講科目と履修単位

昭和 59年度

選択履修科目

人文科学系

国文学

哲学

心理学

歴史

文化人類学

人文地理学

社会科学系

法学

社会学

経済学

社会 思 想 史

社会 保 障 論

4

4

4

4

4

4

 

4

4

4

4

4

 

上記から 5科目 20単位以上選択履修

固定履修科目

人文科学系

基礎国語 (1学年前期）

自然科学系

数 学 (1学年）

統計学 (2学年）

物 理 学

化学

生 物 学

遺 伝 学 (2学期後期）
た

生物物理化学
(1子年後期）
(2学年前期）

医学概論 (1学年前期）

医 史 学 (2学年後期）

外国語系

英 語

一般教養演習

前期開講科目 (2学年）

後期開講科目 (2学年）

l単位以上選択履修

各 1

各 1

2
 

8
3
1
2
1
2
1
2
2
2
2
2
2
 

10 

ドイツ語 10 

ラテン語 (2学年後期） 1 

保健体育系

保健体育 4
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昭和 60年度（改訂）

選択履修科目

人文科学系

国文 学 4 

哲学 4 

心理学 4 

歴史 4 

文化 人 類 学 4 

人文地理学 4 

日本食生活史 4 

社会科学系

法 学 I 4 

社会学

[ ： i : ：I : 

上記から 5科目 20単位以上選択履修

一般教養演習

前期開講科目 (2学年）

後期開講科目 (2学年）

1単位以上選択履修

各 l

固定履修科目

人文科学系

国語概説・表現法 (1学年） I 4 

自然科学系

数学

線型代数学 (1学年） 4 

微分積分学 (1学年） 4 

統 計 学 (2学年前期） 2 

統計学演習 (2学年） 1 

物理学

力学・物性 (1学年） 4 

電磁気学 (1学年後期） 2 

現代物理学 (2学年） 4 

物理学実験実習 2 

化学

有機化学 (1学年） 4 

物理化学 (2学年） 4 

生体物質化学 (2学年前期） 2 

化学実習 2 

生 物 学

細胞生物学 (1学年） 4 

動物生理学 (2学年） 4 

動物形態学 (2学年前期） 2 

生物学実習 2 

遺 伝 学 (2学年後期） 2 

医学概論 (1学年前期） 2 

医 史 学 (2学年後期） 2 

外国語系

英語 10 

ドイツ語 10 

ラテン語 (2学年後期） 1 

保健体育系

保健体育講義 2 

保健体育実技 1 2 
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論，生物物理化学の今後のあり方が検討されること

になった。この事態に当たって，昭和 59年度当カリ

キュラム委員会は， これらの短期的課題とともに語

学教育など総括的再検討など長期的課題の審議が当

面の課題となった。短期的課題については，昭和 59

年 11月の第 263回教授会に中問報告として答申さ

れ，同教授会で審議の結果，一部修正の上決定し，昭

和60年度から実施されることになった（付表参照）。

その骨子はつぎの通りである。

1. 人文・社会系選択科目を 12科目開講し，学生

の選択の幅を広げる。

2. 従来の基礎国語 2単位を国語概説・表現法 4

単位とし，学生の国語力の強化をはかる。

3. 自然科学系各科目を講義内容に応じたサブタ

イトル表示とする。これにより学生の高校から

の反復重複という概念を除去するだけでなく，

学内における各科目の教育内容の理解を深め

る。

4. 久志本教授担当の生物物理化学は暫時保留と

する。

5. 1学年初頭における医学概論は阿部学長が担

当される。

その他の事項については 60年度に継続して審議

し，結論が得られたものについて，随時教授会に答

申することになった。

なお， 58年度から 59年度への各科目担当者の変

更は，つぎの通りである。

心理学：辰見敏夫講師の退職により岡本奎介

講師（成城大学教授）

文化人類学：渡辺直経講師の退職により祖父江孝

男講師（放送大学教授）

化 学：清宮懇講師の退職により遠藤和豊

講師（東京都立大学助教授）

医史学：大滝紀雄講師・久志本常孝教授から

深瀕泰且講師（本学昭和 29年卒業）

英 語：長谷部加寿子・宮本昭三郎両講師か

ら佐藤尚孝講師（信州大学講師， 10

月から本学専任講師）・中尾啓介講

師（東京電通大短期大学部助教授， 9

月まで）

ドイツ語：尾崎緊治講師逝去のため前野光弘講

師（中央大学教授， 10月から）

専門 課 程

本年度の主たる目標は， 1)学生にとってよりよい

環境をつくること， 2）学生の自主性を昂揚するこ

と， 3）進学課程と専門課程の教学委員間の連係の確

立，そして 4)現カリキュラムの再検討におかれた。

1)に関しては，単に設備などの環境ではなく， 2)と

も関連して，学生と教員間の意思の疎通をはかる。新

カリキュラムが発足して 6年になり，その間小修正

が加えられてきたが，さらにその充実をはかる。

前期・後期臨床実習の一本化：臨床実習の充実を

はかるため，ひきつづき臨床実習カリキュラム小委

員会において検討がおこなわれている。現行の 30週

を44週に大幅に増やし，各科目を集中的にローテイ

トする計画が提案され，各科間にその意見を求めて

いる。この案の長所は， 1)実習時問を専 3年の 9月

から長期間おこなうことが出来，従来よりはるかに

充実した実習が出来る。2)原則として各科とも系統

講義終了後実習が開始出来る。3)実習の増加による

講義回数の減少率は全体で 1.2%と少ない。 4)週 5

日の全日実習が可能となり，分院や関連病院を利用

教学委員長 石川栄世

出来る。 5)専 3,4年の実習期間の重複を避けるこ

とになり，各科の教育担当者の負担を軽減すること

が出来，さらに実習場所の確保が容易となる。 6)臨

床実習に分院や関連病院を利用することになり，幅

広い教育が可能となることなどである。今後，臨床

各科の理解を得ると共に，本計画に伴う細かい問題

の検討を続け，昭和 60年度末までに最終案を提出す

る予定である。

カリキュラム特別検討会：第 3回カリキュラム特

別検討会が，昭和 59年 7月25日（水）， 26日（木）の

2日間にわたって開催された。医学教育やカリキュ

ラムに対する考え方，問題点の検討から一歩進めて，

現在の慈恵医大のカリキュラムをさらに改善するた

めの具体的な方法を話し合うことに重点がおかれ，

次の 4つの課題が採り上げられた。

l)講義における各科の連携， 2）本学における学習

評価を考える。3)臨床指向の甚礎医学教育および 4)

前期・後期臨床実習の一本化。第 1日目は，午後 2~9

時まで，基礎・臨床各教室から 3名の参加者がワー
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クショップ・グループを編成し， 8名のタスクフォー

スのもとに，上記各課題について検討した後，一堂

に会してそれらの成果が報告された。第 2日目は，午

後 2~6時に多数の教員の参加のもとで，各課題につ

いて発表ならびに討論がおこなわれ，それなりの成

果が上げられた。カリキュラム特別検討会を通じて，

医学教育に対する前進した「考え方」，および教員相

互の理解が期待できるものと思う。

学事関係および授業時間割変更事項： 1）専 3年

の第 17週～第 20週の栄養学（月・3:10 -5: 00)と

小児科学（木・3:10 -5: 00)が相互交換となった。

2)専 4年の神奈川県総合リハビリテーションセン

ターならびに放射線医学総合研究所の施設見学を取

り止め，第 19週以降の授業期間等がすべて繰りあげ

となった。それに伴い， リハビリテーション医学講

義ならびに救急医療講義実施時期が 7月22日（月）

~24日（水）に移行した。

教学委員と学生委員との懇談会：学生部長（小林

昭夫教授）の世話で年 2回教学委員および学生会委

員と各学年学生委員との懇談会を開いている。昭和

59年度は， 7月3日および 11月 19日の両日におこ

なわれ，学生の現カリキュラムに対する意見，講義

と実習に対する希望，意見が聞かれた。「教育の場」

のみならず， このような懇談会を通じて学生の「声」

を聞くことも，よりよい教育のための糧となりえよ

う。

学生の春季および夏季休暇中の病院実習：この数

年来，学生（主として専 3)は春季および夏季休暇

を利用して，本学関連病院，他大学病院，あるいは

他機関病院で臨床実習を積極的におこなうように

なった。専 3の前期までは講義が中心であり，患者

に直接，接する機会が少ない。蜂屋，亀田両教授の

援助によって， このような機会が出来たことは，学

生の臨床医学に対する認識をさらに深めることに役

立ちえよう。

学生の休暇中の病院実習への参加は積極的であ

り， これを奨励すると共に，現在夏季休暇末におこ

なわれているいわゆる中問試験の再検討が要求され

る。

医師国家試験：第 77回医師国家試験が 4月7日，

8日の両日おこなわれた。昭和 59年 3月卒 117名の

中， 116名が合格し， 99.1%の高合格率を示した。新

卒の全国平均合格率が 91.8%（国立 94.6%，公立 95.

0%，私立 88.0%）であり，好成績であったといえよ

う。この他，既卒者 8名が受験し， 4名が合格した

ので，総受験者数 125名，合格者数 120名 (96.5%)

となる。

大 学 院

大学院委員長 阿部正和

東京慈恵会医科大学大学院のあり方の革新を目指

して，大学院委員会では昭和 55年以来慎重に審議を

すすめ，ようやく成案ができ，昭和 60年 (1985年）

4月1日より再発足することが決定した。

1. その経過

医学の大学院博士課程の目的は，「研究者育成を主

眼とし，専攻分野について研究者として自立して研

究活動を行なうのに必要な高度の研究能力とその基

礎となる豊かな学識を養うことにある」とされてい

る。

本学の大学院においてもこれまで前述の目的に

則って運営されてきたが，近年大学院を志願する者

が臨床医学系に偏ってくるとともに大学院のあり方

に沿わない，いくつかの問題点が指摘されるに至り，

再検討の必要が生じてきた。そこで，昭和 55年 4

月，当時の名取證二大学院委員長の下に，本学にお

ける新しい大学院のあり方を検討することを目的と

する大学院カリキュラム小委員会が設置されるに

至った。この小委員会の委員長には吉村不二夫教授

が委嘱され，小委員会の委員としては，亀田治男教

授，久慈直志・酒井紀•石川博・栗原敏の 4

助教授が任命された。約 2年の歳月をかけて慎重に

討議がつづけられ，一応の原案を作成することがで

きた。

その後，この小委員会の原案を資料として，基礎

医学系吉村不二夫教授，臨床医学系阿部正和教授の

2名で成案を得るよう名取證二委員長から指示され

た。両名は相互に意見を交換しながら，理念的には

大学院にふさわしい制度であり， しかも大学の現状

からみて実行可能な新しい制度づくりに向かって努

力した。
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昭和 57年 12月，阿部教授は学長に就任し，大学

院委員会委員長を兼任することになった。昭和 58

年 2月1日および 8日に，臨時研究科委員会を開催

し，各教授より将来の本学における大学院のあり方

について意見を開陳して頂き，それらを甚礎にして

阿部私案が作成されたのである。大学院委員会の了

承を得た上で，「大学院のあり方（案）」を，昭和 58年

5月30日に召集された臨時研究科委員会に提案し，

協議が行なわれた。その討議の結果，原案に若干の

修正が加えられ，同年 10月31日の臨時研究科委員

会において，その大網が承認されるに至った。

2. 新しい大学院制度

l) その骨子

新しい大学院制度の骨子は次のとおりである。

(1) 大学院は研究に重点を置くが，第 1年次は教

育を目的とした期間とする。

(2) 入学者選抜

a)臨床医学系は卒後臨床研修 2年を修了した

ものの中から選抜する。

b)各講座について 1学年 1名を定員とする。

C)選抜試験の実際およびその評価の仕方につ

いては別に定める。

(3) 履修方法

a)第 1年次は，教育期間であり，どういう分析

技術を，どのように利用すれば自己の研究を

推進できるかを体得する。共通および選択カ

リキュラムを別に定める。いずれのカリキュ

ラムについても評価を行なう。

b) 2年目以降は，できれば基礎医学系研究施

設において研究を行なうのが望ましい。臨床

医学系の講座で履修するとしても，あくまで

研究が主であるという立場を貫く。

C)履修期間は 4年を原則とするが，優秀な場合

は， 3年以上であれば可とする。

(4) 学位論文の審査

その具体的内容については追って定める。

2) 研究科委員会申合せ事項

昭和 60年 4月 1日より発足する東京慈恵会医科

大学大学院のあり方に関する本学研究科委員会の申

合せ事項の全文をここに再録しておく。

東京慈恵会医科大学・大学院のあり方

（昭和 58年 10月31日決定，昭和 60年 4月 1日より

施行）

1. 目的と性格

基礎医学および臨床医学における優れた研究者養

成を主眼とする。

各専攻分野において自立して研究活動を行なうの

に必要な高度の研究能力と，その基礎となる豊かな

学識を深めるとともに，医学に関する研究を指導す

る能力を養うことを目的とする。

2. 修業年限

修業年限は 4年を標準とする。

ただし， きわめて優秀な学生が，所定の水準に 4

年以内に到達できた場合は，必ずしも 4年にこだわ

ることはない。この場合であっても 3年以上の在学

年数は必要である。

在学期間は 8年を超えることはできない。

3. 履修方法

l) 入学後の最初の 1年間は，高度の研究能力の

某礎を養うために共通および選択カリキュラム（講

義および演習）による所定の単位を履修する。

(1) 初期の 3~4カ月間は，医学研究に必要な基礎

的分析技術および情報処理技術などを修得する

ための共通のカリキュラム＊を履修する。この

さい，学外の研究者を招請して開くセミナーに

出席する。

(2) 次の 8~9カ月間は，将来の研究に直接必要な

技術と知識を修得するための選択カリキュラ

ム＊を履修する。この場合，原則として本学にお

ける甚礎医学講座あるいは基礎系の研究施設に

おいて行なうものとする。

（＊ 共通および選択カリキュラムの内容は別

に示す。）

2) 2年目以降は研究主題にふさわしい指導者の

下で研究に従事する。

3) 取得すべき単位は 30単位以上とする。

ただし，単位制度による授業はできるかぎり 2学

年までに終了し，それ以後は研究課題に即した学生

自身の自発的な研究活動を行なう。

4) 大学院修了にふさわしい研究能力と学識が学

位論文の審査および試験によって立証されたときに

課程を修了し，博士の学位が授与される。

5) 研究課題によっては，より適切な指導を受け

ることができる他の研究施設においても研究指導の

一部を依頼することができる。
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4． 編成と入学の資格＊

基碗医学系，社会医学系および臨床医学系に区分

し，それぞれの受験資格は次のとおりとする。

l)基礎医学系

大学院学則第 10章第 24条による，医学部医学科

以外の修士課程修了者も受験可能である。

2)社会医学系

大学院学則第 10章第 24条による。

3)臨床医学系

卒後 2年間の臨床研修を修了した者とする。

大学院入学前に，卒後 2年問の臨床研修を行なう

ことを前提とし， この 2年間に診療に従事するとと

もに将来の研究題目を考える。

臨床医学系大学院も優れた医学研究者養成を目的

とするが，将来，臨床医学における教育および研究

の指導者となるためには臨床医学についての実際的

な基礎知識および技能を身につけておくことが必要

である。

（＊ 大学院入学希望者の選抜方法は別に定め

る）。

5． 定員と学生の所属

l)学生の所属は大学院である。各教室員（臨床医

学系にあっては，いわゆる医局員）とは厳に区

別すべきである。

2)大学院入学後，各講座に派遣されるが，派遣し

得る学生は 1学年につき 1名である。ただし入

学試験不合格者が多いときは定員に満たないこ

ともあり得る。

3)学生は派遣された科（現状では各講座），ある

いは他の施設において研究に従事する。この場

合，臨床医学系大学院生は，できる限り基礎医

学系研究科，あるいは甚礎的研究施設において

研究を行なうことが望ましい。講座の壁をこえ

た基礎・臨床の一体化や，学際的な研究の推進

など，生命科学の中における医学研究の体系化

を図るためである。

4)他の施設，又は他の研究科で研究を行なう場合

は脈遣された科の教授より，再派遣の旨，大学

院委員会を経て研究科委員会の承認を受けなけ

ればならない。

5)臨床医学系大学院生は，大学院より派遣された

科において， 2年目より診療を行ないながら研

究に従事することもあるが， この場合も大学院

の目的が研究者養成にあることを指導者は十分

認識して，研究に重点をおくようにすべきであ

る。ただし，大学院の第 1学年は，所定の共通

カリキュラムおよび選択カリキュラムは必ず履

修しなければならない。

6. 研究の指導

大学院生の研究指導の実際に主として当たる指導

者は学生ごとに決めておく必要がある。この指導者

は，必ずしも派遣された研究科の教授に限る必要は

ない。ただし，発表する論文の最終責任は指導者の

属する研究科（講座）の教授にある。

今後，基礎医学・臨床医学の一体化，学際的研究

領域の指導，および講座制の弾力化などの必要性か

ら，派遣された科の教授以外の教員も含めて大学院

生の研究指導者となり得るものとする。

7. 医学博士の学位

l)学位の意義

4年を修業年限とする博士課程においては，高度

の研究業績の蓄積の上に立つ高い水準の論文まで求

めることは困難である。従って博士の学位は，研究

者として自立して研究活動を行なうのに必要な高度

の研究能力と，その基礎となる豊かな学識を備えて

いることの証明という性格をもたせる。

2)学位授与の条件

大学院に 4年在学し， 30単位以上を取得した上

で，指導者の指導を受けつつ研究を行ない，前述の

学位の意義を証明するに足り得る学位請求論文を提

出して，その審査および試験に合格した者に授与す

る。

3)学位請求論文の審壺＊

提出された学位請求論文の主題に応じて，最もふ

さわしい研究科委員（教授）を大学院委員会が審査

委員として委嘱する。

学位請求論文の合否の最終決定は研究科委員会に

おいて行なう。

（＊ 学位論文審査および試験の具体的内容に

ついては別に定める。）

8. 研究課題

今後の研究課題として，次の 7項目を挙げる。

1)大学院事務組織の強化

2)大学院教育・研究施設の充実

3)大学院共通カリキュラム推進のための予算化

4)大学院委員会の再編成

5)大学院教員組織のあり方

6)学位請求論文の審究のあり方に関しての再検

討
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7)大学院生の定員削減に伴う奨学金制度の設置

なお，新しい制度による大学院制度の発足は昭和

60年 4月 1日を目途とすることになった。

3. 1984年度（昭和 59年度）大学院報告事項

本年度大学院委員会で行なった事項は大要次の如

くである。

l)研究科委員会に提出する学位請求論文の予備

審査， とくに主論文が共著論文である場合の提出可

否の決定

2)昭和 59年度日本育英会奨学金希望者中より推

薦する者の選考

3)同窓会基金による海外派遣補助金応募者中よ

り推煎する者の決定

4)昭和 60年度学内・学外共同研究費補助につい

ての審議と決定

(1) 学内共同研究費補助

研究代表者

松葉三千夫教授（第 1薬理学） 186万円

林 伸ー教授（栄養学） 186万円

益田 昭吾教授（第 2細菌学） 159万円

新村慎人教授（皮膚科） 178万円

(2) 学外共同研究費補助

研究代表者

馬詰 良樹教授（第 1生理学） 30万円

磯貝 行秀教授（第 3内科学） 30万円

本多 芳男教授（耳鼻咽喉科学） 30万円

5)その他
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医学情報センターの年間報告

（編集部より） 本学における医学情報の流通と組

織化体制の整備の一環として，昭和 59年 4月 1日を

もって「医学情報センター」を発足させた。センター

は従来の図書館と標本館とを主軸にし，史料室と写

真室をも包含する。発足に至った経緯は昭和 57• 58 

年度の「教育・研究年報」を参照されたい。

医学情報センター長は，旧附属図書館長・旧附属

標本館長の望月幸夫教授（放射線医学）が館長の残

任期間委嘱され，昭和 59年 12月24日の教授会に

おいて再任された（昭和 60年 1月21日発令）。

専門 課 程

セ ン タ ー 長 望月幸夫

図 書 館

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報センター助教授）

1. 年度実績

l) 蔵書 冊 数

単 行 書 雑 誌 年問増減
年度末総数

和 洋 和 洋 増 減

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

38,372 34,394 41, 788 60,626 175,180 5,560 27 

力 レン ト 含u士心

和 洋

種 種

969 865 

2) 図書購入費及び製本費

製 本 費
単行書購入費 雑誌購入費 計

金 額 冊 数

円 円 円 円 冊

18,717,438 42,882,562 61,600,000 5,880,000 3,413 
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3) 図書館利用状況

館外貸出冊数
相互利用件数

貸 1 借 件

複写サービス

数 I 枚 数

文献検索
サービス

冊

42,301 25,392 2,665 66,237 555,384 
件

1,686 

4) 主要な側面 した。

(1) 昭和 60年 3月末現在の蔵書冊数（単行書およ (3) 古典的資料の展示

び製本雑誌を含む）は 175,180冊となり，これは日 図書館 2階閲覧室に設置した展示ケース（阿部正

本の大学医学図書館の中で最上位の規模のグループ 和学長寄贈）において，当館が所蔵する医学領域の

に入る。 古典的資料（主に復刻版）について，簡単な解説を

(2) 現在受入中の雑誌種類数は国内雑誌 969, 外 付し 2カ月単位で展示した。

国雑誌 865であり，購入誌はこの数年増加がほとん

どない状況である。世界的インフレ傾向にあって，図

書予算の熟慮を重ねた効果的運用がますます義務づ

けられている。

(3) 新谷城氏より 100万円，父兄会より 60万円の

寄附を受け，学生希望の図書を中心に購入した。

(4) 文献検索サービスは，昭和 57年度 1,206件，

58年度 1,298件に比較し，当該年度は 1,686件と急

増し， このうちコンピュータ・オンライン・システ

ムの利用が 1,116回となっている。

2. 主な事項

(1) 開館時間の延長

学生をはじめとする学内各層からの要望に応え，

昭和 59年 10月 1日より，開館時間を 30分繰り上

げ， 9時とした。

(2) 史料室の目録作成

史料室所蔵資料の目録作成に関し，必要な項目の

検討， 目録カードの設計を行ない，作成事業を開始

3. 論文

裏田和夫：内科医のためのコンピュータ入門． V.

情報を提供するコンピュータ．内科． 53(5): 

934-939 (1984) 

山崎茂明，裏田和夫：生理学教科書の引用文献分

析． 日本生理学雑誌． 46(5):209-213 (1984) 

山崎茂明，裏田和夫，他：日本医学図書館協会加

盟館の外国雑誌コレクショソの現状(1977-1982)．医

学図書館． 31(2): 132-144 (1984) 

4. 新機構 2年次の図書館

医学情報センクー図書館として，新しいサービス

の展開，新しいシステムの開発は大切ではあるが，十

分に吟味され収集された資料と，資料に関する知識

の豊かな図書館員とによって展開される洗練された

図書館活動が，期待される情報サービスの基本であ

る。特にこの 2点への努力を行なう。

標 本 館

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報センター助教授）

1. 実物標本

l) 教育用標本整備

(1) 標本室の整備

5人用ディスカッション顕微鏡 l台を増設。また，

標本テーマ展示コーナーの学習効果を期し，スボッ

卜照明装置を設置した。教育用標本整備計画の開始

以来の念願であった正規の標本目録カードの編成を

完了し，器官・臓器と疾患名との組合せからの所蔵

標本の検索を可能ならしめた。さらに，標本陳列棚

に個々の標本名のインデックスを付した。

(2) 整備作業

標本館委員会では，教育的観点から現在の陳列標

本に関する再評価（補充あるいは削除）のあり方，ま

た個々の標本への解説付与の方法に関して具体的な

検討を開始した。解説付与についてテーマ展示作業
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時に徐々にではあるが進行してきている。アクリル

樹脂包埋標本の作製開始（現在は研修段階）。

(3) 標本テーマ展示・リーフレットの刊行

寄生虫学教室により実施し， MedicalExhibition, 

No. 4を刊行した。なお，昭和 58年度の第 3解剖学

教室による「解剖学教育研究標本一その見方と利用

法ー」は一部続行。

2) 標本陳列数（マクロ標本のみ）

室 名 標本 の種 類 点数

液浸標本 842 

鋳型・乾燥標本 237 

パック標本 6 

教育用標本室
包理標本 15 

(1日総展示室） 法医学標本 28 

生薬標本 229 

医動物標本 501 

樋口卵巣腫瘍 318 
コレクション

液浸標本 118 

鋳型・乾燥標本 6 

標本供覧室
歴代教授剖検 71 

模 型 11 

疾患装具モテル 56 

四肢立体モデル 13 

発生学モデル 52 
モデル標本室 人体模型モデル 7 
（旧スライド室）

中枢神経模型 1 

合 計 2,511 

3) 新規標本製作数

アクリルプラスチック液浸標本 78 

修理標本 26 

アクリル樹脂包埋標本 4 

合 計 108 

4) 所蔵資料数

資 料 I所蔵点数 1年件間増加数

ビデオカセット・テープ 307本 55本

スライド・テープ付 71本 3本

カセット・テープ 43本 31本

16mmフィルム 664本 52本

スライド 287組 20組

トーキースライド 45組 0組

問答用トーキースライド 18組 0組

レントゲンフィルム透し図集 70冊 38冊

医学図譜集 8冊 0冊

5) 所蔵機器数

機 器

ヒテオ装置

スライドプロジェクター

スライトビュアー

8mm映与機

16mm映写機

トーキースライド映写機

問答用トーキースライド映万機

テープレコーダー

HITAC•MINI コンピュータ

単眼顕微鏡

双眼顕微鏡

ディスカノション顕微鏡

実体顕微鏡

スクリーン

ンャーカステン

手術器具

2. 視聴覚資料・機器

1) 視聴覚資料目録

所蔵点数
年間増加
件数

3-.Lにヽ

゜8 

゜4 

゜1 

゜1 

゜1 

゜1 

゜6 6 

1 

゜25 

゜5 

゜4 1 

2 

゜2 

゜4 

゜7教室

゜

図書館との協力作業により，所蔵資料の目録作成

を行ない，主題件名，製作者名，資料名，等からの

検索を可能ならしめた。同目録ファイルは図書館に

おいても利用可能である。

2) ビデオ上映

高木会館ロビーにおいて，主に学生を対象にハー

バード大学製作「救急初療」を上映した。年 21回。

3. 総合展示

昭和 60年 2月 1日より 14日にわたり，高木会館

ロビーにおいて，「肺リンパ系の比較解剖」（第 1'第

3解剖学教室），「下垂体前葉細胞分類の新しい概念」

（第 2解剖学教室）を実施。

4. 開館時間の延長

学生をはじめ学内各層からの要望に応えるため，

昭和 59年 10月 1日より，平日の閉館時間を 1時間

繰り下げ， 20時とした。

5. 学習効果を高める標本室整備

昭和 55年度から実施されてきた教育用標本の整

備は，標本目録カードと陳列標本インデックスの完

成で初期目標の段階に一応至ったと言える。今後は

学習効果をより高めることを目的として，教育上必

要な標本の補充，そして標本学習に参考となる解説

の付与が大きな課題として残されている。
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史料室・写真室

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報センクー助教授）

〔史料室〕

1. 所蔵資料の目録作成

の協同で，様々な形態の所蔵資料に関し，質問への

回答の要点を配慮した目録カードの項目の検討，

カード設計を行ない，作成作業を開始した。

医学情報センター機構へ包含されて後，図書館と

2. 利用状況

学内
展 ホ 室

学 外

学内
資料閲覧

学 外

学 内
資料貸出

学外

学内
資料 検 索

学外

3. 資料の収集

利 用件数 ムロ 計

31件

34件

166名
65件 638名

472名

13件
33件

20件

19件
27件

8件

16件
31件

15件

資料をどの程度収集すべきかの検討を急ぎ，学内の

収集体制をつくることを目標とする。

本学の歴史を綴るべき史料室として， どの範囲の

〔写真室〕

1. 年間実績

X-P線画 肉眼標本 患者病変部 顕微鏡写真 公式行事 計

件 数 2,332件 35件 81件 23件 18件 2,489件

モノクロ・ネ ガ 1,079枚 1,079枚

” ポ シ／ 3,387枚 3,387枚

” スライド 6,378枚 6,378枚

ブルー・ポ ；`； 849枚 849枚

” スライド 2,265枚 2,265枚

R.  カラー 778枚 209枚 574枚 267枚 1,827枚

パナコピー 7,046枚 7,046枚

撮 旦即9 料 46枚 46枚

公 式 行 事 1,062枚 1,062枚

合 計 21,828枚 209枚 574枚 267枚 1,062枚 23,939枚
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術中写真あるいはビデオ製作の機能を写真室に期待

2. 今後の課題 する学内各層の声が多い。これらへの対応も検討を

現在のサービスの範囲は，主に原図のある場合の 要する課題である。

撮影とスライド作成であるが，図表の原画作成や手

進学課程図書館

進学課程図書館長 藤城敏幸

図書 館 長 ： 藤 城敏幸

業務責任者：畑中治郎右エ門

進学課程図書館の管理運営は①運営委員会（任期

2年） ：野本浩智教授，戸澤満智子教授，花岡柄雄

助教授，鈴木暁之講師，常盤博子講師，②図書委員

会（任期 1年） ： 1年生 (4名）， 2年生 (4名），③

職員：司書 (2名），事務員 (1名）で構成されてい

る。

1. 昭和 59年度実績

l) 蔵書構成

(1) 蔵書冊数 45,371冊

和書 35,651冊

洋書 9,720冊

(2) 雑誌所蔵種類数 176種

和雑誌 108種

洋雑誌 68種

(3) 年間図書受入数 3,370冊

和書 2,601冊

洋書 769冊

(4) 年間雑誌受入数 95種

和雑誌 76種

洋雑誌 19種

2) 図書購入予算 6,738,410円

使用額 6,738,400円

単行書 4,814,850円

雑誌 1,923,550円

3) 製本費予算 900,000円

使用額 794,710円

4) 図書館利用状況

館外貸出総冊数 1,608冊

学生 1,289冊

教職員 319冊

5) 館外複写依頼数 158件

他大学への複写依頼 78件

医学情報センターヘの複写

依頼 80件

2. 図書館の増改築

増改築が今年度予算で着工することになり，久志

本課程長，新津教学委員長，藤城図書館長，伊藤事

務長，畑中司書の 5名が建築委員として設計検討の

任に当たった。昭和 59年 4月27日地鎮祭を行い， 7

カ月のエ期で昭和 59年 12月6日に竣工した。

増改築により従来の面積の 2倍の広さになった。

その内訳は事務室，閲覧室，研修室 (2室），館長室

兼会議室，その他で 264mぢ書庫，その他で 288m20 

計 552m2である。収容人員は閲覧室 42名，研修室

16名，新聞雑誌コーナー 6名，書庫内キャレル 12

名，計 76名である。書庫は延棚数 1,952棚で， l棚

35冊配架するとして 68,000冊の所蔵が可能になっ

た。

3. 語学関係図書の充実

昭和 59年 4月に文部省医学視察委員の査察を受

けた際語学関係図書の所蔵冊数不足についての不

備を指摘された。

この件について本年度予算内で指摘事項の不備を

解消すべく努力した結果，以下の通り不足分の補充

を行い，指摘事項の解消を完了した。
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60.3.31．現在語学関係図書所蔵冊数

和 書 洋 書 合 計

英 語
1,062 422 1,484 
(554) (331) (885) 

独 語
977 438 1,415 
(197) (98) (295) 

ラ テ ン 辛ロロ
221 109 330 
(29) (26) (55) 

そ の 他
796 429 1,225 
(842) (367) Cl, 209) 

計
3,056 1,398 4,454 
Cl, 622) (822) (2,444) 

（ ）内は 59.3.31現在の冊数

なく進学課程の学生を対象にしていることに基因し

4. 図書館利用規定の改訂 ていると思われる。

従来，進学課程の図書館は閉鎖的で全学に対して この度，図書館の増改築完成に伴い，運営委員会

門戸を開いていないという感を学内の一部で懐かれ で従来の利用規定を検討し，昭和 60年 1月に改訂し

ていたように思われた。本来決して閉鎖的ではなく， た。新規定は昭和 60年 4月 1日より実施することに

進学課程以外の学生および教職員に対していずれも なった。

自由に利用出来るシステムになっていた。また，こ なお，この新規定は全学関係部署に昭和 60年 3月

れは蔵書構成が医学の研究者を対象にしたものでは 中に配布した。
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生涯教育センターの年間報告

1. 運営委員会

委員長：小林 建ー（センター長，麻酔科学教授）

委 員：嶋田甚五郎（第 2内科学講師）

高橋 宣肝（第 2外科学講師）

国府田守雄（同窓会評議員）

田中直樹（教授専任理事）

小森 亮（教授専任理事）

センター長 小林建一

3) 小児科学教室との研究交流のため来日したカ

ナダコロンビア大学のキム教授が，約 2週間仮眠室

を利用した。

4) 見学，視察は以下の通りである。 59年度入学

者父兄および専門課程 1年の学生，川崎医大平野教

授他，文部省教科書調査官 37名，板橋支部同窓 8名。

5. 活動

1) 59年 8月 18日第 5回夏季セミナー「脳血管

2. 生涯教育センター利用規約の改訂 障害 診断と治療のトピックス」は宮原正教授

従来は，センターヘの登録は本学同窓会および地 司会の下に行われ，参加者は 100名であった。

域医師会員に限定されていたが，門戸を拡げるため， 2) 録音テープによるサービスは，今後 4カ月ご

対象に「生涯教育委員会で認めた者」を加え，昭和 とにテーマを更新することになり，「うつ病につい

60年 2月 12日付改訂した。 て」，「梅毒血清反応陽性について」が予定されてい

3. 教材と施設

1) 教育用ビデオ 34本（感染症の化学療法など）

増，計 230本である。 16mmフイルム 52本が標本館

から移管された。

2) 書籍 394冊が図書館より移管，寄贈図書（内

科学全書，入門臨床免疫学など）を含め計 1,416冊

である。

3) 出版社の寄贈により， JAMA日本版，日経メ

ディカル，朝日モダンメディシン，日本医事新報，人

間の医学，ばんぶうの 7誌が継続して展示されるこ

とになった。

4) 慈恵医師会主催の医師国家試験模擬試験問題

および解答ならびに解説を展示する。

5) テレフォンサービス用録音器 1台購入，計 2

台となる。

4. 会員の利用

1) 昭和 60年 3月末の登録者は 216名（内港区医

師会 43名），延利用者は 945名で，この 1年間はそ

れぞれ 37名， 680名である。

2) テレフォンサービスの利用は 138件，月平均

12件である。

る。

3) 同窓有志により 58年度に発足した「生涯教育

センターの利用を考える会」の企画により， 59年 6

月， 11月， 60年 2月の 3回にわたり勉強会が開催さ

れた。出席者は学長を含め，毎回 12,13名であり，

ペインクリニック，救急蘇生法の実習が行われな。

4) 前年度に制定された認定証が，飯塚義明，菱

川吉衛，阿部正和および望月哲也（港区医師会）の

4氏に交付された。

5) 医学情報センター標本館主催の総会展示「肺

リンパ系の比較解剖」，「下垂体前葉細胞分類の新し

い概念」を展示した。

6) 昭和 59年 7月20日に行われた第 16回日本

医学教育学会で，本学生涯教育委員会から「生涯教

育の理想と現実」の演題で発表した（口演，小森

亮）。

6. その他

l) 昭和 59年 7月 1日付でテレフォンサービス

委員会委員長に小林生涯教育センター長が就任。

2) 昭和 59年 11月，本学昭和 39年卒同窓より，

生涯教育センター施設拡充のため 50万円がセン

ターヘ寄贈された。
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東京慈恵会医科大学雑誌の年間報告

編集委員長：藍沢 茂雄（第 2病理学教授）

編集幹事：井川 幸雄（臨床検査医学教授）

宮原 正（第 2内科学教授）

編 集委員：磯貝行秀（第 3内科学教授）

寺島 芳輝（産婦人科学助教授）

伊坪喜八郎（第 1外科学助教授）

佐々木三男（精神神経科学助教授）

益田 昭吾（第 2細菌学教授）

清水 英佑（公衆衛生学助教授）

馬詰 良樹（第 1生理学教授）

（昭和 60年 3月31日現在）

1. 雑誌の編集と発行状況

昭和 59年度は第 99巻を編集・刊行した。 1~6号

まで隔月 15日付で発行し，各号につき， 1,200部，全

刊行部数は 7,200部，総頁数は 1,142頁であり，各

号平均頁数は約 190頁であった。刊行された本誌は，

各教室，成医会会員および国内，国外関連機関に配

布された。

2. 投稿状況

本年度の投稿総数は 86編であり， うち原著は 67

髯 CPC3編，資料 l編，臨床（症例報告） 2編，成

医会総会特別講演 l編，宿題報告 4編，成医会総会

学術講演要旨 1編，成医会支部例会抄録 4編，成医

会例会 2編および阿部正和教授，増田 允教授の退

任記念講義を収載した。

原著について，著者の所属分野別でみると外科学

16編，内科学 14編，解剖学 11編，小児科学 7編，放

射線医学，衛生学，精神神経科学各 3絹，栄養学，泌

編集委員長 藍沢茂雄

尿器科学各 2編，麻酔科学，脳神経外科学，産婦人

科学，整形外科学，形成外科学，公衆衛生学各 1編

という状況であった。

3. 編集委員長の交代について

編集委員長を兼任していた松田 誠教授（医化学）

が病気を理由に辞意を表明していたため，昭和 59年

10月 12日，編集幹事を務めていた藍沢茂雄教授（第

2病理学）が編集委員長に任命された。そのため編

集幹事には，井川幸雄教授（臨床検査医学）が選出

された。

4. 第 100巻の刊行を迎えるにあたって

来年度で本誌が第 100巻の刊行を迎えるにあた

り，松田誠教授（医化学）による，学祖高木兼

寛先生の脚気の研究に関する総説を記念論文として

掲載することを決定した。

また，本誌の表紙のデザインを，従来の表紙から

読者にアピールする明るい感じの表紙にデザインを

変更することを決定した。

5. 第 98巻補冊について

第 100回成医会総会記念講演 (3編）および各シ

ンポジウム (13セッション）の演題の抄録を内容と

する第 98巻補冊が昭和 59年 10月 10日付で刊行さ

れた。

（編集部より） 東京慈恵会医科大学雑誌の編集委

員長が松田 誠教授から，昭和 59年 10月 12日より

藍沢茂雄教授に代わった。
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Jikeikai Medical Journalの年間報告

編集委員長：石川 栄世（第 1病理学教授）

編集委員：林 伸一（栄養学教授）

小林建ー（麻酔科学教授）

前川 喜平（小児科学教授）

望月 幸夫（放射線医学教授）

酒井敏夫（第 2生理学教授）

桜井健司（第 1外科学教授）

吉村正蔵（第 4内科学教授）

裏田 和夫（医学情報センター助教授）

編集委員長 石川栄世

投稿論文を分野別でみると，内科学，共利研が各

16編，薬理学，小児科学が各 5編，外科学が 4編，医

化学，解剖学，生理学が各 2編，麻酔科学，公衆衛

生学，体力医研が各 l編という状況であった。

3. 雑誌の寄贈・交換

本編集委員会では，本学における各教室での研

究・業績を国内・外に紹介し，また，海外での研究

動向の情報を収集するために，本誌の寄贈および雑

（昭和 60年 3月31日現在） 誌の交換を行なっている。現在，世界各国の大学医

学部，研究所，医学情報機関，医師会など約 500カ

1. 雑誌の編集と発行状況 所に発送しており，送付先の機関との雑誌交換件数

昭和 59年度は第 31巻 (1984年）を編集・刊行し は 178誌である（昭和 60年 3月31日現在）。

た。 1~4号までの季刊を期日に遅れることなく順調

に発行した。各号の発行部数は 1,000部．全刊行部 4. Index Medicusへの収載の運動に関して

数は 4,000部であった。本誌に掲載された論文は 本編集委員会では IndexMedicus/MEDLINEに

Biological Abstracts, Chemical Abstracts, 本誌が収載されるよう米国国立医学図書館に申し入

Excerpta Medicaおよび医学中央雑誌の各索引・抄 れをしていたが，受理されなかった。

録誌に収載されている。 この理由として，本誌の発行が季刊であることが

大きな要因として考えられる。このため隔月刊行の

2. 投稿状況 発行にできるよう原稿数を増やして内容を充実さ

本年度の投稿総数は 55編であり，昨年度の 45編 せ，ひき続き IndexMedicusに本誌が収載されるよ

を上回る。また総頁数は 509頁であり，平均頁数は う努力していく方針である。

約 127頁である。
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講座，研究部および研究室の主要研究業績

講座（リハビリテーション科，歯科を含む）

基礎医学

第 1 解剖学

教授：徳留三俊 脈管学（リンパ系）・形質人

類学

講師：小杉一夫 脈管学（リンパ系）・筋学（筋

の変異）

講師：早川敏之 脈管学（リンパ系）・比較解

剖学（肉眼電顕）

研究概要

I. リンパ系に関する研究

ヒトのリンパ系を理解するため，従来当教室では

比較解剖学的観点から種々の哺乳類，特に肺のリン

パ管系について検索を進め，本年はハムスタの肺リ

ンパ管系について検索した。

1. ハムスタの肺所属リンパ節は上前縦隔リンパ

節外側群と同内側群，気管労リンパ節，食道労リン

パ節である。右肺のリンパ管は右上前縦隔リンパ節

外側群に注ぐ。この経路に加え下部からのリンパ管

の一部は対側の同名リンパ節に注ぐ経路を認める。

左肺のリンパ管は主に不定なリンパ節の食道芳リン

パ節を介し，同側の上前縦隔リンパ節外側群と対側

の同名リンパ節とに同時に注ぐ。他の 1例では左上

前縦隔リンパ節外側群に注ぐほかに内側群に注ぐも

のも認めた。同側の上前縦隔リンパ節外側群にのみ

注ぐ例は 10例中 3例であり，残る 1例は右上前縦隔

リンパ節に不定な右気管労リンパ節を経由して注ぐ

例を認めた。

リンパ管の流注関係をみると哺乳類では下等なも

のも左肺のリンパ管が右側に流れる傾向を認め，そ

の頻度差はあるものの， これまで観察した各種動物

のそれに共通である。その他，右肺下部からのリン

パ管が左側方に向かう経路もしばしば認められ， こ

れもスンクスの知見に一致する。また肺リンパ系に

関与する所属リンパ節は動物の進化と共にその出現

部位及びその数が増加し，流注経路も複雑となるこ

とも確認した。

2. スンクス肺の所属リンパ節は胸郭内唯一のリ

ンパ節である外側・内側上前縦隔リンパ節であり，後

者より起こる輸出管の流注経路により肉眼的に 3型

に分類した。この3型の各輸出管を Vestopalに包

埋し準超薄切片を作製しトルイジンブルー染色した

組織学的な所見により肉眼的な観察を裏付けた。

3. リンパ管の吸収及び排泄路については吸収路

並びに排導路について単分散微粒子を用い，蛍光顕

微鏡により確認ののち同一切片を走査電顕で観察

し，有形粒子が横閤膜中皮によりリンパ管に吸収さ

れ，その経過中に排導される過程について走査電顕

的に明らかにした。

4. 日本人成人 104例の胸管を用い，胸管の経過

並びに種々の性状について検索した。胸管起始部は

高位起始が多く認められ，島形成は 49%に認め，そ

の頻度 49%は米人とロシア人との中問値であった。

胸管の静脈への開口部直前に存在するウイルヒョウ

リンパ節は認められず，胸管の弁数は 1個体平均

13.1箇所であった。静脈開口部 114箇所のうち 78

箇所では開口部に弁を有し，他の 36箇所は静脈開ロ

部より 11-23mm以上離れ最終弁が存する例で， 51

mmも離れて存する例も認めた。胸管の弁は大部分

が2葉で，半月状，円形，鎌状および線状で，更に

半月円形と半月鎌状を加えた。胸管内の逆弁は島の

支流をなす側に多く，胸管の本流にもみられた。

5. 成熟ッパイのリンバ管系について精査し，頸，

鎖骨下，腰リンパ本幹は左右両側共形成され，気管

支縦隔リンパ本幹は右側で形成されるが左側は認め

られず，腸リンパ本幹も形成されなかった。右リン

パ本幹は 100%みられる。ただ左気管支縦隔リンパ

本幹が形成されないという共通性も認められた。

肋間及び横隔膜のリンパ管が直接胸管に，腎リン

バ節を認めない場合，腎臓のリンパ管が直接腰リン

パ本幹に注ぐ等，非経節性のリンパ管が下等な霊長

類で認められることを明らかにした。

6. ヒト胎児肺のリンパが左肺から右側方に，逆

に右肺から左側方への流れがみられ，この流注経路

を理解する為に哺乳類の肺リンパ系の分化を簡明に

して，食虫類にその原型と思われる気管気管支リン‘

パ管網を明らかにした。これまで行ってきたヒト胎
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児の他，各種動物のそれを総合展示としてまとめ供

覧した。

II. 形質人類学的研究

1. 南九州日本人 7,546足底 (3,733名）の足部理

紋の性状，足底の大きさ及び扁平足の出現頻度につ

いて調在した。本群が各調壺項目について比較各群

間に有意の相関が認められ，特に扁平足にては年少

者になる程頻度が高く 16歳で最低に， 50歳代で再

び低い頻度を示した。

2. 日本人 1,571名の舌の形態，特に舌輪郭，舌

溝及び顔面型の各型について生体観察した。舌輪郭

型舌溝型及び顔面型それぞれの各型毎に年齢的並

びに性別的に各型に有意の相関が認められ，他地方

群及び他民族との比較では， これまでの報告とは異

なる分布を示している。

III. 骨代謝の組織化学的研究

当教室では従来，骨組織でのフォスファターゼ活

性の局在について検索を行っている。本年度は主に，

高アルカリ域フォスファターゼ活性，殊に Ca_

ATPase活性について検索した。従来，一般に用

いられる硬組織試料作製法である浸潤脱灰法では，

試料を数日から 1週間 EDTA液に浸潤させる為，

比較的強い前固定が必要である。このため，固定に

感受性の強い高アルカリ域 ATP水解酵素活性の電

顕的検出は困難である。そこで，我々は前固定を比

較的弱く行うことを目的に灌流脱灰法 (Perfusion

decalcification technique)を考案，実用化した。本

法で試料を作製すると，浸潤脱灰法では検出できな

かった高アルカリ域 ATP水解酵素活性が検出可能

である。本活性は電顕的に，骨芽細胞の側壁形質膜

と細胞内顆粒に陽性である。骨細胞，破骨細胞には

有意な活性は認められない。骨芽細胞での活性の基

質特異性， 2価陽イオン依存性，各種阻害剤への対

応等の検索から，本活性は Ca-ATPase活性と相同

であると結論された。骨組織で， Ca-ATPase活性が

骨芽細胞側壁形質膜に局在することから， boneJin-

ing cell layerのintercellularspaceが，骨液一細胞

外液問のカルシウム輸送の“場”であることが考察

された。この結果は Neumanらの “intercellular

pathway"の概念を支持するものである。

IV. 肉眼解剖学的研究及びその他

1. 上腕二頭筋過剰頭出現と筋皮神経の分枝

男性 154体，女性 74体，総計 456肢について検索

した。 456肢中 61肢に上腕二頭筋過剰頭がみられ

た。上腕二頭筋過剰頭出現肢で筋皮神経と正中神経

との交通枝の有無を，過剰頭を有しない例と比較す

ると，有意に交通枝の出現率が高く，また，筋皮神

経自身もその走行中，分枝の乱れが現われる傾向が

ある。

2. 前腕伸筋群の変異に関する研究

ヒト前腕 375肢において，示指伸筋，短指伸筋，長

母指伸筋，短母指伸筋，副撓側手根伸筋を観察した。

各筋を形態から標準型，破格型にわけ，破格型をさ

らにその亜型にわけ，型種と頻度を検索した。筋の

変異は，多くの場合，分化過程の過去の型（先祖返

り）を示すが，一方，筋がまだ分化過程にあり，更

に分化が進むことを示唆することがある。筋の変異

の系統的研究は筋の分化について多くの示唆を与え

るものである。

3. 顎二腹筋の成立に関する解剖学的考察

ヒト顎二腹筋 43体 85側について観察した。顎二

腹筋後腹の起始は，本来の起始である乳突切痕の他

に，乳様突起前縁 (4例），茎状突起 (1例）より起

始するものがみられた。顎二腹筋後腹および中間腱

と茎突舌骨筋との間には，位置関係等に密接な関係

があり，本筋の形成を考察する場合，同じ由来をも

つ茎突舌骨筋を考慮する必要があると思われる。

4. 撓骨における骨皮質の加齢的変化

ヒト撓骨 23例(35~89歳）を用い，その加齢的変

化を， Martinの方法による人類学的計測， X線撮

影，光顕等により検討した。

研究業績

I. 原著論文

1. リンパ系に関する研究

1)向井良太：日本人における胸管の解剖学的研究．慈

恵医大誌 99:767-787 (1984) 

2)早川敏之，徳留三俊：哺乳類肺リンパ管系，特に胸管

との関連についての比較解剖学的研究． リンパ学． 7:

55-58 (1984) 

3)福島 統，合志徳久，徳留三俊：滑膜の吸収に関する

組織化学的研究． リンパ学． 7:59-60 (1984) 

4)徳留三俊：肺リンパ系の比較解剖学的研究． リンパ

学． 7:229-231 (1984) 

5) Sasaki, Y.: The lymphatic system of the pri-

mates. 1. Findings in Tupais. Jikeikai Med. J. 

31: 411-433 (1984) 

6) Hayakawa, T. and Tokudome, M.: The compar-

ative anatomical study of the lung in mammals. II. 

Findings on insectivora. Immu. Hemat. Res. 

Monogr. 2: 52-58 (1984) 
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2. 人類学に関する研究

l)倉田和久：南九州日本人の足底の形態に関する人類

学的研究．第 1報 足底皮府隆線系について．慈恵医大

i志． 99:403-419 (1984) 

2)倉田和久：南九州日本人の足底の形態に関する人類

学的研究．第 2報 足底の大きさについて．慈恵医大

己志． 99: 421-441 (1984) 

3)倉田和久：南九州日本人の足底の形態に関する人類

学的研究．第 3報 扁平足について．慈恵医大誌． 99:

443-456 (1984) 

4)藤島 明：日本人舌および顔面形態の生体観測学的

研究．慈恵医大誌． 99: 1037-1065 (1984) 

3. 骨代謝の組織化学的研究

1) Fukushima, 0.: Mg-ATPase and Ca-ATPase 

activities on the plasma membrane of the meta・・

physeal osteoblast. Japanese Journal of Bone 

Metabolism. 2: 154-162 (1984) 

2) Fukushima, 0., Goshi, N., Koda, M. and To-

kudome, M. : Ultrastructural localization of ATP-

hydrolyzing enzyme activity at high alkaline pH in 

bone cells. Okajimas Folia Anat. Jpn. 61: 253-266 

(1984) 

3)合志徳久，福島 統：骨代謝とカルシウム．慈恵医大

誌． 98（補冊） ：166-169 (1984) 

4)廻 俊一：破骨細胞における中性およびアルカリ性

Thiamine Pyrophosphatase活性の特性．慈恵医大誌

99 : 561-572 (1984) 

4. 肉眼解剖学的研究及びその他

l)小杉一夫，廻俊一，福島統，国府田稔：前腕伸筋

の変異に関する解剖学的研究． 1.示指伸筋．慈恵医大

［志． 99:867-876 (1984) 

2)小杉一夫，藤島 明，国府田稔，徳留三俊：前腕伸筋

の変異に関する解剖学的研究． 2.短指伸筋．慈恵医大

言志． 99: 877-883 (1984) 

3)小杉一夫，国府田稔，福島 統，影山幾男：前腕伸筋

の変異に関する解剖学的研究． 3.長母指伸筋．慈恵医

大誌． 100: 39-45 (1984) 

4)小杉一夫，国府田稔，影山幾男，徳留三俊：前腕伸筋

の変異に闊する解剖学的研究． 4.短母指伸筋．慈恵医

大誌 100:63-70 (1984) 

5)国府田稔，福島 統，影山幾男：中問腱と筋滑車を欠

＜顎二腹筋破格の一例．慈恵医大誌． 100:35-38(1984) 

6)杉山正伸：日本人撓骨における骨皮質の加齢的変化

に関する研究．慈恵医大誌． 99:317-337 0984) 

III. 学会発表

1. リンパ系に関する研究

l)早川敏之，小杉一夫，徳留三俊：哺乳類の肺リンパ系

に関する比較解剖学的研究． 3.ハムスクに関する知

見．第 89回日本解剖学会総会． 4月．仙台．

2)早川敏之，福島 統，徳留三俊：スンクス肺リンパ系

について（第 3報）．第 86回日本解剖学会関東地方会．

7月．相模原．

3)早川敏之，佐々木幸弘，徳留三俊：リンパ管の吸収及

び排泄路に関する光顕並びに走査電子顕微鏡的観察

（第 2報）．第 101回成医会総会． 10月．東京．

4)徳留三俊，小杉一夫，早川敏之，福島 統，国府田稔，

加藤 征，竹内修二，金子洋子，影山幾男：肺のリンパ

系の比較解剖．昭和 59年度標本館総合展示． 2月．東

京．

2. 骨代謝の組織化学的研究

l)福島 統，合志徳久，徳留三俊：高アルカリ域におけ

る骨構成細胞のフォスファターゼ活性の局在．第 89回

日本解剖学会総会． 4月．仙台．

2)福島 統，国府田稔，合志徳久：骨構成細胞における

高アルカリ域 Ca-ATPase活性の局在．第 41回日本電

子顕微鏡学会総会． 6月．仙台．

3)合志徳久，福島 統：破骨細胞における TPPase活

性の局在とビタミン D,(la•OH•Dりの作用．第 2 回

日本骨代謝学会． 8月．東京．

4) Fukushima, 0. and Goshi, N.: Localization of 

Ca-ATPase activity in bone cells. VII th Interna-

tional Congress of Histochemistry and Cytochemis-

try. 8月．ヘルシンキ．

5)福島統，国府田稔，合志徳久：骨芽細胞での

Ca-ATPase活性の組織化学的特性．第 25回日本組織

細胞化学会総会． 10月．京都．

6)合志徳久，福島 統，国府田稔：破骨細胞における

ATPase活性と TPPase活性．第 25回日本組織細胞

化学会総会． 10月．京都．

3. 肉眼解剖学的研究及びその他

l)国府田稔，福島 統，徳留三俊：顎二腹筋の成立に関

する解剖学的考察．第 89回日本解剖学会総会． 4月．仙

台．

2)小杉一夫，国府田稔，徳留三俊：上腕二頭筋過剰頭出

現上肢における筋皮神経の分枝について一特に正中神

経との交通について一．第 86回日本解剖学会関東地方

会． 7月．相模原．
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第 2 解剖学

LH及び FSH抗体陽性細胞中の強染性及び弱染性

細胞の割合，②免疫染色された細胞の染色強度を顕

微分光測光計を用いて測定した値，③免疫染色され

教授：吉村不二夫 脳下垂体細胞学 た細胞のホルモン分泌顆粒の数，④及び大きさ，⑤

助教授：石川 博 脳下垂体前葉のクローン細 ホルモ｀ノ分泌顆粒の総体積の指標値，⑥ RIAで測定

胞・組織培養・ヒト下垂体 した血中及び下垂体中の LH及び FSH含星の 6つ

研究概要

I. 下垂体前葉細胞の免疫組織化学的研究

当教室では光顕レベルの免疫染色と電子顕微鏡レ

ベルの pre—及び post-embedding 免疫染色を行な

い，別に光顕と電顕レベルの観察を，隣接するエボ

ン切片上で行なう，いわゆる superimposition法（隣

接切片対位法）を用いて，今までに多くのホルモン

産生細胞の同定と微細構造に関する研究を行なって

きた。更に上記の形態所見の定量化を行ない，各ホ

ルモ｀／産生細胞の機能状態に応ずる形態的特徴を，

光顕，電顕レベルで研究した。

l. 小胞—星細胞 (FS 細胞）

小胞の形成，デスモゾーム等結合装置の存在，線

毛の有無， S-100蛋白の含有等，従来 FS細胞の形態

学的指標と考えられてきた諸形質について偶蹄目下

垂体前葉を抗ウシ S-100蛋白血清を用いた免疫組

織化学，電顕により観察し比較検討した。その結果

上記諸形質は前葉顆粒細胞にも見いだされることが

わかった。このことは， FS細胞が他のホルモン分泌

細胞に分化する細胞，すなわち幹細胞である可能性

を示唆する。一方，腎被膜下に自家移植された下垂

体前葉の FS細胞を免疫組織学的，電顕的に観察し

た結果， FS細胞は分裂，増殖し，基底膜で包まれた

管状，痰胞状構造を形成すると共に，前葉ホルモン

産生細胞の維持，増殖に重要な役割を果たすことを

示唆する知見が得られた。 FS細胞の機能の研究が

進むにつれ，下垂体前葉内でいわゆる FS細胞と呼

ばれている，分泌顆粒を持たない細胞群が単一の細

胞型なのか，あるいは異なる細胞群から成るかが問

題となってきた。

2. Gonadotrophs 

ラットにおける性周期各期，去勢 estrogen処理

LH-RH及びカルモデュリン抑制剤投与群， HCG投

与群， inhibin投与群，及び連続発情ー交尾過排卵の

ナキウサギ交尾群等を用いた実験によって，

gonadotrophsのホルモン産生及び分泌機能を評価

するためのパラメーターが確立出来た。得られた形

態的パラメーターは定性的であった免疫組織化学，

電顕所見を定量化したもので，生化学的なアッセイ

値等と数値として対比出来るものである。即ち，①

である。これらのパラメーターを用いることにより，

血中への性腺剌激ホルモンの分泌は免疫組織化学的

には，強染性細胞から弱染性細胞への変化であり，微

細構造上は，ホルモンの細胞内担体である分泌顆粒

の数の減少であり，大きさの縮小であることが判明

した。又，内分泌腺の Stimulus-secretioncoupling 

において，璽要な働きを担っているカルモデュリン

作用は抑制剤の使用によりその影響はホルモン分泌

顆粒の大きさにも反映することがわかった。しかし，

gonadotrophs内での LHとFSH2種類のホルモ

ンの産生分泌調節，分泌顆粒個々に含まれるホルモ

ン呈及び，ホルモン分泌顆粒の大きさ及び放出を調

節している細胞内の機構等の未解決の問題点が多々

ある。

3. プロラクチン (PRL)細胞

従来ラットの PRL細胞は巨大な不整形の分泌顆

粒を持つ細胞が唯一の型と見倣されていたが，小さ

い球状の分泌顆粒をもつ細胞が存在することが隣接

切片対位法によって証明された。さらに，同じ醤歯

類動物であるマウス，ハムスターについても免疫組

織化学，電子顕微鏡的に調べてみると， ラットと同

様，巨大不整形顆粒を含む PRL細胞のほかに，小さ

な球状顆粒を含む PRL細胞が存在することがわか

り，さらに，分泌顆粒の形状及び大きさにより，ラッ

ト同様 3種の細胞亜型が存在することがわかった。

特にハムスターでは，ほとんどが球状分泌顆粒であ

り，巨大不整形分泌顆粒はごくわずかであった。他

の多くの哺乳動物では，球状顆粒だけが存在するの

で，これらのことから巨大不整形顆粒は必ずしも

PRL細胞の同定基準とはならないことがわかり，

PRL細胞の分泌顆粒は主として球状であることが

示唆された。また Rat PRLのcDNAを用いた in

situ hybridization法により， PRLのmRNAの局

在を調べるとともに， estrogen CE2)処理による

PRLmRNA 量の変化も合わせて検討した。 3H—標識

PRL-cDNAを下垂体の凍結切片と反応させ洗浄後

autoradiographyを行なうと， PRLmRNAの存在

を示す銀粒子は前葉のみに集中し，中，後葉には局

在が認められなかった。 5日間の凡処理により，各

PRL細胞内の粒子数は，顕著に上昇したが，これは

cytoplasmic dot blot法により，定量的に測定した
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前葉全体の PRLmRNA濃度の上昇と一致した。別

に行なった inviひ0 における 3H-thymidineの取り

込みを調べた実験から， E2による PRL細胞の増殖

が示唆されたが， PRL細胞数は変化しないので E2

による PRL合成の増加は主に各 PRL細胞の合成

能の上昇に由来すると考えられた。

II. 培養法による研究

1. ACTH細胞の分化とホルモン分泌様式

ラット下垂体前葉由来の ACTH産 生 細 胞 株

(2Gl2)を用いて実験を行なった。細胞を 0.5mCi 35 

S-メチオニンでラベルした後， CRF添加培地で培養

しその conditionedmediumを抗 ACTH抗体で処

理して免疫沈澱をつくった。この免疫沈殺を SDS-

gel-electrophoresisにかけ各 ACTH関連ペプタイ

ドを分析した。ラベルされたポリペプクイドを電気

泳動後蛍光分光光度計にかけ分泌量を定量した。

分泌顆粒の分離には，あらかじめ細胞を 35Sーメチ

オニンで pulselabelした後，ホモジネートし，

Ficoll density gradientの上に乗せ 8%Ficoll層か

ら顆粒を分離した。顆粒中の ACTH関連ペプクイ

ドは ACTH,仕endorphin,/3-LPH,glycosylated 

ACTHとACTH/endorphinprecursorの端末ペプ

チドを用いて NaDod S04 slab gel electrophoresis 

を行なった。

その結果，成熟 ACTHは電子密度の高い，いわゆ

る分泌顆粒中に多</3-lipotropinから /3-endor-

phinへの切断は顆粒形成後に起こるものと思われ

る。一方， precursorから ACTHへの切断は顆粒形

成時に起こるものと思われる。 CRFはACTHpre-

cursorの切断を促進し成熟 ACTHの産生を高める

らしい。小胞は主に ACTH precursor (glyco-

protein)を含有するものと思われる。我々は小胞も

分泌顆粒の一種と考え分泌顆粒には solidなものと

小胞様のものと 2種類あるとしている。ACTH細胞

中での processingが顆粒中で起こるとの説もある

が分離した顆粒に 4.5kの成熟した ACTHが多い

ことから，顆粒形成時までに processingが起こる可

能性が強いと考えている。

2. ヒト膵臓グルカゴノーマ由来細胞株

(ROPAC)の樹立

71歳女性から摘出されたグルカゴノーマを 0.

25%トリプシンで解離し， RPMl-1640(15% FCS) 

にて初代培養を行なった。次に singlecell plating 

feeder layer法にて細胞株を樹立した。この細胞株

はグルカゴン特有の分泌顆粒を持ち， ヌードマウス

皮下移植でグルカゴノーマを形成する。免疫組織化

学， radioimmunoassayにて株細胞，移植片，培養

液中にグルカゴンが証明され， この株細胞はグルカ

ゴンを産生することが判明した。

3, ヒト benigngastric teratomaに関する研究

6カ月男児の胃に発生した benignteratomaより

multi potentialな株細胞を樹立した。この株細胞を

ヌードマウス皮下に移植すると神経，消化管，軟骨，

皮膚腎の各組織が出現する。免疫組織化学的には

AFP, CEA, インスリン， S-100蛋白， neuron

specific enolaseなどを含有する細胞が識別される。

以上のことから細胞分化を研究するうえに， この株

細胞は貴重なものと思われる。

III. その他

教授吉村不二夫は第 1回国際、ンンボ、ンウム下垂体

の会長を務めた。

助教授石川 博は昭和 59年度日本内分泌学会研

究奨励賞を受賞した。
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第 3 解剖学

教授：徳留三俊 （第 1解剖学と兼任）

助教授：加藤 征 解剖学（脈管学）・人類学

研究概要

棘高，肩峰幅，骨盤幅，胸矢状径，胸横径，頭長，頭

幅，形態顔面高頬骨弓幅，内皆幅鼻高，鼻幅を

教員が計測した値から，身体各部の構成を算出した。

また， この計測は昭和 53年度から実施しており，

長年月における推移についても興味ある知見が得ら

れる。

I. 日本人腕神経叢について III. 日本人胎児動脈系の鋳型解剖学的研究

前年度に続き，解剖実習で剖出する腕神経叢を人 慈恵医大解剖学教室では大正時代にセルロイドを

体解剖にたいする理解を深めるためとあわせて研究 用いた鋳型標本を作製し，教育と研究に当たってき

対象とした。

学生にとって人体解剖は未知の人体にたいする興 従来，続けている日本人胎児動脈系の鋳型標本の

味で，非常に意欲的に取り組むことができる科目の 観察は一昨年から腹大動脈の分岐について研究を継

1つであるが，その剖出した神経，血管，筋，内臓 続している。

などに与えられている名称を記憶することに追われ 腹腔動脈と上腸間膜動脈の両者の問には，さまざ

てしまい，本来の解剖学の目的からはともすれば逸 まな変異が存在する。もちろん両動脈が各々独立で

脱してしまう恐れがある。 C5から Th1で作られる 分岐するものが最も多いのであるが，腹腔動脈と上

腕神経叢を正確に剖出し，これをスケッチすること 腸間膜動脈が共同で分岐する場合も存在する。総肝

は学生にとって大変な時間と労力を必要とする。こ 動脈が欠如し，副肝動脈のみによって肝臓の栄養血

のわずかな部位での分節及び層構造を考え，理解す 管が存在するものも見られた。また稀な例として牌

るだけでも学生には大変有意義なことである。単に 動脈が 2本存在し， 1本は腹腔動脈，他の 1本は上

学生の剖出にまかせた腕神経叢は一般の教科書に記 腸問膜動脈からの枝が共に牌門に入る例が認められ

載された模式的な図でしかなく，部位に対する理解 た。

はまった＜皆無である。 このような胎生期の腹大動脈の枝と成人の動脈系

これにたいし，適切な指導助言を与えれば学生 の分岐形態について比較検討を試みている。

自身が驚くほどに理解し易いものとなり正確な図が

画かれている。 IV. 日本人骨の研究

人体解剖実習の教育法と末梢神経分野の研究とし 1. 現代日本人骨

て実施している。 当教室では長年月にわたり晒浄し，全身骨格を整

骨し保存し各部位の骨格について調査研究を続けて

II. 慈恵医大学生の体格の研究 おり，数多くの業績を残している。

昭和 52年に専門課程 1年にグループ研修が取り 近年はモアレ写真法を用いて後頭部の突出の形態

いれられ，当教室では生体観察と生体計測をテーマ に着目し，調査研究を行なっている。

に教育と研究に当たってきた。 成人後頭部は皆一様の突出ではなく，最突点が右

生体計測は一時期，盛んに実施され興味ある知見 (10.6%)に寄ったり，左 (43.3%）に寄ったりする

が報告されている。しかし近年はその報告も少なく， 場合が見られ，正中線上に最突点が位置するものは

文部省の学校保健統計調査報告では身長，体重，胸 意外と少なく 46.2%に見られた。

囲，座高しかなく，しかも近年は大学生の項は削除 また，外後頭隆起を中心に最上項線，上項線が外

されている。同報告の昭和 57年度で高校 3年男子の 方に放散するが，これらの線の強弱により上方の後

平均身長が 170.1cmと報告しているが，男子の平均 頭平面と下方の項乎面が明瞭に区別出来ないものが

身長が 170cmに達したことは日本民族にとって初 現代人に多く 62.2%に見られた。これは筋の付着粗

めてのことである。 57年度以降はほとんど増加がな 面が弱くなっていることを示していると思われる。

く，頭打ちの状態かと思われる程である。身長等ー 2. 江戸時代人骨

蔀のデータでは正確な身体構成を伺い知ることは困 港区芝公園一丁目遺跡調査団の一員として発掘に

難である。 参画した。この遺跡は都内では珍しく宝永の火山灰

当教室では専門課程 1年生の身長，胸骨上縁高，恥 (1707年）の堆積が認められ，年代考証のうえで貴重

骨結合上縁高，右肩峰高，右中指尖高，右上前腸骨 な遺跡である。ここから江戸時代の早桶 150余棺を
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詳細に発掘調査し，江戸時代人骨多数を収骨した。こ

れら人骨を洗浄し整理し，次年度に計測し報告書に

まとめる予定である。

V. ヒト微細血管鋳型標本の走査電子顕微鏡的観

察

ヒト微細血管の構築形態は肉眼・顕微鏡両解剖学

分野から追求されてきているが，その表現方法はか

なり困難である。しかし走査型電子顕微鏡(SEM)の

低倍率の写真は焦点深度が深く，表現を容易にして

くれる。

当教室では継続してアクリル樹脂鋳型標本を作製

し観察を続けている。本年は専らヒト微細血管のア

クリル樹脂鋳型標本を作製した。

研究業績

I. 原著論文

1)小杉一夫，佐々木幸弘，国府田稔，福島 統，早川敏

之，合志徳久，徳留三俊，影山幾男，金子洋子，竹内修

二，加藤 征：腸管の回転異常の一例．慈恵医大誌．99:

1-4 (1984) 

2)金子洋子：ヒト脳血管鋳型標本の走査電子顕微鏡的

研究．慈恵医大誌． 99:803-816 (1984) 

3)小杉一夫，国府田稔，福島 統，影山幾男：前腕伸筋

の変異に関する解剖学的研究． 3.長母指伸筋．慈恵医

大誌． 100: 39-45 (1984) 

4)小杉一夫，国府田稔，影山幾男，徳留三俊：前腕伸筋

の変異に関する解剖学的研究． 4.短母指伸筋．慈恵医

大誌． 100:63-70 (1984) 

5)国府田稔，福島 統，影山幾男：中間腱と筋滑車を欠

＜顎二腹筋破格の一例．慈恵医大誌． 100:35-38(1984) 

III. 学会発表

1)加藤征，竹内修二，影山幾男，徳留三俊：港区三田

済海寺発掘の長岡藩主牧野家の頭蓋の非計測学的形質

について．第 89回日本解剖学会総会． 4月．仙台．

2)金子洋子，加藤 征，徳留三俊：脳動脈分岐部の弁様

構造についての走査電子顕微鏡的観察．第89回日本解

剖学会総会． 4月．仙台．

3)竹内修二，加藤征，影山幾男，徳留三俊：港区三田

済海寺発掘の長岡藩主牧野家の下肢骨について．その

1 大腿骨について．第 89回日本解剖学会総会． 4月．

仙台．

4)影山幾男，加藤征，竹内修二，徳留三俊：港区三田

済海寺発掘の長岡藩主牧野家の上腕骨，撓骨，尺骨につ

いて．第 38回日本人類学会・日本民族学会連合大会． 11

月．東京．

5)竹内修二，加藤征，影山幾男，徳留三俊：港区三田

済海寺発掘の長岡藩主牧野家の下肢骨について．その

2 腔骨について．第 38回日本人類学会・日本民族学会

連合大会． 11月．東京．

6)加藤 征，竹内修二，影山幾男，徳留三俊：港区三田

済海寺発掘の長岡藩主牧野家の頭蓋について．第 38回

日本人類学会・日本民族学会連合大会． 11月．東京．
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第 1 生理学

教授： 馬詰 良樹 筋生理学・体力医学

講師：森本 茂 体力医学

研究概要

I. 筋生理学に関する研究

1. 骨格筋の格子定数決定因子に関する研究

骨格筋の形質膜を取り除いたスキンドファイバー

の格子間隔は，弛緩液中で増大する。フィラメント

間に働く力は，静電反発力，弾性力などが考えられ

る。滲漬液に長鎖高分子を加え，滲透圧を上昇せし

めると格子問隔は減少する。滲透圧と格子間隔の関

係は，フィラメント間の力を反映する。そこで， X-

線回折法により，滲透圧と格子間隔の関係を種々な

る環境下で求めた。正常弛緩液中で， X-線回折の 1,

0赤道反射から求めた 1,0格子定数 d1.oは41.3士

0.75 nmであり， PVPの濃度上昇に伴い，ほぽ指数

関数的に減少し， 6%PVP中では 32.8士0.22nmと

なった。 0%PVP中では d1.oはpHとイオン強度の

低下により減少した。 6%PVP中では， pH低下，

Mg2十上昇により d1.。は減少したが，イオン強度に

ぱ影響されなかった。 d1.。減少に対する抵抗値

(radial stiffness)は正常弛緩液中では， d,.o~35 nm 

において，急激に増加したが，低 pHまたは高 Mg2+

下では増加しなかった。これらの d,.oに対する pH,

Mg2十やイオン強度の効果は， フィラメント間の静

電反発力の変化のみでは十分に説明できない。そこ

で，太いフィラメント上のミオシン分子の格子中で

の立体障害を念頭におき説明を試みた。太いフィラ

メントの直径を 14nm, 細いフィラメントのそれを

8nmと仮定すると， d,.o=35nmで両フィラメント

の表面間の距離は 12nmとなる。ミオシン分子中の

S-1の長さを 16nmとすると， d,.o-35nmでS-1

は細いフィラメントに接触する。事実，今回 dl,0乏35

nmで，長軸方向のスティッフネスが増大すること

が見いだされた。これは上記の仮説を支持する。よっ

て今回の低 pH，高 Mg2十の radialstiffnessに対す

る効果は， S-1とS-2または， S-2とLMMとの間

のhingeの特性を反映するものと考えたい。

2. スキンドファイバー内 thickfilamentの溶解

に伴う規則構造の変化に関する研究

筋線維内規則構造は三次元の回折格子とみなすこ

とができ， n次の光回折線強度 (In)や回折角 (0)は

筋線維の規則構造を反映するであろう。しかし， In

ゃ0を決定する構造因子は多数あり， Inや 0から規

則構造を予想する際には，各因子を調べる必要があ

る。そこで我々は， skinnedfiberの筋節長 (L)，太

さ変化や thickfilament (Tf)の溶解に伴い規則構

造がどのように変化するかを Lの w,0-scan (w; 

レーザー光と fiberのなす角， 0; 0次と 1次回折線

のなす角）描像を解析することにより調べた。そし

て，弾性要素と規則構造との関係も検討した。

次のような結果が得られた。 (1).90 mMKCIにお

いて， L::::3.7μmから砂scan描像の幅は急激に増

加し， I!しま減少し，“回折線の幅”（回折角で規準化

した）は大きくなった。これらのことは， L;;:3.7μm 

において，筋原線維どうしの並びや筋節長の規則性

が乱れることを意味する。一方， Lミ3.7μmにおい

て静止張力から見積った弾性定数は不可逆的に小さ

くなった。それゆえ，規則性の乱れは，弾性要素の

構造変化に原因する可能性がある。 (2).L=3と5

μmにおいて， KCl濃度 (0.19-0.54M)を上げ， Tf

を溶解しても研scan描像の蝠は変化しなかった。

一方， Lく3.5μmでTfの長さ乏0.2μmでは“回折

線の幅＂は急激に増大し， I1は減少し静止張力はほ

とんど 0になった。一度増大した“回折線の幅＂ぱ，

L=5μmにしても変化せず，しかも静止張力は L=

5μmでTfを溶解した時の値の約 1/4であった。と

ころが， L;;:4μmで Tfを溶解した後， Lく3.5μmに

しても＂回折線の幅＂は小さいままだった。以上の

ことから， Lく3.5μm,Tfの長さ忍0.2μmにおいて，

筋節長の規則性は乱れ，乱れの原因として弾性要素

の消失が示唆される。（3).種々の KCl濃度 (0-0.14

M)や PVP濃度中で fiberの太さを変化させたと

き， I1(w=O)は太さにほぽ比例して変化したが，“回

折線の幅”の変化は見られなかった。結果 1のL;;;

3.7 μmや結果 2のL<3.5μm, Tfの長さ乏0.2μm

における I1の減少値は大きいので fiberの太さ変化

だけでは Lの減少を説明することはできない。

3. 高 pH溶液中におけるスキンドファイバーの

周期的収縮に関する研究

骨格筋が収縮する条件の主なものとして Ca2+ィ

オン，低イオ｀ノ強度そして低 MgATP2ーがすでに知

られている。これらの外に新たにスキンドファイ

バーを高 pH環境下においた時収縮張力が生じるこ

とがわかった。しかもこの収縮は， さざなみ様の周

期的収縮(Oscillation)を伴う。 pHOscillationの甚

本的な特徴としていくつかあげられる。①同一標本

で繰り返し観察できる，②持続時間が長い，③温

度依存性がある，④筋小胞体と Ca2十イオンの関与

はないものと考えられる。以上の pHOscillationの

特徴を踏まえ，以下のように実験を設定した。①温
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度は 10゚C,② pH8.15,③サルコメア長は 2.5μm,

④変化させる条件（イ） MgATP2―の濃度，（口） Mg2+

イオンの濃度，（ハ）イオン強度。 pHOscillationは，顕

微鏡下で容易に観察できるので 16m/m映画に撮影

し，分析を進めた。その結果，以下のことがわかっ

た。 pHOscillationは，① MgATP2一濃度 4~10

mMで生じた，② M諮濃度 10-15mMでは生じ

ない，③ 60,100, 150 mMのいずれのイオン強度で

も生じる，④温度を 20℃に上げると周期が早くな

る，⑤サルコメア長を伸ばすと周期が早くなる。以

上の結果から pHOscillationの生じる機構を明ら

かにすることはできなかった。しかし，分析を進め

た現象は， tensionOscillationと呼ばれるものであ

ることが明らかになった。スキンドファイバーを高

pH環境下においたことにより， ミオシン ATPase

の活性が増大したこと，調節タンバク系の機能が乱

れたこと， ミオシンヘッドがアクチン側に近づいた

ことがあげられる。これらのことが原因となりいく

つかのサルコメアが同時に収縮し，その収縮が次々

にサルコメア上を伝わり，それが同期して tension

Oscillationに発展したものと考えられる。

II. 体力に関する研究

ヒト単一運動単位の筋における興奮伝導速度に及

ぼす種々の影響因子について検討している。特に，影

響因子の 1つとして筋の太さに注目し，その太さを

圧迫により急性的に変化させたときの興奮伝導速度

について観察した。

興奮伝導速度は， 4つの wireelectrodeの電極間

距離と各々の電極から導出されるスパイクの発現時

間差より算出した。筋の圧迫には水銀血圧計を用い

た。

その結果，単一運動単位の興奮伝導速度は圧力に

依存して減少することがわかった。この結果につい

て①筋から電極までの距離の変化，②血流阻止，

③筋線維の太さから考察した。

①筋から電極までの距離の変化は，興奮伝導速度

に影響を及ぼさなかった。②血流阻止は， 15分間

の範囲では，輿奮伝導速度に影響を及ぼさなかった。

以上の結果から，加圧に依存した伝導速度の変化

は筋自体の変化によるものと推察した。

筋線維の太さが 15％細くなると伝導速度は 10%

減少する。 200-Hg (26 x 104 N /mりで加圧したとき，

伝導速度は 10％減少したことから筋線維の太さは

15%細くなったと考えられる。 invitroでは，筋線

維の太さを 15%細くするには， 1.5X 104 N /m2の圧

力が必要である。以上のことから筋を圧迫すること
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により筋線維自体が細くなることが考えられる。し

たがって加圧による伝導速度の減少は，筋線維の太

さが細くなったことに起因すると考えられる。

（編集部より） 増田 允教授は昭和 59年 3月 31

日をもって定年退職され， 4月 1日付客員教授を委

嘱された。第 1生理学講座担当教授には，馬詰良樹

助教授が選出され 4月1日に就任された。

研究業績

I. 原著論文

1) Umazume, Y. and Kasuga, N.: Radial stiffness of 

frog skinned muscle fibers in relaxed and rigor 

conditions. Biophys. J. 45 : 783-788 (1984) 

2)小野寺昇：生後発育期のマウス骨格筋フィラメント

間距離． J.Physiol. Soc. Japan. 46: 205-207 (1984) 

3)小野寺昇，森本 茂：成長段階における筋弛緩様式

について．体力科学． 33:105-109 0984) 

4) Matsubara, I.*, Umazume, Y. and Yagi, N.* (* 

Tohoku Univ.) : Lateral shrinkage of the 

myofilament lattice in chemically skinned muscles 

during contraction. Contractile mechanisms in 

muscle. Edited by Gerald H. Pollack and Haruo 

Sugi. Plenum Publishing Corporation press. 711-

720 (1984) 

5) Maruyama, K.*, Sawada, H. (Tokyo Univ.), 

Kimura, S.* Ohashi, K.* (*Chiba Univ.), Higuchi, 

H. and Umazume, Y.: Connectin filaments in stret-

ched skinned fibers of frog skeletal muscle. J. Cell. 

Biol. 99: 1391-1397 (1984) 

6) Morimoto, S. and Masuda, M.: Dependence of 

conduction velocity on spike interval during volun-

tary muscular contraction in human motor units. 

Eur.]. Appl. Physiol. 53 : 191-195 (1984) 

7) Kasuga, N. and Umazume, Y.: Tension develop-

ment and optical diffraction pattern in iodoacetic 

acid poisoned frog skeletal muscle fibers. Jikeikai 

Med. J. 31 : 463-469 (1984) 

8) Matsubara, I.* Umazume, Y. and Yagi, N.* 

(*Tohoku Univ.) : Lateral filamentary spacing in-

chemically skinned murine muscles during 

contracturs. J. Physiol. 360: 135-148 (1985) 

II. 総説

1) Umazume, Y., Kasuga, N., Onodera, S. and 

Na tori, R. : Radial compression studies in skinned 

muscle fibers. Jikeikai Med. J. 30 (suppl. l): 1-7 

(1984) 



2)馬詰良樹，小野寺昇，春日規克：発育過程における筋

力増加に関する研究．テサントスポーツ科学． 5:97-

101 0984) 

3)増田 允，森本 茂：持続的筋力発揮と筋興奮伝導

速度．臨床脳波． 26: 782-786 (1984) 

4) Wakabayashi, K.*, Konishi, N., Kurihara, S., 

Amemiya, Y. (High Energy Lab.), Umazume, Y., 

Higuchi, H., Onodera, S., Tanaka, H. (Teikyo 

Univ.) and Hamanaka, T.* (*Osaka Univ.) : Time 

courses of intensity changes of X-ray Equatorial 

reflections and intracellular calcium. ion release 

during isometric twitch contraction of a single frog 

skeletal muscle fiber. (1984) 

5)大畠 襄，馬詰良樹：発育期の体力の問題点．慈恵医

大誌． 98:137-143 (1984) 

6)増田 允：筋放電と末梢運動機構．慈恵医大誌． 99:

553-560 (1984) 

7)馬詰良樹，大輪武司（東芝研）：機械は筋肉を実現で

きるか．ゑれきてる． 7-100985) 

8)春日規克，森本 茂，馬詰良樹：骨格筋の収縮．臨床

スボーツ医学． 2:71-77 (1985) 

III. 学会発表

1) Higuchi, H. and Umazume, Y.: Localization of 

the elastic components in frog skinned muscle 

fibers. 8th International Biophysics Congress. 8 

月． Bristol.

2) Umazume, Y.: X-ray diffraction studies in 

radially compressed frog skinned muscle fibers. 

8th International Biophysics Congress. 8月． Bris-

tol. 

3)森本 茂，馬詰良樹：筋の太さと興奮伝導速度．第

39回日本体力医学会大会． 9月．奈良．〔体力科学 第

39回日本体力医学会大会予稿集． 168(1984)〕

4)小野寺昇，馬詰良樹： x-線回折法による生後発育期

のマウス骨格筋格子問隔．第 39回日本体力医学会大

会． 9月．奈良．〔体力科学 第 39回日本体力医学会大

会予稿集． 1750984) J 

5)内野欽司＊，増田 允，池田道明，服部正明（東海大），

渡辺富貴子＊（＊横浜国大） ：5%C02吸入時の鼓膜温と

酒井敏夫，若林克三＊，雨宮慶幸（高エネ研），田中秀洋

（帝京大），浜中俊明＊ （＊大阪大） ：SQRによるカエル

単一筋線維の X線赤道反射強度変化の測定と細胞内

Caイオン遊離．第 22回日本生物物理学会年会． 10月．

横浜．〔生物物理． 24:81 (1984) J 

8)馬詰良樹：スキンドファイバーの圧迫と格子間隔．

第 22回日本生物物理学会年会． 10月．横浜．［生物物

理． 24:83 (1984)〕

9)樋口秀男，馬詰良樹：スキンドファイバー内 thick

filamentの溶解に伴う規則構造の変化．第 22回日本生

物物理学会年会． 10月．横浜．［生物物理． 24:83 

(1984)〕

10)小野寺昇，馬詰良樹：高 pH下でのスキンドファイ

バーの周期的収縮．第 22回日本生物物理学会年会． 10

月．横浜．〔生物物理． 24:83 (1984)〕

11)河野照茂，大畠 襄，高木俊男，池田舜ー，鍋島和夫，

塩野潔，深谷茂，若山待久，森本哲郎，田中寿一

（（財）日本サッカー協会医事委員会），加瀬ミカ，遠藤

昇，鈴木英樹（（財）三菱養和会・三菱スボーツクリニッ

ク），森本 茂，馬詰良樹：日独熟年サッカー選手の体

カの比較．第 6回東日本スポーツ医学研究会． 10月．東

京．

12) Umazume, Y., Kasuga, N. and Onodera, S.: 

Variation of sarcomere length and lattice spacing 

during postnatal growth in mice. International 

congress on child and sports. 10月． Urubino.

13)森本 茂：単一運動単位における伝導速度の放電間

隔依存性．第 14回日本脳波筋電図学会学術大会． 11

月．北九州．

14)森本 茂：関節角度変化に伴う筋長・輿奮伝導祖度

の変化について．第 62回日本生理学大会． 3月．久留

米．

15)馬詰良樹：スキンドファイバーの側方弾性．第 62回

日本生理学大会． 3月．久留米．

16)春日規克，馬詰良樹：スキンドファイバーのカルシ
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第 2 生理学

教授：酒井敏夫 骨格筋の興奮収縮連関

助教授：栗原 敏 心筋の興奮収縮連関

研究概要

I. 筋生理学に関する研究

1. 骨格筋の興奮収縮連関機構に関する研究

本年度は，骨格筋の単収縮高と筋小胞体より遊離

される Ca2十量との関係に注目して研究を進めた。

カエル骨格筋の単一筋線維内に， Ca感受性発光タ

ンパク（エクオリン）を圧注入し，細胞内 Ca2十を定

量すると同時に，張カトランスデューサーにより，張

力を検出し，発光と張力を同時に記録した。我々は，

ェクオリン注入後の静止筋線維より発光を検出する

ことに成功し， この発光レベルを細胞内 Ca2十濃度

に換算すると，ェクオリンの自然発光レベル (Ca

independent light)に限りなく近く，正確な細胞内

Ca2十濃度の算出は不可能であった。 0.2mM程度の

低濃度カフェインを作用させると，静止筋の発光レ

ベルは上昇し， Ca依存性発光と区別が可能であっ

た。この時の細胞内 Ca濃度は約 2x10-1M であっ

た。この結果より，静止骨格筋線維内 Ca濃度は 2x

10ゴ M 以下であるとした。

低濃度カフェイン (0.2-0.4mM)存在下では，剌

激前に光信号の上昇がみられ，剌激により誘起され

る光信号のヒ゜ークも増加した。しかし， カフェイン

濃度増加により，光信号のヒ゜ークは減少し，剌激前

の光信号レベルが顕著になった。剌激により誘起さ

れる単収縮高はカフェイン濃度上昇に伴い増加し

た。この結果より，単収縮発生張力は，剌激により

遊離される Ca量だけでなく，剌激前の細胞内 Ca濃

度にも依存していることが明らかになり，刺激前に

すでにトロボニンに結合している Ca量が重要であ

ることが結論された。

2. 骨格筋単一筋線維の時分割 X線回折

1985年 2月，筑波の高エネルギー物理学研究所に

おいて，阪大基礎工学部，慈恵医大第 1生理学教室

と共同で，カエル骨格筋単一筋線維の X線回折実験

を行った。高エネルギー物理学研究所で得られる強

力なシンクロトロン放射光を用い，カエル骨格筋単

一筋線維の単収縮中の赤道反射 (1-0,1-1反射）強

度変化を 15msecの時間分解能で測定した。 3゚Cで

1,200回のシグナルを加算平均することにより，良

好な S/N比で反射強度変化を測定することに成功

した。 1-0,1-1反射ともに強度変化の立ち上がりは

急峻であったが，回復は緩徐であった。また， 1-1反

射の立ち上がりは 1-0反射の立ち上がりに先行し

た。

今後，赤道反射だけでなく，子午線反射の測定が

期待される。また，ェクオリンによる細胞内 Ca2+

transientのデータと組み合わせて研究を進める計

画を立てている。

3. 温血動物心筋に関する研究

心筋においては環状ヌクレオチド (cyclicAMP, 

cyclicGMP)が収縮の制御に大きな役割を果たして

いると考えられている。温血動物心筋に対する環状

ヌクレオチドの制御機構を知る目的で， ラット心室

筋に対する作用を細胞内 Ca2十と収縮の面から検討

した。ラットの右心室から摘出した乳頭筋を標本と

し，ェクオリンを 30-100個の細胞内に注入して，細

胞内 Ca2十と収縮張力を同時に測定した。細胞内サ

イクリック AMPを増加させるアドレナリン (1~5

μM)， イソブチルメチルキサンチン (IMX), (50 

-200μM)，ディブチリール・サイクリック AMP

(100-500 μM)により細胞内 Ca2+遊離量を示す光

信号と単収縮のピークは増強した。また，単収縮張

カの弛緩過程には明らかな短縮が認められたが，

Ca2十光信号の減衰過程の短縮は僅かであった。この

結果からサイクリック AMPにより筋小胞体の

Ca2十取りこみの増加と共に収縮クンパク系の Ca2+

感受性が低下していることも考えられ，現在 Na除

去拘縮を用いて実験を進めている。また， CO2アシ

ドーシス時の心筋の機能についても検討している。

4. 分離筋小胞体膜機能に関する研究

筋小胞体膜は，筋収縮弛緩調節イオンである Ca2+

の遊離•取りこみ能を持っている。各種の疾患筋の

分離筋小胞体膜の Ca2十調節能は疾患の生因により

異なる Ca2十遊離•取りこみ能を持つことを示唆し

てきた。

神経原性疾患筋の実験例としての除神経筋は筋小

胞体膜 Ca2十取りこみ・遊離能の低下があり，特に低

濃度カフェインによる Ca2十遊離能が著しく低下す

ることが分かった。一方，筋ジストロフィー疾患筋

及び Malignanthyperthermia (MH)発症筋では

Ca2十取りこみ能の低下傾向にはあるが， Ca2十遊離

が充進しており，低濃度カフェインによる Ca2十遊

離は著明に充進している。

II. 体力医学に関する研究

1. 運動負荷と自律神経系の関係に関する研究

自律神経支配下にある心臓活動は運動負荷により

大きな影響を受ける。例えば，心拍数は長期間の運

- 30-



動負荷により減少し，これは，トレーニングの結果，

心臓内カテコールアミン含有量が低下したためと説

明されている。

この点を確認するために， ラットに毎日， 自由遊

泳を行わせ，対照群，遊泳群のラットの心電図を測

定し，かっ，心室筋内カテコールアミン含有量を測

定した。

4週問の遊泳負荷で，遊泳群ラットは徐脈を呈し，

この時の心室筋内カテコールアミン含有量には変化

がなかった。更に遊泳期間を 10週間に延長しても，

心筋内カテコールアミンに差は認められず， トレー

ニングにより招来される徐脈は，心臓支配交感神経

末端のカテコールアミン含有量減少によるものでは

ないことが明らかになった。

2. 運動刺激に対する心臓反射に関する研究

運動時の心拍調節機構への自律神経活動の関わり

を把握する目的で，循環反射の呼吸性不整脈の発現

様式について観察している。呼吸運動に呼応する洞

性律動は，吸息相において心臓迷走神経の活動抑制

により生ずる頻脈現象と考えられている。

今回，健康成人を被験者に①安静時と自転車の

無負荷運動時の呼吸性不整脈の比較②運動時の心

拍変動への無呼吸の影響を観察した。呼吸速度を 4

心拍ー 1呼吸で規定して得られた結果は，次のとお

りである。

a)呼息相の最長 R-R間隔と吸息相の最短 R-R

問賑を心拍数に換算し，その差を呼吸性不整脈とす

ると，呼息相の最低心拍数一呼吸性不整脈の関係は，

呼息相の最低心拍数の増加に従って呼吸性不整脈は

低下する呼吸性不整脈曲線として表わせた。

b) この呼吸性不整脈曲線は，肺の伸展および自

転車の無負荷運動により右方移動した。これは，吸

息相の心拍上昇による呼吸性不整脈の増大を示し，

交換神経活動の増強を提示している。

C)再呼吸法により呼吸中枢を興奮させた時の呼

吸性不整脈曲線は，肺の過伸展と下肢筋運動の組み

合わせで右方移動した。

d)運動時の心拍水準の増大に従って，運動中の

息こらえ初期および息こらえ限界点後の心拍低下

は，共に抑制された。

運動時の呼吸性不整脈は，心臓抑制中枢の興密動

揺を， さらに，息こらえ時の心拍動揺は，主として

圧受容器を介した血行力学的な反射路の調節能を示

唆している。

3. 発育期の体力に関する基礎的研究

これまで文部省資料により発育期における背筋力

の推移を解析してきた。しかし，背筋力は身長，体

重などの形態的要素により影響を受けることが考え

られる。そこで，われわれは，身長・体重などのパ

ラメーターから脊柱伸筋群の発生張力 (FMUS) を計

算するモデルを用い，文部省資料から昭和 39~56年

度の FMUSの変化を背筋力の変化と比較した。その結

果，昭和 40年代から 50年代前にかけての背筋力の

低下領向は FMUSでは軽度であった。さらに， 7-12

歳の男女 422名について FMUSを計算し，そのデーク

を基に FMUS読みとり用グラフを作製した。
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昭和 59年度文部省科学研究費特定研究(I)． 9月．京
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良．
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10)入山啓治，吉浦昌彦，岩本武夫，小西真人，栗原 敏：

グルコース・センサーとその性能． 84年電気化学合同
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講師：小林孝彰 生体膜と細胞骨格の研究

研究概要

I. ピタミン B6代謝の調節機構に関する研究

ビタミン B6（以下 B6)には 6型すなわち pyridox-

ine (PN), pyridox色I(PL), pyridoxamine (PM), 

pyridoxine phosphate (PNP), pyridoxal phos-

phate (PLP), pyridoxamine phosphate (PMP)が

あるが，体内ではそれらは互いに移行し合っている。

この中で PLPはアミノ酸代謝， とくに生理活性ア

ミン（ドーバミン， ノルアドレナリン セロトニン

など）の生成に関与する補酵素として神経組織では

とくに重要である。そのために PLPの神経組織内

濃度は厳密な恒常性を示し， B6をどのように大量与

えても変わることがない。この研究目的は， このよ

うな PLPの濃度の調節がどのような機序によって

行なわれているかを解明することにある。

遊離型 B6つまり PN,PL, PMはヒ゜リドキサル・

キナーゼ (PL-kinaseまたは B6kinase)によって

それぞれリン酸型つまり PNP,PLP, PMPに変わ

り， PNP,PMPはさらに oxiaseによって PLPに変

化する。我々は血中，脳中 PLの濃度が PNのそれに

くらべ 10~20倍も高く， B6kinaseの kmもPLの

方が小さいことから， PNから PNPを経て PLPに

成るとする従来の説と異なり， PLから直接 PLPに

なるのが生理経路であろうと推定している。

[3H]PNおよびこれより合成した[3H]PLを用い

て代謝実験を行なった。まず， [3H]PNをマウスの

胃に注入した後血液，脳の B6各型の[3H]活性を経

時的に追跡した。血中 B6の[aH]活性では[3H]PL

の生成が最も速<,次いで[3HJPLP,[3H]PNPの

順であった。脳中 B6では[3H]PLPの生成が最も速

く，次いで[3HJPNP,[3H]PLであった。興味ある

ことは，いずれの場合にも，投与した『H]PNがほ

とんど見いだせないことであった。このことは，投

与された[3H]PNは，消化管から吸収されるや，直

ちに血液ないし，肝で[3H]PN→[3H]PLないし[3

H]PN→[3H]PNP→[3H]PLP→[3H]PLの反応

で[3H]PLに変化したものと思われる。この[3H]

PNを投与しても血液中に[3H]PNが出現せず，大

部分[3H]PLとして出現する事実は，大変興味深い。
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上述のように，各臓器では PLPは定説と異なり PL

から合成されることを示唆するからである。さらに

このことを裏づけるためいH]PLを合成し， これを

先の[3H]PNと全く同じようにマウス胃に注入し，

その後の血液，脳の B6各型の [3H]活性を測定して

みた。血液，脳とも，各時間で[3HJPN,[3H]PNP 

の産生はみとめられず，よい効率で[3H]PLPの生

成がみとめられた。このことも，消化管から吸収さ

れた B6は主に PLに変化し，この形で各臓器に配

給され，そこの PL-kinaseによって効率よく PLP

になるとするわれわれの考えを支持するものであ

る。

II. 伝達物質 y—アミノ酪酸 (GABA) に関する研究

現在， GABAは中枢神経における抑制伝達物質と

して知られている。 GABAがシナプス後ニューロン

に抑制をかけるためには，まず，シナプス前ニュー

ロンの神経終末で合成され，そこから放出され， さ

らに後ニューロンの GABAレセプクーに結合しな

ければならない。 GABAを産生する酵素はグルクミ

ン酸脱炭酸酵素 (GAD)であることは，すでに知ら

れている。

GADはBs(PLP)酵素であり，その活性は B6欠

乏で低下するのみならず， Huntington舞踏病のよ

うな遺伝疾患においても低下する。 GADの活性低

下は神経終末からの GABA放出量の減少をもたら

し，動物に異常な興奮例えば痙攣をおこさせるこ

とはここ数年報告してきたところである。一方

GABAを結合し，シナプス後ニューロンに抑制をか

ける引き金になっている GABAレセプターが，体

液の一成分である CO2によって活性化される，つま

りGABA結合数を増やすという興味ある事実につ

いてもここ数年報告してきた。そこで本年ぱ， B6欠

乏によって神経終末からの GABA放出量を減少

し， GABAレセプターとの結合を減らすことによっ

て起こる興奮（痙攣）が，体液の CO2濃度を上昇す

ることによって防げるかどうかを検討してみた。 B6

欠乏による痙攣は B6拮抗剤であるペニシラミンを

投与することによって，また体液 CO2濃度の上昇

は，高濃度 CO2(10-20%）含有空気を呼吸させる

ことによって誘導した。空気呼吸のマウスはすべて

平均 90分で痙攣が誘発されたのに反し， CO2呼吸

のマウスは完全に予防され痙攣を発現することはな

かった。そして，この CO2呼吸マウスを空気呼吸に

変えると直ちに痙攣を発現した。このこと！ま， B6欠

乏で，神経終末からの GABA放出量の減少で誘発

される痙攣は，体液 CO2濃度を上昇させ GABAレ

セプターを活性化することによって拮抗されること

を示すもので，大変興味深い。

神経終末からの GABA放出機序についても分

子レベルで研究を続けている。昨年は resealed

synaptosome membrane (RSM)を用いて実験を行

なったが(RSMとは単離された神経終末膜から，再

び閉じた系にしたもので，同時に GABAその他を

この中に閉じ込めて放出機序をしらべることが出来

る），この RSMを外側の K＋濃度を高めて脱分極す

ると，膜リン脂質からアラキドン酸が一過性に出現

し，これと同調して GABAの放出がみられた。本年

はこのアラキドン酸の由来をより明確にするために

GABAとl-stearyl-2-[14C] arachidonyl-phos-

phatidylcholineをRSMに閉じ込め，脱分極時に

GABAの放出と同時にアラキドン酸が離脱してく

るかどうかを検討した。 l-stearyl-2-[ 14C] ara-

chidonyl-phosphatidylcholineを閉じ込めた RSM

を高濃度 K+で脱分極すると，このリン脂質の 2位

に結合するアラキドン酸が切断して遊離の形になる

ことが分かった。しかも Ca2十の添加は不要であっ

た。このことから，神経終末膜には Ca2十に依存しな

いphospholipaseAzが存在し，脱分極によって活性

化されるのではないかと考えられる。この酵素が膜

にどのように配向しており，脱分極に応じてどのよ

うな分子機序で活性化されるかは今後の問題であ

る。

Huntington病では線状体における GABA産生

酵素 GAD活性が低下し，そこにおける GABA濃度

の低下がこの病気の症状発現の要になっていると考

えられている。患部の GABA濃度を上昇させるた

めの方法としてわれわれは血液脳関門を容易に通過

し，脳内でGABAに変化しうる物質 4-amino-

butyraldehyde (A.BAL)を創案した。今年度は，

実験的 Huntingtoμ 病のラットの線状体にこの

ABALが入り込み， GABAと変化しうるかどうか

を検討した。まず実験的 Huntington病ラットは，カ

イニン酸をその線状体に微量注射することによって

作製した。りH]ABALは従来の方法で[3H]putres-

cinから合成した。 Huntington病ラットに [3H]

ABALを注射し，線状体における [3H]GABA量を

経時的に測定してみたところ，患側線状体でも健側

線状体と同程度に[3H]ABALを取り込み，同程度

に[3H]GABAに代謝していることが明らかになっ

た。すなわち Huntington病の病変部線状体におい

ても，正常線状体と同じ程度に ABALを取り込み，

同じ程度に GABAに変化させる活性があることを

示していた。 ABALが Huntington病の治療薬とし
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て使用される可能性を示すものである。

GAD 活性が遺伝的に低下する疾患は Huntin•

gton病以外にも見いだされているが，これらの発症

機序並びに治療を研究するためには， GAD蛋白の

合成ならびにその調節を知らねばならない。すなわ

ちGAD蛋白のための構造遺伝子，調節遺伝子の

DNA群がどのような時期に， どのような機序で活

性化され，その情報が m-RNAに転写されるか，そ

してさらに GAD蛋白に翻訳されていくかといった

問題を明らかにせねばならない。現在の遺伝子工学

の手法からいって， このためにはまず GADを精製

し，それに対する抗体をつくらねばならない。目下，

GADをかなり精製中であり，この領域の研究も間

もなく年報に紹介されるであろう。

III. 生体膜機能と細胞骨格の相関に関する研究

神経細胞を含めて多くの細胞に含まれる蛋白の中

で，量が多いものに微小管とよばれる電顕的構造物

を構成する蛋白（チューブリン）がある。微小管は

管状構造をなし，直径 25nm, 長さは数μmー数十

μmにおよび，細胞骨格（細胞質全域に張りめぐらさ

れた三次元網目構造）の主要な成分である。微小管

の示す生体現象は極めて多様であるが，その殆どは

細胞内器官の輸送と定位置への固定にたずさわって

いるといわれる。

われわれは微小管の機能の多様性は，微小管を構

成しているチューブリン（主成分）および微小管結

合蛋白質（微呈成分）の多様性， とくに後者の多様

性に由来し，微小管結合蛋白質なるものの種類は微

小管の機能の数だけあるのでは， と考え，新たな微

小管蛋白質を求めて鋭意検索を続けてきた。その結

果，今年度新たに 1つの微小管結合蛋白質（暫定的

にMAPXと命名）を精製すると共に， 2つの微小

管結合蛋白質に対する抗体を作成した。現在までに

世界で 10種前後の微小管結合蛋白が精製され，その

性質がしらべられているが，そのうちの 2種はわれ

われの手によるものである。かくして，われわれは

6種の微小管結合蛋白質の精製標品（このうち 2種

は神経組織に特異的， 1種は全組織に普遍的に存在）

とそのうち 4種に対する抗体を手もとに揃えること

ができた。

われわれの研究の目的は， これら精製蛋白質，抗

体を用いて；細胞膜内外の応答現象における微小管

の関与機構を明らかにすることである。今年度得ら

れた成果としては，静止期にある培養細胞に各種増

殖因子を作用させた場合 (1)微小管は一時的に崩壊

し，（2)微小管結合蛋白質の MAPTおよび MAP

XがCa2十依存的にリン酸化されるということであ

る。この点は発癌遺伝子産物の作用機構との関連に

おいても興味あるところである。今後，細胞膜の内

側面の微小管の変化と外側表面の各種レセプターの

消長，核内の微小管結合蛋白質と DNAとの関係な

どを明らかにしていきたい。

IV. 眼の生化学的研究

視神経はもちろんのこと，網膜も神経組織の一部

であり，その細胞樺築が単純であるため生化学的研

究のよい材料となる。また神経組織ではないがその

細胞構築，化学成分の単純性において水晶体におよ

ぶものはなく， これまた機能生化学研究のよい材料

となる。現在，水野講師を中心として眼科教室との

共同研究の形で研究を進めている。その 1つは網膜

での GABA代謝， GABA放出の研究であるが，本

年は，前記[3H]ABALを末梢から与えた場合，網膜

でも十分[3H]GABAに変化していることを明確に

した。もう 1つの研究は，糖尿病時の眼の病態生化

学的研究である。糖尿病は眼に重大な合併症を発症

させるが，そのうちでも網膜症と白内障がその代表

である。糖尿病性網膜症は網膜に病変を起こすが，そ

れにつながる視神経にも影響を与えることは当然で

ある。視神経ミエリンのマーカー酵素である 2',3'-

ヌクレオチドリン酸水解酵素 (CNPase)活性は上昇

していた。 CNPaseはOligodentrogliaの活動状態

を示すもので，糖尿病時には glia系の細胞が活性化

されていることを示唆しているものと思われる。糖

尿病性白内障は水晶体中のグルコースが還元されて

ソルビトールとなり，蓄積し，滲浸圧効果によって，

水晶体中の水が増えることが白濁化の引き金とな

る。この水晶体中の水の含量をラマン分光法でモニ

ターし，併せてアルドースレダクターゼの阻害剤

(ARI)の白内障予防効果を検討した。糖尿病ラット

では比較的早期より皮質部の水が増加し， さらに中

心部の核の水が増えて白濁することがモニターされ

た。また ARI投与群では完全に水の増加が阻止さ

れ，水晶体は透明性を完全に保持し得た。

さらに老人性白内障のモデル動物であるエモリー

マウスを用いて，加齢現象と老人性白内障による変

化をレーザーラマン分光法によって研究している。
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糖尿病ラ y 卜の視路系における CNPase活性．第 22

回日本神経眼科学会． 6月．札幌．

14)水野有武，尾崎幸洋，松島新吾，伊藤紘一，入山啓治：

レーザー・ラマン散乱による coldcataractの研究．第

23回日本白内障学会． 7月．金沢．

15)伊藤直人＊，八木康之，外山玲子＊ （＊東大） ：真核細

胞mRNA,キャ y ピングの機構．第 57回日本生化学会

大会． 10月．東京．［生化学． 56:561 0984)〕

16)松本清久＊，八木康之，上代淑人＊（＊東大） ：Artemia 

salinaキャッピン酵素のドメイン構造．第 57回日本生

化学会大会． 10月．東京．〔生化学． 56:10810984)〕

IV. 著書

l)松田 誠：ビクミン B.の項分担執筆．日本ビタミ

ン学会編：ビタミン実験法．東京化学同人． 222-

228 0985) 

V. その他

1)松田 誠，朝倉正，松島新吾，山田千代子，菅原雅

ー，堀誠治： A:、ンナプトゾームよりの伝達物質

GABA放出機構， B:Huntington舞踏病の4ーアミノ

ブチルアルデヒドによる治療法に関する生化学的研

究．昭和 58年度および昭和 59年度学内共同研究．組織

中の生体調節物質の分布と変動の定量的把握に関する

研究．「学内共同研究報告書． 22-32」

研究概要

I. オルニチン脱炭酸酵素の調節機序に関する研究

私共の研究室では，ポリアミン合成の律速酵素で

あるオルニチン脱炭酸酵素 (ODC)の調節機序を分

子レベルで解明することを目的として， ここ数年研

究を進めてきた。 ODCは約 15分の半減期で迅速な

代謝回転を営み，各種の増殖剌戟に反応して顕著に

誘導される一方，生成物であるポリアミンによって

酵素量が急速に減少するという負のフィードバック

調節をも受ける。これまでに蓄積された多くの証拠

から， ODCの調節は量的調節が主体であって，酵素

合成と酵素分解の両過程の調節が関与することが推

定されている。

1. ODCの合成速度と分解速度の調節

本年度はまず，初代培養肝細胞の系を用いて ODC

の合成速度ならびに分解速度を直接測定する方法を

確立し， ODC誘導ならびにプトレッシン添加による

ODC抑制の過程における両速度の変化を解析した。

ODC合成速度の測定は，培地に 35Sーメチオニンを

添加し， 20分ないし 30分後に細胞を集めて抽出液

を作り， 35Sで標識された ODCを特異抗体によって

免疫沈降し，沈降物を SDSーポリアクリルアミドゲ

ル電気泳動で分画して ODCサブユニットの分子雇

に相当するゲルの部分の放射活性を計測することに

よって行なった。塩類とグルコースのみをふくむ培

養液中では ODC活性はほとんどみとめられない

が，アスパラギンとグルカゴンを同時に添加すると

顕著な ODC活性の増加がみられる。この過程で

ODC合成速度は少なくとも 20倍以上促進すること

が確かめられた。一方，蛋白合成阻害剤であるシク

ロヘキシミド存在下に測定した ODCの半減期は少

なくとも 3倍以上増加することが分かった。した

がって，アスパラギンとグルカゴンによる ODC誘

導は合成促進と分解抑制のふたつの機構が寄与する

ことが確かめられた。次に，あらかじめ ODC活性を

アスバラギンとグルカゴンで誘導したのちに 10

mMプトレッシンを添加すると加速度的に急激な

ODC活性の減少が起こるが，この過程で ODC合成

速度は約 40%にまで部分的に阻害されることが確

かめられた。一方，あらかじめ 60分間 35Sーメチオニ

ンで標識したのち，培養液の放射性メチオニンを非
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放射性メチオニンで置換して放射性 ODCの減少を

追跡することにより ODCの分解速度を測定したと

ころ，分解速度はプトレッシン添加により加速度的

に増加して 1時間後には約 4倍になることが分かっ

た。以上の結果から，プトレッシンによる ODC活性

の抑制は酵素合成の部分的阻害と酵素分解の顕著な

促進のふたつの機作によることが結論された。この

ことは色々な問接的証拠から予想されてはいたが，

直接証拠によって確認したのは本実験が初めてであ

る。

2. ODC分解に対するアンチザイムの役割

プトレッシンによる ODC分解の促進はどのよう

な機構によるのであろうか。これに関して注目され

ているのが ODCの特異的阻害蛋白質アンチザイム

の役割である。アンチザイムはプトレッシンまたは

スペルミジンなどのポリアミンによって誘導される

分子量 25,000の蛋白質であって， ODCに特異的に

結合してその活性を阻害する作用をもつ。プトレッ

シンによる ODC分解の促進には蛋白質の新たな合

成が必要であること，不活性の ODCーアンチザイム

複合体がプトレッシン添加後一時的に細胞内に蓄積

すること， この複合体はプトレッシン非添加時にも

細胞内にみられ，その量は ODC活性の変動に少し

おくれて変動し ODC活性の下降時に増加すること

などの事実から，アンチザイムが ODC分解に必須

の役割を果たすことを私共は前年度までの研究で提

唱してきた。本年度はさらにこの可能性を強く支持

する根拠を得た。ラット肝癌由来の HTC細胞にお

いて，培地交換後 20時間の経過の間にシクロヘキシ

ミド添加時の ODC活性の半減期は約 7倍まで変動

する。一方， ODCーアンチザイム複合体量を測定し，

全 ODC（遊離 ODC+ODCーアンチザイム複合体）に

対する比を求めた。この経過中では遊離のアンチザ

イムは存在しないので， ODCーアンチザイム複合体／

全 ODC比はアンチザイム／全 ODC比とみなしう

る。その結果，アンチザイム／全 ODC比が大きいと

きほど ODC活性の半減期が短いことが分かった。

半減期の逆数，すなわち ODC活性減少の速度定数

を縦軸にとり，アンチザイム／全 ODC比を横軸にと

ると，両者の間には直線的な相関関係がみられた。こ

の事実は， ODC分解にアンチザイムが決定的な役割

を果たすことを示すものである。

細胞内アンチザイム量は ODC量に比して少ない

こと，それにもかかわらず蛋白質の新たな合成を阻

害した条件下でも ODCの迅速な分解が起こること

などの事実から，アンチザイムはリサイクルしつつ

触媒的に ODCの分解を促進するものと考えられ

る。すなわち，アンチザイムが結合すると ODCはす

みやかに特異的分解系で分解され，遊離するアンチ

ザイムは他の ODC分子に結合してその分解を促す

わけである。このようなアンチザイムのはたらきは

異常蛋白質の分解に関与するユビキチンのそれと類

似点があるが，非共有結合， 1対 1の結合，物理化

学的性質作用特異性，さらに対象とする酵素の生

成物によって誘導されるという特質など，ユビキチ

ンとは異なる特徴が多いのである。今後，アンチザ

イムの役割と作用機構を解明するためにはその純化

と抗体作製を足場にして，細胞内での動態解析とと

もに無細胞系での ODC分解機構の追求が必要であ

り，現在これらの方向の研究を進めている。

3. アンチザイムの普遍的存在

腎臓など，いくつかの組織ではアンチザイムが存

在しないことがこれまでに他の研究室から報告さ

れ，アンチザイムの関与する ODC調節機構の普遍

性に対して疑義が表明されていた。そこで私共はマ

ウス腎について検討した結果，阻害反応の型式，分

子量，アンチザイム・インヒビクーの効果などの根

拠からアンチザイムがこの組織にも存在し， しかも

その量がプトレッシン投与で増加することを確かめ

た。また，ゲル濾過分析によって，不活性の ODCーア

ンチザイム複合体もマウス腎に存在することを確か

めた。さらに，プトレッシンを投与したマウスの腎

では，細胞質のみならず顆粒分画にもかなりの呈の

アンチザイムが存在し，高イオン強度で抽出される

ことを見いだした。顆粒分画に存在するアンチザイ

ムの役割は今後の興味ある研究課題である。

一方，ウサギ腎臓由来の RK13細胞についても検

討を行い，ほぼ同様の結果を得た。また，ラット腎

にもアンチザイムの存在を確かめた。これまでに検

討した範囲内では， ODCの迅速な分解のみられるす

べての組織や細胞にアンチザイムが見いだされ，そ

の普遍性が支持された。

II. 肥満の実験的研究

1. 基礎代謝に対する過食の影響

肥満の成因に関連して，過剰摂取した熱量を単に

熱として放散する現象，すなわち Luxusconsump-

tionが人間でもみられるかどうかが問題となって

いる。動物ではその存在がほぼ確かめられ，熱産生

の機構として褐色脂肪組織での非共役酸化が有力視

されているが，人間ではいまだ明確でない。私共の

研究室ではこの点を検討するため，昨年度より研究

者自身が被験者となって基礎代謝に対する過食と減

食の影響を調べている。その結果，過食すると約 1
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週間の lagののち基礎代謝が 20パーセント以上増

加すること，逆に減食によって基礎代謝が減少する

ことがほぼ確かめられた。このことは，人問でも

Luxus consumptionの機能が存在することを支持

するものである。この機能が大きい人は大食しても

太りにくく，逆にこの機能が小さい人は少食でも太

りやすい領向をもつことが考えられる。

2. 顎下腺の Nervegrowth factorと肥満

交感神経機能と肥満との間には密接な関連があ

る。たとえば，飽食中枢は視床下部の交感神経中枢

に存在し，交感神経緊張時には食欲が低下する。ま

た，交感神経緊張時には前述の褐色脂肪組織を主体

として熱産生が増加する。一方，遺伝性肥満マウス

(ob/ob)では交感神経系の機能低下と熱産生の低下

が肥満の原因と考えられている。 ob/obマウスでは

顎下腺の重量が低下することが知られているので，

その組織化学的検索を行ったところ，雌雄とも ob/

obマウスでは顎下腺の線条部の発達が悪く，線条部

に局在する神経成長因子 (nerve growth factor, 

NGF)が少ないことが免疫化学的に確かめられた。

NGFは交感神経の発達に必須の役割を演ずるが，

今回の知見が ob/obマウスの交感神経機能低下と

どのように関連するのか興味の持たれるところであ

る。

III. その他

助手山下洵子の論文「人間と科学：自然科学の一

分野一栄養学一の研究現場で慟く者として」が，毎

日新聞社「21世紀賞」に入選した。

研究業績

I. 原著論文

1. ODCの調節機序に関する研究

1) Kameji, T., Fujita, K., Noguchi, T., Takiguchi, 

M., Mori, M., Tatibana, M. and Hayashi, S. : Cell-

free synthesis of ornithine decarboxylase. 

Changes in mRNA activity in the liver of 

thioacetamide-treated rats. Eur. J. Biochem. 144: 

35-39 (1984) 

2) Matsufuji, S., Fujita, K., Kameji, T., Kanamoto, 

R., Murakami, Y. and Hayashi, S.: A monoclonal 

antibody to rat liver ornithine decarboxylase. J. 

Biochem. 96: 1525-1530 (1984) 

3) Murakami, Y., Fujita, K., Kameji, T. and Haya-

shi, S.: Accumulation of ornithine decarboxylase-

antizyme complex in HMOA cells. Biochem. J. 

225 : 689-697 (1985) 

4) Murakami, Y. and Hayashi, S.: Role of antizyme 

in degradation of ornithine decarboxylase in HTC 

cells. Biochem. J. 226: 893-896 (1985) 

5)藤多和信：アンチザイムによるオルニチン脱炭酸酵

素活性の調節．慈恵医大誌． 99:391-402 0984) 

6)亀地隆明：ラット肝オルニチン脱炭酸酵素の誘導調

節機構慈恵医大誌． 99: 573-584 (1984) 

2. 肥満の実験的研究

l)柳沢雅美，山下洵子，村上安子，林 伸一：制限食飼

育マウスの体脂肪含量に及ぼす食餌組成の影響．肥満

（第 4回肥満研究会記録）． 32-33(1984) 

2) Yamashita, J. and Hayashi, S.: Changes in 

brown adipose tissue of goldthioglucose-induced 

obese mice. Jikeikai Medical J. 32: 1-11 (1985) 

II. 総説

1) Hayashi, S. : Molecular mechanisms for the regu-

lation of hepatic omithine decarboxylase. Asian 

Med. J. 28: 69-78 (1985) 

III. 学会発表

l)山下洵子，林 伸一：ゴールドチオグルコース肥満

マウスにおける褐色脂肪組織のノルエピネフリン量．

第38回日本栄養・食糧学会総会． 4月．京都．

2) Hayashi, S. : Role of antizyme in degradation of 

ornithine decarboxylase. International Conference 

on Polyamines. 8月． Budapest,Hungary. 

3) Kameji, T., Fujita, K., Noguchi, T., Takiguchi, 

M., Mori, M., Tatibana, M. and Hayashi, S. : 

Changes in ornithine decarboxylase-mRN A activ・

ity in the liver of thioacetamide-treated rats. 

Polyamines: Basic and Clinical Aspects. A Sate!-

lite Symposium of the 3rd International Congress 

on Cell Biology. 8月． Gifu,Japan. 

4) Hayashi, S. : Molecular mechanism for the regu・

Iation of hepatic ornithine decarboxylase. 23rd 

International Symposium on Regulation of Enzyme 

Activity and Synthesis in Normal and Neoplastic 

Tissues. 10月． Indianapolis,U.S.A. 

5)村上安子，藤多和信，亀地隆明，林 伸一： HTC細

胞と HMOA細胞におけるオルニチン脱炭酸酵素・アン

チザイム複合体の動態．第 57回日本生化学会大会． 10

月．東京．

6)亀地隆明，村上安子，林伸一，滝口正樹，森正敬，

橘 正道：食餌クンパクによるラット肝オルニチ｀ノ脱

炭酸酵素一mRNA活性の変動．第 57回日本生化学会

大会． 10月．東京．

7)村上安子，藤多和信，亀地隆明，林伸一： HTC細

胞と HMOA細胞におけるオルニチン脱炭酸酵素・アン
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チザイム複合体の動態．第 101回成医会総会． 10月．東

京．

8)山下洵子，林 伸一：遺伝性肥満マウス (ob/ob)に

おける顎下腺の組織学的変化．第 5回日本肥満学会． 12

月．大阪．

9)林 伸一，村上安子，藤多和信，亀地隆明，宇都宮一

典，金本龍平：アンチザイムによるオルニチン脱炭酸

酵素の分解促進．第 1回日本ボリアミン研究会． 1月．

横浜．

IV. 著 書

l)林 伸一編：肝オルニチン脱炭酸酵素の調節の分子

機序とその病態．昭和 59年度科学研究費補助金一般研

究(B)研究成果報告書．（1985)

2)林 伸一：熱産生の調節機構の項分担執筆．垂井清

一郎・松沢佑次編：肥満一基礎と臨床．医薬ジャーナル

社． 39-52(1985) 

第 1 薬理学

教授：松葉三千夫

助教授：川村将弘

講師：柳橋和利

講師：辻 和男

研究概要

ACTHの作用機構に関す

る研究

同上

同上

同上

I. ACTHの作用機構に関する研究

1. 細胞内情報伝達物質に関する研究

副腎皮質束状層細胞での glucocorticod(GC)生

合成の律速段階は， cholestero]から pregnenolone

への変換過程すなわち cholestero]側鎖切断過程

で， mitochondria (Mit)内膜に局在する cyto-

chrome P450 secをterminaloxidaseとする電子

伝達系により進行する。この過程は下垂体前葉から

分泌される副腎皮質刺激ホルモン (ACTH)の支配

下にある。ACTHは副腎皮質束状層細胞の特異的受

容体と結合し，細胞内情報伝達物質の増加を介して

Mitにおける cholestero]側鎖切断反応を促進する。

ACTHの細胞内情報伝逹物質としては cyclic

AMP (cAMP)が有名で，現在でも多数の人々がそ

れを支持している。しかしながら， GC産生促進作用

が十分にみられる ACTH濃度で cAMP産生増加

が見られないという解離現象があること，又， ラッ

ト副腎組織を用いた研究で， ACTHの作用発現には

incubation medium中に Ca2十の存在が必要である

との報告などから，我々は ACTHの細胞内情報伝

達物質が Ca2十であると想定して研究を行ってき

た。

ACTHの受容体には， ACTHにたいし high

affinityで lowcapacityのCa2+channe]とlinkし

た Rl受容体と， ACTHにたいし low affinityで

high capacityの adenylatecyclaseとlinkした R2

受容体の 2種類がある。低濃度の ACTHはRlと結

合し Ca2+-influxを促進することにより GC産生を

促進する。高濃度 ACTHの場合には R2受容体とも

結合し，細胞外液中に Ca2十を添加していない場合

でも cAMP産生促進を介して GC産生を促進する。

この結果は生理的濃度の ACTHの細胞内情報伝達

物質が Ca2十である可能性を強く示唆している。一

方，ウシ副腎皮質細胞には nonspecificCaz+ channel 

が存在し，細胞外 Ca2+iま受動的に細胞内に入り同

時に GC産生を促進する。又，ウシ副腎皮質細胞には

GC産生と linkした muscarine受容体が存在し，
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acetylcholine (ACh)はlOOnM以上で GC産生を に作用する可能性がある。 Cholesterolの供給系に

促進する。この AChの作用は完全に Ca2十依存性で は，血行を介するリボ蛋白ーlysosome系， choles-

あり，細胞外液中に Ca2十が添加されていないとそ terol esterを主として含有する脂肪顆粒からの

の作用は発現しない。また adenylatecyclaseの活 cholesterol ester加水分解による cholesterolの遊

性化に心須の Mg2十を incubationmediumから除 離，及び cholesterolの denova合成が考えられる。

いても AChの作用は減弱しない。 Ca2+channel阻 In vitroの実験系で cholesterol合成阻害薬である

害薬 (verapamil)は， ACTH,ACh,および Ca2十単 ML-236Bは，ラット，ウシ遊離副腎皮質細胞におけ

独による GC産生促進作用を阻害する。また Ca2十 るACTHのGC産生促進作用を 2時間 incubation

と密接な関連を持ち，細胞機能の調節に重要な役割 においても抑制しないが，ハムスターの場合 incu-

を果たしている calmodulinの作用を阻害する bation 1時間後より抑制が観られる。したがって

trifluoperazine, chlorpromazine及び W-7は， ラット，ウシの場合には基質となる細胞内貯留 cho-

ACTH, ACh及び Ca2十単独による GC産生促進効 lesterolが十分あり，ハムスターの場合には，血行か

果を完全に阻害する。これらの結果は，細胞内 Ca2十 らの cholesterolの供給がない場合 denova choles-

濃度の上昇が GC産生促進と密接に関係しているこ terol生合成が盛んになると考えられる。又，先に述

とを示す。しかしながら，細胞外液に添加した べたが， calmodulin阻害薬である W-7及び

cAMPにより GC産生が促進されるのは事実であ trifluoperazineはラット， ウシ遊離副腎皮質細胞に

る。そこで cAMPとCa2十との関連の有無を知るこ おける ACTHのGC産生促進作用を抑制する。そ

とは重要である。 Calmodulin阻害薬は dibutyril して，同時に calmodulin阻害薬は GC産生促進に

cAMPによる GC産生促進も又抑制した。この実験 相関して起こる細胞内 cholesterolesterの減少を

事実は cAMPのGC産生促進作用発現にも Ca2十 も又抑制するので，ラット及びウシ副腎皮質細胞内

が参画していることを示す。一方，有機燐化合物で のCa2+-calmodulin依存性 cholesterol ester 

ある dichlorvosは，ウシ副腎皮質細胞において hydrolaseの存在，及びその活性化による脂胞顆粒

dibutyryl cAMPによる GC産生促進作用は抑制す からの cholesterolの遊離機構が考えられる。又，脂

るが Ca2十単独による作用は抑制しないことから， 胞顆粒の全くみられないハムスターの場合， cal-

cAMPは細胞内 calciumstoreからの Ca2十の遊離 modulin阻害薬は ACTHのGC産生促進作用を抑

を促進することにより細胞内 Ca2十濃度を高め GC 制しない。そして， lysosomalenzyme阻害薬である

産生促進作用を発現することが想定される。現在 chloroquineは，ラ y 卜，ウシ及びハムスターいずれ

cAMPの細胞内 C叶遊離作用の有無についての証 の遊離副腎皮質細胞においても ACTHのGC産生

明を試みている。 促進作用を抑制するが，ハムスターの場合は他の二

2. 基質 cholesterolに関する研究 種に比し chloroquineにより非常に強い抑制を受け

GC産生の律速段階は， Mit内膜における cyt. る。従って，副腎皮質細胞内に脂肪顆粒を持たない

P450 secによる cholesterol側鎮切断反応である。 ハムスターの場合の cholesterolpoolはlysosome

この反応の促進は，基質である cholesterolのMit であると考えられる。これらのことから， invivoで

内膜への供給の律速，及び cyt.P450 secとchoー はcholesterolは主として血行からリポ蛋白を介し

lesterolの結合促進に由来すると考えられる。 Ca2十 て供給されるが， invitroにおける実験系において

はMitでの cholesterol側鎖切断を促進するが， は，細胞内 cholesterolpoolは動物種により異なり，

cholesterolとcyt.P450 secとが結合することによ 脂肪顆粒が豊富な fattytypeの副腎皮質細胞をもっ

り観察される基質差スペクトルに対する Ca2十の影 ラット，ウヽンの場合の GCの某質として使用される

響を解析したところ， Ca2十は Mit内膜において cholesterolのpoolは脂肪顆粒及び lysosome,脂肪

cholesterolとcyt.P450 secとの結合速度を増すこ 顆粒を持たない non-fattytypeの副腎皮質細胞で

とが判明した。しかしながら，単離した Mitをcho- あるハムスターの場合のそれは lysosome及び de

lesterol側鎖切断反応が進行する条件下で incubate nova生合成であると考えられる。

すると 10分以内に反応は停止する。すなわち， Mit

内の GC産生に使用される cholesterolのpoolsize II. その他

は小さく，そのため cholesterolの側鎖切断反応が 教授松葉三千夫は，昭和 59年度日本薬理学会会長

続行されるには Mit外から cholesterolが供給され をつとめ，昭和 60年 3月26日～29日日本薬理学会

る必要がある。 ACTHはこの cholesterolの供給系 総会を主催した。
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第 2 薬理学

量の thiamylal適用により有意に増大することか

ら，ニューロンの単位発射の開始，停止機序への多

シナプス神経回路の関与が推定された。

教授： 福原 武彦 呼吸及び循環の中枢性調節 これ迄にネコ，イヌ，ウサギの横隔神経遠心性発

に関する生理学ならびに薬 射活動に 50-130Hzの周期性成分（高頻度同期波，

理学，中毒学

研究概要

I. 呼吸・循環の中枢性調節に関する生理学ならび

に薬理学的研究

1. 呼吸調節の中枢性調節神経機構とくに呼吸リ

ズム形成神経機構の生理・薬理に関する研究

脳幹部に局在する呼吸中枢は呼吸調節系の統合過

程及び呼吸運動の中枢性調節において中心的役割を

演ずる統御神経機構である。最近迄の研究により呼

吸中枢は呼吸リズム形成神経機構を某幹サブセン

クーとし，呼吸中枢のもつ多様な生理的調節機能を

担当する数個のサブセンターから成る複合中枢であ

ることが明らかにされた。呼吸中枢神経機構神経回

路の構成要素である呼吸性ニューロンの生理学的性

格と，その局在，およびニューロン・レベルにおけ

る種々の薬物の呼吸中枢直接作用の機序追究を中心

として神経生理及び神経薬理学的研究を行なった。

呼吸周期との対応関係について定性的判定しか行

ない得ない不備はあるが，一般に慣用されている同

定法に代えて，当教室において相関分析法を用いて

開発，標準化された定量性をもつ新しい同定法に

よって同定された脳幹網様体に局在する呼吸性

ニューロンについて研究を行なった。呼吸性ニュー

ロンの自発性周期的発射活動の定常性を自己相関係

数及び発射開始時点について計測した放電群周期の

変動係数の両パラメーターにより検討した。両係数

の間に有意の負の相関が認められ，呼吸性ニューロ

ン群のなかで個々のものの自発発射の定常性は高，

低，区々であり，最大の安定度をもつ吸息性および

呼息性ニューロンが延髄外側部の小細胞性網様体に

局在することがウサギにおいて示され， これらの吸

息及び呼息性ニューロンは一次性呼吸性ニューロン

と名づけられ，呼吸リズム形成神経機構の神経回路

の基幹構成要素と考えられる。さらに，同時に計測

されたニューロン放電群の開始及び終止時点におけ

る周期の変動係数値によって呼吸性ニューロンは

l)両時点周期の係数が共に小， 2)一方の係数値が

小， 3)両係数とも大であるものの 3群に区別され

た。すべての一次性呼吸性ニューロン (primary

respiratory neuron)は，両時点での係数が小さい第

1群に属した。第 2,3群の係数の両方は，ともに小

HFO, high frequency oscillation)が含まれ， これ

は脳幹神経構造に起源をもつ神経活動であると考え

られている。今回，パワースペクトル分析，相関分

析，関連度関数（コヒーレンス）及び位相関数の電

算機による算定を含む変動解析法による検討によ

り， ウサギの顔面，舌下神経遠心性活動にも横隔神

経遠心性活動の HFOと同期する周期性成分 (80-

120 Hz)が存在することが確認された。

非動化実験条件のもとで実験的に人工換気量を変

えて呼気ガス CO2濃度を変化 (2.1-5.8%)させて

HFOに及ぽす高炭酸及び低炭酸状態の影響を検討

した。高炭酸下で横隔，顔面，舌下の 3神経パワー

スペクトル上の HFOに対応するピーク周波数はほ

ぽ同程度に有意の上昇を示し，低炭酸下では有意に

低下した。このピークは Lorentz関数に適合し，非

線型最小 2乗法により算出したピーク面積は高炭酸

下で 3神経すべてで有意に，ほぽ同程度に増加，低

炭酸下では有意に減少し，その程度は舌下神経活動

で最も著明であった。小量の pentobarbital適用数

分後から 3神経の自己パワースパクトル上の HFO

に相当するピークの帯域パワー値の著明な減少（対

照値の 75.2-96.9%）とピーク周波数の有意の低下

(3.4-4.1 HZ)が認められ，約30分で回復した。以上の

研究成績から呼吸中枢からの神経出力を含む遠心性

神経の活動を呼吸周期よりも高い周波数帯域におい

て同期させる神経機構が脳幹の神経構造内に存在し

peritobarbitalはこの機構の活動を抑制するものと

考えられる。 Clonidineも同様に横隔神経活動の総

パワー値及び HFO帯域パワー値をともに減少させ

る作用を示した。

延髄における内因性呼吸リズム形成過程における

HFOの生理的意義検討を目的に横隔神経活動中の

HFOと脳幹の呼吸性ニューロン単位スパイク発射

活動との連関を定量的に検討した。ニューロンのス

パイク電位を同期信号として横隔神経活動中の

60-150 Hzの帯域成分を200回平均加算し，得られ

た同期波の振幅を神経活動自身を同期信号とする加

算同期波の振幅で標準化した値をニューロンの対応

度と名づけ，定量的指標とした。脳幹の吸息性ニュー

ロン (35例）の対応度は 0.04-1.08と広い範囲を示

した。延髄の吸息性ニューロン（平均 0.38)は橋の

吸息性ニューロン（平均 0.15)に比べ有意に大きな
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対応度を示した。呼吸リズム形成神経機構の基幹構

成要素と考えられる一次性吸息性ニューロンの対応

度（平均 0.15)は他の吸息性ニューロンのそれ（平

均 0.41)より有意に小であった。小量の thiamylal

適用によりこれらニューロンの対応度は有意に小と

なった。この成績から横隔神経活動中の HFOと延

髄の呼吸リズム形成機構との関連度は低いこと，そ

して thiamylalは HFOの中枢内伝播過程を抑制す

ると考えられる。

呼吸・循環の中枢調節神経機構から末梢への神経

出力に及ぼす体位変換の影響をウサギの横隔，腎交

感神経遠心性活動の変化をバワースペクトル分析，

相関分析を用いる定量的解析により検討した。Head

up（仰臥位，水平位から 30-45度）時，動脈圧下降，

心拍数増加，呼気 CO2分圧上昇に伴って横隔神経活

動に比し腎交惑神経活動の著増が起こり， head

down（水平位から 30度）時には動脈圧上昇，心拍

数に変化なく，高度の CO2分圧上昇と共に腎交惑神

経活動よりも横隔神経活動に著しい増加が起こっ

た。この成績は重力変化時の呼吸・循環調節過程の

検討の基礎知見となる。

2・ 呼吸反射の中枢内統合機序の生理・薬理に関

する研究

咳反射中枢内統合機序及び鎮咳薬の中枢作用を検

討した。ネコで上喉頭神経求心電気剌激により咳様

反応を誘発した。 Morphine, pentazocine, 

fominoben, dextromethorphanはいずれも誘発反

応を抑制するが，前 2者に比し後 2者の抑制作用は

軽度であった。 Morphineの誘発反応抑制効果は

naloxoneにより拮抗されたが，後 3者と naloxone

との拮抗は部分的であった。この成績は咳様反応，恐

らく咳反射の中枢内統合過程に及ぽすこれら薬物の

作用とオピオイド受容体との関連の追究をすすめる

ための基礎的所見となろう。

3. 循環調節の中枢性調節神経機構の生理・薬理

に関する研究

血圧調節神経求心路を遮断したウサギにおいて腎

交感横隔顔面舌下の各神経遠心性活動を同時

に導出し，パルス密度相互相関分析によって横隔神

経の呼吸性放電群の位相に対する他の 3神経の呼吸

性放電群の位相関係を検討した。相互相関図上の遅

延時間でー330-780 msecの範囲の変動を示す腎交

感神経活動放電群の変化が最も高度で，顔面，舌下

神経ではそれぞれー210-60msec, -200-0 msec 

の範囲の変動にとどまり，比較的固定的であった。呼

気中炭酸ガスレベル，呼吸周期の変化に応じて腎交

感神経放電群位相はほぽ呼吸相のすべての相に転移

し， clonidine,thiamylal適用によって呼吸周期が変

化した場合にも同方向の転移を示した。腎交感神経

呼吸性放電群は脳神経活動中のそれとは異なる中枢

機序によって発現し，腎血管床の神経性循環調節に

周期性変化を及ぽしている可能性が考えられる。

ウサギの腎交惑神経活動に含まれる呼吸周期，心

拍に同期する成分以外の周期性成分の規則性とパ

ワーの変化をパワースペクトル分析，相関分析によ

り定呈的に検討した結果，血圧調節神経求心路から

の入力遮断によるこれら周期性成分の顕在化が認め

られ．中枢神経内に種々の周波数特性をもつ周期性

興奮の神経性メカニズムの存在が示唆された。

ウサギ腎交感神経活動中の心拍性リズムに及ぼす

血圧調節神経切断の影響をスペクトル解析により定

量的に検討した。両側迷走神経切断後，左右の頸動

脈洞及び減圧神経の 4神経を順次，切断していく時，

腎交感神経活動の自己バワースペクトル上の心拍性

リズムに相当するヒ゜ークは 3神経の切断後にもほぼ

一定の帯域パワー値を示し， 4神経のすべてを切断

するとピークは消失した。心拍性リズムの周波数に

おける大腿動脈脈波と腎交感神経活動のコヒーレン

スは無傷の神経の数が， 4,3, 2, 1本の場合， 4実

験例の平均値でそれぞれ 0.89,0.93, 0.92, 0.88 

と高い関連度を示す値であるが， 4神経切断後には

0.26と著しく低値となった。脈波に応答して腎交感

神経活動に発現する圧受容器からの反射効果には

個々の血庄調節神経求心路からの入力が中枢内で加

算的に寄与しているのではなく，いずれかの 1神経

が無傷であれば，ほぽ同程度の強さの心拍リズム性

変動が発現するという新知見が見いだされた。

横隔顔面，舌下の各神経遠心性活動に HFOが発

現する。コヒーレンス分析，最小 2乗法によるパワー

スペクトル上のピークのパワー値を定量的に検討

し，腎交惑および頸部交感の両神経活動も呼吸性リ

ズム放電を含むが， HFOに相当する成分は認めら

れないという事実が確かめられた。

4. 筋ジストロフィー症治療薬 (E-64,EST)の

開発に関する研究

カルシウム依存性中性プロテアーゼ (CANP)，カ

テプシン Bおよび L活性に対し特異的阻害作用を

有する EST (E-64-d, ethyl (2s, 3s）ー3〔(S)-3-

methl-1-(3-methylbutylcarbamoyl) butylcar-

bamoy!Joxirane-2-carboxylate)は進行性筋ジス

トロフィー症の治療薬の有力候補と期待され， 1979

年以降，前臨床試験，ついで 1983年からは EST経

口製剤を用いて臨床第 2相試験が進められつつあ

る。 ESTの高用星（臨床量の約 200倍）適用によっ
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てもウサキの自発性脳波および光及び聴剌激による

脳波誘発反応に問題となる変化は認められなかっ

た。ラットの諸種摘出臓器標本（心房，横隔神経ー横

隔膜標本，気管），ハムスターの摘出大動脈標本に対

し10-sg/ml以下の猿度の ESTぱ問題となる作用

を示さなかった。筋ジストロフィーハムスター

(UMX-7.1系， 10週齢）に 8週間にわたり高用量

(300 mg/kg•day) の EST を連続経口適用して，心

電図の変化を検討した。少数例で認められる ST上

昇， QRSの 2峰化の発現頻度と強度に及ぼす EST

の影響が，その薬効評価の指標となり得る可能性が

示唆された。

II. その他

教授福原武彦は昭和 59年 10月 5日及び昭和 60

年 3月 1日に東京都内で開催された第 4回及び第 5

回呼吸調節研究会の世話人となった。

研究業績

I. 原著論文

L 呼吸調節の中枢性統御神経機構， とくに呼吸

リズム形成神経機構の生理・薬理に関する研

究

1) Hukuhara, T., Jr., Kimura. N. and Takano, K.: 

Effect of gravity on neural outflow from the central 

respiratory and vasomotor control mechanisms in 

the rabbit. Physiologist. 27 (6 suppl.): S 17-S 20 

(1984) 

2) Takano, K., Kimura, N., Kitagawa, H. and Huku-

hara, T., Jr.: Effects of thiamylal on stability on 

firing phase of respiratory unit activity in the brain 

stem of rabbits. Japan. J. Pharmacol. 36 (suppl.) : 

323 P (1984) 

3) Takano, K., Kimura, N., Kitagawa, H. and Huku-

hara, T., Jr.: Relationship between stability of 

respiratory unit activity and its firing phase in the 

brain stem of rabbits. J. Physiol. Soc. Japan. 46 (8, 

9) : 533 (1984) 

4) Hukuhara, T.. Jr., Kimura, N. and Takano, K.: 

Functional organization of respiratory neurons in 

the medulla oblongata with respect to the 

rhythmogenesis of respiration. In : Abstracts of 

1984 Regional Meeting of the International Union 

of Physiological Sciences. Jerusalem. 47 (1984) 

5) Hukuhara, T., Jr., Hattanmaru, Y., Takano, K. 

and Kimura, N. : Site of action of zopiclone on the 

central respiratory and cardiovasci.tlar control 

mechanisms. In: Abstracts of IUPHAR 9th Inter-

national Congress of Pharmacology. London. 1632 

(1984) 

6)福原武彦，高野一夫，木村直史：脳幹部呼吸性ニュー

ロンの自発性単位発射活動の安定性．文部省科学研究

費補助金総合研究(A)リズム運動の発現機序とそれら

の統御機能の総合的研究．昭和 59年度報告書． 49_

52 0985) 

2. 呼吸反射の中枢内統合機序の生理・楽理に関

する研究

1) Kamei, J., Hosokawa, T., Misawa, M., Yanaura, 

S. and Hukuhara, T., Jr.: Antagonistic effects of 

naloxone on the antitussive drugs. In : Abstracts 

of IUPHAR 9th International Congress of Pharma-

cology. London. 1117 (1984) 

3. 循環調節の中枢性統御神経機構の生理・薬理

に関する研究

1) Kimura, N., Takano, K., Hachiya, Y. and Huku-

hara, T., Jr.: Effects of clonidine and thiamylal on 

respiratory rhythm in sympathetic nerve activity. 

Japan. J. Pharmacol. 36 (suppl.): 141 P (1984) 

2) Kimura, N., Hattanmaru, Y., Takano, K. and 

Hukuhara, T., Jr.: Fluctuation of respiratory vol-

leys in the sympathetic and cranial nerve activities. 

J. Physiol. Soc. Japan. 46 (8, 9) : 533 (1984) 

3) Hukuhara, T., Jr.: Cross-correlation analysis of 

phase relation between respiratory volleys in the 

phrenic, sympathetic and vagus nerve activities 

under varied rhythm conditions. In : Mechanisms 

of blood pressure waves. Ed. by K. Miyakawa, H. 

P. Koepchen and C. Polosa, Japan Sci. Soc. Press, 

Tokyo, Springer-Verlarg. Berlin. pp. 65-73 (1984) 

4) Hukuhara, T., Jr.: Discharge properties cif respi-

ratory modulated brainstem reticular neurons and 

their relation to slow arterial pressure fluctuation in 

the rabbit. In : Mechanisms of blood pressure 

waves. Ed. by K. Miyakawa, H.P. Koepchen and 

C. Polosa, Japan Sci. Soc. Press, Tokyo, Springer-

Verlarg, Berlin. pp. 305-316 (1984) 

4. 筋ジストロフィー症治療薬 (E-64)の開発に

関する研究

l)福原武彦高野一夫，木村直史，蜂谷芳弘，北川晴美：

E-64-dの一般薬理作用ー中枢神経系ならびに諸種摘

出臓器標本に及ぽす影響．厚生省新薬開発研究事業．昭

和58年度研究報告書「微生物の二次代謝産物に由来す

る難病治療薬 (E-64)の開発研究」． 65-740984) 

II. 総説

1)福原武彦：呼吸中枢研究の最近の動向．呼吸と循環．

32(5): 429-440 (1984) 
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III. 学会発表

1)蜂谷芳弘，木村直史，加藤総夫，福原武彦：ウサギ腎

交感神経自発性周期的活動のパワースペクトル分析．

第 217回生理学東京談話会． 6月．東京．［日本生理学

雑誌． 46(10): 636 (1984)] 

2) Hukuhara, T., Jr.: (Symposium: The medulla 

oblongata in the regulation of autonomic functions) 

Functional organization of respiratory neurons in 

the medulla oblongata with respect to the 

rhythmogenesis of respiration. 1984 Regional Meet-

ing of the International Union of Physiological 

Sciences. August. Jerusalem. 

3) Hukuhara, T., Jr. : (Symposium : Problems of 

Gravitational Physiology) Effect of gravity on 

neural outflow from the central respiratory and 

vasomotor control mechanisms in the rabbit. 

Sixth Annual Meeting !UPS Commission of Gravi-

tational Physiology. September. Lausanne. 

4)高野一夫，木村直史，福原武彦：脳幹部呼吸性ニュー

ロンの自発発射安定性と barbiturates感受性．第 4回

呼吸調節研究会． 10月．東京．

5)木村直史，加藤総夫，蜂谷芳弘，福原武彦：ウサギ腎

交感神経活動に発現する心拍性リズムに及ぼす血圧調

節神経切断の影響．第 12回自律神経生理研究会． 10

月．東京．

6)木村直史，高野一夫，福原武彦：交感神経および横隔

神経活動に発現する呼吸性放電群の動的位相関係．第

101回成医会総会． 10月．東京．［慈恵医大誌． 99(6):

927-928 (1984)] 

7)加藤総夫，木村直史，高野一夫，福原武彦：横隔神経

および脳神経活動 に 発 現 す る 高 頻 度 同 期 波 の 、

pentobarbital感受性．第 71回日本薬理学会関東部会．

10月．横浜．

8)本村直史，加藤総夫，蜂谷芳弘，福原武彦：ウサギ腎

交感神経活動の周期性成分に及ぼす血圧調節神経切断

の影響．第 37回日本自律神経学会総会． 11月．東京．

〔自律神経． 22(2): 139-140 (1985)〕

9)木村直史，加藤総夫，福原武彦：交感神経活動に発現

する心拍性リズムのスペクトル解析．第 218回生理学

東京談話会． 12月．東京．〔日本生理学雑誌． 47(5):

228 (1985)〕

10)福原武彦，木村直史，高野一夫，加藤総夫，中川辰郎，

北川晴美： ESTの一般薬理作用一筋ジストロフィー

ハムスターの心電図に及ぽす影響を中心として．第 7

回E-64開発研究班会議． 2月．東京．

11)木村直史，加藤総夫，福原武彦：横隔神経活動に発現

する高頻度同期波に及ぽす clonidineの影響．第 58回

日本薬理学会総会． 3月．東京．

12)高野一夫，中川辰郎，福原武彦：横隠神経活動に発現

する高頻度同期波と脳幹部呼吸性ニューロン活動との

連関．第 58回日本薬理学会総会． 3月．東京．

13)福原武彦： （シンポジウム 呼吸の中枢性調節

ニューロン機構の生理・薬理）呼吸中枢神経機構の

ニューロン機能構成と薬物作用．第 58回日本秦理学会

総会． 3月．東京．

14)加藤総夫，木村直史，高野一夫，福原武彦：横隔神経

および脳神経活動に発現する高頻度同期波の生理学的

性格．第 62回日本生理学大会． 3月．久留米．

IV. 著書

l)福原武彦：呼吸の調節の項分担執筆．星 猛編集：

新•生理学読本（からだの科学 増刊 2)．日本評論社．

93-100 (1984) 

2)福原武彦：脳代謝賦活剤の薬理ーホパテン酸カルシ

ウムの薬理を中心に一の項分担執筆．大友英一編集：

脳代謝賦活剤．医薬ジャーナル社． 11-48(1984) 

3)福原武彦：自律系運動一呼吸の項分担執筆．大村

裕，島津 裕，伊藤正男編集：脳の構造と機能（下巻）．

医学書院． 275-297(1984) 

4)福原武彦：呼吸器系の項分担執筆．入来正射編集：

自律神経．藤田企画出版． 183-208(1985) 
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第 1.第 2病理学

教 授： 石川 栄世 人体病理学，特に外科病理

戸子

教授 ： 藍 沢 茂 雄 人体病理学，特に腎・泌尿・

生殖器の病理

助教授：田中 貢 人体病理学，特に肝の病理・

免疫組織化学

助教授：山下 広 人体病理学，特に軟部腫瘍

と呼吸器系の病理

助教授：真柄直郎 人体病理学，特に血液学

講 師： 柿本 伸一 人体病理学，特に軟部腫瘍

とリンパ網内系の病理

講師：古里征国 人体病理学，電顕を使用し

た細胞病理学・泌尿生殖器

系の病理

講 師： 下田 忠和 人体病理学，特に軟部腫瘍

および胃腸系の病理

講師：徳田忠昭 人体病理学，特に肝の病理

講師：河上牧夫 人体病理学，特に肝の病理

講師：高崎 偲 人体病理学，特に網内系の

病理

講師：山口 裕 人体病理学，特に腎・泌尿

器の病理

研究概要

I. 糸球体腎炎に関する研究

糸球体腎炎に伴う血尿の原因は未だ不明な点が多

く，血尿症例の形態的観察で赤血球円柱を 1つの指

標とし，半月体形成，癒着，硝子化， GAP形成およ

びmembranolysisとの独立性の検定を行い，有意水

準 0.05で有意であった。ただし， laminadensaの

みの断裂である不完全 gapは赤血球円柱のない症

例に多く，出血の原因とは結びつかない。

lgA腎炎の生検後 5年以上経過した予後調査で

は，臨床的寛解を認める症例で生検時の尿蛋白量が

少なく，光顕像で WHO-Aおよび Bであり， global

sclerosisが低率で間質尿細管の障害が軽度である

傾向を示した。予後不良例では，尿蛋白量が多く高

血圧を呈するものが多く，すでに腎機能が低下傾向

のものが多い。生検像では WHO-Cで，硬化糸球体

が占める率が高く間質尿細管の障害を広汎に伴う傾

向がある。

腎生検材料の免疫組織化学的検索法である凍結切

片に対する蛍光抗体疸接法とパラフィン切片に対す

るPAP法および ABC法とについて比較検討した。

蛍光抗体法は簡便で陽性率が高いが，観察糸球体数

が少なく，巣状病変の診断には不適である。 PAP法

ゃABC法は複雑な反応段階が必要であるが，陽性

率は蛍光抗体法と一致し，永久標本として光顕標本

と対比が出来，腸性部位も明確にわかる。巣状病変

も診断出来る。 PAP法による non-specificreaction 

についてその要因および解消を検討し， non-

specific reactionを抑えるためには固定から包埋ま

で一定の処理が望ましく，蛋白分解酵素の至適条件

を求める必要がある。正常血清（ヤギ・プタ等）の

前処理を入れると，少しコントラストがよくなり

TBMの反応も減弱する。一次血清は十分に希釈す

べきである。

その他，膜性腎炎，急性糸球体腎炎，巣状糸球体

病変にたいする研究をすすめている。

II. 泌尿生殖器疾患に関する研究

小さい腎癌（長径 30mm以下）の臨床病理学的検

討：長径 30mm以下の腎癌につき，発見の糸ロ・臨

床像・病理組織像・転移例の特徴•発生部位・非癌

部の病変などにつき検索し，初期の腎癌像の把握を

試みた。材料は 334例中，長径の判明している 325例

を用いた。このうち長径 30mm以下は 42例であっ

た。臨床病期は，転移のない Iおよび IIが主体であ

るが，転移を有する IIIBおよび IVBが 8例もあ

り，小さくとも転移のある可能性があり注意を要す

る。その構築型は充実・乳頭型，細胞型は顆粒細胞

型が主で， 1例のみあった紡錘細胞型には転移が

あった。核異型はより強く，壊死・石灰化・リンパ

球浸潤を伴いやすい。発育形式は中問・浸潤型が主

で，小さいながら浸潤傾向が認められた。

N ephrogenic Adenoma :従来，尿路上皮（移行上

皮）の化生性病変であるとの認識がなされてきたが，

化生の結果移行上皮がどのような種類の上皮に変化

したのかという事は不明であった。我々が行った細

胞骨格に対する抗体染色反応では Nephrogenic 

Adenomaの上皮細胞質内に Cytokeratinに対する

陽性性が認められ，発生学的に Mesonephric組織由

来の，即ち，病変の発生母地である移行上皮と発生

学的に同様の基盤を有する化生であり， さらに管腔

構造をとることから集合管上皮細胞分化を示す化生

であることが示された。

前立腺未分化癌：前立腺未分化癌は時としてその

診断に関して困難性がある。特に前立腺原発の移行

上皮癌や，導管より発生した癌との鑑別がむずかし

い。又，前者と後者とではその治療法が大きく異な

るので臨床的にも問題の多い症例として知られてい
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る。我々は昨年度よりの継続研究として当教室に集

積された過去 20年間の症例中さらに約 30例を加え

て前立腺酸フォスファターゼ (PAP)及び前立腺特

異蛋白 (PSA)による染色を行い分析した結果， こ

れら 2種類の抗体の染色を併用することが鑑別診断

ひいては転移部位での原発巣発見に有効であること

が確認された。

前立腺潜伏癌の調査：昨年度よりの研究の続きと

して解剖例を対象として症例を蓄積中であり，現在

約230例が集められた。連続 stepsectionによる潜

伏癌の頻度，部位，組織分化の調査が進行中であり，

100例時点での中間統計の結果は学会報告済みであ

る。

肉芽性前立腺炎：数例の肉芽性前立腺炎の起炎菌

をモノクロナール抗体を使用して同定することに努

めた結果，大腸菌 polyC抗原を同病変部の大食細胞

胞体内に高率に同定出来ることを認め，その結果，類

似の組織像を呈する Malakoplakia同様同病変ヘ

の大腸菌関与が示唆された。

睾丸腫瘍：日本泌尿器科学会および日本病理学会

編により作製された睾丸腫瘍の取り扱い規約に沿っ

て睾丸および睾丸付属器の腫揚と腫楊状病変約 380

例を，再分類し，肉眼的ならびに組織学的特徴，免

疫組織化学的に検索し得る腫瘍マーカー，および，こ

れらと予後との関連について検索した。特に胚細胞

起源の腫瘍について，最近形態学的面で問題となっ

ている精細管内悪性胚細胞， STGC, burned-out 

tumorゃ，腫瘍マーカーについても重点的に検討を

進めている。 a-fetoproteinは従来言われてきた卵

黄嚢上皮細胞分化を示す腫瘍細胞のみならず，ある

種の巨細胞，未熟な腺構造を形づくる上皮細胞質内

にも陽性反応で示されたように存在することがわ

かった。これらは従来の報告にはない所見である。

子宮頸部癌に関する組織化学的研究：子宮頸ガン

の組織周辺のリンバ球動態についてモノクロナール

抗体を用いて検討を行っている。その結果，ガン組

織周辺から組織内に入り込むサプレッサーcellの動

態に特徴的なうごきが認められ現在症例を重ねてい

る。また， こうしたリンパ球と，びらんの際の組織

周辺リンパ球との相違点，頸ガンの組織における y-

GTP活性，細胞診における y-GTP活性についても

併せて検討を行っている。

類脊索腫の免疫組織化学的検討を行い，類脊索腫ぱ

軟骨性腫瘍と近似であることを報告した。

IV. 消化管に関する研究

前年度より引き続き胃癌発生に関して連続切片再

構築法による検討を行っている。前癌病変としての

幼若（腸上皮）腺管の出現が担癌胃では高頻度に出

現し， この変化と癌腺管の関連性を増殖細胞帯の異

常という面より検討している。

胃癌の発育進展：進行癌の初期病変として 10

mm前後の小さい粘膜内癌が考えられ，その点より

臨床的に逆追跡可能であった進行癌の病理学的検討

を行った。その結果 Ulーの 10mm以下癌が sm浸

潤すると 4~5年で進行癌に発育すると思われた。さ

らに手術胃癌全体の解析を今後行う予定でいる。

唾液腺疾患：引き続き，本学唾液腺腫瘍症例の臨

床病理学的研究を続行中である。

V. 肝に関する研究

肝線維症について：肝線維症が， 1つの独立疾患

としての位置づけと，他の肝内線維増生状態とは異

なる網内系細胞相互関係について組織化学的に検討

してきた。現在，肝線維症の進展には活性化された

helper/inducer Tリンパ球が重要な役割を演じて

いることが推測される。

骨髄移植に伴う肝内胆管傷害について： BMT例

の生検及び剖検肝について連続切片による再構築像

から，直径 25-50μの肝内胆管に最も強いそして特

異的な傷害像が認められた。これは PBCや腎移植

例肝に見る胆管傷害像とは異なる。しかしその傷害

機構に関しては不明であり，現在，組織化学的検索

を行っているが， CMVの関与や積極的に細胞性免

疫機構の関与を裏づける所見は得られていない。

VI. リンパ網内系組織に関する研究

木村氏病について：木村病では， リンパ濾胞様構

造の増生と好酸球浸潤を伴う特異な肉芽病巣が形成

されるが，本疾患の病因は未だ明らかでない。本疾

患の本態を探る目的で，肉芽及び濾胞様構造を構成

する細胞を電顕的並びにモノクローナル抗体を用い

た免疫組織化学及び酵素組織化学的に同定し，現在，

濾胞様構造の特徴及びその形成過程について検索

し， リンパ節二次小節との比較検討を行っている。

III. 軟部腫瘍に関する研究 悪性リンパ腫及びその類似疾患について：近年，

前年度より引き続き血管肉腫の免疫組織化学的検 日本に於ける悪性リンバ腫の分類として L.S.G．分

討が進行中である。特に外皮細胞のマーカーを使用 類が提唱され慣用化されつつある。我々は，この分

して腫瘍における細胞分化を検討している。脊索腫， 類を基にリンバ腫細胞のマーカー検索を行い，腫瘍
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細胞の形態的及び生物学的特徴を把え，臨床経過，治

療及び予後との関係を検討している。又，悪性リン

パ腫境界病変を免疫組織化学的に検索し，診断成果

を上げると共に病巣の解析を行っている。

甲状腺悪性リンパ腫の臨床病理学的検討：リンパ

腫と未分化癌の光顕的，免疫組織化学的鑑別を行っ

た。組織型と予後についての追跡調査，甲状腺リン

バ腫と橋本病との関連性について，主として免疫組

織化学的に行った。

VII. 循環器系病変に関する研究

乳幼児血管の構造的特殊性に関する研究：乳幼児

血管壁構成は外模 cuffの優位な発達，中膜筋線維の

未熟性と構築的斉一性，分岐部に発する一次内膜の

二次性内膜化，そして polster形成によって特徴付

けられる。これらの形態動向は川崎病血管病変成立

の発端および進展に深く関与する。

大動脈硬化発現の形態的基盤：大動脈硬化は内膜

表現の形をとるのでこれまで血漿浸潤説や血栓説，

内膜脂質代謝異常などその成因に関し諸種の仮説が

提供されている。本研究によって硬化の本態が，中

膜の不全に伴って内膜深層に進行する中膜層再生の

形成的動向が abortiveな形で発現し，続く力学的

mediointimal imbalanceへと壁形態破綻にある点

が示唆されつつある。これによって大動脈硬化観に

新たな paradigmが提唱される。

微小循環の超微形態病理学：末梢リンパ管及び毛

細血管を含む微小循環とその周囲問質との接点

(interface)の病理形態研究は対象が微小な為に，電

子顕微鏡に頼らざるを得ない。我々は従来，末梢リ

ンパ管及び毛細血管について通常ならびに連続切片

法を使用して interface部の細胞の動向を種々の病

変について研究報告してきたが， この概念を定着さ

せる為に現在免疫染色法及び電顕レベルでの連続切

片法による研究をさらに発展させるべく準備中であ

る。

特徴的であった。内科症例では抗生剤による急性過

敏性間質性腎炎が腎生検例に目立ち，先行する感染

症に対して普通量の抗生剤の投与ののち，発熱，皮

疹，下痢等のアレルギーI型症状とその後の乏尿で

発症し，形態像はいわゆる尿細管炎 (Tubulitis)と

して特徴的であった。実験的研究では上記の臨床病

理学的研究において得られた結果を基礎に計画され

た。すなわち，薬剤特異性をもった lgE,lgG抗体産

生をマウスに誘導し，得られた抗体を用いた実験系

を組むことにより，薬剤過敏性問質性腎炎の実験モ

デルの作製とその免疫学的発症機序の解明を試み

た。また 2種のモノクローナル抗体 (lgG2a,lgE)を

血清移入することにより，過敏性間質性腎炎発症に

おける免疫グロブリン別の関与を検証した。

エンドトキシンの MethA Tumorへの壊死効果

について： Methylcholanthrenに惹起された悪性

腫瘍 (MethA Tumor)に対するエンドトキシン（＝

LPS)の壊死効果を形態的，組織化学的，免疫組織

化学的に経時的観察を行った。 BALB/cマウス腹壁

にMethA Tumorを移植後 8日目に壊死効果が最

も強く， LPS20mgの経静脈投与後 4時間で出血性

壊死を起こし， 2週間で壊死部が痴皮となり，それ

が剥離して治癒する。電顕的観察では出血性壊死に

先行して腫瘍問質の浮腫，毛細管の拡張，白血球浸

潤が目立ち，問質に壊死部が充満した。 PAP法によ

りエンドトキシンの局在を追跡したところ腫瘍細胞

には出現せず，腫瘍間質毛細管周囲マクロファージ

に見られ，同時に酸フォスファターゼ活性が腫瘍内

マクロファージ，腫瘍細胞胞体内に増加した。以上

TNFの作用機序を形態的，経時的に観察した。

IX. 剖検材料の情報電算化に関する研究

日本の剖検症例の記録をまとめた剖検輯報は

1974年以降電算化されている。そのデータを用いた

各種の病理解剖統計を行っているが，特に膠原病

(SLE, PSS皮膚筋炎，多発性筋炎，結節性動脈周囲

炎など）については副病変との関連について詳細な

VIII. 薬剤投与による組織変化 解析を行っている。

薬剤による腎傷害の臨床病理学的ならびに実験的

研究：過敏反応型および量依存型の薬剤性腎傷害 研究業績

を，生検例ならびに剖検例から選び出し，起因薬剤 I. 原著論文

の種類とそれにより腎傷害に至る臨床経過，検査所 l. 糸球体腎炎に関する研究

見，形態学的特徴，発生機序等を検討した。小児科 1)猪股 出，藍沢茂雄，鎮目正美：急性糸球体腎炎の病

症例においては乳幼児期に発症したてんかん発作に 理循環器科． 16(5):449-457 (1984) 

対して長期に抗けいれん剤を使用した症例にステロ 2)浜口欣ー，藍沢茂雄，城 謙輔：腎孟腎炎の病理．腎

イド抵抗性ネフローゼが発症して，形態学的にはメ と透析． 16(6): 675-681 (1984) 

サンジオリーシスを伴う巣状糸球体硬化症様病変が 3)山口 裕，高橋公太＊，水口 潤＊，八木沢隆＊，寺岡
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慧＊，東間 紘＊，伊藤克己＊，吉田美喜子＊，阿岸鉄三＊，

太田和夫＊ （＊東京女子医大） ：腎移植患者 Cyclosporin

A投与例における腎毒性に関する形態学的研究．移植．

19(5) : 289-294 (1984) 

4)斎藤正明＊，鈴木直人＊，宍戸英雄＊（＊国立佐倉病院），

浜口欣一、：アルコール性肝線維症患者に発症した lgA

沈着を認める糸球体腎炎の 1例．日腎誌． 26(11): 

1521-1527 (1984) 

2. 泌尿生殖器疾患に関する研究

l)古里征国，菊地泰，城謙輔，山下広，石川栄世：

ヒト前立腺上皮細胞の超微形態学的変化ー特に in

vivo, in vitroにおける nuclearbodyの動向．慈恵医

大誌 98(suppl.) : 199-200 (1984) 

2)古里征国：前立腺の未分化型癌の組織化学的検討．

慈恵医大誌 98(suppl.) 69-70 (1984) 

3) Yatsuzuka, H., Nakamura, N. and Aizawa, S.: 

Wilms'Tumor in an Adult with Multiple Osteoblas-

tic Metastases. Surg. Neurol. 21: 515-520 (1984) 

3. 軟部腫瘍に関する研究

l)佐野新一郎，児島忠雄，真柄匝郎：腕神経叢に発生し

た neurilemmomaの 1例． TheJapanese Journal of 

Plastic & Reconstructive Surgery. 27 (4) : 336-340 

(1984) 

4. 消化管に関する研究

1) Shimoda, T., Ishikawa, E. and Sano, T.: His-

topathological and immunohistochemical study of 

neuroendocrine tumors of the rectum. Acta Path-

ol. Jpn. 34: 1059-1077 (1984) 

2) 白川正順（町田市民病院），藍沢茂雄：唾液腺腫瘍の

臨床病理学的研究一多形性腺腫の組織型と予後との関

係を中心にして一．歯科ジャーナル． 19(1):95-

104 (1984) 

3)菊池康隆，杉田尚史，伊藤裕之，本多芳男，柿本伸一：

多彩な脳神経症状を呈した耳下腺粘表皮腫瘍の 1症例

一神経症状の発生機序と病理組織学的特性について

ー．耳鼻咽喉科展望． 28(1): 59-65 (1985) 

5. 肝に関する研究

1) Takahashi, T. and Tanaka, M.: A histochemical 

study on aniline hydroxidase in human liver tissue. 

The correlation between administration of antineo-

plastic agents and intrahepatic cholestasis. Jikei-

kai Med. J. 31 : 259-267 (1985) 

2)田中 貢：肝線維症進展の病理．慈恵医大誌． 100:

233-245 (1985) 

6. リンパ網内系組織に関する検討

1) Tanaka, M., Tanaka, H. and Ishikawa, E.: Im-

munohistochemical Demonstration of Surface 

Antigen of Human Lymphocytes with Monoclonal 

Antibody in Aceton-fixed Paraffin-embedded Sec-

tions. J. Histochem. Cytochem. 32: 452-454 (1984) 

2)仲田佳子，太田有史，佐藤成明，牧角良介，横井 清，

海原純子，田中 貢： Mycosisfungoidesにおける免

疫および酵素組織化学的研究． 日皮会誌． 94: 1055-

1059 (1984) 

7. 循環器系病変に関する研究

1)山 下 広 ： 動 脈 硬 化 の 病 理 慈 恵 医 大 誌 98(sup-

pl.) : 38-40 (1984) 

2) Furusato, M., Fukunaga, M., Kikuchi, Y., Joh, K., 

Aizawa, S. and Ishikawa, E. : Two and Three 

Dimensional Ultrastructural Observation of An-

giogenesis in juvenile hemangioma. Virchow Ar-

chiv B (Cell Pathol). 46: 229-237 (1984) 

3) Furusato, M., Shimoda, T., Yokota, K., Joh, K., 

Inomata, I., Takaki, K., Aizawa, S. and Ishikawa, 

E. : Angiogenesis of juvenile hemangioma. Mi-

crocirculation. Clinical and Experimental. 3 (3/4): 

340 (1984) 

8. 薬剤投与による組織変化

1) Freudenberg, N., Joh, K., Westphal, 0., Mitter-

mayer, C.H., Freudenberg, M.A. and Galanos, C.H. : 

Haemorrhagic tumor necrosis following endotoxin 

administration, 1 communication : morphological 

investigation on endotoxin-induced necrosis of the 

Methylcholanthren (Meth A) tumor in the mouse. 

Virchows Archiv. 〔Pathol.Anat.〕403:377-389 

(1984) 

2) Freudenberg, N., Joh, K., Galanos, C., Freuden-

berg, M.A. and Westphal, 0.: Haemorrhagic 

Tumor Necrosis induced Endotoxin. Intematinal 

symposium on chemical and biochemical aspects of 

bacterial endotoxin and related products: 261-268 

(1984) 

3)田中寿子，高崎健，城謙輔：生検および剖検例に

おける薬剤性障害の診断の問題点：肝および腎につい

て．国際病理アカデミ一日本支部 1984年度病理学教育

セミナー記録． 17-26(1984) 

9. 剖検材料の情報電算化に関する研究

1)藍沢茂雄，浦野順文（東大病理），馬場謙介（産業医

大病理） ：剖検輯報による皮膚筋炎，多発性筋炎の検

索．厚生省特定疾患，難病の疫学調査研究班昭和 59年

度研究業績報告書． 321-330(1985) 

2)浦野順文＊，田中文彦＊，糸山進次＊，林祥剛＊，福島

徹＊＊，北村新三＊＊，森英樹＊＊，藍沢茂雄，馬場謙介＊＊＊，

（＊東大病理，＊＊神戸大，＊＊＊産業医大病理） ：難病と合

併する他疾患．厚生省特定疾患，難病の疫学調査研究班

昭和 59年度研究業績報告書． 315-320 (1985) 

3)馬場謙介（産業医大病理），福永泰明（産業医大・情

報管理課），田久浩志（産業医大振動室），藍沢茂雄，浦
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野順文（東大病理） ：日本語処理導入による剖検輯報疾

病頻度表作成の効率化．厚生省特定疾患，難病の疫学調

査研究班昭和 59年度研究業績報告書． 331-340(1985) 

4)青木國雄（名古屋大医），藍沢茂雄，他：厚生省特定

疾患調査研究班協同による難病の全国疫学調査．厚生

省特定疾患，難病の疫学調査研究班昭和 59年度研究業

績報告書． 33-68(1985) 

10. その他

l)海渡健藤巻博，酒井紀，鈴木正章，藍沢茂雄：

長期生存しえた完全な血管転移症の 1例．慈恵医大誌．

99 : 897-906 (1984) 

2)廣津貞夫，梅沢房代，栗原和幸，臼井信男，伊藤文之，

前川喜平，城謙輔，高崎促，菊地泰：経静脈栄養

をうけた未熟児の 1剖検例．慈恵医大誌． 100:175-

182 (1985) 

3)岩田正晴，関根達征，大村峯夫，柿本伸一： DICで死

亡した産科出血の 1例．慈恵医大誌． 99(6):1137-

1142 (1984) 

4)河上牧夫，加藤光敏永野允，酒井聡ー，磯部敬：

A therapeutic trial of plasmapheresis combined 

with DMSO in a patient with primary amyloidosis. 

Jikeikai Medical Joumal._31 (1): 165-167 (1984) 

5)河上牧夫，酒井聡一，石田裕一郎，宮原 正，加藤光

敏：アミロイド腎症．治療． 6602): 95-100 (1984) 

6)星 順隆，前川奈生子，太原博史，渡辺直煕，高木敬

三：小児白血病とカリーニ肺炎．小児科診療． 47(5): 

69-78 (1984) 

7)野中善治，奥山真紀子，吉村理恵，高木敬三：心筋梗

塞で死亡した川崎病の 1例．小児科診療． 47(11): 112-

123 (1984) 

8)田口芳雄，谷 諭，八塚加，山下広，鈴木正章：

III. 学会発表

1. 糸球体腎炎に関する研究

1)北島武之，山口 裕： （ワークショップ IV 続・治

る腎炎，治らぬ腎炎）4.lgA腎炎．第 27回日本腎臓学

会総会． 11月．東京．

2)山口 裕，藍沢茂雄： （ワークショップ I 血尿） 6・ 

血尿を伴う疾患の形態学，主として成人例を対象とし

て．第 14回日本腎臓学会東部部会． 5月．新洞．

3)城謙輔，山口裕，猪股出，藍沢茂雄，臼井信男，

太原博史： PSAGN様初期像が定型的病変に進展した

MPGN II型の 1症例．第 14回日本腎臓学会東部部会．

6月．新潟

4)城謙輔，山口裕，猪股出，藍沢茂雄，浜口欣一：

各種腎疾患における Mesangiolysisの形態学的観察．

〔日腎誌． 26(5): 505 (1984)〕

5)猪股出，貴家美智子，菊地泰，千葉諭，藍沢茂

雄，美田誠二，宇都宮保典，酒井紀大越英毅：腎生

検材料の免疫組織化学的検索法．第 27回日本腎臓学会

総会． 11月．東京．

6)杉山誠＊，小島茂利＊，柴光子＊，樺沢真理子＊，高

橋佳子＊，丸山寛迪＊，大貫忠男＊，井上員夫＊，石田尚志＊，

高桑俊文＊，大沼繁子＊（＊聖マリアンナ医大），藍沢茂雄：

PAP法と ABC法による腎生検組織の検討．第 27回

日本腎臓学会総会． 11月．東京．

7)猪股 出，鈴木正章，千葉諭，藍沢茂雄，浜口欣―-,

大越英毅：長期残存する humpを持つ症例について．

〔日腎誌． 26(5): 618 (1984)〕

2. 泌尿生殖器疾患に関する研究

1)藍沢茂雄： （特別講演）睾丸腫場の組織分類．第 49

回日本泌尿器科学会東部連合総会． 10月．東京．

2)古里征国，鈴木正章，藍沢茂雄，町田豊平，山崎春城，

Downboat nystagmusを伴う延髄内腫瘍．神経内科． 和田鉄郎：睾丸非精細胞腫瘍性胚細胞腫瘍における

21 : 258-260 (1984) AFPの組織内局在について．第 43回癌学会． 10月．東

京．

II. 総 説 3)古里征国，藍沢茂雄，城謙輔，鈴木正章，和田鉄郎，

l. 糸球体腎炎に関する研究 宮崎寛：尿路系上皮に発生した Nephrogenic 

1)藍沢茂雄，山口 裕，猪股 出：巣状／分節状糸球体 adenomaの免疫組織化学的な組織分化の検討．第 49

病変．病理と臨床． 2(7):909-916 (1984) 回日本泌尿器科学会東部連合総会． 10月．東京．

2)猪股出，藍沢茂雄：膜性腎症．循環器科． 15(4): 4)城謙輔，古里征国，山口 裕，藍沢茂雄，林博隆，

481-484 (1984) 大越英毅： Malakoplakia7症例の免疫組織化学的観

2. 泌尿生殖器疾患に関する研究 察〔日病会誌． 73: 127 (1984)〕

1)藍沢茂雄古里征国，山口 裕：臓器病理学泌尿生殖 5)古里征国，猪股 出，城謙輔，鈴木良二，藍沢茂雄，

器．綜合臨林． 34(2): 403-410 (1985) 石川栄世，和田鉄郎，田代和也：ヒト前立腺 Nuclear

2)藍沢茂雄，古里征国，鈴木正章：睾丸腫瘍の病理診 Bodyの核内及ぴ組織内分布について．第 72回日本泌

断．病理と臨床． 3(3): 308-316 (1985) 尿器科学会総会． 4月．徳島．

3)石川栄世：卵巣胚細胞系腫瘍の病理．癌と化学療法． 6)鈴木正章，千葉 諭，猪股 出，古里征国，藍沢茂雄：

11(12): 2479-2488 (1984) レクチンによる腎細胞癌の組織発生の検討．第 43回日

本癌学会総会． 10月．福岡．

7)和田鉄郎，大石幸彦，古里征国，町田豊平：最近の日
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本人前立腺潜伏癌の研究．第 43回日本癌学会総会． 10

月．福岡．

8) 田代和也，近藤直弥，和田鉄郎，大石幸彦，三木 誠，

町田豊平，古里征国，城 謙輔，藍沢茂雄：肉芽腫性前

立腺炎の 3例．第 72回日本泌尿器科学会総会． 4月．徳

島．

9)仲田浄治郎，増田富士男，田代和也，大西哲郎，森 義

人，鈴木正泰，飯塚典男，町田豊平，古里征国，藍沢茂

雄：膀腕腫瘍治療後に発生した腎孟尿管腫瘍の検討．

第 27回日本腎臓学会． 11月．東京．

10)佐藤 寛，薬師寺喜八郎，伊藤敬子，田中忠夫，関根

達征，伊藤治英，蜂屋祥ー，田中 貢：絨毛性疾患にお

ける免疫グロブリン．補体の局在に関する研究．第 36

回日本産婦人科学会総会． 4月．仙台．

11)佐藤 寛，薬師寺喜八郎，伊藤敬子，小室順義，伊藤

治英，蜂屋祥ー，田中 貢：妊娠性絨毛癌における宿主

免疫応答に関する組織化学的研究．正常妊娠について

の検討．第 43回日本癌学会総会． 10月．福岡．

3. 軟部腫瘍に関する研究

1)下田忠和，山下 広，石川栄世，向井万起男（慶応大

病理） ：骨外性及び骨粘液性軟骨肉腫と脊索腫の腫瘍

細胞性格．福岡．〔第 43回日本癌学会総会記事． 40:

374 (1984)〕

2)柿本伸一，酒田昭彦，高木敬三，山下 広，藍沢茂雄，

石川栄世：母斑細胞性母斑の臨床病理学的研究．第 1

報：触覚小体構造への分化について．第 73回日本病理

学会総会． 4月．東京．

3) Kakimoto, S., Kato, 0., Furusato, M., Sakata, A., 

Aizawa, S. and Ishikawa, E.: Wagner-Meissner's 

Tactile Corpuscles appearing in nevocellular 

Nevus. International Academy of Pathology XV 

International Congress. Sept. Miami. 

4)向井万起男＊，鳥潟親雄＊，入久己＊，泰順一＊，下

田忠和，影山景三＊ （＊慶応大病理） ：Infantile digital 

fibromatosisの電顕的及び免疫組織化学的検討．福岡．

［第 43回日本癌学会総会記事． 40:375.(1984)〕

5)伊介昭弘，宇沢俊一，老沼真一，岡本哲子，須田郁夫，

田辺晴康，真柄直郎：舌下部にみられた軟部好酸球肉

芽腫（木村氏病）の 1例．第 38回日本口腔科学会総会．

5月．東京．

4. 消化管に関する研究

1)松能久雄，下田忠和，日高明義，池上雅博，石川栄世，

佐野寿昭：胃内分泌細胞癌の免疫組織化学的検討．〔日

病会誌． 73:298-299 (1984)〕

2) 日高明義，下田忠和，池上雅博，石川栄世：胃未分化

癌の組織発生ー完全連続切片による立体構築像より．

福岡．〔第 43回日本筋学会総会記事． 43:379(1984)〕

5. 肝に関する研究

1) Tanaka, M.: Pathology of Human Liver Fi-

brosis. International Symposium and Histopath-

ology Seminar on the Liver, Pancreas and Salivary 

Gland in Laboratory Animals. March. Nara. 

2) 田中 貢，海原純子：ヒト骨髄移植例の肝内胆管傷

害について．第 7回骨髄移植の会． 7月．名古屋．

6. リンパ網内系組織に関する検討

l)高木敬三，高崎捷，福永真治，山下広，田中寿子，

石川栄世：木村病症例の T.B.リンバ球分布に関する

免疫組織化学的検討．〔日網会誌． 24:58 (1984)〕

2) Takaki, K., Takasaki, S., Tanaka, H. and Ishik-

awa, E. : KIMURNS DISEASE (Eosinophilic 

Lymphfolliculoid Granuloma). 10th International 

RES Congress. Sept. Ito. 

3)柿本伸一，酒田昭彦，福永真治，山口 裕，藍沢茂雄，

石川栄世：脳原発悪性リンパ腫の臨床病理学的研究．

〔日網会誌． 24:85 (1984)〕

7. 循環器系病変に関する研究

l)河上牧夫，山下広，高木敬三，酒田昭彦，松島宏，

千葉 諭，笹原留美子，石川栄世：川崎病血管病変の成

立について．川崎病原因究明委員会研究班会議． 12月．

東京．

2)古里征国，福永真治，山口 裕，城謙輔，石川栄世：

血管性腫瘍の 2次及び 3次元的電顕観察．第 II報：

Juvenile HemangiomaのAngiogenesisについて．第

73回日本病理学会総会． 4月．東京．

3) Furusato, M., Shimoda, T., Fukunaga, M., Yo-

kota, K., Kato, 0., Kakimoto, S., Aizawa. S. and 

Ishikawa, E. : Tridimensional microvascular struc-

ture of juvenile hemangioma. XV International 

Congress of International Academy of Pathology. 

Miami. 

4)横田邦信，望月正武，斎藤宣彦，阿部正和，古里征国，

高木敬三，山下 広，石川栄世：糖尿病ヒト心筋内微小

血管構築の変化に関する検討．第 27回日本糖尿病学

会． 5月．宇都宮．

5) Yokota, K., Saito, N., Isogai, Y., Abe, M., Fur-

usato, M., Ishikawa, E. and Yokoyama, Y.: Scan-

ning electron microscopic observation of diabetic 

microangiopathy in human diabetic heart. Mi-

crocirculation, Clinical and Experimetal. 3 (3/4): 

280 (1984) 

8. 薬剤投与による組織変化

1)藍沢茂雄，古里征国，城謙輔，宮原正，石本二見

男，柴崎敏昭，前川喜平，臼井信男，太原博史，村松康

男小林昭夫，渡辺直煕：薬剤による腎傷害の実験的研

究．第 101回成医会総会． 10月．東京．

2)城 謙輔，古里征国，藍沢茂雄，柴崎敏昭，石本二見

男，宮原 正，渡辺直熙：薬剤過敏性腎炎に関する研

究，第 1報： Cephalothinによるマウス実験モデル．第
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27回腎臓学会総会． 11月，東京．

3)柴崎敏昭，酒井聡一，石本二見男，宮原 正，本橋信

博城 謙輔，藍沢茂雄：抗生剤による急性間質腎炎の

4例．第 14回日本腎臓学会東部部会． 6月．新潟．

4)及川 剛，太原博史，臼井信男，城謙輔，藍沢茂雄：

抗けいれん剤投与中にみられた腎傷害の 2例．第 14回

日本腎臓学会東部部会． 6月．新渇．

5)柴崎敏昭，石本二見男，宮原正，城謙輔，古里征

国，藍沢茂雄，渡辺直熙：マウスにおける薬剤過敏性間

質性腎炎モテル．第 14回日本免疫学会総会． 12月．京

都．

9. 剖検材料の情報電算化に関する研究

1)真柄直郎，徳田忠昭，鳥海 純，内山克巳：第三分院

病理解剖例の最近の特徴ーとくに第三分院の 25年間

に亘る経時的追跡及び慈恵医大附属 3病院の比較を通

して一．第 101回成医会総会． 10月．東京．

2)内山克巳，鳥海 純，徳田忠昭，真柄直郎：剖検例か

らみた最近の肺炎の特徴．第 101回成医会総会． 10月．

東京．

IV. 著 書

l)飯島宗一，石川栄世，影山圭三，島峰徹郎：口腔，咽

頭，食道，胃 I.現代病理学大系．（1984)

2)飯島宗一，石川栄世，影山圭三，島峰徹郎：代謝障害．

現代病理学大系．（1984)

3)飯島宗一，石川栄世，影山圭三，島峰徹郎：腫痛と宿

主，原因•発生論 I. 現代病理学大系．（1984)

4) 飯島宗一，石川栄世，影山土三，島峰徹郎：原因•発

生論 II.動物の腫瘍．（1984)

5)飯島宗一，石川栄世，影山圭三，島峰徹郎：神経疾患

I,現代病理学大系．（1985)

6) Galanos, C., Freudenberg, M.A., Joh, K., Freuden-

berg, N. and LUderitz, 0.: Bacterial endotoxins: 

chemical and biological properties. -Mechanisms 

of hepatic injury and death-Falk Symposium 38 

MTP PRESS Limited. 203-213 (1984) 

V. その他

1)藍沢茂雄：慈恵医大誌の沿革．第 100巻の刊行にあ

たって．慈恵医大誌 100(1)(1985) 

2) CPC:多発性骨髄腫(IgAL型）．臨床成人病． 14(8): 

1103-1116 (1984) 

3) CPC : von Recklinghausen病に合併した胸水，腹

水，肝腫大―CTにて肝に多数の highdensity area-. 

臨床成人病． 15(1)81-93(1985) 

4) CPC: SLEに発症した脳膿瘍症例．臨床成人病．

15(3): 355-368 (1985) 

5) Furusato, M. : Invited as an instructor at 18th 

Annual Course on Genitourinary Path~logy, spon-

sored by American Registry of Pathology. Armed 

Forces Institute of Pathology and American 

Urological Association. Washington D.C., USA. 

6)藍沢茂雄：睾丸腫瘍．国際病理アカデミー スライ

ドセミナー． 11月．東京．

7)藍沢茂雄，酒井 紀：先天性心疾患と腎病変．日本短

波放送． 9月．

8)河上牧夫，鈴木博昭：胃生検．日本短波放送． 1月．
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第 1 細菌学

討

1) マウス乳癌ウイルス・ゲノムの腫瘍細胞中で

の検出

教授：大野典也 腫瘍ウイルス学•免疫学• MMTV・ゲノムに対する c-DNAをビオチン標

分子生物学 識 dUTPを使用して，ニックトランスレーション法

講師：長谷川紀子 ハイブリドーマ細胞の抗体 により MMTVゲノムのプローブを作製して， in

産生条件に関する研究 situ hybridization法によって検索を行った結果，乳

癌細胞中のウイルスゲノムの存在を確認し得ること

研究概要 を明らかにした。

I. 腫瘍ウイルス学に関する研究

1. ヒト乳癌細胞 DNAから癌遺伝子

(oncogene)の分離

ヒト乳癌細胞から癌遺伝子を分離する目的で，新

しいコ・トランスフェクション法を試みた。即ちヒ

卜乳癌細胞 (T47D,Clone II)から DNAを分離し，

薬剤耐性遺伝子 (G418)DNAとを共に NIH3T3細

胞にトランスフェクションさせた。これを G418で，

耐性遺伝子を取り込んだ細胞のみを選択的に増殖さ

せ， これをヌードマウス皮下に移植し，腫瘍を形成

せしめることに成功した。形成してきた腫瘍細胞か

らDNAを再び抽出し，この中にヒト DNAの存在

をAlu配列等に依って確認して，再びコ・トランス

フェクションを試み第 2代トランスホーマントを得

ることに成功した。

更にこの腫瘍細胞を培養系に移して，増殖せしめ

てDNAを得，解析した結果，ヒト乳癌由来の DNA

の存在を明らかにした。そこでこのヒト乳癌遺伝子

2) ヒト・パピローマウイルス・ゲノムの検出

ヒト・パピローマウイルスはヒト乳頭腫（梵贅）を

起こすウイルスである。このウイルスが発癌を誘発

することも知られている。

このウイルス・ゲノムを組織中で検出する方法を

皮膚科学教室との共同研究として行った結果，放射

性同位元素を用いた場合には非特異的な反応が高く

好結果を得ることが出来なかった。そこでウイル

ス・ゲノムをビオチン標識しこれをプローブとする

ことに依って，パラフィン包埋切片中のウイルス

DNAの存在を特異的に検出することに成功した。

3) B型肝炎ウイルス・ゲノムの検出

B型肝炎ウイルスのゲノムをウイルス感染中の細

胞中で明らかにすることが出来れば，本疾患を理解

する上で有効であると考えられる。そこで第 1内科

学教室との共同研究として肝細胞中のウイルス

DNAの検出方法を確立すべく目下研究中である。

のクローニングをラムダーファージを用いて試み数 II. 免疫学的研究

種の有望なクローンを得て目下この DNAについ 1． モノクローナル抗体によるヒト乳癌とマウス

て，既知の癌遺伝子との異同やその配列の全構造に 乳癌ウイルスとの共通抗原の解析

ついて研究中である。 ヒト乳癌組織中にマウス乳癌ウイルス (MMTV)

2. ヒト乳癌細胞 DNAからマウス乳癌ウイルス のエンベロープ蛋白の gp52（分子量 52,000の糖蛋

のエンベロープ蛋白質 gp52と共通抗原性を 白質）と共通抗原性を示すヒト乳癌特異抗原の存在

有する遺伝子の分離の試み を見いだした。さらに，この共通抗原性は蛋白質分

ヒト乳癌細胞中にマウス乳癌ウイルス (MMTV) 画にあって，糖鎖に由来するものではないことを明

gp52（分子量 52,000の糖蛋白質）と共通抗原性を有 らかにしている。しかもこの反応は乳癌細胞に特異

する蛋白質が出現してくることは明らかにされてい 的であって，正常乳腺，他の悪性，良性の腫瘍では

る。そこでこのヒト乳癌中の乳癌特異抗原の DNA 見られないことから， この抗原物質はヒト乳癌特異

のクローニングを試みた。即ちヒト乳癌細胞(T47D, 抗原であると結論するに至っている。

Clone II)から DNAを分離し，これを発現系のベク 以上の研究結果は MMTV-gp52をウサギに免疫

ターにパッケージングせしめ，このヒト乳癌 DNA して得られたポリクローナル抗体による結果であ

に依って出現してくる蛋白質の存在を我々の研究室 る。共通抗原性の問題を詳細に検討する為にはモノ

で既にその作製に成功している。MMTV-gp52とヒ クローナル抗体がきわめて有効な手段となり得る。

卜乳癌特異抗原との両者に特異的に反応する抗体， そこでマウス乳癌ウイルスを精製し， ウイルス粒子

（ポリクローナル及びモノクローナル）を用いて検出 を可溶化して，アフィニティカラムクロマト法に

せんと目下研究中である。 依って gp52をSDS電気泳動法に依って単一蛋白

3. 組織内でのウイルス・ゲノムの検出方法の検 質と確認しうるまで精製し，これを抗原としてマウ
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スを免疫した。この場合 MMTV-gp52はマウスに

対して免疫学的寛容状態にある物質で，通常のマウ

スを gp52で免疫しても抗体産生が認められない

か， きわめて多量の抗原 (gp52)の投与によって初

めて抗体産生を惹起しうるのが一般である。

この問題を解決する為の有効な方法の開発に成功

した。即ち，遺伝的に自己免疫疾患状態にあるか，又

は自己免疫疾患状態になりやすいマウスの系統を被

免疫動物として使用することである。マウス NZB

とNZWとの第 1代雑種や MRL/l系のマウスは遺

伝的にその 90％以上の個体が生後 5~6週齢に於い

てSLE様の自己免疫疾患状態になることが知られ

ている。これらの系統のマウスを 4~5週齢時に免疫

動物として使用することによって，免疫的寛容状態

にある物質にも比較的容易に抗体産生を見ることが

可能であることを見い出した。さらに，この方法は

単に gp52に限らず，免疫寛容状態にあると考えら

れて生体活性物質に対するモノクローナル抗体産生

に於いてきわめて有効な方法であることが明らかに

なった。

この NZBxNZW,F1及びMRL/lの2系統のマ

ウ スを被免疫動 物として用いることにより

MMTV-gp52に対するモノクローナル抗体産生ハ

イブリドーマを得ることに成功した。この抗体の反

応特異性を ELISA法によって検討し， MMTV-

gp52及びヒト乳癌細胞抽出分画に反応する抗体を

産生するハイブリドーマ細胞を得た。この抗体の反

抗原性との問題について第 2内科学教室との共同研

究として実施中である。更にコンピューター・グラ

フィックスの技術を得て， 目下解析中である。

III. その他

教授大野典也は昭和 60年 2月 4日～ 9日まで

AMBO（アジア分子生物学機構）ワークショップの

代表者として，「放射性同位元素を用いない DNA,

RNAの検出方法について」 10カ国にわたる諸外国

の研究者の参加を得て，本学共同利用研究部に於い

て開催した。

教授大野典也は日米がん研究協力事業セミナーの

討論者として昭和 60年 3月 12日～14日までハワ

イでの会議に参加した。

研究業績

I. 原著論文

1) Ohno, T., Itoh, S., Watanabe, M., Ikeuchi, K., 

Takeyama, H. and Kisaki, H. : Production of 

Monoclonal Antibody to GP52 of MMTV that 

Crossreacts with Antigen from Human Breast Car-

cinoma. International Association for Breast Can-

cer Research. 178 (1985) 

2)藤井克之，池本恭子，室田景久，大野典也： RAの早

期診断の試み一抗コラーゲン抗体を指標として．医学

のあゆみ． 131(5):303-304 (1984) 

応特異性をヒト乳癌組織切片上で確認し，さらに II. 総 説

ウェスタンブロット法に依ってヒト乳癌中の抗原物

質の解析について目下検討中である。

2. モノクローナル抗体による筋収縮機構の解析

ェクオリンは Caサイオンと結合して蛍光を発す

る特殊な蛋白分子である。筋収縮に於ける Ca廿イオ

ンの動行をエクオリンのこの性質を応用することに

よって極めて微星に定量することが可能である。こ

のエクオリン及び収縮タンバク・トロポニンに対す

るモノクローナル抗体を作成することに依って，筋

肉の収縮機構を明らかにする為の研究を第 1, 第 2

生理学教室との共同研究として行っている。

その結果，ェクオリンにはサブクラスが存在し，そ

の両者に反応するエピトープと単一分子のみを認識

するエピトープとの 2種のモノクローナル抗体の作

製に成功した。

3. モノクローナル抗体によるインスリンの立体

構造の解析

ヒト・ブタ・ウシのインスリンに対するモノクロー

ナル抗体を作成して，インスリン分子の立体構造と

1)大野典也：ヒト乳癌症例におけるマウス乳癌ウイル

ス関連抗原の出現．細胞工学． 3(12) : 1093 -1102 

(1984) 

2)大野典也：評価とその方法02).NIHのGRANT

の審査について．学術月報． 37(9): 631-637 (1984) 

III. 学会発表

1) Kufe, D.W., Ohno, T., Hayes, D., Abe, M. and 

Sekine, H. : A Double~ Determinant Radioim-

munoassay useful in Detecting Elevated Plasma 

DF3 Antigen Levels In Breast Cancer Patients. 

Breast Cancer symposium. Aug. San Francisco. 

2) Ohno, T., Watanabe, M., Ikeuchi, K., Itoh, S. and 

Kisaki, H. : Monoclonal Antibodies to GP52 of 

MMTV that Crossreacts with an Antigen from 

Human Breast Carcinoma. Sixth International 

Congress of Virology. Sept.仙台．

3)大野典也，渡辺美智子，池内健二，伊藤祥子，木佐木

博小林伸比古：マウス乳癌ウイルスに対するモノク

ローナル抗体によるヒト乳癌特異抗原の検出．第 43回
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日本癌学会総会． 10月．福岡．

4) Ohno, T.. Itoh, S., Watanabe, M., Ikeuchi, K., 第 2 細菌学
Takeyama, H. and Kisaki, H. : Production of 

Monoclonal Antibody to GP52 of MMTV that 教授：益田昭吾 黄色ブドウ球苗の病原性お

よび宿主防衛反応の解析，

プロテイン Aに関する研

究

Crossreacts with Antigen from Human Breast Car-

cinoma. Biennial International Breast Cancer 

Research Conference. March. London. 

講師：山崎順啓 輸血後肝炎・レクチン・血

小板輸血•免疫抗体検出法

研究概要

I. 黄色プドウ球菌プロテイン Aに関する研究

l. 各種哺乳動物由来の免疫グロブリンで感作さ

れたヒッジ赤血球を用いたプロテイン Aの

生物活性

ヒッジ赤血球を用いてイヌ，ギネア・ピッグ，マ

ウス， ラットを免疫して，得られた抗血清でヒッジ

赤血球を感作しマイクロプレート上で各種ミュータ

ントが産生する可溶性プロテイン Aによる凝集反

応を検討したところ，イヌあるいはギネア・ピッグ

由来の抗体で感作されている赤血球については，再

現性よく，凝集像が観察され，プロテイン Aの検出

限界は 30ng/m]であった。マウス，ラット抗体で惑

作した赤血球を用いた場合には，赤血球の凝集像は

観察されず，従来のゲル内沈降反応の結果と矛盾し

ない結果を得た。

又プロテイン A分子は免疫グロプリンとの結合

において， 4個の結合価を有することが知られてい

るが， N末端の 2個のみを有する V型のプロテイン

Aによる感作赤血球凝集反応の抑制を検討した結

果，イヌ抗体とギネア・ピッグ抗体とではケロテイ

‘/ Aとの反応において，興味深い差異のあることが

分かった。

2. 黄色ブドウ球菌のウサギ抗体感作マウス・

エールリッヒ癌細胞による貪食現象

抗体感作癌細胞に吸着した黄色ブドウ球菌は極め

て効率良く，貪食されることが分かった。更に可溶

性プロテイン Aで感作された大腸茜も，この抗体感

作癌細胞に，良く貪食されることが分かった。ここ

に観察されたプロテイン Aと免疫グロブリンとの

間の親和性によるところの貪食現象は貪食現象自身

の解明も非常に興味あるものであると考えられた。

現在，生物活性物質の細胞内取込み等にも応用でき

るのではないかという予想の下に検討を進めてい

る。

3. 新しい型のプロテイン A変異株の分離

現在迄に分離されたプロテイン A分泌型変異株
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(LH変異株）はプロテイン Aを精製する場合に甚

だ有用であることが分かっているが， LH変異株で

ある LH-IV,UV→ 2の2株からコアグラーゼの産生

が著しく減少している変異株 (CL変異株）を分離し

た。これらの株のプロテイン A産生量には変化が無

かったが，その病原性の低下と共に混在タンパクの

減少により，プロテイン Aを精製する上に，これら

の変異株は，より有用なものとなることが期待され

る。

4, プロテイン A遺伝子のクローニングに関す

る検討

プロテイ ‘1/A遺伝子をクローニングすることは，

今までに分離された諸種の変異株の特性を知るため

にも有用であり， さらに将来生物活性の異なる分子

内変異プロテイン， Aを作製するためにも必要なと

ころから黄色ブドウ球菌 CowanIと数種の変異株

についてプロテイ ‘/A遺伝子の解析を行った。

E.coli Kl2株由来の HBlOl株を宿主菌とし，プ

ラスミドベクターとしては， pACYC184とpBR322

を用いた。供用体 DNAは，黄色ブドウ球菌 Cowan

I株ならびに本株から分離された LH変異株からリ

ゾスタフィン処理後， TritonXlOO及び EDTAを作

用させて調製した。得られた DNAをEcoRI及び，

BamHIで処理し，各プラスミドに組み込み， trans-

formationを行った。各 transformantからの cell

extractはlysozyme処理により調製し，プロテイソ

Aの検出は ELISA法によった。

黄色ブドウ球菌 CowanI株について genebank 

を作製した。 1,000個の transformantの assayを

行ったところ， 1株がプロテイン Aを産生株してお

り，プロテイ‘/A遺伝子が大腸菌においても発現す

ることが分かった。このクローンからのプラスミド

pSNllのrestrictionmapは，既に報告されている

他の株からのものと異なっていた。本菌株における

プロテイン Aの産生量は CowanI株の約 1/10で

あった。現在諸変異株由来のプロテイン A遺伝子の

restriction mapを作製し，さらに塩基配列の決定を

試み， これらの変異株の遺伝学的特性について検討

中である。

II. プドウ球菌の病原性に関する研究

l． コアグラーゼ活性の検出法に関する研究

コアグラーゼはプロテイン A とならんで黄色ブ

ドウ球菌の同定上，最も重要な蛋白と見なされてい

る。またコアグラーゼの病原性因子としての意義も，

多くの研究者の注目するところであるが，従来の検

出法はウサギ血漿が試験管中で凝固することを指標

にするので手技が煩雑なため，資材，時間の面から，

より簡便な方法の開発が望まれている。我々は

Boothby等の方法を参考に，墓礎培地にウシ フィ

ブリノーゲンとウサギ血漿を加えた平板を作り， コ

ロニーのまわりに生ずるハローを観察することによ

り， コアグラーゼ活性を確認している。今回我々は

基礎培地の代わりに，寒天を用いて，平板状の反応

ゲルを作り， これにあけたウエル中に菌培養液を入

れて，コアグラーゼ活性を検出することを試みた。そ

れと平行して上述の組成を含んだ寒天ゲルを用いて

ロケット免疫電気泳動法と同じ操作により， コアグ

ラーゼ活性を定量的に検討することを試みた。この

結果，後者の方法はコアグラーゼの活性を定量的に

測定するための方法として極めて実用的であること

が分かった。

2． 黄色ブドウ球菌のマウス腎定着性に関する検

討

今までのところ，種々の変異株を用いて解析を

行った結果，上述のコアグラーゼをはじめとする菌

体外産生蛋白は接種菌堡が少ない場合には，病原性

因子として慟いているが，接種茜量が多くなるにつ

れて，別の因子が働いている可能性が示唆された。こ

の因子を知る試みのひとつとして，マウス静脈内接

種後における茜の腎定着性を検討していく過程で興

味深い現象が認められた。マウスにあらかじめ黄色

ブドウ球菌の加熱死菌を静脈内接種しておくと続い

て接種された菌の腎定着性が著しく冗進した。あら

かじめ投与する菌としては表皮ブドウ球茜や大腸菌

でも，その効果を発揮したが，その程度は黄色ブド

ウ球菌よりも低かった。これらの 2種の生菌の腎定

着性は死菌投与マウスにおいても，無処置対照マウ

スに比べて，充進していなかった。この現象は黄色

ブドウ球菌の組織定着性ひいては病原性を知る上に

重要な意味を持つと考えて，現在，苗体表面と腎組

織に於ける血漿蛋白の結合の状態を把握するための

検討を行っている。

研究業績

I. 原著論文

1) Masudi!, S., Seki, K. and Nishihara, S.: Tumor-

icidal Adsorption of Staphylococcus aureus Organ-

isms on Ehrlich Ascites Tumor Cells Sensitized 

with Rabbit Antibody. Microbiol. Immunol. 28: 

987-995 (1984) 

2) Nishihara, S., Seki, K. and Masuda, S.: Resis-

tance of a Mutant with an Extremely Low Catalase 

Production from Staphylococcus aureus Cowan-I 
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Strain to the Bactericidal Activity of Human Leu-

kocytes. Microbiol. Irnrnunol. 29: 151-155 (1985) 

II. 総 説

1)益田昭吾：黄色ブドウ球菌プロテイ‘/Aの生物活

性：慈恵医大誌． 99: 661-671 0984) 

III. 学会発表

l)関 啓子，西原祥子，益田昭吾：黄色ブドウ球菌コア

グラーゼ低産生性変異の分離およびその病原性に関す

る検討．第 57回日本細菌学会総会． 7月．札幌．〔細菌

己志． 39 : 490 (1984)〕

2)西原祥子，関 啓子，益田昭吾：諸変異株の産生する

黄色ブドウ球菌プロテイン Aの精製及び性状．第 57

回日本細菌学会総会． 7月．札幌．〔細菌誌． 39:

656 (1984)〕

3)関 啓子，西原祥子，益田昭吾：抗体感作エールリッ

ヒがん細胞への黄色ブドウ球苗の吸着．第 29回プドウ

球菌研究会． 9月．坂出．

4)西原祥子，関 啓子，益田昭吾：黄色プドウ球茜プロ

テイソ Aに関する研究一感作赤血球凝集反応を用い

た生物活性の検討ー．第 52回日本細菌学会関東支部総

会． 11月． 甲府．

衛生学

教授：松本信雄 環境保健（発生毒性）・地域

保健

教授：吉葉繁雄 環境衛生学・衛生動物学・

蛍光顕微鏡法の医学的応用

講師：縣 俊彦 特定疾患および溶血性連鎖

球菌感染症の疫学・地域保

健・病院管理

研究概要

I. 環境化学物質の発生毒性の検出

発生工学はその対象として胚すなわち個体を対象

としている。初期胚の発生過程に人為的に操作（胚

操作）を加え，生命現象の因果関係を解析すること

を目的としている。この胚操作を化学物質を用いて

行うとき，発生毒性の検出モデルとして応用するこ

とができる。環境因子による発生毒性を考える場合，

まず母体・細胞問液・胚間における環境由来の化学

物質の移行・分布動態とそのおよぽす影響について

時系列的に動態解析がなされなければならない。発

生毒性として究極的に問題となるのは，化学物質が

母体には明らかな毒作用を示さず，胚にのみ作用が

およぶ場合である。しかも胚への影響は致死的なも

のでなく，潜在化し，その後の発育•発達に軽微と

はいえ何らかの影響を与える場合である。このよう

な影響の可能性については，未然に危険を回避すべ

く十分に検索されることが望まれる。このような観

点から，初期胚（受精卵～器官形成期胎芽）の培養

系を用い， とくに胚の発育・分化から胚細胞の染色

体にいたるまで各種の評価基準を設け，各種の化学

物質の影響を比較検討し毒性の発現機構を究め，遅

発性の点火影響を検出するためへの基礎的研究をす

すめている。

II. 地域保健に関する研究

一般システムについて，次の 4条件が挙げられて

いる。①多くの要素がある。②要素間に役割があ

る。③全体として目的がある。④時間的に手順が

ある。これを保健医療システムにあてはめ，システ

ムとしての効率・有効性を高めるという観点より，以

下のごとく保健システムの見直しのポイントを設定

し，保健システムの分析および評価・判断の枠組と

して用いた。

① 保健・医療システムと社会トータルシステム

との関連・総合把握
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② ヘルス・ニーズの性質とその範囲

③ 保健・医療資源の供給体制ならびに分布

④ 保健・医療システムの構成要素および組織構

造（公的・私的・未組織など）

⑤ 保健・医療サービスの供給パターン（評価受

け入れ）

⑥ 保健・医療ヽンステムの管理（経営的側面）

⑦ 保健・医療ヽンステムの経済的甚盤

⑧ 保健・医療プログラムの策定と展開への住民

参加（健康教育・健康に対する権利・義務）

⑨ 保健・医療プログラムの効果

上記のシステム・アプローチの内容として具体的

には，①和歌山県における乳児死亡につき，一方で

は問題分析の方法論として疫学および行動科学を，

他方では問題解決の方法論として保健管理および保

健教育における手法を駆使し，死亡率低下への対応

につき実践的調査研究をすすめている。また，②裔

齢化に関する日米国際会議に参加し， とくに「高齢

化社会における健康問題」（たとえば平均寿命，生活

の質的側面，老人性痴呆，骨粗髭症など）を中心に

日本人・ハワイ在住の日系米人・米国本土在住の日

系米人について環境および文化的要因の影響につい

て比較研究の企画立案を期しタスクフォースを構成

し検討を進めている。

III. 好塩基斑点赤血球に関する研究

異常型幼若赤血球である好塩基斑点赤血球

(BSE)は， Valentineら (1974)により鉛中毒およ

び遺伝性溶血性貧血患者の末梢血中出現が報じら

れ，赤血球内 pyrimidine5'-nucleotidase (P5'N)活

性が阻害されることにより， RNAの分解処理が行

われずに蓄積して顆粒が形成される結果の産物と論

じられて以来，産業衛生学領域では主に鉛中毒に特

有かつ診断に不可欠なものと意義付けられていた。

当教室では小机ら (1966)が acridine-orange蛍光

染色による BSE検出法を開発し，本法を応用して

集団検診および動物実験（ウサギ）により BSEの出

現に関する研究を開始して以来，明らかにしえた諸

事実を要約すると次の通りである。①鉛中毒以外に

も塩素化炭化水素類， Cd,As, Sb等の重金属，ステ

ロイド剤，薬疹，中毒疹，湿疹などの皮膚障害など

が BSEの出現要因となる。② BSEをその顆粒の大

きさと数とで 8型に分類することができる。③

BSE出現を経験したウサギでは，写血などによる造

血剌激で BSEが再出現する。④東京都内の小中学

生検診では，鉛の影響が認められないにも拘らず，都

心部では都下山間部よりも BSEが高頻度に出現

し，各種環境有害物による複合汚染の影響が想定さ

れた。⑤単独では BSEを出現させない程度に微量

の要因物質を 2種以上ウサギに重複投与すると

BSEが出現したことから，前述の仮説が実証される

とともに， BSEの正常値上限 (0.3-0.4%0)以上の

出現は何らかの異常要因の存在を示唆する。⑥

BSE出現要因には P5'N活性を阻害するものと，別

の機序によるものとがある。⑦塗抹血液標本を湿室

中に 4分間放置してから取り出して乾燥時間を 5分

間程度に延長すると， BSE増多血液と非増多血液と

では BSE数の差が著しくなり，誘発法として利用

しうる。

現在，主に環境有害物質をウサギに順次作用させ，

誘発染色法による BSEの出現状況（増多程度，顆粒

型）， P5'N活性，デルタアミノレプリン酸脱水酵素

(ALA-D)活性および尿コプロボルフィリン量の相

互関係を検討することにより BSEの出現機序の解

明と BSEの正常値の再検討に努めている。

IV. イモガイ類の医動物学的研究

イモガイ科の巻貝（世界の暖海域に約 500種）は

その捕食習性からヒトを剌して毒を注入し（イモガ

イ刺症），時には死に至らしめるので剌毒貝類と呼ば

れる。食性上，魚類，巻貝類または多毛環虫類のい

ずれかの生体を捕食する 3群に厳密に区別され，世

界で最初に魚食種の捕食を実証したのは米国の

Kohn (1956)であるが， 日本では吉葉 (1976)が魚

食種ベッコウイモガイで捕食習性の詳細と毒の動態

ならびに諸性状を明らかにしたのが， この類の医動

物学的研究の最初である。以来，主要種の飼育実験，

採取粗毒の動物実験および刺症例の収集検討を続

け，①捕食行動の形式は種や食性によって異なり

（現在までに約 30種で 7型を区別），危険度も異なる

こと，②毒の各種動物に対する作用（通性として，

脊椎動物に対しては魚食種毒が最猛毒で随意筋麻痺

が主徴，呼吸筋麻痺が主死因となるが，心循環機能

は最後まで侵されず，組織壊死作用はないなど）と

致死量，③毒の理化学的性状，④剌症の治療対策

（発症防止には被刺部の近位側を速やかに 30分間緊

縛するのが確実で著効，発症後は気管内挿管による

強制呼吸が第一義的に重要），⑤最危険種アンボイ

ナの毒のヒトに対する致死量 (1-3μg/kg)などを

明らかにし，⑥以上の過程で 1新種を記載（発見，

命名）するとともに数種の分類学上の位置を正した。

さらに，⑦猛毒と見倣されている未検討種を入手

し，前述①～④の実態を解明してヒトに対する危険

性を吟味すること，⑧生物災害としてのイモガイ剌
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症を疫学的に調査検討すること，⑨前述以外の有効

な治療法を開発することなどを計画している。

V. 腸炎ピプリオに関する研究

腸炎ビブリオは 3%NaClの存在下で良好に成育

し，又塩分を欠くことにより生存が不可能となる。そ

こで本茜による食中毒の予防措置のひとつとして，

海産魚介類を，陸揚げする時に真水で洗ってから保

存することがおこなわれてきている。そこでまず腸

炎ビブリオが真水に接触した時の成育上の変化を調

べた。室温(25゚C~30゚C)下，試験管内で腸炎ビブリ

オを真水に接触させたところ， 8hr後も生存してい

た腸炎ビブリオが認められた。生存していた本苗の

染色性や生化学的性状には原菌株と比して変化は認

められなかった。なお研究の一部は 1984年度第 101

回成医会総会におけるポスター提示として，発表し

た。次いで真水に対して若干でも抵抗性を示した菌

体と，その他の菌体間に何か微生物遺伝学的観点よ

り相違点が存在するか否かについて，現在追究中で

ある。

VI. ペーチェット病の疫学

（編集部より） 小机弘之教授の逝去後，竹村 望

教授が衛生学講座担当教授を兼任されていたが，松

本信雄東京大学医学部（公衆衛生学教室）助教授が

選出され，昭和 59年 7月 1日就任された。

研究業績

I. 原著論文

1. 発生毒性に関する研究

1) Higuchi, Y. and Matsumoto, N.: Embryotoxicity 

of ethanol and acetaldehyde, Direct effects on 

mouse embryo in vitro. Congenital Anomalies. 24 

(1) : 9-28 (1984) 

2) Itoh, A. and Matsumoto, N.: Organ-specific sus-

ceptibility to clastogenic effect of urethane, A trial 

of application of whole embryo culture to testing 

system for clastogen. The J. of Toxicol. Sciences. 

9: 175-192 (1984) 

3) Matsumoto, N. and Katayama, S. (Toho Univ.): 

Culture and transfer of embryos as a testing system 

for embryotoxicity of chemicals. International 

Symposium on Mammalian Reproduction and 

Early Devefopment. pp. 45. Eisai Hall. Tokyo. 

August (1984) 

4) Katayama, S., Kubo, H. (Toho Univ.) and Mat-

sumoto, N. : Acute effects of mercuric compounds 

on preimplantation mouse embryos in vitro. Acta 

Obst. Gynaec. Jpn. 36 (10): 1957-1962 (1984) 

5) Matsumoto, N., Spindle, A. (Univ. of Calif.), 

Katayama, S. and Kubo, H. (Toho Univ.) : Culture 

and transfer of embryos as a testing system for 

embryotoxicity of chemicals. Congenital Anom-

alies. 24 (4): 353-372 (1984) 

6) WHO, UN and ILO: Principles for evaluation of 

health risks to progeny associated with exposure to 

chemicals during pregnancy. Environmental 

Health Criteria. 30 (1984う．（includedas a tempo-

rary adviser and participant of !PCS meeting. 

Leningrad, U.S.S.R., June, 1983) 

7)松本信雄：各種化学物質のマウス着床前胚への移行

動態とその発育におよぼす影響．文部省科学研究費特

別研究「環境科学」研究．昭和 59年度研究成果報告．

175-176 (1984) 

2. 地域保健に関する研究

1) Matsumoto, N., Masaki, M. and Koizumi, A. 

(Tokyo Univ.) : Reorganization and coordination 

of existing resouces through high risk approach for 

the care of pregnant mothers in Tonami city, 

Toyama Prefecture, Japan. The third Intema-

tional Conference on System Science in Health 

Care, Ed. by W. van Eimeren, R. Engelbrecht and 

Ch. D. Flagle. Springer-Ver lag Berlin Heidelberg 

New York Tokyo. 558-560 (1984) 

2) Yamate, S. (The Musashino Medical Associa-

tion) and Matsumoto, N.: Characteristics of the 

elderly under long-term treatment for hyperten-

sion寸 esultsof an 11-years study of health exami-

nation findings. Japan-US Conference on Aging: 

Symposium on "Health Problems in Aging Soci-

eties" Tokyo. October. (1984) 

3)松本信雄，小泉 明（東大）他：和歌山県における母

子保健システムと乳児死亡に関する研究(1)．母子保健

システムの充実に関する研究．昭和 58年度報告書． 85-

91 0984) 

3. 好塩基斑点赤血球に関する研究

1)吉村晶子：鉛中毒以外での好塩基斑点赤血球ならび

にコプロポルフィリン尿症の発現に関する研究．慈恵

医大誌． 99:505-514 (1984) 

2)渡辺 晋：蛍光顕微鏡による血液細胞検査法に関す

る研究，特に厚塗抹標本および陳旧保存標本の染色前

処理について．慈恵医大誌． 99:515-520 (1984) 

3)吉葉繁雄，野原 誠，北村正樹，小野澤照夫，大島一

英，小机弘之：蛍光顕微鏡による好塩基斑点赤血球検

出法における標本乾燥時間の影響ならびに誘発法とし

ての応用． 日衛誌． 39:873-885 (1985) 
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4. イモガイ類の医動物学的研究 11)小泉 明（東京大学）松本信雄，縣俊彦，小野澤照

1)吉葉繁雄：イモガイ剌症特にアンボイナガイ剌症対 夫，他：和歌山県における母子保健システムと乳児死

策としての緊縛の効果． 日衛誌． 39: 555-564 (1984) 亡に関する研究(II)．厚生省現行母子保健、ンステムの

2)吉葉繁雄：イモガイの最危険種アンポイナガイの毒 分析・評価・改菩に関する研究班昭和 59年度総会． 3 

のヒトに対する致死量． 日衛誌 39:565-572 (1984) 月．東京．

3) Yoshiba, S. and Koyama, Y.: Description of a 

new cone shell from Shiono-misaki Peninsula, IV• 著書
Wakayama Pref. VENUS (Jap. ]our. Malac.). 43: 1)松本信雄編・著：保健管理論．最新保健学講座 5.メ

115-123 (1984) ヂカルフレンド社．（1984)

2)加納克己（筑波大），縣 俊彦：医学生物学のための

III. 学会発表 パソコン統計解析．南江堂．東京．（1985)

l)吉葉繁雄，北村正樹，小野澤照夫，大島一英：実験的

Heinz小体溶血性貧血の際の P5'Nおよび ALA-D V. その他

活性の観察 第 2報 摘牌家兎の場合．第 54回日本衛 1)松本信雄：環境と健康一現、状と将来への展望ー．看

生学会総会． 4月．米子．〔日衛誌． 39: 448 (1984)〕 護学生． 32(3): 9-11 (1984 

2)松本信雄： （シンボシウム 1 生殖毒性学の展望

ー特に受精前から着床までの時期における処置による

発生障害について）環境要因の培養受精卵におよぼす

発生障害．第 24回日本先天異常学会学術集会． 7月．東

京．［Teratology30: 3A (1984)〕

3)神田香枝（杏林大），伊藤精彦，松本信雄： Diethyl-

stilbestrolの培養胎芽におよぽす影響：発育段階特異

性について．第 24回日本先天異常学会学術集会 7月．

東京．［Teratology30: 32A (1984) 

4)松本信雄， Spindle,A.：化学物質の発生毒性検出系

としての着床前胚の培養と移植．第 101回成医会総会．

10月．東京．〔慈恵医大誌． 99: 94 7 (1984)〕

5)小野澤照夫：腸炎ビ‘ブリオに対する真水の影響．第

101回成医会総会． 10月．東京．〔慈恵医大誌． 99:

950 (1984)〕

6)松本信雄，飯島純夫（山梨医科大）：各種化学物質の

マウス着床前胚への移行動態．昭和59年度環境科学人

体影響領域 (R20)研究発表会． 1月．東京．〔文部省

科学研究費特別研究「環境科学」研究．昭和 59年度研

究・成果報告 175(1985)〕

7)吉葉繁雄：ベッコウイモガイ属 (Chelyconus)の若

干種についての分類学的吟味．第 58回日本貝類学会総

会． 1月．鳥羽．〔貝類学雑誌 VENUS.44: 72 (1985)] 

8)縣 俊彦，中江公裕（独協医大），前田和甫（東京大

学） ：ベーチェット病の病勢と生化学検査値の変化に

関する研究．厚生省ベーチェット病研究班昭和 58年度

第2回総会． 1月．東京．

9)中江公裕（独協医大），縣 俊彦，前田和甫（東京大

学） ：ベーチェット病疫学調査解析補遺．厚生省ベー

チェット病研究班昭和 59年度第 2回総会． 1月．東京．

10)前田和甫，松村康弘（東京大学），中江公裕（独協医

大），縣 俊彦・全国ベーチェット病疫学調査（中間報

告）．厚生省ベーチェット病研究班昭和 59年度第 2回

総会． 1月．東京．
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公 衆衛生学

教授：竹村 望 産業医学・環境医学

助教授：清水英佑 環境化学物質の突然変異原

性および癌原性

助教授：橋田 ちせ 化学物質による膀腕発癌

講師：林 和夫 環境化学物質の分析と代謝

研究概要

I. 突然変異原性および癌原性に関する研究

1. 環境中の突然変異原性物質についての研究

1975年以来 Ames法により環境化学物質の突然

変異原性を検討してきたが， さらに以下に述べる研

究を進展させた。

l) 大気汚染物質の突然変異原性： 1979年以来

の結果をまとめ各方面から検討を行った。

2) 化学構造の変異原性に及ぽす影響について：

覚せい剤原料であるエフェドリンは酸性状態下で亜

硝酸と反応してニトロソ化される。ニトロソエフェ

ドリンは動物に肝癌を発生させる。エフェドリンと

ジアステレオーマーの d-pseudoephedrine（米国で

使用）のニトロソ化合物を合成し，その変異原性の

強さを検討し，化学構造と生物活性の関係を検討し

た。

3) 揮発性及びガス状物質の変異原性試験：従来

のAmes法に適用できる物質は，固体又は低揮発性

のものであるが，工業化学物質には，ガス状物質な

ども含まれる。このような物質を簡単に検出する方

法を検討している。バブラー管によるバプリング方

法を試みたが泡の発生，肝ミクロゾーム活性低下が

問題となったがこの改善法を検討した。

4) 大麻喫煙者尿の変異原性：大麻喫煙者の尿中

代謝物及び大麻抽出物について検討し，大麻樹脂不

法喫煙者尿よりカンナビノイドを確認できたが，大

麻抽出物の変異原性は陰性であった。

5) 喫煙者尿中変異原物質：喫煙者群と非喫煙者

群の尿の突然変異原性をフラクチュニーション・テ

ストで検討し，前者に有意に高い変異原性をみた。一

方，喫煙量を知る方法として尿中ニコチンとその代

謝物コチニンを定量し，暴露量との関係を検討して

し、る。

6) その他一労働省委託研究：既存化学物質の変

異原性試験，化学物質の変異原性と構造活性相関分

析の検討， invitro染色体異常試験系の選択の検討

などを行っている。

2. In vitro染色体異常試験

細菌の突然変異を用いた試験結果の第 2次テスト

として哺乳動物細胞系を用いた試験系が必要とされ

る。 Invitroの系として信頼性の高い，チャイニー

ズ・ハムスターの肺線維芽細胞由来の CHL細胞を

用いる方法について研究を進めている。

3， 小核試験

昨年開発した BALB/C由来の培養骨髄細胞を用

いる invitro試験で，さらに 35物質につき小核試験

を行い， 30物質が陽性を示し，検出感度の高いこと

を再確認した。

別に invivo試験法では， Ames法で調べた大気

汚染物質の各抽出タール成分分画及び8発癌性多環

芳香族炭化水素について検討を行い，ニトロメタン

分画中の 8物質では 0 、ヘノノ（a)ピレン ベンツ (a)

アントラセン， 3 -ニトロフルオラセン， 6 -ニトロ

グリセリンの 4物質が陽性を示し，小核試験法の有

効性が評価された。

II. 発癌に関する研究

Bladder Implantation :化学物質の発癌性を検討

する 1つの bioassayとしての bladder implanta-

tionについて数多くの研究を行ってきたが，本年

は，嗜好品として飲用されているコーヒーについて

検討した。コーヒーは Amestestで変異原性があ

り，さらにピタミン Cを加えると増強されるという

結果から，コーヒーの発癌性を検討したが陰性で，同

時に高ビタミン C食を与えた場合は膀腕上皮に

hyperplasiaを起こした。現在コーヒーとビクミン'

Cの同時作用が発癌の promotorになり得るかを検

討している。

研究業績

I. 原著論文

1)清水英佑，竹村 望，安藤皓章，森田真理子，町田勝

彦：エフェドリンおよびメク‘ノフェタミンからの突然

変異原性ニトロソ化合物の生体内生成．日本衛生学雑

昆志． 39: 573-580 (1984) 

2)清水英佑，鈴木勇司，林和夫，崎谷寿子，洪清牒，

鈴木孝之，秋山巖，小池直子，竹村望：都市大気汚

染物質の突然変異原性に関する研究（其の 3)ニトロメ

クン抽出物についての捕集地点の高さによる差異．慈

恵医大誌 99: 833-84 7 (1984) 

3) Shimizu, H. and Takemura, N.: Mutagenicity of 

some aniline derivatives. Proceedings of the 11th 

Int. Conference of health in the chemical industry. 

Calgary, Canada. 497-506 (1984) 
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II. 総説

1)竹村 望：一般環境性発癌と職業性発癌．化学品安

全． 3:1-12 (1985) 

2)清水英佑：職業癌ーその現状と対策ー．クリニカ．

11 : 271-277 (1984) 

3) i青水英佑：トリクロロエチレン・テトラクロロエチ

レンの変異原性．トキシコロジーフォーラム． 7:228-

236 (1984) 

4)清水英佑：化学物質の癌原性スクリーニング．慈恵

医大誌 98:40-44 (1984) 

III. 学会発表

l)橋田ちせ，小池直子，竹村 望：化学物質による実験

的膀脱癌に及ぽすビクミ ‘/Cの影響．第 54回日本衛

生学会総会． 4月．米子．〔日本衛生学雑誌． 39:

296 (1984)〕

2)清水英佑，竹村 望，安藤皓章，森田真理子：ニトロ

ソエフェドリンのジアステレオーマーの突然変異原性

について．第 54回日本衛生学会総会． 4月．米子．〔日

本衛生学雑誌． 39: 301 (1984)〕

3)安藤皓章，森田真理子，清水英佑，竹村 望：大麻喫

煙者尿中からのカンナビノイドの検出．第 54回日本衛

生学会． 4月．米子．〔日本衛生学雑誌． 39:438(1984)〕

4)清水英佑，林和夫，鈴木勇司，竹村望： Bubbling

法による変異原性試験．第 57回日本産業衛生学会総

会． 6月．札幌．

5)清水英佑，鈴木勇司，林 和夫： Bubblingによる揮

発性物質の変異原性テスト（第 1報）．第 13回日本環境

変異原学会． 10月．東京．

6)清水英佑，竹村 望： N-ニトロソ化合物の光学異性

体の突然変異原性．第 43回日本癌学会総会． 10月．福

岡．

7)鈴木勇司，林和夫，清水英佑．竹村望：小核試験

による大気汚染物質の変異原性．第 43回日本公衆衛生

学会総会． 11月．大阪．〔日本公衆衛生学雑誌． 31:

639 (1984)〕

8) Shimizu, H. and Takemura, N.: A mutation test 

for volatile or gaseous industrial chemicals. XXI 

Int. Congress on Occupational Health. September. 

Dublin, Ireland.〔Abstract.p. 514〕

9) Suzuki, Y., Shimizu, H. and Takemura, N.: A 

sensitive micronucleus test in vitro with the use of 

cultured bone marrow cells. XXI Int. Congress on 

Occupational Health. September. Dublin, Ireland. 

〔Abstract.p. 518〕

IV. 著書

1)山村行夫，清水英佑：産業保健の方法と実際 2,3. 

分担執筆．和田 攻編：衛生・公衆衛生学（第 2版）．医

学書院． 285-336(1984) 

V. その他

1)化学物質の変異原性の推測手法の開発に関する研究

ー化学物質のアセスメントの試みー．昭和 58年度労働

省委託研究報告書．未来工学研究所編．

2)動物細胞を用いた変異原性試験の開発に関する研

究．昭和 58年度労働省委託研究報告書．日本化学物質

安全・情報センクー (JETOC)編．

3)清水英佑，松島秀鶴，松島泰次郎：変異原性に着目し

たがん原性物質のスクリーニング技術開発に関する研

究．昭和 58年度労慟安全衛生に関する調査研究．
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法医学

教授：高津光洋 内因性急死，多発外傷の法

医病理学

助教授：内藤道興 小児の法医病理学

研究概要

I. 内因性急死に関する研究

内因性急死，特に若年者の急死は法医実務上外因

死との関連において多くの問題点を内包している。

特に本学のように法医解剖として行政および司法解

剖を多数行なっている機関においては，個々の症例

において種々の検査法を駆使して，死因，外因との

関係などを十分に検討する必要性に迫られている。

このような観点から，特に以下の点に焦点を合わせ

て研究が行なわれた。

1. 急性心臓死における心筋内ミオグロビンの動

向

超急性に死亡した場合には，通常の組織学的検査

で識別し得る形態学的変化を招来する時間的余裕が

ないために，死因の判定が困難な場合が少なくない。

特に最も頻度の高い急性心臓死においてこの傾向が

著しい。当教室ではこれまで，酵素抗体法を用いて

急性心臓死の剖検例を中心に心筋内ミオグロビンの

動向を検討してきた。その結果，心筋虚血に伴い心

筋内ミオグロビンの逸脱がみられ， これは従来の病

理形態学的な種々の虚血性変化と対比検討して，法

医剖検例においても十分に診断に応用し得る点を明

らかにした。この結果に甚づき，原因不明とされて

いるポックリ病 (SuddenUnexpected Nocturnal 

Death Syndrome, SUNDS)や乳幼児急死症候群

(Sudden Infant Death Syndrome, SIDS)の症例に

ついても検討した結果，前者のほとんどと後者の一

部で心筋内ミオグロビンの逸脱現象が認められ， こ

れらの突然死において最終的に心筋虚血が発生して

いる可能性を示唆した。これらの結果は“Diagnostic

Value of Deletion of Myoglobin from Myocardial 

Fibres in Acute Cardiac Failure"と題して国際法

医学会で報告される予定である。

2. SIDSに関する研究

法医学領域に限らず社会的にも問題となっている

SIDSに関しては，昨年まで厚生省特別研究班の一

員として， SIDSにおける心筋内ミオグロビンの動

向を中心に研究してきたが本年度は SIDSの実態を

把握するために研究班を作成し，当教室では疫学的，

病理組織学的，臨床検査学的研究を続行中である。本

年度はパーソナルコンピューターのソフト作製と

データの入力，病理組織標本の作成，臨床検査デー

タの入手，アンケート調査にあてられた。これらの

結果はいずれ報告書として報告する予定である。

II. 多発外傷の法医病理学的研究

多発外傷で死亡した症例を剖検してみると，臨床

的に，あるいは死体検案時に推測された死因や臓器

損傷とは全く異なる所見の得られる場合が決して少

なくない。この結果が医事紛争にまで発展すること

もあり，救急医療における DOA, あるいは near

DOAの問題とともに社会的問題を提起している。

一方，多発外傷死亡例は何らかの死因が推測され易

いこともあって，剖検率は低く，比較的多発性外傷

死亡例を剖検する機会の多い法医学領域においても

体系的な研究は少ない。本年度は当教室でこれまで

に取り扱った 200例余の多発外傷剖検例を中心に，

パーソナルコンピュークーを用いて実態を把握し，

法医病理学的分析を行なっており， この結果は次年

度報告する予定である。

III. 死体血の臨床検査データの法医学的応用の可

能性に関する研究

法医解剖例の特徴のひとつとして，生前の臨床症

状，経過，臨床検壺データ，死亡時の様子などが不

明のものがほとんどである。そこで生前の状態を知

る方法のひとつとして，剖検的に左房，右房，下大

静脈などから別々に採取した死体血を通常臨床で用

いている項目と方法に従い，多項目自動分析器で分

析し，その応用の可能性と限界を検討中である。こ

れまでのところ以下の結果が得られている。 1)

CPK, LDH, GOT, GPTなどの総活性値は死後経過

時問とともに著明に上昇，また CPK—および LDH

isozymeの割合の変動がみられた。 2)T -chol, y-

GTP値は死後経過時間とは無関係に正常値域に

あった。3)Hct値から判断して左房内血清の濃縮傾

向が示唆された。4)血中ミオグロビンは著明な高値

を示すが，尿中ミオグロビン値には死後経過に伴う

上昇はみられなかった。さらに細かく分析すると，死

体血での臨床検査においては項目により，死後急速

に上昇する群，急速に減少する群，死後一定期間変

化なく，その後上昇する群，正常値域にとどまる群

に大別されるようであるが，例数を増やして検討中

である。

IV. 軽度熱傷時における心筋の微細変化

ウサギに実験的に体表面積の 8分の 1程度の熱傷
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を作製し，経時的に屠殺して心筋の微細変化を検討

したところ．熱傷後 12~72時間にかけて，筋節構造

の乱れ，浮腫， contractionband necrois,ミトコン

寄生虫学

ドリアの変化， T系の拡大，グリコーゲン顆粒の減 教授：小林昭夫 原虫，嬬虫学・熱帯医学

少，脂肪滴の出現などが観察された。 講師：渡辺直熙 寄生虫感染と lgE

V. 剖検に基づく研究

剖検時に心肥大度を判定することは重要な問題で

あり，従来，佐藤の方法によりなされていた。しか

し日本人のその後の体格，栄養の向上に伴い，現在

では矛盾点も見いだされている。そこで Liviの係数

を用いて，法医剖検例のうち，外因死の正常人を対

象に，年齢別に正常域の算出を行ない，高血圧その

他の疾患群と比較検討した。

その他，羊水塞栓症，バラコート中毒，組織塞栓

症について，法医病理学的に検討を加えた。

研究業績

I. 原著論文

1)青木利彦，重田聡男，河合貴久，高津光洋：実験的軽

度熱傷における心筋の微細変化．慈恵医大誌． 100:

24 7-257 0985) 

2)高津光洋，重田聡男，阿部光伸，河合貴久：肝破裂に

伴う右房内組織塞栓． 日法医誌． 548(1984) 

III. 学会発表

1)重田聡男，佐藤理子，高津光洋，折茂 淳：臨床検査

デークの法医解剖例への応用． I.実測値の概観と傾

向．第 68次日本法医学会総会． 5月．久留米．

2)内藤道興，佐藤理子，青木利彦：弗化水素酸中毒死の

1剖検例．第 68次日本法医学会総会． 5月．久留米．

3)佐藤理子，阿部光伸，折茂 淳，河合貴久，重田聡男，

庄司宗介，高津光洋：心肥大度の判定について．第 53

回日本法医学会関東地方会． 11月．川崎．

4)重田聡男阿部光伸，高津光洋：分娩時子宮破裂に伴

う羊水塞栓症の一例．第 56回成医会第三支部例会． 12

月．東京．

5)佐藤理子，阿部光伸，重田聡男，高津光洋：パラコー

ト中毒による 1自殺例．第 56回成医会第三支部例会．

12月．東京．

研究概要

I. 原虫に関する研究

1. 原虫感染による非特異的免疫抑制

トキソプラズマ (Tp)惑染により宿主に誘導され

る非特異的免疫抑制が，主として抑制性マクロ

ファージの細胞間接触を介したリンパ球分裂阻害作

用に起因することは既に記載した。今年度は，その

抑制性マクロファージの誘導が遺伝的に制御されて

いる事実を見いだした。

Tp感染により誘導される非特異抗体産生抑制

は，マウス系統間で著しい差が認められ， C57BL/6,

C57BL/10 (BIO)では抗 DNP抗体産生の抑制が顕

著であったのに対し， BALB/Cではほとんど抑制を

みなかった。遺伝子的に BIObackgroundでかつ

BALB/Cと同じ H-2haplotypeをもつコンジェ

ニックマウスである B10• D2は， Tp感染により

B10よりは弱いが BALB/Cよりは強い抗体産生抑

制の誘導をしめした。したがって H-2に連鎖した遺

伝子と連鎖していない遺伝子の双方が， この抗体産

生抑制の誘導を制御していると考えられた。

このマウス系統間における抗体産生抑制の差が抑

制性マクロファージの誘導の差に起因することを確

認するため， invitroの抗体産生系を用いて解析を

おこなった結果， Tp感染により牌臓に誘導される

抑制性マクロファージの活性は， B10マウスで最も

強く， BlO•D2 がこれに次ぎ， BALB/C が最も弱い

事実が判明した。したがって感染による抑制性マク

ロファージの誘導についても H-2に連鎖した遺伝

子と連鎖していない遺伝子の双方による制御の事実

が明らかにされた。このような抑制性マクロファー

ジの誘導の差が，各系統マウス間の抗体産生能の差

として表現されているものと結論された。

2. 自由生活性原虫による非特異的免疫増強

自由生活性繊毛虫 Tetrahymenapyriformis (Th) 

による非特異的免疫増強につき，マウスにおけるト

キソプラズマ (Tp)感染モデルを用いて検討し， Th

接種により活性化されたマクロファージが強い殺

Tp活性をしめすこと，また Th分画成分のうち，繊

毛，外被， ミトコンドリア， ミクロソーム等にマク

ロファージの活性化誘導能があること等を既に明ら

かにした。
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今年度は， Th有効分画成分中の有効物質につき

検討した。上記有効分画をそれぞれ熱，トリプシン，

リパーゼで処理したところ，いずれの分画も熱， ト

リプシン処理により著しい活性の低下がみられたの

に対して， リパーゼ処理による活性低下はわずかで

あった。この結果から，有効物質として蛋白様物質

が示唆されたので， Thから蛋白分画を抽出し，それ

らの活性を比較，検討した。得られた水溶性蛋白，

KC!溶性蛋白はともに同程度の活性を有し，有効蛋

白は単一のものではないことが判明した。対照とし

て用いたアルブミン， ペフシン， リゾチーム mur-

amyl dipeptideなど既知の蛋白および免疫賦活剤

には活性は認められなかった。そこで水溶性蛋白に

ついて，その活性蛋白の精製を試みた。 DEAE-Se-

phadexを用いたイオン交換クロマトグラフィーに

より得られた 5分画につき，活性を比較検討したと

ころ，分画 Iに強い活性がみとめられ，さらにこの分

画 Iについて SephadexG-200によるゲル濾過を

行ったところ，得られた 4分画中分画 lにのみ活性

が認められた。この分画 lはSDS電気泳動分析によ

り分子量 64,000の単一の蛋白を含むことが判明し

た。

3. ドノバンリーシュマニアの毒性に関する研究

ドノバンリーシュマニア（削鞭毛型）の標準株(2S

株）をマウス（無鞭毛型に変換）と人工培地（前鞭

毛型に再変換）に交互に 10回以上継代接種すること

によって，その感染性を高めうることについては先

に報告した。

今年度は，マウス組織内における両株の増殖力の

程度を定量的に測定し，比較，検討した。

マウス継代の回数とマウス肝臓内増殖との関係で

は，継代 15回以上 30回までのものについては差が

なく， これらの強毒化された株による感染では，感

染 3日後からマウス肝臓内での増殖が認められ， 7 

日後には感染直後の 4倍， 14日後には 5~7倍に達

した。これに対し 2S株では肝内での増殖は全く認

められず 14日後には当初の感染量の 5~8％と，か

えって著減をみた。感染にともなう肝・牌腫は，強

苺株感染マウスでは 2週後より著明となったが， 2S

株感染マウスでは軽度であった。毒性を獲得したこ

れらの株では， これを人工培地のみで前鞭毛型とし

て 1年間継代維持しても弱毒化せず，前鞭毛型の強

毒株を確立することができた。

4. 急性トキソプラズマ症の血清診断法に関する

研究

急性トキソプラズマ (Tp)症の早期診断法として，

血中の虫体抗原を問接ラテックス凝集反応により検

出する方法を開発した。抗体感作ラテックス粒子は，

Tp感染家兎血清より分離した抗 TplgGを表面に

感作して作製した。マウスに Tp強粛株を感染させ

経日的に採血し，血中虫体抗原の出現を抗体出現と

の比較により検討したところ，血中抗原は，感染量

に関係なく抗体より 1日早く検出されることが分

かった。ただし再感染時においては，血中に虫体抗

原は検出されなかった。以上より Tpの初感染およ

び急性 Tp症の早期診断に， この方法が有用である

可能性がしめされた。

II. 嬬虫に関する研究

1. 嬬虫感染宿上における lgE抗体産生

嬬虫感染に特徴的な宿主反応である lgE抗体産

生の機序解明の一端として， lgE産生細胞の分布に

ついて検討した。寄生性線虫 Nippostrongylus

brasiliensis (Nb)感染ラットでは抗 NblgE抗体の

産生に加えて Nbに無関係の抗原に対する lgEの

著しい増加がみられ，これは lgE産生 B細胞の多ク

ローン性活性化と解されている。 Nb感染によるこ

の種の lgE産生細胞の分布について，牌臓および腸

問膜，頸部，肺門，そけい，腋窓の各リンパ節細胞

の抽出液を用いて検討した。その結果， lgE産生細胞

は， Nbの寄生部位に近い腸間膜で強く誘導される

とともに全身的にもその増加が認められた。一方

Nb感染によらず抗原を腹腔内または皮下に接種す

る方法で免疫すると，抗原接種に関連した部位のリ

ンパ節に lgE抗体産生細胞の増加をみた。すなわち

腹腔内接種では腸間膜および肺門リンパ節に，皮下

接種では皮下リンパ節に，それぞれ強い lgE抗体産

生が認められた。

吾々が見いだした lgE欠損マウス (SJA/9)にお

ける lgE産生異常の機序を明らかにするため， lgE

に対するレセプター (FcER)をもつリンパ球につい

て検討した。 FcER(＋）細胞は lgE産生の誘導に重

要であるとして，最近注目されている。 Nb感染は，

正常マウスに FcER(＋)細胞の増加をもたらすが，

SJA/9では増加をみなかった。さらに SJA/9のリ

ンパ球を FcERの誘導因子と考えられる lgEおよ

びリンホカインとともに培養したが， FcERは誘導

されなかった。因みに SJA/9における lgGおよび

lgAに対するレセプターは正常であった。これらの

結果から， SJA/9における lgEクラスに特異的な産

生欠損は， FcER(＋)細胞の誘導不全に原因する可

能性が示唆された。

2. 熱帯寄生虫病の防退・アジア寄生虫予防機構

(APCO)の推進
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APCO加盟諸国における士壌伝播性寄生虫，とく

に蛸虫の伝播要因とその解析のため，昨年度にひき

つづき野外実験モデルにより土壌内に分散した蛸虫

卵の運命について検討した。虫卵の変性は日向土壌

表層に撒布された虫卵にのみ著明にみられ，いずれ

の季節に撒布された虫卵とも 1年以内にほぼ完全に

崩壊した。変性は晩春から夏期にかけて急速に進行

するが，変性，崩壊のスピードには太陽光線のエネ

ルギーを表わす全天日射量が最も直接的な影響を及

ぼすことが判明した。日向土壌表層部卵は速やかに

顆粒変性に陥るが，その崩壊，消滅直前には，卵殻

の極端な変形，非薄化を伴う独特の変性像を示すこ

とが明らかにされた。一方， 日陰土壌表層， 日向土

壌下層 (4cm)および日陰土壌下層 (4cm)に分散

した虫卵は，着実な発育をしめし， 1年後において

もそれぞれ虫卵の 54-99%,94-99%, 85-99%が

仔虫包蔵卵として生残した。

III. その他

昭和 59年 4月より寄生虫学雑誌（編集主幹：小林

昭夫）編集事務局が寄生虫学教室内に設置された。

研究業績

I. 原著論文

1) Makioka, A. and Kobayashi, A. : Im-

munomodulation by Tetrahymena pyriformis. Mi-

crobiol. Immunol. 28: 503-507 (1984) 

2) Suzuki, Y. and Kobayashi, A. : Macrophage-

mediated suppression of immune responses in 

Toxoplasma-infected mice. L Inhibition of prolif-

eration of lymphocytes in primary antibody 

responses. Cell. Immunol. 85: 417-427 (1984) 

3) Makioka, A. and Kobayashi, A. : Some biochemi-

cal and functional characteristics of macrophages 

activated by Tetrahymena pyriformis. Microbiol. 

Immunol. 28: 777-785 (1984) 

4) Kobayashi, A., Watanabe, N., Suzuki, Y., Makio-

ka, A., Katakura, K., Hamada, A. and Hirai, N. : 

Serologic diagnosis of toxoplasmic lymphadenitis. 

Jpn. J. Parasitol. 33: 369-375 (1984) 

5) Fujimaki, H., Ozawa, M., Kubota, K. and 

Watanabe, N. : Adjuvant effects of alminum sili-

cate on lgE lgG1 antibody production in mice. Int. 

Archs Allergy appl. Immun. 75 : 351-356 (1984) 

6) Saito, H., Sanai, Y., Nakamura, H., Watanabe, 

N., Ito, T. and Nagai, Y.: Enhancement of clonal 

proliferation of mouse mast cells by a tumor-

promoting phorbol ester. Cancer Res. 44: 2110-

2114 (1984) 

II. 総説

1)渡辺直熙：感染症におげる lgE抗体．臨床免疫． 16:

735-741 0984) 

III. 学会発表

1)片倉 賢，小林昭夫：マウス継代接種によるドノバ

ンリーシュマニア前鞭毛型の感染力の増強．第 53回日

本寄生虫学会大会． 4月．鳥取．［寄生虫誌．33（増） ：34〕

2)鈴木康弘，小林昭夫： Toxoplasma感染による宿主

抗体産生系の非特異的抑制(XI)抑制性マクロファー

ジの作用機序．第 53回日本寄生虫学会大会． 4月．鳥

取．〔寄生虫誌 33（増）： 60〕

3)牧岡朝夫，小林昭夫：マウストキソプラズマ感染症

に対する Tetrahymenapyriformisの防御効果(V)テ

トラヒメナ細胞分画成分由来マクロファージの殺トキ

ソプラズマ活性．第 53回日本寄生虫学会大会． 4月．鳥

取〔寄生虫誌． 33（増） ：82〕

4)渡辺直煕，小林昭夫，奥村康（順天大） ：Nippos-

trongylus感染 SJA/9マウスにおける lgE産生の抑

制．第 53回日本寄生虫学会大会． 4月．鳥取．〔寄生虫

誌 33（増） ：85〕

5) Kobayashi, A. : Life span of Ascaガslumbricoides 

eggs distributed to the soil under various condi・

tions. Sixth APCO Parasitologists'Meeting. Sep. 

Kathmandu. 

6)小沢仁，藤巻秀和（公害研），今井透，本多芳男，

渡辺直熙：オゾ｀ノ曝露によるマウス lgE抗体産生の

抑制．第 34回日本アレルギー学会． 10月．京都．［ア

レルギー． 33(9): 719〕

7)藤巻秀和（公害研），小沢 仁，足川哲夫，渡辺直熙：

ケイ酸アルミニウムの気管内投与によるマウス lgE

抗体産生の増強．第 34回日本アレルギー学会． 10月．

京都〔アレルギ―.33(9): 719〕

8)渡辺直煕，小林昭夫：抗原接種ラットにおける lgE

抗体産生細胞．第 34回日本アレルギー学会． 10月．京

都．〔アレルギー． 33(9):720〕

9)藍沢茂雄古里征国，城謙輔，宮原正，石本二見

男，柴崎敏昭，前川喜平，臼井信男，太原博史，村松康

男，小林昭夫，渡辺直熙：薬剤による腎傷害の実験的研

究．第 101回成医会総会． 10月．東京．

10)片倉 賢小林昭夫：マウス継代接種によるドノバ

ンリーシュマニア前鞭毛型の感染力の増強．第 101回

成医会総会． 10月．東京．

11)鈴木康弘，小林昭夫： Toxoplasma感染による宿主

抗体産生系の非特異的抑制(XIII)再感染が及ぼす影

響．第 44回日本寄生虫学会東日本大会． 10月．川崎

〔寄生虫誌． 34(1-補）： 22〕
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12)片倉賢小林昭夫：マウス肝 Kupffer細胞の分離

とドノバンリーシュマニア前鞭毛型による感染実験．

第44回日本寄生虫学会東日本大会． 10月．川崎．〔寄

生虫誌． 34(1—補） ：22〕

13)城 謙輔，古里征国，藍沢茂雄，柴崎敏昭，石本二見

男，宮原 正，渡辺直煕：薬剤過敏性腎炎に関する研

究．第 1報． Cephalothinによるマウス実験モデル．第

27回日本腎臓学会総会． 11月．東京．

14)渡辺直煕，小林昭夫：嬬虫感染および抗原接種ラッ

トにおける lgE抗体産生細胞．第 14回日本免疫学会．

12月．大阪．〔日本免疫学会総会記録． 14:158〕

15)鈴木康弘，小林昭夫：トキソプラズマ感染による非

特異的抗体産生抑制． IV.Suppressor Mc/,の誘導の遺

伝的制御．第 14回日本免疫学会． 12月．大阪．［日本

免疫学会総会記録． 14:343〕

16)藤巻秀和（公害研），久保田憲太郎（公害研），渡辺直

煕：エアロゾル抗原による lgE抗体産生の誘導．第 14

回日本免疫学会． 12月．大阪．〔日本免疫学会総会記録．

14: 273〕

17)伊藤幸治（東大），宮本昭正（東大），渡辺直煕：モル

モット lgE抗体の Enzyme-linked immunosorbent 

assay．第 14回日本免疫学会． 12月．大阪．［日本免疫

学会総会記録． 14:543〕

18)安達光宣（京大），奥村康（順天大），渡辺直煕，野

呂信弘（京大），増田 徹（京大），淀井淳司（京大） ： 

lgE産生異常マウス (SJA/9)における FccRの発現不

全．第 14回日本免疫学会． 12月．大阪．〔日本免疫学

会総会記録． 14:348〕

19)柴崎敏昭，城 謙輔，渡辺直煕，古里征国，石本二見

男，藍沢茂雄，宮原 正：マウスにおける薬剤過敏性問

質性腎炎モデル．第 14回日本免疫学会． 12月．大阪．

〔日本免疫学会総会記録． 14:399〕

V. その他

1)小林昭夫：赤痢アメーバ症の項分担執箪．石山俊次，

日野原重明，阿部正和編：今日の治療指針．医学書院．

153-154 (1984) 

2)小林昭夫：寄生虫アレルギーの項分担執筆．石山俊

次，日野原重明，阿部正和編：今日の治療指針．医学書

院． 502-503(1984) 

3)小林昭夫：トキソプラズマ症，回虫症の項分担執筆．

上田 泰，清水喜八郎，春見建一編：新薬物療法．メジ

カルビュ一社． 120-121.,123 (1984) 

4)双津正博，西田 伸，中村紀夫，片倉賢，小林昭夫，

荒木国興：脳宮崎肺吸虫の 1手術例．脳外． 12:865-

870 (1984) 

5)星 順隆，前川奈生子，太原博史，渡辺直熙，高木敬

三：小児白血病とカリニ肺炎．小児科診療． 47:771-

780 (1984) 

教授：井川

教授：烏海

教授：黒坂

講師：町田

臨床検査医学

幸雄 臨床生理学

純 外科病理学

公生 臨床細菌学

勝彦 臨床免疫学

研究概要

I. 臨床生理学に関する研究

1. スポーツ活動が発育期にある児童の体力およ

び血液性状に及ぽす影響

近郊 A市在住の少年野球チーム所属児童の血液

成分および体力を調べ，特別なスポーツ活動をして

いない児童 (58年度成果）と比較した。平均的体重

の児童では，野球クラブ所属の有無と血液成分や体

力との関連はなかった。このことは，学童期の身体

トレーニングは休力の積極的向上や血液成分の変化

をもたらさないことを示すのかも知れない。

2. カテコールアミン レニン アンギオテンシ

ンおよび cAMP反応に及ぽす運動負荷強度

の影響

健常成人を対象として運動強度と血漿ノルアドレ

ナリン (Norad)，レニン (PRA)，アンギオテンシ

ンII(Ang II), cAMP反応の関連や Norad,PRA, 

cAMPおよびAngII反応の役割について調べた。

エネルギー産生効率が低下する中等度以上の強度

では Norad, cAMPおよび乳酸濃度が著増し，

Norad, cAMP等がエネルギー供給に重要な役割を

果たし， さらに上昇したアドレナリン (Ad),Norad 

は心機能を高め， PRA,Ang IIは運動後の末梢血管

拡張にともなう血圧降下防止に関与したと思われる

結果が得られた。

3. 高温環境曝露後の水分摂取が水・電解質バラ

ンスに及ぼす影響

高温曝露終了後水分補給をしないと尿量低下，ア

ルドステロン (Aid)分泌冗進が持続するが水道水の

摂取で尿量は回復した。しかし， Na+の再吸収率，

Aid分泌充進は持続したままであった。 Na+,K+，糖

質等を含んだ等張液摂取で Na＋の再吸収率や Aid

分泌冗進が抑制された。また，過剰の水道水摂取は

水利尿を冗進し再脱水を惹起することも示された。

以上の成績は，暑熱環境下での運動後の脱水時に

多呈の水道水を摂取することは好ましくなく， Na+,

K＋などの塩類を含んだ等張液を少量ずつ摂取すべ

きことを強調しているように思われる。
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II. 臨床検査法の検討

1. ラテックス凝集およびその阻止反応による微

量蛋白成分と血中薬剤の自動分析：体液とくに髄液

中の補体 (C3,C4)の測定法，血中 /32ミクログロブ

リン， フェニトイン， フェノバルビタールの測定を

検討した。

2. シアル酸の測定法の検討と特に腎疾患時の血

中シアル酸動態を検討した。（以上本院）

3. 成医会総会の特別講演に関連して，検体保存

による検杏値の変動を更に追求し，特に連休に対応

するための処置を合わせて検討している。（以上第三

分院）

III. 体腔液に関する研究

症例を追加しているが，新たに佑—microglobulin

とFerritinを加え検討中である 0 /32-microglobulin 

に関しては，今のところはっきりした疾患との関連

性はみられない。悪性腫瘍に由来する体腔液貯留の

場合に，体腔液中の Ferritinが高値になることを示

唆するデータが集まっている。症例を追加して報告

する予定である。

IV. 臨床細菌学に関する研究（プドウ球菌に関す

る研究）

われわれはこのところブドウ球菌，特にコアグ

ラーゼ陰性ブドウ球菌 (CNSと略す）を中心に研究

を行ってきている。今年度は血液から得られた CNS

について検討を試みた。

今まで血液から CNSが検出されてもほとんど汚

染茜として無視されていたが，近年医療の進歩に伴

ぃCNSによる敗血症の報告がなされるようにな→

てきた。われわれが血液から CNSを検出した 73症

例について基礎疾患をしらべてみると，白血病ある

いは悪性腫傷を持っているものが 42%と最も多く，

次いで脳血管障害をもった症例であった。

これらの症例から得られた 83株の CNSをAPI

スタフを用いて同定してみると， 60%はS.epider-

midisであった。その他 S.capitis, S. haemolyticus, 

S. saprophyticusが少数認められたが，同定不能株が

33%認められた。臨床例からの解答では，これら検

出された苗の約半数を原因菌と考えている成績で

あった。

生化学的プロファイルをみると，血液から多く検

出された 6706113,6606113, 6706112, 6606112の

プロファイルをもった S.epidermidisが鼻前庭，咽

頭からは比較的多く検出されたが，採血部皮膚から

はそれほど多く検出されず，血液から検出された s.
epidermidisが必ずしも皮膚常在菌の汚染によるも

のとはいい難い成績であった。また DNase陽性で

6636103のプロファイルを持った同定不能株が血液

から多く検出されたが， このプロファイルの株は鼻

前庭，咽頭，皮膚からは 1株も検出されず，原因菌

の可能性の高いことが推測された。これら血液由来

株を Pulvererのファージセットを用いて型別して

みると， S.epidermidis 49株の中型別出来たものは

33株であった。その中 82%の株がわれわれが病原

性と関連があると考えている II型を示した。一方，

他の CNS34株中型別できたものは 21株で，すべて

II型を示した。今後さらにこれらの株について病原

性と関連のありそうな酵素活性を検討していく予定

である。

V. 乳癌ウイルスに関する研究

ヒト乳癌とマウス乳癌ウイルス (MMTV)との関

連性は，スピーゲルマン・大野によって， MMTVの

エンベローフ゜蛋白 (gp52)に対する抗体で， ヒト乳

癌組織中に共通抗原を見いだして以来注目されてき

た。町田は R.A.Good教授のもとで，免疫学的研究

の 1課題として同様の研究に参加した。米国，イス

ラエル，台湾，ケニア，日本より得たヒトの良性，悪

性乳腺組織，患者血清及び健常人血清を用い，酵素

抗体法による gp52の検索と ELISA法による抗

MMTV抗体の検出を行い，それらの関連性につい

て調壺した。 gp52と関連した抗原は米国で約 30%

に，イスラエルで約 50%の乳癌組織に検出された

が，ケニア，台湾， 日本の乳癌及びすべての良性乳

腺組織からは検出されなかった。抗 MMTV抗体の

保有率を各地域の患者と健常人で比較すると，米国，

イスラエル，ケニアでは患者の方が高いが，台湾，日

本では差がなかった。米国の値を基準にして各地域

の健常人の抗体保有率を比較すると，ケニア，台湾，

日本では高く，イスラエルは米国と同様に低値で

あった。更に gp52が検出された患者の抗体価は常

に低く，抗 MMTV抗体を保有している患者の組織

からは抗原が検出されなかった。したがって，抗

MMTV抗体の保有率の高い地域あるいは患者から

gp52に関連した抗原は検出されにくいのではない

かと推定している。 RIA法による血清中の gp52の

検出では患者と健常人で差はみられなかった。乳癌

組織より分離した DNAを用いて NIH3T3細胞に

よる Transfectionassayを行ったが Transfectant

は得られなかった。
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臨 床医学

第 1 内 科 子卍

教授：亀田治男 消化管・肝・胆道

助教授：藤沢 冽 肝•生化学

講師：渡邊橙次郎 神経内科・脳血管障害

講師： 川村 忠夫 消化管

講師：今井 深 消化管・肝・門脈循環

講師：永森静志 肝・肝細胞培養

研究概要

I. 消化管疾患に関する研究

1. 消化性潰瘍の成因には攻撃因子と防御因子と

の平衡の破綻が考えられており，当教室では胃粘膜

防御機構の面からの研究を行っている．組織化学的

方法で胃被覆粘液の固定を可能とし，被覆および粘

膜内粘液を部位別に観察し，その変化を粘液係数と

して数量化し報告した．

2. また胃癌の研究として，発癌物質と胃粘膜

DNAとの結合量を測定することにより，胃粘液が

発癌防御機構に影響を与えていることを示唆した．

3. 喫煙の胃十二指腸病変に及ぼす影響に関する

研究を推進し，喫煙によって生じる粘膜障害は防御

因子の減弱に起因することを明らかにした。

II. 肝門脈循環に関する研究

l. 特発性門脈圧充進症をはじめとして肝外門脈

閉塞症， Budd-Chiari症候群など肝循環に関する一

連の疾患を門脈血行異常症と称し，昭和 59年度より

厚生省調査研究班が組織され，その事務局が当教室

に設置された。この肝門脈循環の研究では，超音波

トランジットタイム血流計を使用し，門脈系の血流

量を連続的に測定し，また種々の負荷を加え肝循環

動態を明らかにした。

2． 食道静脈瘤出血の危険信号として Redcolor 

signが重要視されている。肝疾患の肝門脈循環動態

を反映する ICG15分停滞率と Redcolor signの陽

性，静脈瘤出血の有無との関係を検討した。

3. 慢性肝疾患の経過中に新たな原因（アルコー

ル多飲，輸血， ウイルス）が加わり急性の肝不全徴

候を呈するものを acuteon chronicとする概念が

提案され注目されている。当教室の経験例について，

その病型を特徴およびGlucagon-Insulin療法，特殊

組織アミノ酸輸血の使用効果について報告した。

4. シーラカンスの消化器，肝組織所見の研究

アフリカ， コモロ諸島近海で捕獲した「生きてい

る化石」シーラカンスの消化管，肝，胆，膵の組織

学的，生化学的検索を行いきわめて高度の脂肪沈

着の状態を明らかにした。

III. 肝疾患の臨床免疫学的研究

1. B型慢性肝炎の新たなマーカーとして注目さ

れているポリマー化アルブミンレセプター活性の測

定系を確立し，その臨床的意義について明らかにし

た。またインターフェロンを用いた慢性肝炎治療の

際の宿主の免疫応答を解析し， より効果的な臨床応

用法について検討した。

2. 手術不能肝細胞癌に対し，肝動脈塞栓術およ

びoneshot動注法の併用による治療を施行し，その

有用性を検討した。また新しい腫瘍マーカーである

TPA, 5'-NPD-V, CA19-9について臨床的意義を明

らかにするとともに，単クローン性抗体の応用を検

討した。免疫療法が施行されている胆癌宿主の IL-2

産生能， NK細胞活生を測定，免疫療法剤の作用機

序，投与法について検討した。

3. 腹腔鏡下肝生検後の新たな止血法として，

フィブリン糊を応用し，有用な臨床手技として確立

した。

IV. 肝疾患の生化学的研究

1. アルコール肝における collagen代謝動態を

prolyl hydroxylase活性や typeIII procollagen, y-

GTP, peptideの測定等より明らかにするとともに，

臨床的アルコール性肝障害の肝線維化の指標として

のpIII pの有用性を明らかにした。

2. B型慢性肝炎ではリンパ球 2'-5'A活性の低

下があることを明らかにした。本症に対する Inter-

feronや SNMC療法の有効性を検討し， 2'-5'A活

性が Interferonの投与方法の決定のための良い情

報源となることを明らかにした。

3. 血清 transaminaseが正常でも， guanase活

性高値の輸血血液が，高率に輸血後非 A非 B型肝

炎を発症することから， これを除外することによっ

て，本症の発症を減少させうる可能性を示唆した。

4. 血清 a,-microglobulinの rapid turnover 

proteinとしての性格を明らかにし，肝疾患とくに

劇症肝炎の診断上有用な検脊法であることを明らか

にした。
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5. 肝疾患における血清 adenosinedeaminase 効果について比較検討した。また，これら薬剤の適

の臨床的意義を明らかにした。 応となる組織型，病期，予後，腎機能の変化につい

て検討した。

V. 細胞レベルでの肝病態の研究 2) 慢性腎不全の内分泌障害の臨床的研究とし

1. 肝細胞の機能と形態学的研究では，本年は特 て，男子透析患者の性機能障害と血漿プロラクチ｀ノ

に， Fatstoring cell（伊東細胞）を Percoll密度勾 濃度との関連について検討した。

配遠心法で分画し，その初代培養に成功した。これ 3) 肝疾患， とくに肝硬変症にともなう血尿，蛋

よりいくつかの新知見を得た。 白尿に関して臨床病理学的検討をした。

2. 微量試料の測定法の開発として， 1次元また 2. 腎疾患に関する実験的研究

は2次元用の電気泳動 microgelを作り泳動パター 非ステロイド性抗炎症剤の抗蛋白尿効果の作用機

ン解析プログラムをパソコン用に完成した。さらに 序を解明するため， aminonucleosidenephrosis rat 

ヒトアルブミン RIAを作成し培養液中の微量測定 を作製し azapropazoneを投与。透過電顕下で

を可能にした。これより invitroでの肝病態研究が GBMの荷電状態の変化を観察し， GBMの陰荷電減

より詳細に行えるようになった。 少の意義と抗蛋白尿効果との関連について検討し

3. ヒトの肝・胆道癌から 7株以上の培養細胞を た。

株化樹立した。これらの癌細胞を用いて温熱による

酵素・蛋白動態を調べ，形態学的には proteinA-

gold抽出レプリカ法を開発し，その細胞骨格の変化

を観察した。

4. 温熱療法の臨床的応用として，肝・胆道系癌

患者に施行し，肝機能や腫瘍マーカー，画像診断的

に調べ，かなり有効な治療法であることを確認でき

た。

VI. 胆道疾患の病態と臨床の研究

1. 胆石症の病態と臨床に関する研究

l) 当科で受診した胆石症患者の臨床経過，検査

データ，各種画像診断所見の比較検討を行った。特

に無症状胆石症のアンケート調査および追跡調究を

行い，その経過・予後を検討した。

2) 胆石の新しい分類法に基づき，特に黒石色，混

成胆石の成分分析，構造に関する研究を行い，その

生成機構を検討した。

3) 胆石溶解療法に関して， CTスキャン所見と

治療効果の対比を行い，その意義を検討した。

4) 胆石疾患者の手術により摘出された胆嚢の粘

膜の変化を検討した。

2. 胆襄隆起性病変に関する研究

胆襄癌，胆嚢ポリープなどの隆起性病変に対する

胆嚢造影，超音波断層撮影， CTスキャンなどの各種

画像診断所見を対比し，その臨床的意義を検討した。

VII. 腎疾患の臨床病理学的研究

VIII. 神経病学に関する研究

1. 脳血管障害に関する研究

1) 肝硬変症に脳梗塞の合併頻度が少ないことを

指摘した。本症における動脈硬化の程度を，脳動脈

を中心として病理組織学的に検討した。また動脈硬

化ないしは脳梗塞の背景因子につき，糖尿病症例と

対比検討を試みた。

2) 脳梗塞発症の temporalprofileに関して，脳

血栓と脳塞栓の相違につき検討を行っている。

2. 髄液蛋白に関する研究

連続濃度勾配ポリアクリルアミドマイクロゲルを

用いた蛋白電気泳動法により，最も腸極側にみられ

るbandにつき，その動態と疾患との関連性を検討

した。

3. 肝性ニューロパシーに関する研究

肝疾患に伴う神経筋障害に関連した自覚症状を解

析。こむらがえりの電気生理学的特徴を検討した。

4. パーキンソン病に合併する自律神経症状につ

き，臨床的，電気生理学的に検討を行った。

5. 片頭痛，筋収縮性頭痛の成因，諸種薬剤の効

果につき研究を行っている。

IX. その他

昭和 59年 4月より亀田治男教授班長のもと厚生

省特定疾患「門脈血行異常症」調査研究班が組織さ

れ，全国レベルでの総合的な研究が進められている。

1. 腎疾患に関する臨床的研究 研究業績

1) lndomethacin, Acemetacin, Azapropazone, I. 原著論文

Piroxicamなどの非ステロイド性抗炎症剤を糸球 1. 消化管疾患に関する研究

体性蛋白尿を有する腎疾患に投与し，その抗蛋白尿 l)鳥居 明，有泉雅博，岩崎仁，野沢博，鬼沢信明，
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川村忠夫，亀田治男，高山昭三：ラット胃被覆および粘

膜内粘液の組織化学的研究ー数種薬剤の胃粘液に対す

る影響ー．日本消化器病学会雑誌． 81: 1529 -1538 

(1984) 

2)鳥居明，穎川一忠，有泉雅博，岩崎仁，野沢博，

鬼沢信明，川村忠夫，亀田治男，高山昭三：ラット胃被

覆および粘膜内粘液の組織化学的研究（第 2報）

-Aspirin胃粘膜障害に対する数種抗潰瘍剤の作用

ー． 日本消化器病学会雑誌． 82: 34-42 (1985) 

3)鳥居明，穎川一忠，有泉雅博，岩崎仁，野沢博，

鬼沢信明，川村忠夫，亀田治男，高山昭三：胃粘液の発

癌防御機構に及ぽす影響ーラット胃粘膜 DNAとN-

〔methyl-'HJ-N'-nitro-N-nitrosoguanidineとの結

合量の測定ー．日本消化器病学会雑誌． 82:398-

403 0985) 

4) Kawamura, T., Torii, A., Nozawa, H., Onizawa, 

N. and Kameda, H.: Comparison of effects of 

pirenzepine and other anti-ulcer agents on gastric 

mucosa! blood flow and mucus. Ed. by A. Bettarel-

lo : Symposium Pirenzepine New Aspects in 

Research and Therapy Lisbon, September. 1984. 

Proceedings. 〔Excerpta Medica. Tokyo. 48-60 

(1985)〕

5)鳥居明，有泉雅博，岩崎仁，野沢博，鬼沢信明，

川村忠夫，亀田治男：ラット Aspirin胃粘膜障害に対

する Cetraxateの影響一胃粘液の組織化学的検討ー．

薬理と治療． 12:1241-1249 (1984) 

2. 肝門脈循環に関する研究

1)竿代丈夫，井上 昇，中島尚登，正木尚彦，井上十四

郎，広浜恵生，植松幹雄，高橋純一，亀田治男：肝障害

における血中エストロゲン濃度，および尿中排泄量の

時変動．肝胆膵． 9:275-280 (1984) 

2)今井 深山崎一信，亀田治男：特発性門脈圧九進症

の腹腔鏡所見（集計）．厚生省特定疾患特発性門脈圧充

進症 調 査 研 究 班昭和58年度研究報告書． 167-

171 0984) 

3)亀田治男，山崎一信，今井 深：特発性門脈圧充進症

と肝外門脈閉塞症との比較検討（集計）．厚生省特定疾

患特発性門脈圧充進症調査研究班 昭和 58年度研究

報告書． 172-175(1984) 

3. 肝疾患の臨床免疫学的研究

l)相沢良夫，渡辺文時，宮崎寛，大越浩文，尾泉博，

韓南奎嵐山恭志，西山正輝，安藤秀樹，高橋弘，

清水能ー，出浦正倫，銭谷幹男，伊坪真理子，飛鳥田一

朗，亀田治男：慢性肝炎における Ia陽性マクロファー

ジの動態．消化器と免疫． 12:269-272 (1984) 

2)尾泉博，渡辺文時，宮崎寛，大越浩文，韓南奎，

西山正輝，安藤秀樹，高橋 弘，清水能ー，出浦正倫，

相沢良夫，銭谷幹男，伊坪真理子，飛鳥田一朗，亀田治

男： Tru-cut針を用いた肝生検および留置止血法．腹

腔鏡． 4:71-74 (1985) 

3) Zeniya, M., Arashiyama, A., Ando, H., Ni-

shiyama, M., Fujita, Y., Takahashi, H., Deura, M., 

Shimizu, Y., Aizawa, Y., Akiba, M., Asukata, I. and 

Kameda, H. : Electrophoretic analysis of liver 

specific lipoprotein (LSP). Electrophoresis. 83 : 

675-680, Walter de Gruyter and Co. Berlin 0984) 

4)高橋弘，渡辺文時，宮崎寛，大越裕文，尾泉博，

韓南奎，嵐山恭志，西山正輝，安藤秀樹，高橋弘，

清水能ー，出浦正倫，相沢良夫，銭谷幹男，伊坪真理子，

飛烏田一朗，亀田治男：悪性腫瘍患者における血清

TPA (tissue polypeptide antigen)価の検討．最新医

学． 39(3): 630-631 (1984) 

5)安藤秀樹，渡辺文時，宮崎寛，大越裕文，尾泉博，

韓南奎，嵐山恭志，西山正輝，高橋弘，出浦正倫，

清水能ー，相沢良夫，銭谷幹男，伊坪真理子，飛鳥田一

朗，亀田治男：肝硬変症における腹腔鏡検査の意義

一肝表面性状と組織所見との対比．腹腔鏡． 3:38-

42 (1984) 

6)嵐山恭志，渡辺文時，宮崎寛，大越裕文，尾泉博，

韓南奎，西山正輝，安藤秀樹，高橋弘，出浦正倫，

清水能ー，相沢良夫，銭谷幹男，伊坪真理子，飛鳥田一

朗，亀田治男：良性肝疾患および肝細胞癌における血

清 TPA値とその出現動態に関する検討．日消誌． 81:

1927 (1984) 

4. 肝疾患の生化学的研究

l)山内真義木村和夫，中山 一，片山辰郎，平川淳

ー，小倉和雄，藤沢 冽，亀田治男：常習飲酒者および

アルコール性肝障害における血清 III型procollagen

peptideの意義．アルコール代謝と肝． 4:39-45 

(1984) 

2) Yamauchi, M., Kimura, K., Kawase, H., 

Watanabe, Y., Kitahara, T., Ogura, K., Fujisawa, K. 

and Kameda, H. : Hepatic gammaglutamyl trans-

forase and hepatic fibrosis in patients with alepholic 

liver diseases. Enzyme. 32 : 110-115 (1984) 

3)山内真義，中山一，福沢圭子，中島尚登，高原仁，

中原正雄，川瀕治通，渡部幸夫，木村和夫，北原敏久，

小倉和雄，藤沢冽，亀田治男：肝癌における血清

type III procollagen peptideの臨床的意義．癌の臨床．

30: 785-790 (1984) 

4)山崎圭子，片山辰郎，平川淳一，山内真義，川瀕治通，

木村和夫，渡部幸夫，藤沢 冽，亀田治男： HBe抗原

陽性慢性肝炎患者における末梢血リンパ球中 2',5'-

Oligoadenylate Synthetase活性．肝臓． 26:

398 (1985) 

5中原正雄，片山辰郎，平川淳一，中山 一，山崎圭子，

中島尚登，高原仁，山内真義，藤沢冽，亀田治男，
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竹内直子，山崎順啓：血清 guanase活性と輸血後非 A

非 B肝炎． 日本輸血学会雑誌． 31:169-170 (1985) 

6)藤沢 冽：アルコール性肝障害ーその基礎と臨床．

第 100回成医会宿題報告．慈恵医大誌． 99:959-

977 0984) 

5. 細胞レベルでの肝病態の研究

l)筋野甫，松浦知和，本間定，蓮村定，藤瀬清隆，

永森静志，亀田冶男，幡場良明，桐野有爾，田中寿子，

鈴木昭男：単離ラット肝実質細胞の亜分画に関する研

究．肝臓． 25:1433-1443 (1984) 

2)松浦知和，永森静志，藤瀕清隆，蓮村哲，本問定，

筋野甫，亀田治男： Percoll密度勾配遠心法による

Fat storing cellの分離．肝臓． 25:1333 (1984) 

3)永森静志，松浦知和，筋野甫，本間定，蓮村哲，

藤瀬清隆，亀田治男：肝類洵壁細胞の形態と機能ー単

離非実質細胞の機能と形態の研究．肝臓． 25:1657-

1659 (1985) 

4)松浦知和，筋野甫，蓮村哲，藤瀕清隆，永森静志，

亀田治男，早川 進（ダイナボット Co)：肝・胆道癌細

胞の遊出ヒトアルブミン微量定量法の開発とその意

義．肝臓． 25:420 (1985) 

5)永森静志，藤瀬清隆，蓮村哲，本間定，筋野甫，

松浦知和，亀田治男：肝細胞培養ーとくに単離肝細胞

培養の有用性．慈恵医大誌． 98(suppl.): 173-198 

(1984) 

6) Sujino, H., N agamori, S., Fujise, K., Homma, S., 

Matsuura, T., Kameda, H. and Tanaka, A.（都臨床

研） ：Effects of hyperthermia on the cytoskeleton of 

rat liver parenchymal cells and Reuber hepatoma 

(RH-35) cells. J. Clin. Electron Microscopy. 17: 

5-6 0984) 

6. 胆道疾患の病態の臨床の研究

1) Kameda, H., Ishihara, F., Shibata, K. and Tsukie, 

F. : Clinical and nutritional study on gallstone dis-

eases in Japan. Jap. J. Med. 23: 109-113 (1984) 

2)柴田耕司，月江英一，石原扶美武，亀田治男：無症状

胆石の特徴と自然経過．胆と膵． 5:1229-1233 (1984) 

3)石原扶美武，亀田治男：肝内結石症の疫学．胃と腸．

19: 371-374 (1984) 

7. 神経病学に関する研究

1)竹内正，比嘉康宏，広浜恵生， Sujaruo，依田叡，

江森 勇，（社会保険大宮総合病院）：肝疾患の神経学

的研究一第 3報：こむらがえりの臨床的電気生理学的

検討ー．埼玉県医学会雑誌． 19: 513-517 (1984) 

II. 総 説

1)亀田治男，伊坪真理子，安藤秀樹：肝癌と肝硬変の病

因・病理現代医療． 16: 2307-2312 (1984) 

2)亀田治男：本邦胆道疾患ー診療の進歩と変遷．治療．

66 : 979-984 0984) 

3)川村忠夫，石沢和敬，植松幹雄，亀田治男：胸・腹痛．

臨林と研究． 61: 1025-1030 (1984) 

4)今井 深，亀田治男： II-4消化器の異常， 12黄疸．綜

合臨林． 33:2061-2066 (1984) 

5)今井深山崎一信，亀田治男：特発性門脈圧充進

症．臨床科学． 20: 410-418 (1984) 

6)今井 深，山崎一信，亀田治男：発熱と消化器疾患．

最新医学． 39:1183-1189 (1984) 

7)伊坪真理子，亀田治男：持続動脈注入法，動注療法．

Cancer Therapy Manual. 日本臨床． 42（増刊） ： 

644-650 (1984) 

8)高木一郎，柴田耕司，亀田治男：胆汁酸の生理作用と

薬理作用． 日本臨床． 42:1555-1559 0984) 

9)月江英一，柴田耕司，石原扶美武，亀田治男：胆石症，

治療の進歩．現代医療． 16:374-378 (1984) 

10)渡邊證次郎：脳梗塞急性期の薬物療法．現代医療．

17: 369-373 (1985) 

III. 学会発表

1) Yamazaki, K., Uematsu, M., Kaba, M., Ishizawa, 

K., Hirohama, S., Imai, F. and Kameda, H.: A 

Clinical study on idiopathic portal hypertension 

CIPH). XII International Gastroenterology Con-

gress. Sept. Lisbon. 

2) Imai, F., Yamazaki, K. and Kameda, H.: Effect 

of Ranitidine on hepatic blood flow and action of 

Xiao-Cai-Hu-Tang on the Effect. XVII Interna-

tional Congress of Internal Medicine. Oct. Kyoto. 

3)有泉雅博，穎川一忠，岩崎仁，野沢博，鬼沢信明，

川村忠夫，亀田治男：胃癌患者の臨床疫学的検討．第

38回日本消化器内視鏡学会関東地方会． 6月．東京．

4)植松幹雄，穎川一忠，山崎一信，樺 恵，石沢和敬，

広浜恵生，今井 深，亀田治男：食道静脈瘤の出血，非

出血例の検討一内視鏡所見，肝機能検査を中心に一．第

27回日本消化器内視鏡学会総会． 5月．旭）II.

5)清水能ー，飛鳥田一朗： （シンポジウム）腹腔鏡によ

る肝硬変症の診断一肝表面像と生検組織像および臨床

検査所見との対比検討．第 27回日本消化器内視鏡学会

総会． 5月．東京．

6)高橋 弘： （パネルディスカッション）肝・胆・膵腫

瘍における新しい腫瘍マーカーの臨床的検討．第 22回

日本癌治療学会． 10月．東京．

7)伊坪真理子： （パネルディスカッション）肝疾患例の

各種侵襲に関する諸問題．第 19回日本肝臓学会東部

会． 11月．東京．

8) Fujisawa, F., Yamazaki, K., Kawase, H., Ogura, 

K. and Kameda, H. : Interferon therapy and the 

response of lymphocytic 2', 5'-0ligo adenylate 
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synthetase in hepatitis Be antigen positive chronic 

hepatitis. International Association for the Study 

of the Liver. May. Bern. 

9)渡部幸夫，中島尚登，高原 仁，中原正雄，木村和夫，

北原敏久，小倉和雄，栗原宣夫，藤沢 冽，亀田治男：

肝疾患における血清 a,-microglobulin値について．第

26回日本消化器病学会大会． 10月．千葉．

10) 山崎圭子，片山辰郎，平川淳一，中山 一，山内真義，

川瀬治通，栗原宜夫，藤沢冽，亀田治男： 2',5'-

Oligoadenylate Synthetase活性による慢性肝炎の抗

ウイルス療法のモニタリング．第 26回日本消化器病学

会大会． 10月．千葉．

11) 中山 一，片山辰郎，平川淳一，中島尚登，山崎圭子，

高原 仁，中原正雄，山内真義，渡部幸夫，木村和夫，

川瀕冶通，北原敏久，小倉和雄，藤沢 冽，亀田治男：

肝癌腫瘍マーカーとして血清 TypeIII procollagen 

peptideの意義．第 22回日本臨床代謝学会． 3月．東
・ 

昂．

12) Sujino, H., Nagamori, S., Fujise, K., Homma, S., 

Matsuura, T., Kameda, H. and Tanaka, A. (Tokyo 

Metropolitan Inst. of Med. Science) : The 

identification and characterization of 

microfilaments in cultured human hepatoma cells 

by protein A -Gold extraction replica technique. 

Third International Congress on cell Biology. 4月．

Tokyo. 

13)永森静志，藤瀬清隆，亀田治男： （シンポジウム）肝

類洞壁細胞の形態と機能．第 20回肝臓学会総会． 7月．

東京．

14)本問定，松浦知和，筋野甫，蓮村哲，藤瀕清隆，

永森静志，亀田治男，奥村秀夫（予研） ：培養肝・胆道

系癌細胞の温熱に対する感受性．第 20回肝臓学会総

Kameda, H. : The alternation of glomerular 

polyanion after administration of azapropazone in 

aminonucleoside nephrosis in rats. International 

Congress of Nephrology. June. Los Angeles. 

19)柳沢徹，中村治夫，唐木正敏，村田守昭，竹内 正，

法橋 建，比嘉康宏．渡邊證次郎：脳卒中と肝硬変症

ー特に肝硬変症における脳梗塞背景因子に関して一．

第 9回日本脳卒中学会総会． 5月．東京．

20)中村治夫，柳沢徹，竹内正，法橋建，比嘉康宏，

永森静志，渡邊證次郎：連続濃度勾配ポリアクリルア

ミドマイクロゲル電気泳動法による髄液蛋白の分析

一陽極側蛋白について．第 25回日本神経学会総会． 6

月．札幌．

IV. 著書

1)亀田治男：肝細胞癌切除術後長期生存例の検討の項

分担執筆．服部 信編：ウイルス肝炎から肝細胞癌へ．

癌と化学療法社． 537-540(1984) 

2)今井 深：門脈庄充進症．亀山正邦，亀田治男，高久

史麿，阿部令彦編：今日の診断指針．医学書院． 598-

600 (1985) 

3)渡邊證次郎：脳卒中の解説とその予防の項分担執

筆，亀田治男監修：人間ドック全科．保健図書出版． 38-

42 (1985) 

4)永森静志：肝細胞培養と病態〔3-IIの項分担執筆〕．

亀田治男編：臨床病態セミナー，消化器 II. 肝・胆道．

メジカルビュ一社． 235-251(1984) 

5)今井 深，山崎一信，植松幹雄，戸島恭一郎，広浜恵

生，亀田治男：門脈圧充進症の概念，分類と natural

history．消化器外科セミナー．へるす出版． 18:39-

50 (1985) 

会． 7月．東京． V. その他

15)筋野甫，永森静志，藤瀬清隆，本間 定，松浦知和， 1)本橋信博，韓南奎，山田裕史，鈴木文夫，亀田治男：

亀田治男： ProteinA-gold抽出レプリカ法による培 乳酸アシドーシスを呈した糖尿病性腎症の 1例．臨床

養正常肝細胞と肝癌細胞の細胞骨格に対する hyper・ 体液． 12:44-48 (1984) 

thermiaの影響．第 16回日本臨床電顕学会． 9月．大 2)藤瀬清隆，永森静志： B型ワクチンの重要性．日本医

阪． 事新報． 3166: 99 0984) 

16) Nagamori, S., Matsuura, T., Sujino, H., Homma, 3)蓮村哲，樺 恵，小倉和雄，永森静志相田貞志＊，

S., Hasumura, S., Fujise, K. and Kameda, H.： 服部光顕＊，大村峯夫＊，大越英毅＊（＊県立厚木病院），亀

Effect of hyperthermia and chemotherapeutic 田治男：妊娠性肝内胆汁うっ滞性黄疸の 1症例．最新

agents on established cell lines of human liver 医学． 40: 180-185 (1985) 

cancers. International Congress of Internal Medi- 4)竿代丈夫＊，中島尚登＊，正木尚彦＊，柴田勝憲＊，林 博

cine. Oct. Kyoto. 隆＊，井上 昇＊，井上十四郎＊（＊国立王子病院），植松

17)亀田治男，石原扶美武，柴田耕司，月江英一，高木一 幹雄，広浜恵生，亀田治男：左肺動脈低形成を伴った

郎，日原雅文，山秋拓司，田野博宣：混成胆石の生成機 ぅっ血性肝硬変の 1例． Progressof Digestive Endos-

構とその臨床的意義．第 81回日本内科学会． 4月．福 copy. 24: 343-346 (1984) 

岡． 5)中林治夫，相羽英雄，咲間純夫，沓掛伸二，安部明郎，

18) Suzuki, F., Motohashi, N., Yamada, H. and 島野毅八郎＊，浅尾武士＊ （＊国立相模原病院） ：多彩な

- 76 -



組織像を呈した肝原発悪性問葉腫の 1剖検例．肝臓．

26: 369-375 (1985) 第 2 内科学

教授：宮原 正 腎臓病学・神経内科学

助教授：酒井 紀 腎臓病学

助教授：小椋陽介 腎臓病学・内分泌電解質代

謝

助教授：石本二見男 腎臓病学・内分泌•免疫学

講師：斎藤 篤 感染症・化学療法

講師：下条貞友 神経内科学

講師：嶋田甚五郎 感染症・化学療法

講師：川口良人 腎臓病学・電解質代謝

講師：酒井聡一 腎臓病学

講師：橋本隆男 高血圧・腎臓病学

研究概要

I. 腎臓病学に関する研究

l) 腎循環に関する研究

糖尿病における高グルカゴン血症の腎への影響

を，犬腎動脈内にグルカゴンを投与して検討しグル

カゴンが腎血管とくに輸入細動脈に拡張性に作用す

ることを認めた．

2) lgA腎症の長期予後と進展因子

長期予後から「治る IgA腎症」と「治らぬ IgA腎

症」の病像を分析し，尿蛋白量，硬化性糸球体の占

有率に相異のあることを認め，また進展に非免疫機

序の関与を示唆した．

3) 腎疾患の非免疫学的進行因子に関する研究

ネフロン数減少ラットを作成し残存糸球体の機能

的，形態学的検討から糸球体硬化病変の進展に

hyperfiltrationとメサンギウム機能異常の関与が示

唆された．

4) ループス腎炎に関する研究

SLE新分類基準 (1982年）は腎障害評価に有用で

あること，ループス腎炎の WHO新形態分類は臨床

上の活動性や治療効果の評価に有用なことを認め

た．

5) lgA腎症以外の増殖性糸球体腎炎

酵素抗体法を中心とした病理所見から非 IgA増

殖性腎炎は経過のよい急性腎炎の subsidingstage 

に相当する群と IgA腎症に酷似した群に分けるこ

とが出来た。

6) 腎疾患の診断システムと予防対策

集団検尿成績から腎疾患の頻度は思春期と 40歳

以降に turningpointをもって増加すること，成人の

集団検尿と学校検尿の方式を一元化したシステムの

必要性を報告した。
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7) 腎性骨異栄養症に関する研究 慢性腎不全では骨格筋におけるカリウムやアミノ

本症の発生に果たす Alの役割を明らかにするた 酸の代謝動態に異常があり，ブドウ糖摂取後も異化

めに腎不全ラットに Alを投与し， Alが骨に沈着し 傾向の持続することを認めた。

副甲状腺ホルモンに対する感受性が低下することを

認めた。

骨音波共鳴法ぱ骨軟化症と線維性骨炎の鑑別に有

用であることを明らかにした。

8) ビタミ‘/D代謝に関する研究

腎不全ラットでは血漿 1,25(0H)2Dsが低く腎組

織の la水酸化酵素活性も低下しているが， CoQ,o

によりいずれも改菩することを明らかにした。

慢性腎不全では血漿 1,25(0H)2Dsが低値であ

る。これは腎移植により改善し，その程度は移植腎

の機能に関係することを認めた。

9) CAPDに関する研究

CAPDは従来の血液浄化法に比し骨病変，栄養障

害，貧血，性ホルモン異常などの合併症が少ないこ

とを明らかにした。

10) 特発性浮腫に関する研究

本症は水負荷試験に対する血漿量の反応により 2

型に分けられ， ブロモクリプチンに対する反応も異

なることを認めた。

11) ネフローゼ症候群の免疫学的研究

原発性ネフローゼ症候群（微少変化群， FGS)の

ネフローゼ期にみられる低 lgG血症の一因として

lgG産生能低下と T細胞機能の低下を示唆した。

12) 腎疾患における NAGisozyme分析

尿中 NAGisozyme (A, B component)の分析か

らヒトネフローゼ症候群の尿中 Bcomponentは尿

細管のみでなく糸球体由来も加味されることを示し

た。

13) 薬物性腎障害に関する研究

実験的急性間質性腎炎 (AIN)発症実験で，マウ

スを Dansyl-chlorideで免疫し，得られた lgG2aと

lgE monoclonal抗体を正常マウスに血清移入後，当

該抗体を腎注することにより高頻度に AINの発生

をみた。

14) 起立性蛋白尿の成因と予後

前弯負荷試験と尿蛋白構成成分の分析から起立性

蛋白尿は臥位と立位とでの腎血流量，有効濾過圧の

変化に起因することを明らかにした。

15) Uremic toxinに関する研究

Uremic toxinと尿毒症症状との関連， invitro添

加実験から腎不全患者の良好な管理には血清の

uremic toxin濃度を一定以下に抑制する必要性を

明らかにした。

16) 尿毒症の骨格筋異常について

II. 神経内科学に関する研究

1) 尿毒症性脳症の電気生理学的検討

尿毒症患者の聴性脳幹反応(ABSR)で頂点潜時の

延長を認めているが更に体性感覚誘発電位(SEP)か

らも検討を進めている。

2) 培養末梢神経の myelinationに関する研究

培養系において胎生期マウス脊髄後根神経節の髄

鞘形成過程を検討し， 2週以後に形態学的及び生化

学的に有髄化を確認した。

3) 自己免疫性神経疾患に対する plasmaphre-

sis-Pulse併用療法

重症筋無力症，慢性期ギラン・バレー症候群及び

多発性硬化症に併用療法を施行し単独療法よりも良

好な治療成績を得た。

4) Xenon CT法による多発性脳梗塞の検討

Xenon吸入 CT法により皮質下に lacunaeを認

める多発性脳梗塞痴呆では平均皮質血流呈は 56.8

ml/100 g/minと有意に低いことを認めた。

5) 多発性脳梗塞の全血粘度，赤血球変形能に関

する研究

多発性脳梗塞にみられる全血粘度の上昇と赤血球

変形能の低下は Hct上昇， fibrinogenの増加を trig-

gerとする梗塞発症の危険因子であることを報告し

た。

III. 臨床細菌学的研究

l) 老年者尿路感染症に関する研究

老年者尿路感染症では Enterobacter属などの日

和見病原菌が裔率に分離され，かつ複数菌感染の様

式をとり易いこと，これらに新規セフェム剤，アミ

ノ配糖体などの抗菌力がすぐれていることを明らか

にした。

2) 嫌気性菌用簡易同定キットの検討

同定キット 3種について検討し B-fragilisには精

度は良いがグラム陽性球菌には精度の劣ることを明

らかにした。

3) 抗生剤の薬動力学的検討

透析患者でのアミノ配糖体剤の体内動態及び透析

性から適性使用法の基準を設定した。また第 3世代

セフェム剤の体内動態に種々のパターンのあること

を明らかにした。
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IV. 高血圧に関する研究 量が心拍出量の 20%以内でも心負荷の一因になり

l) 血液透析患者における血圧とカルシウム代謝 うることを認めた。

透析患者での血圧と血中イオン化カルシウムの検

討から慢性腎不全における高血圧発症へのカルシウ

ム代謝異常の関与を示唆した。

2) 本態性高血圧症の発症機序の検討

本態性高血圧や SHRの血管平滑筋，線維芽細胞

の培養系を用い膜の Na十， K+の転送機構を検討し

ている。

V. 臨床血液学的研究

l) 再生不良性貧血の骨髄輸注療法

再不貧患者の同種骨髄血輸注前後の CFU-E,

CFU-C, CFU -Fの検討から輸注により造血環境の

賦活改善，ついで骨髄附着細胞からの造血刺激因子

の産生充進により自己骨髄造血細胞が賦活化するこ

とを示唆した。

2) 骨髄増殖性疾患に合併する二次性骨髄線維症

の発症機転

骨髄性白血病で骨髄線維症を有する症例の T細

胞凍結破砕上清に CFU-Fを増強する物質が含まれ

ていることを認めた。

3) 血小板機能異常に関する研究

血小板膜よりのアラキドン酸遊離機構に異常があ

ると思われる血小板機能異常症を認めた。

VI. 痛風に関する研究

l) 痛風の腎障害

痛風患者，実験的高尿酸血症ラットの腎内尿酸の

検討から尿酸濃度は皮髄境界部，髄質に有意に高い

ことを認めた。

2) 無症候性高尿酸血症に関する研究

薬剤による治療群に比して未治療群に痛風関節

炎，尿路結石，蛋白尿の頻度が高く， Ccrの悪化例が

多い傾向を認めた。

VII. 循環器学的研究

1) NMR-CTによる陳旧性心筋梗塞の診断

前壁，前壁中隔，側壁の梗塞では明瞭に梗塞部位

および心筋の性状をとらえ得ることを明らかにし

た。

2) Rehabilitationの心臓に及ぽす影響

リハビリ中の脳卒中患者はホルター心電図の検討

で，安静中に虚血性変化がなくてもリハビリに十分

な注意の必要なことを認めた。

3) 血液透析患者の心機能

心筋障害を有する患者では動静脈シャントの血流

研究業績

I. 原著論文

1. 腎臓病学に関する研究

l)徳田博正：腎の神経性調節に関する研究一形態学的

ならびに機能的検討．慈恵医大誌． 99: 997-

1016 (1984) 

2)酒井紀： IgA腎症の臨床像．最新医学． 39:2287-

2293 (1984) 

3)川村哲也：実験的急性腎不全時の遠位尿細管上皮に

みられる glycogen沈着にかんする研究．慈恵医大誌．

100: 71-93 (1985) 

4) Kurokawa, K.（東大）， Sakai,0., Okada, M.（国

立医療センター）， Shigematsu,H.（信大）， Ohno,J. 
（順大） andSakai, H.（東海大） ：IgA Nephropathy 

in Japan. Am.]. Nephrol. 5: 127-137 (1985) 

5)酒井 紀，金井達也，宇都宮保典： Iレープス腎炎の臨

床像．腎と透析． 18:355-361 (1985) 

6)木村靖夫，尾田芳隆，今村典嗣，小椋陽介，宮原 正：

実験的腎不全ラットのビタミンD代謝におよぽす

Coenzym Q,。の効果．医学のあゆみ． 131:299 -

300 0984) 

7)大野岩男：原発性ネフローゼ症候群患者の免疫異常

にかんする臨床的研究．慈恵医大誌 100:47-62(1985) 

2. 神経内科学に関する研究

1)下条貞友：代謝性脳症．日本老年医学会雑誌． 22:

116-122 (1985) 

2)豊島良一，豊原敬三，下条貞友，宮原 正：パーソナ

ルコンピューターを利用した XenonEnhanced CT法

による局所脳血流マップ表示． CT研究． 7:17-

22 (1985) 

3)豊原敬三，豊島良一，城市貴史，下条貞友，宮原 正：

Xenon CT法による局所脳血流測定ーその問題点と方

法論について．脳卒中． 6:411-418 (1984) 

4)城市貴史，本田英比古，野田 豊，下条貞友，宮原

正：自己免疫性神経疾患における plasmapheresis-

pulse療法ーPreliminaryreport. 神経内科治療． 2:

37-41 (1985) 

5)城市貴史，林秀明（都神経病院），寺元弘（都神

経病院） ：Reduplicative paramnesia. 神経内科． 20:

512-514 (1984) 

6)城市貴史，辛島仁，豊原敬三，下条貞友，宮原正：

多発性硬化症の NMR像．神経内科． 21: 96-98(1984) 

7)豊島裕子，亀谷雅洋，藤巻博，下条貞友，宮原正：

二次性多血症に合併した脳血管障害の CT所見．神経

内科． 21: 277-278 (1984) 

3. 臨床細菌学的研究
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宜，北条敏夫，加地正伸，三枝幹文，赤羽清彬，宮原 正， and Miyahara, T. : Clinicopathological study on 

佐々木純郎（電々公社） ：抗生剤の体内動態に関する研 renal involvement in patients with Sjogren's syn-

究一-Crossover studyによる第三世代セフェム剤の比 drome. !Xth International congress of nephrology. 

較． Chemotherapy.32: 164-173 (1984) 6月． ロスアンゼルス．

2)斎藤 篤，嶋田甚五郎，柴 孝也．山路武久，井原裕 3)北島武之，酒井紀： （ワークショノプ）治る腎炎，治

宣，加地正伸，三枝幹文，宮原正： TMS-19-Qにか らぬ腎炎．第 27回日本腎臓学会総会． 11月．東京．

んする臨床的研究． Chemotherapy. 32 (suppl. 6) : 4)川口良人，今村典嗣： （ワークショソプ）CAPD症例

260-269 (1984) における血中 2価イオン，副甲状腺ホルモン， Vit.D代

3)北條敏夫：透析療法施行時の抗生剤の体内動態と透 謝物濃度および骨病変について．第 27回日本腎臓学会

析性に関する研究 アミノ配糖体系抗生剤の点滴静注 総会． 11月．東京．

時の検討．慈恵医大誌． 100:95-110 (1985) 5) Oda, Y., Tsukui, I., Imamura, N., Kawaguchi, Y., 

4. 高血圧に関する研究 Ogura, Y. and Miyahara, T.: Altered renal cell 

l)栗山 哲：慢性血液透析患者における高血圧とカル metabolism in rats with mercuric chloride ne-

シウム代謝異常に関する研究．慈恵医大誌． 100: 15- phrotoxicity. IX International congress of ne-

33 (1985) phrology. 6月． ロスアンゼルス．

5． 循環器学的研究 6) Kawaguchi, Y., Oda, Y., Imamura, N., Aizawa, S., 

1) Soejima, M. and Noma, A.（岡崎生理研） ：Mode Fujimaki, H., Kimura, Y., Shoji, R., Ogura, Y. and 

of regulation of Ach-sensitive K-channel by the Miyahara, T.: A lack of responsiveness of bone to 

muscarinic receptor in rabbit atrial cells. Pfli.igers PTH in aluminum-related renal osteodystrophy. 

Archiv. European J. physioL 400: 424-431 (1984) I ntemational symposium aluminum related disease. 

6月．ニューポート．

II. 総 説 7)柴崎敏昭，五味秀穂： （シンポジウム）腎糸球体内

l)宮原 正，石本二見男：薬剤性腎症，腎診療一最近の N-acetyl-/3 -D-gl ucosaminidaseの意義について．第

進歩．診断と治療． 72:2193-2197 (1984) 27回日本腎臓学会総会． 11月．東京．

2)酒井紀：最近の糸球体腎炎の考えかたと分類． 8)柴崎敏昭，城 謙輔，渡辺直熙，古里征国，石本二見

Medical practice. 2: 304-313 (1985) 男，藍沢茂雄，宮原 正：マウスにおける薬剤過敏性問

3)小椋陽介，重松隆，笠井健司，久保仁：腎不全と 質性腎炎モデル．第 14回日本免疫学会総会． 12月．大

ホルモン．腎と透析． 17:847-852 (1984) 阪．

4)石本二見男，宮原 正：尿中 N-acetyl-p-D-glu- 9)藤原誠治，中尾俊之，川口良人，宮原正： （シンポ

cosaminidaseの測定 その意義と臨床応用．綜合臨 ジウム） CAPD患者の蛋白栄養状態について一血液透

林． 33:1673-1677 0984) 析患者との比較ー．第 29回人工透析研究会総会． 7月．

5)下条貞友，多田信平，川上憲司：画像からみた鑑別診 京都．

断一脳血管障害． Medicina.21: 708-715 0984) 10)豊原敬三，豊島良一，本田英比古，城市貴史，辛島

6)斎藤篤，北條敏夫，加地正伸：尿路感染症とその対 仁，下条貞友，宮原正： XenonCT法による脳血量

策．最新医学． 39:2323-2326 (1984) 測定ーFlowmap表示とその臨床的意義．第 81回日本

7)酒井聡ー，柴崎敏昭，東條克能，宮原正：アミロイ 内科学会総会． 4月．福岡．

ドーシスと免疫；腎疾患の免疫研究の進歩．免疫と疾 11)本田英比古，豊島裕子，城市貴史，豊原敬三，下条貞

患． 8:699-704 (1984) 友，宮原 正：多血症に合併した脳血管障害の血液レ

8)藤原誠治，川口良人： CAPD療法．日本薬剤師会雑 オロジー．第 9回日本脳卒中学会総会． 5月．東京．

誌 36:5-14 0984) 12)宮島真之，今井健郎，城市貴史，下条貞友，宮原 正：

9)細谷龍男，河野英雄，池田 斉，市田公美：痛風と腎． 尿毒症の神経学的考察（第 20報）一聴性脳幹反応から

腎と透析． 17: 333-339 (1984) の検討：第 25回日本神経学会総会． 5月．札幌．

10)嶋田甚五郎，奥田新一郎： Toxicshock syndrome. 13)柴 孝也，斎藤 篤，嶋田甚五郎，山路武久，北條敏

診断と治療． 72: 1596-1599 (1984) 夫，加地正伸，奥田新一郎，宮原 正：尿路感染症にか

んする臨床的研究．第 58回日本感染症学会総会． 4月．

III. 学会発表 東京．

1)酒井 紀： （教育講演）小児から内科への腎疾患．第 14) Shimada, J.:（シンポジウム） New quinolone 

20回日本小児腎臓病学会． 7月．神戸． antibacterial agents; mechanisms, activity, and 
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human pharmacology : comparative pharmaco-

kinetics of the new quinolone agents. 10月． ワシ

ントン DC.

15)橋本隆男，栗山 哲，友成冶夫，徳留悟朗，大村延博，

玉井桂，宮原 正：慢性糸球体腎炎における立位負

荷の糸球体應過値に与える影響と captoprilの効果に

ついて．第 27回日本腎臓学会総会． 11月．東京．

16)片山俊夫，小林正之，菊池明夫，落合成正，吉田真弓，

田中倍子，内浦玉堂，宮原 正：再生不良性貧血の骨髄

輸注療法についてーコロニー形成による治癒機転の解

析．第 46回日本血液学会総会． 4月．京都．

17)小林正之，片山俊夫，菊池明夫，落合成正，田中信子，

海渡健，内浦玉堂，宮原 正： （ワークショ、ノプ）重

症型再生不良性貧血に対する骨髄血輸注療法にかんす

る研究．第 26回日本臨床血液学会総会． 10月．名古屋．

18)細谷龍男，河野英雄： （ワークショップ）代謝性疾患

における腎病変の進展機序一痛風の腎障害の発症と進

展に関する研究．第 27回日本腎臓学会総会． 11月．東

京．

19)太田真，野田 豊，保田浩平，雨宮光比古，宮原

正：脳卒中後片麻痺患者に対する長時間連続心電図記

録による検討．第 21回日本リハビリテーション医学会

総会． 7月．松山．

20)副島道正，保田浩平，高橋世行，雨宮光比古，三枝昭

裕，水口正人，大村延博，亀田千賀子，佐藤成明，三浦

靖彦，宮原 正，原田潤太，山田哲久，多田信平：陳旧

性心筋梗塞の病巣診断に対する NMR-CTの有用性．

第 49回日本循環器学会総会． 3月．東京．

IV. 著 書

1)宮原 正：痛風の項分担執筆．石山俊次，日野原重

明，阿部正和編：今日の治療指針(1984年）．医学書院．

475-476 (1984) 

2)酒井 紀：原発性糸球体腎炎の項分担執筆．宮本昭

正，水島裕編：今日の内科学．医歯薬出版． 878-

882 (1984) 

3)小椋陽介：水電解質異常の項分担執筆．宮原 正編：

腎疾患診療ハンドプック．南江堂． 195-203,240-

245 (1984) 

4)石本二見男：ネフローゼ症候群患者の社会復帰，高

齢者のネフローゼ症候群の項分担執筆．宮原 正編：

ネフローゼ症候群．内科 Mook. 金原出版． 195-203,

240-245 (1984) 

5)斎藤篤：腎孟腎炎の項分担執筆．宮原 正編：腎

疾患診療ハンドブック．南江堂． 171-179(1984) 

V. その他

l)宮原正，酒井紀，北島武之，御手洗哲也，松本

章，川村哲也，金井達也： Nephron数減少ラットにお

ける残存糸球体の形態学的観察．厚生省特定疾患．進行

性腎障害調査研究班（班長 大野丞二）．昭和 59年度研

究業績集． 128-132(1985) 

2)宮原 正，石本二見男，柴崎敏昭，村井誠三，児玉和

也，青木みなみ：糖尿病性腎症の発症予知に関する研

究．厚生省特定疾患進行性腎障害調査研究班（班長

大野丞二）．昭和 59年度研究業績集． 418-423(1985) 

3) Miyahara, T., Hirayama, T. and Imai, T.: 

Uremic neuropathy, neurochemical and histological 

studies. Ed. by Sobue, I.: Peripheral neuropathy. 

Excepta Medica. 257-263 (1984) 

4) Kimura, Y., Yamamoto, M., Kawaguchi, Y., 

Aizawa, S., Imamura, N., Oda, Y., Sakai, S., Ogura, 

Y. and Miyahara, T.: A study of bone disease in 

diabetic renal failure on chronic dialysis treatment. 

Ed. by Cohn, D.V., Potts, J.T. and Fujita, T.: Endo-

crine control of bone and calcium metabolism. 

Elservier Science pub. 317-319 (1984) 

5)宮原 正．磯田和雄：血液バイオクリーニング療法

としての人工腎臓の有用性にかんする研究ー特に有害

物質の除去と代謝異常の是正ならびに実施法について

の検討．昭和 58年度特殊疾病（難病）に関する研究報

告書．東京都衛生局． 195-1980984) 
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第 3 内科学

教授：磯貝行秀 血液レオロジー・糖尿病学

助教授：小山勝一 糖尿病学・肥満

助教授：橋本信也 臨床免疫学

助教授：池田義雄 糖尿病学・肥満

講 師： 斎藤 宜彦 心筋代謝・糖尿病学

講師：佐々木英継 代謝病学

講師：渡辺嘉久 消化器病学・臓器微小循環

講師：山田治男 糖尿病学

講師：倉石安庸 血液・癌化学療法

講師：横瀬琢男 血液レオロジー・糖尿病学

capillaropathy”が確認できた。さらに，糖尿病患者

下肢の isotope-angiography所見から下腿血管の

閉塞所見がしばしば認められた。

3) 自律神経：指球の microvibrationのパワー

スペクトル分析を行った。糖尿病性自律神経障害を

みるものでは副交惑神経機能低下を示す所見を得

た。

4) 壊疸：糖尿病による皮下動静脈シャント血流

調節不全と壊疸との関連が検討され，プロスクグラ

ンジン (PGE1)の持続注射療法の有用性が示され

た。

II. 血液レオロジーに関する研究

1. 赤血球変形能

研究概要 各種赤血球変形能測定法について検討を行ってい

I. 糖尿病学に関する研究 る。すなわち，メンブレィン・フィルター法，粒子

1. 糖尿病の成因に関する研究 パルス分析法および粘度測定法の 3方法を用い，と

株化ヒト膵ラ氏島 B細胞 (JHPI-1)を用いた くに糖尿病および鉄欠乏性貧血などを対象に研究が

ICCAおよび ICSAの測定系が確立され， I型糖尿病 すすめられている。

の成因にアプローチしている。また， I型糖尿病のモ 2. 粘度測定法

デル動物 NODマウスを用い，その自己免疫異常を 新型粘度計がオーストラリア Silenus社で開発さ

明らかにし，免疫抑制薬サイクロスボリンの予防な れたが，臨床応用ならびに精度の裔い測定を行うた

らびに治療効果を検討した。 めの機器の改良および測定手法の検討を行ってい

2. ヒトインスリンに関する研究 る。

半合成ヒトインスリン (SHI)と生合成ヒトインス

リン (BHI) について臨床研究が行われている。ま III. 臨床免疫学的研究

た，人工膵を用いインスリンの薬効動態が追求され 1. 細胞電気泳動法に関する研究

た。 マイクロコンビューターによる画像処理方式によ

3. 血糖自己測定 る自動化細胞電気泳動装置の開発をすすめており完

血糖自己測定 (SMBG)を行っている症例は 400 成も問近くなっている。

名を超えた。 SMBGの糖尿病コントロールおよび合 2. 細胞電気泳動試験 (EMT)の研究

併症予防に関する意義について検討がすすめられ 細胞性免疫の新しい invitro assayとして各種疾

た。 患について EMTを施行し臨床検査医学への導入を

4. 肥満の治療法 すすめている。

低カロリー食を用いた高度肥満の治験で成果を上 3. 膠原病患者白血球の電気泳動的研究

げている。 膠原病とくに SLE,RAの好中球の電気泳動的変

5. 糖尿病性合併症に関する研究 化について検討を行っている。

1) 血液レオロジー的研究：経皮酸素分圧測定装

置を用い，細小血管病変の成因に関し血液レオロ IV. 悪性腫瘍の化学療法

ジー的観点より研究がすすめられた。とくに，人工 l 急性非リンパ性白血病

膵装置を使用した前後における経皮酸素分圧を測定 DCTP (II)療法を施行し，高い完全寛解率(CR):

し，その効果を検討した。すなわち細小血管病変を 75% (30/40)を得ている。

示すものでは酸素分圧の低下が認められたが人工膵 2. 非ホヽンキン悪性リンバ腫

使用により改菩が示された。 主として AVVpPに放射線治療法を併用した治

2) 心血管系： STZラット心筋におけるポリア 療プロトコールを用い悪性リンパ腫の治療に関する

ミン動態を研究している。また， ヒト糖尿病心筋内 研究を行っている。 CR=72% (13/18)である。

血管鋳型標本の走査電子顕微鏡観察では “diabetic 3. 固型癌
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乳癌および肺小細胞癌に対して化学療法を行い，

効果を高めるための臨床的検討が行われている。す

なわち，進行乳癌には ACFV療法が非進行症例には

CMF療法が行われ，前者では有効率は 77%(10/13)

であった。肺癌では小細胞性肺癌には VEC療法が

行われ，また非小細胞性肺癌には PV療法が施行さ

れている。有効率は前者で 90%(9/10)，後者で 20%

(4/20)であった。

4. human tumor clonogenic assay 

培養腫瘍細胞に制癌剤添加を行ってコロニー発育

阻止率を検討し，制癌剤感受性テストとしての臨床

的有用性の確立をすすめている。

V. 心血管系に関する研究

1. 糖尿病性血管合併症とくに大血管障害に関す

る研究

糖尿病性起立性低血圧では，起立時に総頸動脈血

流量の低下があることを，第 4内科学教室の協力を

得て， QFMを用いて確認した。

2. 腎血管性高血圧および本態性高血圧の鑑別な

らびに治療法の選択に ACEinhibitor負荷試験の有

用であることを示した。

VI. 消化器病に関する研究

1. 実験的胃潰瘍に関する研究

1) 潰瘍発生におよぽす攻撃因子および防禦因子

について，実験的研究を行っている。

2) ストレプトゾトシ (STZ)糖尿病ラットの潰

瘍発生率を調べた。対照群に比し潰瘍発現は低下が

認められた。

2. 胃粘膜における Gおよび D細胞の動態

十二指腸潰瘍症例胃粘膜における細胞の動きをみ

ている。拓状胃炎の合併の有無が G細胞数と密接な

関連をもつことが示された。

3. 膵の微小循環動態に関する研究

ラット膵ラ氏島の微小循環を中心に顕微観察を

行っている。ラ氏島の血液還流状況および外分泌組

織への循環様式に 2つのタイプがあることが分かっ

た。すなわち細小動脈より離れたところに位置する

ラ氏島循環は外分泌組織への還流がよく行われ両者

間に密接な関係が認められた。細小動脈近傍に位置

するラ氏島では，インスリンが直接大循環系に注入

し易い構造を有していることを明らかにした。

VII. 臨床神経学的研究

1. 脳血管障害片麻痺患者の左右肺換気機能に関

する研究では，呼吸筋について powerspectrum等

を用いて更に分析した。

2. 脊髄小脳変性症の小脳・橋の形態学的定量化

について核磁気共鳴断層撮影 (NMR)を用いて検討

した。

3. 筋ジストロフィー症の患者では心電図 R-R

問隅の変動係数が健常者に比較して有意に小さく副

交感神経機能障害の存在が示唆された。

4. 悪性腫瘍患者（剖検例）では臨床的に明らか

な神経・筋障害を認めなかった症例においても顕微

鏡学的には神経・筋異常の存在を示唆する所見が得

られた。

5. 糖尿病性神経障害に関する研究

1) 糖尿病性神経障害を有する患者では脊髄伝導

速度の遅延することを明らかにした。

2) Aldose reductase inhibitor製剤および

Prostaglandin E,製剤の臨床治験を行い，しびれや

痛み等の自覚症状に関して 70-80%の有用性を認

めた。

VIII. 内分泌代謝疾患の病態生理学的な研究

1. ホルモン作用と蛋白リン酸化について

心筋・肝・脂肪組織からの蛋白リン酸化酵素の抽

出測定法を研究している。

2. 高感度 (1o-5゚C)温度検出装置の製作

細胞エンタルピーの変化および蛋白リン酸化作用

の動態を明らかにするうえでマイクロカロリメト

リー法は主要となる。

（編集部より） 阿部正和教授は昭和 59年 3月 31

日をもって定年退職され， 4月 1日付名誉教授の称

号を贈られた。なお，阿部教授は昭和 57年 12月東

京慈恵医科大学長に就任され，引き続き学長の職に

ある。第 3内科学講座担当教授には，磯貝行秀教授

（定員外）が選出され 4月 1日就任された。

研究業績

I. 原著論文

1. 糖尿病に関する研究

l)前田俊彦，秋山雅昭，池本 卓，横瀬琢男，磯貝行秀：

糖尿病における微小循環障害と組織酸素分圧． 日本バ

イオレオロジ一学会論文集． 7:251-253 (1984) 

2)大野誠伊藤景樹，斎藤茂，景山茂，池田義雄，

種瀬富男，阿部正和： Clinicalusefulness of artificial 

endocrine pancreas "Biostator" in management of 

unstable diabetics. Tohoku J. Exp. Med. 141 

(suppl.) : 723-732 (1983) 

3)阪本要一，佐々木温子，石井賢治，横山淳一，山田治
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男，池田義雄，阿部正和：ヒトインスリンに関する研究

（第 1報） Semisynthetic Human Insulinにおけるイ

ンスリン抗体の推移ー．糖尿病． 27 (suppl.) : 57-60 

(1984) 

4)阪本要一，森 豊，鶴岡明，塚原暁，斎藤茂，

井出幸子，池田義雄，阿部正和：ヒトインスリンに関す

る研究（第 2報）ーインスリン・アレルギー症例におけ

るヒトインスリン皮内反応試験の検討ー．糖尿病． 27

(suppl. 1) : 83-88 (1984) 

5)阪本要一，佐々木温子，森 豊，鶴岡明，塚原

暁，宇都宮一典，石井賢治，松葉育郎，伊藤景樹，成宮

学，大野誠斎藤茂，横山淳一，井出幸子，南信

明，山田治男，池田義雄：ヒトインスリンに関する研究

（第 3報）一HumanInsulin (recombinant DNA)の使

用経験 ．糖尿病． 27(suppl. 2) : 213-222 (1984) 

6)成宮 学， G.M.Reaven,他（スタンフォード大） ： 

Insulin resistance in older rats. Am. J. Physiol. 

246: 397-404 (1984) 

7)山田治男，松葉育郎，池田義雄：ヒト膵島 A細胞株

ーグルカゴン分泌を中心に一．ホルモンと臨床． 33:

197-201 (1985) 

8)景山 茂，谷口郁夫，田中早苗，田嶼尚子，斎藤宣彦，

池田義雄，阿部正和： A critical level of diabetic 

automic neuropathy. Tohoku J. Exp. Med. 141 

(suppl.) : 4 79-483 0984) 

9)谷口郁夫，景山 茂，相原一夫，斎藤宣彦：糖尿病性

自律神経障害におけるパワースペクトル解析による

Microvibrationパターン．自律神経． 21:303 -

308 (1984) 

10)島田孝夫：糖尿病性壊疸の発症機序に関する研究．

慈恵医大誌． 99:747-756 (1984) 

11)横田邦信，斎藤宜彦，阿部正和，高木敬已，古里征國，

山下 広，石川栄世：糖尿病ヒト心筋内微小血管床構

築の走査電子顕微鏡的観察一血管鋳型法を用いて一．

糖尿病． 27: 549-552 (1984) 

12)持尾聰一郎，浅野次義，阿部正和，後藤由夫（東北大

学•第 3 内科）他：糖尿病性神経障害に対する新しいア

ルドース還元酵素阻害剤 (ON0-2235)の臨床的研究

ー全国 10施設による臨床成績ー．糖尿病． 28:89-

99 (1985) 

13)池田義雄阪本要一，井出幸子，山田治男，阿部正和：

Studies on the treatment of diabetes. Jpn. J. Med. 

23 : 385 0984) 

14)横田邦信： Astudy of cardiac capillary casts in 

diabetics and non-diabetics by means of scanning 

electron microscope with correlation to mor-

phometrical analysis. Jikeikai Med.]. 31 : 211-228 

(1984) 

2. 血液レオロジーに関する研究

l)池本 卓，秋山雅昭，前田俊彦，横瀬琢男，磯貝行秀：

赤血球変形能に関与する要囚の検討． 日本バイオレオ

ロジ一学会論文集． 7: 243-246 (1984) 

2)磯貝行秀，横瀬琢男，前田俊彦，秋山雅昭，小野木重

治，他： The OP-RHEOMETER system, a new 

device for analysis of viscosity and viscoelasticity 

of blood : description and clinical application. 

Biorheology. 1 (suppl.) : 35-41 (1984) 

3)磯貝行秀，横瀬琢男，前田俊彦，秋山雅昭，小野木重

治，他： Anew device, OP-RHEOMETER system 

for analysis of viscosity ~nd viscoelasticity of blood 

and clinical application. Clin. Hemorheology. 4: 

275-283 (1984) 

3)前田俊彦，秋山雅昭，池本 卓，横瀬琢男，磯貝行秀：

糖尿病における微小循環障害と組織酸素分庄． 日本バ

イオレオロジ一学会論文集． 7:251-253 0984) 

4)池本卓， J.C. Ravery, J.F. Stoltz: Transient 

hemorheology in an air-bearing viscometer. Bior-

heology. 1 (suppl.) : 79-82 (1984) 

3. 臨床免疫学に関する研究

l)橋本信也，堀田正一，能勢俊一，松本尚美，小林敏子，

揚塩正樹，阿部正和： Relationshipbetween aggluti-

nation and electrophoretic mobility of sheep eryth-

rocytes. Electrophoresis. 83: 357-364 0984) 

2)橋本信也，堀田正一，能勢俊一，松本尚美，小林敏子，

揚塩正樹，阿部正和： Electrophoretic analysis of 

polymorphonuclear cell in collagen disease. 

Electrophoresis. 83: 341-348 0984) 

4. 臨床血液学・腫揚に関する研究

1)池田幸市：造血器腫瘍における腫瘍マーカーとして

の尿中ボリアミンに関する研究．慈恵医大誌． 99:113-

125 (1984) 

2)倉石安庸，尾関博重，益頭尚典，高崎信子，永峯檀二

郎，薄井紀子，山崎博之，中村督相羽恵介，横山謙

三，永田隆樹，小林顕，池田幸市，知念俊昭，小林直，

目黒定安，市場謙二，磯貝行秀，阿部正和：当教室にお

ける 10年問の急性リンバ性白血病の治療成績．慈恵医

大誌． 99:699-708 (1984) 

3)倉石安庸，尾関博重，高崎信子，益頭尚典，永峯檀ニ

郎，薄井紀子，山崎博之，中村督相羽恵介，横山謙

三，永田隆樹，小林顕，池田幸市，知念俊昭，小林直，

目黒定安，市場謙二，磯貝行秀，小川一誠：進行非ホジ

キンリンパ腫の VCP療法耐性症例に対する ABP療

法．臨床血液． 25:1427-1432 (1984) 

4)倉石安庸，尾関博重，高崎信子，益頭尚典，永峯檀二

郎，薄井紀子，山崎博之，中村 督，相羽恵介，横山謙

三，永田隆樹，小林顕，池田幸市，知念俊昭，小林直，

目黒定安，市場謙二，磯貝行秀，小川一誠： IIB以上に

進行した非ホヽンキンリンパ腫に対する VCP療法の治
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療成績．臨床血液． 25:1731-1737 (1984) 

5. 消化器病に関する研究

1) 田村友則，平野清，栗山一彦，皇 良坤，吉越富士

男，野原秋男，足立籾ー，外山靖二，渡辺嘉久： Throm-

bin-sucralfate complexの消化管出血に対する内視

鏡的散布療法の検討．腹部救急診療の進歩． 3:507-

511 0984) 

2) 小林礼子，岩崎高明，大政良二，西野博一，吉越富士

男，栗山一彦，平野清田村友則，渡辺嘉久：胃粘膜

血流および粘液成分に及ぼす抗潰瘍剤の影響．臨床と

研究． 61: 149-153 (1984) 

3) 田村友則，平野 清，栗山一彦，吉越富士男，西野博

ー，小林礼子，大政良二，岩崎高明，中田正久，山本 亘，

野原秋男，渡辺正敏，永田和之，足立穣ー，渡辺嘉久：

Thrombin-sucralfate complexの消化管出血に対す

る内視鏡的散布療法の検討．腹部救急診根の進歩．日消

；志． 81: 122 (1984) 

6．その他

1) 宇都宮―—典，林 伸一，他：初代培養肝細胞を用いた

オルニテン脱炭酸酵素の活性調節機構の解析．慈恵医

大誌． 98（補冊）： 178-190(1984) 

II. 総 説

l)斎藤宣彦：糖尿病に併発した循環器疾患の予後．循

環科学． 14:692-696 (1984) 

2)池田義雄，南 信明：自己血糖測定 (SMBG)一適

応と限界一． Medicina.39: 998-999 (1984) 

3)阪本要一，池田義雄，種瀕富男：主な内科疾患と外来

治療一糖尿病．内科． 54:652-656 (1984) 

4)阿部正和：グルカゴン研究 30年の歩み．ホルモンと

臨床． 33:161-164 (1985) 

5)橋本信也：膠原病と免疫．臨床成人病． 14:1675-

1681 (1984) 

6)橋本信也：血清蛋白．メヂチーナ． 21:2302 -

2304 (1984) 

7)持尾聰一郎：糖尿病性神経障害．慈恵医大誌． 98

(suppl.) : 76-780984) 

8)磯貝行秀，池本 卓：血流と血栓．内科． 54:418-

420 (1984) 

9)磯貝行秀：病気のひとの運動と栄養の考え方一貧血

症のひと．臨床栄養． 65:625-632 (1984) 

10)磯貝行秀，池本 卓：血液粘度の測定．循環制御． 5:

243-248 (1984) 

III. 学会発表

l)前田俊彦，秋山雅昭，池本 卓，横瀕琢男，磯貝行秀：

糖尿病性細小血管症と組織酸素分圧．第•27 回日本糖尿

病学会総会． 5月．宇都宮．

2)池本 卓，秋山雅昭，前田俊彦，横瀕琢男，磯貝行秀：

赤血球変形能に関与する要因の検討．第 7回日本バイ

オレオロジ一学会総会． 6月．札幌．

3)磯貝行秀：糖尿病における血小板容積の検討．第 26

回日本臨床血液学会． 10月．名古屋．

4)横瀕琢男，秋山雅昭，前田俊彦，池本 卓，磯貝行秀：

糖尿病性壊疸の血液凝固レオロジー的検討ー特にプロ

スタグランジン E治療との関連について．第 25回日

本脈管学会総会． 11月．東京．

5)島田孝夫，伊藤秀稔，斎藤宣彦，阿部正和，川上憲司．

糖尿病性壊疸の治療法としての PGE,持続動注療法と

静注法の対比検討．第 27回日本糖尿病学会総会． 5月．

宇都宮．

6)相原一夫，谷口郁夫，景山 茂，斎藤宜彦： Microvi-

brationのパワースペクトル解析と周波数帯分析の比

較．第 21回日本臨床生理学会総会． 10月．神戸．

7)横田邦信，斎藤宣彦，磯貝行秀，阿部正和，古里征國，

石川栄世，横山巽子： Scanningelectron microscopic 

observation of diabetic microangiopathy in human 

diabetic heart. 第 3回世界微少循環器学会． 9月．

オックスフォード，英．

8)池田義雄，阪本要一，井出幸子，山田治男，阿部正和：

糖尿病の病態治療に関する研究（第 1報）．第 81回日本

内科学会． 4月．名古屋．

9)阪本要一，宇都宮一典，景山 茂，池田義雄： Thera-

peutic effects of human insulin on insulin allergy 

and lipoatrophy. The satellite international sym-

posium on insulin. 5月．大阪．

10)景山茂，池田義雄： （The satellite symposium on 

human insulin). A clinical experience on CSII 

using human insulin. 第 17回国際内科学会． 10月．

京都．

11)橋本信也： Effectof supernatants from stimulated 

lymphocyte subpopulation on sheep erythrocytes 

electrophoretic mobility. International Conference 

of Cell Electrophoresis. 9月． ロストック．

12)橋本信也，能勢俊一，堀田正一，松本尚美：ヒトリン

パ球剌激培蓑上清による細胞電気泳動試験の検討．第

12回日本臨床免疫学会． 6月．東京．

13) Watanabe, Y.: Effect of pirenzepine on gastric 

mucus secretion. 7th Asian Pacific Congress of 

Gastroenterology. 9月． Jakarta.

14) Nishino, H.: Microcirculatory dynamics of pan-

creas in rats (especially pancreatic islet). 3rd 

World Congress for Microcirculation. 9月． Oxfor-

d. 

15)小林 直，知念俊昭，倉石安庸，目黒定安，市場謙二，

薄井紀子，池田幸市，小川一誠，他：急性非リンパ性白

血病の DCTP(II)療法第 2報一寛解効果および

DCTP---0AP交替強化維持療法に関する検討．第 46
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回日本血液学会総会． 4月．京都．

16)倉石安庸，佐野全生，尾関博重，薄井紀子，相羽恵介，

永田隆樹，知念俊昭，小林 直，目黒定安，市場謙二，

磯貝行秀，小川一誠：進行非ホヽンキンリンパ腫に対す

るA(V)VpP療法と放射線療法の併用の試み．第 26

回日本臨床血液学会総会． 10月．名古屋．

17)永峯檀二郎，青山辰夫，高崎信子，山崎博之，中村

督横山謙三，池田幸市，小林直，倉石安庸，目黒定

安，市場謙二，磯貝行秀，小川一誠： DCTP療法耐性

成人 ANLLに対する ACM,BH -AC, PSL併用療法

の治療成績．第 26回日本臨床血液学会総会． 10月．名

古屋．

18)浅野次義，持尾聰一郎，桑田隆志，栗田 正，島田孝

夫，川上憲司，斎藤 浩：脳卒中片麻痺患者における左

右肺機能の検討ー患側胸部運動障害と補助呼吸筋障害

について一．第 9回日本脳卒中学会総会． 5月．東京．

19)栗田 正，持尾聰一郎，浅野次義，桑田隆志：脊髄伝

導速度測定の臨床応用一糖尿病者の脊髄後索機能の検

討ー．第 25回日本神経学会総会． 5月．札幌．

20)岡 尚省，浅野次義，持尾聰一郎，磯貝行秀，杉下守

弘：左側頭葉底面損傷で生じた純粋失読と失読失書．

第91回日本神経学会関東地方会． 12月．東京．

IV. 著 書

l)池田義雄： Diabetes Mellitus. Self-monitoring 

and control of blood glucose in patients with 

diabetes mellitus : present and future statesの項分

担執筆． Baba,S.ほか編： AcademicPress. 147-157 

(1984) 

2)池田義雄： 「内分泌・代謝領域と ME」及び「食事管

理における ME機器」の項分担執筆．日本 ME学会編；

臨床 MEハンドブック． 398-399,408-409 (1984) 

3)池田義雄，斎藤 茂，阿部正和：運動療法の項分担執

筆．堀内 光他編： 80年代の糖尿病の治療． 83_

94 (1984) 

4)橋本信也：入門臨床免疫学．医歯薬出版．（1984)

V. その他

l)池田義雄，石井賢治，佐々木敬，鶴岡 明，阪本要一：

高度精製インスリン製剤：レンテ MCおよびアクト

ラビット MCによるインスリン注射療法に関する研

究．プラクティス． 1204-208(1984) 

2)池田義雄，伊藤景樹：厚生省・心身障害研究報告書．

IV小児糖尿病の治療法の社会適応に関する研究． 13.

食事内容の差異によるインスリン需要量および血糖曲

線の変動（人工膵島を用いて）． 260-264(1984) 

3)池田義雄横山淳一，大野誠：文部省科学研究費補

助金総合研究(A)．わが国における肥満の成囚解明・予

防および治療方策の確立． 12.肥満とやせおよび糖尿

病における血清アミラーゼ活性値とそのアイソザイム

の分析． 23-26(1984) 

4) 目黒定安，知念俊昭，横山謙三，高崎信子，益頭尚典，

尾関博重，永峯檀二郎，相羽恵介，小林 直，倉石安庸，

市場謙二，磯貝行秀： Chronicmyelomonocytic leu-

kemiaの一例ーVP16-213とCytosinearabinoside 

併用効果．臨床血液． 25:1437-1441 (1984) 

5)持尾聰一郎，田中早苗，磯貝行秀：消化器症状を欠如

したボッリヌス中毒の一例．神経内科． 21:236-

237 (1984) 
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第 4
 

内 科 学

教 授：吉村

助教授：下地

助教授：中塚

講

講

講

講

講

師：古平

師：相沢

師：中山

師：沢近

師：小原

正蔵

悦朗

喬之

助教授：小原 誠

講師：長村日出夫

国泰

義則

陽

紀夫

一夫

循環器病学・超音波医学・

脳循環動態

循環器：心音 •ME

循環器：ベクトル心電図，

パルスドプラー

循環器：心音，心機図

消化器病学・動脈硬化の生

化学的研究・心筋代謝

循環器：脳循環動態

循環器：動脈硬化の研究

循環器：冠循環

循環器：心臓病検診

循環器：脳循環動態

研究概

I. 動脈硬化

1. 脳動脈硬化および脳循環に関する研究

1) 脳動脈硬化度の非観血的定量測定

1979年，頸動脈血流量を定量計測する為の超音波

定量的血流呈測定装置(QFM)を開発した。その後

頸脳動脈系を電気回路モデル化し脳血管特性を測定

する手法を開発，加齢による変化，血管障害例での

差異を明らかにした。本年度はシミュレーション法

の高精度化を目指し波形近似法を発展させた。

2) 内頸動脈血流量の定量計測

QFMを用い内頸動脈血流量を非観血的に定量計

測し，健常者では 60歳以上で軽度低下，脳血管障害

例ではさらに有意に低下する事を明らかにした。

3) 脳動脈硬化における脳循環・代謝の研究

脳動脈硬化症患者に脳血管拡張剤を投与し内頸動

脈循環諸量（血流量，循環抵抗値等），代謝量(O2消

費量，ブドウ糖消費量）の変化を経時的に計測，変

化率，最大作用発現時間の有意な差を明らかにし，脳

動脈硬化の重症度判定さらには薬剤効果判定に有用

な指標となることを確認した。

4) 脳動脈硬化の病理学的検討

脳動脈硬化進展に伴う血管壁の質的変化を明らか

にする為に，剖検症例について顕微分光測光法を用

い中膜領域の壁構成成分を測定，動脈硬化進展に伴

いコラーゲンは増加，エラスチンは減少傾向を示す

事を明らかにした。

2. 動脈硬化の成因に関する生化学的研究

冠動脈硬化症患者の血清 plasmalogenは，対照群

に比し有意な減少を示す。そこで今回は， plas-

要

malogenの脂肪酸組成を分析し，他のリン脂質の脂

肪酸組成を比較検討した。その結果， plasmalogen

（特に ethanolamineplasmalogen)では不飽和脂肪

酸， とりわけW-3群の占める比率が有意に高い事

が判明した。

3. 動脈硬化の形態学的研究

走査型電子顕微鏡，光学顕微鏡にて今年度は正常

家兎大動脈内皮細胞の配列状態より家兎大動脈弓に

おける 2次流れの存在を証明し，大動脈にて観察さ

れた腹側，背側の内皮細胞の配列方向は 2次流れの

方向と一致していた。高コレステロール血症家兎で

は内膜の著明な肥厚とコレステロールの沈着，線維

化が見られ，高血圧家兎では中膜の肥厚，中膜弾性

線維の断裂，細小化が認められた。即ち高コレステ

ロール血症は主に大動脈内膜に，高血圧症は主に中

膜に作用していることを明らかにした。

II. 心疾患

1． 不整脈の臨床電気生理学的研究

1) 発作性上室性頻拍症の機序分類と抗不整脈剤

の効果判定：特に本年は多剤の効果判定及び各薬剤

の作用部位について検討した。

2) Filtered bipolar esophageal leadによる発

作性上室性頻拍症の分類：食道誘導により， Q-

AESO interval（体表面心電図の Q波より心房波ま

での間隔）を測定することにより，非観血的に上室

性頻拍症を AVnode typeとbypassを旋回する

typeに分類することができた。

3) 心室頻拍 (VT)のペーシングによる誘発法に

よる抗不整脈剤効果判定：ペーシングによる VT

の停止，誘発法による抗不整脈剤の効果判定を行っ

た。

4) 電気生理学的検査の再現性について：洞調律

時の cyclelength (CL), AV時間， SRT,不応期等

の再現性及び頻拍発作時の CL,AV時問， echozone 

等について同一症例で各検査時の再現性を検討し

た。

5) 室房伝導について：洞不全症群中，房室伝導

正常群は，室房伝導が 6割に認められたが，房室伝

導障害群及び房室ブロック例の室房伝導は 1~2割

にのみ認められた。

6) 発作性J::室性頻拍症の自然停止について：電

気生理学的検査法により発作性上室性頻拍症が誘発

された症例のうち，自然停止が認められた症例につ

いて自然停止機序について検討し， 自律神経系の関

与の少ないことが判明した。

2. 心機能に関する研究
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1) 大動脈血流の phasicflow pattern解析によ

る心機能評価：超音波パルスドプラ血流計を用いて

大動脈血流を計測，得られた phasicflow patternを

解析し，大動脈血流加速度 dF/dtを求め，その最大

値 peakdF/dtから心機能評価を試み，無侵襲的心

機能評価法としての有用性が示唆された。

2) 心外仕事率(power)による心機能評価：超音

波パルスドプラ法を用いて得られた大動脈血流量波

形と，当教室で開発した非観血的連続的上腕血圧測

定装置を用いて得られた上腕血圧波形の両者を同時

計測し，コンピューター処理し心外仕事率 powerを

求めた。本法は，無侵襲的収縮力評価法として有用

であると考えられ，今後，実用化に向けて検討中で

ある。

3) 運動負荷時の dpower I dt, dF / dtの応答特性

よりみた心機能評価：今回は dpower I dt, dF / dtを

経時的に計測し，心収縮力の負荷応答を検討し，健

常例と心疾患例との応答について検討している。

4) プールシンチ法を用いた心房細動例の心機能

評価：心音 II音，心電図R波同期プールシンチ法を

心房細動例に応用し，その心機能評価に用いた。本

法の臨床的有用性を検討するためファントムを用い

基礎的実験を行ったところ本法より求められる駆出

分画 (EF)は平均 EFとよく一致することが確かめ

られた。現在臨床例について検討中である。

3. パルスドップラーエコー法を用いた冠動脈血

流の計測

冠動脈血流の計測法は種々考案されているが臨床

的に応用できる検壺法はいまだ見当たらない。我々

はパルスドップラーエコー法を用い冠動脈血流の計

測を試み，基礎的事項を検討中である。今後更に装

置の改良を重ねることにより冠動脈血流の非侵襲測

定は可能と思われる。

4. 実験的冠動脈血栓症の研究

l) 閉塞した冠動脈の部分再開通が心筋梗塞の病

態におよぼす影響：急性心筋梗塞における冠動脈再

開通の有用性を実証するため，梗塞作製後に冠動脈

を部分再開通し，部分再開通でも完全再開通と同様

の心機能改善と梗塞量の減少がみとめられた。

2) スタフイロキナーゼの血栓溶解作用：スタ

フィロキナーゼを用いて実験的大腿動脈血栓症に対

する血栓溶解実験を行った。これは invivoの実験

として初めてのもので，スタフィロキナーゼは slow

plasminogen activatorである。さらにスタフィロ

キナーゼはフィブリノーゲンをも破壊すると推測さ

れる実験結果をも得ており，現在データを検討中で

ある。

5 梗塞心筋における plasmalogenの動態

plasmalogenは心筋リン脂質の major compo-

nentであり，心筋の膜の形態と機能の維持に重要な

役割を担うと考えられる。

犬に実験的しヽ筋梗塞を作製し，経時的に心筋内リ

ン脂質の変動を plasmalogenを中心に分析検討し

た。その結果，他のリン脂質と異なり， plasmalogen,

特に ethanolamineplasmalogenは梗塞早期より有

意な減少を示した。

6. 自動計測による心臓病集団検診装置の臨床応

用

学童心臓検診を世田谷区医師会と協力して行っ

た。自動診断装置は，教室で開発した日立メディコ

社製を用い，一部はフクダ電子社製を試用した。対

称者は，世田谷医師会，玉川医師会のそれぞれの合

計(42786名）で 2,156名が一次精査となった。その

結果は，心疾患 82名であり (0.19%)，主なもの 1ま

VSD24名， ASD6名， PDA3名， T/F5名，その

他の先天性疾患 5名，クリック症候群 4名， WPW

8名， RBBB6名， IRBBB16名， I°A-Vブロック，

1名， II°A-Vブロック， 1名等であった。尚，試用

した装置ではかなりの偽陰性が見られた。

III. 呼吸器病学に関する研究

1) 肺水腫の病態解析：アンジオテンシン変換酵

素 (ACE)を肺血管障害の指標とし，血中インドシ

アニングリーン (ICG)の気道への移行を肺血管透過

性の指標として，実験的肺障害系について両者の変

動を観察した。気道への ACEとICGの出現は同様

な態度をとることを確認した。

2) 肺血流及び肺間質の生理学的解析：臨床例に

おいて 99mTc-MAA,99mTc-RBC, 201T]を用いたシ

ンチグラムを施行し，下肺野の血流減少域では問質

スペースの増大，血流量の増大を認めた。

3) 慢性呼吸不全の臨床的研究：本症例に対し在

宅酸素療法の効果を臨床的に検討中である。

IV. その他の研究

1) 甲状腺機能充進時の頸動脈血流に関する研究

甲状腺機能充進患者につき QFMを用い，内・外頸

動脈血流量を測定，機能充進状態でも内頸動脈血流

量は一定，外頸動脈血流量が著明に増加，また Free

T4値より euthyroidの状態を良く反映する事を明

らかにし，甲状腺機能充進状態さらには治療経過の

良き判定指標になる事を証明した。

2) 運動負荷心電図（トレッドミル）の臨床応用

運動負荷試験による労作狭心症の薬剤選択，特に
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(Jブロッカーの至適投与量の決定についての研究を

行った。

V. その他

教授吉村正蔵の会長のもとに第 23回 ME学会大

会が昭和 59 年 4 月 29•30 日， 5 月 1 日の 3 日間，東

京慈恵会医科大学において開催された。

研 究業績

I. 原著論文

1. 脳動脈硬化に関する研究

l)和田高士，古平国泰，青柳 徹，小原一夫，藤代健太

郎，伊藤克朗，清水久盛，三川秀文，西 隆，窪内洋

ー，真家健一，吉村正蔵，古幡博，山下広，石川栄

世：無侵股的定量的脳動脈硬化度 (QFMおよびシ

ミュレーション法による）と病理学的所見の対比．動脈

硬化． 12:789-793 (1984) 

2)吉村正蔵，古平国泰，小原一夫，藤代健太郎，清水久

盛，三川秀文，伊藤克朗，和田高士，古幡 博：非侵襲

的定量的脳血流量測定装置 (QFM)による脳循環，脳

代謝の研究．臨床成人病． 14:1778-1779 (1984) 

3) Yoshimura, S., Kodaira, K., Fujishiro, K. and 

Furuhata, H.: Non-invasive and quantitative mea-

surement of common carotid blood flow volume and 

estimation of cerebral atherosclerosis using ultra-

sonic quantitative flow measurement (QFM). 

Angiologie. 36 : 53-66 (1984) 

2. 不整脈に関する研究

1)小松親義，石永隆成，立石修，徳久靖高，原正忠，

真田竹生，金江 清，佐藤泰雄，吉村正蔵：副伝導路を

リエントリーする発作性上室性頻拍症に対する

Disopyramideの頻拍停止および誘発抑制効果．呼吸

と循環 32(4):409-414 (1984) 

2)石永隆成，小松親義，徳久靖高，立石 修，鈴木幸雄，

川村益彦，原 正忠，真田竹生，佐藤泰雄，吉村正蔵：

Lidocaineの投与により長い心停止をきたした 1例．

綜合臨床． 33(12): 2740-2744 (1984) 

3)立石 修，石永隆成，小松親義：電気生理学的検査法

の再現性．慈恵医大誌． 99(5):817-831 (1984) 

4) Ishinaga, T. and Komatsu, C.: Utility of the 

filtered bipolar esophageal lead in the diagnosis of 

arrhythmias. Jap. Cir. J. 48: 1289-1298 (1984) 

3. 心機能に関する研究

1)吉村正蔵：大動脈血流波形の計測とその臨床応用．

Journal of Cardiography. 14 (suppl. II) : 41-52 

(1984) 

4. 冠血流の研究

l)立石修，吉村正蔵，古幡博，古平国泰：超音波心

断層法による左右冠動脈の検出．脈管学． 24:557-

561 (1984) 

2) Tateishi, 0., Yoshimura, S., Furuhata. H. and 

Kodaira, K. : Two-dimensional echocardiography 

of the left and right coronary arteries. Journal of 

Cardiography. 14: 231-233 0984) 

5. 冠疾患の研究

l)真田竹生：虚血性心疾患における血清 Plas-

malogenの動態．慈恵医大誌 100: 151-157 (1985) 

6. その他

1)吉村正蔵小原誠長村日出夫，古平国泰，小松親

義相沢義則，沢近紀夫，金江清原正忠，元山幹

雄，徳久靖高神谷真弓，都竹昭二，佐藤泰雄，下地悦

朗，中塚喬之，岸 良典，小原一夫，茂呂晃弘：狭心症

に対する Perisalol(Nicorandil)の臨床効果． Thera-

peutic Research. 2: 541-552 (1985) 

II. 総説

1)吉村正蔵，和田高士： Doppler血流計の有用性と限

界． ClinicalNeuroscience. 2: 1348-1349 0984) 

2)元山幹雄，村山正博：カルシウム拮抗剤ーカルシウ

ム拮抗剤の種類とその特徴．治療． 66: 33-38 (1984) 

3)和田高土，会沢 治，吉村正蔵：血管薩害の進行と血

行動態．循環器科． 17: 43-48 (1985) 

4)村山正博，元山幹雄：運動負荷試験．循環器科． 15:

306-309 (1984) 

5)元山幹雄，村山正博：狭心症の薬物療法．綜合臨床．

34 : 93-97 (1985) 

6)元山幹雄：薬効のメカニズムをさぐるーカルシウム

拮抗剤． 日本薬剤師会雑誌． 37:463-4 70 0985) 

7)吉村正蔵，小松親義：心電図解説の卒後教育．新医

療． 11:27-29 (1984) 

III. 学会発表

1)吉村正蔵，和田高士，古平国泰，藤代健太郎，三川秀

文，清水久盛，伊藤克朗，西 隆，古幡博，石川栄

世，山下 広：非侵襲定量的頭蓋内脳動脈硬化度測定

値 CQFM、ンミュレーション法）と病理組織所見の対

比．第 81回日本内科学会講演会． 4月．福岡．〔日内会

誌 73:159 (1984), Jap. J. Med. 23: 424 (1984)〕

2)高木寛，立石修，福村基之，柳沢秀敏，真家健一，

大山典明，吉村正蔵，川上憲司：肺血流分布と血管外ス

ペースの EmissionCTによる解析．第 24回日本胸部

疾患学会総会． 4月．東京．

3)吉村正蔵： （大会長講演）動脈硬化と ME一定量的臨

床測定を求めて一．第 23回日本 ME学会大会． 4月．

東京．

4)古平国泰： （ワークショップ）脳動脈硬化度の無侵襲

的定量計測．第 23回日本 ME学会大会． 4月．東京．
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5)藤代健太郎： （ワークショップ）超音波ドプラ血流量

定量計測における問題点．第 23回日本 ME学会大会．

4月．東京．

6)和田高士，吉村正蔵，古平国泰，藤代健太郎，三川秀

文，清水久盛，伊藤克朗，西 隆，真家健一，石川栄

世，山下広，古幡博： （パネルディスカッション）

QFM• シミュレーショソ法による脳動脈硬化度測定と

その病理組織学的評価．第 23回日本 ME学会大会． 4

月．東京．

7)高山和久，宮下裕三，高橋郁美，原 正忠，照屋日出

夫，中塚喬之，吉村正蔵，古幡 博，仙石裕二郎，遠藤

明彦：大動脈血流加速度 phasicpattern分析による

非侵世的心機能評価の検討．第 23回日本 ME学会． 5

月．東京．

8)鈴木幸雄，田岡寿美，窪内洋一，神谷真弓，西田和子，

真田竹生，長村日出夫，吉村正蔵：慮血性心疾患におけ

るPlasmalogenの動態（第 10報）．第 16回日本動脈硬

化学会． 6月．東京．

9)古平国泰，吉村正蔵，古幡 博： （シンポジウム）末

梢及び臓器循環の超音波による診断一脳血流．第 44回

日本超音波医学会． 6月．東京．〔日超医講演論文集． 44:

1 (1984)〕

10)吉村正蔵，古平国泰，藤代健太郎，清水久盛，三川秀

文，伊藤克朗，西 隆，和田高士，真家健一，古幡博，

石川栄世，山下 広：非侵襲定量的脳動脈硬化度測定

（シミュレーション法）とその病理的検討．第 7回日本

バイオレオロジ一学会． 6月．札幌．〔JSBR. 7: 263 

(1984)〕

11)吉村正蔵古平国泰，小原一夫，藤代健太郎，伊藤克

朗，清水久盛，三川秀文，和田高士，西 隆，真家健

ー，古幡 博，石川栄世：シミュレーション法による脳

動脈硬化度測定とその病理学的評価．第 8回日本基礎

老化学会． 6月．京都．〔基礎老化研究． 8:84(1984)〕

12)伊藤克朗，吉村正蔵，古平国泰，小原一夫，藤代健太

郎，清水久盛，三川秀文，和田高士，古幡 博：超音波

定量的血流量測定装置による甲状腺機能冗進症の脳循

環動態の検討．第 45回日本超音波医学会． 10月．旭川．

〔日超医講演論文集． 45:719-720 (1984)〕

13)小松親義，石永隆成，立石 修，徳久靖高，吉村正蔵：

心房内リエントリー性頻拍から心房粗動への移行とそ

の中間型の頻拍を認めた病的洞症候群の一例．第 1回

日本心電図学会． 10月．東京．

14)大山典明，茂呂晃弘，相沢義則，吉村正蔵：家兎大動

脈弓部より下行部における内皮細胞の配列と 2次流

れ，ずり応力について．第 25回日本脈管学会総会． 11

月．東京．

15)和田高士，吉村正蔵古平国泰，小原一夫，藤代健太

郎，伊藤克朗，清水久盛，三川秀文，西 隆，真家健

ー，古幡博，石川栄世，山下広：超音波定量的血流

量測定装置による総頸動脈硬化度とその病理組織との

対比．第 25回日本脈管学会． 11月．東京．〔脈管学． 24:

872 (1984)〕

16)大山典明，茂呂晃弘，相沢義則，吉村正蔵：高コレス

テロール血症，高血圧症の家兎大動脈に及ぼす変化に

ついて．日本動脈硬化学会昭和 59年度冬期大会． 1月．

名古屋．

17)窪内洋一，神谷真弓，西田和子，鈴木幸雄，真田竹生，

長村日出夫，吉村正蔵：冠動脈硬化の重症度と血清

plasmalogen. 第 19回日本成人病学会． 1月．東京．

18)吉村正蔵： （特別講演）超音波法による脳動脈硬化度

の非侵襲定量測定とその臨床応用．第 4回日本脳神経

超音波研究会． 2月．大阪．

19)高橋郁美，宮下裕三，高山和久，藤崎寿路，原 正忠，

中塚喬之，吉村正蔵，古幡 博： phasic心外仕事率の

無侵襲測定による心機能評価．第 30回臨床心臓図学

会． 3月．東京．

20)高山和久，宮下裕三，高橋郁美，藤崎寿路，原 正忠，

照屋日出夫，中塚喬之，吉村正蔵，古幡 博，大沢弘治：

phasic心外仕事率の無侵襲測定による心機能評価．第

49回日本循環器学会． 3月．東京．

IV. 著書

1)吉村正蔵監修：第 2種 ME実力検定試験対策と問

題解説集． コロナ社．（1984)

2)中塚喬之：医療のためのマイコン活用法．パワース

ペクトログラムによる大動脈血流．心室造影のディ、；；

クル画像処理による心機能解析． CT画像処理による

心肥大の評価の項分担執筆．中塚喬之，近藤 亨，藤井

諄ー，北畠 顕編： Graphicalメディカルマイコンの

すべて．広川声店．（1984)

V. その他

1)高山和久，吉村正蔵：発育期の体力に関する基礎的

研究．最大心仕事率変化速度の無侵襲測定による小児

心機能評価．文部省特定研究（代表小野三嗣）班会議．

9月．京都．

2)徳久靖高，小松親義，石永隆成，立石 修，真田竹生，

吉村正蔵： Atrialreentrant tachycardiaの 1症例．臨

床心臓電気生理． 8:49-56 (1985) 

3)川村益彦，小松親義，鈴木幸雄，高山和久，高橋郁美，

徳久靖高，石永隆成，真田竹生，森田 一，吉村正蔵，

新井達太，原田潤太： ExerciseInduced Ventricular 

Tachycardiaの 2症例ーCatecholamine-induced

Ventricular Tachycardia-． 呼吸と循環 32:1071-

1077 (1984) 

4)高山和久，吉村正蔵：最大心仕事率変化速度の無侵

襲測定による小児心機能評価．発育期の体力に関する

墓礎的研究．昭和 59年度科学研究費補助金（特定研究
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(1))研究．成果報告書． 49-510984) 

5)内藤周幸（東京逓信病院），春見建ー（昭和大医学部），

山本皓ー（東京警察病院），麻生芳郎（千葉大医学部），

林 康之（順天堂大医学部）．吉村正蔵：外国臨床試験

データの受入れに関する検討報告．厚生省薬務局「外国

の臨床試験データの評価に関する研究班」． 3月．

(1985) 

青戸分院内科学

教授：永野 允

助教授：田中信夫

講師：望月正武

講師：石川俊次

講師：名越温古

講師：多田紀夫

研究概要

I. 心臓代謝

1. 糖尿病の心筋代謝

代謝心臓病学・糖尿病学

造血器腫瘍病学・血液学・

ビタミン B12

循環器病学・心筋代謝

脂質代謝学・動脈硬化

造血器腫瘍学・血液学

脂質代謝学・動脈硬化

前年度に引き続きストレプトゾトシン糖尿病ラッ

ト心肺標本を作成，虚血および再灌流による血行動

態と心筋エネルギー代謝，糖，脂肪酸の代謝を検索。

またこれらに対するインスリンの効果について検討

を行った。（前納，竹内）

2. ヒト心筋収縮蛋白

僧帽弁置換術時に得られたヒト左室乳頭筋のミオ

フイブリル ATPase活性，更にミオシンのピロ燐酸

ゲル電気泳動で得られた 2つの分画を血行力学的パ

ラメーターとの関連性において検討した。（武田）

3. 糖尿病・高血圧合併ラット心筋の収縮蛋白

前年に引き続き同じ研究を行いその成果は，加藤

君の大学院の卒業論文，風間君の大学院論文とする。

4. 甲状腺機能低下ラットの心機能と代謝

ミオシンアイソザイム v3優位の心臓が心不全の

発生にどのように影響を及ぽすかを心肺標本を用

い，虚血，再灌流時の甲状腺機能低下ラットを用い，

心機能と代謝の面より検索した。（前納，竹内，佐々

木照）

5. 運動負荷ラットの心筋収縮力

Wistarラット及び SHRに長期水泳トレーニン

グを行い，共に非トレーニング群に比べて左室乳頭

筋発生張力のイソプロテノールに対する反応性の増

加，左室心筋 f3—受容体数の減少，同ミオシンアイソ

ザイムの V1への移行を認めた。

6. 心肥大発生メカニズムに関する研究

SHR高血圧肥大心に対し，降圧剤を用い心肥大の

抑制と心筋ミオシンアイソザイムについて検討を加

えた。（一部は昭和 59年度厚生省特発性心筋症調査

研究班で報告） （野間，大久保，兼村，畠中）

又，腹部大動脈狭窄ラット心において摘出左室乳

頭筋の張力とカテコーラミン反応性，左室心筋ミオ

シンアイソザイム変化を検討している。（武田）
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7. ラットの心機能特性と経年変化に関する研究

Wistar KYOTO (WKY) とSHRのそれぞれ若

年と老年を用いてその易lj出心を濯流し，虚血負荷，圧

負荷をかけることによって肥大心の経年変化を心機

能と心筋エネルギー代謝の面から検討した。（日循シ

ンポジウム 1985年発表） （望月，谷口）

8. 心筋虚血病巣の salvageに関する研究

開心術中の hypothermiaは虚血心筋保護の目的

で使用されている。これを応用して心筋温を下げる

ことが心筋梗塞巣の salvageをもたらすとの仮説を

たて実験的検討を行った。（望月，工藤）

9. 突然死と心筋エネルギー代謝に関する研究

突然死と代謝の関連を検討する目的で working

heart法を用いて心臓を灌流し，電気的刺激によっ

てVT.VFを誘発し心停止を作製する。この時の心

停止に関する代謝因子の動態を検討中である。（望

月，矢部）

II. 生体膜

1. 圧負荷心筋 sarcolemmaに関する研究

先に我々は SHRにおける心筋 sarcolemmaの

Na+-Ca廿交換の初速度が低下していることを報告

したが，本年は成因の異なる実験的高血圧である 1

腎Goldblatt,2腎Gold-blatt,DOCA-salt,高血圧

ラットの sarcolemmaについて Na＋ーC-++交換の初

速度を測定し， SHRおよび片腎高血圧では高度に，

2腎高血圧および DOCA-salt高血圧では軽度に低

下していることを認めた。（河村，渡利，飯村）

2. 糖尿病心筋についての研究

糖尿病心筋 sarcolemmaの Na+-K+ATPase活

性， sarcoplasmicreticulumのCa:井-ATPaseおよび

Ca:廿取り込みが低下していることは広く認められて

いる。糖尿病心筋の cyclicadenylatecyclase系の異

常が報告されていることから， c-AMP依存性 pro-

tein-kinaseによる膜燐酸化が糖尿病心筋 sar-

colemmaのNa+-K+ATPase活性及び心筋小胞体

のCa:廿-ATPase活性に及ぼす影響を検討した。

糖尿病で低下した sarcolemmaの Na+-K+

ATPase活性は CAMPとprotein-kinase処理に

よっては上昇しなかったが，筋小胞体の Ca*

ATPase活性は対照と同程度に上昇した。（河村，川

西，永田）

3. 心筋形質膜の Ca代謝とは別に虚血やアドリ

アマイシンによる心筋障害によって形質膜の機能が

生化学的にどのように変動するか，又この時の過酸

化脂質の役割について検索している。（高橋，小森）

III. 脂質代謝

1. リポ蛋白脂質

リポ蛋白の動態を検索するため次のような研究を

行っている。

a. 経口的急性脂肪負荷による血清リボ蛋白，ア

ポ蛋白の変動を各種高脂血症，動脈硬化性疾患にお

いて検索。

b. TG richリボ蛋白の heterogeneityとather-

ogenesityとの関係を heparinaffinity columnを用

い検索。

c. HDLのラット小腸細胞における特異的結合

部位の研究。

d. HDL,の heterogeneityを抗アボ蛋白

affinity columnにて検討。

2. 各種病態におけるリポ蛋白の変化

a. ガラクトサミン肝障害ラットのアポ AIイソ

タンパクの変化。

b. 糖尿病における VLDLアボ CIIIイソタンパ

クとその重症度との関連。

3. 治療

a. 食事療法

体重減少， コレステロール負荷，摂取脂肪酸の及

ぽすリポ蛋白，アポ蛋白への影響の検索。

b. /3 —blocker および Ca 拮抗薬の血清脂質，又動

脈壁内脂質に及ぽす影響の検索。

C. 血漿交換術による腎障害高脂血症患者の治

療。

4. その他

リポ蛋白（特に HDL)の細菌発育阻止作用を感染

症の発生との関係において検索。（石川，多田，鈴木，

加々 美）

IV. 血液・造血器

1. 顆粒球系細胞の分化・成熟と各種ビタミン

B12同族体の動態に関する研究

白血病細胞の分化・成熟度と B12代謝の相違を明

らかにするために B12代謝に関与する methionin-

synthetaseや methylmalonylCoA mutase酵素活

性を検討中。（田中，山崎）

2. 腫瘍組織の増殖とビタミン B12代謝の関係に

関する研究

悪性腫瘍患者の剖検例より各種主要臓器および腫

瘍組織の各種 B12同族体を測定し，腫瘍の種類，進

展度と B12代謝の関係を検索中である。

3. 造血器腫瘍患者における尿中ポリアミン排泄

に関する研究

造血器腫瘍患者の尿中ポリアミンの腫瘍マーカー
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としての意義を検討した結果，薬剤の効果判定，再

発，再燃及び予後判定の指標となることを明らかに

した。 ODCの阻止剤の抗腫癌効果を明らかにするた

め， invitroで培養細胞を用い，細胞増殖，細胞内ボ

リアミンの分布，姉妹染色体交換誘発などの点から

検討中。（名越）

4. 笑気ガスの抗ビタミン B12作用の発現機序に

関する研究

ラット， CHL細胞株を用い，笑気ガス曝露により

悪性貧血にみられると同様の染色体異常の発生機構

について検討中である。

研 究業績

I. 原著論文

1)野間健司：慢性圧負荷肥大心筋収縮蛋白の変化に関

する研究．慈恵医大誌． 99:457-467 (1984) 

2)前納 博：アロキサン糖尿ラット心筋における収縮

蛋白の変化について．慈恵医大誌． 99:487-495(1984) 

3)山田尚： Growthinhibitory activity of human 

lymphoblastoid and fibroblast interferons in vitro. 

（インヒトロにおけるヒトリンパ球芽および線維芽細

胞由来インクーフェロンの増殖作用）． Gann.7 4 : 299-

307 0984) 

4)佐々木豊：甲状腺機能低下による心筋収縮蛋白の変

化．慈恵医大誌． 99:735-745 0985) 

5)佐野茂顕： Formsof cobalamins in serum and 

sciatic nerve in diabetes mellitus. （糖尿病におけ

る血清および坐骨神経内コパラミンの存在形態につい

て）． JikeiMed. J. 32: 115-129 (1985) 

6)加藤光敏： The influence of hypertensive and 

Diabetic loads on the cardiac contractile protein 

and cardiac function. （高血圧と糖尿病が心筋収縮

蛋白および心機能に与える影響）． Jikei Med.]. 32: 

131-146 (1985) 

7) Takeda, N., Jacob, R.*, Dominiak, P.* and Tiirck, 

D.* (*Tiibingen大学） ：Decrease in myocardial bio-

chemical parameters under altered hemodynamic 

conditions: "adaptation" or "damage"? J. Mo!. 

Cell. Cardiol. 17 (suppl. 1): 30-31 (1985) 

8) Taniguchi, M., Mochizuki, S., Kudou, T., Shi-

kano, T., Ohkubo, T. and Nagano, M.: Myocardial 

function and metabolism in isolated perfused heart 

from spontaneously hypertensive rat. J. Mo!. Cell. 

Cardiol. 17 (suppl. 1) : 55 (1985) 

9) Kanemura, M., Nakamura, I., Hatanaka, T., 

Noma, K., Ohkubo, T. and Nagan{!, M.: Effects of 

anti-hypertensive drugs on cardiac contractile pro-

teins in SHR. J. Mo!. Cell. Cardiol. 17 (suppl. l): 

52 (1985) 

10) Mashima, K., Suzuki, H., Sasaki, A., Nakamura, 

I., Ohkubo, T. and Nagano, M: Myoglobin content 

in the hypertrophied cardiac muscle of the human 

and the spontaneous hypertensive rat. J. Mo!. Cell. 

Cardiol. 17 (suppl. 1) : 47 (1985) 

11) Ohkubo, T., Nakamura, I., Kanemura, M., Suzu-

ki, H., Noma, K. and Nagano, M.: The influence of 

long-term pressure overload on ventricular myosin 

isoenzymes in SHR. J. Mo!. Cell. Cardiol. 17 

(suppl. 1) : 45 (1985) 

12) Takeda, N., Dominiak, P.*, Turck, D.*, Rupp, H.* 

and Jacob, R.* (*TUbingen大学） ：Myocardial 

mechanical isoenzyme pattern in physically trains 

rats. J. Mo!. Cell. Cardiol. 17 (suppl. 1) : 45 

(1985) 

13) Komori, A., Takahashi, K., Nakamura, I., Shi-

kano, T., Ohkubo, T. and Nagano, M.: Membrane 

alterations of myocardial sarcolemma in 

adriamycin cardiomyopathy. J. Mo!. Cell. Cardiol. 

17 (suppl. 1) : 65 (1985) 

14)永野允，真島香代子，高橋薫，前納博，大久保

忠薬：ヒト心筋構造蛋白に関する研究一心筋ミオグロ

ビンについて一．厚生省特定疾患：特発性心筋症調査

研究班報告書． 66-68(1984) 

15)永野 允，風問英一，加藤光敏，鹿野貴正：ヒト心筋

構造蛋白に関する研究一心筋酵素系蛋白について一．

厚生省特定疾患：特発性心筋症調査研究班報告書． 69-

71 (1984) 

16)小森秋彦，高橋 薫，鹿野貴正，大久保忠業，永野

允：虚血による心筋細胞膜障害とその保護．心筋の構

造と代謝． 6:86-98 (1984) 

17)永野允，高橋薫，前納博，竹内康人，鹿野貴正，

樫本 温： Superoxidedismutaseの心筋保護作用．心

筋の構造と代謝． 6:143-152 (1984) 

18)真島香代子，大久保忠業，永野 允：ヒト心筋ミオグ

ロビンに関する研究．心筋の構造と代謝． 6:303-

310 (1984) 

19)飯村民朗，永田悦男，渡利俊一，兼村三千彦，大久保

忠業川西雅博河村真人，永野允：病的心筋におけ

るNa+-cず交換機構の研究．心筋の構造と代謝． 6:

323-330 0984) 

20) Nagano, M., Takahashi, K., Komori, A., Shikano, 

T. and Kashimoto, S.: Effect of Coenzyme Q1。on
myocardial function and metabolism in rat heart 

lung preparation. Biochemical and clinical aspects 

of Coenzyme Q. Ed. Folkers. K. and Yamamura, 

Y. 4: 121-129 (1984) 

21) Mochizuki, S., Ishikawa, S. and Abe, M. : Insulin 
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treatment and myocardial function in isolated, 

perfused heart from diabetic rat Japanese Circu-

lation J, 40: 255-265 (1984) 

22)望月正武，村勢敏郎（東大），山岡広紀（慈大・ 3内），

石川真一郎，阿部正和： Streptosotocin糖尿病ラット

の心筋リポ蛋白リパーゼ活性の検討．糖尿病． 27:929-

936 0984) 

23) Nestel, P.*, Billington, T.*（＊メルボルン・ベーカー
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第三分院内科学

教授 ： 堀 口 正 晴 消化器病学・臓器循環

助教授：田中照二 消化器病学

講師：今泉忠芳 呼吸器病学

講師：永山和男 消化器病学

講師 ：外 丸晃 久 循環器病学

講師：須田都三男 呼吸器病学・臨床生化学

研究概要

I. 消化器病学に関する研究

（薬剤起因性潰瘍） 非ステロイド性抗炎症剤によ

る潰瘍例を整理し，形態的特徴として，活動期のみ

ならず治癒期においても潰瘍辺縁の周堤状隆起を伴

い，粘膜ひだの集中を認めぬ巨大潰癌が挙げられる

とした。また活動期に胃酸分泌能冗進と治癒期に低

下を示した症例があることから， この胃潰瘍の形成

には防禦因子の低下に加えて攻撃因子の関与が示唆

されるとした。 （原発性免疫不全症と消化管病変）

common variable immunodeficiencyに全小腸の結

節性リンパ過形成を合併した Hermans症候群の経

験例から，従来報告のない特異的縮小胃所見と巨赤

芽球性貧血に対する治療成績から，胃腸管リンパ過

形成がビタミン B12吸収障害を惹起し得ることを示

した。 （出血性胃潰瘍）消化管出血を来した胃潰瘍

のうち， Ulllの小潰瘍で露出血管を認めるものは，

通常みられる胃潰瘍と病態及び成因の上で別個の基

盤に位置する可能性が考えられ，経験した出血性胃

潰瘍の 105例を検索した。

II. 肝臓病学に関する研究

肝形態的研究；肝血管系の変化を指標として，ア

ルコール性肝硬変の実質主病変部位は小葉中心部に

あることを主張してきたが，今回は生検で得られた

アルコール性肝疾患の肝細胞傷害の電顕像を小葉内

部位別に検討し，アルコール性肝疾患における肝細

胞小器官の変化には，小葉内の中心部と辺縁部で顕

著な差違はないようだが，マロリー小体をみると，非

肝硬変の 15例中 14例にそれが小葉中心部に存在し

ており，小葉辺縁部のみに存在する例がないことと，

マロリー小体出現例では中心静脈周囲の肝細胞の変

性・壊死と線維化が強く，門脈域の変化は比較的軽

かったことから，アルコール性肝障害における小葉

中心部に優位に認められる重要な肝実質変化として

は，マロリー小体の出現が指摘されることを示した。

肝循環に関する研究； （133Xe法） 食道静脈瘤に

対する牌摘，胃体上部切除術と内視鏡的硬化療法が，

肝循環に与える影響について検討し，前者では，門

脈血流量が術前に比較して大幅に低下し，肝動脈血

流量は不変ないし軽度増加したが，肝血流量全体と

しては 3~5割減少することを明らかにした。一方後

者では，ほとんどの例で門脈・肝動脈血流に著変を

認めなかった。 (Dynamic CTについて）133Xeが

肝動脈・門脈を経て肝へ運ばれる際に明瞭な時間差

がみられる知見に基づき， CT施行時造影剤を注入

し肝動脈相・門脈相を把える撮影法を開発した。肝

硬変では，正常例と比較上て肝実質造影剤濃度は門

脈相前期と中期で有意に低く，最高値到達時間も門

脈相中期以後とに遅延した。また諸種の限局性肝疾

患において，それぞれの病態による肝血行動態の変

化が明らかとなり，診断能の向上に資する知見が得

られることを示した。 CICG) イヤピースモニター

下に 4段階の ICG血中濃度恒常状態を設定し，

Extraction rate (ER)，肝血流量 (EHBF)を測定

し，従来不明であった血中濃度により ERが支配さ

れること，慢性肝疾患で ERが低下することなどを

明らかにした。また，モニター用イヤピースをさら

に正確なものにするため，血中濃度をリアルタイム

に測定するレーザー光を光源とした単一波長のもの

を試作検討した結果，従来のタングステン光源のも

つ欠点を改善し得た。

肝生化学的研究； （肝疾患における動脈血中ケト

ン体） 種々の肝疾患の種々の病態における動脈血

中ケトン体を測定し，その変動を検討した。入院 1

週以後での早期空腹時の動脈血中アセト酢酸は，大

酒家やアルコール性肝疾患例で低値を示し，アル

コール性肝障害の有用な指標となることと動脈血中

ケトン体比（アセト酢酸I/3ーヒドロキシ酪酢）の変動

の観察が肝性脳症の経過や予後を反映することを示

し， ケトン体の動きは主に肝ミトコンドリア機能の

反映であるとした。 （アルコール性肝障害に及ぽす

アミノ酸の影響）アルコール肝障害の予防効果につ

いて検討した。マウスの急性エタノール投与実験に

おいて，各種アミノ酸，有機酸や糖を検討した結果，

アラニンに少量のオルニチンを加えたアミノ酸組成

物の投与が，著しい救命効果・意識障害の軽減・肝

保護作用があることを見いだし，それらの作用を工

タノール代謝と糖新生の促進作用の面から明らかに

した。 （アセトアルデヒド〔Al〕障害肝）生体内機

構の各方面に影響を与える secondmessengerとし

ての cyclicnucleotidesにおよぽすアセトアルデヒ

ドの影響についての報告はない。教室で考察した Al

吸入負荷装置を用い，ラットの肝内と血液中の
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cyclic nucleotidesの変動を観察した。肝肉 cyclic

AMP量は対照群に比較して Al吸入開始後 30分か

ら，約 1.5-1.8倍の上昇を示し，吸入中止後 3時問

でも増加を示した。しかし同時に測定した肝内

cyclic GMP量には有意な変動はなかった。また

adenylate cyclaseの賦活化に慟くホルモンの 1つ

である catecholamineの動態をみると， 2時問の

Al吸入終了時において，血中で norepinephrineが

約 5倍， epinephrineが約 8倍の上昇を示した。つま

り，これらの成績から Alの吸入により生ずる肝内

cyclic AMP量の増加は catecholamineの増加を介

していることが一因と示唆された。

免疫学的研究； （T細胞機能） 前年に続いて肝

硬変患者末梢血の AMLRの低下の責任細胞群を検

討した。今回は OKT monoclonal抗体を用い，

OKT, プラス補体• OKT8プラス補体でそれぞれ処

理した T細胞分画群と非分画群の AMLRを観察

して，非分画 T細胞群と OKT4十細胞群の AMLR

が一致して低下を示し，この反応の責任は OKT4細

胞にあることを示唆すると述べた。 (HBVの疫

学） B型肝炎ウイルスの汚染状況を，感度の高い

RIA, EIAによる HBc抗体の面から検討した。簡易

ドック受診者 606例では， EIAにて HBc抗体陽性

(Inhibition~ 70%）を示したものは， 31.8%であっ

た。当科入院の肝疾患患者 86例では， RIAにて

HBc抗体陽性は 66.3%であり， HBs抗原陰性例の

41例中でも， 65.8%が陽性であった。

III. 呼吸器病学に関する研究

（肺機能呼気ガス分析による研究） 呼吸器疾患患

者に運動負荷前後の呼気ガス分析と心拍出量の測定

を行い，運動負荷時 Pa02の低下を認める群では

シャントの増大を認めること，また換気面では

PaC02の変動は L:1VA/V02と正の相関 PaC02の

変動は L:1VA/VC02との間に負の相関があること

を認めた。 （肺癌の化学療法に関する研究） cis-

platinumを含む多剤併用療法を行い，その腫瘍縮小

効果と副作用について検討し， 25%以上の縮小効果

が約 40%に認めるとした。 （肺結核と肺癌の合併）

過去 5年間の当院結核病棟での肺結核の肺癌合併例

について検討した。肺結核の肺癌合併例は，過去の

統計より著しく増加し，そのほとんどは高齢者であ

り，その多くはッベルクリン反応非陽性者で，肺結

核の肺癌合併において，細胞性免疫の障害が疑われ

た。 （気管支肺胞洗浄液〔BAL〕に関する研究）気

管支肺胞洗浄によって得た肺胞マクロファージを培

養し， y-interferonの影響を検討した。ヒト肺胞マ

クロファージの培養系に y-interferonを添加する

と，培地のグルコースの消費量が増大し，マクロ

ファージは活性化され，用量依存的にその融合促進

が見られ，融合による多核巨細胞の形成が観察され

ることを示した。 （慢性呼吸器感染）生体側の因子

として Macrophagesubpopulation及びリンバ球

の役割を検討し，菌側の因子として， 0抗原を含む

endotoxinを用い invivoで慢性呼吸器感染症の成

因を検討した。

IV. 循環器病学に関する研究

（運動負荷試験に関する研究） 溶出速度の異なる

2種の同量の Nifedipine投与後に軽度の運動負荷

をかけco,呼気ガス， UCGなど総合的心機能評価

を行った。血中濃度では 2:1の濃度差があったが，

低濃度群では HRの増加率が，高濃度群では SVの

増加率が有意に認められ，血中濃度差により心機能

の差異を確認した。 （血管拡張剤に関する研究）心

筋梗塞急性期に SDN及び Diltiazemを単独ないし

同時投与すると同時投与群は ForresterII群で有意

な血行動態の改善がみられ，急性期での併用療法が

有用なことを確認した。 cyclicAMPを慢性肺性心

の患者に投与し，低濃度で Pa02の有意な上昇を確

認したが，高濃度では低下し， とくに低濃度の投与

がWeaning時に有効であった。また Pheo-

chromocytomaの症例に血圧コントロールに Dilti-

azemを投与しその有効性をみたが，血管抵抗の低

下が主なメカニズムと思われた。 （アルコール性心

筋症に関する研究）前年度確認したアセトアルデヒ

ド(Al)吸入負荷によるラット心筋内ノルュピネフ

リンの変化を裏づける目的 WorkingHeart法によ

る生理的変化を観察し， COはAch投与を増すと減

じ， CFは不変， RPPは虚血負荷中のみ中等量 Ach

で上昇する結果を得て a•(3 Blockerでこの作用が

阻止されることを証明した。 （不整脈に関する研

究） SSS及び完全房室ブロックの症例でホルター

ECG,ヒス束 ECGを行い， Pacemaker植込みを

行って症例の集積をした。
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講師：北西憲二

講師：小松順一

講師：佐藤譲二

研究概要

てんかん・精神薬理学・脳

波学

老年精神医学・社会精神医

学

老年精神医学・躁うつ病

精神療法学・うつ病

脳波学・精神療法学

脳波学・てんかん

I. 森田療法に関する研究

1. 「絶対臥褥」の生物学的・心理学的研究

本研究はいままでに不安神経症，強迫神経症など

の森田神経質定型例について行われ，惑覚遮断およ

び生体リズムの面から検討されてきたが，本年度は，

いわゆる森田神経質非定型例について同様 24時問

ポリグラフや心理検究を施行し定型例と比較するこ

とを試みている。まだ十分な症例の蓄積がなく結論

を導くまでに至っていない。また， とくに自律系の

レベル，すなわち体温，脈拍の変動にも重点をおい

て研究を続けている。

2. 治療理論および治療成績の検討

新森田療法棟完成を機に，過去 12年間の入院森田

神経質の治療成績をまとめたが，入院期間の延長，非

定型例の増加，普通神経質の減少と強迫神経症の増

加などの傾向がみられた。これは今後の森田療法の

適応をめぐって重要な論点になることがうかがわれ

た。また，治療の場や治療構造といった問題が新た

に浮かび上がり，森田療法の治療理論について再検

討がなされた。なおひきつづき治療脱落例の調壺（こ

れに関しては米国ジョージ・ワシントン大学との国

際協同研究が進捗中である），神経質性格の発達史に

関する研究が DSM-IIIのpersonalitydisorderと

の関連において行われている。

II. てんかんに関する研究

1. 抗てんかん薬の血中濃度

抗てんかん薬血中濃度モニタリング導入後 7年を

経過したので，従来の資料をまとめ， PHT, PB, 

VPA, CBZ各薬剤について薬理学的特性と臨床所

見との問の再検討を行い，治療維持量を決めるため

には血中濃度以外に正確な臨床特徴，経過の観察が

必要であることを明らかにした。また， これと並行

して 5年以上外来に通院している 200例について脳
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波および発作頻度を指標とした治療成績と PHT,

PB, VPA, CBZの血中濃度との関係を総合的に検

討した。

なお，偏光免疫測定法(FPIA法）による各種抗て

んかん薬の非結合型の測定はひきつづき行われてい

る。

2. 抗てんかん薬の副作用

昨年度は抗てんかん薬 PHTの高濃度維持例にみ

られる高 y-GTP,低 P血症について検討を行った

が，本年度はてんかん患者の骨代謝異常に注目し，外

来通院 100例について両手骨単純 X-Pをアルミ階

段を設置して撮影し microdensitometry(MD)法に

て分析した。骨皮質幅指数，骨髄質幅，骨密度指数，

骨バターンなどの指標と同時に測定した各抗てんか

ん薬血中濃度との相関を検討したが，発作型による

相違など興味ある所見を得ている。てんかんとその

ほか脳内モノアミン代謝との関係もひきつづき研究

中である。

IV. 躁うつ病に関する研究

1. 臨床的研究

躁うつ病の時代的変遷，治療形態の影響をみるた

めに，当科開設以来の躁うつ病の病歴調査が続けら

れているが，今回昭和 46年より 58年までの入院患

者 287例について行われ，入院期間の延長，寛解率

の上昇と一方症状不安定化例の増加などがみられ，

治療の上剤としてここ数年新しい抗うつ薬やリチウ

ムの占める割合が多くなっていることが分かった。

この調究はひきつづき外来患者についても施行して

いる。また一方，文化とうつ病の比較精神医学的研

究も地域を異にした関連施設と協同で行われてい

る。

2. 時間生物学的研究

躁うつ病を生体リズムの面から検討しているが，

本年度もひきつづきポリグラフ法によって患者の睡

眠，体温，脈拍などの概日リズムを記録し，対照者

との比較，病相との関係， リチウム治療による変化

（リズムの正常化）をみているが，症例も少しずつ増

III. 精神薬理学的研究 加している。また，うつ病者の血中アミノ酸濃度を

l. リチウム療法の臨床的•生化学的研究 測定したところ，うつ病の中には遊離トリプトファ

In vitroでの赤血球膜のリチウム輸送に及ぼす各 ‘ノの低値を示す一群があり，睡眠障害， 日内変動な

種向精神薬の影響に関する研究は一応の成果をおさ ど生体リズムとの関連があることが示唆された。

めた。また， リチウム服用患者の血中および尿中 fJ2

マイクログロブリン測定の意義に関しては，本検査

法がリチウムの尿細管障害について鋭敏かつ簡易な

方法であり，臨床的に有用であるとの結論を得た。

本年度はさらに， リチウムの抗精神病作用に対す

る薬理学的アプローチとして，ハロペリドール併用

下における患者の尿中モノアミン代謝産物と血中プ

ロラクチンの変化を指標として検討中である。また，

リチウム使用例 199例の再発予防の現状をまとめた

が，双極性うつ病，単極性躁病，洋極性うつ病，非

定型精神病それぞれにおいてリチウム服用前後 2年

問における病相期間は 1/10~1/3に短縮し，再発予

防効果がみとめられた。さらに再発予防効果を血漿

および赤血球内濃度比（リチウム比）の観点から分

析している。

2. 薬効評価に関する研究

本年度もひきつづき抗うつ薬，抗精神病薬，抗不

安薬，睡眠薬について他施設との協同の薬効試験が

いくつか行われたが，とくに benzamide系薬物，非

ベンゾジアゼピン系睡眠薬の評価についてまとめる

ことができた。なお 10年来つづけてきた薬物依存の

臨床評価に関する研究は，依存性調査用紙（研究用，

臨床用）の完成によって終了した。

V. 睡眠に関する研究

1. 睡眠・覚醒スケジュールの障害

長年にわたって時差の生体に及ぼす影響に関し，

一般正常者を対照として東行き，西行きそれぞれの

ポリグラフ上の特徴と相違を明らかにしてきたが，

本年度は米国宇宙局 (NASA)のプロジェクトによ

る各国航空会社と協同研究の一環として日航乗員

（パイロット）について時差（東京ーサンフランシス

コ間）の生体に及ぽす研究に着手し，その成果をま

とめつつある。

2. 薬物の睡眠に及ぽす影響

昼問の眠けの判定に応用されている MSLT法に

ついては，その後も健康成人， リチウム服用者，睡

眠薬服用者について施行しており， とくに本年度は

睡眠薬の hangoverについて longactingとshort

actingの薬物を対象として検討を進めている。

その他睡眠時無呼吸症候群の症例を集め，アセタ

ゾルアミドの効果を検討した。

VI. 臨床脳波の神経生理に関する研究

1. 聴性脳幹反応

聴性脳幹反応 (ABR)については，ひきつづき健

康成人，アルコール中毒，てんかんなどの記録を集
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積中であるが，アルコール中毒についてぱ各波の頂

点潜時の延長， I～II頂点問潜時の延長をみ，てんか

んでは一次全般発作で I~v頂点間潜時の延長傾

向，複雑部分発作で振幅の I/Vおよび III/V比の低

値がみられた。これらの所見に対する臨床的意味づ

けを検討中である。また ABRのトポグラフィーに

ついても研究を行っている。

2. その他

二次元脳電図による a-blockingの過程の研究，

Fm0の研究はひきつづき行われている。なお中央検

査部および精神神経科脳波室の貴重な症例をもとに

「初心者のための脳波の読み方」が刊行された。

VII. 老年精神医学に関する研究

老年期の痴呆患者についてひきつづき無侵襲定量

的血流測定装置 (QFMlOOO)を用い，脳血管性痴呆

(VD) とアルッハイマー型老年痴呆 (SDAT) との

鑑別に関する研究を行っているが，いままでに末梢

血管抵抗が最も高いのはび漫型 VDとSDATで，

容積弾性率は SDAT>局所型 VD>び漫型 VDの

順であった。

また老年期痴呆疾患例の CT,NMR所見と臨床

所見との関係の検討，いくつかの抗痴呆薬の臨床治

験，そのほか東京都老人総合研究所との協同で，在

宅および施設老人の心身機能に関する調査などが行

われた。

VIII. その他

社会精神医学研究所との協同による女子および単

身アルコール依存症者の調査，関連施設の協力によ

る60歳以上の入院精神分裂病者の実態調査，海外で

の不適応症例の追跡研究， リエゾン精神医学的研究

が地道に続けられている。

研究業績

I. 原著論文

1. 森田療法に関する研究

1)長山恵ー：森田療法の治療理論に関する考察．慈恵

医大誌 99:979-995 (1984) 

2)森温理，北西憲二：森田神経質と DSM-III. 臨床

精神医学． 13:911-920 (1984) 

3)森 温理，北西憲二，小松順一，吉田則昭，増田直樹，

立松一徳，豊原利樹，中村敬：森田療法室 12年間の

統計的考察．慈恵医大誌． 100:293-307 0985) 

4)北西憲二，近藤喬ー：集団療法としての森田療法．集

団精神療法． 1:29-34 0985) 

5)大西 守：森田療法における集団療法的アプローチ

の海外での問題点．集団精神療法． 1:67-71 (1985) 

6)北西憲二：森田療法室 12年問の治療体制の変遷．森

田療法室紀要． 6:24-30 (1984) 

7)大橋 真，小松順ー：絶対臥褥期における不安の変

化について．森田療法室紀要． 6:31-37 (1984) 

8)豊原利樹：定型例における MMPI. 森田療法室紀

要． 6:54-61 (1984) 

2. 精神薬理学的研究

1)清水 信，長谷川和夫（聖マリアンナ医大），西村健

（大阪大），宮坂松衛（独協大），石野博志（島根医大），

山田通夫（山口大） ：多施設二重盲検試験による Tia-

pride, Sulpiride, Chlorpromazineの老年期および初

老期の器質精神病に対する薬効比較．臨床精神医学．

13: 1017-1031 (1984) 

2)西川嘉伸，田村信，田村元，伊藤洋，大西守，

秋山一郎，北西憲二，長山恵一，立松一徳，増田直樹：

精神神経科領域における睡眠障害に対する Brot-

izolam (WE941)の臨床効果．診療と新薬． 21:2581-

2594 (1984) 

3)平井富雄（東大），森温理，上野佐＊，上野陽三＊

（＊日大），楠 正（武田薬品），武貞昌志（大阪市立小

児保健センクー） ：薬物依存性評価に関する研究（第 2

報）一薬物依存評価項目の選別ならびに ratingscale 

の設定ー．臨床評価． 12: 775-825 (1984) 

4)森 温理，井上令ー（順天堂大），金子嗣郎（松沢病

院），菅野 道（帝京大），小島卓也（東京医歯大），諏

訪克行（自治医大），高橋三郎（滋賀医大），鳥居方策（金

沢医大），内藤明彦（新潟大），難波益之（岐阜大），野

ロ拓郎（埼玉医大），村崎光邦（北里大），山口成良（金

沢大）：精神神経科領域の睡眠障害に対する zopi-

cloneの臨床効果．神経精神薬理． 7:163-172 (1985) 

5)森 温理',三浦貞則（北里大），上島国利（杏林大），

伊藤 斉（慶大），野口拓郎（埼玉医大），長谷川和夫（聖

マリアンナ医大），金野 滋（東京医歯大） ：Sultopride 

(MS-5024)の精神分裂病に対する臨床効果．精神医

学． 27:341-351 (1985) 

6)繁田雅弘，西川嘉伸，川室 優：精神分裂病患者の睡

眠障害に対する Etizolamの有用性一慢性期精神分裂

病の慢性睡眠障害を中心に一．新薬と臨床． 34:298-

304 (1985) 

7)湯沢俊，井上暢子，藤崎史代，笠原洋勇，森温理：

ヒト赤血球膜の lithium輸送におよぼす向精神薬の影

響 Cinvitro)． 薬物・精神・行動． 4: 51-52 (1984) 

3. 躁うつ病に関する研究

1)笠原洋勇：高齢期のうつ状態 診断甚準と鑑別診

断．老年精神医学． 1: 507-516 (1984) 

2)恩田光信，野中和俊，湯沢 俊，笠原洋勇，佐々木三

男，森温理： Lithiumcarbonateの体温リズムヘの

影響．薬物・精神・行動． 4:49-50 (1984) 
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3)森 温理伊藤 洋：一老年者の疾病・病態別の薬物

療法 うつ状態，うつ病． GeriatricMed. 23: 37-41 

(1985) 

4. 睡眠に関する研究

1)伊藤 洋：精神分裂病者の睡眠及び精神症状に及ぼ

す nitrazepamの影響．慈恵医大誌 99:371 -390 

(1984) 

2)佐々木三男，遠藤四郎（東京都精神医学研究所），北

原達基，中川茂昭，森 温理：時差による睡眠障害の時

間生物学的研究．日本生物気象学会雑誌． 21:43-

51 (1984) 

3) Sasaki, M., Endo, S. (Psychiatric Research Insti-

tute of Tokyo), Kitahara, T., Nakagawa, S. and 

Mori, A. : A chronobiological study on the relation 

between time zone changes and sleep. Jikei Med. 

J. 32: 83-100 (1985) 

5. 臨床脳波・神経生理に関する研究

l)守屋爽ー，笠原洋勇，森 温理，柄沢昭秀：中高年者

頭部外傷の臨床脳波的観察．老年精神医学． 1:395-

404 (1984) 

2)森温理増茂尚志：アルコールと神経系の検査．臨

床検査． 29:13-18 0985) 

6. 老年期精神医学に関する研究

1)清水 信，西川嘉伸：老人性精神障害の特徴と対策

一うつ病．臨床科学． 20:1479-1485 0984) 

2)西川嘉伸，繁田雅弘，川室 優：老人の情動障害に対

する HydroxyzineHydrochloride (Atarax)の臨床

効果．医学と薬学． 12:321-332 (1984) 

3)柄沢昭秀，川島寛司（恩田第二病院），笠原洋勇：東

京都における在宅ぽけ老人の精神疫学的研究．精神神

経学雑誌． 86:561-566 (1984) 

7. その他

l)伊藤裕之，杉田尚史，沖久 衛，本多芳男，大滝紀宏：

頭頸部悪性腫瘍の術後精神障害．耳鼻咽喉科展望． 27:

277-282 0984) 

2)大西 守：フランスにおける邦人不適応現象．慈恵

医大誌 99:339-354 (1984) 

II. 総 説

l)森 温理：向精神薬の併用をめぐる問題．臨床薬理．

15: 267-271 0984) 

2)森 温理：薬物療法における血中濃度モニクリング

の有用性．慈恵医大誌． 98（補冊） ：131-133 (1984) 

3)森 温理，西川嘉伸：抗不安薬の適用をめぐる問題

点一臨床的側面ー．神経精神薬理． 6:811-818 (1984) 

4)森 温理：臨床精神薬理学最近の進歩．薬物・精神・

行動． 4:201-212 (1984) 

5)清水 信：老人の心理生活．老年精神医学． 1:54-

62 (1984) 

6)清水 信，田中勝也（分担） ：老年期痴呆の社会・心

理的要因．精神科 MOOKNo.8（老年精神医学）．金原

出版． 217-225(1985) 

III. 学会発表

l)湯沢俊，井上暢子，宮田久嗣，笠原洋勇，森温理：

リチウムと向精神薬の相互作用による赤血球内リチウ

ム濃度の変化 (invitro)．第 4回リチウム研究会． 4 

月．東京．

2)杉浦啓太，大滝紀宏，高橋敏治，野中和俊，佐々木三

男，森 温理：睡眠・覚醒スケジュールの変化に伴う眠

気 (daytimesleepiness)について．第 9回日本睡眠学

会． 5月．金沢．

3) Sasaki, M. and Mori, A. : Sleep EEG in neuropsy-

chiatric patients complaining of insomnia and 

receiving Zopiclone. The 3rd Pacific Congress of 

Psychiatry Symposium. May. Seoul. 

4) Kasahara, H., Masumo, H. and Mori, A.: Psychi・

atric Patients at the student health center of the 

women's junior college. The 1st Congress of the 

Asian Chapter of the International College of 

Psychosomatic Medicine. May. Tokyo. 

5) Masumo, H., Kasahara, H. and Mori, A. : Clinical 

and psychological studies on diabetic patients 

practicing home-monitoring blood glucose. The 

1st Congress of the Asian Chapter of the Interna-

tional College of Psychosomatic Medicine. May. 

Tokyo. 

6)西川嘉伸，繁田雅弘，俵木一志（常心荘川室病院），川

室優，清水信，森温理：老年期痴呆患者の心電図

R-R間隔の変動係数．第 80回日本精神神経学会． 5 

月．福岡．

7)大西 守：海外邦人・旅行者に対する精神衛生活動

の役割と問題点．第 80回日本精神神経学会． 5月．福

岡．

8) Mori, A., Kasahara, H. and Yuzawa, T.: A 

review of double-blind trials on second generation 

antidepressants in Japan. 14th C.I.N.P. Congress. 

June. Florence. 

9) Kasahara, H., Yuzawa, T. and Mori, A.: A 

multi-center clinical study on sustained release 

preparation of amitriptyline. 14th C.I.N.P. Con-

gress. June. Florence. 

10) Yuzawa, T., Kasahara, H. and Mori, A.: Lith-

ium-drug interaction altering the erythrocyte lith-

ium concentration by in vitro study. 14th C.I.N.P. 

Congress. June. Florence. 

11)井上栄吉，中山和彦，中川茂昭，宮田久嗣，田村 元，

大石雅之，笠原洋勇，森 温理：蛍光偏光免疫測定法に
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よる各種抗てんかん薬の測定ー特に Free-DPHにつ

いて．第 14回精神薬理研究会． 9月．名古屋．

12)中山和彦，中川茂昭，井上栄吉，宮田久嗣，大石雅之，

田村元，佐藤譲二，笠原洋勇，森温理：てんかんの

臨床薬理学的研究．第 18回日本てんかん学会． 10月．

宇都宮．

13)大石雅之，田村 元，井上栄吉，中川茂昭，中山和彦，

佐藤譲二，笠原洋勇，森 温理：当院精神科外来におけ

る抗てんかん薬の使用状況．第 101回成医会総会． 10

月．東京．

14)田中勝也，繁田雅弘，大西守，西川嘉伸，清水信，

森 温理，吉村正蔵：痴呆患者の脳循環．第 3回老年期

脳障害研究会． 10月．福岡．

15)恩田光信，岩瀬さつき，笠原洋勇，佐々木三男，森 温

理：リチウムイオンのサーカディアンリズムに及ぼす

影響．第 14回日本脳波・筋電図学会． 11月．北九州．

16)田村元，西川嘉伸，佐藤譲二，森温理：後頭部 a

帯域波の経時的な変化について．第 14回日本脳波・筋

電図学会． 11月．北九州．

17)増田直樹，大橋 真，豊原利樹，小松順一，北西憲二，

佐々木三男，森 温理，遠藤四郎（東京都精神医学研究

所） ：森田療法絶対臥褥期の睡眠覚醒リズムについて．

第 14回日本脳波・筋電図学会． 11月．北九州．

18)大橋 真，小松順一：絶対臥褥期における不安の変

化について．第 2回森田療法学会． 11月．浜松．

19)長山恵一，北西憲二，森 温理：森田療法の作業の役

割について．第 2回森田療法学会． 11月．浜松．

20)中山和彦：抗てんかん薬血中濃度の特徴と臨床応

用．第 1230回成医会例会シンポジウム． 2月．東京．

IV. 著 書

1)森 温理，佐藤譲二：初心者のための脳波の読み方．

新興医学出版．（1984)

2)佐々木三男：時差ボケの項分担執筆．鳥居鎮夫編：

朝倉書店． 149-1830984) 

V. その他

l)森 温理，西川嘉伸：初診ー4.精神疾患へのアプ

ローチ．総合臨床． 33:2224-2227 (1984) 

2)井上栄吉，中山和彦，中川茂昭，増茂尚志，佐藤譲二，

森温理：抗てんかん薬治療中，低 Ca血症を来たし

テタニ一発作に及び，脳波上三相波を品した一例．社会

精神医学研究所紀要． 13:1-5 (1984) 

3)笠原洋勇，恩田光信，湯沢 俊，玉置暢子，藤崎史代，

森温理，田野博宣，樺 恵，本橋信博，亀田治男，

猪股 出：血液透析を用いた急性リチウム中毒の 1

例．治療． 66: 175-181 0984) 

4)笠原洋勇：自殺念慮をもつ抑うつ状態．治療． 66:

101-105 (1984) 

5)小川 亮．秋山一郎，田中勝也，笠原洋勇，森温理，

常岡みちる，長野哲，遠藤洋一： Clenched First 

Syndromeを伴ったてんかん性精神病の 1例．精神医

学． 27:353-355 (1985) 
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小児科学

教授：前川喜平

教授：赤塚順一

助教授：衛藤義勝

講師 ：広 津卓 夫

講師 ：久 保政 勝

講師：伊藤文之

研 究概要

I. 神経研究班

小児神経学•発達神経学

小児血液学・悪性腫瘍

先天性代謝異常

小児血液学・悪性腫瘍

小児感染免疫学

先天性代謝異常

母子相互作用に関しては，奈良は母乳栄養の新生

児行動に及ぼす影響について研究し，母乳栄養は人

工栄養に対し新生児に安定した状態をもたらし， こ

の原因として吸啜時間，乳首の穴の大きさなどの組

み合わせにより，母乳行動そのものが新生児に影響

を与えることを明らかにした。松島は Kinkyhair病

(KHD)実験モデル TwicherMouseの神経病理学

的研究をおこない， KHDとの相違及び hemizygote

のみでなく， heterozygoteでも脳病変がみられるこ

とを明らかにした。 Pedoscopeによる新生児の出生

後の activityに関する研究で副田，臼井らは X-Y

recorder, ビデオ解析より新生児は出産ショック後

activityが増加し， これが一過性に低下し再び活発

となることを明らかにした。このことはビデオによ

る肉眼的解析においても， X-Yrecorder, data 

recorderの解析でも同様の結果が得られた。新生児

の重心に関する研究では早産児，満期 SFD児につ

いて出生後の重心点の推移と身体計測値並びに予後

について検討した。味覚の発達に関する研究では新

生児の味覚反応は原始反射と同様な反射的メカニズ

ムによることを，同一乳児の味覚反応を成長と共に

follow upすることにより解明した。乳幼児の気質

に関する研究では乳児期の気質に対する標準化と，

リスク因子，出生順位， 1-2カ月時気質との相関な

どについて検討した。障害児では廿楽らは低出生体

重で出生した障害児について過去 15年間の分析を

おこない，発生頻度そのものは変化ないのに対し，脳

性麻痺単独例の減少煩向と，重複障害児の増加煩向

を明らかにした。熊谷はポリグラフ的手技を使用し

て呼吸障害児， ArnoldChiari奇型の無呼吸発作の

メカニズムを解明し， これに東洋医学的針電気刺激

をおこなうことにより無呼吸発作の軽減を報告し

た。また多チャンネル表面筋電図の研究をおこなっ

のメカニズムとして下垂体後葉抗利尿ホルモンの日

内分泌サイクルの異常にもとづくことを明らかに

し， これにもとづく治療をおこない効果をあげてい

る。

II. 代謝研究班

現在代謝研究室は主要テーマとして先天性代謝異

常症の治療に関する基礎的研究とさらに遺伝子レベ

ルでの DNA診断をめざして，特に異染性脳白質変

性症の欠損酵素であるアリルサルファターゼ A,B 

の精製並びにモノクローナル抗体の作成を行ってい

る。アリルサルファターゼ Aの完全精製により

Amino acid Sequencerによりアミノ酸配列を決定

しそれに対応する DNAの合成を行い c-DNAを作

成する予定である。一方脳障害を合併する代謝疾患

の治療の基礎として脳白質ヽンストロフィーマウスを

用いて¢ーガラクト、ンターゼ含有リボゾームを作成

し治療の可能性を明らかにした。特に脳内に移行す

るリポゾームの targetingを分子レベルでその構造

の解明を行った。この他 NMRを用いての先天性代

謝異常症のスクリーニング法の開発，高速液体クロ

マトを用いての有機酸代謝異常症のスクリーニング

法， GC-MSを用いての有機酸の構造解析等を行っ

た。

III. 血液研究班

1) ITP:厚生省特発性造血障害調杏研究班の協

カ研究として，小児慢性 ITP107例の治療別長期予

後について報告した。

ITPに対する免疫グロブリン大量療法における

血小板結合蛋白 (PAigG)の動態を検索し，急性型

と慢性型では差のあることを発見し，両病型の病態

生理の異常を確認した。

2) BMT: 1982年 4月より，本学小児科で施行

した同種骨髄移植 5例（ALL4例，再不貧 1例）に

ついて解析した。全例生着をみとめ拒絶はみとめな

かった。再不貧で移植後 380日， ALLの 1例で 110

日の生存をみるが，今後，治療成績の向上のために

は，術後の感染症 (CMV，真菌感染）の抜本的対策

が望まれる。

3) 悪性腫瘍の治療：白血病，固型悪性腫瘍患者

の治療に当たり，本学小児科グルーフ］放射線科等

との集学的治療態勢ができあがり，治療成績の向上

が大いに期待される。

ている。 IV. アレルギー研究班

帆足は小児精神及び夜尿の研究をおこない，夜尿 Exercise-induced asthmaのlatereactionにつ
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いて 1985年， NewYorkにおける AmericanAcad-

emy of Allergy and Immunologyにおいて発表し，

EIAの新しい考え方を導入した（飯倉，永倉）。岡山

の臨床血液学会のシンポジウムにおいて斎藤は

Mast Cell/Basophilの培養についての指導的研究

を示した。また梅里の漠方薬の科学的分析における

一連の研究は高く評価されている。小幡は，呼吸筋

筋電図解析をもとにして呼吸中枢機能の解明を試み

ている。

今後の研究としては，上記以外には，母胎内感作

成立機序の解明を目的とした母体血，謄帯血，乳児

血中の特異的 IgE抗体， IgG,IgG.抗体の測定が進

行中である。

アレルギー班としては，増加の一途を辿る各種ア

レルギー疾患の臨床から生まれる各種の問題点を検

討し，研究テーマとしている。

V. 感染•免疫研究班

本年の活動の現況は以下のごとくである。

l) 好中球表面張力に関する研究は，福永・久保

を中心として，好中球表面張力と好中球機能の関連

を検討し，好中球遊走能と相関があること，細菌の

貪食により表面張力は増大すること，などを明らか

にした。

2) 好中球膜糖蛋白に関する研究は，永田・久保

を中心にして行っており，本邦 2例目の好中球膜糖

蛋白欠損を見いだした。

3) 伝染性紅斑の病因に関する研究では，岡部を

中心にしてその起炎ウイルスはヒトのパルボウイル

スであることを，酵素抗体法により明らかにした。

4) 松永は， glycogenesistype lbにおいて好中球

殺菌能の低下を認め，その原因は， hexose,mono-

phosphate shuntの異常であることを示唆した。

5) 小児にみられる若年性関節リウマチの細胞性

免疫能に関する研究は，和田らを中心に行っており，

リウマチ性疾患患者関節液では，通常 Tリンパ球優

位であるが， Tcell markerの 1つである ANAE陽

性リンパ球では，低値を示すという興味ある結果を

報告した。

VI. 腎臓班

l) 糸球体腎炎，ネフローゼ症候群 (NS)

MPGN 21症例の臨床病理学的検討で病理組織

像，発症年齢，発病後の期間と治療法，治療効果の

関連を明らかにした（太原，他）。 NSでは難治性お

よび頻回再発型 NSについて検討し， リポステロイ

ド療法（宮）11),維持パルス療法（羽鳥，他）の有用

性を示した。またステロイド療法の下垂体・副腎系

および腎尿細管に対する影響が検討された（羽鳥，

他）。

2) 難治性てんかんにみられる腎障害について臨

床例を中心に検討された（太原・臼井）。

3) 慢性腎不全 (CRF)

CRF児の血漿バナジウムを測定し， CRFでは高

値を示すことから腎機能の指標となることおよび

CRFの病態との関連が示唆された（望月，他）。 CRF

児の栄養管理上，保存期よりの蛋白制限の必要性に

ついて血漿，白血球内アミノ酸濃度，腎機能の推移

を中心に検討した（臼井，他）。

4) 尿中 TammHorsetail Glycoprotein (THP) 

の LaserN epherometryによる測定法の開発と各

種腎疾患における意義を検討し，尿中 THP排泄呈

がクレアチニンクリアランスと相関することを明ら

かにした（片山・臼井）。

5) 尿中 NAGisoenzyme 

各種腎疾患における尿中 NAGisoenzymeを測定

し，各組織間に B,I分画に差違が認められることを

明らかにした（村松・臼井）。

VII. 循環器研究班

先天性心疾患（左右短絡型）を中心とし心電図同

期法 RIァンジオで得られたデータから位相解析を

おこなっている。ホルター心電図を正常新生児約

200例に行い不整脈を解析している。川崎病の治療

方法としてのステロイド剤の評価をコントロールス

タディで行い， この治療がすぐれていることを確認

した。｀ンゴキシンの血中濃度と左心機能の相関を乳

児心室中隔欠損例を用いて経過観察し発表した。

研究業績

I. 原著論文

1. 神経•発達・障害児

l)後藤和利：中枢性化学受容野 (intermediatearea) 

とnucleusretroambigualisの呼吸性ニューロンとの

機能的連関．脳と発達． 16:427-434 (1984) 

2) Maekawa, K. and Y okoi, S.: Sucking Response 

to Taste and Infant Temperament. Jikeikai Medi-

cal Journal. 31: 229-235 (1984) 

3) Maekawa, K. and Y okoi, S. : Failure to Bear 

Weight in Vertical Suspension-Prospective Study 

of 78 Infants. Acta Paediatrica Japonica. 26: 447-

452 (1984) 

4) Maekawa, K., Nara, T., Soeda, A., Yokoi, S. and 

Kitani, N.: Breast Feeding and Neonatal Behavior-
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al state. Jikeikai Medical Journal. 31: 503-509 

0984) 

5)大倉殿子，渡部幸子，熊谷公明，奥山真紀子，徳重洋

子，堀田秀樹，前）1|喜平：杉並区南保健所和泉保健相談

所管内健診での熱性けいれん．小児科臨床． 37:2311-

2317 (1984) 

6)麻生昌子，屠合幸勝．山崎ユキ，廿楽重信：重症心身

障害児の検討第 1編 神経学的問題点について．日

本小児科学会雑誌． 88(4): 768-801 0984) 

7)熊谷公明，大倉慶子，前川喜平，他：杉並区南保健所

和泉保健相談所管内健診での熱性けいれん．小児科臨

床． 37:2311-2317 (1984) 

8)栗原まな，落合幸勝，山崎ユキ．廿楽重信：最近 10

年間の都立北療育園における発達障害児の流れの検

討．小児保健研究． 43(5):534-540 (1984) 

2. 代 謝

1) Tahara, T., Ito, F., Eto, Y. and Maekawa, K.: A 

high performance liquid chromatographic method 

for organic acids in urin of patient with organic 

acid metabolic defects. Jikeikai Med. J. 31: 499-

502 (1984) 

2) Eto, Y., Umezawa, F., Kasai, E., Kureha, Y., 

Sekiguchi, S., Tokoro, T. and Maekawa, K.: 

Fingerprint inclusions in Kidney of mouse globoid 

cell leukodystrophy (twitcher mice). Jikeikai 

Med. J. 31 : 199-202 0984) 

3) Ito, F., Sartwell, A.D. and Chou, ].Y.: 5'bromo-

2'-deoxyuridine induces placental alkaline phos-

phatase Biosynthesis in cultured choriocartinoma. 

Arch. Biochem. Biophys. 233 : 830-837 (1984) 

4) Ito, F. and Chou, J.Y.: Suppression of placental 

alkaline phosphatase biosynthesis by tunicamycin. 

J. Biol. Chem. 259: 14997-14999 (1984) 

5) Yamaguchi, S., Okuno, A., Eto, Y. and Maekawa, 

K. : Pathochemical study in a case of herediatary 

cerebral degenerating disease-lipo pigment accu-

mulation and peroxydase deficiency in brain. 

Tohoku J. Exp. Med. 145: 223-229 0985) 

6) Yamaguchi, S., Koda, N., Eto, Y. and Aoki, K.: 

Quick screening and diagnosis of organic acidemia 

by NMR urinalysis. J. Pediatr. 106 : 620-622 

(1985) 

7) Umezawa, F., Eto, Y., Tokoro, T., Ito, F. and 

Maekawa, K. : Enzyme Replacement with 

liposomes containing charonia lumpas beta-

galactosidase in murine globoid cell leukodystro-

phy. Biochem. Biophys. Res. Commun. 127 : 663-

667 (1985) 

8) Tokoro, T. and Eto, Y.: Increased urinary excre-

tion of acid mucopolysaccharides and glycopeptides 

in hypothyroidism following thyroid hormone ther-

apy. Eurp.]. Pediatr. 144: 84-86 (1985) 

3. 血液

1) Uchino, H., Yasunaga, K. and Akatsuka, J.: A 

cooperative clinical trial of high-dose immunog-

lobulin therapy in 177 cases of idiopathic throm-

bocytopenic purpura. Thromb. Haemostas. 51 : 

182-185 (1984) 

2)石戸谷尚子，他：正常新生児のビクミ ‘/K依存性凝

固因子の動態と母乳中ビタミン K含量の検討．日本新

生児学会雑誌． 20: 619-623 0984) 

3)恩田威文，他：血友病及び阻害物質発生例における

Proplexの使用経験．臨床血液． 25:1299-1305(1984) 

4)赤塚順一，広津卓夫，星 順隆，他：小児 ITPの重

症度の判定基準の甚礎的検討．臨床血液． 25:262-

266 0984) 

4. アレルギー

1) Saito, H., Sanai, Y., Nakamura, H., Watanabe, 

N., Ito, T. and Nagai, Y.: Enhancement of colonal 

proliferation of mouse mast cells by a tumor-

promoting phorbol ester. Cancer Research. 44 (5) : 

2110-2114 (1984) 

2) Iikura, Y., Inui, H., N agakura, T. and Lee, T.E. : 

Factors Predisposing to exercise-induced late asth-

matic response. The Journal of Allergy and Clini-

cal Immunology. 75 (2): 285-289 0985) 

3) Obata, T., Homma, L and Iikura, Y.: Clinical 

Applications of Respiratory Muscle Electromyogra-

phic Activity. (1) Relations Between Forced 

Expiratory Volume and Expiratory EMG in 

Asthma. Acta Paediatr. Jpn. 27: 131-137 (1985) 

5. 感染•免疫

1) Matsunaga, T. and Hitzig, W. : Glycogenesis lb: 

N eutrophil microbicidal defects due to impaired 

hexose monophosphate shunt. Pediatric research. 

18: 183 (1984) 

2) Okabe, N., Kobayashi, S., Tatsuzawa, 0. and 

Mortimer, P.P. : Detection of antibodies to human 

parvovirus in erythema infectiosum. Arch. Dis. 

Child. 59: 1016-1019 (1984) 

6. 腎臓

l)臼井信男，望月 弘，洪伯良，村松康男，太原博史，

高橋 究，羽鳥則夫，高橋研（国立療養所東栃木病

院） ：抗けいれん剤長期投与の電解質代謝におよぽす

影響．小児科診療． 47:2079-2084 0984) 

2) Tokushige, A., Higashino, H., Bernard M. Searle, 

Tamura, H., Kino, M., John D. Bogden and Abra-

ham Aviv (New Jersey Medical School): Cad-
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mi um Effect on the Na, K -A TPase System in 

Cultured Vascular Smooth Muscle Cells. Hyper-

tension. 6: 20-26 (1984) 

1 循環

l)簡 瑞祥，他： MCLSにおける副腎皮質ステロイド

剤の効果に関する再検討．小児科診療． 47:13670984) 

2)野中菩治，他： RIアンシオ法による小児の左室駆出

率の検討．小児科臨床． 37(5):988 (1984) 

3)小川 潔他：動脈管開存と僧帽弁閉鎮不全を伴っ

た先天性三尖弁閉鎖不全の 1乳児例．小児科臨床． 37:

1014 (1984) 

II. 総説

1)前川喜平：乳児の神経発達．公衆衛生． 48:15-

20 (1984) 

2)前川喜平：小児慢性疾患の指導・管理の実際ーWest

症候群と Lennox症候群ー．治療． 67: 31-35 (1985) 

3)堀 誠：小児の気道惑染症．小児科診療． 47:

11 (1984) 

4)赤塚順一，他：小児特発性血小板減少性紫斑病の免

疫グロフリン療法．小児科臨床． 38:31-38 (1985) 

5)星 順隆：移植片宿主反応(GVHR)とその対策．小

児看設． 8:93-99 (1985) 

6)広津卓夫：出血性素因，乳幼児診療のガイドライン，

プライマリケアーの立場から．小児科診療． 47:1685-

1689 (1985) 

7)衛藤義勝：生化学的立場からみた神経疾患．小児科

診療． 47(12): 9-15 (1984) 

8)衛藤義勝：先天代謝異常症，予防・治療・管理，先天

代謝異常症の動物モデル．小児内科． 17(2):273-

276 (1985) 

9)廿楽重信：障害児とりわけ脳性麻痺と重症心身障害

児の発育と発達の指導．日本医師会雑誌． 93(9):1787-

1793 (1985) 

10)臼井信男，望月 弘，吉村理恵，片山章，太原博史：

巣状糸球体硬化症一臨床経過と予後 ．小児内科． 16:

1295-1300 (1984) 

III. 学会発表

1. 神経班

1)前川喜平： （教育講演）発達神経学．第 87回日本小児

科学会総会． 5月．宇都宮．

2)横井茂夫，刷田敦裕，前川喜乎，他： Pedoscopeに

よる新生児の重心点に関する研究．第 87回日本小児科

学会総会． 5月．宇都宮．

3)帆足英一＊，衣川直子＊，二木 武＊ （＊都立母子保健

院・児），大橋紀代子＊＊，猪原玲子＊＊（＊＊東京女子医大・

児），川崎千里（長崎大・児） ：夜尿症に対する Desmo-

pressin (DDA VP)点鼻療法．第 26回日本小児神経学

会総会． 6月．大阪．

4)松島 宏，衛藤義勝．前川喜平： Brindlemouseの

形態学的研究． Heterozygoteに着目して．第 26回日

本小児神経学会総会． 6月．大阪．

5)落合幸勝，山崎ユキ，井田博幸，廿楽重信，前川喜平：

（発表展示）脳損傷児スクリーニングにおける追視テス

ト．第 87回日本小児科学会総会． 5月．宇都宮．

6)井田博幸，栗原まな，落合幸勝，山崎ユキ，廿楽重信：

0歳で脳性麻痺と診断した症例の検討 小児神経学的

観点から一．第 26回日本小児神経学会総会． 6月．大

阪．

2，代謝班

1) Eto, Y.: Liposome therapy in murine globoid cell 

leukodystrophy. 6th Congress of American Inborn 

Error of Metabolism. Asilomar, California, USA. 

(1985) 

2) Umezawa, F., Ida, H., Eto, Y. and Maekawa, K. : 

Enzyme replacement with liposomes in Twitcher 

mouse. 16th Annual Meeting of American Society 

of Neurochemistry. Baltimore, Maryland. (1985) 

3) Ida, H., Eto, Y. and Maekawa, K.: Comparative 

study of glycosphingolipids in kidney from murine 

globoid cell leukodsytrophy. 16th Annual Meeting 

American Society of Neurochemistry. Baltimore, 

Maryland. (1985) 

3. 腎臓班

l)臼井信男，洪伯良，高橋究，村松康男，太原博史，

宮川三平，羽鳥則夫，望月 弘，赤司俊二（埼玉県小児

医療センクー） ： （ワークショップ）小児期慢性腎不全

（保存療法期における食事制限の意義）．第 20回日本小

児腎臓病学会． 7月．神戸．

2)村松康男，臼井信男：イオ｀ノ交換クロマトグラ

フィーによる尿中 NAGisozymeの測定と，各種腎疾

患における臨床的意義．第 27回E本腎臓学会総会． 11

月．東京．

3)太原博史，村松康男，羽鳥則夫，宮川三乎，臼井信男，

赤司俊二（埼玉県小児医療センター），前川喜平：抗け

いれん剤投与中にみられたネフローゼ症候群．第 87回

日本小児科学会総会． 5月．宇都宮．

4. 循 環 班

1)野中善治：小児科領域における心電図同期心プール

シンチグラムによる位相解析 (phaseanalysis)の可能

性について．第 87回日本小児科学会総会． 5月．宇都

宮．

2)的場雅子：心不全乳児におけるジゴキシン血中レベ

ルと左心機能の相関．第 20回日本小児循環器学会． 6

月．松山．

3)浜田朗生：心疾患児安静時血中カテコラミン濃度．

第 20回日本小児循環器学会． 6月．松山．
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5. アレルギー班

l)乾宏行，小幡俊彦，植草忠，栗原和幸，飯倉洋治，

正木拓朗，永倉俊和： Exercise-induced late asth-

matic response (EILAR)に対する薬剤の効果と

chemical mediator． 第34回日本アレルギー学会総

会． 10月．京都．

2)飯倉洋冶，中村祐子，中村瓦志，岩枝俊直：新しいヒ

スタミン測定法とヒスタミン測定の問題点．第 34回日

本アレルキー学会総会． 10月．京都．

3)斎藤博久，中村弘典，飯倉洋治：マウス肥満細胞の

IL3非存在下での長期培養維持．第 34回日本アレル

ギー学会総会． 10月．京都．

6. 感染班

1)久保政勝： （シンポジウム）小児ブドウ球菌感染症の

臨床．第 58回日本感染症学会． 4月．東京．

7. 血液班

1)赤塚順一，栗山達，広津卓夫，星順隆，他：小児

慢性 ITPに対する免疫グロブリン大量静注療法と問

題点．第 87回日本小児科学会総会． 5月．宇都宮．

IV. 著書

1)前川喜平：微細脳障害の項分担執筆．亀山正邦，亀田

治男，高久史麿，阿部令彦編：今日の診断指針 1.医学

書院． 1410-1411(1985) 

2)赤塚順一：小児の特発性血小板減少性紫斑病の項分

担執筆．日野原重明，阿部正和編：今日の治療指針．医

学書院． 27:693 0985) 

3)星 順隆：再生不良性貧血の骨髄移植法．小児科診

療Q&A. 六法出版． 1638-16390984) 

4)衛藤義勝：糖蛋白質代謝異常症の項分担執筆．井村，

多田，重井編：臨床代謝学．朝倉書店．（1984)

5)広津卓夫： Histiocytosis-X. 小児科診療 Q & A. 

六法出版． 1764-17670984) 

V. その他

l)前川喜平：てんかん発作の誘因．てんかん講座．日本

てんかん協会． 6:78-127 (1984) 

2)前川喜平監修．井原成男監訳． SJ.グリーンスバン，

NT・ グリーンスパン著：小児の臨床面接法．南山堂．

(1985) 

3)前川喜平，今村栄一編集：小児科の進歩 No4. 診

断と治療社．東京．（1984)

4)前川喜平：乳幼児健診と小児科医の役割．小児科．

25: 493-499 (1984) 

5)廿楽重信：リハビリテーション医学と健康保険：

Cureの点数から Careの点数へ．総合リハビリテー

シンョン/. 1202) : 925 (1984) 

皮 膚 科 学

教授：新村箕人

講師：神田行雄

講師：小山啓一郎

講師：本田まり子

講師：上出良一

講師：石氏道夫

講師：伊藤宏士

講師：三原一郎

研究概要

I. 神経線維腫症

神経線維腫症・ウイルス性

皮膚疾患

皮膚外科療法

アトビー性皮膚炎

ウイルス性皮膚疾患

光線過敏症・アトピー性皮

膚炎

蒻麻疹

皮膚悪性腫瘍

皮膚病理学

厚生省特定疾患，神経皮膚症候群調査研究班の班

員として神経線維腫症の研究を行っている。これま

でに自験例が 800例を超えているが，本症では多彩

な症候がみられ，皮膚のみならず，中枢神経系，眼，

骨などの病変を伴うので，脳外科，眼科，整形外科，

耳鼻科などの協力を得て，本症を多角的にとらえ，病

型分類を試みている。当教室では神経線維腫の組織

培養を行い，培養細胞におよぼす nervegrowth fac-

torの影響について研究を行っている。

II. ウイルス性皮膚疾患

1. ウイルス性梵贅

ヒト乳頭腫ウイルス (HPV)は， DNA腫瘍ウイ

ルスの 1つであり，皮膚に良性腫揚である尋常性梵

贅，青年性扁平梵贅尖圭コンジローム，梵贅状表

皮発育異常症などの各種の充贅を発生させる。現在

HPVのDNAsequenceの差により少なくとも 32

型に分類され，これらの梵贅以外に皮眉泌尿器癌，子

宮頸癌等の悪性腫瘍の発生にも何らかの役割を果た

しているものと考えられているが， HPVは実験動

物あるいは組織培養などにおいてウイルスの増殖に

成功していないためにその研究は非常に困難を要し

ている。我々の研究テーマの 1つである梵贅状表皮

発育異常症 (EV)は振風様皮疹が幼児期より全身に

多発し， 30歳を過ぎると EVの 1/3に種々の皮膚悪

性腫瘍が多発する。本症の癒風様皮疹には多数の

HPVが認められるが，その皮膚悪性腫瘍内にもウ

イルスゲノムが存在することを確認した。更に EV

に発生した皮膚悪性腫瘍細胞の培養に成功し，初代

培養細胞およびそれから得られた数種の singlecell 

clone中の 1cloneにウイルスゲノムを見いだした
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が，継代を重ねることによりそのウイルスゲノムは

消失した。 insitu hybridization法にて転移巣内の

ウイルスゲノムの分布を調べたところ，腫瘍細胞の

すべてに検出されず，一部の腫瘍細胞核内に認めら

れた。また，転移巣間の HPV・DNA量を検索したと

ころ，各転移巣間で異なっていた。以上より， HPV・

DNAは癌化には関与するが，悪性腫瘍細胞の増殖

維持には必要ないものと考えられ，更に検索を進め

ている。

また，最近 HPV感染と無関係と思われていた

Bowen病にもウイルスゲノムを検出したため，各種

皮膚悪性腫瘍と HPVの関係，更に近年注目されて

いる genitalcancerについても検索を行っている。

2. 単純ヘルペス

単純ヘルペス (HSV)は，その生物学的，物理化

学的，免疫学的差異により 1型， 2型に分類される。

1型は主として口唇を中心として上半身を， 2型は

性器を中心として下半身をおかすとされているが，

厳密なものではなく，陰部ヘルペスの初感染の約

70%は1型感染によるものとされている。 2型はそ

の生物学的特徴として再発を度々繰り返し，患者を

非常に悩ますために，ヘルペスの型分類は臨床上必

要欠くべからざるものとなっている。当教室におい

て， ウイルスの分離同定を Vero細胞での細胞変性

効果の性状，免疫蛍光法，および HSV感染細胞

DNAの制限酵素切断パターンにより行い， HSV感

染症の疫学的調査を行っているが，近年指摘されて

いるように 2型感染者が増加してきている。現時点

での本症の抗ウイルス剤として， Ara-A,Ara-C,ア

シクロビル等があるが，いずれの薬剤も再発を予防

できない。一般に 2型感染者は 1型感染者に比し，

HSV抗体価が低い傾向がみられ，このために 2型

感染者は頻回に再発を繰り返すことが考えられる。

我々は感度が高いといわれる ELISA法 (enzyme-

linked immunosolbent assay)を用い， HSV感染

免疫についても検索を行っている。

3. 伝染性軟属腫

伝染性軟属腫はポックスウイルス科に属する

DNA腫瘍ウイルスであるが，主として小児の皮膚

に感染し，中心膊嵩を有する腫瘤を多発させる。近

年成人にも感染するようになり sexuallytransmit・

ted disease (STD)の1つとして注目されている。こ

のウイルスも感受性が認められているのはヒトのみ

で，動物や培養細胞を用いるウイルス分離には成功

していない。この腫瘍形成機構は細胞核内で増殖す

る他のウイルス科の腫傷ウイルスとは異なり，細胞

質内がウイルスの増殖の場となる。従って細胞をト

ランスフォームさせることはない。ある一定期間存

続した後自然に変性脱落して治癒する。この治癒

機構は未だ明らかにされておらず， ウイルスに対す

る中和抗体が新たな感染細胞の出現を阻止し，腫癌

の増大停止をおこさせ，細胞性免疫が腫瘍の変性脱

落に関与しているといわれている。

当教室において本症の疫学的調査および免疫学的

検索を行っているが，今のところ STDとしての本

症は認められておらず，罹患期間および腫瘤数に比

例して IgG値の上昇が認められている。

III. 光線過敏症

臨床的研究として当科の日光過敏専門外来を訪れ

た患者について，紫外線による最小紅斑量測定，光

パッチテスト，ポルフィリン体の定量などを行ない，

薬剤，香料などによる光線過敏症，異型ポルフィリ

ア，色素性乾皮症， 日光蒻麻疹，多形日光疹，種痘

様発疹症， 日光性扁平苔癬， 5-FUによるエリテマ

トーデスなどを確定診断し，その発症機序について

検討を加えてきた。

一方，基礎的研究として光化学療法 (PUVA)の

皮膚マスト細胞に対する影響を検討した。 invivoの

実験で PUVAはラットの受動皮膚アナフィラキ

シーや compound48/80による血管透過性冗進を抑

制することを明らかにした。さらに， ラット腹腔マ

スト細胞を用いた invitroの実験でも， compound

48/80によるマスト細胞の脱顆粒は PUVAにより

抑制された。これらのことよりマストサイトーシス

や日光森麻疹の治療における PUVAの作用機序が

明確になった。尚，本研究では寄生虫学教室の渡辺

直煕講師に多大な御助言を頂いた。

IV. 薔麻疹

暮麻疹はありふれた疾患であり，一般には食餌等

の1型アレルギーで引き起こされるものと思われて

いるが，実際の日常診療で遭遇する慢性蒜麻疹の多

くは食餌アレルギーを有していることはむしろ少な

く，原因不明のまま種々の治療がおこなわれること

が多い。われわれは慢性壽麻疹における自律神経の

関与について， コリナージック・レセプクーおよび

アドレナリージック・レセプクーを中心に研究し，こ

れらレセプクーの異常が関与し得る可能性を示唆し

た。さらにアスピリンおよび食品添加物の慢性壽麻

疹に対する影響について，内服試験を施行し臨床的

に検討中である。またわれわれは膨疹の持続時間の

長い壽麻疹に注目し，皮内反応 •lgE-RAST ・病理

組織学的検査・治療等臨床的に種々の検討をおこ
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なっている。

（編集部より） 笹川正二教授は昭和 59年 3月 31

日をもって定年退職された。皮膚科学講座担当教授

には，新村箕人助教授が選出され， 4月 1日就任され

た。

研 究業績

I. 原著論文

l. 神経線維腫症

l)新村慎人：レックリングハウゼン病とプリングル

病． 日本小児皮会誌． 3:69-74 (1984) 

2)新村員人，市原隆： Malignantschwannomaを合

併したレックリングハウゼン病．日本医事新報「ジュニ

ア版」． 236:3-6 (1984) 

3) Shishiba, T. （佼成病院）， Niimura,M., Ohtsuka, 

F.• and Tsuru, N.• （＊東大） ：Multiple neurilem-

momas as a skin manifestation of neurilem-

momatosis. Amer. Acad. Dermatol. 10: 744-754 

(1984) 

2. ウイルス性皮膚疾患

1) Honda, M. and Niimura, M.: Malignant skin 

tumor and derived cells in tissue culture from a 

patient with epidermodysplasia verruciformis. 

Proc. Jpn. Soc. Invest. Dermatol. 9: 89-90 (1985) 

2)本田まりこ，新村員人：尭贅状表皮発育異常症に発

生したエクリン汗器官癌由来培養細胞株の性状． 日皮

会誌． 95:145-155 (1985) 

3)新村慎人，田中 栄：陰部伝染性軟属腫．臨床医． 10:

1440-1441 (1984) 

4)新村員人，市原 隆：ヘルペスによる痛み．臨床神経

科学． 2:1286-1287 (1984) 

3. 光線過敏症

1) Kamide, R., Gili, I.* and Lim, H.W.• (*Univ. 

California S.D.) : Participation of mast cells and 

compliment in the immediate phase of hematopor-

phyrin-induced phototoxicity. J. Invest. Dermatol. 

82: 485-490 (1984) 

2) Lim, H.W.* Kamide, R. and Gili, I.* (*Univ. 

California S.D.) : Effect of captopril on the vascu-

Jar permeability change induced by C5a, histamine 

and compound 48/80. Brit. J. Dermatol. 112: 43-51 

(1985) 

4. その他

l)石氏道夫，石田 卓，仲田佳子，新村員人：鱗状毛包

性角化症．皮膚病診療． 6:213-216 (1984) 

II. 総説

l)新村員人：性行為感染症の臨床．モダンメディシン．

13: 26-30 (1984) 

III. 学会発表

1) N iimura, M. : Intralesional human fibroblast 

interferon in warts in patients with epidermodys-

plasia verruciformis. Symposium on phar-

macological and clinical approches to herpes vir-

uses and virus chemotherapy. Oiso. 

2) Niimura, M.: Effect of Ara-A against herpes 

zoster as a complication of malignant tumors. 

Symposium on pharmacological and clinical ap-

proches to herpes viruses and virus chemotherapy. 

Oiso. 

3) Honda, M. and Niimura, M.: Characterization of 

eccrine carcinoma from a patient with epider-

modysplasia verruciformis established in tissue 

culture. 45th The Society for Investigative Derma-

tology. Washington D.C. 

4) Ishiuji, M., Honda, M. and Niimura, M.: 

Intralesional human fibroblast interferon in warts 

in patients with epidermodysplasia verruciformis. 

12th Pacific Skin Research Club. San Francisco. 

5) Ostrow, R.S. (Univ. Minnesota) and Niimura, 

M.: Detection・ of HPV DNA in benign 

premalignant and malignant genital tissue. Third 

International Workshop of Papillomaviruses. 

Kyoto. 

6)上出良一：ヘマトボルフィリン光線過敏症における

マスト細胞および補体の関与．第 83回日皮会学術大

会． 6月．札幌．

7)本田まりこ，新村箕人：梵贅状表皮発育異常症患者

より発症した皮膚腫瘍の腹腔内転移巣由来樹立株の性

状一第 2報ー．第 83回日皮会学術大会． 6月．札幌．

8)新村箕人，伊藤宏士，横井 清，北島晴夫（慈大小児

科） ：Epidermal nevus syndromeの1例．第 83回日

皮会学術大会． 6月．札幌．

9)新村員人：インターフェロンによる梵贅の治療．第

83回日皮会学術大会． 6月．札幌．

10)本田まりこ，新村員人：梵贅状表皮発育異常症患者

より発症した皮膚悪性腫瘍とその培養細胞について．

第 9回日本研究皮膚科学会． 7月．横浜．

11)石田 卓，本田まりこ，新村箕人：抗パピローマウイ

ルス抗体によるウイルス性梵贅の検討．第 9回日本研

究皮膚科学会． 7月．横浜．

12)太田有史，伊藤宏士，本田まりこ，上出良一，新村慎

人：乳房外 Paget病と乳癌の合併した 1例．第 35回

日皮会中部支部学術大会． 9月．大阪．

-lll-



13)小澤雅邦，田中 栄，上出良一：腎透析患者にみられ

た Kyrle病．第 48回日皮会東日本学術大会． 11月．浜

松．

14)三原一郎，坂本哲也： Sebaceomaの 1例．第 48回日

皮会東日本学術大会． 11月．浜松．

15)石氏道夫，坂本哲也，大木 和，仲田佳子，水野哲郎，

本田まりこ，新村員人，今村典嗣＊，尾田芳隆＊（＊慈大

第 2内科） ：高 Ca血症をきたし急激な死の転帰を

とった悪性線維性組織球腫の 1例．第 36回日皮会西部

支部学術大会． 11月．北九州．

16)石田卓，石地尚興，本田まりこ，新村員人：

Myrmeciaの4例．第 36回日皮会西部支部学術大会．

11月．北九州．

17)稲葉義方，三原一郎，新村員人：全身性白皮症に生じ

た悪性黒色腫．第 618回日皮会合同臨床地方会． 2月．

東京．

18)大木 和，本田まりこ，新村員人，川上知吉（ダイシ

バ）：螢光抗体法による単純性疱疹皮疹の型別診断．第

619回日皮会研究東京地方会． 3月．東京．

19)田中 栄，本田まりこ，新村員人： ELSIA法による

伝染性軟属腫患者血清中の IgG抗体の検出．第 619回

日皮会研究東京地方会． 3月．東京．

20)本田まりこ，新村置人，藤多和信＊，吉本 慎＊，大野

典也＊ （＊慈大・細菌） ：ビオチン標織 DNAプローブを

用いたヒト乳頭腫ウイルス感染症の in situ hybridi-

zation法．第 619回日皮会研究東京地方会． 3月．東京．

IV. 著書

l)新村慎人：ウイルス性皮膚疾患の項分担執筆．小嶋

理一他編：臨床老年医学大系．情報開発研究所． 14:

218-222 (1984) 

2)新村員人：ウイルス性皮膚疾患の項分担執筆．池田

重雄編：エッセンシアルレクチェー皮膚科．メジカル

ビュー社． 273-284(1984) 

3)新村員人：ウイルス性梵贅の項分担執筆． 日野原重

明他編：今日の治療指針．医学書院． 27:588 (1984) 

4)上出良一：硬化性萎縮性苔癬，新生児皮下脂肪萎縮

症の項分担執筆．福代良一他編：皮膚科診断治療大系．

3: 100-107 (1985) 

5)新村箕人：レックリングハウゼン病の項分担執筆．

福代良一他編：皮膚科診断治療大系．講談社． 4:24-

27 (1985) 

V. その他

l)新村員人，上出良一：神経線維腫症の研究一神経線

維腫にみられるマスト細胞について一．厚生省特定疾

患神経皮膚症候群調査研究班昭和 58年度報告書． 127-

129 (1984) 

2)新村員人，太田有史，本田まりこ：神経線維腫症の研

究一神経線維腫症と NGF-．同上． llS-126(1984) 

3)新村員人：帯状疱疹．東京都医師会雑誌． 37:591-

600 (1984) 
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放射線医学

教授 ：望 月幸 夫 放射線治療学・放射線生物

た子

教授：五味 誠 放射線治療学

助教授：多田 信平 放射線診断学

助教授：川上憲司 核医学

講師：山下 孝 放射線治療学・放射線免疫

呂子

講師 ：原 田潤 太 放射線診断学

講師：関谷 透 放射線診断学

研究概要

I. CTと超音波断層法による研究

l) 核磁気共鳴 (NMR)

CTは脳・脳幹部脊髄神経等の中枢神経系疾患に

対しての有用性は明らかになりつつある。特に，後

頭蓋腐から頭蓋脊椎移行部においては X線 CTそ

の他の検査法より有効である。脳梗塞においては X

線CTより感受性が高く，より早期に診断可能であ

る。脳腫瘍の緩和時問は組織特異性が今のところ見

いだされていない。

2) 胆道系の画像診断

経ロ・経静脈性胆道造影 7,642例について，種々

の検討を行なっている。経口胆襄造影法において

胆嚢結石例は855例 (15.7%），無石例は3,647例

(67%）であり，結石の有無と胆嚢収縮率の間に有意

の関連性はない。胆嚢の大きさ，形態と胆嚢収縮率

との問にも胆嚢収縮率に有意差がみられなかった。

胆道疾患において X線CTは重要な検査であり，特

に悪性腫瘍における肝十二指腸間膜における病変の

範囲を診断するのに極めて有効と考えられる。

3) 腎の画像診断

腎細胞癌の診断，特に stagingには X線 CTが極

めて有効で他の診断法に勝る。超音波断層により小

さな腎細胞癌を発見することが可能である。腎細胞

癌は径 5cm以内であると echogenicityが低く，大

きさとともに echogenicityが高くなる傾向があり，

壊死により再び低くなる。超音波断層は腫瘤性病変

のみならず，禰漫性病変の診断にも有効で，慢性糸

球体腎炎において腎皮質エコーレベルの上昇とクレ

アチヽンニンクリアランスの低下とはよく相関する。

痛風腎では逆に髄質のエコーレベルが上昇する。

II. 核医学

核医学では呼吸器疾患，循環器疾患，末梢循環動

態悪性腫瘍検索などの臨床研究のほか，核医学装

置に関する基礎的研究も行なった。

l) 呼吸器疾患：小児喘息，びまん性汎細気管支

炎などの慢性閉塞性肺疾患，胸部術後症例，肺塞栓

症などを対象として，肺換気，血流分布の測定，粘

液線毛運動の検査などを行なった。換気・血流ミス

マッチの程度は肺塞栓症の治療方針，経過観察にお

いて重要であり， コンピュータにより， ミスマッチ

の定量評価を試みた。気道系の粘液線毛運動は肺の

非呼吸性機能の 1つで，異物や喀痰排出機能あるい

は，体位ドレナージの効果からも重要である。薬剤

あるいは体位変換による粘液線毛運動の変化につい

て検討した。

2) 循環器疾患：今年度は核医学データ処理装置

としてシンチパック 2400が設置された。これを利用

して 201T1心筋シンチグラムの SPECT像が容易に

得られるようになり，心筋血流の微細な変化をとら

えることが可能となった。本年度は虚血性心疾患を

対象として運動負荷前後の血流変化について検討し

た。さらに， 99mTC-RBCを使用した心電図同期心

プール検査を SPECTを用いて行ない，局所壁運動

や駆出率の変化について研究中である。

3) 末梢循環：これまで，大凝集アルブミン (99m

Tc-MAA)の大腿動注法により，主として糖尿病性

末梢循環障害について研究してきたが，新たに 201T1

動注法を加えて，糖尿病性シャルコー関節の病態に

ついて検討した。

核医学イメージング委員会における協同研究とし

て，核医学イメージングの規格化，骨シンチグラフィ

の診断的有効度， 123!-IMPによる脳血流定星化など

について研究報告した。

III. 放射線治療学

L 基礎的研究一主に放射線生物学一

l) 放射線腫瘍免疫に関する研究

放射線治療により生じる抗腫瘍免疫能を利用した

癌の治療法の研究を行なっている。マウス移植腫瘍

系で放射線治療と，抑制性 T—細胞を減少させる程

度の化学療法剤を併用することによる治療効果を検

討したところ，相加効果以上の効果を認めた。組織

レベルの効果について検討した結果（病理学教室高

木敬三氏御協力による），放射線治療と化学療法の併

用により，著しいリンパ球系細胞の集積を認めた。

2) ベンズアルデヒドと放射線治療に関する研究

抗腫瘍剤ベンズアルデヒドと放射線治療の有効な

組み合わせの墓礎的研究をマウス移植腫瘍系で行

なっている。放射線治療による腫瘍の縮小の促進効

-113-



果と再発の抑制効果を認めている。

3) 免疫賦活物質である Ge,Tp-5と放射線治療

の併用効果

当科で継代移植しているマウス腫瘍実験系で，腫

瘍増殖に及ぼす併用の効果について検討した。併用

により相加効果を認めた。尚， Geは癌の予防薬とし

て市販されているものであり， Tp-5はリンパ球CT-

cell)の分化促進物質である。

4) 直流電流通電による癌の治療

昨年に続き，効果発現のメカニズムを含めて研究

を行なっている。 2月に本学で全国の研究者と共に

研究会を開催した。又，東大工学部と筑波大工学部

との共用研究を開始して工学，医学の面からアプ

ローチを行なっている。

5) 温熱療法の甚礎的研究

ウサギ及び犬で RF波及びMW波による加温下

での血流の変化をアイソトープを用いて調べた。又，

ラット脂肪肝を用いて脂肪肝に対する加温の効果を

検討した。

2. 臨床研究

1) 温熱療法と放射線治療との併用療法の研究

最近，癌の治療法として注目を浴びている温熱療

法と放射線療法との併用がさらに効果的であること

を示す研究結果があり，多くの癌について併用療法

が試みられている。 RF波加温装置や組織内温度装

置の進歩により，加温技術は急速に進歩しており，

肝・胆道系癌，肺癌，乳癌転移巣，食道癌など深在

性腫瘍に対して 13.56MHz RF波加温と放射線治

療の併用治療を試みた。内科，外科と共同研究を行

なっている。

2) 新しい密封小線源治療による組織内照射の研

究

最近開発された 192Ir密封小線源 (192Jrワイア，

192Irリボン）は線源が小さく，後填法に便利である

こと， 自由な線量率で使用できることなどの利点を

もち， これからの線源として期待されている。この

線源による効果的な組織内照射法についての臨床研

究を行なった。特に胆管癌に応用した。

3) 全身照射法に関する研究

悪性リンパ腫，菌状息肉症の治療あるいは白血病

のための骨髄移植に際して全身照射が行なわれるこ

とが多くなっているが，その照射術式に関する臨床

研究を行なった。 TBI（全身照射）に代わり， TNI

（全リンバ節照射）も行なっている。

4) 癌の集学的治療における放射線の役割につい

ての研究

癌の集学的治療における放射線の役割は必ずしも

確立されていない。各科と提携して肺癌，消化器癌，

悪性リンパ腫，小児腫瘍，乳癌を中心に，よりよい

放射線治療の場を求めて種々の臨床研究がなされて

しヽる。

研究業績

I. 原著論文

1. X線診断学に関する研究

1)山田哲久，原田潤太，多田信平： NMR-CTによる大

動脈解離の診断能と有用性． NMR医学． 4:107-

113 0984) 

2)山田哲久，高宮 誠，小塚隆弘，中島伸之：大動脈解

離における静注 DigitalSubtraction Angiography 

CIVDSA)の診断能の検討．臨床放射線． 29:23-29 

(1984) 

3)福田国彦，畑雄一，関谷透多田信平： Current

Topics-NMR-CT. 病理と臨床． 2:142-145 (1984) 

4) Sekiya, T., Foster, C.J., Sherwood, I.I., Lucas, S. 

B., Kahn, M.K. and Miller, J.P.: Computed tomo-

graphic appearances of cardiac amyloidosis. 

British Heart Journal. 51: 519-22 0984) 

5)関谷透，杉本寿美子，福田安，石井千佳子，畑雄

ー，小林はる美多田信平：下垂体の磁気共鳴像．

NMR医学． 4:99-106 (1984) 

6) Foster, C.J., Sekiya, T., Brownlee, W.C. and 

Sherwood, I.I. : Computed tomographic assessment 

of coronary artery bypass grafts. British Heart 

Journal. 52: 24-9 0984) 

7) Griffin, J.F., Sekiya, T. and Sherwood, I.I.: 

Computed tomography of pararenal fluid collec-

tions in acute pancreatitis. Clinical Radiology. 35: 

181-4 (1984) 

8)山岸二郎，多田信平：腎，副腎 CT診断のピット

フォール．画像診断． 4:917-922 0984) 

9)山口 学，畑雄一，小林はる美，宮本幸夫，多田信

平：脳梗塞の NMR-CT. NMR医学． 4:114 -

123 (1984) 

10)畑 雄一，多田信平：悪性腫瘍の NMR-CT. 癌と

化学療法． 11: 1155-1164 (1984) 

11) Sugimoto, S., Tsujimoto, F., Kato, Y., Tada, S., 

Onishi, T., Masuda, F. and Machida, T.: Sonogra-

phic patterns of renal cell carcinoma with emphasis 

on relation to tumor size. Journal of Clinical 

Ultrasound. 12: 247-250 0984) 

12)多田信平：非外傷性腹部疾患一腹部単純撮影の意義

ー．臨床放射線． 29:705-710 (1984) 

13)多田信平，関谷透，畑雄一，山口学：核磁気共

鳴画像一その診療の現況ー．臨床放射線． 29:741-

751 (1984) 
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14)石井千佳子，関谷 透：特集／悪性腫瘍一悪性腫瘍の

診断一方法とその臨床的意義ーコンピューク断層．臨

床成人病． 14:1249-1253 (1984) 

15)河合 隆，山梨俊志，水沼仁孝，多田信平：上部消化

管検査における下剤ピコスルファートナトリウムの使

用経験．臨床放射線． 29: 929-931 (1984) 

16)山岸二郎，川上憲司，多田信平：先天性気管支閉鎖症

の 1例一肺換気シンチグラムを中心に一．臨床放射線．

29: 1115-1118 (1984) 

17)畑雄一，小林はる美，関谷透，原田潤太，多田信

平：多発性硬化症の常電導磁気共鳴画像．画像診断． 4:

1110-1118 (1984) 
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の経験．第 43回日医放学会． 3月．松本．
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2)浜田政彦，多田信平，平松慶博：国試から見た放射線

科学一出題の分析と対策ー．中外医学社．（1984)
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4)川上憲司：第 2種 ME技術実力検定試験対策と問

題解説集（吉村正蔵監修）． コロナ社．（1984)
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第 1 外科学

教授：桜井健司 一般外科・血管外科・肝，胆

道外科

教授：鈴木正弥 一般外科・消化器外科・悪

性腫瘍・救急外科

助教授：伊坪喜八郎 胸部外科

講師：石川正昭 一般外科・臨床免疫・内分

泌外科・血管外科

講師 ：河 井啓 三 消化器外科・消化器 ME・

レーザー外科

講師 ：養 田俊 之 血管外科

講 師： 山崎 洋次 小児外科

開大，癌巣部の蒸散などを行なうと同時に，それに

付帯した臨床研究，とくに Vater乳頭部近傍の憩室

とLemme!症候群との関連性を研究している。

3) 大腸疾患に関する研究

大腸早期癌および腺腫を病理形態学的および粘液

組織化学的に研究したところ，癌の共存する腺腫の

異型度とその腺管上皮の粘液組織組成の変化は相関

することが認められた。

家族性大腸ボリボーシス症例の摘出標本を全割し

て腺腫と癌の因果関係， denovo cancer発生の可能

性などを引き続き検討している。

最近，大腸憩室症はわが国でも増加し，その発生

パターンも欧米型に近づいている。教室例でもこの

10年間に発生頻度は 1.5倍に増加しており，その発

生部位すなわち右側型か左側型かの統計は今後輿味

研究概要 深い傾向を示すものと思われる。

I. 消化器に関する研究 人工肛門造設術式および管理に関する啓蒙および

1) 炭酸ガスレーザーメスの臨床応用に関する研 研究は引き続き行なっている。管理が困難といわれ

究 ているイレオストミーについて皮膚管理状況を検討

最近，中等度出力 (30W前後）のコンパクトタイ したが，皮膚病変を合併する潰瘍性大腸炎では既存

プ炭酸ガスレーザーメス装置が普及する煩向にある の皮膚保護剤といえども必ずしも安心できないこと

が，その背景には小外科領域においてレーザーメス が分かった。全身的概念のもとで管理する必要性が

の臨床応用のニーズが高まってきているためと思わ 示唆された。なお，これまで教室で行なってきた経

れる。そこでわれわれは肛門部の外科，とくに痔核 腹直筋的人工肛門造設術は，晩期合併症の発生率か

を対象とした炭酸ガスレーザーメスによる根治手術 らみても優れた方式であることが再確認された。

の新しい術式に関する検討を行なった。この術式は，

Milligan-Morgan法による結紫・切除・開放術式を

基本にしてアレンジしたものであるが，これは従来

の方法に比べて手術時間の短縮，出血量の減少，術

後疼痛の軽滅，治療期問の短縮をもたらすと期待さ

れ，多くの有利な点のあることを実証した。

2) 肝・胆・膵に関する研究

最近の画像診断の進歩に伴い，われわれの切除可

能な原発性肝癌症例も増加してきている。しかし診

断面において予後にも関係する小さな娘結節の描出

には未だ不十分な点があるため，肝動脈撮影時油性

造影剤であるリピオドールを注入して，後日 CT撮

影を行なうと同時に肝切除例についてレピオドール

注入による正常肝細胞および腫瘍細胞に対する影響

を検討した。

肝動脈塞栓術は切除不能肝癌症例に対して行なわ

れる治療法の 1つであるが，その適応基準，効果お

よび合併症について検討し発表した。

消化器内視鏡は消化器系疾患の診断と治療には欠

かせない手段である。内視鏡的手技を駆使して

Vater乳頭ドレナージ，食道静脈瘤の内視鏡的硬化

療法， レーザーによる消化管出血の治療，狭窄部の

II. 血管外科に関する研究

末梢血管疾患は最近増加の傾向にあり， これら疾

患に対する診断，治療も進歩してきた。診断面では

非侵襲的検査法が注目されている。従来は下肢の血

行動態を観察するのに， Doppler血流計による pres-

sure index,血流速パターン解析などが行なわれて

きたが，下肢血行動態の循環抵抗を定量化すること

は比較的困難であった。そこでわれわれは QFM（超

音波定量的血流量測定装置）により，下肢末梢動脈

のWALLMOTIONの変化を用いた動脈硬化の判

定，および下肢血行障害者の患肢，健常肢の比較を

末梢血管抵抗と容積弾性率で定量化し，慢性下肢動

脈閉塞症の血行動態はいかに変化するかを比較検討

している。

容積脈波測定は，現在では診断上ルーチンに行な

われているが，その解析はアナログデータとして行

なわれている。われわれは末梢血管の血流動態，脈

波を数値的，定量的にとらえるため， SignalProces-

sorによりデータの AD変換をして，コンピュー

ターで健常肢と患肢の波形比較を行なっている。

人工血管の応用として，人工透析に taper型
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Gore-tex血管が透析用 A-Vfistulaに有効である

ことも報告した。

III. 乳腺・内分泌腺関連の研究

l) 甲状腺に関する研究

原発巣不明の頸部腫瘤に対して穿剌吸引細胞診を

行ない， thyroglobulin値を測定し甲状腺癌の転移で

あることを確認した。さらに， この方法で得られた

細胞にカルシトニン染色を施し髄様癌の診断が得ら

れるかどうかを試みた。また甲状腺乳頭癌に特異的

に見られる砂粒小体が超音波的に描出できるかどう

かを検討中である。

甲状腺癌が陽性像として描出される Tlシンチお

よび陰性像を示す Tcシンチに注目し， これらの両

画像を重ね合わせる Tl・ Tcサブトラクションシン

チを行なうことによって癌をよりはっきり描出でき

る方法を研究中である。

なお教室で経験した甲状腺再手術症例を検討し，

甲状腺分化癌に対しては初回手術が適切に行なわれ

ることが重要であることを確認した。

2) 乳腺に関する研究

欧米では乳癌を familialdiseaseといわれて家族

発生をしやすい悪性腫瘍とされている。欧米より発

生率が少ないわが国においても同様な傾向があるか

どうかを過去 25年間に経験した乳癌と乳腺症との

家族歴を比較したところ，やはりその煩向があるこ

とが分かった。

現在，乳腺腫瘤の鑑別診断には触診のほかに画像

診断も用いられるが，われわれは触診による乳癌誤

診因子について検討し，触診による正診率をいかに

高めるかを報告した。乳癌にたいする集学的治療の

結果については現在解析中である。

なお最近，各臓器腫瘍の形態学的診断法として穿

剌吸引細胞診がひろく用いられているが，教室では

甲状腺，乳腺，軟部組織腫瘍の診断に穿刺吸引細胞

診を応用し，摘出標本の病理組織診断と比較検討し，

その有用性を認めた。

IV. 小児外科の研究

教室におけるポリグラフ，データレコーダなどの

機器整備に伴い，胃食道逆流現象について食道内圧，

24時間 pHモニターの詳細な検討が可能となった

ため， この病態の解明，手術法の改良に取り組み良

好な成績を得ている。

臨床研究では，引き続き新生児外科，小児の胆道

疾患（胆道閉鎖症，総胆管拡張症），悪性固形腫瘍（神

経芽腫， Wilms腫瘍）を中心に臨床データの集積を

行なっている。

実験研究面では，周産期における腸管の発達，分

化を外科的立場から画像解析的手法を用いて研究し

ている。またヒト Hirschsprung病の実験モデルで

ある aganglionosisラットの血清，血球 Ach.Ester-

aseの測定を行ない， Hirschsprung病の生化学的診

断法を研究中である。

V. その他

教授桜井健司は昭和 60年 2月 16日第 716回外科

集談会を開催した。

研究業績

I. 原著論文

1． 消化器外科関連の研究

1)山本敬雄：高位脊髄損傷者における急性腹症の診

断．外科． 46: 385-388 0984) 

2)竹村隆夫：肝臓外科領域における超音波外科用吸引

装置の評価．慈恵医大誌． 99:257-270 (1984) 

3)高橋日出雄，石田秀世，小林 進，穴沢貞夫，桜井健

司：大腸癌手術における血清 CEAの臨床的意義．日

本消化器外科学会雑誌． 17:924-930 (1984) 

4)石田秀世：人工肛門造設術に関する臨床的研究ー特

に合併症からみた造設術式と造設位置の検討ー． 日本

大腸肛門病学会雑誌． 37: 725-734 (1984) 

5)宮本栄，蜂谷公敏，稲田省三，小林進，河井啓三，

桜井健司：肝癌破裂例に対する肝動脈塞栓術の応用．

日本救急医学会関東地方会雑誌． 5: 536-538 (1984) 

6)吉田和彦，須崎紳一郎，北村隆信，小林和生，沢田寿

仁，池永達雄，松谷章司（虎の門病院），安達実樹，森

俊幸（東大），太田恵一郎（国立ガンセンクー） ：高カ

ルシウム血症を合併した直腸 Ra原発扁平上皮癌の 1

例． 日本大腸肛門病学会雑誌． 38:24-31 0985) 

7)桜井健司，吉田和彦：老年者腹部外科領域における

感染症．老人科診療． 6:41-45 (1985) 

2. 胸部外科関連の研究

l)串田則章，伊坪喜八郎，児玉喜直，半沢 隆，鹿志村

香，池田雄一，桜井雅夫，桜井健司：気管部分切除にお

ける Marlextracheal meshの応用．気管支学． 6:

337-342 (1984) 

2)水野良児，山崎洋次，斎藤破瑠夫，池田雄一，桜井健

司，堀内 清：後縦隔に発生した小児奇形腫の 1例．日

本小児外科学会雑誌． 20: 881-884 (1984) 

3)安川繁博，山崎洋次，水野良児，桜井健司：小児にみ

られた成人型肺過誤腫の 1例．日本小児外科学会雑誌．

20 : 1263-1266 (1984) 

3. 血管外科の研究

l)梅沢和正，赤羽紀武，氏家 久，三浦金次，養田俊之，
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山本敬雄，桜井健司：慢性下肢阻血性病変に対するエ

イコサペンクエン酸投与の効果について．最近医学．

39: 1963-1964 (1984) 

2) 石川正昭，桜井健司：腹部大動脈瘤手術後の腎機

能障害と出血傾向一この症例の病態について考えられ

る成因と対策．外科． 46:888-892 (1984) 

3)桜井健司：閉塞性末梢動脈硬化症の診断．治療と長

期予後一薬物療法 EPA. 脈管学． 25:27-28 (1985) 

4)赤羽紀武，山本敬雄，氏家 久，梅沢和正，三浦金次，

養田俊之，桜井健司： E-PTFE人工血管の末梢側吻合

部狭窄の発生機序とその予防について．人工臓器． 14:

967-970 (1985) 

4. 小児外科の研究

l)山崎洋次，安川繁博，水野良児，桜井健司：骨髄移植

後に発生した急性膵炎の 1小児例．腹部救急診療の進

歩． 2:313-315 (1984) 

2)永田正人，木口 薫，星順隆，赤塚順一，山崎洋次，

斎藤破瑠夫：圧迫により慢性逆流性膵炎をきたした後

腹膜原発の神経節細胞腫の 1例．小児科診療． 47:815-

818 (1984) 

3)内田 賢，又井一雄，石原歳久，渡辺暉邦，高木敬三，

山崎洋次，桜井健司： 14歳女子にみられた胃悪性リン

バ腫．小児外科． 16:875-878 (1984) 

4)山崎洋次，斎藤破瑠夫，水野良児，安川繁博，桜井健

司：便失禁に対する薄筋係蹄移植術 (gracilis sling 

transplantation)． 手術． 38:1313-1317 (1984) 

5)中條俊夫＊，祐野彰治，佐伯守洋，小方卓，橋

都浩平，岩中 督，中野美和子＊ （＊国立小児病院） ： 

小児の急性腹症一臨床統計ー．外科． 46:1361-1368 

(1984) 

6) 大川治男＊，沢口重徳•，山崎洋次，石川詔雄＊（＊筑波

大） ：膵管胆道合流異常モデルの研究．日本小児外科学

会雑誌 20:723-731 (1984) 

7) Ohkawa, H., Sawaguchi, S., Khalil, B., Ishikawa, 

A. (The University of Tsukuba) and Yamazaki, 

Y.: Cholangio-venous reflux as a cause of recur-

rent hyperamylasemia in choledochal dilatation 

with anomalous pancreaticobiliary ductal union: 

an experimental study. J. Pediatr. Surg. 20: 53-57 
(1985) 

5. 乳腺・内分泌関連の研究

l)桜井健司：女性乳房症．日本医師会雑誌． 91:2177-

2181 (1984) 

2)内田 賢蜂谷公敏，桜井健司：放射線照射が誘発し

たと考えられる乳癌の 1例．癌の臨床． 30:170-

173 (1984) 

3)篠崎登，児玉東策，助川茂，細谷哲男，内田賢，

石川正昭，桜井健司，河西信勝：甲状腺多手術例の検

討． 日本臨床外科医学会雑誌． 45: 1084-1088 (1984) 

4)細谷哲男，篠崎登，助川茂，内田賢，石川正昭，

桜井健司：穿剌吸引細胞診で甲状腺癌再発を確認した

2例．外科診療． 26: 1331-1333 (1984) 

5)内田賢蛯名大介，篠崎登，細谷哲男石川正昭，

桜井健司：触診による乳癌誤診因子の検討． 日本臨床

外科医学会雑誌． 45:1593-1595 (1984) 

II. 総説

l)桜井健司：体位変換と離床．消化器外科． 7:1159-

1166 (1984) 

2)桜井健司，石川正昭，小林 進，串田則章：牌破裂の

手術．手術． 38:1161-1168 (1984) 

3)鈴木正弥：急性胃拡張．消化器外科． 7:724 -

725 (1984) 

4)赤羽紀武：塞栓血栓摘除術．治療学． 12:759-

765 (1984) 

5)山崎洋次：主訴から見た病気とその治療一腹部腫瘤

-．小児科診療． 47:1570-1574 (1984) 

6)青木克彦，桜井健司，野辺地篤郎（聖路加国際病院）：

経皮経肝胆道ドレナージの管理と合併症．外科． 46:

633-638 (1984) 

7)桜井健司，蜂谷公敏，小林 進：画像診断に必要な外

科的知識．臨床画像診断． 1: 24-27 (1985) 

III. 学会発表

1)又井一雄，河井啓三，翁伯東，町田 崇，岡部紀正，

桜井健司： CO2レーザー用 fiber内視鏡の可能性に関

する基礎的研究．第 23回日本 ME学会大会． 4月．東

京．〔日本 ME学会雑誌医用電子と生体工学． 22:

822-823 (1984)〕

2)安川繁博，山崎洋次，水野良児，桜井健司：小児にお

ける頸部疾患．第 21回日本小児外科学会総会． 6月．東

京．〔日本小児外科学会総会． 20: 701 (1984)〕

3)又井一雄，河井啓三，翁 伯東，竹村隆夫，岡部紀正，

桜井健司：炭酸ガスレーザーメスの臨床応用ー症例の

分析とその将来性についての検討．第 59回日本医科器

械学会． 6月．大阪．〔医科器械学． 54:232-235(1984)〕

4)内田賢，篠崎登，細谷哲男，助川茂，蛯名大介，

石川正昭，桜井健司：進行・再発乳癌に対する化学療法

の効果と，その問題点ー特に骨転移例について．第 40

回乳癌研究会． 7月．千葉〔プロシーディングス．

40 0984)〕

5) Okabe, N., Miyamoto, S., Oh, H., Matai, K., 

Takemura, T., Yamazaki, Y., Kawai, K. and Sakur-

ai, K. : Gastrointestinal endoscopy in children and 

infants-especially useful pediatric ERCP-. V 

International Congress of Gastrointestinal Endos-

copy. 9月． Lisbon.〔Abstract.191 (1984)〕

6) Yamazaki, Y., Yasukawa, S., Okabe, N. and 

-119-



Sakurai, K. : Preferred diagnostic and therapeutic 

approach to congenital tracheoesophageal fistula 

without esophageal atresia CH-type tra-

cheoesophageal fistula). 8th World Congress of 

the Collegium Internationale Chirurgiae Digestivae. 

9月． Amsterdam.

7)又井一雄，河井啓三，翁 伯東，穴沢貞夫，桜井健司：

（ワークショップ）肛門部疾患に対するレーザー外科

ー特にその使用上のコツについて．第 39回日本大腸肛

門病学会総会． 9月．札幌．［日本大腸肛門病学会雑誌．

37 : 384 (1984) J 

8)片山隆市，石田秀世，高橋日出雄，穴沢貞夫，桜井健

司：大腸憩室症の検討．第 39回日本大腸肛門病学会総

会． 9月．札幌．〔日本大腸肛門病学会雑誌． 37:

417 (1984)〕

9)伊坪喜八郎，半沢 隆，鹿志村香，串田則章，桜井雅

夫，秋葉直志，池田雄一，児玉喜直，桜井健司，川上憲

司：自然気胸術後の局所換気機能．第 37回日本胸部外

科学会総会． 10月．仙台．〔日本胸部外科学会雑誌． 32:

1979 (1984) J 

10)山崎洋次，安川繁博，水野良児，桜井健司：先天性 H

型気管食道痩の診断法．第 37回日本胸部外科学会総

会． 10月．仙台．〔8本胸部外科学会雑誌． 32:

1735 (1984) J 

11)石田秀世，片山隆市，高橋日出男，穴沢貞夫，桜井健

司：教室における内視鏡的大腸ポリペクトミーの検

討．第 101回成医会総会． 10月．東京．

12) Akaba, N., Yamamoto, Y., Miura, K., Sakurai, 

K., Shimada, T.. Sakamoto, Y., Ito, H., Isogai, U.: 

The treatment of diabetes with Prostaglandin E「

continuous intra-arterial infusion of PGE!―insulin-

urokinase mixture for diabetic gangrene. Kyoto 

Conference on Prostaglandin. 11月．京都．

〔Abstract.236 (1984)〕

13)河井啓三，又井一雄，翁 伯東，桜井健司，後藤光博，

竹内一政，東郷隆志，持田信夫（持田製薬 KK):（ワー

クショップ）導光路の現状と問題点—-co, レーザー用

ファイバー．第 5回日本レーザー医学会大会． 11月．札

幌．〔日本レーザー医学会誌． 5:64 (1984)〕

14)又井一雄，河井啓三，翁 伯東，穴沢貞夫，桜井健司：

（シンポジウム）炭酸ガスレーザーメスによる痔核根治

手術の手技．第 46回日本臨床外科医学会総会． 11月．

東京．〔日本臨床外科医学会雑誌． 45:89 (1984)〕

15)山崎洋次，水野良児，安川繁博，祐野彰治，桜井健司：

（ポスターシンボジウム）小児における急性腹症の手術

適応と手術手技．第 46回日本臨床外科医学会総会． 11

月．東京．（日本臨床外科医学会雑誌． 45: 152 (1984)〕

16)石川正昭，安川繁博，水野良児，助川 茂，篠崎登，

内田 賢，細谷哲男，小林進，山崎洋次，鈴木正弥，

桜井健司，高崎捷：牌摘症例の病態と手術適応．第

46阿日本臨床外科医学会総会． 11月．東京．〔日本臨床

外科医学会雑誌． 45: 27 4 (1984) 

17)篠崎登，内田賢，細谷哲男，助川茂，石川正昭，

桜井健司：乳癌に合併した他臓器癌と家族歴．第 46回

日本臨床外科医学会総会． 11月．東京．〔日本臨床外科

医学会雑誌． 45: 305 (1984)〕

18)安川繁博，山崎洋次，水野良児，桜井健司，星 順隆：

小児に対する BroviacCentral Venous Catheteriza-

tionの適応とその手技．第 46回日本臨床外科医学会総

会． 11月．東京．〔日本臨床外科医学会雑誌． 45:

309 (1984)〕

19)稲田省三，小林進，宮本栄，蜂谷公敏，河井啓三，

桜井健司：フィブリン糊塗布肝切離面の治癒過程につ

いて．第 14回創傷治癒研究会． 12月．大阪．〔プロシー

ディングス． 34(1984)〕

20)小林進，穴沢貞夫，宮本栄，稲田省三，蜂谷公敏，

片山隆市，石田秀世，高橋日出雄，河井啓三，桜井健司：

大腸癌転移例の治療効果．第 22回大腸癌研究会． 2月．

名古屋．

IV. 著書

l)穴沢貞夫，桜井健司：人工肛門の管理の項分担執筆．

西満正監修：大腸癌の臨床．へるす出版． 612_

622 (1984) 

2)河井啓三：消化器計測カプセルの項分担執筆．日本

ME学会編：臨床 MEハンドプック． コロナ社． 356-

357 (1984) 

3)桜井健司：ステッドマン医学大辞典第 2版（和英索

引付）．阿部令彦，稲山誠一，牛場大蔵，大野典也，小

酒井望，斎藤成司，斎藤太郎，桜井健司，清水直容，砂

田今男，田崎寛，中村治雄，馬場一雄，古谷博，堀

原一，丸山勝一，山田英智，我妻 発監修．メジカル

ビュ一社．（1985)

V. その他

l)山本敬雄：脊髄損傷患者管理のポイントー全身管

理．臨床看護． 10: 1914-1921 0984) 

2)穴沢貞夫，石田秀世，高橋日出雄，片山隆市，桜井健

司：人工肛門装着具の最近の進歩とその取り扱い．臨

床看護． 10:245-250 (1984) 

3)穴沢貞夫，片山隆市，石田秀世，高橋日出雄，桜井健

司：コロストミー，イレオストミーの術後管理につい

て．看護技術． 30: 113-118 (1984) 

4)面野静男，養田俊之，阿部伸夫，星 康夫，桜井健司，

稲田省三，鈴木宣明：外傷後ならびに小手術後疼痛・炎

症に対するスプロフェン (DT-10-A)の臨床的検討．

Progress in Medicine. 4 : 579-599 (1984) 

5)青木克彦，水野富ー，土井 修，野辺地篤郎（聖路加
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国際病院） ：FCRの臨床一骨盤計測．画像診断． 4

(suppl. 1) : 82-89 (1984) 第 2 外科学

教授：長尾房大 消化性潰瘍の成因，病態と

教授：鳥海達弥

教授：渡辺 写華

助教授：三穂乙実

助教授：池内 準次

講師：柏崎 修

講師：貴島政邑

講師：鈴木博昭

講師：青木照明

講師：高橋宣肝

講師：中村紀夫

講師：平井勝也

研究概要

外科治療学・上部消化管出

血・病的環境下の創傷治

癒・門克症の外科

ストレス潰瘍

消化器内視鏡（診断と内視

鏡的治療）

肝・胆道系の外科

上部消化管出血・術後スト

レス潰瘍・潰瘍性大腸炎

外科における栄養と代謝．

老人外科

食道・肺・胸部外科

消化器内視鏡（レーザー治

療）

潰瘍（胃分泌と消化性潰瘍

の治療法）・門充症の外科

消化器（胃・大腸）悪性腫

瘍

急性胃粘膜病変，消化性潰

湯の病理創傷の治癒

消化器（胃・大腸）悪性腫

瘍

I. 消化性潰瘍の成因と外科治療の研究

1. 胃分泌動態の研究

とくに十二指腸潰瘍に対する手術適応の問題なら

びに手術術式の選択の問題を，胃の内・外分泌動態

を中心に検討してきた。近年の胃分泌動態の日本人

における変化にも注目すべきものがあり，次第に欧

米化していることが判明した。このような状況下で

10年来の臨床成績を反省し，術後の潰瘍再発を探る

と同時に，胃切除術と迷切術の適応にもある程度の

結論を出せる段階に達した。

なお，現在の研究としては，消化管ホルモン， と

くにガストリン セクレチンなどの酸分泌動態の

feed back機構， さらに， ヒスタミ ‘1/H2 receptor 

antagonist投与および迷走神経切離術時における

変化などを検討している。なおこれらの研究は，胃

液あるいは血液からの定量法，または胃壁の G細

胞 P細胞あるいは腸壁の S細胞などの組織化学

的・酵素学的方法および電顕レベルの形態的研究の

方法によって分析している。
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2. 胃潰瘍の成因に関する研究

実験的にはラットにおける急性胃疾患モデルを用

い検討している。潰瘍の成因と考えられる項目のう

ち，胃粘膜血流，粘液分布，粘膜ポテンシャルなど

の点につき観察する。現在では，急性潰瘍発生のもっ

とも重要な項目は，胃粘膜血流量の急激な低下であ

ると考えられ，これにひきつづいて粘液量の減少，粘

膜ポテンシャリティーの低下がみられ，粘膜欠損が

生じるものと考えている。この血流低下の機序につ

いてもカテコールアミン ヒスタ、ノなど血管作動

性化学物質の定量とその関与の程度についてさらに

研究をすすめている。

また，臨床的研究としては，次項の消化管出血の

項と一部は重複するが，術後とくに，感染，黄疸時

の場合の急性潰瘍 (AGMC)として，それらの臨床

病態治療などについて研究をすすめている。

3. 胃手術後（潰瘍）障害に関する研究

胃切除術，迷切術においても，僅かながら術後愁

訴は存在する。とくにダンピング症状は代表的なも

のといえよう。従来は本症候群は胃腸の短絡化のみ

が問題とされたが，現在では Serotonin,Bradykinin 

化学的物質の存在が大きな主題である。教室でも血

中定量によって dumpingの愁訴のあり方，化学物質

の量的問題などが大略説明しうるようになった。

なお，従来は胃切除術後障害のみであったが最近

は迷切術後の 10年経過例の再発率，術後障害例など

もより明らかになってきた。

II. 上部消化管出血の研究

過去 30年来の教室における系統的研究テーマで

あり，研究症例は最近 1,500例を超える。教室にお

ける吐・下血症例の出血程度の判定規準および治療

方針の決定方法は，広く他教室から評価を受け，教

室規準が本邦では出血症例に対する標準的治療方針

となっている。

とくに近年の研究は，消化器疾患に対する手術の

適応範囲が拡大，高度化された反面として発生頻度

が高くなったとされる，いわゆる術後ストレス潰癌

および食道静脈瘤破裂などの臨床病態，治療対策な

どの研究が主題となっている。内視鏡的レーザー，硬

化療法および H2receptor antagonistの使用など

治療対策としては従来からみて大きな変化があり，

当然，結果として緊急手術という手術対策が大きく

変わってきた。

III. 腹部消化管の悪性腫瘍に関する研究

対象は胃癌，大腸癌が大部分である。

1. 某礎的研究

ラットによる胃・大腸の発癌実験を行い，発癌過

程の組織学的研究，各種プロモークーの検索，免疫

賦活剤，抗癌剤の影響，宿主免疫能の変化などを検

討している。また，手術と宿主免疫能の関係，それ

を介しての癌発育病態の検討，手術補助免疫化学療

法の新しい方法， BRMとしての意義，癌転移経路の

実験的研究などが行われている。

2. 臨床的研究

胃癌，大腸癌の新しい術式，郭清法の開発研究，手

術補助免疫化学療法の開発研究， BRMの研究，手術

に伴う宿主免疫パラメーターの研究などを主体とし

て行われている。

さらに，胃癌の根治術可能例については， 5生， 10

生存率の成績も教室として確立された成績が得られ

るようになった。

IV. 創傷治癒に関する研究

消化管吻合部の治癒経過について，特殊病態下に

おける問題点を検討する。腎不全，黄疸下における

治癒障害の機序と因子の分析が課題となっており，

臨床的にももっとも重要である。現在教室では，動

物実験として，偏腎摘出，偏腎動脈結紫による慢性

腎不全モデルを作成し，消化管吻合創の治癒過程を

コラーゲン形成，酸性ムコ多糖の消長の面から研究

している。ことに消化管吻合部の手技的局所的因子

との関連で， これら特殊環境下の実験動物で縫合法

別に観察している。これは，特殊病態下における縫

合法の選択，術後の管理という点で有用と考えてい

る。

V. 門冗症および食道・胃接合部の機能の研究

門克症においては，直達手術の術式の確立と肝予

備力を中心とした surgicalriskの問題を中心に研

究をすすめてきているが，術式に関しては，ほぽ満

足できる術式の確立に成功したといえる。予防的手

術の適応などについても文部省科学研究の班員とし

て参画している。

食道・胃接合部機能については，食道・胃内圧測

定ならびに pH引き抜き曲線の分析により食道・胃

接合部機能を検討し，アカラジアに対する新しい術

式の確立を見た。

VI. 消化器内視鏡的な研究

従来は内視鏡は診断的な意味のものが主流であっ

た。さらに診断部位は mmの範囲内において消化管

内腔の観察が可能となり，その確診度は高くなって
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いる。現在はとくに治療的意味において，すなわち，

ポリープ摘除，レーザー止血，内視鏡的硬化療法（食

道静脈瘤）および内視鏡的乳頭切開法など，消化器

外科の全野に及んで使用検討して，良好な成績をお

さめている。

VII. 肝・胆道・膵の研究

臨床的には，胆石症における胆のう壁の組織学的

変化と胆石組成との関係，胆石の肉眼ルーペサイズ

での観察をおこない， これらと臨床経過との相関の

有無を検討している。また閉塞性黄疸時の外科的適

応と対策およびドレナージ器具の開発，肝内結石症

の治療対策，早期胆道癌の診断および外科的治療の

問題点および良性，悪性膵疾患における治療などに

ついて症例を対象に検討中である。

原発性肝癌の症例も増加，治療（手術）と同時に，

実験的には， ラットの実験肝癌を形成し，肝癌生体

血中のグルカゴン サイクリック AMPの変動を測

定し，エネルギー変動を検討し，併せて肝予備能力

を検討している。

VIII. 頸・胸部臓器外科の研究

この分野の主な臓器である肺，食道，縦隔乳腺，甲

状腺，耳下腺などの外科的疾患患者を対象に，臨床

的研究を行っている。

肺に関しては，肺癌の新しい取り扱い規約にもと

づいて，手術例の整理，検討を始めた。

食道では癌摘出後の再建術の研究を行っている

が，「太目の胃管使用による胸壁前再建法」が再建術

の大半となっている。これによって吻合部縦合不全

などの合併症も少なく，教室の標準的な術式として

更に症例を重ねつつある。

縦隔では，胸腺と重症筋無力症との関係からみて，

ほとんど全例に胸腺摘出術を施行しているが，「比較

的改善」例約 70%となって外科的療法の有効性を認

める結果となった。

乳腺では，癌進行による組織欠損部に対する有茎

皮筋肉弁と補填法を検討している。一方，比較的早

期癌に対する縮小手術の症例も重ねつつある。また

乳癌の内分泌療法の 1つとしての抗エストロゲン剤

投与の効果を継続観察している。

IX. 外科における栄養・輸液に関する研究

高カロリー輸液，中心静脈栄養法の発達により，輸

液剤としての糖質，アミノ酸，脂肪など各栄養素の

各病態に適した組成について研究され，また経管栄

養法ならびに使用栄養剤の消化・吸収について術後

の， とくに術式別による差異を検討している。さら

にビタミンについては， とくに脂容性ヒ｀タミン A,

D, E,の術後の代謝ならびに必要量など検討してい

る。肝硬変，食道静脈瘤患者に対するアミノ酸イン

バランスの輸液剤が有効であること，糖質もブドー

糖のみならず，キシリトール， フルクトースを適宜

配合したものが，術後糖代謝に好影響のあることな

ど明らかにされている。また，ビタミン Aは，患者

の栄養状態の判定の指標となりうるのではないかと

の検討を行っている。

X. 老人外科に関する研究

高年者の手術症例が極めて増加している現在，い

かに完全に，かつ手術成績を向上させるか重要課題

である。 10年前より，確かに手術死亡率など減少し，

70歳以上の高年者でも積極的に手術されるように

なったが，救急手術例では未だ死亡率は高く，術前・

術後の管理を含めた対策の確立が必要である。
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討．第 101回成医会総会． 10月．

IV. 著書

1)柏崎 修，久保宏隆：生体反応総論，代謝系の変化，

ビタミンの項分担執筆．田中大平，近藤芳夫：外科代謝

栄養学．文光堂． 1984

2)長尾房大，柏崎 修：生体反応各論，侵襲別にみた生

体反応：手術，開腹手術の項分担執筆．田中大平，近藤

芳夫：外科代謝栄養学． 1984

3) Nagata, T., Nakamura, N., Sakaguchi, Y., 

Nagasu, T., Tamura, S., Koyama, A., Hara, S., Ono, 

T., Yamamoto, H., Ikeuchi, J. and Nagao, F.: 

Defence Mechanism of Gastric Mucosa in Rats with 

Obstructive Jaundice. Tsuchiya, M., Oda, M. and 

Okazaki, I. : Experimental Ulcer. 185-190 (1984) 

4)青木照明：十二指腸潰瘍の病態と外科的治療の項分

担執筆．榊原幸雄監修：消化性潰瘍研究第 1集．ホワイ

トPR.36-55 (1984) 

5)長尾房大，池内準次：消化管出血の項分担執筆．尾形

利郎，戸部隆吉，堀 原一，武藤輝一，朝倉哲彦，水戸

建郎，岩淵 真編：外科 IV腹部．メジカルビュ一社．

579-588 (1985) 

6)青木照明：アドレナリン作動性胃酸分泌におけるガ

ストリンの役割と十二指腸潰瘍症の病態の項分担執

筆．亀田治男，山中学，桃井宏直，松橋直編：メ

ティコピア 12, 消化とホルモン． 12:60-80 0985) 

V. その他

1)羽生信義，鈴木博昭，三穂乙実，長尾房大：胃全摘出

術後空腸重績症の一例．日本消化器外科学会雑誌．

17(4) : 791-793 0984) 

2) Kijima, M., Nagao, F., Iwabuchi, S., Sakaguchi, 

Y. and Suda, T.: An operative case of small bowel 

obstruction due to metastasis of lung cancer. Ji-

keikai Medical Journal. 31 (3): 363-367 0984) 

3)青木照明，長尾房大，竹本忠良，阿曽弘一他 35名：急

性胃粘膜病変および消化性潰瘍出血に対する

Ranicidineの止血効果． ExcerptaMedica. 59. 

4) Nagao, F., Nakamura, N., Mishima, Y.（医科歯科

大）， Ishibiki,K.（疫応） andMatsuda, M.（自治医

大） ：Faktor XIII in der Behandlung postoperative 

therapierefraktarer W undheilungsstiirungen. Der 

Chirurg. 55: 803-808 0984) 

第三分院外科学

教授：中村浩一 一般外科・消化器外科・悪

性腫瘍に対する外科

助教授：安藤 博 一般外科・消化器外科・消

化器内視鏡・外科学史

講師：小室恵二 一般外科・乳癌の外科と化

学療法

研究概要

I. 消化器外科に関する研究

1. 食道癌

食道癌症例について術前の正確な病巣の量的診断

（侵潤・転移）と全身状態の的確な把握を目指し，治

療方針の確立を計り外科的手術術式の改良と改善に

努力した。

食道癌症例は高齢者に多く，経口摂取量不足によ

り栄養状態も一般に不良な症例が多いため， また手

術侵襲が大であるために，術後の合併症を軽減する

よう術前後の栄養管理に関して経口摂取・中心静脈

栄養・経腸栄養の量的および質的（カロリー計算，糖

脂質と蛋白量の測定）検討を行った。特に食道癌は

術後合併療法（化学療法・放射線療法など）を必要

とする症例が多く，早期に一般状態の改善を要する

ために今後も更に術後の栄養管理の検討を行う必要

がある。

同時に術後肺合併症についても種々臨床的検討

し，その防止に努めた。また食道癌術後に見られる

老人の一過性精神障害について臨床的な検討も行

い，その対策について報告した。

2. 胃癌

1974年以来の diagonalabdomino thoracic inci-

sion splitting medial diaphragm approachによる

胃上部癌に関する口側断端癌遺残，胸腔内リンパ節

郭清および転移などの諸問題について引き続き検討

した。

教室において切除した全胃癌症例の個々のデーク

はコンピュータ処理されており， これら症例の手術

術式（廓清程度）と各因子の分析検討，追跡調査が

行われている。同時に補助化学および免疫療法につ

いても，その組み合わせと予後成績について追求し

つつある。また胃癌患者の血清中の IS物質 Cimm-

unosuppresive Substance)の測定を行い， CEA

(Carcinoembyonic Antigen)との比較検討を行って

し、る。
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3. 大腸癌

大腸癌症例は年々増加の傾向にあり，多発癌，他

臓器との重複癌も多く，それらの的確な診断と治癒

切除率の向上を目指して努めている。大腸癌よりの

肝，肺転移巣に対しては積極的に外科的アプローチ

と補助療法を施行し，大腸癌肝転移に関して臨床的

検討を行った。また直腸癌については自然肛門を温

存しつつ根治性を高めるべく各種の手術法の比較研

究を行い，肛門活約筋温存手術を施行する症例が増

えている。進行直腸癌の際の骨盤内臓器の合併切除

も検討し，積極的に合併切除を行っている。更に術

後の治療成績を良好にすべく術後の各種の補助療法

について検討実施した。

4. 胆管癌・膵癌

各種の画像診断法の発展により胆道，胆嚢および

膵臓の外科的適応疾患も増加しつつあるが，当領域

の癌の切除率は相変わらず低く，治癒切除を施行さ

れる症例は少ないのが現状である。教室では各種の

画像診断法の手技と読影の研鑽を積み，それぞれの

有用な点を総合的に組み合わせ，症例の全身状態の

把握とともに切除率の向上に努力している。

進行した胆管癌，乳頭部癌および膵頭部癌に対し

ては膵頭十二指腸切除と共に門脈も合併切除し，肝

門部胆管癌症例では肝切除を合併して治癒切除を高

めるようにした。これ等の領域の進行癌は手術によ

る根治性を追究しても，その予後の向上を飛躍的に

期待することは難しく，術後の放射線療法，化学療

法の併用について質的，量的および方法などの検討

を施行している。

基礎的研究としては胆管各部位別胆管壁構築の差

異を病理組織学的に胆管癌における癌壁深達，神経

周囲侵潤などについて検討し，更に肝内グリソン鞘

への神経周囲侵潤などについても追求した。

5. 肝切除（転移性腫瘍を含む）

診断法の進歩発展，術前後管理の向上と手術手技

のエ夫により，教室では肝切除症例は 1982年以後に

急激に増加している。良性肝疾患に対する肝切除症

例の術後経過は全例良好である。原発性肝癌の肝切

除例 (24例）は未だ術後観察期間が短く， 6年生存

例を 1例経験しているのみであるが，その評価につ

いては非切除例に比して良好である。転移性腫癌の

肝切除例の術後の経過は余り良いとは言えない現状

であるが，適応を選び積極的に拡大切除に挑むよう

検討している。即ち，腫瘤の大きさ，数，占拠部位，

血管系との関係，質的量的判定，肝切除可能性の全

身的な評価および術前後管理法などについて厳密な

検討を行った。また教室で従来行ってきた食道静脈

瘤合併肝癌治療方針の確立， SwanGanzカテーテル

による肝切除後の循環動態および肺血管外水分量の

測定，肝の栄養代謝の研究を継続した。

II. 消化器内視鏡学的研究

教室においては消化器内視鏡機器取り扱いとその

適応・手技についての教育，外科の見地から敏速か

つ的確な診断，内視鏡的操作による治療の 3点に重

点を置いている。

診断に関しては上部・下部消化管，肝・胆・膵の

各領域にわたり追及し，内視鏡機器の開発に協力し

た。近年増加しつつある小児消化器内視鏡の種々の

問題に関して教室のデータを整理検討し報告した。

食道静脈瘤に対する内視鏡的硬化療法に関して症

例の増加とともに，特に緊急止血および肝癌合併例

の本法の意義などについて検討してきた。内視鏡的

純エタノール局所注入療法に関して犬による基礎的

実験の結果と若干の臨床的経験を得て，本法の止血

効果について有用であることを確認し，消化管良悪

性腫瘍に対しても局注療法の基礎的実験を開始し

た。肝・胆・膵分野の内視鏡的アプローチを更に発

展させ， この領域の内視鏡的診断部門のみならず内

視鏡的治療についても適応の拡大とその効果につい

て検討している。また内視鏡的胃痩造設術に関して

の検討を開始した。

III. 乳腺腫瘍に関する研究

外来を訪れる乳腺腫瘤を主訴とする症例が増え比

較的早期な乳癌症例も増加している。

乳癌の手術術式は病期により非定型的手術が施行

される傾向にあり， この術式を選択される症例が多

くなってはいるが，未だ進行乳癌も多くその治療に

は難渋している。それ故，従来より原発乳癌に対し

術前に多剤併用化学療法を施行し，組織学的効果お

よび臨床的効果を認めた。必ずしも満足すべき結果

ではないが，今後の生存率の変化によって効果を判

定したい。また高度リンパ節転移症例を含めた局所

進行乳癌に対しては，術後長期間欠的化学療法を試

み，再発防止に努めている。本法は従来の単剤投与

法，短期投与法と比較して成績は良好である。更に

エストロゲン・レセプターの結果よりホルモン治療

を加味した療法を試みている。尚，早期乳癌症例の

内の数例に形成外科の協力を得て，非定型的手術施

行後に直ちに乳房再建術を行い， 目下経過観察中で

ある。
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IV. 血管外科に関する研究

高度虚血肢に対する AVF (Arterio-Venous-Fis-

tula)併設による血行再建について動物実験を行い，

その結果と臨床症例について検討し報告した。更に

流体モデルを作製して詳細な検討を加えている。

下肢末梢抵抗の測定法については従来より種々の

報告があるが，現在のところ未だ確立されていない。

教室では一定量の生食水とその際の圧変化のグラフ

を積分し，注入量と圧変化より末梢抵抗を算出する

方法を検討中である。また透析用 Bloodaccessの合

併症，特に過剰発達例に対しての手術方法と術前，術

中，術後の血流量の測定，更に適正 shunt流量など

についても検討を加えている。

V. ヌードマウスに対して移植株の研究

ヌードマウスに移植したヒト癌は化学療法の基礎

的モデルとして利用されている。教室では従来より

ヒト癌の手術易U出材料をヌードマウスに移植し種々

検討してきた。

その経過観察中に自然発生した腫瘍を発見した。

この腫瘍はその染色体数は 40, マウス由来で，組織

学的には悪性リンパ腫であり，背部皮下移植による

生着率はヌードマウス 100%，ヘテロマウス 0%，生

存日数は 30-40日，腫瘍倍加時間は 4日で継代によ

り短縮する領向があることを認めた。腫瘍移植前後

1週問にヘテロマウスの胸腺を移植したヌードマウ

スでは本腫瘍の退縮を認めたが， 2週後に胸腺を移

植した際には変化がないことを確認した。その他に

本腫瘍に関して胸腺との関係と各種化学療法剤との

関連について詳細に検討中である。

研究業績

I. 原著論文

l. 消化器外科に関する研究

1)島田 明：大腸癌肝転移に関する臨床的研究．慈恵

医大誌 99:611-627 (1984) 

2)竹沢二郎：胆管癌および膵頭部領域癌の手術に併用

した放射線療法の評価．慈恵医大誌． 99:654-

659 (1984) 

3)橋口文智：胆管癌の神経周囲侵潤に関する甚礎的な

らびに臨床的研究．慈恵医大誌． 99:687-698 (1984) 

4)平沢正典：術後一過性精神障害に関する臨床的研究

ーとくに食道癌術後発症について一．慈恵医大誌． 99:

789-802 (1984) 

5)後藤雅彦：肝硬変患者の外科的治療にみられる低酸

素血症と肺血管外水分量の関与．慈恵医大誌． 99:

1087-1100 (1984) 

6)坂元龍：胃上部癌における領域リンパ節転移と

Diagonal abdominothoracic medial diaphragm 

splitting approachの評価．慈恵医大誌． 99:1101-

lll9 (1984) 

7)山崎雅文：胃癌患者における血清 IS物質測定の意

義一非特異的免疫能検査および CEAに比較して一．

慈恵医大誌． 100:133-149 (1984) 

8)中村亮，佐々木寿彦，石田孝，島田明，橋口文

智，小室恵二，安藤 博： AFPの連続測定によって食

道静脈瘤手術後6年目に発見切除しえた微小肝癌の 1

例． 日臨外会誌． 45:637-641 (1984) 

9) Nakamura, K., Hirasawa, M., Kobayashi, T., 

Gotoh, Y., Hara, Y., Amano, R., Iwamoto, K., 

Mitsumoro, N., Miura, E., Ishida, T. and Takezawa, 

J. : Liver resection for benign and malignant 

lesions. Jikeikai Med. J. 31 : 175-185 (1984) 

10)中村浩一，坂元龍，長山瑛：手術成績からみた

Diagonal abdominothoracic medial diaphragm 

splptting approachの評価．手術． 38:1019-1026 

11)中村亮村井隆三，佐々木寿彦，三浦英一朗，三森

教雄，岩本公和，長崎雄二，安藤 博，中村浩一：食道

静脈瘤合併肝細胞癌に対する一期手術の検討一肝切除

と胃上部切除の併施について一．日臨外会誌． 54:

1551-1557 (1984) 

12)中村亮，佐々木寿彦，長崎雄二，橋口文智，後藤雅

彦，安藤 博，中村浩一：食道静脈瘤合併肝細胞癌治療

の検討． 日消外会誌． 17:1426-1434 (1984) 

2. 消化器内視鏡学的研究

1) Nagasaki, Y.: Studies on the endoscopic ethanol 

injection therapy for gastric cancer. Jikeikai Med. 

J. 31: 341-361 (1984) 

2)山崎雅文，三浦英一朗，片岡順三，長崎雄二，藤井康

弘，島田 明，天野良平，萩原博道，小室恵二，安藤博，

中村浩一：肝外性門脈閉塞症に併う食道静脈瘤に対す

る内視鏡的硬化療法の経験．消化器内視鏡の進歩． 24:

199-102 (1984) 

3)長崎雄二，島田 明，藤井康弘，小林輝久，安藤博，

中村浩一：食道血管腫と思われる病変に対する Aeth-

oxysklerol注入の 1治験例．消化器内視鏡の進歩． 24:

206-209 (1984) 

4)安藤 博，長崎雄二，橋口文智，木戸義行，天野良平，

小林輝久，中村浩一，佐々木伸彦＊，片山 幸＊，赤塚純

ー＊ （＊慈大小児科） ：小児の消化器内視鏡検査につい

て．小児科診療． 48:471-476 (1985) 

3. 乳腺腫瘍に関する研究

1)藤井康広：乳癌の癌細胞形質とくに r-glutamyll

transpeptidaseおよびアクチンに関する組織化学的研

究．慈恵医大誌． 99:849-865 0984) 

2)原 芳信：原発乳癌に対する術前化学療法の臨床的
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研究 CPA+ FT-207 (5-FUDS)とCPA+FT-207

(5-FUDS) + MMCの比較検討ー．慈恵医大誌 99:

1065-1085 (1984) 

4. ヌードマウスに対して移植株の研究

1)天野良平：ヌードマウスに自然発生した高頻度転移

株の樹立に関する研究．慈恵医大誌． 99:1121-

1130 (1984) 

2)天野良平，岩本公和，豊泉吉培：ヒト乳癌のホルモン

剤投与ヌードマウスヘの影響．医学と生物学． 108:307-

309 (1984) 

3)天野良平，岩本公和，豊泉吉塙：ヌードマウスに自然

発生した高頻度移植株．医学と生物学． 109:259-

262 (1984) 

III. 学会発表

l)長崎雄二，安藤 博：小児の消化器内視鏡検査の有

用性について．第 27回日本消化器内視鏡学会総会． 5

月．旭川．

2)長崎雄二，中村 亮，藤井康広，天野良平，平沢正典，

長山瑛，安藤博，中村浩一：胃癌に対する純エク

ノール局注法の組織学的検討および問題点．第 27回日

本消化器内視鏡学会総会． 5月．旭川．

3)三浦英一朗，岩本公和，片岡順三，石田 孝，藤井康

広，島田明，山崎雅文，長山瑛，小室恵二，安藤博，

中村浩一：他臓器癌の重複をみた大腸癌手術例の検

討．大腸と胃との重複癌を中心に自験例と本邦文献例

の分析．第 21回大腸癌研究会． 7月．前橋．

4)佐々木寿彦，三森教雄，片岡順三，中村亮，橋口文

智，木戸義行，後藤雅彦，安藤博，中村浩一：教室に

おける食道静脈瘤合併肝細胞癌治療の検討．第 24回日

本消化器外科学会総会． 7月．京都．

5)後藤雅彦，三森教雄，佐々木寿彦，中村 亮，中村浩

ー，永野剛蔵＊，高木 康＊（＊慈大麻酔科）：消化器外科

における血管外肺水分量の検討．第 24回日本消化器外

科学会総会． 7月．京都．

6)長崎雄二，藤井康広，中村 亮，天野良平，平沢正典，

長山瑛，安藤博，中村浩一：胃癌に対する純エク

ノール局注療法の臨床応用について．第 24回日本消化

器外科学会総会． 7月．京都．

7)橋口文智，戸浦英一朗，岩本公和，石田 孝，中村

亮，原 芳信，小林輝久，小室恵二，中村浩一：胆管癌

神経周囲侵潤の検討ーとくに胆管における神経分布，

壁構築との関係について一．第 24回日本消化器外科学

会総会． 7月．京都．

8)岩本公和，戸森教雄，長崎雄二，坂元 龍，山崎雅文，

天野良乎，長山瑛，小室恵二，安藤博，中村浩一：

消化器系癌を伴う重複癌の検討．第 24回日本消化器外

科学会総会． 7月．京都．

9)三浦英一朗，佐々木寿彦，三森教雄，片岡順三，中村

亮，長崎雄二，萩原博道，後藤雅彦，小室恵二，中村浩

ー，五味 誠（慈大放射線科）：膵頭十二指腸領域癌の

外科的治療に併用する放射線治療，化学療法の効果．第

22回日本癌治療学会総会． 9月．東京．

10)原芳信，中村亮，藤井康広，橋口文智，山崎雅文，

天野良平，小室恵二，中村浩一：高度リンパ節転移乳癌

に対する化学療法と予後．第 22回日本癌治療学会総

会． 9月．東京．

11)岩本公和，山崎雅文，天野良平，石田 孝，小室恵二，

中村浩一：ヌードマウスにおける高頻度転移株への胸

腺の移植．第 22回日本癌治療学会総会． 9月．東京．

12)三森教雄，佐々木寿彦，長崎雄二，中村亮，後藤雅

彦，安藤博中村浩一：肝癌に対する肝切除前後の血

清コリンエステラーゼ値の変動ーとくに血漿製剤投与

と術後合併症に関連して一．第 22回日本癌治療学会総

会． 9月．東京．

13)後藤雅彦，村井隆三，三森教雄，藤井康広，天野良平，

安藤 博，中村浩一：急性膵炎の呼吸と循環．第 3回腹

部救急診療研究会． 9月．東京．

14)村井隆三，佐々木寿彦，三森教雄，中村 亮，長山

瑛，安藤 博，中村浩一：肝切除後敗血症を併発し治癒

した 2例．第 3回腹部救急診療研究会． 9月．東京．

15)萩原博道，佐々木寿彦，中村浩一，折井正博（慶応大

外科），石飛幸三（済生会中央病院）：下腿血行再建術の

検討．第 25回日本脈管学会． 11月．東京．

16)長崎雄二，村井隆三，片岡順三，小林輝久，安藤 博，

中村浩一：胆道鏡 CHF-4B改良型の使用経験．第 28

回日本消化器内視鏡学会総会． 11月．東京．

17)岩本公和，三浦英一朗，三森教雄，佐々木寿彦，長崎

雄二，小林輝久，安藤博，中村浩一：新しい内視鏡用

ポラロイド撮影装置(SCP-10)について．第 28回日本

消化器内視鏡学会総会． 11月．東京．

18)三浦英一朗，村井隆三，岩本公和，三森教雄，片岡順

三，島田明，長山瑛，小室恵二，安藤博，中村浩

ー，五味 誠（慈大放射線科）：直腸癌術後局所再発に

対する放射線療法の検討．第 22回大腸癌研究会． 2月．

名古屋．

19)長山瑛，三森教雄，岩本公和，藤井康広，安藤博，

中村浩一： BorrmannIV型の予後と治療法．第 25回

日本消化器外科学会総会． 2月．横浜．

20)石田 孝，村井隆三，藤井康広，橋口文智，長山瑛，

小室恵二，中村浩一：食道癌切除後の栄養管理の検討，

特に術後合併療法に関連して．第 25回日本消化器外科

学会総会． 2月．横浜．

V. その他

l)安藤博，三浦英一朗，三森教雄，佐々木寿彦，岩本

公和，長崎雄二，小林輝久，中村浩一： OESインスタ

ント内視鏡用カメラ SPC-10について．映像情報・
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Medical. 16 : 901-904 0984) 

2)中村亮，島田 明，原芳信，小林輝久，平沢正典，

安藤 博，中村浩一：腎癌の小腸転移による腸重積症

の一例：日臨外会誌． 45:1637-1640 0984) 

3)栗栖敏嘉，橋口文智，小林輝久，中村浩一：門脈の位

匿異常を伴った左側胆成の一例．腹部画像診断． 4:

350-354 0984) 

整 形

教授：室田景久

助教授：鈴木清之

助教授：上野博嗣

講師：片山国昭

講師：富田泰次

講師：藤井克之

講師：川田英樹

講師：大久保康一

研究概要

I. 基礎的研究

外 科 ＾ 子

手の外科学

股関節外科

感染症

膝関節外科

バイオマテリアル

生化学

手の外科学

マイクロサージャリー

1. biomechanicsならびに biomaterialに関す

る研究

1) 人工関節，人工骨頭に関する研究

人工関節に関しては，その耐久性を向上させるべ

く，摩耗し難い素材，特にプラスチックの開発が急

がれているが，現在，放射線を照射した HDPソケッ

トの耐摩耗性，生体反応につき実験的に検討中であ

る（科研，一般研究 C)。さらにまた，脚部の固定性

と強度について，犬用人工骨頭を用い，そのデザイ

ンを開発中である。人工骨頭に関しては，術後の中

心性脱臼を防止するために，骨頭径ならびに頸部長

が臼蓋におよぽす影響を犬を用いて実験的に検討中

である。

新しい人工素材の開発研究として， リン酸カル

シューム系結晶化ガラス， Zr02,ZrB2など，すぐれ

た骨親和性と力学的強度をあわせもつ素材につき，

家兎を用いて検討，従来のアルミナセラミック以上

の強度と骨親和性のあることを確認した。

その他，セラミック性人工指関節の耐久試験も試

行中である。

2) 骨折固定用プレートに関する研究

現在一般に使用されている金属プレートには，長

期間の使用により，骨の強度を低下させる欠点があ

るが， これに代わる素材としてカーボンファィバー

複合素材プレート，ジルコニアプレートなどを開発，

家兎をもちいてその強度，骨への影響などについて

検討したが， カーボンファィバー複合材料プレート

は，長期間使用しても，骨皮質の非薄化が少なく，骨

強度の低下も少ないことが判明した。

2. 感染症に関する研究

現在，菌交代現象，複数菌感染，異物存在下での

感染等につき研究を進めている。ブドウ球菌による

先行感染があると，緑膿茜の二次感染を容易にする
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ことや， ブ菌と緑膿菌の混合感染において， ブ苗に

のみ有効な抗菌剤を使用すると， ブ菊は減少する反

面，緑膿菌は急激に増殖する現象を骨内の細菌数で

量的に明らかにすることができた。また，開放性骨

折において， 103個のブ菌を接種すると，金属副子に

よる固定を行なった場合は 100%に感染が成立する

が，保存的にギプス固定を行なった場合には， 70%

に感染が成立し，両者の間の感染率に違いがあるこ

とを明確にした。人工関節置換術後に生じる late

infectionの問題に関しては，マウスの人工骨頭を開

発し研究を進めている。

3. 生化学的手法による研究

1) 慢性関節リウマチ (RA)に関する研究

(1) 抗コラーゲン抗体産生について

近年， RA患者のなかには，コラーゲンに対する自

己抗体を有するものがあることが見いだされてい

る。しかし， この抗コラーゲン抗体の出現の意義に

ついては未だ不明であることから， この点に関する

詳細な研究を行なった。その結果，（l)RA患者のお

よそ 10%のものに，血清の抗コラーゲン抗体の陽性

を認める。 (2)抗コラーゲン抗体は軟骨コラーゲン

(II型コラーゲン）に対するものである。 (3)抗体の

出現率は，初期 RA患者に極めて高く， RA因子とは

無関係の動態を示すことなどが判明した。このこと

から，今後，抗 II型コラーゲンの測定が， RAの早

期診断のための重要な補助診断法となり得ることを

強調した。

(2) RA関節液と軟骨細胞代謝

RAの関節貯留液が関節破壊にどのように関与す

るものであるかを知る目的で，軟骨細胞培養液中に

RA関節液を添加し，その際のプロテオグリカンお

よびコラーゲン代謝面での変化について検討した。

その結果， RA関節液は，両者の生合成を促進し，し

かも通常とは異なった分子サイズのプロテオグリカ

ンを合成せしめることが明らかとなった。

2) 末梢神経組織コラーゲンに関する研究

末梢神経損傷の病態生化学をコラーゲン代謝面か

ら解明することを目的とし，先ず，同組織からのコ

ラーゲンの分離・精製法の確立を行なった。ショ糖

密度勾配法によりミエリン蛋白，特に glycoprotein

を効果的に除去することが可能となり，本法は，今

後の種々のコラーゲン分析の重要な基盤をなすもの

と結論した。

4. 骨移植に関する研究

われわれの開発した大腿骨頭無腐性壊死に対する

遊離血管柄付き腸骨移植法につき，移植骨の辿る運

命を家兎を用い観察しているが周囲血行を遮断した

骨髄腔内に骨移植を行なった場合，術後 4週以内に

新骨髄腔の形成がみられるなどの興味ある知見が得

られている。

5. 筋解離術に関する研究

変股症に対する筋解離術の除痛効果の発現機序を

解明するために家兎の股関節周囲筋を切離し， これ

を実験モデルとして，その骨頭ならびに臼蓋軟骨に

およぼす影響などを観察中である。

6. マイクロサージャリーを用いての研究

l) 切断肢再接着に関する実験的研究

仔犬の前肢を切断，最長 72時間の低温保存肢の再

接着に成功。その筋・神経の組織学的検索を行なっ

た結果，仔犬では 72時問保存肢でもよくその機能を

保っていることを確認した。

2) 血管柄付き腱移植の実験的研究

母床の極めて悪い状態での腱移植は，容易に周囲

と癒着が生ずる。このような症例に対しては，人工

腱を用いる 2段階腱移植法が行なわれているが，満

足な成績が得られていないのが現状である。この解

決策として，腱と周囲のパラテノンと血管柄を付け

た血管柄付腱移植術を開発し，猿を使用してその有

効性を検討している。

3) 骨シンチグラムを利用しての，血管柄付骨移

植における骨癒合過程の検討

従来の骨移植は死んだ骨移植なのに比べ，血管柄

付骨移植法は，生きた骨移植法であり，その骨癒合

過程の解析は未だ不明である。そこで，骨シンチグ

ラム，特に TCのとりこみを定量的に検索し，生き

た骨移植の癒合過程の基礎的解析を行なっている。

4) flosal DAを利用しての組織温存に関する実

験

切断された組織をいかに長く温存させるかは，切

断肢再接着や，遊離組織移植を行なう際に大切な課

題である。 flosalDAで組織を灌流し，その有用性を

検討している。

7. 関節遊離体に関する実験的研究

関節内骨折による遊離骨軟骨片や，関節形成術な

どの目的で使用した組織片が関節内でどのように変

化していくのか，未だ不明の点が多い。この点を解

明するために，幼若家兎の膝関節内に，骨軟骨片，骨

膜，腱筋膜，皮膚などを挿入して，関節遊離体を

作る実験を行ない検討した。骨軟骨片では 84関節中

20関節に遊離体を認め， 30関節に滑膜内にとり込ま

れているのを確認組織学的，電顕的検討により，遊

離体の関節内発育が証明された。
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II. 臨床的研究

脊椎外科，股関節外科，足の外科，手の外科等，各

班毎に過去の手術成績の分析，新手術手技の開発な

どに努力している。

研 究業績

I. 原著論文

1. 基礎的研究

l)藤井克之，室田景久，三井健二，丸毛啓史，太田光宣，

田中孝昭：抗コラーゲン抗体測定による RAの早期診

断の試み．整形外科基礎科学． 11: 288-289 0984) 

2)梶原敏英，室田景久，藤井克之，田尻 健， Marvin

L. Tanzer:モネンシンによるプロテオグリカンの硫

酸化障害機構に関する研究．整形外科基礎科学． 11:

278-280 (1984) 

3)藤井克之，今村恭子，室田景久，大野典也： RAの早

期診断の試みー抗コラーゲン抗体を指標として一．医

学の歩み． 131:303-304 (1984) 

4)辻美智子，藤井克之，梶原敏英，田中孝昭，太田光宣，

今村恭子，室田景久：末梢神経からのコラーゲンの分

離，精製法について．結合組織 16:102-103 (1985) 

5) Sai, S. and Marvin L. Tanzer: Reversibility of 

monensin inhibition of oligosaccharide processing 

of human fibronectin. Experimental Cell Research. 

154 : 402-411 (1984) 

6)飯田勝訓，二階堂元重，石垣正美，日高正八郎，中島

公和，山本勝，上野博嗣：実験的化膿性骨髄炎に関する

研究一複雑骨折における金属副子の影響ー．日整会誌．

58: 153-154 0984) 

7) 日高正八郎：実験的化膿性骨髄炎に関する研究ー特

に複数菌黄色ブドウ球菌と緑膿菌感染について一． 日

整会誌 59:429-441 (1985) 

8) Ikai, T., Takagi, A. and Sugita, H. : Acute Rhab-

domyolysis Induced by Marcaine. Jikeikai Medi-

cal Journal. 30: 117-122 (1984) 

9) Takagi, A., Ikai, T. Fujita, T. and Sugita, H.: 

Release of creatine kinase in vitro from extesor 

digitorum longus muscular Disorders. Biomedical 

Research. 5: 311-316 (1984) 

2. 臨床的研究

l)富田泰次，室田景久，神前智一，穂苅行貴，金尾 豊，

杉山 噂大谷卓也：慈大式人工膝関節の耐久性につ

いて．臨整外． 19:1314-1321 0984) 

2)富田泰次，室田景久，神前智一，穂苅行貴，金尾 豊，

杉山 肇大谷卓也：慈大式長軸蝶番型人工膝関節の

合併症ーとくに折損について一．関節外科増刊号． 2:

135-139 (1984) 

3)伊丹康人，室田景久，赤松功也，富田泰次，中島育昌，

佐藤徹男：セメントレス人工股関節 (JIAT)置換術の

臨床成績ー200関節，最長 10年の遠隔成績ー．整形外

科． 35:641-651 (1984) 

4)室田景久： Kienbeck病に対する手根骨間固定術．

別冊整形外科．南江堂． 7:15-17 (1985) 

5)富田泰次，室田景久，川田英樹，谷吉彦，大久保康一，

中村信之：腕神経叢麻痺に対する肋問神経移行術の検

討． 日手会誌． 1: 553-556 (1984) 
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社． 178-190(1984) 

脳神経外科学

教授：中村紀夫 脳神経外傷・脳卒中・正常

圧水頭症

教授：鈴木 敬 スポーツ外傷

助教授：関野宏明 脳神経外傷・神経生理・機

能的脳外科

講師：神田龍一 神経系感染症

講師：橋本卓雄 脳卒中

講師：坂井春男 脳神経外傷・症候学

研究概要

I. 頭部外傷に関する研究

当教室の研究の主軸である“実験頭部外傷の医学

と力学＂は一区切りを迎え，今年度は concussion（脳

振盪）に関する総括を行った。並進加速度衝繋・回

転加速度衝撃（矢状方向と側方向）を総計 85尾のサ

ルの頭部に加えた後の臨床・病理学的検索の結果で

ある。実験動物の concussionの定義として Om-

mayaらの実験を参考とし角膜反射・呼吸停止時

間・血圧変動により評価した。実験成績より concus-

sionの成立機序に関して我々は次のように結論し

た。頭部に加わる衝撃によって一次的に主として脳

幹機能の障害が発生し，大脳もこれに関与する。こ

の一次的脳幹損傷は血中ガスの急速な悪化をもたら

し，大脳，脳幹に二次的機能障害を続発させ，それ

らの機能回復をさまたげる。この経過は衝撃後早く

も1分の問に進行する。さらに頸髄損傷・胸部損傷

が加わると一層重篤遷延し，それらを総合した病態

を臨床上 concussionとして観察しているというも

のである。すなわち意識の消失，即 primaryneur-

onal damageそのものとして考えることなく，臨床

的にも適切かつ積極的な呼吸循環管理が二次的脳損

傷を防ぎ， concussionそのものからの回復もうなが

すことを推測させる。

他に rabbitを使用した硬膜外バルーンにて，硬膜

外血腫等の際における脳室内圧・脳実質（組織）圧

を測定した。バルーンの膨隆 (0.3cmりにより同側

の脳組織庄・対側の脳室圧の有意の上昇を認めたが，

一方でこの過剰容積では脳血液関門の破壊や ne-

crosisは生じないことを証明した。又，凍結損傷によ

るラットの脳内遊離アミノ酸を中心に生化学的検討

を加え，急性期は基質の供給•利用障害が生ずるこ

と，尿酸の変動からは核酸・nucleitideの崩壊， turn-

overの九進があることを認めた。

臨床面では治験例の稀な，新生児分娩時外傷によ
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る脊髄硬膜外血腫を報告。外傷に起因する正常圧水

頭症の症例から従来の臨床像と異なる agressive

dementiaを分析した。硬膜下血腫は臨床上問題の多

い頭蓋内血腫の 1つであるが，乳幼児例に関しては

凝血塊型と既存液体貯溜型の 2型の差を質問状を用

いて最長術後 21年の症例まで遠隔成績も調査した。

一方，成人例に関しては脳皮質損傷と橋静脈損傷の

原因 2型につき，サルの実験頭部外傷例およびラッ

トの凍結損傷実験から生化学的分析を行いそれぞれ

脳内の著明な代謝異常に修飾される可能性を示し

た。

II. 脳血管障害に関する研究

クモ膜下出血の主因を成す脳動脈瘤の成因・増

大・破壊のメカニズムは未だ不明の点が多い。今回

glassおよび siliconモデルにより動脈瘤内の flow

dynamicsを検索し，動脈瘤の成因・増大・破壊に

hemodynamic stressの関与が大であることを見い

だした。内皮細胞・内弾性板の破壊因子として tur-

bulence, pulse impulse, pulse impedanceの増大が

璽要で， vasoconstrictionの存在は再出血を生ぜし

める動脈瘤内の強い turbulenceの発生に関連する

知見を得た。又，近年虚血性脳血管障害に対する脳

外科領域からの approachが著しいが，実験動物モ

デルの作成は，基本実験として不可欠である。今年

教室では自家凝血片栓子をラット内頸動脈内に注入

し脳栓塞を作製，脳血管撮影により栓子の distal

migrationを証明した。同時に水素クリアランス法

による局所脳血流量の測定ならびに脳波パワースペ

クトログラム分析を行った。一方，虚血脳の生化学

的検索は，病態の究明に新しい知見が次々と得られ

ているが，今年は急性期以後の脳内アミノ酸代謝を

ラットにおいて調べた。 Dicarboxylic group, 

monocarboxylic group必須アミノ酸群のいずれも

利用・代謝障害がみられた。今まで知見の少ない尿

酸の高速液体クロマトグラフィーの測定結果は，対

側の 3倍の値が得られ，やはり脳虚血巣の細胞成

分・核酸の崩壊・nucleotideのturnoverの充進を示

唆した。

又，脳血流の基礎実験として家兎を使用し，大脳

皮質における有酸素的代謝について血中酸素分圧と

の関連も調べた。これらの結果分析から脳血流自動

調節能の作動範囲，さらに TIAの発作発現に関する

新しい知見も得られた。臨床面では虚血性脳血管障

害の治療成果の数例を報告し，総頸動脈起始部狭窄

症に対する自家静脈移植術例などが含まれる。又，血

管内外科の脳外科領域における応用として，根治手

術不能の後頭蓋腐硬膜動静脈奇形に対し Cardis

catheter introducer systemを用い人工血管塞栓術

で治癒せしめた症例を報告した。

III. 神経生理学的研究

正中神経刺激による短潜時体性感覚誘発電位

(short latency somatosensory evoked potential, 

S-SEP)は脊髄脳幹機能の新しい検査法であるが，電

位の起源は未だ不明が多く，臨床例 66名の検査で術

中記録も利用し Pl-P4Nの起源を推定しうる結果

を得た。又， centralpainに対する除痛法の一法と

して経皮的脊髄硬膜外刺激の成果を報告し，その非

侵襲性を強調，かつ拡大可能な応用範囲を示した。聴

性脳幹反応 (ABR)は種々の病態における脳幹機能

を評価する手段となり，今年は主に正常圧水頭症の

質的差を検索し，老人の臨床例から加令と ABRの

関連についても言及報告した。

IV 水頭症および奇型疾患に関する研究

正常圧水頭症は当教室の研究テーマの 1つであり

多方面からの検討を行っているが，今回持続頭蓋内

圧測定の面から成果をまとめた。圧波そのものは症

候の出現や shunt手術の効果出現と直接関連を持た

ぬこと，一方で圧波の出現は脳の functionalcapac-

ityを示す 1つの指標となることなどが判明した。

NPHの精神障害の構成要素も分析し，障害内容・回

復の順序に一定の傾向のあることや，器質的損傷の

役割の重要性を報告した。

脳外科領域に新たに導入された核磁気共鳴装置

(NMR)はX線CTの登場時と同じ様な画像診断の

革命である。当教室でも既に多くの臨床例が経験さ

れ今回中枢神経系先天奇型の NMRをまとめて報

告した。特に Chiari奇型・ syringomyelia等の脳幹

脊髄疾患の新知見は著しく，今後疾患そのものの概

念や治療法にも影響を与えることが考えられる。

v その他の研究

赤外線サーモグラフィーを頭蓋内疾患開頭時に利

用し，脳皮質の温度検出を行った。正常脳組織との

境界は明確にされ，局所脳循環・脳代謝の反映を推

察し， さらに家兎脳虚血モデルで実験的にサーモグ

ラフィーの有用性の裏づけも行った。

又，教室の各脳神経外科疾患の症例も充分な数に

のぽり，今年は教室の治療経験の中より，頭蓋内膿

瘍の手術・頭部脳外傷手術の管理・創部とドレーン

の管理・新しい手術器具と材料・クモ膜下出血とそ

のケアの実際等の項目につき独自の総説を発表し
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た。さらに貴重な症例は積極的に症例報告を行って

おり，今年も Multipleosteoblastic metastasisを示

した Wilm'stumor,頭蓋骨 Aneurysmalbone cyst, 

脳宮崎肺吸虫症の本邦初治験例，長期問観察した

Balint syndromeの回復過程など多彩な臨床例を報

告した。

研究業績

I. 原著論文

1. 頭部外傷に関する研究

l) 中村紀夫，関野宏明，神田龍一，益澤秀明•，三井香

児＊，有賀徹＊（＊東大），河野宏＊＊，杉浦誠＊＊（＊＊

女子医），菊地厚射＊＊＊，小野古志郎＊＊＊，大橋秀幸＊＊＊

(＊*＊日本自動研），小林 肇（東大工） ：実験的頭部外

傷の医学と力学ー総括第一報 concussion. 神経外傷．

7: 1-8 (1984) 

2) Abe, T., Peter McL Black* and Lorraine Foley• 

(•Massachusetts General Hospital) : Changes in 

Parenchymal and Ventricular Pressure with Experi-

mental Epidural Compression. Surg. N eurol. 22 : 

477-480 (1984) 

2. 脳血管障害に関する研究

1) Hashimoto, T.: Dynamic measurement of pres-

sure and flow velocities in glass and silastic model 

berry aneurysms. Neurol. Research. 6: 22-28 

(1984) 

2)馬目佳信，谷諭，西田 伸，関野宏明，中村紀夫：

根治手術不能の後頭蓋裔硬膜動静脈奇形に対する人工

血管塞栓術の試み．第 13回脳卒中の外科研究会講演

集． 201-204(1984) 

3) Kaneko, D., Nakamura. N. and Ogawa, T.: Cere-

bral infarction in rats using homologous blood 

emboli : development of a new experimental model. 

Stroke. 16: 76-84 0985) 

3. 神経生理に関する研究

l)谷 諭，清水弘之，石島武ー，花籠良一（都立神経病

院） ：SMONその他の神経疾患に対する経皮的脊髄硬

膜外剌激の経験．脳神経． 36:383-388 0984) 

2)安江正治，高橋 宏，清水弘之，石島武ー，清水裕幸

（都立神経病院） ：正中神経剌激による体性感覚誘発電

位の起源に関する検討．脳神経． 36: 535-541 (1984) 

4. 水頭症および奇型疾患に関する研究

l) 加藤康雄：正常圧水頭症の一病態面•特に持続頭蓋

内圧測定の意義． Neurol.Med. Chir. (Tokyo). 24: 

670-677 (1984) 

2)阿部俊昭，多田信平，川上憲司：画像からみた鑑別診

断脊髄空洞症． Medicina.21: 1822-1830 0984) 

5. その他

l)坂井春男：新しい手術器具と材料・脳神経外科から．

外科． 47: 54-57 (1985) 

2)橋本卓雄，中原成浩，関野宏明，中村紀夫，田中 厚

（富士通） ：脳神経外科領域における赤外線サーモグラ

フィーの応用．開頭時の脳皮質の温度変化．

Biomedical thermography. 4: 76-78 (1984) 

II. 総 説

1)加藤康雄，山口由太郎，神吉利典：痴呆の臨床・正常

庄水頭症． GeriatMed, 22: 1263-1272 (1984) 

2)神田龍ー：頭蓋内膿瘍の手術．手術． 38:1119-1124 

(1984) 

3)坂井春男：頭部外傷の治療．プレインナーシング． 1:

23-32 (1985) 

4)中村紀夫：遷延性意識障害患者についての実態調査

報告． 日本脳神経財団昭和 56• 57年度研究報告． 1-8

(1985) 

5)中村紀夫：正常庄水頭症． 日本脳神経財団昭和 56・

57年度研究報告． 71-830985) 

6)橋本卓雄，関野宏明：クモ膜下出血とそのケアの実

際．看護技術． 31: 109-112 (1985) 

III. 学会発表

1)橋本卓雄，中村紀夫：脳動脈瘤成因，増大，破裂に関

する研究 第3報・血管れん縮に伴う動脈瘤内の flow

dynamics.第9回日本脳卒中学会総会． 5月．東京．

2)橋本卓雄，中村紀夫，関野宏明，小川武希，金子大成，

田中 厚：脳神経外科領域における赤外線サーモグラ

フィーの応用・開頭時の脳皮質の温度変化．第 25回日

本神経学会総会． 5月．札幌．

3)小川武希，金子大成，谷 諭，関野宏明，中村紀夫：

凍結損傷による脳浮腫の生化学的変化・脳内遊離アミ

ノ酸を中心として．第 25回日本神経学会総会． 5月．札

幌．

4)金子大成，坂井春男，小川武希，橋本卓雄，関野宏明，

中村紀夫：脳虚血性病変の生化学的研究・脳内遊離ア

ミノ酸・カテコラミン・尿酸レベルの変動．第 25回日

本神経学会総会． 5月．札幌．

5) Taguchi, Y., Kaminoge, M. and Austin, G.: 

Autoregulation of Cortical Blood Flow and Oxygen 

Tension in the Rabbit. The Western Neurosur-

gical Society, 29th Annual Meeting. Nov. Santa 

Barbara. 

6) Taguchi, Y., Kaminoge, M. and Austin, G.: Effect 

of Hypoxia and Hyperoxia on NADH Redox State 

and Cortical Po2 in the Rabbit.Stroke Research 

and Institude Enviromental Stress, UC Santa Bar-

bara, Annual Meeting of the Southern California 

Chapter, American College of Surgeons. Jan. 
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Santa Barbara. 信雄監修：脳神経外科における ICU管理一基礎と臨

7) Taguchi, Y. and Austin, G.: Autoregulation of 床ー．朝倉書店． 590-605(1984) 

Cortical Blood Flow and Oxygen Tension in Rela- 3)関野宏明：創部とドレーンの管理の項分担執筆．佐

tion to Cortical Oxidative Metabolism. Federa・ 野圭司監修：脳神経外科術前・術中・術後管理．へるす

tion of Western Societies of Neurological Science, 出版． 418-422(1984) 

The State of the Art in neuroscience. Feb. Santa 

Barbara. 

8)小川武希，中村紀夫，金子大成，関野宏明：凍結損傷

による挫創性浮腫におげる組織的生化学変化の検討．

第 101回成医会総会． 10月．東京．

9)中原成浩，赤地光司，阿部俊昭，関野宏明，中村紀夫：

（シンポジウム）中枢神経系先天異常のNMR.第43回

日本脳神経外科学会総会． 10月．千葉．

10)阿部俊昭，中原成浩，尾上尚志，宇都宮隆一，井上聖

啓：脊髄空洞症に対する NMRの有用性．第 43回日

本脳神経外科学会総会． 10月．千葉．

11)入倉哲郎，中村紀夫，鈴木 敬，関野宏明，小川武希：

（シンポジウム）成人急性硬膜下血腫を修飾する甚本的

ニ病態について．第 43回日本脳神経外科学会総会． 10

月．千葉．

12)田渋公一，八塚 如，関野宏明，中村紀夫： （シンポ

ジウム）脳膿瘍の治療法と遠隔成績．第 43回日本脳神

経外科学会総会． 10月．千葉．

13)関野宏明： （シンポジウム）神経放射線 (CT，頭蓋

単純撮影等）．第 46回日本臨床外科医学会総会． 11月．

東京．

14)関野宏明： Subduralfluid collectionについて．第

11回日本小児神経外科研究会卒後セミナー． 5月．富

山．

15)山口由太郎，神吉利典，加藤康雄，中村紀夫：くも膜

下出血後 NPHのABR．第 25回日本神経学会総会． 5

月．札幌．

16)関野宏明，加藤康雄，阿部 聡，中村紀夫： （シンポ

ジウム）脳腫楊診断における NMR-CTの有用性．第

43回日本脳神経外科学会総会． 10月．千葉．

17)山口由太郎，加藤康雄，中村紀夫： SAH後 NPHと

老人の ABR．第 1回難治性水頭症調査研究班班会議．

10月．神戸．

18)神吉利典，中村紀夫： NPHの脳代謝面に関する研

究（第一報）．第 1回難治性水頭症調査研究班 班会議．

10月．神戸．

19)中村紀夫，入倉哲郎：乳幼児急性・悪急性硬膜下血腫

の遠隔成績．第 8回日本神経外傷研究会． 2月．東京．

IV 著書

1)中村紀夫：頭部・脳外傷手術の管理の項分担執筆．佐

野圭司，半田 嗜編：脳神経手術管理法．医学書院．第

2版． 186-211(1984) 

2)中村紀夫：脳嵌頓（脳ヘルニア）の項分担執筆．森安

v その他

l)三間伸一，田口芳雄，関野宏明，猪股 出：頭蓋骨

Aneurysmal bone cystの一例．脳外． 12:825-831 

(1984) 

2)双津正博，西田 伸，中村紀夫，片倉賢，小林昭夫，

荒木国興：脳宮崎肺吸虫の一手術例．脳外． 12:865-

870 (1984) 

3) Yatsuzuka, H., Nakamura, N. and Aizawa, S.: 

Wilms'Tumor in an Adult with Multiple Osteoblas-

tic Metastasis. Surg. Neurol. 21: 515-520 (1984) 

4)阿部俊昭，谷論．中村紀夫，畑雄一，福本誠一：

脊髄空洞症の NMR像．神経内科． 21:297-298 

0984) 

5)坂井春男，中村紀夫，鈴木 敬，金子大成：長期間観

察した Balintsyndromeの回復過程．神経内科． 21:

265-266 (1984) 
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形成外科学

教授 ：丸 毛英 二 四肢先天奇形・手の外科

教授：大畠 襄 顎顔面外傷・骨代謝・スポー

ッ医学

助教授：児島忠雄 手の外科 •Entrapment

Neuropathy •四肢皮膚欠

損の被覆

講師 ：栗 原邦 弘 皮膚移植・顔面先天奇形

講師：新橋 武 クラニオフエイシャルサー

ジアリー

研究概要

I. 四肢先天奇形に関する研究

1. まれな多指症症例の検討

四肢奇形において多指症は最も頻度の高い奇形で

あるが， 6本の中手骨と全指の合指を合併した症例

について，過去の報告例および自験例について検討

を加えた。そしてこれらの奇形が， 1）母指列の欠損，

2)母指列以外の指列の高度の重複， 3）全指の分離障

害，を合併した一連の奇形で， MirrorHandとは異

なるカテゴリーに含むべきものと結論した。

2. 足奇形の統計的観察

過去 16年問の自験例 628例に対して，奇形別発生

数，性差，発生部位，家系内発生例，合併する手奇

形との関連等について検討した。多指症が手同様に

最も多く 255例あり，その発生部位は小指列に庄倒

的に多かった。短指症は 94例で，第 4指が 3分の 2

を占め，女に多いことも特徴的である。裂足症は裂

手症の合併の有無によってその表現型が異なってい

た。まれな奇形として合短指症 9例をみた。

3. 足多指症の検討

われわれの経験した足多指症は前述のように 255

例で，手は 209例．手足合併多指は 38例である。足

多指症の罹患指別発生頻度は，第 1指 22例，第 2指

16例，第 3指 4例，第 4指〇，第 5指 213例と， 83.

5%が小指列に発生している。また合併奇形は，手合

指症，足合指症，裂手・足症，唇裂，耳奇形等をみ

た。これらの経験をもとに，足多指症の分類，家系

内発生， レ線所見，手術法，長期予後観察等につい

て検討を加えている。

4. 手合指症の分類と治療

われわれは罹患手に合指のみを有し，他に奇形を

みないものを純粋な合指症と定義し，症例を集積，分

類した。昭和 43年より昭和 59年の 16年間の手合指

症自験例は 72例で，男女比は 49対 23で男性に多

い。罹患側は左 34．右 20．両側 18例でやや左側に多

い。罹患指間は庄倒的に第 3•4 指間である。このよ

うに， 72例を分類し臨床像を明らかにすることによ

り，純粋な合指症を他の合指を含む手の奇形と区別

し，独立した疾患としての確立を試みている。

II. 顎顔面骨の再構築に関する研究

近年 aanio-facialsurgeryの進歩にはめざまし

いものがある。しかし一方で，大きな手術侵襲が幼

少児の頭蓋・顔面骨に加わることが多く，顔面骨に

およぼす影響について十分に考慮されなければなら

ない。われわれは幼犬を用いて頬骨上顎縫合部破壊

除去の顔面骨に及ぼす影響をみるため，右側を実験

側，左側を対照側とし，硬組織ラベリング法とマイ

クロラジオグラフィーにより比較観察した。すなわ

ち最初の 4週で破壊部およびその周囲で活発に骨吸

収が行われるが，次第に反応性の骨形成がおこりは

じめ 8週目で最高潮に達す。 12週になると反応性の

骨形成は次第におさまり，顔面骨の発育の方向に変

化がおこりはじめる。隣在骨への影響は軽度だが 4

週からみられる等の所見を得た。

III. 神経・筋に関する研究

引き続き第 2生理酒井敏夫教授，西島博明講師の

指導の下に研究を行っている。

1. 神経切断後の回復過程について

神経接合の際， フィブリン糊の方が従来の縫合法

よりよい結果を得ることが出来るか否かを究明する

ために， ラット坐骨神経を切断，直ちにフィブリン

糊で神経接着を行い経時的に以下の検索を行った。

すなわち， l）生理学的検索：神経伝導速度，神経一筋

テタヌス剌激， 2）神経線維： SOSゲル電気泳動によ

る神経構成蛋白変動， 3）筋湿性重量， 4）神経接合部

の光顕的検索。これらの結果より，従来の神経縫合

法とフィブリン糊による神経接着の間には優位の差

がなかった。

2. Entrapment Neuropathyの実験的研究

ラット坐骨神経にクリップ装着を行い，長期群紋

拒性神経障害の病態と組織学的変化について検索し

た。

IV 振動反射に関する研究

第 2生理酒井敏夫教授，昭和大学第 2生理本間生

夫助教授の指導の下に， 1979年以来振動誘発反射の

神経生理学的研究とその臨床応用の可能性の探求を

行っている。

振動誘発反射の新しい促通法を聞発し， これを振
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動剌激と併用することにより，健常者ではほぽ全例

にこの反射を誘発できるようになった。しかし手の

末梢神経系に障害のある患者では促通法を併用して

も反射を誘発できぬ場合があり，神経系の機能的評

価に応用することが出来る。この評価方法は 2PD,

m2PD，振動覚発汗機能の検査結果とも相関を示し

た。

V. 創傷治癒に関する実験的研究

1. 創傷治癒過程におけるコラーゲン動態

創傷治癒過程におけるコラーゲンの重要性が，最

近とみに認識されてきている。しかしコラーゲンの

動態に関し，経時的変化を観察したものは少ない。そ

こで創傷治癒の各段階で， コラーゲンがどう変化し

て行くかを，形態学的に検討している。

2. ヒトコラーゲン抗体の作成

ヒト皮膚および胎盤よりコラーゲン TypeI, 

Type IIIを精製。この精製されたコラーゲンを使

い， ラットにヒトコラーゲン抗体を作製する。この

抗体を用い蛍光抗体法により，肥厚性搬痕のコラー

ゲンを観察している。

VI. 化学療法が微小血管吻合におよぼす影響につ

いての実験的研究

1. 予備実験

体重 200g前後の雄ラットの頸動脈に幅 6mmの

Hemoclipを装着し， この部分を中心に血管を約 15

mm採取し，光顕にて内皮細胞の脱落過程を経時的

に観察した。そして実験には 30分間の Hemoclipを

作用させることに決定。

2. 基礎実験

Hemoclipを 30分間装着し内皮細胞を脱落させ

たあと， Hemoclipを除去して内皮細胞の再生産過

程を経時的に観察した。完全に内膜再生が完了する

のは 5日より 14日の間で，光顕に加え電顕での

Vimentin, Endothelial Ag., Factor VIIIなどの検

壺を試みている。

VII. スポーツ外傷・障害に関する研究

スポーツによる顔面外傷について，引き続き臨床

例を重ねている。

サッカー競技とスボーツ障害について， 日本サッ

カー協会医事委員会ならびに第 1生理馬詰良樹教授

らの協力を得て， 日独熟年サッカー選手の体力の比

較を行った。すなわち対象は日本選手 14名（平均

60.7オ），西独選手 5名(46.2オ）。これらに対して

形態肺機能検査反復横跳び等の体カテスト，キ

ンコムによる筋力測定，また自転車エルゴメーター

による運動負荷テストを行ってこの両者を比較し

た。

研究業績

I. 原著論文

1. 四肢先天奇形に関する研究

l)平川正彦，児島忠雄，丸毛英二：先天性紋拒輪症候群

のレ線所見． 日手会誌． 1(1) : 305-308 (1984) 

2)増沢源造，里見隆夫，金 民雅，児島忠雄，丸毛英二：

まれな多指症． 日手会誌． 1(1) : 316-320 0984) 

2. 顎顔面骨の再構築に関する研究

1) Shinbashi, T., O'Hata, N., Hayashi, Y., Okumuta, 
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心臓 外科 学

教授 ： 新 井 達 太 心臓外科学

研究概要

I. 心機能・心筋保護に関する研究

1. 超音波心筋刺激法 (Ultrasonic myocardial 

Stimulation• UMS)の心機能増強効果につい

ての実験的研究

超音波照射が心機能に及ぼす効果についてラット

別出灌流Lを用いて検討した。方法は虚血及び Car-

dioplegia（心停止液）による心停止後に好気的状態

で再溜流を行う。この時，虚血群ではその全過程で，

又Cardioplegia群では再灌流時に超音波を易lj出心

全体に照射して非照射群と比較検討した。その結果，

虚血群及び Cardioplegia群ともに超音波照射群で

は，非照射群に比較して約 2倍の“心拍出量の回復

率＂を示した。この結果に基づき， UMSを新しい心

臓補助装置として臨床応用する目的で現在，更に実

験的検討をすすめている。

2. 心筋の復温過程と reperfusioninjuryに関す

る実験的研究

心停止中に低温に維持されていた心筋は，大動脈

遮断解除後に急速に復温される。この復温の過程で

repertusion injuryと呼ばれる障害を生じるとされ，

その予防は臨床的に非常に重要な問題である。そこ

で雑種成犬を用いた体外循環下右心バイパスモデル

を用いて大動脈遮断解除時に各種温度で再灌流を行

ぃ，心機能の回復率や冠静脈血内 CPK等の検討を

行った。その結果 37℃以上での再灌流は避けるべき

であり， 32℃以下が最良であるとの結論を得た。

3. 心筋保護における連続的心筋内 PHモニ

ターの実験的研究

心停止中における心筋保存状況の新しいモニター

として“心筋内 PH"に注目し，その有用性を実験的

に明らかにした。実験設定は I-2と同様な右心バイ

パスモデルである。微小ガラス電極を左室壁下心筋

内に縫着し，虚血中の PH変化と虚血解除後の心機

能回復率，冠静脈血中の乳酸， ピルビン酸流出量な

どを比較検討した。その結果，虚血中の PH低下が

著しい程虚血解除後の心機能回復が不良であり，こ

れが乳酸・ピルビン酸の蓄積を反映する事を示唆し

た。

4. 心停止中の至適心筋温度と各種心停止液につ

いての実験的研究

ラット別出濯流心 (Neelymodel)を用いた従来か

らの研究を更に発展させ，詳細な至適心筋温度及び

心停止液の検討を行った。この結果心停止中に心筋

温を 15℃に維持した群で再灌流后に心拍出量(CO)

及び ratepressure product等の心機能指標が最良

の回復率を示した。又心停止液については Young

液 KrebsHenseleit bicarbonate (KHB)液，及

びMg++を含む St.Thomas液の 3者を検討し， CO

の回復率からみて St.Thomas液が最も優れている

ことを明らかにした。（尚．本研究及び 1-1は青戸分

院内科，望月正武講師のご協力を得て行った）

5. 虚血心筋に対する再灌流圧の影響

近年， A-Cbypass術は臨床的に定着した観があ

る。しかし術中に冠動脈の高度狭窄部よりも末梢部

分の心筋へは心停止液が流れにく<, このためこの

部位の心筋保護を術中にいかに行うかは，未だ議論

のあるところである。この点について 1-2と同様な

実験設定のもと，左冠動脈前下行枝を一時的に完全

閉塞した成犬モデルを用いて，各種“再灌流圧”が

再濯流後の局所及び全体の心機能の回復率に与える，

影響を比較検討中である。（尚，実験 1-2,3, 5は東

京女子医科大学心臓血圧研究所公募実験課題として

実施した）

II. 人工弁・弁膜症に関する研究

1. 人丁弁置換術後，弁機能についての臨床的研

究

1) 人工弁置換術遠隔期の多数例において，当科

にて考案した右室ペーシング負荷法による弁機能の

比較検討を行い以下の結果を得た。ペーシング負荷

時の心係数 CC.I)の変動パターンを見ると，大動脈

弁置換術 (AVR)群では安静時を最大とする sloped

type，僧帽弁置換術 (MVR)群と AVR+MVR群で

はrate80/minのペーシング時の最大 C.Iを呈する

peaked type, A VR十僧帽弁交連切開術 (OMC)群

は安静時から rate 100/minまでは flateで， 120/

minで急に減少する型を呈した。弁サイズ別にみる

と， AVRに用いた機械弁では 25-29mmが最も優

れ， MVRに用いた生体弁の中では 29-33mmの

Ionescu-Shiley (IS)弁が最も優れた弁機能を示し

た。 MVRでは一般に生体弁が機能弁よりも優れて

し、た。

2) IS弁で，従来のタイプと弁高を減じて改良を

加えた ISLM弁とを比較し， ISLM弁の方が弁圧較

差が少なく， しかもパルスドプラによる流入血流パ

ターンも良好であることを明らかにした。

2. 人工弁置換術後早期血行動態からみた術後低

心拍出量発現の予測因子の検討
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術後 ICU入室時から 48時間後まで経時的に熱希

釈法により C.Iを測定し得た多数例を対象として，

術後の低心拍出量状態を予想する因子を検討し次の

結果を得た。術式別にみると， MVR群の方が術前の

心機能指標が悪いこともあるが， AVRに比較して

MVRの方が低い C.Iを呈した。術後の低心拍出量

を予想するものとして AVR群では術前の C.I 2.1 

L/m/m汽MVR群では 2.3以下， AVR+MVR群で

は術前の PCW平均圧 40mmHg以上及び肺動脈圧

58mmHg以上が重要な危険因子と判明した。

III. 超音波心臓診断法の研究

l. バルスドプラ・連続波ドプラ法の臨床的研究

ドプラ法により心内の血流速度や分散の程度が非

観血的に知り得るようになった。そこでこれを利用

して，大動脈弁逆流の定量的評価，各種心疾患の短

絡率の推定，僧帽弁狭窄症 (MS)弁口圧較差の推定

などを行い，従来の心臓カテーテル・造影法と比較

検討してその有用性を明らかにした。

2. 術中超音波断層・ドプラ法の臨床的研究

術中，心臓表面に直接超音波探触子を当てて，冠

動脈を描出し，その狭窄病変周囲の内膜の状況など

を観察して冠動脈外科に応用せんとの目的で研究中

である。又， ドプラ断層法 (2-D.Doppler)を用い

て冠動脈やグラフト附の血流をカラー表示にて観察

することに成功した。

IV. 心臓外科におけるコンピューター (CPU)応

用に関する研究

l. 左室容積時系列曲線からみた僧帽弁狭窄症の

手術術式の検討

MSの術式とその効果を検討するために，我々が

予ねてから開発してきた DeckPDP-11による左室

造影自動解析システムを用いて左室容積時系列曲

線，左室容積 dv/dt曲線， VCF曲線を自動作図した。

そして各々の曲線の解析から， MSの弁病変が軽症

及び中程度 (Sellors分類の I・ II型）の症例では直

視下交連切開術 (OMC)が流入改善，左心機能改善

に有用であること，又重症例 (SellorsIII型）では

OMCよりも MVRの方が優れていることを明らか

にした。

2. CPUによる心機能の解析

Deck PDP-11を使用して心機能曲線とその回復

率を出力する独自の心機能解析プログラムを作成

し，実験 I-2,-3, -6などの研究に用いている。

V. 人工心肺に関する研究

1. 膜型肺の臨床的研究

膜型人工肺は気泡型人工肺と比較して生理的なガ

ス交換が可能でかつ血液に対する損傷が少ない利点

があり， このため長時間の体外循環を必要とする症

例に対し近年広く用いられる様になってきた。現在，

積層型及び中空糸型膜型肺を用い，そのガス交換能，

血球及び血漿蛋白成分に対する影響，操作性につい

て比較検討中である。

2. 体外循環後の残血濃縮利用に関する検討

開心術後人工心肺に残った血液を濃縮再利用す

る事は，輸血星節減に有用であり，ひいては肝炎な

どの輸血副作用減少に結びつくと考えられる。我々

は，新開発の HollowFiber型残血濃縮器を用いて

人工心肺残血の濃縮を行った。濃縮前後の血液成分

及び血漿タンパク成分の比較では赤白球，血少板，

Htとも有意に濃縮されており， T-Protein, Albu-

min, Haptogloblin等も有意に濃縮されていた。そ

して本法を臨床に使用して，開しヽ術時の輸血量を節

減することに成功した。

VI. ペースメーカーに関する研究

1. NMRイメージングのペースメーカー (PM)

に及ぼす影響について

NMRの磁場が PMに及ぽす影響を検討した結

果，植込式デマンド PMでは pacingmodeが非同期

モードに変化して， spikeon Tを起す危険性の存在

を明らかにした。従って機種によっては pacing

OFFとして体外式 pacingを併用すれば NMR検

査ぱ可能であるが普遍的ではなく，現時点では PM

植込患者の NMR検査は避けるべきである事を示

唆した。

研究業績

I. 原著論文

1. 心機能・心筋保護に関する研究

l)新井達太，水野朝敏，鈴木 茂，丸山浩一，望月吉彦，

谷口正幸，望月正武，永野 允：超音波が虚血後再灌流

時の心機能に及ぽす効果． 日胸外学会誌． 32（増刊） ： 

1545 (1984) 

2)新井達太，水野朝敏，鈴木 茂，丸山浩一，望月吉彦，

望月正武，永野 允，小谷野明＊，二宮鎮男＊（＊アロカ

株式会社） ：超音波心筋剌激の心機能に及ぼす効果，

Working Heart法を用いて．日超医論文集． 45:159-

160 (1984) 

3)佐々木達海，益子健男，鈴木和彦，堀越茂樹，鈴木

茂，小机敏昭，中野雅道，若林研二，望月吉彦，新井達
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太：大動脈遮断解除時における再灌流温度の影響． 日

胸外学会誌． 32（増刊） ：1544 (1984) 

4)益子健男，堀越茂樹，鈴木 茂，小机敏昭，佐々木達

海，古川 仁，鈴木和彦，若林研司，望月吉彦，新井達

太：心筋保設における連続心筋内 PHモニターの有用

性に関する研究．日胸外学会誌． 32（増刊） ：1546 

0984) 

5)丸山浩一，水野朝敏，益子健男，新井達太，望月正武，

桝田 出：心筋保設の効果因子，至適心筋温の検討 II.

臨床胸部外科． 4:395-401 (1984) 

6)丸山浩一，水野朝敏，望月吉彦，新井達太，谷口正幸，

望月正武，永野 允：心停止中の心筋温と各種心停止

液の比較検討．日胸外学会誌． 32（増刊）： 1548(1984) 

2. 人工弁・弁膜症に関する臨床的研究

l)小机敏昭，久米弘洋，松井道彦，堀越茂樹，丸山浩一，

鈴木 茂，杉田洋一，佐々木達海，中野雅道，宮沢総介，

益子健男，橋本和弘，古川仁，森田紀代造，金子俊昌，

新井達太：人工弁置換術後早期血行動態と術後の低心

拍出量を予測する因子に関する検討． 日胸外学会誌．

32 : 454-459 0984) 

有用性．断層法，コントラスト法，パルスドプラ法によ

る弁膜症の詳細な術前診断とその手術．日臨床外科学

会誌． 45（特集） ：193-194 (1984) 

4. 心臓外科におけるコンピューター応用に関す

る研究

l)橋本和弘，堀越茂樹，鈴木 茂，小机敏昭，佐々木達

海，中野雅道，宮沢総介，新井達太：左室容積時系列曲

線よりみた僧帽弁狭窄病の手術々式の検討． 日胸外学

会誌． 32（増刊） ：1537 (1984) 

5. 人工心肺に関する研究

l)佐々木達海，中野雅道，鈴木和彦，水野朝敏，高安英

樹，新井逹太：体外循環後の残血濃縮利用に関する検

討，新開発の HollowFiber型血漿分離器の使用経験．

第 22回日本人工臓器学会予稿集． 45(1984) 

6. ペースメーカーに関する研究

l)堀越茂樹，宮沢総介，堀口 徹，望月吉彦，新井達太，

祐乗坊真＊，中村英明＊（＊フクダ電子株式会社） ：NMR 

イメージングのペースメーカーに及ぼす影響の検討．

第 22回日本人工臓器学会予稿集． 99(1984) 

2)小机敏昭．鈴木茂，益子健男，江本秀斗．橋本和弘． II. 総 説

古川 仁，望月吉彦，新井達太： Ionescu-ShileyLow 

Profile弁 CISLM)の特性に関する臨床的検討， Stan-

<lard弁CISU)との比較．第 22回人工臓器学会予稿集．

64 0984) 

3. 超音波心臓診断法の臨床的研究

1)宮沢総介，鈴木 茂，中野雅道，森田紀代造，鈴木和

彦，水野朝敏，堀口 徹，高安英樹，新井達太：超音波

パルスドプラ法による心室中隔欠損症 (VSD)の部位

診断．心臓． 17:139-146 (1985) 

2)宮沢総介，鈴木茂，佐々木達海，中村譲，森田紀

代造，水野朝敏，新井達太：超音波パルスドプラ法によ

る大動脈弁閉鎮不全症の重症度評価における問題点，

特に逆流様式について．].of Cardiography.14: 163-

17 4 (1984) 

3)宮沢総介，鈴木茂，中村譲，佐々木達海，江本秀

斗，水野朝敏，高橋世行，工藤澄彦，新井達太： HPRF

による僧帽弁狭窄症弁口圧較差の推定．第 30会臨床心

臓図学会予稿集． 64(1984) 

4)宮沢総介，鈴木茂，中村譲，佐々木達海，森田紀

代造，堀口 徹，水野朝敏，新井達太：戸室弁位ドプラ，

信号による短絡率計測の試み．日超医論文集． 44:521-

522 (1984) 

5)鈴木茂，宮沢総介，佐々木達海，益子健男，堀口

徹，高安英樹，新井達太： A•C バイパス術における術中

超音波断層法による冠動脈の観察とその有用性． 日胸

外学会誌． 32（増刊） ：1662 (1984) 

6)鈴木 茂，堀越英樹，小机敏昭，宮沢総介，森田紀代

造，新井達太：心臓外科手術に於ける超音波検査法の

1)新井達太：完全大血管転換に対する Jatane手術

(Lecompteの改良法）と三尖弁に対する Fontan手

術．循環器科． 15:417-420 (1984) 

2)新井達太：術中トラブル対処法．臨床外科． 39:859-

868 (1984) 

3)小机敏昭：人工弁置換術後遠隔期ペーシング負荷法

による弁機能検査に関する検討．人工臓器． 13:1468-

1479 (1984) 

4)佐々木達海： BloodPotassium Cardioplegia液に

おける血液濃度と大動脈遮断時間に関する研究． 日胸

外学会誌． 33:304-312 (1984) 

5)鈴木 茂：超音波検査マニュアル・心臓と肺．外科．

46: 1178-1187 (1984) 

III. 学会発表

l)鈴木茂，佐々木達海，宮沢総介，森田紀代造、水野

朝敏，堀口 徹，高安英樹，新井達太：術中専用断層工

コー装置による冠動脈の観察．第 44回日本超音波医学

会総会． 6月．東京．〔日超医論文集． 44: 97-98 (1984)〕

2)堀口 徹，鈴木茂，佐々木達海，宮沢総介，森田紀

代造，水野朝敏，高安英樹，新井達太：超音波パルスド

プラ法による心内異常血流の方向性に関する検討．第

44回日本超音波医学会総会． 6月．東京．〔日超医論文

集． 44:83-84 (1984)〕

3)橋本和弘，中村 譲，高安英樹，松井道彦，森田紀代

造，新井達太：小児期心臓手術後における血清免疫グ

ロブリン，各種感染指標の推移について．第 37回日本

胸部外科学会総会． 10月．仙台．〔日胸外学会誌． 32（増
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刊） ：1702 (1984)〕 例．日本胸部外科学会第 53回関東信越地方会． 2月．東

4)宮沢総介，鈴木茂，小机敏昭，佐々木達海，鈴木和 京．

彦，水野朝敏新井達太：感染性心内膜炎の超音波（断 3)中村譲，高安英樹，橋本和弘，松井道彦，小川 潔．

磨エコー，パルスト｀｀プラ法，コントラスト法）による非 加藤克治，簡瑞祥：右肺動脈上行大動脈起始の一例．日

観血的診断法．第 37回日本胸部外科学会総会． 10月． 本胸部外科学会第 52回関東信越地方会． 12月．東京．

仙台．〔日本胸外学会誌． 32（増刊） ：1725 (1984)] 4)橋本和弘，中村譲，松井道彦，小川 潔，加藤克治，

5)宮沢総介，鈴木茂，佐々木達海，新井達太：バルス 簡瑞祥：肺動脈弁輪をパッチ拡大した C-TGA

トプラ法による心内短絡及び肺動脈圧の評価．第 101 (SLL) • VSD・ PSの一治験例． 日本胸部外科学会第 53

回．成医会総会． 10月．東京． 回関東信越地方会． 2月．東京．

6)小机敏昭，鈴木 茂，宮沢総介，江本秀斗，新井達太： 5)若林研二，丸山浩一，蛯名勝仁（都立豊島病院），野

（シンポジウム）遠隔期ペーシング負荷法による人工弁 中菩治：左上肺静脈左腕頭静脈還流型異常症の一治験

機能に関する検討．弁種の選択と適応．第 46回日本臨 例．日本胸部外科学会第 52回関東信越地方会． 12月．

床外科医学会総会． 11月．東京．〔日本臨外誌． 45:101 東京．

(1984) J 

7)松井道彦，橋本和弘，中村譲，小川 潔，加藤克治，

簡瑞祥：左室低形成症候群に対するーエ夫． 日本胸部

外科学会第 52回関東信越地方会． 12月．東京．

8)鈴木和彦，堀越茂樹，松井道彦，鈴木 茂，丸山浩一，

小机敏昭，佐々木達海，中野雅道，中村譲，宮沢総介，

益子健男，江本秀斗，辛島賢士，新井達太： Duromedics

bi-leaflet弁の使用経験． 日本胸部外科学会第 53回関

東信越地方会． 2月．東京．

9) Suzuki, S., Sasaki, T., Miyazawa, S., Arai, T., 

Koyano, A*. and Ohtani, s•.(• Aloka Co. LTd.): 2-
D. Doppler maging of Coronary Artery and Grafts 

during Operation. 3rd. International Cardiac Dop-

pier Symposium. Jan. San Diego, U.S.A. 

IV. 著書

l)新井達太：心疾患の診断と手術（改訂 3版）．南江堂．

(1984) 

2)新井達太，戸嶋裕徳（久留米大），春見建ー（昭和大），

石川恭三（杏林大），大国真彦（日本大）編集：臨床循

環器病学．中外医学社．（1984)

3)新井達太：心疾患治療の原則と動向．外科からの項

分担執筆．臨床循環器病学．中外医学社． 3:27-34 

(1984) 

4)鈴木 茂：心血管造影法・後天性心疾患の項分担執

筆．臨床循環器病学．中外医学社． 2:399-429 (1984) 

vその他

1)松井道彦，橋本和弘，中村譲，小川 潔，加藤克治，

簡瑞祥：極小未熟児動脈管開存症（在胎 23週 5日，生

下時体重 580g)の一治験例．日本胸部外科学会第 53回

関東信越地方会． 2月．東京．

2)中野雅道，堀越茂樹，松井道彦，鈴木 茂，小机敏昭，

佐々木達海，宮沢総介，益子健男，古川 仁，水野朝敏，

高安英樹，新井達太： Fontan手術後の腹水貯留に対し

て腹水濾過濃縮再静注法が有効であった単心室の一
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産 婦 人科学

教授：蜂屋祥一— 子宮内膜の機能的器質的変

化・不妊症・避妊

教授 ： 矢 花 秀 文 胎児発生学

教授：久慈直志 妊娠代謝異常・新生児産科

の生化学

助教授：岩田 正晴 産婦人科領域の悪性腫瘍の

病理と治療

助教授：寺島芳輝 産婦人科病理・卵巣腫瘍

助教授：伊藤治英 胎児の発育・胎盤病変，絨

毛性疾患の病理と臨床

助教授：有広忠雅 子宮頚部，頚癌の病理

講師：関根達征 子宮内膜症，子宮内膜癌の

病理と治療

講師：安田 允 卵巣腫瘍・細胞診

講師 ： 楠 原 浩 二 不妊症・掃人科

講師：森本 紀 産廂人科画像診断・卵巣腫

瘍

講師：小室順義 絨毛性疾患，卵巣癌の病理

と臨床

講師：小浜良彦 産科合併症

講師：鶴岡信博 子宮内胎児発育遅延の臨床

研究概要

I. 生殖生理学 (Reproduction)に関する研究

1. 妊卵の着床とその維持における子宮内膜機能

に関する基礎的検討

l) 子宮内膜細胞培養法を用いた invitro実験

妊娠子宮内膜を腺上皮細胞と問質細胞に分離し，そ

れぞれの細胞株を樹立した

これらの細胞株を用いて， Estrogen, Progester-

one, HCG. Danazol等の影響を 3H-thymidine-

uridine-prolineの uptakeを指標に検討した。

2) 電子顕微鏡的研究

脱落膜化した子宮内膜組織の妊娠週数による変化及

び流産内膜，外妊内膜等の超微形態学的所見の比較

検討。前記培養細胞の各種 hormone，薬剤等による

超微形態学的変化を観察した

3) 脱落膜及び絨毛産生性妊娠関連蛋白の検索，

特に affinitychromatographyを用いての検討を

行っている。

上記研究を第 2解剖学教室石川博助教授，同教室

員諸兄の指導のもとに行っている。

2. 原因不明不妊 (unexplainedinfertility)の診

断と治療に関する研究

明確な不妊原因が見い出せない unexplained in-

fertility CU.I)は不妊の 20%前後に存在するとされ

るが，その系統的な診断・治療法は確立されていな

い。今回は本症を黄体機能と着床期内膜の面より分

析した結果 U.Iの一部には P4の連続的測定で初め

て判明する黄体機能不全が混在し， さらに黄体機能

が正常にもかかわらず内膜がこれに反応しないため

着床障害となり得る例が存在することが明らかに

なった。

3. 運動性無月経 (excercise-associated 

amenorrhea)に関する研究

近年，思春期女子のハードな運動に伴う月経異常

（ excercise associated amenorrhea)が注目されて

いる。しかしその機序は不明であり，今回その病態

を内分泌学的に検討した。

対象は 18オ～19オの女子学生 510名である。内

訳は殆ど運動を行わない一般学生 294名 (A群）と，

恒常的にハードな運動をする体育学部学生 216名

(B群）である。これらに対し月経歴を問診し BBT

を測定した。さらに B群の月経異常の 20名に対

hormone assayを行なった結果より恒常的でハー

ドな運動負荷が思春期女子の性機能に少なからず影

響をおよぼすことが明らかとなった。

4. 黄体機能の調節に関する基礎的検討

高プロラクチン下で維持されたラット黄体に対し

て， Estrogen(E)は抑制的に作用し，その効果が

Indomethacinで一部回復することから Eは Pros-

taglandinを介して作用していることが明らかにさ

れた。

5. 不妊症患者子宮内膜のステロイドホルモンレ

セプターについて

unexplained infertilityの原因を究明するために

着床側である子宮内膜の Estrogen(E), Progester-

one (P), Receptor (R)を測定した。 ER,PRとも

不妊患者において低値の傾向を示したところから，

不妊原因として targetorganにおけるホルモン不

応症の概念を示した。

II. 産科学に関する研究

1. 胎盤絨毛血管の構築特性に関する研究

絨毛は胎盤の構築の主体をなすものであるが， こ

の中に存在する胎児血管に関する観察は十分でな

い。そこで構築特性を組織化学的に観察した。即ち，

妊娠各時期の胎盤絨毛血管について平滑筋，エラス

チン， コラーゲン，酢性ムコ多糖類，糖蛋白を顕微

測光法により定量した。この結果，人の他臓器動脈

とは異なる特異的構築がみられ，妊娠 14週で成熟，
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39週で経時変化が著明に認められた。

2. IUGR胎盤絨毛の電顕的観察

妊娠ラットを用いた IUGR胎盤の観察に引き続

き，人の IUGR胎盤 12例について観察を行なった。

IUGR胎盤絨毛の Syncytium細胞では遊離面の

microcilliに変形がみられ， pinocytosisが多くみら

れる。細胞質内には大小種々な r-E-Rと小型の糸粒

体が多い。 Langhans細胞も散在してみられるが，分

裂像をを示すものはない。絨毛間質内には collagen

が豊富に存在するようになり，血管の内皮細胞問の

結合は強固で，一般に透過性は低下している。また，

基底膜は肥厚しており，このような通過障害が

IUGRの 1つの原因と考えられた。

また， SyncytialKnotについても詳細な観察を行

い，その生物学的意義は加齢による変化や退行性の

変化ではなく，増殖性の変化であることを明らかに

した。

III. 婦人科腫瘍に関する研究

1. 子宮癌関係

l) 子宮腺癌の放射線抵抗性因子に関する研究

ヒト子宮頸部扁平上皮癌由来 SKG3a細胞及びヒ

ト子宮体部腺癌由来 HEC59細胞を用い Multicel-

lular Tumor Spheroidを作成し，固型腫瘍での腺癌

の放射線抵抗因子を扁平上皮癌と比較し検討。

その結果，腺癌の放射線抵抗性因子としては，低

酸素細胞は，余り大きな因子ではなく Potential

Lethal Damage Repair (PLD repairと略）， Con-

tact effectがより重要と示唆された。 PLDrepairへ

の対策としては，温熱療法，低腺呈率放射線治療が

よいと示唆された。

2) ヒト由来培養株の樹立への試み

子宮頸部高分化型腺癌株は，未だ報告がなく，子

宮頸部腺癌の治療法の開発の上で重要な細胞株であ

る。今回，樹立に成功し，現在細胞の性格を検討中

である。

3) アドリアマイシン耐性癌細胞の研究

M Ca 11 (Murine Breast ca.) M Ca 11/R（耐性

株）を用い， Spheroid状態で固型状態における耐性

発現に関する検討を行った。

その結果，耐性細胞は，アドリアマイシン作用後，

cell cycle progressionが， wildtypeより長く遅延

し， Effluxの大きさと相乗効果をおこし， より耐性

が大きくなるものと判明した。

4) 新しい抗腫瘍剤の開発

アルデヒド化合物の抗腫瘍効果を検討し， Benzal-

dehyde及び芳香族アルデヒドの抗腫瘍作用と，構造

活性との比較検討を行った。ベンズアルデヒドの抗

腫瘍作用は，静細胞効果が主で，殺細胞効果は弱い。

化学構造の変化は，アルデヒド甚が多く，且つ，あ

る—一定の親水性を持つ構造がもっとも静細胞効果が

大きいことが認められた。

5) 子宮癌早期診断の研究

細胞診診断への Monoclona]抗体の応用を目的と

し，子宮頸部各病変への特異性の高い Monoclonal

抗体の開発を試みた。現在，尚，検討中である。

2. 卵巣腫瘍関係

l) 卵巣腫瘍のホルモン療法に対する基礎的検討

ヌードマウス継代移植ヒト卵巣未分化胚細胞腫を

用いてその増殖に対する EstrogenCE)および Pro-

gesterone (P)の影響を検討したところ， Eは増殖

促進的に， Pは抑制的に作用することがわかり， E+

P併用により P単独より高い抑制効果が得られた。

これは Eにより PRが誘導されたためと考えられ，

ER•PR を有する卵巣腫瘍に対するゲスターゲン療

法の可能性が示唆された。

2) 新しい腫瘍マーカーの検索： 上皮性卵巣癌

組織ホモジネートを家兎に免疫し，得られた抗血清

を吸収することにより既知の抗原とは交互反応性を

有しない特異抗血清を得た。さらに 2の抗原を Se

phadex G-200 column chromatographyに apply

し，特異抗血清を用いた Rocket immunoelectro-

phoresisにて分析し部分精製を行った。今後，さら

に精製をすすめるとともに，特異性の高い抗血清を

作成し臨床応用を試みる予定である。

3) 腫瘍マーカーCA125, CA 19-9の婦人科領域

における臨床的検討： R.C.Bastらの CA125及び

Koprowskiらの CA19-9について婦人科悪性腫瘍

における臨床的有用性を検討した。スクリーニング

及びモニタリングマーカーとして CA125は非常に

有用であることが認識され， CA19-9については術

前陽性例ではモニタリングマーカーとして有用であ

ることが確認された。又 CA125とCA19-9が非常

に似た変動を示す興味ある知見を得た。現在羊水な

ど産科領域における応用についても検討中である。

4) 抗癌剤の臨床至適投与法の検討： invitroの

ヌードマウスを用い検討した結果， Smith原法の

VAC療法すなわち VCRl回／W,ACD及び CTX

の連日投与法に比べ， VCR1/5量連日， ACD及び

CTXl回／wの新 VAC療法が Flowcytometry及

び光顕，電顕にて，より腫瘍効果が扁いことを認め

た。

又， CDDP,5-Fu, ADR, CTXの4薬剤を組み合

わせた CAPF療法を BALB/Cヌードマウスに移
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植した卵巣胎児性癌株を用い検討した。その結果，腫

揚増殖抑制率は 65%と有効であり，組織学的にも有

効例では大星・下里分類の lib以上の効果を認めた。

一方，化学療法の治療効果に大きな影響を与えてい

る抗癌剤耐性について検討した。現在， ADR,

CDDP, CQ, VCRを 10-6μg/mlの濃度より添加し，

ADR, CQ, VCRは 10-2μg/mlで， CDDPは 10→

μg/mlの濃度に耐性を生じ継代している。これは

IC5。値で，原株に対し 20-50倍の耐性を示してお

り， さらに検討中である。

5) 進行癌に対する Secondlook Operationの臨

床的意義を検討した。 SL093例の 5年生存率（以下

5生率）， 10年生存率（以下 10生率）は上皮性が各々

30%, 5%であるのに対し，胚細胞性では各々 55%,

43%の予後であった。 SLO施行例の中，特に完全摘

出例では上皮性，胚細胞性とも 5生率は 68%と不完

全摘出例の上皮性 13%，胚細胞性 19%に比し有意

に予後良好であり，腫瘍の reductionが，進行癌の予

後向上に極めて重要であった。 SLOの施行時期は従

来より問題の多い点であるが，初回不完全手術例に

対しては化学療法終了後の比較的早期に，また，初

回完全手術で，化学療法を施行したものに対しては，

術後 1年目に行うのがその再発時期の上からみて最

適であることが判明した。一方， lowpotential of 

malignancyを含む中問群腫瘍に対しては SLOに

変わり， Secondlook laparoscopyを行い，腹腔内

細胞診を併用することにより， SLOの代用をなし得

ることが確認できた。

3.絨毛性疾患関係

l) 絨毛癌における免疫グロブリン，補体の局在

に関する研究

腫瘍組織と宿主との接点である先端部では宿主側

の応答が生じている。とくに移植性腫瘍の性格の強

い絨毛癌では宿主側にどのような免疫機構が関与し

ているかについて，酵素抗体法による研究を行った。

その結果，絨毛癌では lgGが絨毛細胞抗原に対して

blocking factorとして慟いている可能性と補体系

を介する液性免疫機構が低下した状態にあることが

判明した。

2) 絨毛癌株細胞 HCCM-5を用いた研究

HCCM-5を用いた抗癌剤 MTXおよび MCNUの

作用機序や HCG産生能に及ぽす影響を検討した。

これらの成績より絨毛癌治療時にみられるいわゆる

細胞効果の現象についてかなり正確な解明をなし得

た。

3) 再発絨毛性疾患の検討

1963年より 1981年までの絨毛性疾患 80例のう

ち，再発例に注目し，種々の検討を行った。 80例の

うち寛解例は 74例 (92.4%）で，このうち 9例

(12.2%)に再発がみられた。これらについての検討

から，多剤併用化学療法と HCG測定法の進歩が再

発率と大いに関連することを明らかにした。

4. その他：子宮内膜症の腫揚性の検討

子宮内膜症は類腫揚とも考えられるが，核 DNA

の立場より検討した。この成績より内性子宮内膜症

は少くとも腫揚性の可能性が無視出来ないものと認

められた。

（編集部より） 第 1，第 2産婦人科学講座は昭和

59年 4月 1日産婦人科学 1講座に統轄され，蜂屋祥

ー教授が産婦人科学講座担当教授に就任した。

研究業績

I. 原著論文

1. 生殖生理学関係

l)楠原浩二：不妊婦人における着床期子宮内膜形態と

卵巣ステロイドホルモンとの関連について．産婦の世

界． 36:713-720 (1984) 

2)楠原浩二：着床と子宮内膜一生理と病理一．臨婦産．

38: 499-507 (1984) 

3)楠原浩二，松本和紀，横山 敬，小田原靖，村江正始，

木村英三，篠塚正一，蜂屋祥ー：未婚の排卵障害婦人に

対する温経湯の効果．産婦人科漠方研究のあゆみ． 1:

17-24 (1984) 

4)楠原浩二，蜂屋祥ー：多嚢胞性卵巣の病理．日産婦会

昆も． 36: 632-636 (1984) 

5)松本和紀，楠原浩二，小田原靖，渡辺直生，横山 敬，

安田 允，蜂屋祥ー：思春期の卵巣腫瘍患者 4例の内

分泌環境と二次性徴について．思春期学． 3:35-38 

(1985) 

6)松本和紀，蜂屋祥ー：月経異常．小児科診療． 47:

643-645 (1984) 

7) Ochiai, K. and Irving Rothchild, I. (Case Western 

Reserve Univ.) : Progesterone secretion in the 

hypophysectomized, pituitary transplanted rat : 

Effect of hysterectomy, estrogen and indomethacin. 

Endocrinology. 116: 765-771 (1985) 

8) Ueda, K.,（山口大学）， Ochiai,K. and Rothchild, I. 

(Case Western Reserve Univ.): A Iuteotrophic 

action of prolactin : Suppression of intraluteal 

prostaglandin or effect? Endocrinology. 116: 

772-778 (1985) 

2. 産科学関係

1)小室順義，伊藤治英：分娩誘発法の実際．産婦人科の

実際． 33:347-352 (1984) 
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2)小室順義，大石基夫，大場昭夫，今井 博，伊藤敬子，

佐藤寛伊藤治英：当院における高年初産婿の臨床

的検討．母性衛生． 25:257-262 0984) 

3) Ito, H., Tanaka, T., Watanaba, H. and Ito, K.: 

Ultrastructural observation of the placenta in pro-

longed pregnancy. Asia-Oceania J. Obstet. 

Gynecol. 19: 211-216(1984) 

4)関根達征，薬師寺喜八郎，佐藤 寛，伊藤治英，蜂屋

祥ー，堤紀夫：妊娠中毒症胎盤における syncytial

knotの観察．産婦人科の世界，妊娠中毒症． 36（増刊） ： 

121-124 (1984) 

5)高山慶一郎，落合和徳，田平勝郎，芳岡三伊，安田

允，久慈直志，蜂屋祥ー：再生不良性貧血合併妊娠の 3

例． 日産婦東京会誌． 33: 321-326 (1984) 

3. 姉人科腫瘍関係＿子宮癌関係

l)岩田正晴，佐々木寛，岸野喜保，光永忍，北村隆，

士田正祐：子宮頸癌の放射線療法の進歩とその動向．

臨産婦． 38:308-313 (1984) 

2)岩田正晴，佐々木寛，光永忍：婦人科領域における

培養細胞の生物活性ー放射線効果との関連ー．組織培

養． 10:381-384 (1984) 
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3)蜂屋祥ー，寺島芳輝：卵巣癌ー化学療法，日本臨床．
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4)木村英三，村江正始，安田 允，寺島芳輝，蜂屋祥ー：

婦人科悪性腫瘍における新しい腫瘍マーカーCA125 

の臨床的意義ーとくに卵巣悪性腫瘍診断における有用

性について一． 日産婦誌． 36: 2121-2128 (1984) 

5)木村英三，寺島芳輝，蜂屋祥ー：卵巣癌関連抗原につ

いて．産婦治療． 49:7 41 (1984) 

6)安田 允，中林豊，砥西成治，高橘幸男，横川智之，

寺島芳輝：卵巣悪性腫癌の治療ーSecondlook Opera-

tion-．産婦人科の実際． 33:1065-1073 (1984) 

7)寺島芳輝，安田 允：妊娠中の子宮筋腫・卵巣嚢腫の
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l)伊藤敬子，大石基夫，平形善美，塚原俊明，小室順義，
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いて． 日産婦東京地方部会会誌． 33:435-440 (1984) 

2)安田允，寺島芳輝，蜂屋祥ー：ヒト未分化胚細胞腫

のHCG産生細胞．慈恵医大誌． 98:200-202 (1984) 

4. その他

1) Ito, H. Tanaka, T., Kurashima, T., Ohoba, A. and 

Watanabe, H.: Intravenous Gammagloblulin ther・ 

apy for severe infection of the female genital tract. 

Asia-Oceania J. Obstet. Gynecol. 10: 31-36 (1984) 

2)砥西成治，中林豊，村江正始，田平勝郎，安田 允，

蜂屋祥ー，笠原洋勇：更年期障害に対する漠方療法の

使用経験． 日産婦東京会誌． 33: 166-170 0984) 

3)伊藤治英，関根達征：内，外性子宮内膜症発生機序．

産婦人科の実際． 33:857-861 (1984) 

III. 総 説

l)蜂屋祥ー，落合和徳： Estrogen療法一子宮内膜に対

する作用．産科と婦人科． 52(5): 428-432 (1985) 

2)伊藤治英：子宮頸癌死亡率減少の原因に関する考

察，産婦人科治療． 48:343-348 0984) 

3)寺島芳輝，落合和徳：悪性卵巣腫瘍の手術手技．産婦

人科治療． 48(4):389-399 (1984) 

4)寺島芳輝，落合和徳，木村英三：卵巣腫瘍の腫瘍マー

カー．病理と臨床． 2:337-346 (1984) 

5)岩田正睛，神谷直樹，北村隆，光永忍，小川雅久：

特集・症状から診断へ，下腹部瘤．診断と治療． 51:

1670-167 4 (1984) 

6)伊藤治英：腰痛．産婦人科の実際． 33:1325-1329 

(1984) 

7)安田 允：子宮筋腫手術のコッ．産婦人科の実際．

33: 743-747 (1984) 

8)安田允： PostmenopausalPalpable Ovary Syn-

drome (PMPO)．臨床婦人科産科． 38:183-1850984) 

III. 学会発表

1. 生殖生理学関係

1)楠原浩二，落合和徳，小田原靖，村江正始，高橋幸男，

安江育代，遠藤 守，蜂屋祥ー：黄体機能と着床期子宮

内膜形態との関連に関する研究．第 36回日本産婦人科

学会総会． 5月．仙台．

2)横山敬，松本和紀，篠塚正一，大高東皓：頸管粘液

分泌不全症の成因と治療に関する研究．第 36回日本産

婦人科学会総会． 5月．仙台．

3)小田原靖，楠原浩二，横山 敬，松本和紀，木村英三，

渡辺直生，平間義昭，村江正始，安江育代，篠塚正一，

蜂屋祥ー： “exercise-associatedamenorrhea"の検

討（第 2報）特に内分泌学的背景について．第 29回日

本不妊学会． 11月．東京．

4)松本和紀，楠原浩二，小田原靖，横山 敬，木村英三，

村江正始，今井博，渡辺直生，清水良明，磯西成治，
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安江育代，北川道弘，杉田 元，小浜良彦，安田 允，

矢花秀文，蜂屋祥ー：思春期の卵巣腫瘍患者における

腫瘍治療後の内分泌環境と二次性徴について．第 3回

日本思春期学会総会． 8月．浜松．

5)磁西成治，落合和徳，横山 敬，楠原浩二，蜂屋祥ー：

不妊症患者の着床期内膜ステロイドレセプター．第 29

回日本不妊学会総会． 11月．東京．

2. 産科関係

l)北川道弘，佐々木英昭，福島和夫：ビタミ‘/k依存

性凝固因子と母乳中ヒタミ ‘1/Kについて．第 36回日

本産婦人科学会総会． 5月．仙台．

2)小浜良彦，乾 裕昭，道鉢敏弘，久慈直志，矢花秀文，

蜂屋祥ー：謄帯血 VIP (VasoactivEl Intestinal 

Polypeptide)について．第 36回日本産婦人科学会総

会． 5月．仙台．

3)天野信人，遠武孝育，徳倉昭治，久志本建： IUDの

着床期子宮内膜に対する影響の検討，特に間質コラー

ゲン線維の超微形態的所見について．第 36回日本産婦

人科学会総会． 5月．仙台．

4)天野信人，遠武孝育，久慈直志，蜂屋祥― :IUD装

着子宮内膜問質の変化について． 第 16回日本臨床電

子顕微鏡学会． 9月．大阪．

5)遠武孝育，天野信人，蜂屋祥ー：子宮頸部 con-

dyloma acuminatumの微細構造．第 16回日本臨床電

子顕微鏡学会． 9月．大阪．

6)薬師寺喜八郎，佐藤 寛，伊藤敬子，大場昭夫，小室

順義，関根達征，伊藤治英，蜂屋祥ー：妊娠中毒症胎盤

における Syncytialknotの生物学的役割に関する研

究．第 36回日本産科婦人科学会学術講演会． 5月．仙

台．

7)高山鹿一郎，今井 博，関根達征，伊藤治英，蜂屋祥

ー：ヒト胎盤絨毛動脈の構築特性に閲する研究． 1.

経時推移について．第 20回日本新生児学会学術集会． 7

月．岡山．

8)大石基夫，伊藤敬子，小室順義，伊藤治英，蜂屋祥ー：

ヒト IUGR胎盤絨毛の電顕的観察．第 20回日本新生

児学会学術講演会． 7月．岡山．

3. 婦人科腫瘍関係

1. 子宮癌関係

l)佐々木寛，山下恵一，久保惣平，小島 修：低線量率

照射中の細胞周期変化に関する正常組織と腫癌組織の

相違について．第 36回日本産科婦人科学会総会． 5月．

仙台．

2)光永忍，土田正祐，北村隆，大村峯夫，岩田正晴，

蜂屋祥ー：腺癌の放射線抵抗性機序に関する検討．第

36回日本産科婦人科学会総会． 5月．仙台．

3)北村隆，株本和美，豊泉長，士田正祐，光永忍，

岸野喜保，神谷直樹，佐々木寛，岩田正睛，蜂屋祥ー：

抗腫瘍剤ベンズアルデヒドの細胞変化．第 24回日本臨

床細胞学会総会． 5月．千葉．

4)佐々木寛，岩田正晴，蜂屋祥ー，山下 孝，望月幸夫，

今松敬子： 9種の腫瘍細胞 Spheroidに対する

Benzaldehydeの抗腫揚効果．第 43回日本癒学会総

会． 10月．福岡．

2. 卵巣癌関係

1)落合和徳，磯西成治，安田 允，寺島芳輝，蜂屋祥ー：

ヌードマウス継代移植系を用いた卵巣腫瘍のステロイ

ドホルモン依存性の検討．第 57回日本内分泌学会総

会． 11月．神戸．

2)藤谷繁雄，安田允，中林豊，田平勝郎，乾裕昭，

芳岡三伊，寺島芳輝，蜂屋祥ー：ヒト卵巣胚細胞株の制

癌剤耐性について． 43回癌学会総会． 10月．福岡．

3)横川智之，安田 允，砥西成治，乾裕昭，芳岡三伊，

落合和徳，森本 紀，寺島芳輝，蜂屋祥ー：卵巣悪性腫

瘍に対する Secondlook laparoscopyの試み． 22回日

本癌治療学会総会． 9月．東京．

4)安田 允，芳岡三伊，中田裕信，乾裕昭，堂圏晴彦，

中林豊，高橋幸男，村江正始，藤谷繁雄，森本紀，

寺島芳輝，蜂屋祥ー：卵巣癌の播種形成の mechanism

について．第 36回日産婦総会． 5月．仙台．

5)木村英三，村江正始，中林豊，中田裕信，乾裕昭，

芳岡三伊，遠武孝育，安田 允，寺島芳輝，蜂屋祥一：

婦人科悪性腫瘍における新しい腫瘍マーカーCA125 

の臨床的意義． 22回日本癌治療学会総会． 9月．東京．

6)木村英三，村江正始，中林豊，安田 允，寺島芳輝，

蜂屋祥ー：婦人科悪性腫瘍における腫瘍マーカーCA

125の臨床的意義ーとくに上皮性卵巣癌診断における

有用性について一．第 22回日本癌治療学会総会． 9月．

東京．

7)木村英三，田中 裕，木村知夫，石田礼載：腫瘍マー

カーの検索ー特に卵巣癌関連 f3蛋白について一．第 36

回日本産科婦人科学会． 5月．仙台．

8)関根達征，大石基夫，倉島富代，渡辺 博，田中忠夫，

伊藤治英，蜂屋祥― :Embryonalcarcinomaにおける

AFP産生に関する研究．第 36回日本産科婦人科学会

学術講演会． 5月．仙台．

3. 絨毛性疾患関係

l)佐藤 寛，薬師寺喜八郎，伊藤敬子，田中忠夫，関根

達征，伊藤治英，蜂屋祥一，田中 貢：絨毛性疾患にお

ける免疫グロプリン，補体の局在に関する研究．第 36

回日本産科婦人科学会学術講演会． 5月．仙台．

2)佐藤 寛，薬師寺喜八郎，伊藤敬子，小室順義，伊藤

治英，蜂屋祥ー：妊娠性絨毛癌における宿主免疫応答

に関する組織化学的研究（第 1報）正常妊娠についての

検討．第 43回日本癌学会． 10月．福岡．

3)倉島富代，大場昭夫，乎形善美，小室順義，伊藤治英，

蜂屋祥ー：絨毛癌株細胞の HCG産生に及ぼす MTX

および MCNUの影響の比較検討．第 43回日本癌学
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会． 10月．福岡．

4)小室順義，佐藤 寛，大場昭夫，伊藤治英，蜂屋祥一：

再発絨毛性疾患の検討．第 22回日本癌治療学会総会．

10月．東京．

IV. 著 書

l)楠原浩二，渡辺直生，蜂屋祥ー：機能性出血の病態と

その治療法の項分担執筆．飯塚理八編：産婦人科

Mook.金原出版． 29: 228-250 Cl 984) 

2) Kusuhara, K., Matsumoto, K., Nakajima, T., 

Ootaka, T., Shoji, M. and Hachiya, S., Analysis of 

luteal insufficiency in infertile women. Ovulation 

and its Disorders. ed. by W. Thowpson, R.F. Har-

rison and J. Bonnar: MTP Press. 53-57 (1984) 

3)寺島芳輝：卵巣腫蕩の項分担執筆，加藤 俊編：卵

巣腫瘍の組織発生．産婦人科 Mook.金原出版． 28:

9-30 0984) 

4)寺島芳輝：高令婦人の卵巣腫瘍．産婦人科 Mook.金

原出版． 30:108-124 (1985) 

5)安田 允，蜂屋祥ー：産科・婦人科， 1婦人科手術；

子宮の手術，腹式子宮全摘出術の項，分担執筆．中山徹

也編：術後の合併症マニュアル． 日本メディカルセン

ター． 51-66(1984) 

6)安田允，岩田正晴：卵巣の項分担執筆．山田 喬，垣

花昌彦編：穿剌吸引細胞診アトラス．文光堂． 242-257,

(1984) 

V. その他

1)伊藤治英：標準正常妊娠の項及び胎児と胎盤機能の

診断の項分担執筆．看護学講座 26,母性看護学．金原出

版． 136-148及び 201(1984) 

2)蜂屋祥ー，落合和徳：不妊症の 1例．現代の漠方治

療．東洋学術出版． 398-399(1985) 

3)楠原浩二：温経湯で排卵した未婚の排卵障害（第 1

度無月経）の 1例．熊谷朗監修：現代の漠方治療．東洋

学術出版． 383-85(1985) 

泌尿器科学

教授：町田豊平

助教授：増田富士男

助教授：三木 誠

助教授：大石幸彦

講師：小野寺昭一

講師：柳沢宗利

講師：田代和也

研究概要

尿路腫瘍学・泌尿器核医学

腎腫瘍・腎保存

泌尿器内視鏡・性器腫瘍

泌尿器核医学・尿路腫瘍

尿路性器感染症

腫瘍マーカー

尿路腫瘍

I. 尿路，男性性器腫瘍に関する研究

1. 腫瘍マーカー（睾丸，前立腺）の検索

睾丸胚細胞腫瘍の腫瘍マーカーとして，すでに

AFP,HCGなどが利用されているが，その特異性を

裔めるため細胞融合法による単クローン抗体の検索

を行っている。この研究過程でこれまでに報告のな

い HGC産生性睾丸絨毛上皮癌細胞株の celllineを

樹立させたが， この細胞の細胞膜を免疫原にして抗

絨毛上皮癌細胞膜モノクローナル抗体を作成した。

この単クローン抗体を利用し，睾丸腫瘍の早期診断

および免疫治療に応用すべく研究中である。

前立腺癌の腫瘍マーカーである Prostatic acid 

phoshpataseは RIAによって定量的に測定されて

いるが，前立腺組織と直接関連する PA (prostate 

specific antigen)について臨床検討を行った。すな

わち PAの前立腺癌の診断に対する信頼性を検討す

る目的で PAP,PA陰性の前立腺癌， PAP,PA陽性

の前立腺肥大症の追跡をおこなった。

PAの基礎的研究の中で，生化学的に教室で精製

した PAは，従来の y-Sm(y-Seminoprotein)と同

質のものと思われるが，この両者はよい相関を示し，

この結果，診断に十分利用できることを証明した。

尿路悪性腫癌の診断法として尿中ボリアミンとそ

の分割を測定し，その有用性について検討してきた

が， これまでの成果をまとめ報告した。

2. 腎腫瘍

腎腫瘍の基礎的研究としてヌードマウス可移植な

ヒト腎細胞癌による腎細胞癌の病理学的特性と抗癌

剤感受テストを継続して行った。とくに抗癌剤の検

討では，多剤併用療法，インターフェロンさらに放

射線の併用効果を観察し報告した。

臨床的研究については，治療成績を左右する因子

の検討をおこない，手術術式の検討， さらにリンパ

節郭清，腎動脈塞栓術，化学療法の臨床成績につい

て報告した。
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3. 膀脱腫癌，前立腺癌

膀脱腫瘍に対する臨床的研究として，進行性膀脱

癌の放射線治療と TURの併用療法の治療成績，さ

らに温熱療法を併用した放射線治療の成績を総括し

検討中である。

潜伏性前立腺癌に関しては病理学教室と協同で病

理解剖症例の前立腺組織の連続切片観察による潜伏

癌の発生率を検索した。この結果， 50歳以降に達す

ると潜伏癌の発生率は高くなることが判明した。

また，前立腺癌および前立腺肥大症の発生の母地

をあきらかにする目的で，前立腺の形態的計測に関

する研究をおこなっている。

4. 睾丸腫瘍

教室で確立した AFP産生睾丸腫瘍株 (JTG-1)

を中心に，腫瘍存在部位の発見方法，いわゆる

Radioimmunodetectionについての基礎実験をおこ

なっている。又， AFP産生腫瘍に対する放射線治療

の効果について上記の腫瘍株をもちいて基礎的研究

をおこなった。

II. 腎の機能形態に関する研究

腎機能と腎摘出時に問題となる腎の保存に関する

研究で，右腎についてもその静脈を結槃しても良く

腎機能は保持されることを，循環動態，組織学的検

討から明らかにした。また腎の代謝の研究では，糖

の新生は，諸種のカテコールアミンの影轡をうけて

おり， とくに a-receptorを剌戟するノルアドレナ

リンにより著しく増加し， a遮断剤で抑制されるこ

とを明らかにした。さらに， a-adrenergicreceptor 

の近位尿細管内局在の問題を検討し，曲部における

存在を証明した。

III. 男子不妊症に関する研究

停留睾丸をラットに作成し，実験的に造精障害を

発生させ，各種の薬剤投与の効果を観察した。今回

はとくにテストステロンをシリコンチューブ内に充

填し， これをラットの背部皮下にうめこみ長期放置

したのち，睾丸の造精障害の回復程度を観察した。結

果は精細胞の分化増生はまったくみとめられなかっ

た。しかし，電顕的観察で Sertoli細胞の脂肪顆粒が

減少するという結果がえられた。これは Sertoli細

胞の機能面で，重要な知見と考えられる。

臨床例については視床下部障害による不妊症およ

び染色体異常疾患 XXmaleの症例を報告した。睾丸

障害の実験的研究として可塑剤による造精障害の回

復機序についてもひきつづき検討中である。

IV. 尿路感染症に関する研究

淋菌性尿道炎を対象として，疫学的，基礎的検討

を本院および都立台東病院で継続しておこなってい

る。淋病は 1979年頃より著しい増加傾向がみられて

いる。 1984年度の患者数は慈恵医大本院で 107名

（月平均 8.9名）台東病院で 245名（月平均 20.4名）

に達している。これらの患者から分離された淋菌は

耐性菌が， 60-70%に達しており，ペニシリン耐性

淋茜 (PPNG)も1983年度は 11.8%で依然として

裔値を示していた。また，淋菌以外の病原体による

非淋茜性尿道炎についての治療成績を中心に「男子

尿道炎の臨床的検討」として報告した。

抗生剤の生体内効果に関する研究は，アミノ配糖

体系抗生剤と補体，あるいはマクロファージとの協

力的殺菌作用について検討が行なわれた。セフェム

剤と同じように，アミノ配糖体存在においても各菌

種，あるいは薬剤によって，生体における非特異的

感染防御因子との協力作用の程度が異なる成績が得

られ，感染防御能の低下した CompromisedHostに

おける抗生剤の投与方法について研究が行われた。

術後感染予防投与に関する研究では，術後の抗生

剤の薬剤投与の実体を明らかにし，予防対策の指針

を作ることを目的に，「術後抗生剤不使用例」を臨床

的に検討した。新抗菌剤として TA-058, Azth-

reonam, DL-8280, AT-2260, Sulbactam/Cefo・

perazane, AC-1370の基礎的臨床的治験をおこなっ

た。

V. 核医学に関する研究

NMR（核磁気共鳴）の泌尿器科領域への応用を放

医研の協力のもとに研究している。 NMRぱ腎腫瘍

性病変や骨盤内病変においては必ずしも X線CT

を凌ぐものではないが，矢状断面の描出，血流に関

する情報， Tc値の計測など，今後の検討如何によっ

ては有望な画像診断法であることを研究した。

腎イメージングについては Single photonemis・

sion CT 99mTc-DMSAを利用し使用し， 3次元イ

メージより腎容量，腎摂取率，分腎機能についての

検討をおこなっている。

VI. 内視鏡に関する研究

本年より腎，尿管結石に対する治療として経皮的

結石摘出術をおこなうようになり， この手術に必要

な経皮的腎孟鏡，硬性腎孟尿管鏡などの器具の開発

をおこなっている。さらに超音波砕石器(US)，電気

水圧破砕器 (EHL)の改良などを中心にオリンパス
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光学と検討中である。

VII. その他

教授町田豊平は昭和 59年 10月 27,28日日本都市

センターにおいて，日本泌尿器科学会第 49回東部連

合総会を会長として開催した。

研究業績

I. 原著論文

1. 尿路性器腫瘍に関する研究

l)三木誠町田豊平，柳沢宗利，吉田正林，山崎春城，

近藤直弥，東陽一郎，高橋知宏： RIAによる前立腺特

異抗原 (PA)測定の臨床的評価． 日本泌尿器科学会雑

言」も． 75:1982-1988 (1984) 

2)町田豊平，三木誠，柳沢宗利：前立腺特異抗原

(Prostate Specific Antigen)の精製とその測定法．

Radioisotopes. 33 : 273-278 (1984) 

3)赤阪雄一郎：尿路悪性腫瘍における尿中

poly amineの意義慈恵医大誌 99:757-766 (1984) 

2. 腎臓に関する研究

1)大西哲郎，町田豊平，増田富士男，荒井由和，仲田浄

治郎，鈴木正泰：腎細胞癌の術後転移に関する臨床お

よび病理組織学的検討．日本泌尿器科学会雑誌． 75:

681-687 (1984) 

2)大西哲郎，増田富士男：ヌードマウス可移植性ヒト

腎細胞癌による治療実験の研究．第 1報：ヌードマウ

ス可移植性ヒト腎細胞癌株の特性． 日本泌尿器科学会

雑誌． 75:1903-1910 (1984) 

3)大西哲郎，増田富士男：ヌードマウス可移植性ヒト

腎細胞癌による治療実験の研究．第 2報：抗癌剤の感

受性試験．日本泌尿器科学会雑誌． 75:1911-1920 

(1984) 

4)増田富士男，荒井由和，田代和也，仲田浄治郎，大西

哲郎，鈴木正泰，町田豊平：腎細胞癌に対する経腹的腎

摘除術の合併症．日本泌尿器科学会雑誌． 75:304-309 

(1984) 

5)増田富士男，赤阪雄一郎，仲田浄治郎，大西哲郎：腎

細胞癌に対する経胸腹式根治的腎摘除術． 日本泌尿器

科学会雑誌． 75:787-794 (1984) 

6)増田富士男，荒井由和，田代和也，町田豊平：尿路性

器腫瘍に対する UFTの臨床成績．泌尿紀要． 30:81-

85 (1984) 

7)増田富士男，鈴木正泰，池本 庸，山崎春城，町田豊

平：腎細胞癌に対する Human Lymphoblastoid 

Interferon療法．泌尿紀要． 30:615-619 (1984) 

8)増田富士男，荒井由和，大西哲郎，仲田浄治郎，鈴木

正泰，町田豊平：腎細胞癌の脳転移．日本泌尿器科学会

雑誌． 75:278-282 0984) 

9) 田代和也，近藤直弥，上田正山，大石幸彦，和田鉄郎，

木戸 晃，増田富士男，町田豊平：腎細胞癌の膀眺転移

と胃癌との重複癌の 1例．泌尿紀要． 30:249-252 

(1984) 

10)岡部高雄，増田富士男，山崎春城，鈴木博雄，町田豊

平：腎細胞癌の小脳転移を摘除した 1例．臨床泌尿器

科． 38:981-983 (1984) 

11)荒井由和，増田富士男：右腎静脈結某の実験的研究．

慈恵医大誌 99:585-594 (1984) 

12) Masuda, F., Ohnishi, T. and Nakada, J.: Study of 

the Venous Phase on Renal Angiography in Case of 

Renal Carcinoma. British J. Urology. 56: 149-152 

(1984) 

3. 男子不妊症に関する研究

l)小寺重行：ヒト停留睾丸の精細管壁に関する電顕的

研究． 日本泌尿器科学会雑誌． 75: 1528-1540 (1984) 

2)小寺重行，宝積 豊，池本庸：大腿骨頭すべり症に

みられた Hypogonadismの1例． 日本不妊学会雑誌．

29: 168-172 (1984) 

4. 尿路感染症に関する研究

1)岡崎武二郎：男子淋茜尿道炎に対する Aztheonam

の基礎的臨床的検討． Japan.J. Antibiotics. 37 : 1773-

1779 (1984) 

2)鈴木博雄，町田豊平，小野寺昭一，岸本幸一，清田

浩，塩沢瀧子：泌尿器科領域における TA-058の臨床

的検討． Chemotherapy.32: S-2 553-558 0984) 

3)小野寺昭一，町田豊平，鈴木博雄，岸本幸一，清田

浩：複雑性尿路感染症に対する Sulbactam Cefoper-

azoneの臨床効果に関する検討． Chemotherapy.32: 

S-4 477-481 0984) 

4)清田 浩，小野寺昭一，鈴木博雄，岸本幸一，望月

篤，後藤博―,'町田豊平：尿路感染症に対する DL

-8280の臨床的検討． Chemotherapy. 32: 588-595 

(1984) 

5)小野寺昭一，町田豊平，鈴木博雄，岸本幸一，清田

浩，後藤博一，岡崎武二郎：尿路性器感染症に対する

AT-2266の基礎的臨床的検討． Chemotherapy.32: S 

-3 680-688 (1984) 

6)町田豊平，小野寺昭一，鈴木博雄：複雑性尿路感染症

に対する CeftazidimeとCefoperazoneの比較検討．

感染症学雑誌． 58:862-893 (1984) 

5． 核医学に関する研究

l)鳥居伸一郎，町田豊平，三木誠，増田富士男，柳沢

宗利，多田信乎，畑 雄一：泌尿器科系悪性腫瘍に対す

るNMR-CTCl)腎腫瘍における X線 CTとの比較検

討．臨床泌尿器科． 38:683-688 (1984) 

2)烏居伸一郎，町田豊平，三木 誠，柳沢宗利，多田信

平，畑雄一：泌尿器科系悪性腫癌に対する NMR-

CT (2)前立腺癌における有用性について．臨床泌尿器

和斗． 38 : 961-966 (1984) 
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3)鳥居伸一郎，池平博夫，福田信男，飯沼 武，舘野之

男，松本徹，牧壮，武田順— :NMR: Tl強調像

に対するグレイスケールモテル＿三次元表示の検討．核

医学． 21: 973-977 (1984) 

4)鳥居伸一郎，池平博夫，福田信男，飯沼 武，舘野之
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2)大石幸彦，町田豊平：腎動態機能検在．画像診断． 14:

1049-1055 (1984) 
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III. 学会発表
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72回日本泌尿器科学会総会． 4月．徳島．

3)小野寺昭一： （シンポシウム）術後惑染予防対策の再

検討，抗生剤不使用例．第 72回日本泌尿器科学会総会．

4月．徳島．
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阪．

5)柳沢宗利： （シンポジウム）進行睾丸腫瘍の治療，長

期生存例の検討．日本泌尿器科学会第 49回東部連合総

会． 10月．東京．

6)三木誠： （パネルディスカッション腫瘍マー

カーの現況）前立腺癌の腫瘍マーカー．第 22回日本癌

治療学会総会． 9月．東京．

7)増田富士男： （パネルディスカッション）腎細胞癌に

対する術前腎動脈塞栓の効果．第 22回日本癌治療学会
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8)三木誠： （パネルディスカッション 泌尿器科内視

鏡の現状と未来）直視下内尿道切開切除術と尿路軟性

鏡．日本泌尿器科学会第 49回東部連合総会． 10月．東

京．

9)倉内洋文，町田豊平，三木 誠，柳沢宗利，山崎春城，

近藤直弥，東陽一郎，高橋知宏：新しい前立腺腫瘍マー
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10)大西哲郎，増田富士男，荒井由和，仲田浄治郎，鈴木
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11)清田 浩，小野寺昭一，岸本幸一，鈴木博雄，後藤博
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ー，町田豊平，岡崎武二郎：男子尿道炎の臨床的検討．

第 32回日本化学療法学会総会． 6月．札幌．

14)大西哲郎，増田富士男，町田豊平； ヌードマウス可

移植性腎細胞癌に対する各種制癌剤の抗腫瘍効果．第

32回日本化学療法学会総会． 6月．札幌．
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system. 3rd Congress of International Society of 
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16)田代和也，山下 孝，町田豊平，大石幸彦，和田鉄郎，

吉越富久夫，望月幸夫，兼平千裕：膀脱癌に対する温熱
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古里征国，藍沢茂雄：最近の前立腺潜伏癌の研究．第

43回日本癌学会． 10月．福岡．

18)大石幸彦，木戸晃，三木誠，町田豊平，外山比南
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19)烏居伸一郎，池平博夫，福田信男，舘野之男，飯沼
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20)小寺重行，池本 庸，御厨裕治，町田豊平：実験的停

留睾丸の研究（第 10報）一造精機能障害に対するアン

ドロゲンの効果について一．第 29回日本不妊学会総

会． 11月．東京．

IV. 著書

1)三木誠： SlideAtlas of Cystourethroscopy.丸

善．（1984)

2)増田富士男：腫瘍の項分担執筆．北川龍一編：国試

からみた泌尿器科学．中外医学社． 86-99, 122-124 

(1984) 

3)町田豊平：腎腫瘍の項分担執筆．宮原 正編：腎疾

患診療ハンドブック．南江堂． 289-300(1984) 
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V. その他

l)森義人，三木誠，柳沢宗利，池本庸，御厨裕治：

副腎随質より発生したと思われる神経節神経腫の 1

例．臨床泌尿器科． 38: 801-804 0984) 

2)増田富士男： Politano-Leadbetter法による膀脱尿

管逆流の防止術．手術． 38: 991-995 (1984) 

3)近藤直弥，三木 誠，柳沢宗利，倉内洋文，鳥居伸一

郎，大西哲郎：輪状石灰化像を伴った無血管性腎細胞

癌の 2例．臨床泌尿器科． 38:65-68 0984) 

4)小寺重行：尿管皮膚悲造設術．臨床泌尿器科． 38:

516-517 (1984) 

5)町田豊平，小寺重行，小野寺昭一，増田富士男：新し

い尿路造影剤 Iopamidolの使用経験．西日本泌尿器

和｝． 46:703-710 (1984) 

眼科学

教授：松崎 浩

助教授：鈴木羊三

助教授：北原健二

講師：堀内二彦

講師：水野有武

講師：國田正矩

講師：谷内 修

講師：河合一重

講師：環龍太郎

研究概要

I. 視神経部門

神経眼科・外傷・斜視

網膜循環・眼形成

色覚生理・眼機能

眼循環

眼生化学

神経眼科・電気生理

網膜条lj離・硝子体疾患

神経眼科・眼球運動

緑内障・眼機能

外傷性視神経損傷の機序•原因に対する動物実験

を基にして，臨床例に対してもその原因と考えられ

ている衝撃による神経線維間の浮腫性変化を除去す

るための薬物療法を継続施行し，その効果を検討し

た．

また種々の視神経疾患（視神経炎， うっ血，乳頭，

視神経萎縮など）に対して 470nm-530 nmの 5種

類の red-freefilterを用いて眼底撮影を行い，網膜

神経線維に対する障害の程度，差異について検討を

加えた．

臨床的には，脊髄腫瘍によるうっ血乳頭例，虚血

性視神経症と思われる重篤例， シンナー中毒による

視神経症例，また鼻性視神経との関連などが研究さ

れた．

II. 眼運動系部門

共同性眼球運動には主に，衝動性眼球運動，追従

性眼球運動，視運動性眼球運動(OKN)，前庭性眼球

運動(VOR)が存在する．疾患として基底核病変，小

脳病変，先天眼振，潜伏眼振において眼球運動の異

常を検索した．その結果，基底核の機能は眼球運動

の反射的発動に関するトリガー的役割が主体である

のに対し，小脳は眼球運動の作慟贔を決定するのに

役立っていた．それゆえ基底核病変では運動が誘発

されれば異常は明確でないのに対し，小脳病変では

運動は誘発されるが不安定なものであった．その不

安定性には眼球運動の低速成分を主体とする眼振と

急速成分を主体とする saccadicoscillationがみら

れた．さらに，先天眼振と潜伏眼振に種々の眼球連

動を誘発し，その特性を検索し，報告した．
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III. 電気生理部門

Visual evoked potential (VEP)は視覚入力によ

り誘発された頭皮上の脳波である． VEPは個人差お

よび左右差を認めるものの，同一個人においては小

児期と病態期を除いては一定の領向を示す．

網膜の右および左半側は大脳後頭葉の右左のそれ

ぞれに対応している．それゆえ，左右網膜の半側ず

つに非整数関係の異なる時間周波数で視覚剌激を与

え，それぞれの大脳半球の VEPにおける視覚伝達

特性を検出できた．

今後さらに大脳半球性の疾患に応用して行く．

IV. 色覚生理部門

昨年に続き，中心外部位の Stilesの色覚メカニズ

ムの青錐体系の特性について，マックスウェル光学

系により検索した．その結果，検査光が 430mmの

ときは，中心外部位においても錐体系の反応として，

冗19 冗2および冗3の3種のメカニズムの存在が確認

された．このうち，冗2 メカニズムにおいては暗順応

過程の遅れが観察され，粁体系類似の情報処理機構

を有していることが推察された．

視力障害を伴った先天性色覚異常の分類を試み，

とくに偽第 1異常を呈する色覚異常について検索

し， これらの診断基準について考察を加えた．

100 hue testについて，既報の解析法に基づき，先

天性色覚異常のパターンと後天性青黄異常のパクー

ンから，杵体一色型色覚異常の判定甚準について検

討した．

V. 生化学部門

CNPaseは中枢神経系のミエリンのよき指標とな

る．事実，脱髄をおこす実験的アレルギー性脳脊髄

炎やアクリルアミドモノマー神経炎のとき， ミエリ

ン障害の程度に応じて CNPase活性が視神経など

視路系の組織で低下することを見い出してきた．こ

れは糖尿病のとき視神経などに影響を与えることを

考えられてたきていたが， CNPase活性は逆に上昇

傾向を示した．このことは糖尿病のとき視神経での

glia系が活性化されることを示唆しているというこ

とが出来る．

糖尿病のもう 1つの合併症の白内障をレーザーラ

マン分光法により研究した．実験的糖尿ラットでは，

比較的初期より赤道部皮質で水の相対含量が増加し

ていた．この水の増加は，アルドースレダクテース

阻害剤投与で完全に阻止された．この阻害剤投与に

より， 6カ月以上も白内障発症が完全に予防できる

ことが， このラマン分光法でモニターできた．薬効

を客観的に評価する方法として有用であることが示

された．

VI. 病理・形態学部門

視神経管内視神経は，周囲を骨に被われており，か

つ眼腐深部に位置しているため，十分に固定され，よ

く保たれた組織を得ることは容易ではない．われわ

れは昨年度，固定法を改良し，迅速に摘出すること

によって視神経管内視神経の標本作製に成功したこ

とを報告した．今回はさらに眼腐内視神経も含め追

加実験を行ない詳細な検討を加えた．

これによって，視神経管内視神経は眼裔内視神経

と比較して次のような特徴的な構造を有しているこ

とが明確となった．視神経管内では，弾性線維の乏

しい厚い硬膜が骨膜を介して骨性視神経管に強固に

結合しており， くも膜梁が豊富に存在していた．さ

らに視神経管内視神経の内部にはよく発達した中隔

組織や astrogliaを主とする glia細胞が密に存在し

ており，これら中隔組織や glia細胞のため，神経線

維は蛇行，屈曲して走行が不規則となっていた．以

上の形態学的特徴は，外傷性視神経損傷の機序を考

える上で重要な因子になりうると考えられる．

VII. 緑内障部内

緑内障の診断には視野測定は欠くべからざるもの

であり，更に治療効果及び病期の判定，経過観察の

ために定期的に実施して行かねばならない．緑内障

の視野経過をみると，なかには治療に抵抗して進行

して行くものがある．この進行形式及び速度がわか

れば治療の面で大いに役立つので，緑内障の視野を

集積し，分析した．この結果，従来の発表とは異な

る形式で進行するものがあることが判明した．

レーザーによる緑内障治療は合併症も少なく，非

観血的手術として入院することなく施行できるので

近来多用されており，適応症，方法，結果，合併症

について検討を行い，特に隅角所見を中心として経

過観察した結果と続発緑内障に対する効果を報告し

た．

その他，¢遮断剤点眼の長期使用の経過観察を

行っている．

VIII. 糖尿病部門

糖尿病性網膜症の両眼差のある症例， 自然緩解し

た症例を比較検討した．

視神経乳頭萎縮が網膜症進行に及ぽす影響を検討

し，光凝固による網膜症改善と比較した．

自律神経失調が網膜症進行に関係あるのかに対し
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て検討し，またその自律神経失調検索法について研

究した．

IX. 網膜循環部門

Soft X Rayによる視器血管構築の研究ならびに

Laser Dopplar血流計による眼血流量の研究を行っ

た．さらに臨床的には網膜，脈絡膜疾患の特異性を

有する臨床報告を発表した．

X. 眼外傷部門

視神経管内視神経損傷の発生機序についてサルを

用いて衝撃実験が行われ，実験的視神経管内視神経

損傷のモデルを作製するのに成功した．

臨床報告として海綿静脈洞櫻，重篤な眼裔剌傷，遠

達性網膜症などが報告された．

XI. その他の研究

サーモグラフィによる研究が引きつづき行われて

し、る．

重心動揺計を用いて，視覚入力の平衡機能の役割

を検索した． とくに，両眼視は姿勢保持に対して前

後方向に重要な役割を演じていることが示唆され

た．

XII. その他

教授松崎 浩は第 88回日本眼科学会において宿

題報告「視神経管内構築に関する研究ーその形態と

機能を中心として一」を行ない，感謝状が贈られた．

助教授北原健二はイタリアで開催された第 6回国

際視野シンポジュウムにおいて， これまでの業績を

評価され，記念品が贈られた．

講師堀内二彦は第 1回眼微小循環研究会において

「SoftX Ray Unitによる視器血管構築の分析法」の

特別講演を行なった．

研究業績

I. 原著論文

1. 視神経部門

l)國田正矩，敷島敬悟，鎌田芳夫，松崎 浩：脊髄腫瘍

によるうっ血乳頭の一例．神経眼科． 1(4):443-447 

(1984) 

2)松崎 浩：視神経管内構築に関する研究ーその形態

と機能を中心として一（宿題報告）．日眼， 89(1): 132-

161 (1985) 

2. 眼運動系部門

l)河合一重，松崎 浩：先天性眼振の分析， OKNの緩

徐相速度の特性． 日眼． 88:1054-1058 (1984) 

2) Kawai, K. and Matsuzaki, H. : Optokinetic 

nystagmus (OKN) and the effects of OKN back-

ground on pursuit eye movements in cerebellar 

ataxia syndrome. Proceedings Neuro Ophthal・

mology, Joint world meeting, Fifth meeting, Inter-

national Neuro Ophthalmology Society (I.N.O.S.) 

and Seventh Congress, Neurogenetics and Neuro 

Ophthalmology (W.F.N.) : 83-87 (1984) 

3)松島新吾．河合一重，鎌田芳夫．半田一雄．松崎 浩：

Wernicke脳症による両側 PPRF症候群の 1例．神経

眼科． 1: 432-437 0984) 

3. 視覚生理部門

1)北原健二，環龍太郎，野地潤，神立敦：中心性漿

液性脈絡網膜症の視機能 Rayleigh均等について．日

眼． 88(11): 1364-1368 0984) 

2)北原健二，環龍太郎，北原博，野地潤．神立敦：

Rayleigh均等よりみた中心性脈絡網膜症の経過観察．

あたらしい眼科． 1(2): 250-252 (1984) 

3) Kitahara, K. : An analysis of the Farnsworth 

-Munsell 100-Hue test. Doc. Ophthalmol. Proc. 

Series. 39: 233-238 (1984) 

4)西牟田真理，北原健二：視神経疾患の色相配列検査

について． Farnsworth-Munsell100-Hue testによる

検討．神経眼科． 1(1):35-40 (1984) 

4. 生化学部門

1) Mizuno, A., Imai, Y. and Horiuchi, T.: Infrared 

spectroscopic analysis of materials from calcified 

epithelioma. Jpn. J.Ophthal. 28: 176-182 (1984) 

2) Ohki, K., Machi, N., Matsushima, S. and Mizuno, 

A. : 2', 3'-cyclic nucleotide 3'-phosphohydrolase in 

acrylamideinduced optic neuropathy in rabbit. 

Jpn. J. Ophthal. 29: 110-114 (1985) 

5. 病理・形態学部門

l)島厚司，松崎浩，加藤征：骨性視神経管管腔の

計測．眼紀． 35(2): 367-373 (1984) 

6. 縁内障部門

l)松崎 浩．小池裕司，蒲山俊夫，若松慶二，大木孝太

郎，森川節子．田中衣佐子，向後富次郎，他： Carteolol

点眼液による高眼庄症および各種縁内障治療成績．眼

監t78(6) : 858-863 (1984) 

2)森川節子：縁内障眼における乳頭線状出血の観察．

眼紀． 35(11):2474-2479 (1984) 

7. 糖尿病部門

l)富井純子：最近の技術から，マルチバンド眼底写真．

光学． 13(4):334-336 (1984) 

2)富井純子．野沢裕子：糖尿病性合併症一治療法の進

歩と限界一． l光漿固．慈恵医大誌． 98（補冊）： 71-74

(1984) 

8. 網膜循環部門
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1)堀内二彦，松崎浩，鈴木仁，島厚司，片田成美，

敷島敬悟： SoftX Ray Unitによる視器血管構築の研

究第 1報：その手技と前部ぶどう膜血管について． 日

眼． 88(3): 606-620 (1984) 

2)堀内二彦，入江純二，蒲山俊夫，常岡 寛，國田正矩，

松崎 浩：網膜循環の研究，外頚動脈系血液供給眼の

眼機能および網膜組織に与える影響について．眼紀． 35

(5) : 1004-1014 (1984) 

3)堀内二彦：急性網膜壊死．眼科． 26:1207-1217 

(1984) 

4)堀内二彦：網膜動脈閉塞症．眼科． 26:1055-1067 

(1984) 

5)堀内二彦： SoftX Ray Unitによる視器血管構築の

分析法． TherapeuticResearch. 1 (3) : 421-426(1984) 

9.眼外傷部門

1)小野江仁，上岡康雄，松崎 浩：視力障害を残した片

眼性 Purtscher外傷性網膜血管症の 1例．眼科． 26(9): 

949-953 (1984) 

2)若松慶二，岡本祥正，田中衣佐子，北原健二，松崎

浩，鈴木 敬：特異な経過を呈した特発性頚動脈海綿

静脈洞痙の 1例．眼科． 27(1): 71-73 (1985) 

II. 総 説

1)松崎 浩：頭頚部外傷症候群と眼．日本の眼科． 55

(9): 955-957(1984) 

2)松崎 浩：眼科領域の詐病について．日本の眼科． 55

(10) : 995-1000 0984) 

3)松崎 浩：視神経と副鼻腔との関連．耳鼻と臨床． 30

(6): 1205-1206 (1984) 

4)松崎浩：「眼でみる神経眼科」 1. 眼瞼（その 1).

神経眼科． 1(1):27-30 (1984) 

5)松崎浩：「眼でみる神経眼科」 2.眼瞼（その 2).

神経眼科． 1(2): 150-153 (1984) 

6)松崎 浩：「眼でみる神経眼科」 3. 眼球運動（その

l)．神経眼科． 1(3): 263-266 (1984) 

7)松崎 浩：「眼でみる神経眼科」 4.眼球運動（その

2)．神経眼科． 1(4): 402-405 (1984) 

8)北原健二：眼底疾患と色覚異常．眼科． 26(13): 

1493-1499 (1984) 

9) Ozaki, Y., Mizuno, A., Itoh, K. and Iriyama, K.: 

Possibilite D'application De La Spectroscopie Laser 

Raman A La Clinique Pour Diagnostic De Catar-

acte. Innov. Tech. Biol. Med. 5(3) : 269-286 (1984) 

10)水野有武：白内障の物理化学的診断．眼科． 26(7) : 

721-727 (1984) 

III. 学会発表

1)松崎 浩： （宿題報告）視神経管内構築に関する研究

ーその機能と形態を中心として一．第 88回日本眼科学

会総会． 5月．仙台．

2) Kawai, K. and Matsuzaki, H. : On line analysis of 

optokinetic nystagmus (OKN), Detection of slow 

phase velocities and developmental rate. Joint 

world meeting Neuro-Ophthalmology. 5月．ベル

ギー．

3)高橋裕昭，笹野泰史，河合一重，松崎 浩：追従性眼

球運動負荷による先天性眼振の緩除相の速度特性．第

22回日本神経眼科学会． 6月．札幌．

4)大野仁，入江純二，河合一重，松崎浩：左右半視

野剌激による VEP特性，異なる時間周波数による左

右同時剌激．昭和 59年度日本臨床視覚電気生理学会．

11月．京都．

5)北原健二： （シンボジウム 色覚メカニズム最近の

進歩）眼科学の立場から．第 15回日本色彩学会全国大

会． 5月．東京．

6) Kitahara, K., Tamaki, R., Kitahara, H., Noji, J. 

and Kandatsu, A. : Extrafoveal relative red-green 

sensitivity. 6th International Visual Field Sympo-

sium. 5月．イタリー．

7) Kitahara, K., Tamaki, R., Noji, J., Kandatsu, A. 

and Matsuzaki, H. : Increment threshold versus 

intensity curve for rod. 6th International Visual 

Field Symposium. 5月．イクリー

8)神立敦北原健二，松崎浩：視神経疾患と網膜疾

患における赤と緑の hue-cancellation.第 22回日本神

経眼科学会． 6月．札幌．

9)大木孝太郎，真智直子，松島新吾，水野有武： HPLC-

ECD法によるラット網脈絡膜カテコールアミンの分

析．第 22回日本神経眼科学会． 6月．札幌．

10)松島新吾，柳沼時影，真智直子，野沢裕子，水野有武：

糖尿病ラットの視路系における CNPase活性．第 22

回日本神経眼科学会． 6月．札幌．

11) Mizuno, A., Ozaki, Y., Matsushima, S., Itoh, K., 

Iriyama, K. and Matsuzaki, H. : Animal model 

cataracts in situ study by Raman spectroscopy. 

6th International Congress of Eye Research. 10月．

スペイン．

12) Machi, N., Matsushima, S., Ohki, K., Y aginuma, 

T., Nozawa, H., Matsuzaki, H. and Mizuno, A.: 2', 

3'-cyclic nucleotide 3'-phosphohydrolase activities 

in various experimental neuropathies. 6th Interna-

tional Congress of Eye Research. 10月．スペイン．

13)敷島敬悟，大木孝太郎，常岡寛，松崎浩：各種染

色法によるサル視神経の組織学的研究．第 88回日本眼

科学会総会． 5月．仙台．

14)敷島敬悟，大木孝太郎，常岡寛，松崎浩：視神経

管内視神経の微細樺造について．第 10回OcularCell 

Biology. 8月．東京．
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15)横須賀晶子，田中衣佐子，若松変二，環龍太郎，北原

健二：縁内障の視機能を中心とした統計的観察．第 50

回日本中部眼科学会． 11月．京都．

16)田島秀樹，野沢裕子，今井由美子，柳沼時影，富井純

子：視力良好な糖尿病性網膜症における中心フリッ

カー値の検索．第 50回中部眼科学会． 11月．京都．

17)柳沼時影，堀内二彦：光凝固の合併症，いわゆるマイ

ナー・トラプルについて．第 38回日本臨床眼科学会． G.

D．レーザーの会． 9月．札幌．

18)堀内二彦： （特別講演）． SoftX Ray Unitによる視

器血管構築の分析法．第 1回眼微小循環研究会． 7月．

秋田．

19)横山理子，窪田まゆみ，神立 敦，上岡康雄，堀内ニ

彦： Avulsion of the optic nerveの1例．第 603回東

京眼科集談会． 10月．東京．

20)旗山竜，野口順治，河合一重，松崎浩： Arnold

-Chiari malformationの2症例．第 603回東京眼科集

談会． 10月．東京．

IV. 著書

l)松崎 浩：頭頚部外傷症候群の項分担執筆．金原出

版．新臨床眼科全書第 4巻 B. 神経眼科学 2.

2)松崎 浩：眼振の項分担執筆．眼科診断指針，医歯薬

出版．

3)松崎 浩：頭頚部外傷後不定愁訴の治療の項分担執

筆．眼科診療 QUESTION& ANSWERS.六法出版

社．

4)松崎浩：眼痛の項分担執筆．眼科診療 QUES-

TION & ANSWERS.六法出版社．

5)松崎 浩：神経眼科学の要点の項分担執筆．眼科

Essntial Lecture. 16.メジカルビュ一社．

6)北原健二：色相配列検査の項分担執筆．眼科診療

QUESTION & ANSWERS．六法出版社．

7)堀内二彦：網膜血管病変の項分担執筆．眼科 Essen-

tial Lecture.メジカルビュー社．

8)堀内二彦：下半盲，眼華閃発，一過性視力障害発作の

項分担執筆．眼科診療QUESTION& ANSWERS. 

六法出版社．

9)蒲山俊夫：眼科サーモグラフィ．日本サーモグラ

フィ学会編：医用のサーモグラフィ．中山書店．

耳鼻咽喉科学

教授：本多芳男 中耳真珠腫病態・中耳伝音

系の再建手術・頭頸部腫瘍

の臨床研究

助教授：内田 豊 鼻副鼻腔疾患の臨床と疫

学・顎顔面の外科

助教授：島田 和哉 耳小骨の病変・副鼻腔炎

助教授：梅澤祐二 中耳真珠腫の病態・中耳伝

音系の手術的再建

講師：佐野真一 真珠腫上皮の細胞の増殖に

関する研究

講師：森山 寛 真珠腫の骨融解機転・鼓室

硬化症の成立機転と病態

講師：宮島逸郎 tympanic isthmusに関す

る研究

講師：青木和博 側頭骨の気胞化・滲出性中

耳炎

研究概要

I. 中耳真珠腫の成因研究に関するもの

1．滲出性中耳炎貯留液の分析

酵素定量はアルカリフォスファターゼ・総酸性

フォスターゼ・乳酸脱水素酵素を測定し検討した。ま

た家兎の耳管閉鎖時の血管透過性の変化を中耳腔粘

膜において RI指標にて測定すると共に， ヒスタミ

ンによる透過性の変化を研究した。

また，滲出性中耳炎の成因ならびに遷延化・中耳

腔粘膜中の盃細胞の増殖・粘膜の肉芽形成・鼓膜の

非薄化・癒着現象に及ぽす細胞感染の影響を見る基

礎研究として臨床例における菌検出，および家兎の

耳管咽頭口閉鎖後における中耳腔内病態の推移と中

耳腔内細菌につき検討した。

2. 真珠腫上皮細胞の培養実験

真珠腫上皮の増殖能の研究のため，人組織を用い

てdoublingtimeの測定，繊維芽細胞の関与が真珠

腫上皮の増殖に及ぼす影響，同じく， endotoxineが

上皮細胞の増殖に及ぼす影響を観察した。と同時に

これらのマテリアルを電子顕微鏡を用いて形態学的

観察を行った。その結果，真珠腫の発育には繊維芽

細胞の存在，細菌感染の剌激などが大きく影響を及

ぽすことが培養実験ならびに形態的にも判明してい

る。

なお，真珠腫の上皮細胞培養実験は繊維芽細胞が

上皮細胞の関与において， コラゲナースを産性する

ことも実証されてきた。この研究結果は肉芽組織関
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与のもとで，真珠腫の骨破壊機転が旺盛になること 諸難聴診断にコンピューター分析を実施中。

を示唆するものである。これら培養に関する実験は 5. 耳鳴に対する治療法の研究

第 2解剖学教室の協力の下に行なわれている。 キシロカイン静注中に過大音響剌激を与える治療

3. 真珠腫に関するその他の研究 法の効果を蝸電図測定による音刺激療法として実施

真珠腫の成因，滲出性中耳炎の後遺症の解明のた 中である。新しいアイディアであり現在作用機序を

め，家兎による tympanic isthmusの閉鎮実験 分析中である。

mongolian gerbilによる外耳道閉鎖実験，滲出性中

耳炎症例の長期観察，手術例による真珠腫の病態観 IV. めまい・平衡障害の研究

察を実施している。 1. めまいの心因的な影轡の研究

II． 中耳炎の病態研究

1. 中耳炎の骨破壊機転の研究

前記培養実験における上皮細胞と繊維芽細胞の関

与によるコラゲナースの産性は真珠腫の骨破壊機転

の一部を解明したことと思われる。その他，臨床例

の耳小骨の破壊に関しては塩化シアヌル固定法によ

るカリエス部の染色法の変化によって吸収前の骨は

脱灰現象の進んでいることが判明した。

2. 耳管機能検査

耳管機能検査は未だ確立したものではないが

inflation-deflation test, opening pressureの測定，

tympanometryによる中耳腔内気圧の測定，耳管咽

頭口の観察などの結果を総合して耳管機能を検討

し，中耳病態との関係を研究している。

3. 鼓室硬化症・耳硬化症とタイプ IIコラーゲン

抗体価

両疾患患者血清中にタイプ IIコラーゲンの自己

抗体価の増加が或る％に見られた。

4. 緑膿菌の血清補体の研究

中耳炎起炎菌の 1つに緑膿菌の多いことより細茜

学教室の協力を得て研究中である。現在までに，患

者血清の緑膿菌に対する殺菌能（補体の作用）が，局

所，全身病態と関連している興味あるデークを得て

し、る。

III. 難聴に関するもの

1. 蝸電図ならびに聴性脳幹反応に関する研究

各種伝音難聴，心因性難聴に対する上記の測定結

果を分析，特に中耳炎症性疾患による感音性難聴と

の関係をこれら検査により分析している。

2. 騒音性難聴に対する研究

航空機搭乗員の騒音性難聴の原因音源につき研究

を続行している。

3. 突発性難聴の分析

諸検査による分析はむしろいきづまりの感があ

り，病歴，経過の分析を行っている。

4. コンピュークーによる分析

2. コンピューター処理によるデーク分析の実施

V. 鼻科学領域に関するもの

1. 鼻中隔奇形に対する研究

家兎の（幼児）鼻中隔軟骨の部分摘出による成長

後の外鼻および鼻腔形態におよぼす影響．および，鼻

中隔軟骨の成長点の研究を実験的に行っている。

2. 鼻疾患に対する公害物質の影響

塩素ガスの鼻アレルギーに対する関与

動物にアルプミン感作を行い，鼻腔よりネビュラ

イザーによりアルブミン・塩素混合ガスを与える実

験を実施。IgEの測定，電顕による観察が行われてい

る。

また，大気汚染実験に際し， ヒスタミ、ン・アルフミ

ンの作用を実験的に追及している。

3． 鼻腔通気度の測定

日本人の年令による鼻腔通気度の標準化の実施。

副鼻腔炎，鼻中隔弯曲の手術前後における鼻腔通気

度の推移を追及している。

4. アレルギー性鼻炎の発症に関する疫学的調査

前年に引き続き環境庁委託研究（大気汚染健康影

響調査）を実施した。アレルギー性鼻炎の地域環境

による発症率の差異を調査し検討を加えた。

5． 厚生省委託研究（遊泳用フ゜ールの水質基準の

再検討）に参加し，水泳用プールの塩素濃度と鼻の

疾患，アレルギー性鼻炎発症との関係を調査した。

6. 鼻腔・副鼻腔・顎顔面外傷の治療に関する研

究

臨床例の手術の検討より副鼻腔損傷におけるシリ

コン材使用の有用性を研究した。

VI. 反回神経に関する研究

1. 音剌激に対する反回神経の反射電位

家兎を浅麻酔下において頸部迷走神経，反回神経

を露出し，音剌激による反回神経の反射電位を測定

した。その結果 250-8,000Hzの音剌激により 2相

性の反射電位が得られた。発現域値は 80-90dB付

近で， ABRにより 20dB高い剌激であった。
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2. 反回神経麻痺症例の原因追及

反回神経麻痺は悪性腫瘍の圧迫，浸潤により出現

してくるものが多いが，初期段階においては原因の

判定不能のことが少なくない。勿論，不明原因，特

発麻痺のことが多いので，臨床的に問題となる疾患

である。本疾患群を長く追及した結果，今日では肺

癌ないし，その転移によって来る例の多いことが確

認された。

VII. 頭頸部腫瘍に対する研究

1. 摘出臓器の巨大切片標本の作製

現在喉頭癌 75,上顎癌 15,下咽頭癌 10,舌癌 7

の巨大切片標本ができ観察している．詳細は省くが，

悪性腫瘍研究上極めて有意義である．

2. 微小血管吻合による頭頸部腫瘍摘出部に対す

る再建外科の実施

下咽頭・頸部食道・舌口腔底・扁桃・顔面・耳側

頭部の大きな欠損に対して再建手術として mi・

crovascular surgeryの応用を多くした。

3. 側頭裔下への手術的アプローチ

頭頸部領域でも手術的に盲点であったこの部への

手術実施にふみきった。この部は内外頸動脈，内頸

静脈，顔面，舌咽，迷走，舌下，副神経が狭い部に

集中し，骨をはさんで頭蓋内と交通している部であ

るが，積極的に手術アプローチを始め好成績を得て

しヽる。

VIII. その他

l) 教授本多芳男は会長として昭和 60年 3月 8,

9日日本医療情報学会「第一回耳鼻咽喉科情報処理

研究会」を開催した。

2) 教授本多芳男の「中耳真珠腫の成立機転」の

業績に対し昭和 59年度日本医師会医学助成費（臨床

部門）が贈られた。（昭和 59年 11月 1日）

研究業績

I. 原著論文

1. 耳科学関係

l)青木和博：乳突峰裔発育度より見た小児真珠腫病

態．臨床耳科． 11:208-209 (1984) 

2)青木和博：滲出性中耳炎と側頭骨含気峰窓との関

係．耳鼻咽喉科． 56:779-785 (1984) 

3)森川清見，青木和博，江崎史郎，菊池康隆，本多芳男：

滲出性中耳炎における細菌学的検討（ヒト及び家兎）．

臨床耳科． 12:286-287 (1985) 

4)伊藤裕之：検査所見と一致しないめまい患者の検討

一心因の関与について一．耳展． 27: 40-44 (1984) 

5)梅澤祐二，佐野真一，宮島逸郎，内田 豊，本多芳男：

診断困難であった鼓膜形成術後の悪性腫瘍外耳炎症

例．臨床耳科． 11: 422-423 (1984) 

6)桐谷伸彦井上秀朗吉岡邦英，関和夫，本多芳男：

民間航空機乗員の聴力． AudiologyJapan. 27 : 333-

334 (1984) 

7) 白幡雄一，島田士郎，本多芳男：鼓室形成術の皮府切

開．耳展． 27:654-660 (1984) 

8)清水佐和道，青木和博，本多芳男：人胎児における耳

管上皮の侵入過程と中耳乳突腔の発育について． Ear

Research Japan. 15: 178-181 (1984) 

9) Honda, Y., Mizorogi, T. and Esaki, S.: Secretory 

otitis media and middle ear cholesteatoma, recent 

advances in otitis media with effusion, (Proceedings 

of the Third International Symposium). May. 

1984. 

10)宮島逸郎，梅澤祐二，望月元博，本多芳男：鼓膜緊張

部内陥と Tympanicisthmusの閉鎮（特に滲出性中耳

炎との関連について）．耳展． 27:537-542 (1984) 

11)望月元博宮島逸郎，本多芳男：鼓膜弛緩部の陥凹と

緊張部の癒着．臨床耳科． 12:64-65 (1985) 

12) Moriyama, H., Abramson, M., Huang, C.C. and 

Kato, M. : Bone resorption factors in chronic otitis 

media. Otolaryngology Head and Neck Surgery. 

92: 322-328 (1984) 

13) Moriyama, H., Huang, C.C. and Abramson, M. : 

Cell cooperation on bone resorption in chronic otitis 

media. Arch. Oto. 241 : 89-93 (1984) 

14) Moriyama, H., Huang, C.C., Kato, M. and Abram-

son, M. : Effect of pressure on bone resorption in 

the middle ear of rats. Ann. of Oto-Rhino-Laryn-

go!. 94: 60-64 (1985) 

15)森山寛，黄正俊， Abramson,M.：骨吸収と

Pressure. Ear Research Japan. 15: 150-152 (1984) 

16) Abramson, M., Moriyama, H. and Huang, C.C.: 

Pathogenic factors in bone resorption in choles-

teatoma. Acta Otolaryngol. 97: 437-442 (1984) 

17) Abramson, M., Moriyama, H. and Huang, C.C.: 

Histology, Pathogenesis, and treatment of choles-

tetoma. Ann. of Oto-Rhino-Laryngol. 93 (suppl. 

112) : 125-128 (1984) 

18) Abramson, M., Huang, C.C., Moriyama, H. and 

Blites, A. : Inflammation induced connective tissue 

breakdown following injury. Otolaryngol Cli. 

North Amer. 17: 2 (1984) 

19)望月元博：家兎の中耳の形態学的研究および

Tympanic Isthmus閉鎖実験による鼓膜の形態学的変

化ー中耳真珠腫の成因に関する比較解剖学的研究ー．

耳展． 27（補冊 6): 697-731 (1984) 
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2. 鼻科学関係 新の知見ー II.成因と病態．耳鼻咽喉科． 56:789-792 

l)石井正則，山口展正，内田 豊，本多芳男：上顎洞試 (1984) 

験開洞を要した片側性副鼻腔疾患 (100例）の検討と試 5)大西俊郎，望月元博，本郷了：小児滲出性中耳炎の

験開詞の意義について．耳展． 27: 488-491 (1984) 後遺症の分類と発現頻度． 耳鼻咽喉科． 57: 29-35 

2)大前隆：人下甲介粘膜における自律神経終末の組 (1985) 

織化学的研究．耳展． 27（補冊 4) : 19-45 (1984) 

3) Ozawa, M., Fujimaki, H., Imai, T., Honda, Y. and 

Watanabe, N. : Suppression of IgE antibody pro-

duction after exposure to ozone in mice. Interna-

tional Archives of Allergy and Applied Im-

munology. 76: 16-19 (1985) 

4) Fujimaki, H., Takahashi, S., Ozaw,a, M., Mur-

akami, M., Takahashi, H. and Kubota, K.: En-

hancement of Antibody Response in Japanese 

Quails by Acute NO Exposure. Environment 

Research. 35: 399-404 (1984) 

5) Eujimaki, H., Ozawa, M., Imai, T. and Shimizu, 

F.: Effect of Short-Term Exposure to O on Anti-

body Response in Mice. Environmental Research. 

35 : 490-496 (1984) 

6) Fujimaki, H., Ozawa, M., Imai, T., Kubota, K. 

and Watanabe, N. : Ajuvant Effects of Aluminum 

Silicate on lgE and IgGI Antibody Production in 

Mice. International Archives of Allergy and 

Applied Immunology. 75: 351-356 (1984) 

3. 頭頸部関係

1)石井正則：上顎洞癌 134例臨床検討．耳展． 27（補冊

4) : 407-423 (1984) 

2)伊藤裕之：頭頸部悪性腫瘍の術後精神障害．耳展．

27: 277-283 (1984) 

3)頴川一信，溝呂木紀仁，加藤孝邦，本多芳男：当教室

における喉頭癌治療成績と再発の検討．耳展． 27:381-

386 (1984) 

4)金子省三，内田正興，井上哲夫，野口明彦：治療法の

種類とその選択 B．化学療法（2)疾患別多剤併用療法

の耳鼻咽喉科領域， 口腔の項分担執筆． Cancerther-

apy manual第一編． 日本臨床． 42（増刊） （1984) 

5)清水佐和道，白幡雄一，内田 豊：放射線治療後に発

生した上顎悪性腫瘍．耳展． 27:387-394 (1984) 

II. 総 説

III. 学会発表

1) Ozawa, M., Imai, T., Uchida, Y. and Honda, Y.: 

Priming effect of IgE antibody production by single 

exposure to soluble proteins in mice. International 

Symposium on Aerosols in Medicine. 4月．東京．

2)井上秀朗，吉岡邦英，関和夫，本多芳男：キシロカ

イン静注とクリック音剌激による耳鳴治療，第 85回日

本耳鼻咽喉科学会． 5月．東京．

3) Ashikawa, R. : Endonasal Sinusectomy with Cor-

rection of the Nasal Cavity. An International 

Symposium on Nasal Physiology and Sugery. 6月．

Chicago. 

4)穎川一信，森山 寛，本多芳男：喉頭癌の進展形式

（大切片標本による研究）．第 8回頭頸部腫瘍学会． 6

月．久留米．

5)石井正則，穎川一信，加藤孝邦，本多芳男：上顎洞癌

134例の臨床的検討および治療成績について．第 8回

頭頸部腫瘍学会． 6月．久留米．

6) Ohmae, T. Ashikawa, R. and Ichikawa, I. : 

Severe Visual Disturbance after Exposure of the 

Optic Canal during Intranasal Ethomos-

phenoidectomy. 10th Congress of the European 

Rhinologic Society and 4th International Sympo-

sium of Infection and Allergy the Nose and Par-

anasal Sinuses. 8月． Nancy,France. 

7) Ohnishi, T., Shirahata, Y. and Hongo, S.: 

Computed Tomographic Features in Mucocele of 

the Maxillary Sinus. 10th. Congress of European 

Rhinologic Society. 8月． Nancy,France. 

8) Ohnishi, T., Shirahata, Y. and Hongo, S.: Ateles-

tatic Ear and its Classification Extraordinary Inter-

national Symposium on Recent Advances in Otitis 

Media with Effusion. 1月．京都．

9) Shimada, K.: (Symposium) Changes in Pathol-

ogy of Chronic Sinusitis and Nasal Allergy in 

l)本多芳男：中耳真珠腫の成立機転． 日本医師会雑誌． Children.、 10thCongress of European Rhinologic 

93: 499-503 (1985) society and 4th Congress of International Sympo-

2)本多芳男：中耳炎に対する保存的根治手術． 耳展． sium of Infection and Allergy of the Paranasal 

27: 133-138 (1984) Sinuses. 8月． Nancy,France. 

3)本多芳男：小児真珠腫性中耳炎治療上の問題点．耳 10)伊藤裕之，大森一弘，河津芳典，荒井和夫，栄 春海，

鼻咽喉科領域の最新の進歩．医学教育出版社． 119-120 井上秀朗，本多芳男：慢性中耳炎による眩量症例の蝸

(1984) 電図，手術所見との比較検討．第 43回日本平衡神経学

4)大西俊郎： AtelectaticEar.小児滲出性中耳炎ー最 会． 9月．富山．
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11)岩崎光雄，荒井和夫，栄春海，伊藤裕之：随意性眼

振の自己体験とその考察．第 43回日本平衡神経学会． 9

月．富山．

12)中島庸也，森山 寛，本多芳男，益田昭吾：緑膿菌感

染症における重症度の予測に関する実験ー患者血清の

有する緑膿茜に対する殺菌能ー．第 14回日本耳鼻咽喉

科感染症研究会． 10月．大阪．

13)佐野真一，本多芳男，石川 博：真珠腫上皮の増殖

能．第 12回臨床耳科学会． 11月．東京．

14)山口展正，中島庸也，本多芳男：インピーダンスのマ

ノメーターを利用した耳管機能ー参出性中耳炎ー．第

12回臨床耳科学会． 11月．東京．

15)柏木博道，森山 寛，本多芳男： Mongoliangerbil 

における実験的真珠腫．第 32回日本基礎耳科学会． 2

月．東京．

16)真崎正美，佐野真一，本多芳男：実験的中耳炎におけ

る鼓膜緊張部繊維成分の形態的変化．第32回日本基礎

耳科学会． 2月．東京．

17)佐野真一，森山寛，斉藤建，上出洋介，本多芳男，

石川 博：中耳真珠腫の形態的観察．第 32回日本基礎

耳科学会． 2月．東京．

18) Sano, S. : Experimental cholesteatoma, closed 

method of tympanic orifice of eustachian tube. 

International Conference, the postoperative evalua-

tion in middle ear surgery. 6月． Antwerp.

19) Honda, Y.: Acquired and recurrent choles-

teatoma. International Conference, the postoper-

ative evaluation in middle ear surgery. 6月．

Antwerp. 

20) Mizorogi, N. : Expermental cholesteatoma, con-

sequences of intratympanic pressure to pars flac・

cida. International Conference, the postoperative 

evaluation in middle ear surgery. 6月． Antwerp.

IV. 著書

l)内田 豊：鼻腔形態の異常，鼻中隔損傷の項分担執

筆，本多芳男他編：図説臨床耳鼻咽喉科講座 3．メ

ディカルビュ―.100-105,116-119 0984) 

2)内田 豊：慢性副鼻腔炎治療の現況の項分担執筆，

斉藤成司編：耳鼻咽喉科領域の最近の進歩．医学教育

出版社． 195-205(1984) 

3)大西俊郎：中耳チューブ貯留について． 日本医事新

報． 3118:129-0984) 

4)島田和哉：慢性副鼻腔炎（病因）の項分担執事：本多

芳男他編：図説臨床耳鼻咽喉科講座メディカルビュー

社．（1984)

V.その他

l)本多芳男他：中耳真珠腫の成立に関する諸因子の解

明．昭和 58• 59年度文部省科学研究費報告書 (1985)

2)内田 豊，島田和哉，兼子順男，堀内博人，遠藤朝彦，

石垣清，児玉実，篠田仲正，今井透，小沢仁：

慢性副鼻腔炎ならびに鼻アレルギーの環境因子に関連

した病態の変貌に関する研究．昭和 57• 58 • 59年度文

部省科学研究費報告書．（1985)

3)遠藤朝彦，内田 豊，大野昭彦，滝口清徳，今井透，

小沢 仁，足川哲夫，本多芳男：プールの環境と耳鼻科

疾患に関する検討（遊泳用プールの基準の再検討と今

後の規制に関する研究）．昭和 59年度厚生省科学研究

報告書．（1985)

4)清水 弘，内田 豊，遠藤朝彦：鼻アレルギー診断法

の精度評価，大気汚染健康影響調査一鼻アレルギーの

成因に関する臨床疫学的研究ー．昭和 58年度環境庁委

託研究結果報告書．（1984)

5)内田豊，河本和友，大山勝，清水弘，笠原行喜，

馬場駿吉，島田和哉，兼子順男，遠藤朝彦，大野昭彦，

今井 透，滝口清徳：環境庁委託研究．昭和 59年度大

気汚染健康影響調査一鼻アレルギーの成因に関する臨

床疫学的研究報告書．（1985)
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麻酔科学

教授：小林建一 麻酔と呼吸，循環

助教授：高木 康 呼吸生理，肺循環

助教授：谷藤泰正 MAC肝・腎障害

助教授：天木嘉清 筋弛緩薬

講師：根津武彦 集中治療

講師：永野 修 疼痛管理

研究概要

1.神経・筋伝達に関する研究

1. 筋弛緩薬のレセプタの蛋白親和性について

新しい非脱分極性筋弛緩薬であるペクロニウム

は，パンクロニウムに比べ作用時間が短いという特

長のほか，坑コリンエステラーゼ薬に対する反応が

鋭敏である。この作用機序を明らかにするため，ラッ

ト横隔膜神経筋標本を用いた invitroの実験で，神

経筋接合部レベルでの 2剤のレセプタ蛋白への親和

性の比較を行った。その結果，ベクロニウムはパン

クロニウムに比べ，終板レベルでは坑コリンエステ

ラーゼに対し反応が悪いという，臨床での事実と逆

の結果が得られている。

2. 筋弛緩薬の終板レセプタに対する占捜率につ

いて

レセプタの 75%が薬剤により占捜されても臨床

的には神経筋伝達の障害はみられない。すなわち筋

弛緩薬は安全域が非常に大きい。この特長は成人で

は明らかにされているが，乳幼児については不明で

ある。これを解明するため，幼若モルモットの虫様

筋を用い， floatingelectrodeの手法により dissocia-

tion constantを求め安全域を算出し，成熟モルモッ

トのそれと比較検討している。

II. 呼吸に関する研究

1. 頸髄損傷患者の睡眠時無呼吸症候群について

頸髄損傷患者について，ポリグラフにより夜問睡

眠時脳波，眼球運動，顎部筋電図，サーミスタ法に

よる呼吸曲線，インピーダンス法による胸郭運動を

観察した。その結果，低位の頚髄損傷例でも混合型

の睡眠時無呼吸が観察された。炭酸ガス応答曲線，酸

素応答曲線をとり，その機序について検討中である。

2. バランス麻酔後の呼吸抑制に対するジモルホ

ラミンの効果について

フルニトラゼパム，ブプレノルフィン，クラーレ

によるバランス麻酔の術後に，呼吸曲線（インピー

ダンス法，サーミスタ法）， PEC02,PEOz,脳波，心

電図をモニターし，呼吸抑制を確認した後，、ンモル

ホラミンを投与し，その効果を検討した。 15mg投与

により呼吸数，換気量は有意に増加し，脳波に対し

ても大きな変化がないことが明らかにされた。

III. 麻酔薬，麻酔補助薬に関する研究

1. 脳波による麻酔深度の定量化について

麻酔深度を定量化することは困難とされてきた

が， ラットの脳波を導出し，それをコンピュータに

よる周波数別のパワースペクトラム分析を行うこと

により，深度の定量化について検討している。静肪

麻酔薬については，この方法により定量化が可能と

なる結果が得られている。

2. 前投薬の経口投与について

前投薬筋注に伴う欠点を除去するため，教室では

その経口投与化について検討し，鎮静剤については

すでに発表した。今回はアトロピンのもつ分泌抑制

効果の面から検討した．その結果，筋注と同量の 0.5

mgでは効果は不十分で 1.0mgが必要であり，効果

は 60分で現れ， 120分で更に増加することが示され

た。またデイアゼパムを併用すると，アトロピンの

作用持続時間は短縮することが明らかにされた。

3. 、ンメチジンの血液および髄液酸塩基平衡に及

ぽす影響について

H2レセプタ拮坑薬であるシメチジンは，胃内容

充満例の全麻導入時に制酸剤の代用として使用が考

慮されている。しかし，副作用として中枢神経系へ

の抑制や錯乱が報告されている。この点を解明する

目的で， CSF採取を必要とした脳外科手術例につい

て，シメチジン投与の胃内 pH,血液および髄液酸塩

基平衡に及ぽす影響について検討した。その結果，

胃液内 pHは投与後 8時間で有意に上昇するが，血

液・髄液酸塩基諸量には有意な変化はないことが示

された。今回の投与は通常量 200mgの 1回投与で

あるが，長期大量投与や血液・脳関門の異常例では

未知である。

IV. 痛みとその管理に関する研究

1. 術後鎮痛薬としてのブプレノルフインの硬膜

外投与について

従来術後疼痛あるいは癌性疼痛に硬膜外モルヒネ

投与が行われているが，最近開発された非麻薬性鎮

痛薬ブプレノルフインの効果をモルヒネと比較検討

した。症例は上腹部手術患者 20例で，術後初めて疼

痛を訴えた時点で， 10mlの生食で希釈したモルヒ

ネ2mgあるいはブプレノルフイ ‘1/0.1 mgを硬膜

外腔に投与し経時的に観察した。その結果，有効性，
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安全性，有用度では両者に差はなくほぼ同様の成績

が得られたが，効果発現はモルヒネが早く，長時問

持続例はブプレノルフィンに多い煩向がみられた。

2. 星状神経節ブロックについて

星状神経節プロックは疼痛外来で最も頻用される

プロックであるが，手技が一見容易なためか，その

手技について充分検討されていない。そこで当科外

来でブロックを数回以上受けた患者 30例について，

個々に 20項目の質問を行い，手技と効果の関連につ

いて検討した。

その結果，同じ術者でも効果が一定でないこと，薬

液注入に伴う放散する「ヒビキ」の存在が良い効果

と関連があること，本プロックはかなり痛みを伴う

ブロックの 1つであることが明らかにされた。

鼻アレルギーに対する星状神経節ブロックの有効

性については種々の論議があり，われわれも自覚的，

他覚的の両面からその有効性について検討している

が，自覚的には主症状の改菩に良い結果が得られて

し、る。

V. 集中治療に関する研究

開心術後は心への負担を軽減するため人工換気が

利用されるが，その施行時間は症例によりまちまち

である。そこで 106例の後天性弁膜症を対象として，

術前評価や術中のできごとを諸項目に分け， これら

と術後人工換気時間との関連を検討し，術後管理の

難易を術直後より想定しようと試みた。その結果，年

令， NYHA分類，肝腫大の既往および現症，心不全

の存在，％肺活量，完全体外循環時問の諸因子が術

後の人工換気時間の長短と関連することが明らかに

された。すなわち，術直後にこれらの因子の不良度

の多いほど，人工換気を始め，術後管理の困難さを

予知できる。なお，以上の関連は直視下交連切開術

症例では適用されなかった。

VI. 麻酔と臓器機能に関する研究

1. 肝機能障害と MAC

肝機能障害特に肝硬変では，黄疸，腹水，中枢神

経症状など多彩な症状を呈するが， このような例で

は，吸入麻酔薬の最小必要量が影響されることが推

定される。これを明らかにするため，四塩化炭素に

より作製した肝硬変ラットについて検討した。その

結果，ハロセン，工‘ノフルレンとも MACに有意な

変化のないことが明らかにされた。

2. 肝硬変に対するエンフルレンの影響

高度の肝障害を伴う肝硬変では吸入麻酔薬により

障害が増強され，ハロセンについての結果はすでに

報告した。今回はエンフルレンおよび肝切除の影響

を，四塩化炭素肝硬変ラットについて，肝機能，肝

組織像，肝酵素（チトクローム P-450，グルタチオン）

の変化から検討した。その結果，肝機能抑制の程度

は，エンフルレンはハロセンより軽度で，また麻酔

薬自体より肝切除の影響が大であることが示唆され

た。

3 麻酔，手術侵襲と心筋酸素消費量と冠血流量

との関連について

心筋酸素消費量 (V02) と冠血流量 (CBF) との

関係が，エンフルレンの異なった深度で，侵害刺激

によりどのように影響されるかを，犬を用いて検討

した。ハロセンでは l.5MACで侵害剌激による

vo2とCBFの変化はよくバランスされているが，

エンフルレンでは 2.0MACでも剌激により vo2の

みの上昇がみられ，ハロセンのように単独で適切な

麻酔深度は得られなかった。

4. 悪性高熱症について

本症の発生原因を筋肉内構造，生化学的な面から

追及した。筋ジストロフィーと同様，カフェインに

よる筋小胞体からのカルシュウム遊離の著明な充進

がみられた。またダントロレンの臨床的効果につい

ても検討した．

研究業績

I. 原著論文

l． 筋弛緩薬に関する研究

1)天木嘉清，小山直四，田中和代，小林建ー： Vecur-

onium (NC-45)とパンクロニウムおよびdTc間の相

乗作用．麻酔． 33:1137-1140 (1984) 

2) Amaki Y., Waud B.E. and Waud D.R. (Univ of 

Massachusetts) : Disuse atrophy and tubocurarine 

concentration in isolated muscles. Anesthesiology. 

61 (suppl.) : A396 (1984) 

2. 呼吸に関する研究

l)永野剛蔵，高木 康：肝硬変手術における血管外肺

水分量の検討．麻酔． 33: S50 (1984) 

3. 麻酔薬，麻酔補助薬に関する研究

1) Mashiko, K. : The clinical study of relationship 

between intraocular pressure and anesthetic depth. 

Jikeikai Med. J. 31: 237-247 (1984) 

2)小林建ー，谷藤泰正：ラニチジンの麻酔前投薬とし

ての効果ープラシボとの二重盲検比較試験．麻酔． 34:

71-81 (1984) 

4. 痛みとその管理に関する研究

1)永野修，膠英和，大高道夫，小林建ー，小泉秀行，

伊介昭弘：星状神経節プロック (SGB)についての患
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者へのアンケート ペインクリニック． 5: 163-169 

(1984) 

2)首藤義幸，景山浩次，彦 英和，小山直四，根津武彦：

硬膜外麻酔の無効例についての検討．麻酔． 33:S94 

(1984) 

3)永野 修，杉本千寿子，景山浩次，永野剛蔵，小林建

-: Buprenorphineおよび morphine硬膜外投与にお

ける有効性，安全性の比較検討．麻酔． 33: S3010984) 

5. 集中治療に関する研究

l)根津武彦，堀口順子，上出正之，丸山浩一，小林建ー：

開心術後の人工換気の臨床的評価． ICUとCCU.8: 

801-811 (1984) 

2)根津武彦，堀口順子：重症患者の栄養管理．臨床看

護． 10:1229-1237 (1984) 

3)小林建一，堀口順子：高血庄患者と手術．臨床と研

究． 61:3517-3521 (1984) 

4)堀口順子，上出正之，和田隆子，根津武彦，小林建ー：

肺動詠カラーテルによる肺動肱損傷．臨床麻酔． 9:

163-168 (1985) 

6. 麻酔と臓器機能に関する研究

l)安田信彦，大塚正彦，谷藤泰正，小林建ー，木村 準

（成人病医学研究所） ：肝機能障害と MAC，実験的肝硬

変における MACの変動．麻酔． 33: S240 0984) 

2)谷藤泰正，安田信彦，三間千寿子，小林建ー：肝硬変

による食道離断術後の肝，腎機能に対するハロセンお

よびエンフルレンの影響．麻酔． 34:343-347 (1984) 

3)景山浩次，杉本千寿子，谷藤泰正，古里征国，西島博

明： Malignanthyperthermia患者とその家族の骨格

筋微細構造と分離筋小胞体膜機能．麻酔と蘇生． 20:

135-141 (1984) 

4)谷藤泰正： Enflurane麻酔下人為低血圧での血中

Inorganic fluorideの変動ーSNPとTrimetaphanの

比較．麻酔と蘇生． 20: 83-87 (1984) 

II. 総説

18回ペインクリニック研究会． 7月．大阪．

4)景山浩次，堀口順子，森永誠子，根津武彦：経口前投

薬の検討，アトロピソの口腔内分泌量に及ぼす影響．第

24回日本麻酔学会関東甲信越地方会． 9月．東京．

5)永野修，景山浩次，永野剛蔵，膠英和，大高道夫，

伊介昭弘，小泉秀行，小林建ー：歯科的治療の関与した

麻酔科外来患者の検討．第 24回日本麻酔学会関東甲信

越地方会． 9月．東京．

6)小山直四，天木嘉清，小林建ー：ニトログリセリン投

与時のパンクロニウム必要量およびネオスチグミンの

拮抗効果について．第 4回日本臨床麻酔学会総会． 11

月．大阪．

7)和田隆子，佐竹 司： SECによる術後筋肉痛に対す

るグルコン酸カルシウム（カルチコール）の効果．第 4

回日本臨床麻酔学会総会． 11月．大阪．

8)三問伸一，安田信彦佐藤素生，谷藤泰正，小林建ー：

Cimetidineの血液および髄液酸塩基平衡に及ぼす影

響．第 4回日本臨床麻酔学会総会． 11月．大阪．

9)安田信彦，三間伸一，三島 仁，景山浩次，谷藤泰正，

小林建ー：エンフルレン麻酔下のニトログリセリン低

血圧の血中無機弗素に及ぼす影響．第 4回日本臨床麻

酔学会総会． 11月．大阪．

10)永野 修，影嶋克洋，杉本直樹，景山浩次，永野剛蔵，

大高道夫，小林建ー：鼻アレルギーに対する星状神経

節ブロックの治療効果についての考察．第 4回日本臨

床麻酔学会総会． 11月．大阪．

11)益子健康，谷藤泰正，小林建ー：麻酔薬の眼圧に及ぼ

す影響について．第 101回成医会総会． 10月．東京．

12)首藤義幸，彦 英和，小林建ー：肺塞栓により急性の

呼吸，循環不全を起こした重症心身障害者の一例．第 4

回日本臨床麻酔学会総会． 11月．大阪．

13)阿 部 聡 ， 堀 口 順 子 ， 谷 藤 泰 正 ， 小 林 建 ー ：

Dantrolene sodiumが著効を示した悪性高熱症の一

例．第 8回悪性高熱研究会． 12月．大分．

1)小林建ー：麻酔器，人工呼吸器の安全管理．臨床麻 IV. 著 書

酔． 8:ll00-ll06 (1984) 

III. 学会発表

l)杉本千寿子，森永誠子，谷藤泰正，小林建ー，中本

実，成瀕 勝，川村将弘：実験的肝硬変に対するエ｀ノフ

ルレンおよび肝切除の影響．第 31回日本麻酔学会総

会． 4月．福岡．

2)大塚正彦，杉本千寿子，谷藤泰正，小林建ー：侵害剌

激による心筋酸素消費量および冠血流量の変化とエン

フルレン MACの関連．第 31回日本麻酔学会総会． 4

月．福岡

3)永野 修，永野剛蔵，大高道夫，小林建ー：脊髄周辺

腫瘍の疼痛症例での持続硬膜外プロックの問題点．第

l)小林建ー：静肱麻酔薬の項分担執筆．稲田 豊，藤田

昌雄，山本 亨編：最新麻酔科学上巻．克誠堂． 364-388

(1984) 

2)小林建ー：酸塩基平衡の異常の項分担執筆．山村秀

夫，青地 修，吉武潤一，天羽敬祐，森健次郎，諏訪邦

夫編：新臨床麻酔学全書 2A.金原出版． 49-73(1984) 

V. その他

l)谷藤泰正：麻酔と副作用．看護技術． 30:9-140984) 

2)三間伸一．谷藤泰正，小林建ー：パーキ｀ノソン症候群

を伴う喉頭微細手術例に対する Neuroleptanalgesia 

麻酔の経験．臨床麻酔． 8:717-719 (1984) 

3)小林建ー： Totalintravenous anesthesia.医学のあ
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ゆみ． 129:1215 (1984) 

リハビリテーション科

教授：米本恭三 リハビリテーション医学一

般・骨格筋の生理学・神経

筋疾患・脳循環・腰痛・ス

ポーツ生理

助教授：青木治人 リハビリテーション医学一

研究概要

般•発達障害学・運動生理

学・スポーツ障害学

I. 骨格筋の生理学的研究

骨格筋が異なる緊張下に固定されて生ずる病態生

理に関して検索を続けている．実験的に弛緩位に固

定されたひらめ筋では筋線維タイプが 1より 2への

変換がみられている。緊張位に固定されると 1週後，

ひらめ筋には湿重量で 10%の筋肥大が生じた。この

原因は筋蛋白 turnoverにおける合成の九進か異化

の低下によるものと考えられていたが，現在の研究

により蛋白の合成・異化は共に冗進していることが

判り，その不均衡により招来すると考える。lysosom

の酵素活性についてはカテプシン B,カテプシン D,

a-glucosidase,酸フォスファターゼの何れも九進

していた。肉漿酵素では Ca2+activated neutral 

protease, alkaline protease, creatine kinaseを調

ベ何れにも変化がみられなかった（何れも 1週の固

定後）。現在さらに 7日迄の間の経日的変化，その後

の変化について追求を続行している。非動化された

筋の蛋白異化の変化には， Ca2+activated neutral 

proteaseが関与していないことは特に興味がもた

れる。

局所麻酔のマーカインは筋壊死を生ずることが知

られているが， この機序につきスキンドファイバー

法で検討した。マーカインにより筋拘縮が発生し，筋

肉内の CKが多量に漏出するのが観察されたが， Ca

-freeの状態ではこの程度が軽減し，プロカインを

添加すると著明に低下した。スキンドファイバー法

ではマーカインによる筋小胞体の Ca遊離や凝出の

促進が認められた。以上により筋表面膜と筋小胞体

機能の障害が先行しカルシウム流入が生じているこ

とが判った。

次に運動トレーニングの差異が膝関節角度と膝伸

展張力，筋電図に如何なる影響を及ぼすかにつき調

べた。 トレーニングの内容が柔道では膝関節 70゚位

を90゚ 位の張力値が近似し，水泳では 70゚ 位の張力
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が最大を示した。サッカーでは 70゚ 位の張力が 110°

位とほぼ同じであった。筋電図の積分値は水泳部員

で伸展位にサ、ノカ一部員で屈曲側にピークが移動し

てし、た。

II. 脳循環動態に関する研究

長谷川式痴呆診査スケールを用いて知的精神機能

をしらべると同時に， QFMを用いて総頸動脈血流

を測定し，両者の関係について調べている。今回の

対象は，特別養護老人ホーム入居者 43例，リハ科入

院患者 7例，調布総合福祉センターいきいきクラブ

会員 44例の計 94例である。両総頸動脈血流の合計

量と長谷川スケールの得点の問には 5%以下の危険

率で相関があった。とくに predementia以下の 21

例を多流量側，少流量側の各々につきしらべると，両

群とも 1％以下の危険率で相関があった。左右差で

は，左側の総頸動脈血流量と， 5％以下の危険率で相

関が認められた。現在，血管の物性について検討中

である。

III. 身体空間知覚に関する研究

肘関節可動域の 2等分に関する人の身体空間知覚

について，検討をこころみた。健常者 48名では，伸

展側に偏俺し， これは，垂直面より，水平面での運

動が大きかった。 1例の中途失明の全盲者ではこの

伸展側への偏筒が小さかった。また，健常者で 1.0,1. 

5 kgの重錘を負荷し，同様の空間知覚をしらべたと

ころ，偏俺は滅少し，深部知覚の低下あるいは失調

患者のリハビリテーションに用いられてよいことが

確認された。次に片麻痺 5例のいわゆる健側の肘関

節の空間知覚では，正常人と異なったパターンがみ

られ，健側の機能は必ずしも正常とはいえないこと

を示唆した。

IV. 運動療法に関する研究

ミトコンドリア内で有酸素エネルギー代謝に関与

している補酵素，コエンザイム Qが運動耐容能にど

のような影響を与えるかにつきしらべた。水泳部員

12名を 1日120mg 5週問，投与群とプラセボ投与

群にわけ，インターバルトレーニングを中心とした

練習を行い，前後に各人の最大酸素摂取量をしらベ

た。 CoQ群では，トライアルタイムの向上がみられ，

また体璽当りの酸素摂取量が大きい傾向にあり，酸

素利用率の高まったことを示唆する所見を得た。

膝の屈筋，伸筋の運動療法にサイベックス IIを利

用し， 16週まで，筋力増強に対する効果をみた。週

2回以上の訓練では効果がみられ， 1回以下では効果

がなく， 16週までの経過を追った。訓練開始後，は

じめの 4週で伸筋群では建側の 50%，屈筋群ではほ

ぽ 100%に到達した。一般に屈筋群の回復はよりす

みやかであった。

慢性血液透析患者 4名の運動耐容能を検討した。

修正ブルース法により， symptomlimited treadmill 

exerciseを施行した。各人の運動時の心柏数より

60%と40%の運動量で 1週間に 1回， 15分間負荷

を加えるプログラムで 3週間行った。

透析患者群の運動持続時間は 5士1.2分，最裔心柏

数 169.0士7.3,最大酸素摂取量は， 22.9士2.5ml/kg/ 

分と著明な低下があった。運動負荷翌日の血液生化

学検査所見には，ほとんど悪化傾向がみられなかっ

た。透析患者でも最大酸素摂取量の 60％程度の運動

でも許容されることが示唆された。

V. 上肢装具に関する研究

手部の装具のに関しては，従来より数多くのエ夫

がされていたが， これらのものが，必ずしも患者に

受け入れられ充分に使用されているとはかぎらな

い。尺骨神経麻痺 19例，撓骨神経麻痺 17例，正中

神経麻痺 14例，その他腕神経叢麻痺などの複合神経

麻痺が 28例の計 78例中， 22例に装具を工夫作成し

た。その結果，着脱が容易で目立たない装具が患者

の受け入れがよかった。従って，装具の処方に関し

ては，必要最小限度の構造にすることが望ましい。し

かし，上肢末梢神経麻痺に対する装具療法の適応は，

神経回復までの期間あるいは機能再建術後の一定期

間の使用にあるど考える。

研究業績

I. 原著論文

1. 骨格筋の生理学的研究

l)米本恭三：骨格筋の廃用萎縮．第 8回運動療法研究

会論文集． 26-27(1983) 

2)倉田 博，小川芳徳，米本恭三，青木治人，河野照茂，

小林一成： 24時間記録筋電図と運動単位の機能特性．

体力科学． 33: 245-246 (1984) 

3)猪飼哲夫，米本恭三，高木昭夫，杉田秀夫，埜中征哉

（国立武蔵療養所神経センター） ：マーカインによる急

性筋融解の機序．臨床神経学． 24:1357 (1984) 

4)倉田 博，小川芳徳，米本恭三：運動部員における膝

関節角度と伸展張力．体力科学． 33:400 (1984) 

2. 脳循環動態に関する研究

l)小林一成，米本恭三，青木治人，河野照茂，大森富美

代：頸動脈血流と知的精神機能について．慈恵医大誌．

99 : 920 (1984) 
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3. 身体空間知覚に関する研究

1)河野照茂，米本恭三，青木治人，柴田繁貴，小林一成，

倉田 博士，小川芳徳，内田ひろみ：肘関節における身

体空間知覚について．体力科学． 33: 432 (1984) 

2)内田ひろみ，倉田 博，小川芳徳，米本恭三，青木治

人，河野照茂，小林一成：ヒトの肘関節に於ける身体空

間知覚について．慈恵医大誌． 99:920 (1984) 

3)内田ひろみ，倉田 博，小川芳徳，米本恭三，青木治

人，河野照茂，小林一成：ヒトの肘関節に於ける身体空

問知覚について一全盲，片麻痺及び荷重負荷の検討ー．

慈恵医大誌． 99:1131-1135 0984) 

4. 運動療法に関する研究

l)河野照茂，米本恭三：肩関節障害のリハビリテー

ション．季刊関節外科．臨時増刊号： 187-192(1984) 

2)米本恭三：一運動療法について一各国の比較． 日本

臨床整形外科医会会誌． 9:20-24 (1984) 

3)青木治人，米本恭三，河野照茂，友広忠彬：慢性血液

透析患者に対する運動療法．リハビリテーション医学．

21 : 425-426 (1984) 

4)河野照茂，米本恭三，青木治人：コエンザイム Q1。の

運動機能および血液性状におよぽす影響について． リ

ハビリテーション医学． 21: 380-381 (1984) 

5)河野照茂，米本恭三，青木治人，柴田繁貴，小林一成，

今井基次，仙波浩幸：運動療法におけるサイベックス

IIの効果について．慈恵医大誌． 100:191 (1984) 

5. 上肢装具に関する研究

l)青木治人，米本恭三，河野照茂，柴田繁貴，小林一成：

上肢末梢神経麻痺の装具ー特に手部の麻痺について

ー． 日本義肢装具学会誌． 1:23-30 0985) 

6. 臨床的研究

l)米本恭三：潜在能力．理学療法と作業療法． 18:215 

(1984) 

2)大橋正洋：臨床検査デークの知識 1.血液検査デー

クを中心に．理学療法． 1: 73-77 (1984) 

3) 大橋正洋：臨床検査データの知識 2. 血液•生化学

データを中心に．理学療法． 1:147-151 0984) 

4) 大橋正洋：臨床検査デークの知識 3. 血清学•免疫

学的検査を中心に．理学療法． 1: 219-223 (1984) 

5)大橋正洋，安藤徳彦（神奈川県総合リハビリセン

クー），山本 勝：頭部外傷などの脳器質的損傷後，普

通学校に復学した児童•生徒の調査．リハビリテーショ

ン医学． 21: 329 (1984) 

6) 米本恭三：シャルコー•マリー・トゥース病．整形外

科セミナー（日本短波放送）． 46:7-9 0984) 

7)大橋正洋，上田 敏（東大） ：痛みとリハビリテー

ション． MedicalTribune. 17: 36-39 (1984) 

8)大橋正洋：脊髄損傷のリハビリテーション． Medi-

cal Tribune. 18: 14 (1985) 

III. 学会発表

l)高麗寿史，米本恭三．青木治人，河野照茂，奥谷宗昭：

運動療法におけるサイベックス IIの効果について．第

9回運動療法研究会． 6月．大阪．

2)米本恭三： （バネル・ディスカッション）ー運動療法

について一各国の比較．第 57回日本整形外科学会． 6

月．札幌．

3)米本恭三，青木治人．河野照茂，小林一成，吉村正蔵：

（シンボジウム）脳循環動態に関する研究ー加令ならび

痴呆について一．第 21回日本リハビリテーション医学

会総会． 7月．松山．

4)小川芳徳，倉田 博，米本恭三：ヒト運動単位の放電

様式と収縮特性の関係について．第 39回日本体力医学

会． 9月．奈良．〔体力科学． 33: 409 (1984)〕

5)倉田 博，米本恭三，小川芳徳，内田ひろみ，青木治

人，河野照茂，柴田繁貴，小林一成： （示説発表）24時

間記録筋電図と運動単位の機能特性について．第 101

回成医会総会． 10月．東京．〔慈恵医大誌． 99:928-929 

(1984)〕

6)小川芳徳，倉田 博，米本恭三： （示説発表）ヒト運

動単位の活動特性と収縮特性の関係について．第 101

回成医会総会． 10月．東京．〔慈恵医大誌． 99:929 

(1984)〕

7)小林一成，米本恭三，青木治人，河野照茂，柴田繁貴．
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8)河野照茂，米本恭三，青木治人，柴田繁貴，小林一成，

小川芳徳，倉田 博，原田邦彦：コエンザイム Q1。の運

動耐容能に及ぽす影響．第 6回東日本スボーツ医学研

究会． 10月．東京．

9)倉田 博，小川芳徳，原田邦彦，原英喜，米本恭三：

発育期における膝関節角度変化による筋活動の変化．

第 35回日本体育学会． 10月．鹿児島．

10)小川芳徳，倉田 博，時岡 醇，米本恭三：発育期児

童の筋力発現様式について．第 35回日本体育学会． 10
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会． 12月．東京．

16)倉田 博，小川芳徳，内田ひろみ，米本恭三：膝関節
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会第三支部例会． 12月．東京．［慈恵医大誌． 100:190-

191 (1985)〕

17)青木治人，米本恭三，河野照茂，柴田繁貴，小林一成，
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月．東京．

18)原田邦彦，小川芳徳．倉田 博，米本恭三：等速運動

時の筋放電量は果して一定であるか．第 629回日本生理

学会大会． 3月．福岡．

19)倉田 博，小川芳徳，米本恭三：関節角度による運動

単位活動の変化．第 62回日本生理学会大会． 3月．福

岡．

20)小川芳徳，倉田 博，米本恭三：ヒト運動単位の放電
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IV. 著書

1)米本恭三：切断と義肢の項分担執事． 1985年版今日

の治療指針一私はこう治療している．医学書院． 569

(1985年）

歯 科

教授：田辺晴康 ロ腔外科学・顎発育， 口腔

修復

講師：杉崎正志 ロ腔外科学・顎運動分析・

顎関節症

研究概要

I. 唇顎口蓋裂の顎口腔の管理

唇顎口蓋裂患者の咬合の管理を主体に顔面奇形を

持つ患者の顎口腔の異常に対して，歯科矯正学の面

から，顎口腔外科の面から，治療方針を検討し，そ

の方針にしたがって，治療フ゜ログラムを作成してい

る。その結果，特に唇顎口蓋裂患者の矯正後の保定

が重要な治療の成否の要素となることを知った。

そこで，保定を実行するために，種々検討された。

唇顎口蓋裂患者では，矯正治療後，顎裂部へ骨移植

を行って，顎骨内部から顎の構造を構成しなおして，

顎骨の歯槽の連続性を保たせる。同時に，顎骨外部

の歯に上部構造物を作製し，内外から顎骨に加わる

歪みをさけるように試みている。顔面に奇形を持つ

患者に対しては，顎骨に加わる外力の方向を検討し

ている。

II. 顎関節症

現在，顎関節症はいくつかの分類がなされている。

教室ではそれぞれの診断基準およびその治療法なら

びに病因を確立するため研究している。

1. 顎関節造影による診断

顎関節 X線規格撮影装置を用いた顎関節上腔お

よび下腔の選択造影ならびに二重造影撮影

2. 顎関節上腔の関節鏡視

顎関節用関節鏡の開発。鏡視所見の VTR記録と

上記造影 X線所見との対比

3. 外側翼突筋の解剖学的観察

外側翼突筋の走行および関節円板との関係

4. tiny ligamentの解剖学的観察

tiny ligamentの確認と耳症状との関係

5. 関節円板の解剖学的観察

関節円板の anteriordisplacementの確認と外側

翼突筋との関係

外側翼突筋の解剖学的研究

外側翼突筋は咬筋，側頭筋，内側翼突筋とともに

咀嘔筋と呼ばれている。このうちの 3つ，つまり咬

筋，側頭筋，内側翼突筋は，主に上下的方向，下顎
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を閉じるのに関与するが，外側羹突筋は，だいたい

水平的に位置しており独特である。咀咽筋は，舌，顔

面， 口蓋，舌骨上・下の各筋と関連しながら 1つの

グループとして慟くものであるが，個々の咀噌筋の

研究は顎運動における協調した機能を分析するうえ

で必要である。そこで，教室では特に顎関節運動に

重要な機能を持つと考えられる外側翼突筋について

解剖学的研究を本学第 1および第 3解剖学教室の協

力を得て行っている。

1. 外側翼突筋の頭数について

外側翼突筋は一般的には上頭および下頭の 2頭筋

であると言われている。しかし， 2つの頭はその起

始部では分かれていて間に広い隙をつくっている

が，顎関節の前では融合する事が多いと言われてい

る。最近，上頭と下頭は筋電図学的研究より全く異

なった機能を持つと考えられているが，解剖学的な

裏付けはなされていない。教室の所見では一頭筋よ

り三頭筋まで観察された。

2. 外側翼突筋の停止位置について

外側翼突筋上頭の一部は関節円板内側に停止する

と言われており，顎関節症患者に認められる関節円

板の前下内方偏位との関係が唱えられている。教室

の観察では筋線維が関節円板に直接入り込むもの，

線維束で間接的に付着するもの等が認められた。

3. 外側翼突筋と他筋との交錯

外側翼突筋と側頭筋との交錯は 50％以上，内側翼

突筋とは 90%以上に認められると言われている。教

室の観察でも外側翼突筋上頭と側頭筋の交錯が高率

に認められた。

III. 顎変形症

本症に対し，外科的に顔貌のみを矯正し，術後の

機能を無視することは明らかな過ちであるにもかか

わらず，未だ，術後機能を無視した手術が一部でな

され，術後の relapseを引き起こしている。たとえ，

relapseが生じないまでも機能と形態の不調和から

種々の障害が発現する可能性は大きい。教室では従

来より術後の機能と形態の調和を求めるため，パソ

コンを用いた硬・軟組織のセファロ分析および 3次

元下顎運動解析装置を用いた顎運動分析を行い，全

調節性咬合器上で術後の咬合を予測し，比較的良好

な結果を得ている。

現在，術後の relapseは最少にとどめているが，

relapseを完全に無くすため，顎間固定の改良を行

い，顎間固定中に生じる顎骨への筋による歪みを測

定している。

IV. 歯科臨床の研究

わたくしたちは，昭和 54年 4月より昭和 59年 3

月までの外来患者，特に新来患者（新患）の臨床統

計を行い，大学病院における歯科の今後の展望を考

察した。

外来延患者数は昭和 57年までは増加領向を示し

たが，昭和 58年より軽度減少した。これは大学病院

での歯科医療のあり方を考え，全身疾患等の問題が

ない患者を家庭医に依頼するようになったからであ

る。

同期間内の新患数は 12,026名で，男女差はほとん

どなかった。年齢別においては，各年とも 20歳代が

最も多く，次いで 30歳代あるいは 40歳代で， 60歳

以上で軽度増加傾向がみられた。また，年々紹介患

者が増加し， 59年には約 1/3を占めた。疾患別では

各年ともに，歯および支持組織疾患が最も多く平均

57%，次いで補綴疾患 13%であった。また，歯性，非

歯性の感染症とも比較的多く 11%であった。

歯科治療に関して何らかの注意を要する全身的，

局所的疾患を有する患者を有病者とし疾患名を分類

したところ，各年ともに循環器疾患が最も多く約

22%を占め，次いで消化器系疾患 15,代謝疾患 10%

であった。有病者数は各年ごとに増加煩向を示し， 59

年には新患数の約 40%をも占めた。歯および歯牙支

持組織疾患，補綴的疾患の新患数は，各年とも多く

占めるが，その有病者の占める割合は，それぞれ平

均 27%,36%と高率であった。

医科大学附属病院における歯科の役割として， 口

腔外科的疾患を扱うことは当然であるが，それ以外

に，有病者の歯科治療も重要なことと考えられる。医

科大学附属病院は歯科大学附属病院にくらべ，有病

者の管理に対し，専門医によるコントロールを行い

やすいため比較的重症患者も歯科治療が可能であ

る。この周囲の状況を利用し，今後とも， 口腔外科

的疾患を扱うとともに，有病者の歯科治療に積極的

に取り組んでいく予定である。

V. 顎骨嚢胞

ロ腔病変の中で顎骨嚢胞の占める割合は比較的高

い。特に近年の X線撮影装置の進歩と普及に比例し

て，歯科医師が顎骨内の嚢胞性疾患と遭遇する機会

は飛躍的に増大している。

顎嚢胞の分類は歴史的に幾多の変遷を経て， 1971

年 WHOによって次の様に分類された。

顎嚢胞の分類（上皮性） （WHO, 1971) 

A. DEVELOPMENT AL発育性嚢胞

1. Odontogenic歯原性
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a. Primordial cy洪〔Keratocyst〕

原始性淡胞（角化嚢胞）

b. Gingival cyst歯肉嚢胞

c. Eruption cyst萌出嚢胞

d, Dentigerous [follicular〕切st

含歯性（濾胞性）嚢胞

2. N on-odontogenic非歯原性

a. Naso-palatine duct日ncisivecanal) cyst鼻

ロ蓋管（切歯管）襄胞

b. Globulo-maxillary cyst球状上顎嚢胞

c. Naso-labial [naso-alveolar〕切st

鼻唇（鼻歯槽）嚢胞

B. INFLAMMATORY炎症性鋭胞

1. Radicular cyst歯根嚢胞

上記分類のうち A-1-aに示す歯原性角化嚢胞は，

臨床的組織学的に他の顎骨嚢胞とは異なる特徴を有

するため，近年特に注目される様になった。本嚢胞

の臨床上，最も重要な問題は再発しやすいというこ

とであり，その処置には十分なる考慮が必要である。

手術方法にも顎切除，全摘出術，掻爬術，開窓術等

が行なわれているが，個々の症例に適した処置が望

まれている。当科においても過去 2年問に顎骨を広

範囲に侵した歯原性角化嚢胞 5症例について臨床的

組織学的な検索を施し，その概要を第 29回日本口腔

外科学会総会に発表した。今後も症例を重ねて検討

をする予定である。

VI. 口腔修復

近年，腫癌による顎顔面の治療に際して，歯，顎

骨および顔面に大きな欠損を残してしまう場合も少

なくなかった。それに対して，私たちは顎顔面補綴

学の面から，人工材料を利用して，機能的，審美的

に満足して社会生活を営んでいる患者が多くなっ

た。また，人工歯根の開発も進み，ハイドロオキシ

アパタイト， ファインセラミックが応用されるよう

になってきたが，当科においても骨の新生誘導の面

からの人工材料の検討をはじめている。

研究業績

I. 原著論文

l)伊介昭弘，小泉秀行，田辺晴康，永野修，蓼英和，

大高道夫：顔面神経麻痺における星状神経節プロック

および針治療の併用について． 日口外誌． 30:1196-

1201 (1984) 

2)伊介昭弘，老沼真一，須田郁夫，田辺晴康：オトガイ

下部に発現した軟部好酸球肉芽腫ー（いわゆる木村氏

病）の 1症例ー． 日口外誌． 30:1901-1906 0984) 

3)大塚しおり，福崎博生，斎藤文明，杉崎正志，田辺晴

康，福武公雄（国立東京第 2病院），山崎 亨（昭和大）：

顎骨に腐骨を認めた大理石骨病の 1例．日口外誌． 30:

1025-1031 (1984) 

4)黒田勇ー（町田市民病院），白川正順，田辺晴康：簡

便な方法により修復し得たエピテーゼの 3症例．顎顔

面補綴． 7: 130-136 (1984) 

5)長谷川秀行，白川正順，河合貴久（町田市民病院），田

辺晴康：下顎骨に発生した単骨性線維性骨異形成症の

1例． 日口外誌． 30:314-320 (1984) 

III. 学会発表

1) 田辺晴康，杉崎正志，吉沢典男（東京外国語大）：唇

顎口蓋裂患者の下顎後退手術前後の構音変化につい

て．第 1報 Steppedresection ostectomyによる 1例．

第8回日本口盤裂学会総会． 5月．高知．〔日口蓋誌． 9:

208-209 (1984)〕

2)老沼真一，大塚しおり，伊介昭弘，鮎瀬公彦，小泉秀

行，杉崎正志，田辺晴康： Anterior subapioo 

-symphyseal osteotomyによる顎変形症の治療経験

第38回日本口腔科学会総会． 5月．東京．〔口科誌． 33:

790 (1984)〕

3)伊介昭弘，宇沢俊一，老沼真一，岡本哲子，須田郁夫，

田辺晴康，真柄直郎：舌下部にみられた軟部好酸球肉

芽腫（木村氏病）の 1例． 5月．東京．〔口科誌． 33:746-

747 (1984)〕

4)田辺晴康，斉藤 進：唇顎口蓋裂患者の補綴的修復

について．第 1固日本顎顔面補綴学会総会． 6月．札幌．

5)斉藤 進，杉崎正志，田辺睛康：搬痕性小口症に対し

て，外科および補綴処置を行った 1例．第 1回日本顎顔

面補綴学会総会． 6月．札幌．

6)小沢俊朗，鈴木茂，鮎瀕公彦，斉藤進，杉崎正志，

田辺睛康：変治骨折に対する下顎骨矢状分割法による

1治験例．第 129回日本口腔外科学会関東地方会． 6月．

埼玉．〔日口外誌． 31: 141-142 (1985)〕

7)鈴木茂，芹田 晃，伊介昭弘，鮎瀬公彦，小泉秀行，

田辺晴康：最近経験した歯性感染症の治療経験．第 55

回成医会第三支部例会． 6月．東京．

8)大塚しおり，鈴木茂，小守英一，芹田 晃，老沼真

ー，伊介昭弘，鮎瀬公彦，斉藤 進，斎藤文明，小泉秀

行，白川正順，杉崎正志，田辺晴康：当科における過去

5年間の受診患者の臨床統計的観察．第 29回日本口腔

外科学会総会． 9月．札幌．〔日口外誌． 30:2183(1984)〕

9)斎藤文明，大塚しおり，小泉秀行，斉藤進，杉崎正

志，田辺晴康，立川哲彦（昭和大）：歯原性角化嚢胞の

5症例．第 29回日本口腔外科学会総会． 9月．札幌．〔日

ロ外誌． 30:2161-2162 (1984)〕
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10)斉藤 進，老沼真一，杉崎正志，田辺睛康：当科にお

ける NMR-CTの使用経験第 29回日本口腔外科学

会総会． 9月．札幌．〔日口外誌． 30: 2093 (1984)〕

11)大坪千枝，斉藤 進，杉崎正志，田辺晴康：口腔にみ

られた神経線維腫の 2例．第 130回日本口腔外科学会

関東地方会． 10月．東京．〔日口外誌． 31:287(1985)] 

12)中沢正博大塚しおり，渡辺裕三，鮎瀕公彦，伊介昭

弘，老沼真一，小泉秀行，斉藤 進，斎藤文明，杉崎正

志田辺睛康：当科における過去 5年間の受診患者の

臨床統計的観察．第 223回東京歯科大学学会総会． 11

月．千葉．

13)渡辺裕三，老沼真一，斉藤 進，杉崎正志，田辺睛康，

山下 孝，望月幸夫：東京慈恵会医科大学・歯科におけ

るNMR-CTの使用経験．第 223回東京歯科大学学会

総会． 11月．千葉．

14)大塚しおり，鈴木茂，小守英一，芹田 晃，伊介昭

弘，老沼真一，鮎瀬公彦，斉藤進，斎藤文明，小泉秀

行，白川正順，杉崎正志，田辺晴康：当科における過去

5年間の受診患者の臨床統計的観察．第 101回成医会

総会． 10月．東京．

15)中沢正博，大塚しおり，老沼真一，伊介昭弘，鮎瀬公

彦，小泉秀行，斎藤文明，斉藤 進，杉崎正志，田辺晴

康：当科における過去 5年間の入院患者の臨床統計的

観察．昭和 59年度日本口腔外科学会関東地方会． 12

月．東京．

16)相良成実，鈴木茂，芹田 晃，伊介昭弘，鮎瀕公彦，

小泉秀行，田辺晴康：上下顎骨同時移動術を行った顎

変形症の 1例．第 56回成医会第三支部例会． 12月．東

京．

17) 小守英一，杉崎正志，田辺晴康，五百蔵一男•，福武

公雄＊ （＊国立東京第二病院）：上顎洞にみられた

Pneumo-sinus dilantasの2例．第 131回日本口腔外

科学会関東地方会． 2月．東京．

IV. 著 書

1)田辺晴康杉崎正志：前歯部外傷の X線診断と処

置． TheDENTAL．株式会社書林． 3:609-616(1984) 

V. その他

l)永野修，膠英和，大高道夫，小林建ー，小泉秀行，

伊介昭弘：星状神経節ブロック (SGB)についての患

者へのアンケート．ペインクリニック． 5:163-169 

(1984) 

2)鈴木茂，杉山尚隆，斉藤進，小泉秀行，杉崎正志，

田辺晴康：心因性を伴った茎状突起過長症の 1例． 日

ロ外誌． 30:1202-1209 (1984) 
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共用研究施設

附属研究 部

形態研究室

教授 ：鈴 木昭 男 超微構造病理学・細胞小器

官病理学

助教授：田中寿子 細胞の形態と機能に関する

組織化学的研究

研究概要

I. 超微構造病理学および細胞小器官の異常構造

に関する研究

1. ヒト腎臓の近位尿細管上皮細胞に見られる糸

粒体の巨大化とその病理学的ならびに臨床病

理学的意義

ヒトの病的腎臓の近位尿細管上皮細胞に屡々見い

だされる巨大糸粒体の発現頻度を今年度は 68例の

針生検材料について検討した。大きさが一辺約 0.5

-0.8 mm2の普通電顕切片 (150メッシュのグリッ

ドにマウントしたもの）について観察した結果，巨

大化糸粒体が全視野中に 1個以上(+)のものが 3

例，数個以上のもの(*)3例， 1メッシュ視野当たり

l~2個のもの（冊）が 6例，同じく数個以上のもの

9)が12例あり，陽性率は 68例中 24例で 35.3%

であった。

腎疾患の種類や臨床検査成績との関係については

更に症例を追加した上で検討する予定である。

2. 哺乳動物腎臓のヘンレー係蹄太脚上皮細胞に

見られる糸粒体内封入体の研究

正常な SD系ラットの腎臓のヘンレー係蹄太脚上

皮中には特異な形態の線維状封入体 lntramito-

chondrial Filamentous Bodies CIMFB)の存在が認

められている Suzuki& Mostofi, J. : Cell Biol. 33 : 

605 (1967)が，他系ラットや他動物での存否と異同

についていは明らかでない。この点を明らかにする

目的で比較解剖学的検討を行った。 SD以外のラッ

トとして Wister,Fischer, Lewis, Donryu, Baffalo, 

ACIの各系ラットを観察したが，全例に SDと同様

部長鈴木昭男

なI,IIおよび III型の IMFBが屡々見いだされた。

他動物として今回観察したウサギ，ハムスター，ス

ナネズミ，マウス (ICR系），モルモット (Hartley

系）では糸粒体内封入物は全く見いだされなかった。

ジャコウネズミの腎のヘンレー太脚の糸粒体では，

時にクリスタがラセン状に捩れて生じたと思われる

特徴ある封入体が長軸に沿って 1～数本存在してい

た。この糸粒体内封入体は IMFBとは全く異なった

構造物と思われるが，その本態や意義についてはま

だ明らかではない。

II. 牌臓の立体微細構築に関する研究

牌臓の微細構築に関する比較解剖学的研究の一環

として，ジャコウネズミの牌臓の立体微細構築の研

究を行った。この動物は哺乳類食虫目に属し，モグ

ラと同様に白牌髄の周囲に英組織と濾胞周辺帯が存

在し， ヒト牌臓の構造と類似性が認められることか

ら比較解剖学的に興味が持たれた。研究方法はジャ

コウネズミの牌臓を動静脈圧負荷灌流固定（Suzuki,

T.'77)後，凍結割断して走査電顕で観察し，他種の

哺乳動物の場合と比較した。

ジャコウネズミの牌臓は，モグラでみられたよう

に組織が良く発達しており，白牌髄の周囲を取り巻

くように多数存在するのが特徴的であった。白牌髄

は， 2～3層の細網細胞と細網繊維からなる有窓板状

の隔壁によって濾胞周辺と区切られ，濾胞辺縁部に

は辺縁洞が散見され，濾胞周辺帯側に開口していた。

濾胞周辺帯は濾胞と赤牌髄との境界に存在し，巾の

広い細網織の網腔から成り，その網腔には赤血球が

多数認められ，所々にマクロファージと思われる細

胞が纏絡していた。英毛細血管は，その内皮細胞が

モグラでみられたように平滑で所々に小孔 (1-2

μm)が英網腔に開いていた。牌洞は，モグラより発

達しており，マウスでみられた程度の吻合が認めら

れ，その内壁は，ネコ，マウス，モグラでみられた

ような不規則なひろがりをもった内皮細胞に覆わ

れ，壁には牌索腔に通ずる大小類円形(1-10数μm)

のstomataが多数不規則に存在し，外壁には，細網
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細胞の突起が附着していた。また，ネコ，モグラで

みられたような牌索腔との間の牌洞の開放端が認め

られた。赤牌髄の網目腔には，巨核球が多数存在し，

赤血球はわずかしか認められなかった。牌索内毛細

血管は末端部では，モグラでみられたように牌洞に

直接連絡している像が観察され，閉鎖性流路の可能

性が示唆された。

引き続き現在，ニホンザル，ゴールデンハムス

ター，スナネズミについて検索中である。

III. ヒト癌組織内におけるリンパ球およびマクロ

ファージの動態と癌進展との関連に関する研

究

悪性種瘍に対する生体防策機構の 1つとして免疫

学的反応の重要性が広く認識されて来ている。ヒト

乳癌組織内リンパ球 subsetsを免疫組織学的に検出

し，定量的検索を加え，組織型，臨床的病期等との

関連を検討した。

癌巣境界域，癌巣間質に認められるリンパ球は主

にT細胞であり，その内 supressorT(T8)が優位

であった。リンパ球数測定結果では，癌巣境界域，間

質に局在するリンパ球の T/B比および T8/T4

(helper T)比は良性病変に比べ増加していた。病期

の進行に伴い， Tl,T8数は減少し， T8/T4比は良性

病変に比べ増加していた。病期の進行に伴い， Tl,

T8数は減少し，一方 T8/T4比は増加する傾向を示

した。病巣間質内のリンパ球は転移のある症例では

減少し， T8/T4比が上昇する傾向が認められた。

T8/T4比は乳頭腺管癌に比べ硬癌で高く，リンパ球

浸潤を伴った髄様癌では T8/T4比が低い領向がみ

られた。

乳癌組織内のリンパ球 subsetsの動態と病期進行

織像を経時的に検索した。 DCMP療法は門脈域周囲

の肝細胞の変性，壊死，門脈域線維性拡大，細胆管

増生，鉄沈着を主徴とする進行病変を惹起する。一

方 DCTP療法では肝変化は肝内胆汁うつ滞を主徴

とする病変で始まるが，剖検時には軽度の門脈域線

維化を残すに留まり，ある程度可逆的な肝障害を起

こすことが明らかになった。以上のように多種薬剤

中， 1剤の組換えにより，起こり得る臓器障害型が著

しく異なって来る可能性が示唆された。

研究業績

I. 原著論文

1)幡場良明，田中寿子，鈴木昭男：単離肝細胞の分画お

よび亜分画での超微構造上の相違ーとくに査定電顕を

中心として一．慈恵医大誌． 98（補冊） ：190-194 (1984) 

2)桐野有爾，田中寿子，鈴木昭男：単離培養肝細胞の有

効性について一超微形態面からの検討ー．慈恵医大誌．

98（補冊）： 194-198(1984) 

3)筋野甫，松浦知和，本間定，蓮村哲，藤瀬清隆，

永森静志，亀田治男，幡場良明，桐野有爾，田中寿子，

鈴木昭男：単離ラット肝実質細胞の亜分画に関する研

究．肝臓． 25(11): 1433~ 1443 (1984) 

4) Tanaka, H., Takasaki, S., Muroya, T., Suzuki, T. 

and Ishikawa, E. : The distribution and possible 

significance of natural killer (HNK-1 + cell) in the 

human spleen. Acta Histochem. Cytochm. 17: 

339-358 (1984) 

5) 田中寿子，高崎促，城 謙輔：生検および剖検例に

おける薬剤性障害の診断の問題点，肝および腎につい

て．国際病理アカデミ一日本支部． 1984年度病理学教

育セミナー． 17-26(1984) 

度，転移の有無との間には関連がみられた。一方マ III. 学会発表

クロファージ NK細胞の動態とは全く関連がな l)鈴木昭男：医学・生物学への査定電子顕微鏡の応用．

かった。

IV. 多剤併用療法における薬剤組合せ差に基づく

肝障害組織像の差異に関する研究

DCMP (Daunomycin, Cytosine arabinoside, 6 MP, 

Predonisolone)療法を受けた白血病例の約 25%

に剖検々索上特異な肝障害が認められたが， 1978年

以後， DCMP中 6MPを除き 6-thioguamineを加

えた DCTP療法が施行されるようになり，上記の肝

障害は剖検検索上著減し， DCMP療法と肝障害の関

連がより明らかにされた。一方 DCTP療法症例にも

臨床的に肝機能障害が発症したため，肝生検が施行

されたが，生検および剖検が行なわれた症例の肝組

山東医学院招聘講演． 4月．済南市（中国）．

2) 田中寿子，高崎偲，石川栄世，鈴木昭男：ヒト牌白

髄胚中心の形態と naturalkiller (NK)細胞の動態に

ついて．第 73回日本病理学会． 4月．東京．

3)幡場良明，桐野有爾，田中寿子，鈴木昭男：モグラの

牌臓の査電顕的観察．第 40回日本電子顕微鏡学会学術

講演会． 6月．仙台．

4) Tanaka, H., Takasaki, S., Suzuki, T. and Ishik-

awa, E. : Morphological and immunohistochemical 

study on the properties of natural killer (NK) cells 

in the germinal centers. VIIth International Con-

gress of Histochemistry and Cytochemistry. 

August. Helsinki, Finland. 

5) Takasaki, S. Tanaka, H. and Ishikawa, E. : The 
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nature of the folliculoid structure in eosinophilic 

lymphfolliculoid granuloma (Kimura's disease). 

VIIIth International Conference on Lymphatic 

Tissues and Germinal Centres in Immune Reac-

tions. August. Cambridge, England. 

6) Suzuki, T. : Discussions on Specimen Prep-

aration for SEM of Biological and Medical mate-

rials. Third Asia-Pacific Conference and Work-

shop on Electron Microscopy. August. Singapore. 

7) Takaki, K., Takasaki, S., Tanaka, H. and Ishik-

awa, E. : Kimura's Disease. Xth International 

RES Congress. September. Kawana. 

8)青木清子，幡場良明：マダニ人体寄生の走査電顕的

観察， 日本皮膚科学会，第614回東京地方会． 9月．東

京．

9)幡場良明，鈴木昭男：モグラの牌臓の走査電顕的研

究．第 101回成医会総会． 10月．東京．

10)田中寿子，高崎捷，城謙輔：生検および剖検例に

おける莱剤性障害の診断の問題点．国際病理アカデ

ミー． 日本支部薬剤障害の病理学的診断と評価に関す

るシンポジウム． 11月．東京．

11)鈴木昭男：灌流固定法．日本電子顕微鏡学会電顕試

料技術分科会． 12月．東京．

12)鈴木昭男：固定・脱水・包埋． 日本電子顕微鏡学会電

顕試料技術分科会． 2月．京都．

13.)坂田茂雄．鈴木昭男，村上 悟：切片試料の高温処

理効果． 日本電子顕微鏡学会関東支部． 3月．東京．

V. その他

1)鈴木昭男：生体防御機構における牌臓の構造の特殊

性．文部省総合研究A分担研究．昭和 59年度成果報告

書． 
2)田中寿子：ヒト癌組織内におけるリンパ球およびマ

クロファージの動態と癌進展との関連に関する病理学

的研究． 日本女医会学術助成（昭和58年度）に対する

報告書．

機能研究室

教授：鈴木昭男（兼任）

研究概要

I. 視床下部ー下垂体一副腎系の薬理学的研究

一視床下部内側基底部ナイフカットの影響につ

いて一

交感神経系薬物によるラット ACTH分泌への視

床下部内側基底部ナイフカットの影響について検討

した。エピネフリンの腹腔内投与による ACTH分

泌促進作用は，視床下部内側基底部のナイフカット

による約 70-80%抑制された。しかしながらカット

後もなお， 30-40pg/ml serumのACTH分泌が生

じており，これと生理的食塩水投与群との間には，有

意差がみられた (p<0.05)。同様の傾向はノルエピ

ネフリン投与によっても観察された。一方，エピネ

フリンを脳室内へ直接投与した場合は，ナイフカッ

トによりほぼ完全に抑制された。カット部位による

相違をみると，エピネフリンによる ACTH分泌は，

完全なカットで約 72%，前側部カットで約 50%，後

側部カットで約 42%抑制された。このことより，こ

れら薬物による ACTH分泌促進作用には，視床下

部内側基底部への intactな神経経路が重要である

ことが示された。

なお，視床下部，下垂体への， これら薬物の直接

作用も一部関与している可能性が示唆された。

II. ラット脂肪細胞の脂肪動員におけるカルモ

デュリンとカルシウムの作用について

ラットの遊離白色脂肪細胞を用いて， ACTHと

Epinephrine (EP)の脂肪動員作用に対するカルモ

デュリン (CaM)とカルシウム (Ca2十）の関与につ

いて，いくつかの実験を行った。 ACTHの脂肪動員

作用は，細胞外の Ca2十に強く依存し， EPはCa2十の

有無にかかわりなく脂肪動員を促進した。また， こ

の作用に対する CaM阻害剤（クロルプロマジン・ト

リフルオロペラジン）の反応は， ACTHの脂肪動員

では阻害効果を認め，とりわけ ACTH高濃度では，

それが顕著であったが， EPに対しては阻害効果を

認めなかった。 Caイオノフォア（A23187)の作用に

ついて調べたところ， Ca2十の有無にかかわらず

A23187自体に，脂肪動員作用は認めなかった。しか

しACTHの作用に対して，やや抑制的な傾向が見

られた。また EPには，何の効果も示さなかった。

ACTHとEPは明らかに脂肪動員に至る作用機
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作が異なることが示唆された。 ACTHはCa2十依存

性の脂肪動員作用をもち，少なくともその一部は

CaMの作用を受けているが， ACTH濃度による

CaM阻害反応の違いは， ACTH自身の作用機作が，

複数の制御を受けていることを示唆している。また

EPの作用は， Ca2十非依存性を示し，従来知られてい

る説と少し異なる結果を得た。また Ca2+ィオノ

フォアを用い， Ca2十自身の作用を見ようと試みた

が，少なくとも Ca2十自身が脂肪動員を促進する結

果は得られず，むしろ ACTHなどでは， Ca2十の存

在が抑制的に慟く傾向を示し，今後の検討課題と

なった。

Ill. 二次元電気泳動法による分離蛋白パターンの

自動解析システムの開発

コンピューク制御式マイクロデンシトメータを用

いて， ミクロスケールの二次元電気泳動法により分

離した蛋白のパターンを自動解析するシステムの開

発に着手した。

目的とする所は，ルーチンな測定に供し，各疾患

に伴う細胞又は組織，体液の蛋白組成の変化を，質

的，量的にとらえようとするものである。

マイクロデンシトメークを制御するミニコン'

ピュータの容量の関係から，測定データの処理は，

パーソナルコンピュータで行う方式を取り，異機種

のコンピュータの交流を行うべくインターフェイス

とプログラムを開発した。二次元スキャンのための

ミニコンの汎用プログラムを開発した。

（編集部より） 機能研究室長 森田淑子助教授は

昭和 59年 3月 31日をもって定年退職された。それ

以後，鈴木昭男部長が機能研究室長を兼任されてい

たが，昭和 60年 4月 1日より栗岡 晋助教授が室長

に就任された。

研究業績

I. 原著論文

1) Shimizu, K.: Effect of,-and 2―adrenoceptor 

agonists and antagonists on ACTH secretion in 

intact and hypothalamic deafferentated rats. JPN. 

J. of Pharmacol. 36; 23-33 0984) 

2) Obata, T.: The effect of ACTH-potentiating 

substances on ACTH -induced lipolysis in rat adi-

pose cells. JPN. J. of Pharmacol. 36(suppl.): 343 

(1984) 

II. 学会発表

1)清水久仁子：交感神経系楽物によるラット血中への

ACTH分泌についてー内側視床下部神経切断の影響

ー．第 101回成医会総会． 10月．東京．

2)中林治夫，永森静志，渡辺礼次郎，亀田治男，小幡

徹：連続濃度勾配ポリアクリルアミドマイクロゲル電

気泳動法による髄液蛋白の解析（第 2報）ーコンピュー

クー制御式マイクロデンシトメーターによる処理法

ー，第 35回電気泳動学会総会． 11月．久留米．

3)清水久仁子：ラット ACTH分泌への視床下部内側

基底部ナイフカットの影響について．第 58回日本薬理

学会総会． 3月．東京．
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共同利用研究部

部長 平野 正

教授：平野 正

助教授：桜井 進

助教授：入山啓治

講 師：滝上 誠

細胞学・遺伝学

分子遺伝学

植物生理学・分析科学

放射線物理学

えないのに自動発振することを見い出した。また色

素の超薄膜から光誘起 ESR信号を検出するのに成

功した。

IV. その他

研究概要 分析相談の中で適当な分析手法の確立していない

分析機器室，電子顕微鏡室そしてアイソトープ研 ものについては，様々な角度から検討し，実行し， I,

究室の 3室で出発した共利研も， 4月 1日より遺伝 II,IIIに述べた成果を得た。

子工学研究室（室長：桜井 進助教授）を加え， 4室

で新たな発足をした。本学の遺伝子工学の中心的存 〔電子顕微鏡室〕

在として発展することを期待する。 4研究室は，それ v. プラズマ重合膜による金属抽出レプリカ法の

ぞれ運営上の目的は異なっているが，本学の基礎お 応用研究

よび臨床の研究を推進し，発展をはかるという同ー プラズマ重合膜レプリカ法は，わが国で開発され

目的に添って努力している。次に 4室が実施した研 た新しい高分解能レプリカ法である。（田中ら，

究内容について紹介する。 1978)。このレプリカ膜は重合の際，試料表面の金属

粒子を抽出する特性をもち，特異抗体とフェリチン

〔分析機器室〕 や金コロイドなどの金属マーカーとを組み合わせ

I. 医学に役立つ分析手法の確立 て，細胞表面の物質の局在性を三次元的に観察する

カテコールアミンに引き続いて，分析室独自の研 のに応用できる。われわれは，この方法を用いて，酵

究の中から， HPLC-ECD法による体液中の尿酸の 母プロトプラストの表層構造および表層抗原の観察

分析を，サービス項目として新たに加えた。 HPLCー をした。また，プロトプラスト表面に蒸着されたレ

ECD法によって検出可能な未知ピーク成分のいく プリカ膜が，均質で一様の厚さをもち，細胞表面の

つかを更に同定できた。また， Raman-CTの実現の 構造によく対応して，細胞表面の金コロイド粒子が

基礎研究として，水晶体中のレンズ蛋白やその他の レプリカ膜に抽出されることを，超薄切片法によっ

レーザ Ramanスペクトルの測定を行った。 て確認した。さらに，プロティン A金コロイド粒子

を用い，試料表面からレプリカ膜への金属粒子の抽

II. 組織中の尿酸の研究 出効率について，定贔的検討を行い，ほとんどすべ

HPLC-ECD法により，組織中の尿酸の分析を試 ての金コロイド粒子がレプリカ膜に抽出されるこ

みたところ，腫瘍や梗塞組織では，正常組織に比べ， と，その際，金コロイド粒子の移動もほとんどおこ

尿酸量が大きいことが分かった。尿酸からみたプリ らないことがわかった。

ン代謝系の異常と各種疾患との相関を明らかにする なお，プラズマ重合膜レプリカ法を Candida

ことを意図して研究を進めている。また，尿酸の抗 utilisの凍結試料に応用し，表層構造を明らかにし

酸化剤としての側面から，その生理的役割について た。

の研究をはじめた。

〔アイソトープ研究室〕

III. 医用薄膜素子に関する研究 VI. アイソトープ利用技術の開発研究

将来，分子認識センサー（超薄膜被覆超微小電極） szp, 90Sr-9oyなどエネルギーの大きし‘/3放出体

を開発するために基礎研究を行った。即ち， Na+と の測定法として，液体シンチレーション・カウンター

K+を含んだ 2液を， トリオレインの浸み込んだミ を用いたチェレンコフ測定が注目されている。しか

リポアフィルターで仕切ったところ，外的刺激を与 し，チェレンコフ光のスペクトルの大部分が紫外領
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域に分布しているため，通常の測定法では計数効率

が低い欠点がある。このため，チェレンコフ光の波

長変換体として Diphenyloxazole-Ethanol系を開

発し，これを用いることにより，例えば， 32P,36Clの

チェレンコフ計数効率をそれぞれ 1.7倍， 2.3倍に

上昇させることができた。

/3放出体の新しい放射能測定法として開発した液

シンによる効率トレーサ法について，環境試料をは

じめとする微弱放射能試料，および，従来，正しい

放射能定量の困難であったろ紙試料について，本法

の有効性を確立した。また，ルーチン測定に適用す

るためには測定ならびにデータ処理の自動化が必須

であり，効率トレーサ自動化装置を完成させた。

各種物質の生体内における挙動・局在性を研究す

る手段としてオートラジオグラフィが広く利用され

ている。本研究では，黄色ブドウ球菌産生毒素の 1

つである Exfoliativetoxinの生体内挙動，特に，そ

のリセプターに関する研究を行う目的で， この毒素

の35Sによる標識化を行い，光顕オートラジオグラ

フィの有効性を明らかにした。すなわち， t-Butoxy-

carbonyl-L —〔狂S 〕 methionine N -hydroxysuc -

cinimidy-lesterに Exfoliativetoxin (0. 3 mg/ml) 

をホウ酸バッファー溶液 (pH8.5)として加え反応

させると，比放射能 15μCi/nmolで毒素が標識化さ

れる。この比放射能は実験対象としてマウスに接種

する場合には十分なものであるが，約 10倍濃度の毒

素を用いることにより， さらに高い比放射能の標識

化を行うことができる。本法により作製した 35S標

識 Exfoliativetoxinを用いて行った光顕オートラ

ジオグラフィの結果は良好な分解能を示しており，

今後，本研究を遂行する上で有効な情報を与えるも

のと思われる。

〔遺伝子工学研究室〕

VII. ウリカーゼ (UC)の精製とその活性クラグメ

ントの調整および UC遺伝子の大腸菌での

クローニングとその活性発現

酵母菌の菌体抽出液より分子呈約 120,000のUC

をSephadexG-200によるゲル炉過， FlatBed Gel 

等電点電気泳動， Disc電気泳動によって，スラブゲ

ル電気泳動， Disc電気泳動的に単一の分別帯として

精製し，パパインによる限定分解で，生酵素に対す

る家兎抗血清と反応しない分子量約 20,000の活性

フラグメントを調製した。一方，酵母菌より DNAを

抽出し，種々の制限酵素で切断し，同一酵素で切断

開裂した大腸菌プラスミド pBR322に組み込み，こ

れをベクターとして大腸菌 C-600に導入し， AP耐

性をマーカ として ‘ 一次 screeningを打って得た

transformantを抗 UC家兎血清寒天平板による

halo形成法， ELISA法によって二次 screeningし，

UC産生性を検討した。一方， puc，をベクターとし

てJM109への UC遺伝子の導入を行い， IPTG,

Xgalを用いて一次 screeningで得た transformant

をELISA法， ラテックス法により UC産生性を検

討した。また抗 UC抗体を probeとして入gtll系

を用い， UC遺伝子をクローニングする試みも行っ

ている。

VIII. ウリカーゼの抗原性における種特異性

ウリカーゼ (UC)はヒトを含めた霊長類以外の殆

どの生物が産生するプリン塩基の代謝に関する酵素

であるが，分離精製した Corynebacterium,Asper-

gill usのUCは互いにゲル内沈降反応でその抗原性

が異なり，また抗酵母 UC家兎抗体は精製 Cor-

ynebacterium, Aspergillusおよび分離精製した

Porcine liver, Bovine kidney, Mouse liver, Rabbit 

liver由来の UAとは全く反応せず，また抗 Porcine

liver UC抗体，抗 Bovinekidney UC抗体を用いた

ゲル内沈降反応で両者は spurを形成し，抗原性の一

部に違いのあることが認められた。従ってこれらの

実験結果をもとに，進化の系統樹を参考として抗原

性における UC遺伝子の変異と，霊長類における本

酵素の遺伝子発現欠失の機構を，酵母菌 UC遺伝子

のクローニングを手始めとして，その塩甚配列から

探求しつつある。

IX. 黄色プドウ球菌 Exfoliativetoxin (ET)遺伝

子の大腸菌でのクローニングとその毒性発現

Ritter氏病，膿痴疹の原因毒素である表皮剣脱毒

素 ETには A,B,2つの血清型が存在することを既

に見いだしているが， A,B型の他に C型が存在し，

易熱性の B型よりさらに易熱性である。 A型は銅 1

原子を有する耐熱性毒素であるが， これら ETの耐

熱性，抗原性の違いを DNAのET指定領域をク

ローニングし，その塩基配列から推定するため， A

型 ET産生株からの DNAをEcoRlで切断し約 9.5

Kb断片を pBR322に組込み C-600に導入して AP

耐性で Screeningして得られた transformantを

halo形成法， ELISA法による二次 screeningで検

討した。
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実験動物研究部

教授：松葉三千夫 比較内分泌学

（兼任）

設立の経過
本学の実験動物の中央化は昭和 36年 5月に実験

動物研究委員会として発足し同年 7月に吉村不二夫

委員長（前第 2解剖学教授）以下 12名の委員が委嘱

され，数年の間に急速な進展を見た。即ち昭和 37年

10月に犬舎 62室，手術室等実験室 6室が完成した。

翌年 11月には小動物舎（ウサギ， ラット，マウス等

の飼育室），ウサギ実験室が完成し， 39年 12月には

ウサギ，ラットの自動飼育機各 1台が設置された。昭

和 40年，実験動物研究委員会は実験動物運営委員会

に引き継がれ，昭和 42年 4月に委員長が松葉三千夫

教授（第 1薬理学）に代わり，施設の充実と共に小

動物舎の機械化，空調化及び SPF飼育室の設置等，

飼育管理の質的向上が計られた。昭和 59年 3月，当

施設は実験動物研究部として共用研究施設の 1つに

独立した研究部として，組み入れられる事が教授会

にて承認され，又当研究部には実験動物研究室と実

験動物飼育管理室の 2室を置くことが決められた。

実験動物運営委員会は施設利用者の声を反映させ

る為の機関として存続することになった。

研究概要

I. 基質 cholesterolの役割に関する研究

副腎皮質束状層細胞での ACTHによる ster-

oidogenesis促進効 果における茎質 cholesterol

(chol)の役割をラット及びハムスターの遊離副腎皮

質細胞を用いて比較検討した。電顕所見でラット副

腎細胞は脂肪顆粒の占有面積が多く脂肪型であった

のに対し，ハムスター細胞は脂肪顆粒がまったく観

察されず非脂肪型で，代りに lysosomeが良く発達

していた。マラリヤ治療薬として開発された chloro-

quineは細胞レベルで使用すると lysosomeに特異

的に集積し，種々酵素活性を阻害することが知られ

ている。 chloroquineをACTH及 び dibutyryl

cAMPによる steroidogenesis促進効果発現のごく

初期 (incubation開始の 0~4分）に添加するとラッ

ト及びハムスター共に corticoid産生の強い抑制効
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果が観られた。この強い抑制効果を示した chloro-

quineを同条件下， 0,7, 10, 15, 30, 60（分）の各 incu-

bation時間に添加するとラットでは 7分，ハムス

ターでも 60分までに添加したものは同様の効果が

観察されたが，その後に添加した場合 corticoid産

生に対するこの抑制作用が消失する傾向が認められ

た。 chol de novo合成阻害剤の 1つである ML-

236Bは，ラット副腎皮質細胞で少なくても 3時間の

incubationの間， ACTHによる steroidogenesis促

進効果発現に対し影響を示さなかった。一方ハムス

ター副腎細胞は 1時間 incubation以降の促進効果

発現に対し強い阻害作用を示した。脂肪顆粒に pool

されている chol esterの加水分解に必要な chol

ester hydrolaseの活性化に関与すると考えられて

いる Ca-H--calmodulin系阻害剤の 1つである W-7

はハムスターの場合， ACTH及び dibutyrylcAMP 

による steroidogenesis促進効果に対し全く影響を

示さなかったが，ラットでは incubation8分前後よ

り強い阻害効果が認められた。 steroidogenicfactor 

は， mitochondria(Mit)の外膜から内膜への chol

の移動の促進に参与する可能性が示唆されている。

蛋白合成阻害剤の 1つである cycloheximideは，

steroidogenic factorの生合成促進を阻害すること

により間接的に corticoid産生を抑制するものと考

えられる。

この cycloheximideを ACTHによる ster-

oidogenesis促進効果発現の 0,2,4, 7, 10, 15,30,60 

（分）の各 incubation時間に訴加するとラット及び

ハムスター共に強い corticoid産生の抑制効果が認

められた。以上の結果少なくとも血行からの cholの

供給が無い invitro実験条件下では ACTHによる

副腎皮質細胞での steroidogenesis促進効果は，

ラット及びハムスター共に Mitへの cholの供給度

の上昇に由来し，これに関与する steroidogenicfac-

torの生合成促進が ACTHのsecondmessengerに

おける細胞内調節作用部位である可能性が示唆され

た。これに利用される基質 cholは，最初はラット及

びハムスター共に lysosome由来，その後はラット

では脂肪顆粒由来，ハムスターでは denovo合成由

来の基質 cholが利用されるものと示唆された。



II. Corticoidogenesisに対する Ca*の役割に関

する研究

生理的濃度の ACTHは，副腎皮質束状層細胞に

於いて Caサchannelとlinkした受容体CRいと結合

しCa*influxを引き起こし， steroidogenesis促進

効果を発現する。一方 cAMPはCa廿 influxを引き

起こすことな <steroidogenesis促進効果を発現す

ることも知られている。有機燐化合物である

dichlorvosは低濃度 ClμM)でハムスター， ウシ及

びラット副腎皮質遊離細胞での dibutyrylcAMPに

よる steroidogenesis促進効果を強く抑制するが，

ACTHによる促進効果に対してぱ，殆ど影響を示さ

ない事を知った。ウシ副腎皮質細胞には nonspecific

Caサchannelが存在する為，細胞外に Caサを単

独に添加しても ACTHや cAMPに関係なく

steroidogenesis促進効果が認められる。低濃度の

dichlorvosは ，ウ シ副腎皮質細胞で dibutyryl

cAMPによる steroidogenesis促進効果は阻害する

が， Caサによる促進効果には作用しないこと，一方

Ca++-calmodulin系の阻害薬である W-7は

ACTH, dibutyryl cAMP,及び C的による ster-

oidogenesis促進効果を完全に阻害した結果から，

cAMPは何等かの燐酸化過程をへて細胞内 Cal-

cium storeからの C記の遊離に関与し，そのこと

により steroidogenesis促進効果を発現する可能性

が示唆された。

研究業績

III. 学会発表

l)野口昭文，岩城隆昌，大野裕治，関本健人，辻 和男，

川村将弘，松葉三千夫： ACTHの作用機構に関する研

究：ハムスクー副腎皮質細胞を用いての実験．第 101

回成医会． 10月．東京．

2)野口昭文，岩城隆昌，富田千代美，大野裕治，辻 和

男，川村将弘，松葉三千夫： ACTHの作用機構に関す

る研究： Corticoidogenesisに対する dichlorvosの抑

制作用．第 58回日本業理学会総会． 3月．東京．

3)岩城隆昌，野口昭文，今川信行，関本健人，川村将弘，

松葉三千夫： ACTHの作用機構に関する研究： Cor・ 

ticoidogenesisに対する chloroquineの抑制作用．

第58回日本薬理学会総会． 3月．東京．
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研 究 室

宇宙医学

教授：井川幸雄 臨床検査医学・生理学

（兼任）

研究概要

I. 重力生理学の研究

1. 体力と．orthostatictolerability 

従来より V02max 40-70 ml/kg/minの健康男

子31名の被験者に対し， 6時間の水浸負荷前後に

tilt table testを行ない，体力と orthostatictoler-

abilityに関する研究を行なってきた。本年度は，特

に脈圧に注目し，検討を加えた。 tilttable testは，

5分問臥位で安静にさせた後に， passiveに90゚ 起立

させ 10分間保った。この間，毎分ごとの血圧，心拍

数を測定した。脈圧は tilt前と 90° tilt時とに，有意

な正の相関が見られた。また， 6時間の水浸後も同様

の回帰直線が得られたが，全体の分布は，下方に移

動した。V02maxとtilt前後の脈圧の差（△ P.P.）と

には，水浸前は， V02maxが大きくなれば，△ P.P.

は減少する傾向を示すが，水浸後は V02max 58.3 

ml/kg/minに最小点をもつ 2次曲線が得られた。し

たがって水浸負荷後の orthostatic tolerabilityは

V02 max 58.3 ml/kg/min付近が最も弱いことが

示された。

2. 体位変換に伴う心循環系の反応

Hypodynamicsは無重量状態を相似する条件と

して広く用いられている。最近では，非静的 head-

down懸垂法も行なわれる様になり，その生体作用

機序の上からの比較のために，体位の各種変換に伴

う生体現象の系統的な検討が必要となっている。本

年度は，血流分布移動に注目しラットを用い大動脈

ならびに大静脈カテーテルによる胸郭内血圧の測

定，心電図による心拍数の測定を行ない，体軸変換

が循環系に及ぼす影響について検討した。その結果，

2週間程度の 20° head-down保持では，胸郭内大動

脈圧に大きな変化は見られなかった。短時間の体位

変換に関して， 20° head-downは，胸郭内大動脈圧，

中心静脈圧，心拍数に大きな変化は見られなかった。

しかし， 45° head-downでは，中心静脈圧の上昇が

見られた。このことにより， 20° head-downに長期

間保持した際の胸郭内圧の上昇が予想された。

3. ラットの運動訓練における基礎的研究

従来，当研究室で行なわれてきた hypodynamics

への適応に関する研究で，或る特定の体カレベルの

生体が，果たして hypodynamicsの生活に，不適当

であるかどうかを系統的に確かめようとしている。

ヒトについては報告してきたが，それを一層確かめ

るためには，動物実験が必要である。従って，その

ためにはラットを訓練して用いるわけであるが，本

研究はラットを訓練するための基礎的データを得る

目的で行なわれた。

(1) ラットの訓練と心拍数の測定

ラットの訓練はラット用トレッドミルを用いて行

なった。ラットは wister系雌性ラットである。訓練

開始から 6日目には， 24m/minのスピードで 30分

間走れる能力を持つラットができた。さらに， これ

らのラットに，当研究室で工夫した電極を装沿し，

種々のスピード (24-72m/min)で運動させ，その

間の心電図を記録した。心拍数は心電図の R-R間

隔を数え， 1分毎にあらわした。

(2) ラット運動中の呼気の採取と分析

運動中のラットの呼気を採取することは，技術的

に困難なこととされていた。報告されたものでは，特

別性のトレッドミルを製作し， ラットの呼気を混じ

た空気を多量に吸引し，その一部を分析器に導いて

分析する方法が用いられている。我々の方法は，ラッ

ト用の呼気マスクを考案し， これを装著したラット

をトレッドミルで走らせる方法である。呼気は強制

的にポ‘／プで吸引しているが，多星に吸引しなくて

も良く，まして特別のトレッドミルを作る必要性も

ない。また， うまく訓練すれば，マスクをしていて

も， ラットは良く走ることを知った。運動中のラッ

トの呼気は， 1分毎にバッグに収集し， scholander微

量ガス分析器で分析した。

II. 磁場生理学の研究

従来より当研究室では，磁場と重力が生体に及ぼ

す相互作用について研究を続けている。本年度は，

hypodynamics, normodynamics条件による尿中

Ca2十排泄量に，種々の強度の磁場が，どの様に作用

するかに注目し検討を加えた。約 9週齢のラットを

低磁場 (0-50m Oe)，地球磁場 (650m Oe)，高磁

場 (250Oe)環境中に， normodynamicsお よ び

hypodynamics状態で 3週間暴露し，毎日の尿中
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Ca2十排泄量を測定した。データを， X軸に磁場強度

（対数）， Y軸に尿中 Ca2十排泄量をとると， 2次の回

帰曲線が得られた。その結果，磁場暴露 1週間目は，

hypodynamics群， normodynamics群とも磁場強度

による変化は，ほとんど見られなかった。 2週目にな

ると， normodynamics群ぱ，ほとんど変化が見られ

ないのに対し， hypodynamics群は，地球磁場に暴露

したラットの Ca2十尿中排泄量が増加を示し，低磁

場に暴露したラットは， normodynamics群より減

少した。 3週目になると， normodynamics高磁場に

暴露したラットは Ca2十の排泄量は減少した。

hypodynamics群は，地球磁場に暴露したラットは

2週目と変化がないのに対し，低磁場，高磁場に暴露

したラットは， 2週目より Ca2十排泄量は減少した。

その結果， カーブは 2週Hよりも急になった。した

がって， Ca2十の尿中排泄量から見ると， hypody-

namics状態に対する生体の反応を，地球磁場は強く

現わし，低磁場，高磁場は弱める方向に作用するこ

とがわかった。

III. 高圧生理学の研究

井川幸雄と須藤正道は， 9月～11月に海洋科学技

術センター（横須賀）で行なわれた「昭和 59年度

31ATA有人シミュレーション実験（日米共同），

SEADRAGON VI」の研究グループのメンバーとし

て参加し， 31気圧環境下における循環動態の変化に

ついて研究した。一般に，長期の bedrest, head-out 

water immersionにこより orthostaticintolerance 

pulse pressure (PP)の減少が起こるが， mean

blood pressure (MBP)は変化しない。その上，心

拍数 (HR)の増加， strokevolume (SV)の減少，

total peripheral resistance (TPR)の増加が起こ

り典型的な orthostaticreflexを示した。 tilt15分

目では SV,TPRは，わずかではあるが元にもどる

傾向を示した。 31気圧暴露 2回目では，尿量が増加

し，強度の脱水が起こり，循環血液量が減少し， 1気

庄 contro]と比較して tilt前に SBPの増加， DBP

の減少， PPの増加， HR,TPRの増加， SVの減少

が見られた。 tiltに対する反応は，基本的には， 1気

圧 prediveの場合と一致しているが， SV, TPRの

15分目に元にもどる煩向は見みられなくなった。こ

の日の testで一人の被験者は faintを起こしてい

る。この時の反応は， tilt後 4分まではほぼ正常な

tiltに対する反応を示した。しかし，その後血圧は下

がり， SVは増加， TPRは減少し， tilt11分後に faint

を起こした。このことから， tilt後 4分目までは，心

臓の収縮力は十分に保たれ，その後未梢血管の収縮

力が弱まったのではないかと予想される。また faint

の原因としては， この被験者は他の被験者と比べて

脱水が特に激しかったことが考えられる。 31気圧 7

日目になると，適応減少が現われ，脱水は代償され，

31気圧 2日目に起こった HRの上昇， SVの減少，

TPRの増加ほ元にもどっている。したがって orth-

ostatic reflexは1気圧 prediveに近くなったもの

と考えられる。

が起こることが知られている。これらの負荷は，中 （編集部より） 佐伯 艮教授は昭和 59年 3月31

心血液量の増加という点で共通性がある。また，高 日をもって定年退職された。 4月 1日より井川幸雄

圧環境も同様の血行動態の変化を起こすが，現在ま 教授が研究室教授を兼務された。

でのところほとんど報告がない。そこで， この研究

は，高圧環境下で orthostaticreflexの情報を得るた

めに行なわれた。 3名のダイバーを対象に 31ATA

He-02環境 (P020.30 ATA, PN2 0.79 ATA, 

PHe 29.91 AT A,室温 31.5℃，湿度 60%）滞在 2日

目および 7日目に tilttable testを行ない， 1気圧空

気環境 (P020.21 ATA, PN2 0. 79 ATA,室温 28℃,

湿度 60%)下でのデータと比較した。計測パラメー

ターは，血圧，心拍数， impedance法による心拍出

量等で， head-uptilt 15分後まで経時的に測定し，安

静臥位時からの変動として検討した。また， 1名のダ

イバーは 31気圧 2日目の testで faintを起こして

おり，その機序についても考察した。 1気庄 predive

に行なった tilttable testでは， 90"tilt後囲ちに

systolic blood pressure (SEP)の減少， diastolic

blood pressure (DBP)の増加，その結果として
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研究業績

I. 原著論文

1) Saiki, H. (St. Marianna Univ.), Nakaya, M., 

Sudoh, M., Abe, M., Kohno, M. and Shioda, K. : 

Post-hypodynamics change rate of orthostatic 

tolerability as a function of wider range physical 

fithness. Preoceeding of the Fourteenth Interna-

tional Simposium of Space Technology and Sci-

ence. 1554-1557 0984) 

2) Saiki, H. (St. Marianna Univ.), Sudoh, M., 

N akaya, M., Abe, M., Kohno, M. and Shioda, K. : 

Metabolic effects of various intensity of magnetic 

Fields on the albino rats under different dynamics. 

The Physiologist. 27: slOl-102 (1984) 



II. 学会発表

1) Saiki, M. (St. Marianna Univ.), Nakaya, M. 医用エンジニアリング
Sudoh, M., Abe, M., Kohno, M. and Kumiko Shioda, 

K. : Post-hypodynamics change rats of orthostatic 教授：吉村正蔵 内科学（循環器病学）・超音

tolerability as a function of wider range physical （兼任） 波医学・脳循環動態・心機

fitness. The 14th International Symposium on 能計測
Space Technology and Science. May. Tokyo. 助教授：古幡 博 生体工学・血行力学・心力

学・超音波医学
2) Sudoh, M., Nakaya, M., Abe, M. and Saiki, H. 

(St. Marianna Univ.) : Modification of metabolic 

responses of the animals by prolonged hypogravics, 

following the intensity of the environmental mag-

netic field. 10th International Congress of 

Biometeorology, July. Tokyo. [Abstract, 10th 

International Congress of Biometeorology. July. 

Tokyo. 71 0984) 

3) Saiki, H. (St. Marianna Univ.), Nakaya, M., 

Sudoh, M., Abe, M. and Kohno, : Relation between 

biogravics and biomagnetics. 10th International 

Congress of Biometeorology. July. Tokyo. 

[Abstracts, 10th International Congress of 

Biometeorology, Tokyo. 72 (1984) 

4) Saiki, H. (St. Marianna Univ.), Sudoh, M., 

N akaya, M., Abe, M., Kohno, M. and Shioda, K. : 

Metabolic effects of various intensity of magnetic 

fields on the albino rats under different dynamics. 

6th Annual Meeting of the !UPS Commission on 

Gravitational Physiology Sep. Lausanne, Switzer-

land. [The Physiologist 27: slOl ~ 102(1984)] 

5)井川幸雄．須藤正道．中家優幸．河野みはる．佐伯 艮

（聖マリアンナ医大） ：体カレベルと hypodynamics

負荷中の正常体位保持耐性（続報）．第 101回成医会総

会． 10月．東京．［慈恵医大誌 99: 928 (1984)] 

6)河野みはる．須藤正道．井川幸雄，佐伯駁（聖マリ

アンナ医大） ：ラットの体軸変換に伴う心循環・代謝系

の反応．第 30回日本宇宙航空環境医学会総会． 10月．

東京．［宇宙航空環境医学． 21:63 (1984)] 

7)有田秀穂（筑波大学・基礎医学系），向後直樹（筑波

大学・基礎医学系），佐伯 駁（聖マリアンナ医大），須藤

正道，河野みはる，井川幸雄： 31ATAヘリウム酸素環

境下における TiltTable Testによる循環動態の変

化．第 62回日本生理学会大会． 3月．久留米．

研究概要

I. 脳動脈硬化度の無侵襲的定量化法に関する研究

既に，超音波定量的血流量測定装置(QFM)．頸・

脳動脈系シミュレーションモデルのパラメータ推定

による動脈硬化度測定法を開発し，病理学データと

の対比を経て，脳動脈硬化度の無侵襲的測定法を確

立した。

これによって，脳血管障害度の判定，硬化度の年

令推移などについて，臨床的に極めて有用な成績を

挙げ，第 23回日本 ME学会大会において，大会長講

演として報告されている。

しかし，①頭蓋内動脈硬化度の最も有用な指標：

脳血管コンプライヤンス Cpに関しては，病理学的

な対応がつけにくいこと，また②模擬の程度の悪

いもの（シミュレーション波形と実測波形の誤差が

大きいもの）に対し，モデルの模擬能力を充分に活

かしていなかったことが問題として残されていた。

特に後者を解決するために simplex法を基本に，パ

ラメーターの感度解析，模擬波形誤差最小化に関す

る検討を行った。現在．ある程度の改善を認めたが，

根本的かつ有用な解決は未だ得られていない。

II. 心外仕事率の無侵襲計測と心機能評価

上行大動脈血流波形と上腕動脈血圧波形とを同時

に無侵襲計測し，両者に時相補正を施し，その稽か

ら心外仕事率 (Power)を算出した。これによる心

機能評価能力を研究した。

血流計測法は，既開発の超音波パルスドプラ法に

よる大動脈血流量 (F)，血流速度の定量化法を用い

た。上腕圧波形は低圧負荷法で求めた。なおその出

力がカテーテル法による直接法での上腕圧波形と一

致することも確認されている。

心仕事率計測を建常群（年代別）と疾患群に適用

し，次の結論を得た。

(1) 心仕事率のパクーンは大動脈血流パターンで

殆ど決定されること。

(2) 従って，大動脈血圧波形でなくとも，上腕圧

波形で代用可能であること。
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(3) ただし，仕事率の絶対値計算には，血圧値が

有用であること。

(4) 心機能指慄として仕事率（バワー）の加速性

をd(Power)/ dtで求めると，その最大値(d

(Power)/ dt) maxがOMIなどの心駆出能

カの低い疾患の判定に有効なこと。 (p<

0.01) 

(5) この (d(Power)/dt)maxは (dF/dt)maxX

Pmeanと相関係数 0.98で一致し，充分代替

性があること，従って通常のカフ圧計測を超

音波卜＇プラ法に加えるだけで，心機能評価が

できること。

この成果をふまえ，運動負荷応答などを更に加え

た心機能評価法の完成を検討している。

III. 超音波インピーディオグラフィの研究

超音波による生体組織性状表示法として，

Impediographyを提案した。未だ理論的提案である

が，組織音響インピーダンス（＝密度x音速）の空

間的分布を通常の超音波エコーから抽出描画する

新提案である。すなわち，一般には，組織性状を超

音波反射特性，透過特性，減衰特性，音速分布，散

乱特性で決定できるが，従来の Jones, Beretsky, 

Leemanらが減衰特性，散乱特性を無視したのに対

し，微弱な散乱特性は省略したものの，減衰特性を

考慮し，より現実的な測定法となっている。実現化

の一歩として，理論に基づく信号処理方法を考案し，

コンピュータシミュレーションによって，短時間

フーリエ積分の時間幅，有効周波数帯域， ウィンド

ウ関数の周波数帯域などの最適値を求めた。更に生

体モデルを設定し，本方式によるインピーダンス推

定誤差を求め，必要な S/N,検出閾値を明らかにし

た。

ガン等による組織変化，動脈硬化度などを無侵襲

定量評価し得る可能性が高く，実用化策を検討中で

ある。

IV. 無侵襲的冠動脈血流測定に関する基礎的実験

的検討

超音波ドラプ法による無侵襲血流計測法が未だに

適用されていない冠動脈について，その測定可能性

を検討した。従来冠動脈主部径 3~6mmと同程度の

膊帯血管では計測可能であるものが，計測し難い最

大の理由は，次の 3点である。①冠動脈は心拍数に

伴い l~2cm程度移動するため， ドプラサンプル点

を管中に固定し得ないこと。②胸部肋間からは，ド

プラ入射角が充分に得られないこと。③冠動脈主

部，特に右冠動脈の検出確率が低いことである。

本年度は高速電子セクタスキャン 2DE付きのド

ラプ法で，上記②，③を健常例で検討し，次の結論

を得た。

(1) ②の入射角は， 65-70゚ 程度が，左右冠動脈

で得られ，体表からの計測可能性を確認した。

(2) ③に関しても，左冠動脈検出率 100%また，

右側臥位とすることによって，右冠動脈検出

率 85~95％を得，実用の可能性を確認した。

残った問題①について，目下技術的改良を加えて

しヽる。

V. その他

第 23回日本 ME学会大会（大会長 吉村正蔵）が

昭和 59年 4月30日， 31日， 5月 1日の 3日間に亘っ

て，本学を会場にして開催した。 500余題の発表，

1,700余名の参加者を集め，学術発表， MEショー，懇

親会全てが，本学の理事，教員，職員，学生，看護

学生の協力によって運営され成功裏に終了した。

厚生省薬務局審査課の依頼に基づく「外国の臨床

試験データの評価に関する研究班」において，諸外

国からの非関税障壁撤廃要求に関連し，外国での臨

床試験デーク受入れ対策に関する我国の基本的立場

を学術的な意味から検討する作業に加わった。特に，

医療用具に関し，米国とほぼ同等の開放方針を打ち

出した。

通産省工技院依託事業の一環として，,ME機器関

連の用語JIS化作業に参加し，用語の体系化をはか

り， JIS原案骨子を作成した。

研究業績

I. 原著論文

1 研究概要 Iに関するもの

1) Yoshimura, S., Kodaira, K. and Furuhata, H. : 

Noninvasive and quantitative measurement of com-

mon carotid blood flow volume and estimation of 

cerebral arteriosclerosis using ultrasonic quantita-

tive flow measurement system (CFM). Angiologie. 

36: 53-66 (1984) 

2)和田高士，古平国泰，青柳 徹，小原一夫，藤代健太

郎，伊藤克朗，清水久盛，三川秀文，西 隆，窪内洋一，

真家健一，吉村正蔵，古幡博，山下広，石川栄世：

無侵襲的定量的脳勤脈硬化度 (QFMおよびシミュ

レーション法による）と病理学的所見の対比．動脈硬

ィヒ． 12: 789-793 (1984) 

2 研究概要 IIに関するもの

l)吉村正蔵：大動脈血流波形の計測とその臨床応用．
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Journal of Cardiology. 14(suppl. II) : 41-52 (1984) 

3 研究概要 IVに関するもの

l)立石修，吉村正蔵，古幡博，古平国泰：超音波心

断層法による左右冠動脈の検出．脈管学． 24:557-561 

(1984) 

2) Tateishi, 0., Yoshimura, S., Furuhata, H. and 

Kodaira, K. : Two dimensional echocardiography 

of the left and right coronary arteries Journal of 

Cardiology. 14: 231-233 (1984) 

II. 総説

l)古幡博，加納隆：四肢動脈疾患．治療， 67:647 

-653 (1985) 

III. 学会発表

1 研究概要 Iに関連のもの

1)吉村正蔵： （大会長講演）動脈硬化と ME一定量的臨

床測定を求めて一~．第 23 回日本 ME 学会大会． 4 月．東

京．〔医用電子と生体丁学． 22（特別）： 2-3(1984)〕

2)吉村正蔵： （特別講演）超音波法による脳動脈硬化度

の非侵襲定量測定とその臨床応用．第 4回日本脳・神経

超音波研究会． 2月．大阪．〔日本脳・神経超音波研究

会抄録集． 4:47 (1984)〕

3)吉村正蔵，和田高士，古平国泰，藤代健太郎，三川秀

文，清水久盛，伊藤克朗，西 隆，古幡博，石川栄

世，山下 広：非侵襲定量的頭蓋内脳動脈硬化度測定

値 (QFMシミュレーション法）と病理組織所見の対

比．第 81回日本内科学会． 4月．福岡．〔日本内科学会

iも． 73: 159 (1984)〕

4)和田高士，吉村正蔵，古平国泰，藤代健太郎，三川秀

文，清水久盛，伊藤克朗，西 隆，真家健一，石川栄

世，山下広，古幡博： QFMシミュレーション法に

よる脳動脈硬化度測定とその病理組織学的評価．第 23

回日本 ME学会大会． 4月．東京．〔医用電子と生体工

学． 22（特別） ：224-225 (1984)〕

5)古平国泰，吉村正蔵，古幡 博： （シンボジウム）末

梢及び臓器循環の超音波による診断一脳血流．第 44回

日本超音波医学会． 6月．東京．〔日本超音波医学会講

演論文集． 44:1-2 (1984)〕

6)吉村正蔵古平国泰，藤代健太郎，清水久盛，三川

秀文，伊藤克朗，西 隆，和田高士，真家健一，古幡

博，石川栄世，山下 広：非侵襲定量的脳動脈硬化度測

定（シミュレーション法）とその病理的検討．第 7回日

本バイオレオロジ一学会． 6月．札幌．〔JSBR.7: 263 

(1984)〕

7)吉村正蔵，古平国泰，小原一夫，藤代健太郎，伊藤克

朗，清水久盛，三川秀文，和田高士，西 隆，真家健

ー，古幡 博，石川栄世：シミュレーション法による脳

動脈硬化度測定とその病理学的評価．第 8回日本基礎

老化学会． 6月．京都．〔基礎老化研究． 8:84(1984)] 

8)伊藤克朗，吉村正蔵，古平国泰，小原一夫．藤代健太

郎，清水久盛，三川秀文，和田高士，古幡 博：超音波

定量的血流量測定装置による甲状腺機能充進病の脳循

環動態の検討．第 45回日本超音波医学会． 10月．北海

道．〔日本超音波医学会講演論文集． 45:719-720 

(1984)〕

9)和田高土，吉村正蔵，古平国泰，小原一夫，藤代健太

郎，伊藤克朗，清水久盛，三川秀文，西 隆真家健

ー，古幡博，石川栄世，山下広：超音波的定量的血

流量測定装置による総頚動脈硬化度とその病理組織と

の対比．第 25回日本脈管学会総会． 11月．東京． C脈

管学． 24: 872 (1984)〕

10)三川秀文，吉村正蔵，古平国泰，小原一夫，藤代健太

郎，伊藤克朗，清水久盛，西 隆，和田高士，真家健

ー：脳動脈硬化における脳循環・代謝の特異性．第 4回

日本脳・神経超音波研究会． 2月．大阪．〔日本脳・神

経超音波研究会抄録集． 4:34 (1984)〕

11)伊藤克朗，吉村正蔵，古平国泰，小原一夫，藤代健太

郎，清水久盛，三川秀文，西 隆，和田高士，真家建

ー，古幡 博，：甲状腺機能充進症における内・外頚動

脈血流動態の検討．第 4回日本脳・神経超音波研究会．

2月．大阪．〔日本脳・神経超音波研究会抄録集． 4:47 

(1984)〕

2 研究概要 IIに関連のもの

1)高山和久，宮下裕三，高橋郁美，原 正忠，照屋日出

夫，中塚喬之，吉村正蔵，古幡 博，遠藤明彦，仙石裕

次郎：大動脈血流加速度 PhasicPattern分析による

非侵襲的心機能評価の検討．第 23回日本 ME学会大

会． 4月．東京〔医用電子と生体工学． 22（特別）： 162-

163 (1984)〕

2)古幡 博，吉村正蔵，中塚喬之： （シンポジウム）超

音波ドラプ法による大動脈血流の定量測定．第 44回日

本超音波医学会． 6月．東京．〔日本超音波医学会講演

論文集． 44:27-28 (1984) J 

3)高山和久，宮下裕三，高橋郁美，藤崎寿路，原 正忠，

照屋日出夫，中塚喬之，吉村正蔵，古幡 博，大沢弘治：

Phasic心外仕事率の無侵襲測定による心機能評価．第

49回日本循環器学会． 3月．東京．

4)高橋郁美，宮下裕三，高山和久，藤崎寿路，原 正忠，

中塚喬之，吉村正蔵。古幡 博： Phasic心外仕事率の

無侵襲測定による心機能評価．第 30回臨床心臓図学

会． 3月．東京．

5)古幡博，吉村正蔵，照屋日出夫，原正忠，高山和

久，藤崎寿路，高橋郁美，宮下裕三：心外仕事量の無侵

襲測定法による心機能評価．第 101回成医会総会． 10

月．東京．

3 その他

l)小室美津江，菅田 薫，古幡博，吉村正蔵：拍動に
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よる血管壁厚変化の非侵襲的超音波計測と壁硬化度の

評価．第 23会日本 ME学会大会． 4月．東京．〔医用電

子と生体工学． 22（特別）： 222-223(1984) J 

2)鈴木直樹，濱田隆士，吉村正蔵：シーラカンス心臓の

機能推定．第 1会シーラカンス調査・研究シンポジウ

ム． 12月．東京．〔シーラカンス調査・研究シンポジウ

ム予稿集． 1: 20-21 (1984) J 

3)鈴木直樹，田沼健二，末廣恭雄：コモロ諸島における

シーラカンス調査概要．第 1回シーラカンス調査・研究

シンポジウム． 12月．東京．〔シーラカンス調壺・研究

シンポジウム予稿集． 1:2-3 (1984)〕

4)鈴木直樹，多田信平，岩井博，高橋博，堤俊夫，

濱田隆士：シーラカンス 3個体の X線 CTによる断

層像．第 1回シーラカンス調査・研究シンボジウム． 12

月．東京．〔シーラカンス調査・研究シンポジウム予稿

集． 1: 10-11 (1984)〕

IV. 著書

1)吉村正蔵監修：第 2種ME実力検定試験対策と問

題解説集．コロナ社．（1984)

2)古幡 博：超音波ドラプ法の項分担執箪．中島真人，

渡辺 決編集：臨床超音波シリーズ・新しい超音波診

断技術．南江堂． 86-116(1984) 

V. その他

l)内藤周平（東京逓信病院），春見建ー（昭和大医学部），

山本皓ー（東京警察病院），庶生芳郎（千葉大医学部），

林 康之（順天堂大医学部），吉村正蔵：外国臨床デー

タの受入れに関する検討報告．厚生省「外国の臨床試験

データの評価に関する研究班」の報告．（1985)

2) 古幡 博：医学研究諸情報．私立大学等情報処理連

絡協議会第 7回情報処理教育の進め方についてのシン

ボジウム． 8月．東京．

3) ME用語標準化委員会（委員長古幡 博）： ME用

語の標準化に関する調査研究．昭和 59年度福祉関連機

器の標準化に関する調査研究報告書 (ME機器） （日本

電子工業振興協会） （1985) 

体 力 医 学

教授：米本恭三

（兼任）

助教授：倉田 博

研究概要

リハビリテーション医学・

体力医学

体力医学・運動機構

I. 運動単位に関する研究

1. 単一運動単位の活動特性に対する関節角度の

影響

種々の膝関節角度 (45°-135゚ ）及び股関節角度 (0°

~90゚ ）での運動単位の活動特性を検討するために，

内側広筋，外側広筋及び大腿直筋の単一運動単位の

活動電位を記録した。

最大の閾値張力に対する％ MVCによる閾値張

カの割合は，膝関節角 90゚ で膝関節角が 135゚ から

45゚ に変化することによって，内側広筋では 10%か

ら60%に増加し，外側広筋では 15-25%から 55%

に増加，大腿直筋では逆に 100%から 30-40％へ減

少した。 45゚ の股関節角でのその割合は，股関節角が

90゚ から 0゚ に変化することによって，内側広筋及び

外側広筋では増加し， 135゚と 120゚ でのその割合は大

腿直筋では逆に減少した。

これらの成績は，膝関節伸展位での内側広筋や外

側広筋の a運動ニューロンに対する抑制は股関節

伸展位で強く，逆に膝関節屈曲位での抑制は大腿直

筋において股関節伸展位で弱まることを示唆してい

る。

2. 単一運動単位の収縮特性と放電様式の関係

ヒトの単一運動洋位の収縮特性と放電様式につい

て検討するために，等尺性随意収縮中の前腔骨筋，運

動単位の活動電位をコイル状の筋内埋入電極を用い

て記録した。

運動単位の単収縮の収縮時間，収縮張力及び活動

参加の閾値張力を求め，平均放電問隔みとその標準

偏差 (S.D.）を算出した。 X軸のテに対して S.D．ぽ

をY軸にプロットし， S.D./和の関係を二次回帰分

析によって分析した。 Y軸の最小値での X値と Y

値とは，運動単位間で負の相関関係がみられた。高

閾値の運動単位の X値は低閾値のものよりも小で

あった。 X値と収縮時問の間に有意な関係はみられ

なかった。 Y値は，高閾値で短い収縮時問の運動単

位の方が低閾値で長い収縮時問のものより大きかっ

た。

放電間隔の規則性が運動単位の単収縮の速さに影

響していることが示唆される。
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II. 体力医学に関する研究

1. 運動部員の筋活動に対する関節角度の影響

膝関節角度と伸展張力及び筋電図の関係が運動卜

レーニングの差異によって異なるかどうか検討する

ために，種々の運動部員について測定を行った。

膝関節角度に対する伸展張力のパターンにおい

て，柔道部員では 70゚ の張力が 90゚ の張力に近い値

となり，水泳部員では 70゚ の張力が 90゚ の張力を越

えて 70゚ でピークとなった。また，サッカ一部員にお

いては， llO゚ の張力が 70゚ の張力と同程度に大きい

バターンを示すことが観察された。

筋電図の積分値は水泳部員では伸展側に，サッ

カ一部員では屈曲側にピークが移動していた。

2. 健常人及び片麻痺患者における 24時間記録

筋電図

小型カセットデータレコーダを用いて，健常人の

小指外転筋，三角筋及び前胚骨筋より表面筋電図を

24時間にわたって記録した。また，片麻痺患者につ

いて，健側及び患側の大腿直筋及び前腔骨筋より 24

時間の筋電図記録を行い，麻痺筋における活動性に

検討を加えた。

包絡線検波による 24時問の積分をみると，就寝時

においても若干の筋活動がみられた。また，片麻痺

患者において，患側の筋活動は健側に比して少な

かった。片麻痺患者の患側で，随意的な筋張力が全

＜得られない前腔骨筋の就寝中の筋電図をみると，

健側及び患側ともに同期的に筋放電がみられる場合

があった。これは禰満性の不随意収縮であると思わ

れる。

健常人及び片麻痺患者の 24時間にわたる筋電図

の面積積分の最大随意収縮に対する相対値は，健常

人の三角筋において小さかった。片麻痺患者におい

ては患側の相対値が健側よりも高い傾向にあった。

患側においては不随意的な活動が相対的に高いもの

と考えられる。

3. 健常者，全盲患者及び片麻痺患者の肘関節に

おける身体空間知覚能力

健常者，全盲患者及び片麻痺患者の肘関節におけ

る身体空間知覚について検討した。体前部鉛直面，体

前部水平面，体側部鉛直面，体側部水平面の 4方向

について，肘関節の可動範囲の二等分と知覚される

点の指示を閉眼で 10回ずつ行った。

健常者では，左右腕とも，可動範囲の二等分点よ

り伸展側に偏椅し，それは鉛直面よりも水平面にお

いて大であった。よって屈曲側より伸展側の利得が

高く，鉛直面より水平面の方がその歪が大きいと考

えられる。全盲患者では，鉛直面において偏椅及び

標準偏差が小さい。水平面においては伸展側へ偏椅

し，健常者のパターンと似ている。

二等分指示時の筋電図の振幅は，上腕二頭筋の方

が上腕三頭筋よりも大きい。片麻痺患者では，全体

的に屈曲側へ偏椅している。患側において，二等分

指示時の上腕三頭筋の活動が高い。

健常者に対する重り負荷では， 1.0kg, 1.5 kgの負

荷によって，偏椅及び慄準偏差が著しく減少する例

がみられた。

4. 手指関節における身体空間知覚能力

手指関節における身体空問知覚能力を二等分割

法，最小分割法，二点識別閾法を用いて測定した。上

肢の肢位によるそれらの変化について検討した。

二等分割法では，各指の中手指節関節中，小指の

偏椅が最も大きく，小さかったのは示指であった。そ

こで示指で肢位を変えてみたところ，顔の直前で楽

な肢位の時は偏筒が小さかった。逆に顔から遠い

所，あるいは無理な肢位では偏椅が大であった。

最小分割法では，二等分割の偏椅及び標準偏差が

小さい肢位で， より小さく分割される。また，最小

分割の過程で分割の大きさが必ずしも一定でないこ

とは，関節角度の感覚に歪があることを示唆してい

る。二等分割で成績の良い所では，伸展から屈曲と

その逆の最小分割のパターンは似ており，悪い所で

は異なるパターンを示した。

二点識別閾法では，顔のまわりで楽な肢位の時は

閾値が小さく，顔から離れていたり，無理な肢位の

時は大きかった。

以上のことから，身体空間知覚は視空問が基盤と

なり，かつ肢位によってかなり影響されるものと思

われる。

5. 等速運動時の筋活動と酸素摂取量

トレッドミル上を一定速度で走行している場合の

表面筋電図の積分値は一定であり，走行継続に伴っ

て疲労により筋放電量が増加すると考えられる。

しかし，分速 200mの一定速度（傾斜： 5％）で all-

outまで走らせると，走行の主慟筋である外側広筋

及び排腹筋（外側部）の表面筋電図の積分値が走行

開始数分後に著しく減少した。また，拮抗筋である

大腿二頭筋及び前胚骨筋においても同様な現象が認

められた。 all-outに近づくと筋放電呈の著明な増

大がみられた。

心拍数，換気量及び酸素摂取量はこの間増加を続

けた。
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6. 中学校運動部員の等速性筋力と最大酸素摂取

星

中学校陸上部員男子 15名女子 4名及びテニス部

員男子 13名女子 2名を対象に， CybexIIによる等

速性筋力及びトレッドミルの潮増負荷法による最大

酸素摂取贔を測定した。

ピーク・トルク (FT・LBS)は右脚の伸展につい

てみると 30゚／sで 陸上部員男子 104.4士22.6,女子

99.3及びテニス部員男子 97.l土23.6,女子 91.0で

あり， 180゚／sで陸上部男子 67.7士12.7,女子 62.5及

びテニス部男子 61.4土9.6,女子 62.0であった。ま

た，右脚伸展の持久率（％）は陸上部員男子 79.4士

8.8,女子 71.0及びテニス部員男子 80.3土8.4,女

子 80.0であった。

体重 1kg当たり最大酸素摂取呈 (ml/min/kg)は

陸上部員男子 60.7士6.3,女子 61.5及びテニス部員

男子 58.l士4.1,女子 42.3であった。
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研究概要

I. 情報処理実習室の解説に至る道程

昭和 46年大型コンピュータ（日立 H-8400)が本

学に設置されたが，その利用は専ら医療事務の解決

に重点が置かれ，大学としては研究，教育の有効利

用に十分とはいえなかった。また，大型コンピュー

ク活動を支援するために ME研究室の開設もあっ

たが， これも医学教育並びに研究のための情報処理

の直接的対応には至らなかった。

電算機の機能も第 5世代に入るとともに，学内コン

ピュータ利用も活発となったが，研究推進の委員会

レベルからすると，必ずしも十分な利用効率は未だ

しの感があった。補助金専門委員会は，学内のコン

ピューク設置状況を調究すると共に，進んで教育施

設拡充を計るべく，学内関係委員会と共に予算配分

を実現させた。

一方，昭和 58年に入り大学理事会でも新しい情報

システムの考え直しを議すると共に，電算課等関係

者も情報システム構想の準備を始めた。学内には若

手医師による医療情報処理研究会も成立の運びに

なっていた。（中塚喬之，辻和男，高橋究，井上

秀朗）

従来から存在していた電算機運営委員会の吉村正

蔵教授を中心に，小森 亮理事，酒井敏夫教授は，コ

ンビュータ時代に対応すべく準備会を持ち，全学的

立場からの情報処理運営実行委員会を結成して，昭

和 58年 5月 12日に第 1回の会合を持った。以来，昭

和 59年 4月 24日までに 11回の委員会を開催，コン

ピュータ利用の立場から全学の利用状況を洗い出

し，①医療関係業務の見直し，②電算機運用のた

めの教育③情報処理関係の研究開発，の 3点に関

する将来的展望を行い，「東京慈恵全医科大学におけ

るコンピュータ利用の現状および将来」なる報告書

作製を行った。

この様なコンピュータ関係の動きが活発化する経

過の中で，昭和 58年 12月に，パソコン 6台が大学

2号館 4階の大学院研究室にと予定していた部屋に

設置されることとなった。これが情報処理実習と命

名され，翌昭和 59年 1月には第 1回医学パソコン教

室が開かれ， ワープロ，データベースの簡易言語，
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BASIC高級言語，心電図・脳波などの信号処理から

CT,X線フィルムなどの画像処理に至るパソコン

応用の教育体制が持たれるまでに至った。パソコン

教室は，年 4回，他に講習会も開催して，本学内の

コンピュータ人口の増加を計った。これに呼応して，

電算課主催の事務系，看護課系，医療技術職系の人々

のための講習会も開設された。

昭和 60年 4月からは，本学大学院のカリキュラム

も改訂される準備が進められ， この改訂の共通カリ

キュラムの中には情報処理教育が 1つの柱として入

れられた。上述したパソコン教室は，正に改訂大学

院のための準備の基礎過程と云ってむ過言ではな

し、

II. 情報処理実習室の活動

実習室レベルから研究室にと関係者は努力しつつ

ある。未だ充実への段階ではあるが，以下の如き実

行と計画が行なわれつつある。

a) CAPTAIN端末装置ー式を三菱 AMSより

借り入れモニターをしている。

b) ASCII株式会社との問に医学用ワークス

テーションを企画すべく委託研究を結んだ。

C) 日本医療情報学会内の情報教育研究会幹事と

して辻 和男が活動することとなった。

d) UNIXを動かす目的をもって， VAX750の購

入推進が計画された。

（編集部より） 情報処理実習室は昭和 58年 10月

1日新設された。酒井敏夫教授がその責任者となっ

た。昭和 60年 4月 1日より情報処理研究室と改称

し，酒井教授が室長を兼任することになった。同時

に従来の電算機運営委員会は改称されて情報処理運

営委員会となり酒井教授が委員長となった。
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進学課程

人文・社会系

国文学

教授： 原田 萬三

研究概要

I. 古典文学における「紀行」の研究

従来の中世までの紀行研究から，対象を近世に移

した。

旅は数えきれない程多くの人によってなされ，そ

れに伴って，幣しい数の紀行が書かれた。その中で，

他の誰にもまして，苦難の旅をした一人が芭蕉であ

り，傑出した作品が「おくの細道」であるとするこ

とに異論はなかろう。

「覇旅辺土の行脚，捨身無常の観念，道路に死なん

是天の命運」とし，「古人も多く旅に死せるあり」と，

「野ざらし」への決意を披歴した彼の姿勢を中心に，

600里に及ぶ長途の旅の紀行の行間に，仏教教義の

実践の一つとして，「経，巡リ，辿ル」ことを目指し

た中世の旅の伝統を踏まえつつ，それを越えた芭蕉

の姿を追求しようとした。

中世紀行の諸作品及び「曽良日記」その他の傍証，

芭蕉の他の紀行作品との比較検討によって浮かび上

がってくるのは，

1. 彼の旅の本質追求が，人生の本質追求に他な

らぬこと，

2. また，それが即ち文学制作そのものであった

こと，

3. さらには，芭蕉こそが正に，旅によって次々に

句境を深めつつ，中世以来の紀行を，一つの

完成した文学のジャンルにまで高めた人物で

あったこと，

であり，そこに，事実の真を芸術の真にまで昇華さ

せようとした，わが国の文人の生き方があったとい

うことであろう。

進学課程長 久 志 本 常 孝

法 学

教授：赤坂昭二 民事訴訟法・医事法

研究概要

I. 民事訴訟における職権証拠調の実相

判断資料の支配といわれる弁論主義の原則により

つつも，迅速・公正な裁判，高度の真実発見のため

には，裁判所の権限を無視しえない。訴訟資料の収

集について，裁判所に主導権を認める職権主義・職

権証拠調の進出・強化の実相ー当事者尋問の積極的

活用（民訴法 336条），職権鑑定（同 310条），訴訟

係属中の証拠保全（同 347条）などーを論述。

II. 訴訟行為と意思表示の瑕疵理論

訴の取下げの意思表示（訴訟行為）に瑕疵がある

場合，錯誤無効の主張（民法 95条）を認めることが

できるか，否かについて，個々の訴訟行為の特性に

應じて， これを認めても訴訟手続の安定を害しない

こと，執行認諾行為と私法上の契約とが不可分一体

の関係にあることから，意思表示の瑕疵・表見法理

の適用を認めうることを論述。

上記 I,II,は住吉 博・桜井孝一編：民事訴訟法

新版， 日本評論社 (1985• 6発行）に掲載。

III. 生と死•生命倫理に関する法的問題

1. 脳死・死の判定基準

脳の機能は止まっても心臓は拍動している脳死状

態の患者から腎臓などの臓器を摘出しても，果たし

て違法ではないのか，社会的に相当なのか否か。英・

米，わが国における脳死判定基準・クライテリアの

比較法的検討を通して，いわゆる脳死論議に関する

医事法上の諸問題を研究中。

2. 安楽死•その原点

エーザーの分類によって安楽死を新たに類型化

し，刑法上問題とすべき積極的安楽死の原点が，死

苦緩和・疼痛除去にあり，麻薬の開発，脳内モルヒ

ネの研究，ガン性疼痛を止める新しいレーザー療法

の開発など，近代医学の鎮和・鎮痛医療の進歩によ
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り，疼痛に対する医師の処置が当を得て， WHOガン

疼痛プログラム委員会の勧告が活かされていけば，

積極的・意図的安楽死の必要性は次第に減少するで

あろうことを論証。

上記 1,2,は，ガン告知裁判，承諾なしの舌ガン手

術， ロボトミーなど，の問題とともに，篠塚昭次監

修：日常生活の法律百科， リーダーズダイジェスト

(1985 • 5発行）に掲載。

外 国

英

教授：野本浩智

語系

二五
i'iロ

研究概要

I. クライスト研究

Heinrich von Kleistの戯曲と小説を意識の内部

志向性である状態意識の所産としてとらえ， Goethe

とは異質なその現代性を研究している。

II. ドイツ演劇

ドイツ語圏における 1984年度の演劇動向の展望。

III. 比較演劇

各国における演劇論の比較研究と，類似構造によ

る戯曲の比較研究。

講 師：佐藤 尚孝 IV. 19世紀ドイツ詩及びリアリズム理論

ゲーテ， ロマン派以降のドイッ叙情詩の展開過程

研究概要 を，ドイツ・リートとの関係において，主として表

I. 音声学 現論韻律論的に解明することをめざす。他に，従来

日本語および英語の発音を，サウンドスペクトロ 文学史において顧みられなかった，詩的リアリズム

グラフによって音響音声学的に分析して，「正しい発 から自然主義に至る小説史の再検討。

音」を視覚的にとらえ，その研究成果を，英語教育

に反映させる努力を重ねている。 研究業績

II. 英語教育法

英語が専行科目でない学生に，いかに興味をもっ

て学習させるかが第一の課題である。また学生は文

字よりも映像により多く親しんでいる世代に属す

る。そこで第二の課題は映像と文字を止揚すること

になる。

以上の立場から，教育の第一段階として，文字を

できるだけ多量に読ませることを実行している。文

字を正しく読む技術を身につけてから，書きそして

話す段階へと進むのが正統的方法である。そのため

にはクラス編成，教員構成など考えるべきことは多

い。進学課程カリキュラム委員会の努力に期待する

所以である。学校という組織体の中で，英語教育を

独立させて研究することは意味がない。全学的視点

から英語教育の研究を進めるのが英語教室の基本方

針である。

ド イ ツ 語

助教授：蔵原惟治 クライスト研究・ドイツ演

劇・比較演劇

講師：白崎嘉昭 19世紀ドイツ詩及びリア

リズム理論

I. 原著論文

1)蔵原 惟治：「オセロー」と「オデュッセイア」．あ・

えむ・で演劇論研究． 9: 29-43 0984) 

II. 総説

l)蔵原惟治： 1983/1984年のドイツ演劇．「新劇」．

382: 128-1:11 (1984) 

III. 学会発表

1) 白崎 嘉昭：マックス・クレッツァー「ティンペ親

方」．第 12回十九世紀ドイツ文学研究会特別ゼミナー

ル（発表要旨同会会報第 45号）． 10月．金沢．

V. そ の 他

1) 白崎 嘉昭：シューベルトと同時代のドイツ文学．

渋谷区音楽教育協会例会での講演． 10月．東京．

（編集部より） 守永敏夫教授は昭和 59年 3月31

日をもって定年退職された。
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自然科学系

物理学

教授 ： 藤 城 敏 幸

助教授：丹羽宗弘

講師：佐藤幸一

研究概要

I. 数値計算法

物性理論

医用物理

生物物理学

与えられた方程式の数値解を得ようとするとき，

各種の誤差を考慮する必要がある。

非線形方程式の近似根を求めるにはいろいろな方

法がある。これらの方法による誤差の比較をした。

II. 血液の光散乱に関する理論的説明

血液中の赤血球は，可視光領域の特定の波長の光

を吸収するとともに，それ以外の波長の光を強く散

乱し，生体全体にわたる光学特性を支配している。し

たがって，血液の詳しい光学特性がわかれば，光に

より非観血的に得た生体からの情報を解析すること

が可能である。

本研究では，実験で得た血液の光学特性を理論的

に説明するために，拡散領域の広がりを考慮した拡

散理論によって，特性の拡散近似を行った。その結

果，ヘマトクリット値が比較的高く，血液の層が厚

ければ，拡散近似は実験結果をよく表わすことがわ

かった。また，拡散理論を用いることができない，ヘ

マトクリット値が低く，血液の層が薄いところでは，

モンテカルロ法による解析が有効であり，現在これ

を行っている。

III. リン脂質膜の相転移

モデル生体膜材料である合成リン脂質の相転移を

伴う諸現象について研究している。本年は，主転移

温度において， dipalmitoylelecithinの多重層リポ

ソームが示す可逆的凝集現象に注目した。特に， リ

ポソームの microelectrophoresisを試みたところ，

大変興味深い結果が得られた。

研究業績

II. 総説

l)佐藤幸一，美島 清（上智大）：リン脂質膜の相転移

と光透過特性．表面． 22:31-45 (1984) 

III. 学会発表

1)佐藤幸一，美島 1青（上智大）：リボソームの相転移

での凝集と透過光変化．第 22回日本生物物理学会． 10

月．横浜．

IV. 著書

1)藤城敏幸：実験各論の項分担執筆．藤城敏幸，赤野松

太郎，永田研一編：新編物理実験．東京教学社．（1984)

2)丹羽宗弘：実験各論の項分担執筆．藤城敏幸，赤野松

太郎，永田研一編：新編物理実験．東京教学社．（1984)

3)佐藤幸一：実験各論の項分担執筆，藤城敏幸，赤野松

太郎，永田研ー：新編物理実験．東京教学社．（1984)

化学

教授：戸澤満智子 天然物有機化学

助教授：高橋知義 有機合成化学

研究概要

I. マッコウクジラのミオグロピン (57-96)の合

成

マッコウクジラのミオグロビン中の E,F領域を

ふくむペプチドフラグメントを液相法により合成し

ている。合成は 10個程度のフラグメントにわけて行

い，得られた各フラグメントを WSCD-HOBT法に

より縮合することを目下検討中である。

II. アザステロイドの合成

ステロイド骨格または側鎖に窒素原子を位置特異

的に導入する方法の 1つとして， a-アジドステロイ

ドヶトンの c-c結合の開裂と，それにつづく閉環反

応によって窒素原子を効率よくとりこむことを見い

だして以来この方法の一般化条件を求めるべく，

種々の化合物について反応を試みている。

I. 原著論文 III. こけ虫の活性成分 (Bryostatin)

1) Mishima, K. (Sophia Univ.), Satoh, K. and Ogi- 最近， メキシコ産 Bugulaneritinaから抗腫瘍活

hara, T,(Azabu Univ.) : The effects of pH and ions 性物質が単離されたが， 日本産の同種こけ虫でも同

on myelin figure formation in phospholipid-water 様の活性分画を得た。

system. Chem. Phys. Lett. 106 : 513-516 (1984) 
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IV. プフアジエノリドの反応 伝資掠保存と育種のための受粉受精の機構（代表者

多年にわたって行ってきているがガマ毒成分のブ 広重寿子）」の研究分担を行っている（寺坂 治）。

フアジェノリドの反応において A環， B環の立体異

性体の合成を検討している。 研究業績

研究業績

I. 原著論文

1) Pettit, G.R. Kamano, Y. Herald, C.L. and Toz-

awa, M. : Structure of Bryostatin 4. An Important 

Antineoplastic Constituent of Geographically IV. 著書

Diverse Bugula neritina (Bryoza). J. Am. Chem. 1)新津恒良監訳：要説 分子・細胞生物学．ホルトサウ

Soc., 106 : 6768 (1984) ンダース社．共訳者新津恒良，寺坂治ほか．

生物学

教授：新津恒良 細胞生物学

助教授：花岡柄雄 細胞生物学

講師：寺坂 治 細胞生物学

II. 雄性配偶体の核分化とクロマチン分散

ヒストンアセチル化剤 sodiumbutylate, DNAメ

チル化阻害剤 5-azacytidineによる雄性配偶体のク

ロマチン分化の影響を明らかにした。とくに DNA

のメチル化が，細胞分化の調節機構の根底に重要な

役割を果たしていると考えられている。マツの花粉

を実験材料として，花粉内の 3回の分裂に対する影

響を明らかにした (60年度発表予定）。

III. ラン科植物雄性配偶体細胞の核小体形成能

被子植物花粉では若干の例外種を除いて，花粉粒

成熟期以後核小体形成能が消失するとされている。

しかし， ラン科植物のほとんどすべての種で核小体

形成能は保持されていることが明らかとなった。

IV. 特定研究「植物学用語標準化の調査研究」の総

括および細胞生物学分野の責任者として参画してい

る（新津恒良）。また総合研究「植物における染色体

構造とその構築化に関する研究一分子レベルから細

胞レベルまで（代表者岩渕雅樹）」と「栽培植物の遺

III. 学会発表

1)寺坂 治，新津恒良：ラン科植物雄性配偶体細胞の

仁（核小体）形成能の保持． 日本植物学会第 49回大会．

8月．札幌．

数 学

教授：衣笠泰生 代数

講師：鈴木院之 代数

研究概要

研究概要 ノンパラメトリックな仮説検定法にケンドールの

I. 紡錘体，動原体，動原体糸の微細構造と機能 順位相関係数による独立性の検定がある。この検定

動原体は前期に染色体の一次狭窄部位で合成され の基礎となる n次対称群 Snの転位数の分布表を

るタンパク質構造であり， MTOC（微小管重合中心） n~l5 まで作成し， n~l6 の範囲での両側，片側 5%,

の 1つである。各種の分裂細胞によってその微細構 1%に対応するケンドールの順位相関係数の表を

造を継続して追跡している。 作った。

保健体育

講師：原田邦彦 エネルギー代謝・代謝，呼

吸

講師：時岡 醇 体育方法・測定評価

研究概要

I. 小，中学生の肺機能と形態および運動能力につ

いて

被験者は都内中野区在住の小学生男女 161名と中

学生 247名で，形態，運動能力，肺機能を測定した。

まず小学生の場合，体脂肪率からみた肥満児 (6: 

20%,早:25%以上）は，全被験児 24.8%に認めら

れ， この肥満児は身長も高く早熟傾向を示した。し

かし，運動能力や肺機能に有意な影響を与えず，成

人と異なった。胸郭横径，胸郭矢状径，肩峰幅は身

長の伸長度に比例して増大するが，上前腸骨稜棘高

は男女児とも学年が上がるとともに，．胴長・より伸長

度が大であった。 FEV1.0, REFR, V75, V50, V25 
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とも学年が上がる毎に増大を示し，成長に伴って肺

機能が高まっているのがみられた。しかし，

FEVl.0%では 2年生 1名， 4年生 3名， 6年生で 2

名に 70%を下まわる成績が得られた。

中学生の場合，身長や体重ぱ昭和 53年度文部省体

育局統計とほぼ等しかった。形態では，胸郭横径，胸

郭矢状径，肩峰幅，上腕骨末端幅，前腕骨末端幅，腸

骨稜幅，膝関節幅および下腿末端幅のどの幅育に関

しても， 1964年に報告された木村たちの成績より絶

対値で上まわったが，同学年で 1964年当時より身長

が 10cmも高いため身長比でみてみると，胸郭矢状

径を除いてほぼ身長に見合った発育をしていた。し

かし，長育の下肢長（上前腸骨稜棘高）は絶対値お

よび比下肢長でも現代中学生が上まわっていた。運

動能力は中野地区の中学生が全国平均より下まわ

り， とくに背筋力，懸垂力が下まわった。肺活量及

び1秒量はともに身長と相関が高く，また，身長一肺

活量の回帰式は金上たちの式と異なった。現在，さ

らに詳しい解析をしているところである。

II. 小学校低学年と高学年児における体格，食品摂

取血液性状の年時変化

本研究は，「発育期の体力に関する基礎的研究」と

して発育期児童の運動適性等の血液学的研究から，

昭和 57年度および昭和 58年度被験者のうち 2年連

続重複している者 (55名）について体格，体脂肪量，

血液性状，運動能力，並びに食品摂取数の同一個人

による変化について検索した。その結果，小学校高

学年の男女児童の体重は，それぞれ 2.96士2.1kg, 

2.96士1.64kgの伸びに対して除脂肪体重の伸び($

3.06土2.23kg,早： 3.27士1.76kg)が上まわり，総体

脂肪量が低下していた。 1週間の食品摂取数は，平均

的にはほぽ十分と考えられる（小野たち， 1971)70 

種前後摂っていた。各個人の食品摂取数の経年変化

は少なく，品目の多い野菜類や魚類における摂取数

も経年変化が少ないことから，家庭の食品摂嗜好に

変化がみられないことが示唆された。体脂肪と血漿

TGには一定の関係が得られなかった。さらに十分

な解析を急いでいる。

III. 表面筋電図による体育，労働生理

一般に， どのような強度の運動でも運動開始時に

は一過性の反応が生じ，定常状態に達するには 3~5

分の時間を要するといわれている。著者たちは，実

験室内のトレッドミル走，並びにグランドにおける

幾通りかの速度による一定速度の歩行を行ない， 自

動連続呼気分析装置，テレメークー心電計，カセッ

トデータレコーダ（筋電図用 4チャンネル）を用い，

呼吸循環系の応答および表面筋電図を記録した。そ

の結果，各種強度の一定速度によるトレッドミル走，

およびグランド走において運動開始時に一過性の筋

放電量の低下が認められた。一般に，疲労が生じな

い限り，一定速度による筋放電量は一定であると考

えられている。しかし，筋放電量の低下が見られた

時の代謝はむしろ高い値が得られ，体育，労働生理

を研究する上に大変興味ある事実であると考えられ

た。
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あとが き

東京慈恵会医科大学教育・研究年報，第 4号， 1984

年版は正に予定通りに刊行される運びとなった。執

筆締切期日の厳しさにも拘わらず，迅速な対応をし

て頂いた教授各位には心からお礼を申し述べたい。

また編集，校正等に努力を賜わった皆様には深謝の

意を捧げたい。

本号も，創刊時の意を尊重し，編集の某本はすべ

て堅持された。編集企画関係者として， 4号ともなる

と，教育・研究年報の意義が一層鮮明になったため

か，細い箇所への気配りが出来るようになった。年

報用の原稿を見て感ずることは，本学が益々医学教

育・研究機関として着実な歩みを続けていることが

感得され， さらには全体の中の一人一人の努力が溢

出している事を目の当りに観られることであった。

データ・ベースとしての医学情報センター・図書館

の中に積め込まれた資料が， 目次というプログラム

に沿って整理されている姿は，慈恵大学の具現であ

るともいえよう。

創刊時の願いの中に，本学内部の研究者同士の理

解推進が期待され， これにより基礎・臨床の領域を

越えた共同研究の展開を待望した。本年報の創刊と

前後して学内共同研究費の配慮もあったため，年度

末には立派な共同研究の報告書も刊行されるように

なった。すでに，創刊時の願いが現実化し，実りあ

る成果を収めつつある証しともなっている。本号に

は，この様な成果報告を独立したカラムとして取り

上げることは出来なかったが，将来は恐らく実現す

ることであろう。学内外共同研究の業績も，同様に

編集委員長 酒井敏夫

期待されるところである。

東京慈恵会医科大学創設 104年。本学を知る資料

として，本年報を始めとして，「東京慈恵会医科大学

記録」「慈恵大学百年史」「慈恵大学 85年史」等々が

揃い，その大きな歴史の流れを追うことが出来るよ

うになった。歴史は人間によって作られるものであ
いのち

るが，その人問の歴史の中の生命はそれ程永いもの

ではない。一人の人間が慈恵のために光を与える時

間は極めて短い。しかし，短く限られた一人の生命

の小さな貢献こそが，創造性の遺産であり，裔く評

価されねばならない。珠玉の研究論文の一篇は， 100

年という歴史の中にあって決して無意に埋没される

ようなことがあってはならない。この一篇の研究こ

そが，新しい時代の創造の女神となるかも知れない。

原稿の整理に当たって，貴菫な一篇があることを信

じて，宝物を取り扱うような厳粛なる気持で一杯で

あった。

なお，編集，出版の実務には富井武寛常勤顧問が

文字通り，精力的に当たられ，先生の下に教学部坂

戸伯志事務長，一般用度課士田喜一郎課長および生

涯教育センターの藤岡瑣次氏が協力された。改めて

お礼申し上げる次第である。

昭和 60年 8月

編集委員長 酒井敏夫

編集委員 石川栄世，宮原 正

松田 誠，町田豊平

小森 亮
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索 弓l

ビタミン B12 ［青内］ 92 
A ［分内］ 96 

アドレナリン [2生］ 30 ビタミン D代謝 [2内］ 78 
アジア寄生虫予防機構(APCO) ［寄生］ 66 ブドウ球菌 ［臨検］ 69 
アクリル樹脂鋳型標体 [3解］ 26 ププレノルフィン ［麻酔］ 162 
アミノ配糖体系抗生剤 ［泌］ 150
アンボイナ（イモガイ） ［衛］ 59 鼻アレルギー ［麻酔］ 163 
アンチザイム ［栄養］ 38 鼻中隔弯曲症 ［耳鼻］ 158 
アンチザイム・インヒビター ［栄養］ 38 鼻腔通気度 ［耳鼻］ 158 
アラキトゞ 、ノ酸と GABA放出 ［医化］ 34 濁漫性病変 ［放］ 113
アルブミンレセプター [l内］ 72 微生物遺伝学 ［衛］ 60 
アルデヒド化合物 ［産婦］ 145 微小ガラス電極 ［心外］ 140 
アルドースレダククーゼ ［医化］ 35 微小循環 ［病理］ 49 
アルコール依存症 ［精神］ 102 微小管結合蛋白 ［医化］ 35 
アルコール性肝硬変 ［分内］ 96 微小管結合蛋白質のリン酸化 ［医化］ 35 
アルコール性肝障害 [l内］ 72 微小血管吻合 ［形成］ 138 

アルコール性心筋症 ［分内］ 97 剖検情報電算化 ［病理］ 49 
アセトアルデヒド(Al) ［分内］ 96 膀脱腫癌 ［泌］ 150
アスパラギン ［栄養］ 37 母乳栄姜の新生児行動に及ぽす影響 ［小児］ 105 

分泌顆粒 [2解］ 22 

悪性固形腫瘍 [1外］ 118

悪性高熱症 ［麻酔］ 163 B型肝炎ウイルス [1細］ 54 

悪性リンパ腫 ［病理］ 48 B型肝炎ウイルス (HBウイルス） ［分内］ 97 

悪性リンバ腫 ［放］ 114 Bladder Implantation ［公衛］ 62 
悪性リンバ腫 ［分外］ 127 blocking factor ［産婦］ 146 

悪性腫瘍の化学療法 [3内］ 82 BMT ［小児］ 105 

/3放出体 ［共研］ 176 
ABC法 ［病理］ 47 /3遮断剤 ［眼］ 154
ABR and NPH ［脳外］ 134 ¢2マイクログロプリン ［精神］ 101 
A-C bypass術 ［心外］ 140 /3,-microglobulin ［臨検］ 69 
acridine-orange蛍光染色 ［衛］ 59 
ACTH [1薬］ 40 C 

［実動］ 181 チエレンコフ測定 ［共研］ 176 
ACTH分泌 ［附研］ 174 チューブリン ［医化］ 35 
ACTH関連ペプタイド [2解］ 23 
ACTH細胞 [2解］ 23 着床期内膜 ［産婦］ 144 
adenylate cyclase ［分内］ 97 痴呆 ［精神］ 102 
aganglionosis [l外］ 118 地域保健 ［衛］ 58 
Alu配列 [1細］ 54 鎮咳薬 [2薬］ 44 
Ames法 ［公衛］ 62 腸炎ヒ＇プリオ ［衛］ 60 
AMLR (Autologous mixed lymphocyte reaction) 超音波インピーディオグラフィ [ME] 186 

［分内］ 97 超音波パルスドプラ法 [ 4内］ 88 
astroglia ［眼］ 154 [ME] 185 

4-aminobutyraldehyde ［医化］ 34 超音波心筋剌激法 ［心外］ 140 
a-Fetoprotein ［病理］ 48 超音波定量的血流量測定装置 [ 4内］ 87 

[l外］ 117
B 聴性脳幹反応 [2内］ 78 

ベーチェット病 ［衛］ 60 ［精神］ 101 
ベクロニウム ［麻酔］ 162 ［耳鼻］ 158 
ベンズアルデヒト中 ［放］ 113 中耳真珠腫 ［耳鼻］ 157 
ビタミン [2外］ 123 中心静脈栄養 ［分外］ 125 

ビタミン B.代謝 ［医化］ 33 中枢神経系疾患 ［放］ 113
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動静脈シャント [2内］ 79 
Ca-ATPase [l解］ 20 

毒力増強 ［寄生］ 66 
Ca independent light [2生］ 30 

動脈瘤内 ［脳外］ 134 
Ca2+ [l薬］ 40 

CA19-9 ［産婦］ 145 de novo cancer [l外］ 117
CA125 ［産婦］ 145 Doppler血流計 [l外］ 117
Calmodulin [l薬］ 41 (d(Power)/dt) max [ME] 186 
Candida utilis ［共研］ 176 Dynamic CT ［分内］ 96 
CAPD [2内］ 78 

CAPF療法 ［産婦］ 145 E 
Cardioplegia心停止液 ［心外］ 140 エフェドリン ［公衛］ 62 
CENTRAL PAIN ［脳外］ 134 エクオリン [2生］ 30 
CFU [2内］ 79 [l細］ 55 
chloroquine ［実動］ 181 エンドトキシン ［病理］ 49 
Cholesterol [l薬］ 40 エンフルレン ［麻酔］ 163 
clonidine [2薬］ 43 エラスチン [ 4内］ 87 
CNPase ［眼］ 154 エールリッヒ癌細胞 [2細］ 56 
CONCUSSION ［脳外］ 133 エストロゲン・レセプター ［分外］ 126 
co2アシドーシス [2生］ 30 

cranio-facial surgery ［形成］ 137 江戸時代人骨 [3解］ 25 
CRF児の血漿バナジウム [,Jヽ児］ 106 

疫学 ［衛］ 59 
CT (Computed Tomography) ［放］ 113

塩素と鼻疾患 ［耳鼻］ 158 
cyclic AMP [l薬］ 40 

Cyclic AMP [2生］ 30 entrapment neuropathy ［形成］ 137 
Cyclic GMP [2生］ 30 excercise associated amenorrhea ［産婦］ 144 
Cyclin nucleotide ［分内］ 96 Exercise-induced asthmaの latereaction 
cycloheximide ［実動］ 181 

［小児］ 105 
Cytokeratin ［病理］ 47 Exfoliative Toxin ［共研］ 177 
Cytoplasmic dot plot [2解］ 22 

F 
D 

ファインセラミック ［歯］ 170
ダンピング症状 [2外］ 122 フェリチン ［共研］ 176 
デルタアミノレプリン酸脱水酵素 (ALA-D)活性

フィブリン糊 ［形成］ 137 
［衛］ 59 フィードバック調節 ［栄養］ 37 

ドノバン リーシュマニア ［寄生］ 66 フラクチュエーション・テスト ［公衛］ 62 

唾液腺腫瘍 ［病理］ 48 
腹腔動脈 [3解］ 25 

大腸癌 [2外］ 122
腹部大動脈狭窄ラット心 ［青内］ 91 

［分外］ 126 
腹大動脈 [3解］ 25 

大腸癌肝転移 ［分外］ 126 
副腎皮質細胞 [l薬］ 40 

大腸憩室症 [l外］ 117
複数菌感染 [2内］ 78 

大腸苗 [2細］ 56 
不整脈 ［分内］ 97 

大腸早期癌 [l外］ 117

大動脈弁置換術 (AVR) ［心外］ 140 FceR ［寄生］ 66 
大動脈血流 [4内］ 88 Ferritin ［臨検］ 69 
大動脈血流量 [ ME] 185 

FMUS [2生］ 31 
大動脈硬化 ［病理］ 49 fominoben [2薬］ 44 
第 23回日本 ME学会大会 [ ME] 186 

大腿動注法 ［放］ 113 G 
大腿動脈脈波 [2薬］ 44 ガストリン [2外］ 121
弾性要素 [1生］ 27 グルカゴン ［栄養］ 37 
脱水 ［宇宙］ 184 グルカゴノーマ [2解］ 23 
脱落膜 ［産婦］ 144 

グルクミン酸脱炭酸酵素 ［医化］ 34 
伝導速度 [l生］ 28 

伝染性紅斑の病因に関する研究 ［小児］ 106 
外国での臨床試験データ受入 [ME] 186 

伝染性軟属腫 ［皮］ llO
外傷性視神経損傷 ［眼］ 153
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顎下腺 ［栄養］ 39 閉塞性黄疸 [2外］ 123

顎顔面外科 ［耳鼻］ 158 変動係数 [2薬］ 43 

顎顔面補紐学 ［歯］ 170 変股症に対する筋解離術 ［整形］ 130 

顎頻面骨 ［形成］ 137 非ホジキン悪性リンパ腫 [3内］ 82 

顎変形症 ［歯］ 168 光回折 [1生］ 27 

顎関節症 ［歯］ 168 光誘起 ESR ［共研］ 176 

顎関節造影 ［歯 J168 肥満 ［栄養］ 38 

顎骨訟胞 ［歯］ 169 肥満の治療法 [3内］ 82 

顎二腹筋 [1解］ 20 非侵襲的検査法 [1外］ 117

眼腐内視神経 ［眼］ 154 皮質の有酸素代謝 ［脳外］ 134 

顔面神経遠心性活動 [2薬］ 43 非特異的免疫抑制 ［寄生］ 65 

減圧神経 [2薬］ 44 非特異的免疫増強 ［寄生］ 65 

原発性肝癌 [l外］ 117 日和見病原菌 [2内］ 78 

牌臓 ［附研］ 172 

GABAレセプター ［医化］ 34 縫合法 [2外］ 122

Gonadotrophs [2解］ 22 保健医療ヽンステム ［衛］ 58 

Gore-tex血管 [l外］ ll8 保健管理 ［衛］ 59 

yーアミノ酪酸 (GABA) ［医化］ 34 保健教育 ［衛］ 59 

y-GTP活性 ［病理］ 48 放射線抵抗性因子 ［産婦］ 145 

補体 ［臨検］ 69 
H ［泌］ 150

ハイドロオキシアパタイト ［歯］ 170 保定 ［歯］ 168

ハムスター副腎皮質遊離細胞 ［実動］ 181 
，，ヽパイン ［共研］ 177 HEC59細胞 ［産婦J145 

ヘンレー係蹄太脚（腎） ［附研〕 172 He-02環境 ［宇宙］ 184 

ヒト微細血管 [3解］ 26 Hermans症候群 ［分内］ 96 

ヒトインスリン [3内］ 82 high frequency oscillation (HFO) [2薬］ 43 

ヒト腎細胞癌 ［泌］ 149 Hollow Fiber型残血濃縮器 ［心外］ 141 

ヒトコラーゲン抗体 ［形成］ 138 HPLC-ECD法 ［共研］ 176 

ヒト乳癌迫伝子 [l細］ 54 Huntington舞踏病 ［医化］ 34 

ヒト乳癌細胞 (T47DClonell) [1細］ 54 hyperfiltration [2内］ 77 

ヒト乳頭腫ウイルス ［皮］ 109 hypodynamics ［宇宙］ 183 

ホルモン作用と蛋白リン酸化 [3内］ 83 100 hue test ［眼］ 154

ホルター心電図 [2内］ 79 

［小児］ 106 I 

ホウ酸バッファー ［共研］ 177 イモガイ刺症 ［衛］ 59 

インスリン [l細］ 55 

背柱伸筋群の発生張力 [2生］ 31 インクーフェロン [1内］ 72 

肺癌 [2外］ 123

肺血管外水分量 ［分外］ 126 一次性呼吸性ニューロン [2薬］ 43 

肺血流 [ 4内］ 88 遺伝性肥満マウス (ob/ob) ［栄養］ 39 

肺機能 ［分内］ 97 遺伝子レベルでの DNA診断 ［小児］ 105 

背筋力 [2生］ 31 胃癌 ［病理］ 48 

肺のリンパ管系 [1解］ 19 [2外］ 122

胚操作 ［衛］ 58 胃癌発育進展 ［病理］ 48 

白血球の電気泳動 [3内］ 82 鋳型標本 [3解］ 25 

白色脂肪細胞 ［附研］ 174 胃被覆粘液 [l内］ 72 

半減期 ［栄養］ 38 胃上部癌 ［分外］ 125 

反回神経麻痺 ［耳鼻］ 158 胃潰瘍 ［分内］ 96 

橋本病 ［病理］ 49 [2外］ 122

発生毒性の検出モデル ［衛］ 58 一過性精神障害 ［分外］ 125 

発癌実験 [2外］ 122 胃粘膜血流 [2外］ 122

発育期 [2生］ 31 胃切除術 [2外］ 121

発育期にある児童 ［臨検］ 68 胃食道逆流現象 [l外］ 118

平駒加算 [2薬］ 43 位相関数 [2薬］ 43 

平均身長 [3解］ 25 伊東細胞 [1内］ 73 
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医用海膜素子 ［共研］ 176 循環血液量 ［宇宙］ 184 

重心動揺計 ［眼］ 155

ICG ［分内］ 96 重症筋無力症 [2外］ 123

IgA腎炎 ［病理］ 47 術中超音波断層・ドプラ法 ［心外］ 141 

IgA腎症 [2内］ 77 術後合併療法 ［分外］ 125 

IgE欠損マウス (SJA/9マウス） ［寄生］ 66 術後感染予防 ［泌］ 150

IgE抗体産生 ［寄生］ 66 術後抗生剤不使用例 ［泌］ 150

IgE産生細胞の体内分布 ［寄生］ 66 術後低心拍出量 ［心外］ 140 

in situ hybridization [2解］ 22 

[1細］ 54 K 

Intramitochondrial Filamentous Bodies (IMFB) カーボンファイバー複合素材プレート ［整形］ 129 

［附研］ 172 カフェイン [2生］ 30 

IS物質(lmmunosuppresiveSubstance) ［分外］ 125 カルモデュリン [2解］ 22 

ISLM弁 (Ionescushiley low profile弁） ［心外］ 140 ［附研］ 174 
1,2Ir密封小線源 ［放］ 114 カルシトニン染色 [l外］ 118

カルシウム依存性中性プロテアーゼ (CANP)
J [2薬］ 44 

ジャコウネズミ ［附研］ 172 カルシウム代謝 [2内］ 79 

ジモルホラミン ［麻酔］ 162 カテコールアミン [2生］ 31 

ジゴキシンの血中濃度と左心機能の相関 ［小児］ 106 ケトン体 ［分内］ 96 

コアグラーゼ [2細］ 57 

磁場 ［宇宙］ 183 コビキチン ［栄養］ 38 

自家移植 [2解］ 22 コチニン ［公衛］ 62 

痔核 [l外］ 117 コニンザイム Q ［リハ］ 166 

耳管機能 ［耳鼻］ 158 コヒーレンス [2薬］ 43 

実験肝癌 [2外］ 123 コラーゲン ［形成］ 138 

実験的胃潰瘍 [3内］ 83 コラーゲ 1`/Type 1 ［形成］ 138 

実験頭部外傷 ［脳外］ 133 コラーゲ‘:,,,Type 3 ［形成］ 138 

自己免疫性神経疾患 [2内］ 78 コ・トランスフェクション法 [1細］ 54 

自己相関係数 [2薬］ 43 

耳鳴 ［耳鼻］ 158 化学療法 ［形成］ 138 

腎動脈塞栓術 ［泌］ 149 錮虫卵の変性 ［寄生］ 67 

腎癌 ［病理］ 47 潰瘍性大腸炎 [1外］ 117

腎イメー、；； ［泌］ 150 冠動脈血栓 [ 4内］ 88 

腎移植 [2内］ 78 冠動脈血流計測・ [ 4内］ 88 

腎循環 [2内］ 77 肝動脈血流量 ［分内］ 96 

人工弁 ［心外］ 140 冠動脈血流測定 [ME] 186 

人工換気 ［麻酔］ 163 肝動脈塞栓術 [1内］ 72 

人工関節，人工骨頭 ［整形］ 125 [l外］ 117

腎交感神経遠心性活動 [2薬］ 44 肝不全 [l内］ 72 

人工肛門造設術式 [l外］ 117 環状ヌクレオチド [2生］ 30 

人工歯根 ［歯］ 170 肝循環 ［分内］ 96 

人工心肺 ［心外］ 141 肝血流量 ［分内］ 96 

蒻麻疹 ［皮］ 109 冠血流量 ［麻酔］ 163 

腎性骨異栄養症 I2内］ 78 肝硬変ラット ［麻酔］ 163 

腎腫瘍 ［泌］ 149 肝酵素 ［麻酔］ 163 

上部消化管出血 [2外］ 122 肝門部胆管癌 ［分外］ 126 

上腸間膜動脈 [3解］ 25 肝門脈循環 [l内］ 72 

娘結節 [l外］ 117 肝内胆管障害 ［病理］ 48 

除神経筋 [2生］ 30 関連度関数 [2薬］ 43 

上室性頻拍症 [ 4内］ 87 肝性ニューロパチー [l内］ 73 

上腕二頭筋過剰頭 [1解］ 20 肝腺維症 ［病理］ 48 

甫複癌 ［分外］ 126 関節円板 ［歯］ 168

熟年サッカー選手 ［形成］ 138 肝切除 ［分外］ 126 

絨毛産生性妊娠関連蛋白 ［産婦］ 144 肝切除可能性 ［分外］ 126 

循環調節の中枢性調節神経機構 [2薬］ 44 関節鏡 ［歯］ 168
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関節遊離体 ［整形］ 130 好中球膜糖蛋白に関する研究 ［小児］ 106 

間質尿細管障害 ［病理］ 47 抗大腸菌抗体 ［病理］ 48 

肝障害 ［附研］ 173 行動科学 ［衛］ 59 

肝・胆道癌培養細胞 [l内］ 73 好塩基斑点赤血球 ［衛］ 59 

肝予備力 [2外］ 122 睾丸胚細胞腫瘍 ［泌］ 149

過酸化脂質 ［青内］ 92 睾丸腫瘍 ［病理］ 48 

下肢末梢抵抗 ［分外］ 127 抗癌剤耐性 ［産姉］ 146 

褐色脂肪組織 ［栄養］ 38 膠原病 ［病理］ 49 

下垂体前葉細胞 [2解〕 22 甲状腺 ［病理］ 49 

片麻痺 ［体力］ 189 甲状腺機能充進 [ 4内］ 88 

家族性大腸ポリポーシス [l外］ 117 光化学療法 ［皮］ llO

血中濃度 ［精神］ 100 高感度 (10―5℃)温度検出装置 [3内〕 83 

血中の抗原検出 ［寄生J 66 交惑神経系 ［栄養l 39 

経腸栄養 ［分外］ 125 高カロリー輸液 [2外］ 123

頸動脈洞神経 [2薬］ 44 硬化療法 [2外］ 122

経腹直筋的人工肛門造設術 [l外］ 117 骨格筋 [1生］ 27 

経皮的結石摘出術 ［泌］ 150 抗コラーゲン抗体 ［整形］ 130 

経管栄養法 [2外］ 123 口腔修復 ［歯〕 170

蛍光抗体法 ［形成］ 138 呼吸調節の中枢性調節神経機構 [2薬］ 43 

血管拡張済 ［分内］ 97 呼吸筋筋電図解 ［小児］ 106 

血管肉腫 ［病理］ 48 呼吸器疾患 ［放］ 113

血管柄付き腱移植 ［整形］ 130 呼吸リズム形成神経機構 [2薬］ 43 

血行動態 [l外］ 117 呼吸性不整詠 [2生］ 31 

顕微分光測光 [2解］ 22 呼吸性放電群 [2薬］ 44 

嫌気性菌用簡易同定キット [2内］ 78 呼吸性ニューロン [2薬］ 43 

検体保存 ［臨検］ 69 硬膜外バルーン ［脳外］ 133 

血圧 ［宇宙］ 183 硬膜外腔 ［麻酔］ 162 

血圧調節神経 [2薬］ 44 硬膜下血腫 ［脳外］ 134 

血液レオロジ一 [3内］ 82 肛門部の外科 [l外］ 117

血液透析 [2内］ 79 肛門活約筋温存手術 ［分外］ 126 

血尿 ［病理］ 47 高温環境 ［臨検］ 68 

血流速パターン解析 [l外］ 117 高 pH [l生］ 27 

血糖自己測定 [3内］ 82 高齢化社会における健康問題 ［衛］ 59 

機械弁 ［心外］ 140 格子定数 [l生］ 27 

気管支肺胞洗浄液 ［分内］ 97 鼓室硬化症 ［耳局］ 158 

木村氏病 ［病理］ 48 酵素抗体法 ［法医］ 64 

筋弛緩薬 ［麻酔］ 162 ［産婦］ 146 

筋電図 ［体力］ 189 硬組織ラベリング法 ［形成］ 137 

筋壊死 ［リハ］ 165 抗蛋白尿効果 [l内］ 73 

筋肥大 ［リハ］ 165 抗てんかん薬 ［精神］ 100 

近位尿細管（腎） ［附研］ 172 骨の破壊機転 ［耳鼻］ 158 

筋ジストロフィーハムスター [2薬］ 45 骨音波共鳴法 [2内］ 78 

筋ジストロフィー疾患筋 [2生］ 30 骨性視神経管 ［眼］ 154

筋ジストロフィー症治療薬 (E~64,EST) [2薬］ 44 骨髄移植 ［病理］ 48 

金コロイド ［共研］ 176 骨髄線維症 [2内］ 79 

菌交代現象 ［整形］ 129 骨髄輸注療法 [2内］ 79 

機能的評価 ［形成］ 138 絞脈性神経障害 ［形成］ 137 

筋節長 [1生］ 27 構造因子 [l生］ 27 

筋湿性重量 ［形成］ 138 巨大糸粒体 ［附研］ 172 

筋小胞体 [l生］ 27 虚血脳の生化学的検索 ［脳外］ 134 

[2生］ 30 虚血性脳血管障害の治療 ［脳外］ 134 

金属抽出レプリカ法 ［共研］ 176 急性過敏性間質性腎炎 ［病理］ 49 

起立性蛋白尿 [2内］ 78 吸息性ニューロン [2薬］ 43 

基礎代謝 ［栄養］ 38 

高圧環境 ［宇宙］ 184 Krebs Henseleit bicarbonate (KHB)液 ［心外］ 140 

好中球表面張力と好中球機能 ［小児］ 106 
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morphine [2薬］ 44 
L MPGN21症例の臨床病理学的検討 ［小児］ 106 

Laser Dopplar血流計 ［眼］ 155 MSLT法 ［精神］ 101 

Lemme!症候群 [1外］ 117 Multicollular Tumor Spheroid ［産婦］ 145 

Liviの係数 ［法医］ 65 multiple osteoblastic metastasis ［脳外］ 135 
Ionescu-Shiley (IS)弁 ［心外］ 140 myelination [2内］ 78 
Lorentz関数 [2薬］ 43 
Luxus consumption ［栄養］ 38 N 

ナイフカット ［附研］ 174 
M ナキウサギ [2解］ 22 

マイクロラジオグラフィー ［形成］ 137 ネフローゼ症候群 [2内］ 78 
マックスウエル光学系 ［眼］ 154 ニックトランスレーション法 [1細］ 54 
マクロファージ ［病理］ 49 ニコチン ［公衛］ 62 
マラコプラキア ［病理］ 48 ニトロソエフェドリン ［公衛］ 62 

マロリー小体 ［分内］ 96 ノルアドレナリン ［泌］ 150
マウス乳癌ウイルス (MMTV) [1細］ 54 ヌードマウス ［分外］ 127 
ミオシナイソザイム V3 ［青内］ 91 ヌードマウス可移植 ［泌〕 149

モアレ写真 [3解］ 25 

モノクローナル抗体 ［病理］ 48 内因性急死 ［法医］ 64 

[1細］ 54 内視鏡的治療 ［分外］ 126 

［泌］ 149 内視鏡的硬化療法 [l外］ 117
モルヒネ ［麻酔］ 162 ［分外］ 126 

内視鏡的乳頭切開法 [2外］ 123

膜型肺 ［心外］ 141 内視鏡的レーザー [2外］ 122

慢性呼吸器感染 ［分内］ 97 軟部組織腫癌 ［病理］ 48 

末梢循環障害 ［放］ 113 粘液分布 [2外］ 122

末梢リンパ管 ［病理］ 49 粘液線毛運動 ［放］ 113

末梢神経組織コラーゲン ［整形］ 130 粘液組織組成の変化 [l外］ 117

迷切術 [2外］ 121 粘膜ボテンシャル [2外］ 122

免疫学的寛容状態 [l細］ 55 熱産生 ［栄養］ 38 

免疫グロブリン [2細］ 56 日本人骨 [3解］ 25 

［産婦］ 146 日本人胎児 [3解］ 25 

免疫グロブリン大量療法 ［小児］ 105 二次元電気泳動 ［附研］ 175 

免疫賦活物質 ［放］ 114 二次元筋電図 ［精神］ 102 

免疫機構 ［産婦］ 146 二次流水 [4内］ 87 

免疫組織化学 [2解］ 22 24時間 pHモニクー [l外］ 118 

［病理］ 47 肉芽性前立腺炎 ［病理］ 48 

水・電解質バランス ［臨検］ 68 脳動脈硬化 [ 4内］ 87 

網膜症 ［医化］ 35 脳動脈硬化度 [ME] 185 

門冗症 [2外］ 122 脳循環 [ 4内］ 87 

門脈血流量 ［分内］ 96 脳幹網様体 [2薬］ 43 

森田療法 ［精神］ 100 脳血管内外科 ［脳外］ 134 

森田神経質 ［精神］ 100 脳血管障害片麻痺患者の左右肺換気機能 [3内］ 83 

無侵襲定量的血流測定装置 ［精神］ 102 脳血流自動調節能 ［脳外］ 134 

無症候性高尿酸血症 [2内］ 79 脳梗塞 [l内］ 73 

脈圧 ［宇宙］ 183 ［放］ 113

脳宮崎肺吸虫症 ［脳外］ 135 
MAC ［麻酔］ 163 脳室内投与 ［附研］ 174 
Malignant hyperthermia [2生］ 30 尿中 NAGisoenzyme ［小児］ 106 
Mast cell/Basophilの培養 ［小児］ 106 尿中ポリアミン ［泌］ 149
Mcall (Murine Breast ca.) Mcall/R ［産婦］ 145 尿毒症性脳症 [2内］ 78 
Membranolysis ［病理］ 47 尿細管炎 ［病理］ 49 
METH A TUMOR ［病理］ 49 尿酸 ［共研］ 176 
MH  [2生］ 30 乳癌 ［分外］ 126 
microdensitometry ［精神］ 101 ［附研］ 173 
ML-236B ［実動］ 181 乳癌誤診因子 [l外］ 118
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乳癌ウイルス ［臨検］ 69 プロテイン A分泌型変異株 [2細］ 56 

乳癌と乳腺症 [l外］ 118 プロテイ‘/A遺伝子 [2細］ 57 

乳腺腫瘤 ［分外］ 126 プトレッシン ［栄養］ 37 

乳腺腫瘤の鑑別診断 [l外］ 118

乳頭部癌 ［分外］ 126 PAP法 ［病理］ 47 

乳幼児血管 ［病理］ 49 pedoscopeによる研究 [,Jヽ児］ 105 

乳幼児急死症候群 ［法医］ 64 pentazocine [2薬］ 44 
Phospholipase A, ［医化］ 34 

NAG isozyme [2内］ 78 plasmalogen [4内］ 87 

Na除去拘縮 [2生］ 30 plasmapheresis-Pulse療法 [2内］ 78 

naloxone [2薬〕 44 Potential Lethal Damage Repair (PLD repair) 

N ephrogenic Adenoma ［病理］ 47 ［産婦］ 145 

nerve growth factor ［皮］ 109 pressure index [l外］ 117

NGF ［栄養］ 39 primary respiratory neuron [2薬］ 43 

NIH 3T3細胞 [1細］ 54 PUVA ［皮］ 110

Nippostrongylus brasiliensis ［寄生］ 66 pyridoxal phosphate (PLP) ［医化］ 33 

NMR ［泌］ 150 pyrimidine 5'-nucleotidase (P5'N)活性 ［衛］ 59 

NMR-CT [2内］ 79 
Q 

゜
QFM [ 4内］ 87 

オートラシオグラフ [2解］ 22 
オートラジオグラフィ ［共研］ 177 R 

オルニチン脱炭酸酵素 (ODC) ［栄養］ 37 ラムダーファージ [1細］ 54 

ラット副腎皮質遊離細胞 ［実動］ 181 

横隔神経遠心性活動 [2薬］ 43 ラット易1J出灌流し Neelymodel ［心外］ 140 

温熱療法 [1内］ 73 レーザーラマン分光法 ［医化］ 35 

［放］ 114 ［眼］ 154

［泌］ 150 リチウム比 ［精神］ 101 

黄色プドウ球菌 [2細］ 56 リチウム療法 ［精神］ 101 

黄色ブドウ球菌の腎定着性 [2細］ 57 リンパ球 subsets ［附研］ 173 

黄体機能 ［産婦］ 144 リン酸力、ンシューム系結晶化ガラス ［整形］ 129 

リポ蛋白脂質 ［青内］ 92 

ODCーアンチザイム複合体 ［栄養〕 38 リゾスクフィン [2細］ 57 

ODC分解速度 ［栄養］ 37 ロケット免疫電気泳動 [2細］ 57 

ODC合成速度 ［栄養］ 37 ループス腎炎 [2内］ 77 

orthostatic tolerability ［宇宙］ 183 
連続波ドプラ法 ［心外］ 141 

p 
連続切片再構築法 ［病理］ 49 

パッケージング [l細］ 54 連続的心筋内 pHモニター ［心外］ 140 
バンクロニウム ［麻酔］ 162 淋菌性尿道炎 ［泌］ 150

パピローマウィルス [1細］ 54 老人外科 [2外］ 123

パラコート中毒 ［法医］ 65 老年者尿路感染症 [2内］ 78 

パルスドプラ法 ［心外］ 141 類脊索腫 ［病理］ 48 

パターンの自動解析 ［附研］ 175 緑内障 ［眼］ 154

バワースペクトラム分析 ［麻酔］ 162 
パワースペクトル分析 [2薬］ 43 RA関節液と軟骨細胞代謝 ［整形］ 130 

ペニシリン耐性淋菌 ［泌］ 150 Raman-CT ［共研］ 176 

ピリドキサル・キナーゼ ［医化］ 33 relapse ［歯］ 169

ポックリ病 ［法医］ 64 re-perfusion injury ［心外］ 140 

ボリアミン ［栄養］ 37 RF波加温 ［放］ 114

［青内］ 92 Ritter氏病 ［共研］ 177 

ポリープ摘除 [2外］ 123 Rocket immuno electrophoresis ［産婦］ 145 

プラズマ重合膜 ［共研〕 176 R-R間隔 [2生］ 31 

プロラクチン・メッセンジャーRNA [2解］ 22 
プロラクチン細胞 [2 ・解］ 23 s 
プロテイン A [2細］ 56 サーモグラフィー ［眼］ 155

-206-



サイベックス II ［リハ］ 166 神経一筋テタヌス剌激 ［形成］ 137 

セファロ分析 ［歯］ 169 神経構成蛋白変動 ［形成］ 137 

シアル酸 ［臨検］ 69 神経成長因子 ［栄養］ 39 

シメチジン ［麻酔］ 162 神経線維腫症 ［皮］ 109

スキンドファイバー [1生］ 27 神経接合 ［形成］ 137 

スペルミジン ［栄養］ 38 神経周囲侵潤 ［分外］ 126 

スポーツ外傷・障害 ［形成］ 138 神経終末 ［医化］ 34 

ストレス潰瘍 [2外］ 122 心係数 CC.I.) ［心外］ 140 

心筋保護 ［青内］ 92 

細胞電気泳動法 [3内］ 82 ［心外］ 140 

細胞骨格 ［医化］ 35 心筋虚血 ［法医］ 64 

細胞内 Ca2十濃度 [2生］ 30 心筋内ミオグロビン／ ［法医］ 64 

再灌流圧 ［心外］ 140 心機能 [ 4内］ 88 

細菌発育阻止作用 ［青内］ 92 ［心外］ 140 

再構築 ［形成］ 137 心機能解析プログラム ［心外］ 141 

酸素摂取量 ［体力］ 189 心筋酸素消費量 ［麻酔］ 163 

砂粒小体 [l外］ 118 進行乳癌 ［分外］ 126 

左室容積 dv/dt曲線 ［心外］ 141 心拍性リズム [2薬］ 44 

左室容積時系列曲線 ［心外］ 141 新生児の重心 ［小児］ 105 

左室造影自動解析システム ［心外］ 141 滲出性中耳炎 ［耳鼻］ 157 

星状神経節ブロック ［麻酔］ 163 身体空間知覚 ［リハ］ 166 

精細管内悪性胚細胞 ［病理］ 48 ［体力］ 189 

生体弁 ［心外］ 140 滲透圧 [1生］ 27 

生体計測 [3解］ 25 心臓病集団検診装置 [ 4内］ 88 

生体リズム ［精神］ 101 心臓代謝 ［青内］ 91 

赤道反射 [l生］ 27 視神経管内視神経 ［眼］ 154

[2生］ 30 視神経線維間浮腫 ［眼］ 153

赤外線サーモグラフィ ［脳外］ 134 視神経損傷モデル ［眼］ 155

咳反射 [2薬］ 44 視床下部内側基底部 ［附研］ 174 

脊索腫 ［病理］ 48 死体血の臨床検査データ ［法医］ 64 

赤血球変形能 [3内］ 82 室房伝導 [4内］ 87 

潜伏眼振 ［眼］ 153 膝伸展張力 ［リハ］ 165 

潜伏性前立腺癌 ［泌］ 150 視運動性眼球運動 ［眼］ 153

穿剌吸引細胞診 [l外］ 118 自然発生した腫癌 ［分外］ 127 

先天眼振 ［眼］ 153 初代培養肝細胞 ［栄養］ 37 

先天性代謝異常症の治療 ［小児］ 105 衝動性眼球運動 ［眼］ 153

切除不能肝癌 [1外］ 117 小胞星細胞 [2解］ 22 

芝公園一丁目遺跡 [3解］ 25 消化管吻合部 [2外］ 122

脂肪動員 ［附研］ 174 消化器内視鏡 [1外］ 117

歯原性角化襄胞 ［歯］ 170 小核試験 ［公衛］ 62 

視覚伝達特性 ［眼］ 154 消化性潰瘍 [l内］ 72 

視器血管構築 ［眼］ 155 消化性潰瘍 [2外］ 121

色覚メカニズム ［眼］ 154 初期胚（受精卵～器官形成期胎芽） ［衛］ 58 

子宮頚部癌 ［病理］ 48 食道癌 ［分外］ 125 

子宮内膜症 ［産婦］ 146 食道・胃接合部機能 [2外］ 122

糸球体腎炎 ［病理］ 47 食道静脈瘤 [l内］ 72 

心電図 [2薬］ 45 ［分外］ 126 

心電図同期法 RIァンジオ ［小児］ 106 食道静脈瘤合併肝癌 ［分外］ 126 

振動刺激 ［形成］ 137 食道内圧 [l外］ 118

振動誘発反射 ［形成］ 138 小児消化器内視鏡 ［分外］ 126 

心外仕事率 [ 4内］ 88 終板レセプタ ［麻酔］ 162 

[ME] 185 手部の装具 ［リハ］ 166 

唇顎口蓋裂 ［歯］ 168 集団検尿 [2内］ 77 

心肥大度 ［法医］ 65 集学的治療 [1外］ 118

神経伝導速度 ［形成］ 137 手合指症 ［形成］ 137 

神経皮府症候群 ［皮］ 109 手術補助免疫化学療法 [2外］ 122
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周期的収縮 [l生］ 27 多環芳香族炭化水素 ［公衛］ 62 

腫瘍倍加時間 ［分外］ 127 単一運動単位 [l生］ 28 

腫瘍マーカー ［泌］ 149 単純ヘルペス ［皮］ llO
僧帽弁置換術 (MUR) ［心外］ 140 胆管癌 ［分外］ 126 

僧帽弁狭窄症弁口圧較差 ［心外］ 141 胆必隆起性病変 [l内］ 73 

巣状糸球体病変 ［病理］ 47 炭酸ガスレーザーメス [l外］ 117

相関分析法 [2薬］ 43 胆石症 [1内］ 73 

総頚動豚血流 ［リハ］ 166 [2外］ 123

足部理紋 [1解］ 20 短潜時体性感覚誘発電位 ［脳外］ 134 

足奇形 ［形成］ 137 多指症 ［形成］ 137 

足多指症 ［形成］ 137 多剤併用化学療法 ［分外］ 126 

側頭腐下 ［耳鼻］ 159 多剤併用療法 ［附研］ 173 

促通法 ［形成］ 138 停留睾丸 ［泌］ 150

騒音性難聴 ［耳鼻］ 158 低出生体重で出生した障害児 ［小児］ 105 
組織音響インピーダンス [ME] 186 点火影響 ［衛］ 58 

創傷治癒 [2外］ 122 頭頚部腫瘍 ［耳鼻］ 159 

創傷治癒過程 ［形成］ 138 統計的観察 ［形成］ 137 
躁うつ病 ［精神］ 101 凍結損傷 ［脳外］ 133 

睡眠 ［精神］ 101 特発性門脈庄充進症 [l内］ 72 
睡眠時無呼吸症候群 ［麻酔］ 162 特発性浮腫 [2内］ 78 

膵の微小循環動態 [3内］ 83 糖尿病 [3内］ 82 

水浸負荷 ［宇宙］ 183 ［青内］ 91 

膵頭部癌 ［分外］ 126 糖尿病性血管合併症 [3内］ 83 

膵頭十二指腸切除 ［分外］ 126 糖尿病性網膜症 ［眼］ 154

糖尿病性神経障害 [3内］ 83 
sarcolemma ［青内］ 92 糖尿病性心筋内血管鋳型標本 [3内］ 82 
Second look Operation ［産婦］ 146 透析用 Bloodaccess ［分外］ 127 
Sephadex G-200 cofumn Chromatography 等速性筋力 ［体力］ 190 

［産婦］ 145 突然変異原性 ［公衛］ 62 
S. epidermidis ［臨検］ 69 痛風 [2内］ 79 

Sertoli細胞 ［泌] 150 追従性眼球運動 ［眼］ 153
SHR ［青内］ 91 
SIDS ［法医］ 64 TBI（全身照射） ［放］ 114
Simplex法 [ME] 185 Tetrahymena pyriformis ［寄生］ 65 
Soft X Ray ［眼］ 155 thiamylal [2薬］ 43 
STD ［皮］ 110 thick filament [l生］ 27 

steroidogenesis促進効果 ［実動］ 181 thyroglobulin [1外］ 118

STGC ［病理］ 48 tilt table test ［宇宙］ 183 
stroke volume ［宇宙］ 184 tiny ligament ［歯］ 168
ST.Thomas液 ［心外］ 140 Tl •Tc サブトラクションシンチ [l外］ 118
SUNDS ［法医］ 64 TNI（全リンパ節照射） ［放］ 114
Syncytial Knot ［産婦］ 145 total peripheral resistance ［宇宙］ 184 
S-100蛋白 S-100protein [2解］ 22 T細胞機能 ［分内］ 97 

T u 
トキソプラズマ ［寄生］ 65 ウエスタンブロット法 [1細］ 55 

トキソプラズマ症の早期診断法 ［寄生］ 66 ウイルス・ゲノム [l細］ 54 
トレッドミル ［宇宙］ 183 ウイルス性梵贅 ［皮］ 109

ウリカーゼ ［共研］ 177 

多発外傷 ［法医］ 64 ウサギ血漿 [2細］ 57 

多発性脳梗塞 [2内］ 78 ウシ・フィプリノーゲ‘ノ [2細］ 57 

胎盤絨毛血管 ［産婦］ 144 ウシ副腎皮質遊離細胞 ［実動］ 182 

体位変換 ［宇宙］ 183 

大気汚染物質 ［公衛］ 62 右房内組織塞栓 ［法医］ 65 

体力 ［形成］ 138 運動部員 ［体力］ 189 

［宇宙］ 183 運動負荷 [2生］ 30 
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運動負荷強度 ［臨検］ 68 髄液酸塩基平衡 ［麻酔］ 162 

運動負荷試験 ［分内］ 97 

運動負荷テスト ［形成］ 138 

運動耐容能 ［リハ］ 166 

運動単位 ［体力］ 188 

右心バイパスモデル ［心外］ 140 

右室ペーシング負荷法 ［心外］ 140 

unexplained infertility CU.I) ［産婦］ 144 

uremic toxin [2内］ 78 

V 

VAC療法 ［産婦］ 145 

VCF曲線 ［心外］ 141 

visual evoked potential ［眼］ 154

w 

腕神経叢 [3解］ 25 

W-7 ［実動］ 181 

X 

Xenon ［分内］ 96 

Xenon CT法 [2内］ 78 

X線回折 [l生］ 27 

[2生］ 30 

y 

薬物依存 ［精神］ 101 

薬物性腎障害 [2内］ 78 

薬剤耐性遺伝子 (G418) [l細］ 54 

薬剤投与と腎障害 ［病理］ 49 

用語 JIS化作業 [ME] 186 

抑制性マクロファー、；； a誘導の遺伝的制御

［寄生］ 65 

[l外］ 117

［法医］ 65 

［歯］ 169

［脳外］ 133 

［整形］ 130 

［皮］ 109

容積弾性率

羊水塞栓症

有病者

遊離アミノ酸

遊離血管柄付き腸骨移植

梵贅状表皮発育異常症

Young液

舌下神経遠心性活動

全盲

前立腺癌

前立腺酸フォスファターゼ

前立腺特異蛋白

全身照射法

全天日射量

前腕伸筋

絶対臥褥

造血器

［心外］ 140 

z
 [2薬］ 43

［体力］ 189 

［病理］ 48 

［泌］ 149

［病理］ 48 

［病理］ 48 

［放］ 114

［寄生］ 67 

[l解］ 20

［精神］ 100 

［青内］ 92 
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